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序文

この 出版物 には口語訳新約聖書(1954年版) 翻訳を含めています。 173,768参照があり、2フォーマットの聖書が表されます。 これは、読書とナビゲーションにやさしい形式で、または略してNavi形式でフォーマットされた日本語口語訳聖書 そして Darby English Bible (旧約聖書 そして 新約聖書) を含めてます。 テキスト音声変換（tts）のために構築された日本語口語訳聖書 そして Darby English Bible (旧約聖書 そして 新約聖書) のコピー、完全な、対訳ではないも含まれており、あなたのデバイスは聖書をあなたに音声で読めるようになっています。 


　一般 の聖書ナビゲーションの仕組み：


 
			聖書にはその本の索引があります。 
 
			TTSフォーマットでは、書籍索引の後に書籍と章がリストされます。
 
			聖書は本の索引でお互いを参照しています。
 
			各本にはそれが属する聖書の参照があります。 
 
			各書籍には、前の書籍、または次の書籍への参照があります。
 
			各本には章の索引があります。
 
			各章には、それが属する本への参照があります。 
 
			各章は、前の章または次の章を参照します。 
 
			各章には詩の索引があります。 
 
			TTSの各章はNavi形式での同じ章を参照しています。 
 
			各詩には番号が付けられ、それが属する章に参照します。
 
			各詩は読みやすくするために新しい行から始まります。 
 
			TTS形式では、詩の番号は表示されません。 
 
			インデックス内のすべての参照は、その場所に移動させます。 
 
			組み込みの目次はすべての書籍。 
 

私たちは、このような電子ブックで見つけられるベストのナビゲーションではないとしても、最高のものを作ったと信じています！ それはあなたの指先で任意の詩を置き、クイック検索にも最適です。 日本語口語訳聖書 そして Darby English Bible とそのナビゲーションの組み合わせは、この電子ブックをユニークにします。 


 テキスト音声変換（TTS）のサポートはデバイスによって異なります。 一部のデバイスではサポートされていません。デバイスにより1つの言語のみのサポート、または多くの言語をサポートしている場合があります。 この電子書籍のTTSに使用される言語は日本語です。


日本の口語訳聖書について

この翻訳の詳細については、次を参照してください： bible.salterrae.net これはそのページの抜粋です：


これらのテキストは、1954/1955年に公表された日本口語訳聖書（2006年1月1日に著作権の期限が切れている）に基づいています。 出版社から現在入手可能なテキストは、1954/1955で出版されたものとはわずかに異なり、著作権はまだ有効である可能性があることに注意してください。 


About The Darby English Bible

An excerpt from Wikipedia:


The Darby Bible (DBY, formal title The Holy Scriptures: A New Translation from the Original Languages by J. N. Darby) refers to the Bible as translated from Hebrew and Greek by John Nelson Darby. Darby published a translation of the New Testament in 1867, with revised editions in 1872 and 1884. After his death, some of his students produced an Old Testament translation based on Darby's French and German translations (see below). The complete Darby Bible, including Darby's 3rd edition New Testament and his students' Old Testament, was first published in 1890.


J. N. Darby's purpose was, as he states in the preface to his English NT, to make a modern translation for the unlearned who have neither access to manuscript texts nor training and knowledge of ancient languages of the Scriptures. He was the principal scholar for a number of translations – and not the sole translator of any one of the various translations that bear his name. He worked with various brethren who had academic and spiritual qualifications. He also acknowledges dependence on the critical work of Samuel Prideaux Tregelles and various other scholars. Darby's translation work was not intended to be read aloud. His work was for study and private use. In his own oral ministry he generally used the English KJV.


When Mr. Darby first issued his New Translation into English he wrote in the preface to the Revelation 'if the reader find my translation exceedingly similar to Mr. William Kelly's, I can only rejoice in it, as mine was made a year or two before his came out, and he has never seen mine up to the time of my writing this...' (Darby went on to write that his New Testament translation had been lying by him for some years then). In his introduction to the 1890, German version, he wrote, "In the issue of this translation, the purpose is not to offer to the man of letters a learned work, but rather to provide the simple and unlearned reader with as exact a translation as possible."


In the Old Testament Darby translates the covenant name of God as "Jehovah" instead of rendering it "LORD" or "GOD" (in all capital letters) as most English translations do. Among other widely used translations only Robert Young's Literal Translation, the American Standard Version (1901), and the Jehovah's Witnesses' New World Translation (1950) have followed this practice. The footnotes of many editions (such as the 1961 Modified Notes Edition) of Darby Bible's New Testament indicate where "Lord" ("Kurios" in Greek) in the scripture text probably refers to Jehovah. The 1961 Modified Notes Edition of the Darby Bible includes the 1871 New Testament Preface, which says in part "All the instances in which the article is wanting before Kurios are not marked by brackets; but I give here all the passages in which Kurios, which the LXX employ for Jehovah, thence transferred to the New Testament, is used as a proper name; that is, has the sense of 'Jehovah.'" It then gives a listing of those places.


聖書の紹介

神の言葉は、すべての時間を通じて人類に与えられた最も素晴らしい、驚くべきテキストです。それについての徹底的な研究だけが秘密を解くことができます。私たちは、神の自然を理解することは、この時代だけではなく、重要であると信じています。現在、すべてが逆さまになっているようです。良いところは悪く、悪い方が良い。私たちの方向性とコンパスは、神がそれを預言的に明記してから、最初から終わりを見て、神の言葉を書いて時間の試練に耐えることを知っています。私たちはどうやって知ったのでしょう？彼は世界で起こっている出来事の多くを確認し、私たち自身の短い寿命の中でさえ起こったので、私たちは知っています。神は聖書の世界的な出来事について話し、予言しました。これらの予言はユニークです。あなたは、惑星地球上の聖書のような念入りな精度と正確さがあるものを見つけることはできません。しかし、より小さいレベルでは、それぞれの男女が心を作り、神が彼らに言い聞かせるようにする必要があります。それは、私たちが神の言葉である聖書に従って行動し、信じることによって、兆候や不思議を守るときです。イエスキリストは私たちの信者の筆者であり、何を求めることができるのか、本当に書かれています。私は個人的にHIVなどの治癒困難な病気から癒された人々を見ました。イエスが私たちに与えた権威を通して、私は悪魔を追い払い、金属が身体から消えて正常な骨に置き換わるのを見ました。私は小さな病気から終末の病気に人々を解放し、私は戦いに勝つ巨大な喜びを証言することができます！神を信じることを選んで有言実行を敢えてする者には、兆候と不思議の目撃者が数多くいます。確かに、キリストの身体は活発で生きており、神はその子どもたちに優しいです！しかし、私たちは彼の言葉に耳を傾け、彼が私たちのために持っている知識を求めなければなりません。言葉だけでなく、神との親密さと私たちの兄弟姉妹との積極的な交わりを通しています。聖霊は、ナザレのイエスキリストが私たちと分かち合おうとしている真実を常に確認します。


しかし、これを当然のこととみなさないでください。神の言葉は、確かに掘り出され、テストされ、検証され、価値があるとわかることができます。しかし、それをあなたの人生に取り入れ、その現実を見るためには、信仰が必要です。生きている信仰、死んだ信仰ではない。一日の心拍で神の言葉を摂取し、聖霊の実を楽しむ。私たちが神に尋ねるとき、彼が私たちの前に置いた真実を追求するとき、彼は確かに時間内に答えるでしょう。あなたをどこにも導かないとは思わないでください。これは信じられない人が奇跡の素敵な物語を撒き散らしたもので、奇跡の物語を振りかざしたものではありません。遠くから。私たちはこの時と時間をもう一度見てきました。真実は奇妙であり、私たちの創造主は真実であり、唯一の「私」です。ここには複数の神がありません。それは悪魔の嘘です。すべての生き物によって作られた神は、浮かんでいる自己認識の存在でもありません。地球、またはガイアは、それが小説であり、おとぎ話であると多くの呼びかけをしています。どのように私たちは遭遇し、落ち、私たちの周りに死を見ましたが、ナザレのイエスキリストが来て、真実と、真実だけを私たちに示してくれるまで、私たちを啓発したことはありませんでした。彼は確かに道であり、真実であり、人生でもあります。神の知識に従って人がそれを歩かない限り、その人は最後まで夢遊病を続けます。そのような終わりは、少なくとも一言言うのが悲しいでしょう。目を覚まして神の良さを味わい、彼に近づけば、彼はあなたに近づくでしょう！あなたがすでに目を覚ましていても、眠く感じて歩いているならば、再び眠りにつかないように*戦い*、あなたの心と精神をすべて父親に求め、そうして警戒してください！それでも、私は、神様がどのようにして聖書をまとめることができたのかを知ることはできません。私自身の知性に対して、私は聖書を傷つけたように見ました。しかし、それは私が主と救い主としてイエス・キリストを受け入れる前であり、聖書の言葉を取った伝道者を通して神の力を経験しました。以来、兆候や不思議は止まったことはありません。私のせいではなく、神は決して変化しないので、彼は皆が救われることを望んでいることを明確に示しました！手を下ろして、これは私がこれまでに聞いて経験した最高のニュースです！あなたのすべての心とあなたのすべての力とあなたが永遠にあなたの神を愛してください。大きさや重さのように見えますが、あなたはどんなことでも征服できます。神はあなたの心、あなたの注意とあなたの愛情を求めます。神をとおして、あなたはこの世の欲望と煩悩を克服し、豊かな人生を永遠に生きるでしょう。


とても鈍く、まっすぐである私を許してください。 神様があなたのために抱いている祝福の中に、皆さんがいて、歩むことを心から祈っています。 あなたの中には、砂漠のような気持ちで歩いている人もいますが、神が愛する人たちを懲らしめることを忘れないでください。 彼は私たちを憎むからではない。 私たちが御言葉を捧げるならば、父は私たちの父です。そして、いつも御耳を傾ける限り、もっと多くの果実を運ぶでしょう。 時には砂漠の時が必要です。 それでも、恐れてはならない。なぜなら、あなたが心を尽くして彼を求めるとき、神は確かにあなたの側にいるからです。 確かに、天におられるわたしたちの父とは不可能なことはありません。 もし彼が話したら、それは通り過ぎるでしょう！ すべての栄光を神に！

  ≡ ヤコブの手紙 1:22-25 


    22そして、御言を行う人になりなさい。おのれを欺いて、ただ聞くだけの者となってはいけない。    23おおよそ御言を聞くだけで行わない人は、ちょうど、自分の生れつきの顔を鏡に映して見る人のようである。    24彼は自分を映して見てそこから立ち去ると、そのとたんに、自分の姿がどんなであったかを忘れてしまう。    25これに反して、完全な自由の律法を一心に見つめてたゆまない人は、聞いて忘れてしまう人ではなくて、実際に行う人である。こういう人は、その行いによって祝福される。  ○-○

私達に連絡する方法！

ご不明な点やご意見がありましたら、telluz@gmail.comまでメールをお送りください。ご連絡の際は、英語またはノルウェー語で書く必要があります。私たちがしていることに感謝してニュースレターを受けたい場合は、 http://eepurl.com/b9q2SL にアクセスして登録してください！私たちの仕事に協力するために寄付をしたい場合は、paypal.me/JHalsethを使用してください。


神のお恵みがありますように！
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↦ 出エジプト記
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創世記 1
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  はじめに神は天と地とを創造された。 


 In the beginning God created the heavens and the earth.




 


  地は形なく、むなしく、やみが淵のおもてにあり、神の霊が水のおもてをおおっていた。 


 And the earth was waste and empty, and darkness was on the face of the deep, and the Spirit of God was hovering over the face of the waters.




 


  神は「光あれ」と言われた。すると光があった。 


 And God said, Let there be light. And there was light.




 


  神はその光を見て、良しとされた。神はその光とやみとを分けられた。 


 And God saw the light that it was good; and God divided between the light and the darkness.




 


  神は光を昼と名づけ、やみを夜と名づけられた。夕となり、また朝となった。第一日である。 


 And God called the light Day, and the darkness he called Night. And there was evening, and there was morning -- the first day.




 


  神はまた言われた、「水の間におおぞらがあって、水と水とを分けよ」。 


 And God said, Let there be an expanse in the midst of the waters, and let it be a division between waters and waters.




 


  そのようになった。神はおおぞらを造って、おおぞらの下の水とおおぞらの上の水とを分けられた。 


 And God made the expanse, and divided between the waters that are under the expanse and the waters that are above the expanse; and it was so.




 


  神はそのおおぞらを天と名づけられた。夕となり、また朝となった。第二日である。 


 And God called the expanse Heavens. And there was evening, and there was morning -- a second day.




 


  神はまた言われた、「天の下の水は一つ所に集まり、かわいた地が現れよ」。そのようになった。 


 And God said, Let the waters under the heavens be gathered together to one place, and let the dry [land] appear. And it was so.




 


  神はそのかわいた地を陸と名づけ、水の集まった所を海と名づけられた。神は見て、良しとされた。 


 And God called the dry [land] Earth, and the gathering together of the waters he called Seas. And God saw that it was good.




 


  神はまた言われた、「地は青草と、種をもつ草と、種類にしたがって種のある実を結ぶ果樹とを地の上にはえさせよ」。そのようになった。 


 And God said, Let the earth cause grass to spring up, herb producing seed, fruit-trees yielding fruit after their kind, the seed of which is in them, on the earth. And it was so.




 


  地は青草と、種類にしたがって種をもつ草と、種類にしたがって種のある実を結ぶ木とをはえさせた。神は見て、良しとされた。 


 And the earth brought forth grass, herb producing seed after its kind, and trees yielding fruit, the seed of which is in them, after their kind. And God saw that it was good.




 


  夕となり、また朝となった。第三日である。 


 And there was evening, and there was morning -- a third day.




 


  神はまた言われた、「天のおおぞらに光があって昼と夜とを分け、しるしのため、季節のため、日のため、年のためになり、 


 And God said, Let there be lights in the expanse of the heavens, to divide between the day and the night; and let them be for signs, and for seasons, and for days and years;




 


  天のおおぞらにあって地を照らす光となれ」。そのようになった。 


 and let them be for lights in the expanse of the heavens, to give light on the earth. And it was so.




 


  神は二つの大きな光を造り、大きい光に昼をつかさどらせ、小さい光に夜をつかさどらせ、また星を造られた。 


 And God made the two great lights, the great light to rule the day, and the small light to rule the night, -- and the stars.




 


  神はこれらを天のおおぞらに置いて地を照らさせ、 


 And God set them in the expanse of the heavens, to give light on the earth,




 


  昼と夜とをつかさどらせ、光とやみとを分けさせられた。神は見て、良しとされた。 


 and to rule during the day and during the night, and to divide between the light and the darkness. And God saw that it was good.




 


  夕となり、また朝となった。第四日である。 


 And there was evening, and there was morning -- a fourth day.




 


  神はまた言われた、「水は生き物の群れで満ち、鳥は地の上、天のおおぞらを飛べ」。 


 And God said, Let the waters swarm with swarms of living souls, and let fowl fly above the earth in the expanse of the heavens.




 


  神は海の大いなる獣と、水に群がるすべての動く生き物とを、種類にしたがって創造し、また翼のあるすべての鳥を、種類にしたがって創造された。神は見て、良しとされた。 


 And God created the great sea monsters, and every living soul that moves with which the waters swarm, after their kind, and every winged fowl after its kind. And God saw that it was good.




 


  神はこれらを祝福して言われた、「生めよ、ふえよ、海の水に満ちよ、また鳥は地にふえよ」。 


 And God blessed them, saying, Be fruitful and multiply, and fill the waters in the seas, and let fowl multiply on the earth.




 


  夕となり、また朝となった。第五日である。 


 And there was evening, and there was morning -- a fifth day.




 


  神はまた言われた、「地は生き物を種類にしたがっていだせ。家畜と、這うものと、地の獣とを種類にしたがっていだせ」。そのようになった。 


 And God said, Let the earth bring forth living souls after their kind, cattle, and creeping thing, and beast of the earth, after their kind. And it was so.




 


  神は地の獣を種類にしたがい、家畜を種類にしたがい、また地に這うすべての物を種類にしたがって造られた。神は見て、良しとされた。 


 And God made the beast of the earth after its kind, and the cattle after their kind, and every creeping thing of the ground after its kind. And God saw that it was good.




 


  神はまた言われた、「われわれのかたちに、われわれにかたどって人を造り、これに海の魚と、空の鳥と、家畜と、地のすべての獣と、地のすべての這うものとを治めさせよう」。 


 And God said, Let us make man in our image, after our likeness; and let them have dominion over the fish of the sea, and over the fowl of the heavens, and over the cattle, and over the whole earth, and over every creeping thing that creepeth on the earth.




 


  神は自分のかたちに人を創造された。すなわち、神のかたちに創造し、男と女とに創造された。 


 And God created Man in his image, in the image of God created he him; male and female created he them.




 


  神は彼らを祝福して言われた、「生めよ、ふえよ、地に満ちよ、地を従わせよ。また海の魚と、空の鳥と、地に動くすべての生き物とを治めよ」。 


 And God blessed them; and God said to them, Be fruitful and multiply, and fill the earth, and subdue it; and have dominion over the fish of the sea, and over the fowl of the heavens, and over every animal that moveth on the earth.




 


  神はまた言われた、「わたしは全地のおもてにある種をもつすべての草と、種のある実を結ぶすべての木とをあなたがたに与える。これはあなたがたの食物となるであろう。 


 And God said, Behold, I have given you every herb producing seed that is on the whole earth, and every tree in which is the fruit of a tree producing seed: it shall be food for you;




 


  また地のすべての獣、空のすべての鳥、地を這うすべてのもの、すなわち命あるものには、食物としてすべての青草を与える」。そのようになった。 


 and to every animal of the earth, and to every fowl of the heavens, and to everything that creepeth on the earth, in which is a living soul, every green herb for food. And it was so.




 


  神が造ったすべての物を見られたところ、それは、はなはだ良かった。夕となり、また朝となった。第六日である。 


 And God saw everything that he had made, and behold it was very good. And there was evening, and there was morning -- the sixth day.
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  こうして天と地と、その万象とが完成した。 


 And the heavens and the earth and all their host were finished.




 


  神は第七日にその作業を終えられた。すなわち、そのすべての作業を終って第七日に休まれた。 


 And God had finished on the seventh day his work which he had made; and he rested on the seventh day from all his work which he had made.




 


  神はその第七日を祝福して、これを聖別された。神がこの日に、そのすべての創造のわざを終って休まれたからである。 


 And God blessed the seventh day, and hallowed it, because that on it he rested from all his work which God had created in making it.




 


  これが天地創造の由来である。主なる神が地と天とを造られた時、 


 These are the histories of the heavens and the earth, when they were created, in the day that Jehovah Elohim made earth and heavens,




 


  地にはまだ野の木もなく、また野の草もはえていなかった。主なる神が地に雨を降らせず、また土を耕す人もなかったからである。 


 and every shrub of the field before it was in the earth, and every herb of the field before it grew; for Jehovah Elohim had not caused it to rain on the earth, and there was no man to till the ground.




 


  しかし地から泉がわきあがって土の全面を潤していた。 


 But a mist went up from the earth, and moistened the whole surface of the ground.




 


  主なる神は土のちりで人を造り、命の息をその鼻に吹きいれられた。そこで人は生きた者となった。 


 And Jehovah Elohim formed Man, dust of the ground, and breathed into his nostrils the breath of life; and Man became a living soul.




 


  主なる神は東のかた、エデンに一つの園を設けて、その造った人をそこに置かれた。 


 And Jehovah Elohim planted a garden in Eden eastward, and there put Man whom he had formed.




 


  また主なる神は、見て美しく、食べるに良いすべての木を土からはえさせ、更に園の中央に命の木と、善悪を知る木とをはえさせられた。 


 And out of the ground Jehovah Elohim made every tree grow that is pleasant to the sight, and good for food; and the tree of life, in the midst of the garden, and the tree of the knowledge of good and evil.




 


  また一つの川がエデンから流れ出て園を潤し、そこから分れて四つの川となった。 


 And a river went out of Eden, to water the garden; and from thence it was parted, and became four main streams.




 


  その第一の名はピソンといい、金のあるハビラの全地をめぐるもので、 


 The name of the one is Pison: that is it which surrounds the whole land of Havilah, where the gold is.




 


  その地の金は良く、またそこはブドラクと、しまめのうとを産した。 


 And the gold of that land is good; bdellium and the onyx stone are there.




 


  第二の川の名はギホンといい、クシの全地をめぐるもの。 


 And the name of the second river is Gihon: that is it which surrounds the whole land of Cush.




 


  第三の川の名はヒデケルといい、アッスリヤの東を流れるもの。第四の川はユフラテである。 


 And the name of the third river is Hiddekel: that is it which flows forward toward Asshur. And the fourth river, that is Euphrates.




 


  主なる神は人を連れて行ってエデンの園に置き、これを耕させ、これを守らせられた。 


 And Jehovah Elohim took Man, and put him into the garden of Eden, to till it and to guard it.




 


  主なる神はその人に命じて言われた、「あなたは園のどの木からでも心のままに取って食べてよろしい。 


 And Jehovah Elohim commanded Man, saying, Of every tree of the garden thou shalt freely eat;




 


  しかし善悪を知る木からは取って食べてはならない。それを取って食べると、きっと死ぬであろう」。 


 but of the tree of the knowledge of good and evil, thou shalt not eat of it; for in the day that thou eatest of it thou shalt certainly die.




 


  また主なる神は言われた、「人がひとりでいるのは良くない。彼のために、ふさわしい助け手を造ろう」。 


 And Jehovah Elohim said, It is not good that Man should be alone; I will make him a helpmate, his like.




 


  そして主なる神は野のすべての獣と、空のすべての鳥とを土で造り、人のところへ連れてきて、彼がそれにどんな名をつけるかを見られた。人がすべて生き物に与える名は、その名となるのであった。 


 And out of the ground Jehovah Elohim had formed every animal of the field and all fowl of the heavens, and brought [them] to Man, to see what he would call them; and whatever Man called each living soul, that was its name.




 


  それで人は、すべての家畜と、空の鳥と、野のすべての獣とに名をつけたが、人にはふさわしい助け手が見つからなかった。 


 And Man gave names to all cattle, and to the fowl of the heavens, and to every beast of the field; but as for Adam, he found no helpmate, his like.




 


  そこで主なる神は人を深く眠らせ、眠った時に、そのあばら骨の一つを取って、その所を肉でふさがれた。 


 And Jehovah Elohim caused a deep sleep to fall upon Man; and he slept. And he took one of his ribs and closed up flesh in its stead.




 


  主なる神は人から取ったあばら骨でひとりの女を造り、人のところへ連れてこられた。 


 And Jehovah Elohim built the rib that he had taken from Man into a woman; and brought her to Man.




 


  そのとき、人は言った。「これこそ、ついにわたしの骨の骨、わたしの肉の肉。男から取ったものだから、これを女と名づけよう」。 


 And Man said, This time it is bone of my bones and flesh of my flesh: this shall be called Woman, because this was taken out of a man.




 


  それで人はその父と母を離れて、妻と結び合い、一体となるのである。 


 Therefore shall a man leave his father and his mother, and cleave to his wife; and they shall become one flesh.




 


  人とその妻とは、ふたりとも裸であったが、恥ずかしいとは思わなかった。 


 And they were both naked, Man and his wife, and were not ashamed.
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  さて主なる神が造られた野の生き物のうちで、へびが最も狡猾であった。へびは女に言った、「園にあるどの木からも取って食べるなと、ほんとうに神が言われたのですか」。 


 And the serpent was more crafty than any animal of the field which Jehovah Elohim had made. And it said to the woman, Is it even so, that God has said, Ye shall not eat of every tree of the garden?




 


  女はへびに言った、「わたしたちは園の木の実を食べることは許されていますが、 


 And the woman said to the serpent, We may eat of the fruit of the trees of the garden;




 


  ただ園の中央にある木の実については、これを取って食べるな、これに触れるな、死んではいけないからと、神は言われました」。 


 but of the fruit of the tree that is in the midst of the garden, God has said, Ye shall not eat of it, and ye shall not touch it, lest ye die.




 


  へびは女に言った、「あなたがたは決して死ぬことはないでしょう。 


 And the serpent said to the woman, Ye will not certainly die;




 


  それを食べると、あなたがたの目が開け、神のように善悪を知る者となることを、神は知っておられるのです」。 


 but God knows that in the day ye eat of it, your eyes will be opened, and ye will be as God, knowing good and evil.




 


  女がその木を見ると、それは食べるに良く、目には美しく、賢くなるには好ましいと思われたから、その実を取って食べ、また共にいた夫にも与えたので、彼も食べた。 


 And the woman saw that the tree was good for food, and that it was a pleasure for the eyes, and the tree was to be desired to give intelligence; and she took of its fruit, and ate, and gave also to her husband with her, and he ate.




 


  すると、ふたりの目が開け、自分たちの裸であることがわかったので、いちじくの葉をつづり合わせて、腰に巻いた。 


 And the eyes of them both were opened, and they knew that they were naked. And they sewed fig-leaves together, and made themselves aprons.




 


  彼らは、日の涼しい風の吹くころ、園の中に主なる神の歩まれる音を聞いた。そこで、人とその妻とは主なる神の顔を避けて、園の木の間に身を隠した。 


 And they heard the voice of Jehovah Elohim, walking in the garden in the cool of the day. And Man and his wife hid themselves from the presence of Jehovah Elohim, in the midst of the trees of the garden.




 


  主なる神は人に呼びかけて言われた、「あなたはどこにいるのか」。 


 And Jehovah Elohim called to Man, and said to him, Where art thou?




 


  彼は答えた、「園の中であなたの歩まれる音を聞き、わたしは裸だったので、恐れて身を隠したのです」。 


 And he said, I heard thy voice in the garden, and I feared, because I am naked; and I hid myself.




 


  神は言われた、「あなたが裸であるのを、だれが知らせたのか。食べるなと、命じておいた木から、あなたは取って食べたのか」。 


 And he said, Who told thee that thou art naked? Hast thou eaten of the tree of which I commanded thee not to eat?




 


  人は答えた、「わたしと一緒にしてくださったあの女が、木から取ってくれたので、わたしは食べたのです」。 


 And Man said, The woman, whom thou hast given [to be] with me, she gave me of the tree, and I ate.




 


  そこで主なる神は女に言われた、「あなたは、なんということをしたのです」。女は答えた、「へびがわたしをだましたのです。それでわたしは食べました」。 


 And Jehovah Elohim said to the woman, What is this thou hast done? And the woman said, The serpent deceived me, and I ate.




 


  主なる神はへびに言われた、「おまえは、この事を、したので、すべての家畜、野のすべての獣のうち、最ものろわれる。おまえは腹で、這いあるき、一生、ちりを食べるであろう。 


 And Jehovah Elohim said to the serpent, Because thou hast done this, be thou cursed above all cattle, and above every beast of the field. On thy belly shalt thou go, and eat dust all the days of thy life.




 


  わたしは恨みをおく、おまえと女とのあいだに、おまえのすえと女のすえとの間に。彼はおまえのかしらを砕き、おまえは彼のかかとを砕くであろう」。 


 And I will put enmity between thee and the woman, and between thy seed and her seed; he shall crush thy head, and thou shalt crush his heel.




 


  つぎに女に言われた、「わたしはあなたの産みの苦しみを大いに増す。あなたは苦しんで子を産む。それでもなお、あなたは夫を慕い、彼はあなたを治めるであろう」。 


 To the woman he said, I will greatly increase thy travail and thy pregnancy; with pain thou shalt bear children; and to thy husband shall be thy desire, and he shall rule over thee.




 


  更に人に言われた、「あなたが妻の言葉を聞いて、食べるなと、わたしが命じた木から取って食べたので、地はあなたのためにのろわれ、あなたは一生、苦しんで地から食物を取る。 


 And to Adam he said, Because thou hast hearkened to the voice of thy wife, and eaten of the tree of which I commanded thee saying, Thou shalt not eat of it: cursed be the ground on thy account; with toil shalt thou eat [of] it all the days of thy life;




 


  地はあなたのために、いばらとあざみとを生じ、あなたは野の草を食べるであろう。 


 and thorns and thistles shall it yield thee; and thou shalt eat the herb of the field.




 


  あなたは顔に汗してパンを食べ、ついに土に帰る、あなたは土から取られたのだから。あなたは、ちりだから、ちりに帰る」。 


 In the sweat of thy face shalt thou eat bread, until thou return to the ground: for out of it wast thou taken. For dust thou art; and unto dust shalt thou return.




 


  さて、人はその妻の名をエバと名づけた。彼女がすべて生きた者の母だからである。 


 And Man called his wife's name Eve; because she is the mother of all living.




 


  主なる神は人とその妻とのために皮の着物を造って、彼らに着せられた。 


 And Jehovah Elohim made Adam and his wife coats of skin, and clothed them.




 


  主なる神は言われた、「見よ、人はわれわれのひとりのようになり、善悪を知るものとなった。彼は手を伸べ、命の木からも取って食べ、永久に生きるかも知れない」。 


 And Jehovah Elohim said, Behold, Man is become as one of us, to know good and evil. And now, lest he stretch out his hand, and take also of the tree of life, and eat, and live for ever...!




 


  そこで主なる神は彼をエデンの園から追い出して、人が造られたその土を耕させられた。 


 Therefore Jehovah Elohim sent him forth from the garden of Eden, to till the ground from which he was taken.




 


  神は人を追い出し、エデンの園の東に、ケルビムと、回る炎のつるぎとを置いて、命の木の道を守らせられた。 


 And he drove out Man; and he set the Cherubim, and the flame of the flashing sword, toward the east of the garden of Eden, to guard the way to the tree of life.
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  人はその妻エバを知った。彼女はみごもり、カインを産んで言った、「わたしは主によって、ひとりの人を得た」。 


 And Man knew Eve his wife; and she conceived, and bore Cain, and said, I have acquired a man with Jehovah.




 


  彼女はまた、その弟アベルを産んだ。アベルは羊を飼う者となり、カインは土を耕す者となった。 


 And she further bore his brother Abel. And Abel was a shepherd, but Cain was a husbandman.




 


  日がたって、カインは地の産物を持ってきて、主に供え物とした。 


 And in process of time it came to pass that Cain brought of the fruit of the ground an offering to Jehovah.




 


  アベルもまた、その群れのういごと肥えたものとを持ってきた。主はアベルとその供え物とを顧みられた。 


 And Abel, he also brought of the firstlings of his flock, and of their fat. And Jehovah looked upon Abel, and on his offering;




 


  しかしカインとその供え物とは顧みられなかったので、カインは大いに憤って、顔を伏せた。 


 and upon Cain, and on his offering, he did not look. And Cain was very angry, and his countenance fell.




 


  そこで主はカインに言われた、「なぜあなたは憤るのですか、なぜ顔を伏せるのですか。 


 And Jehovah said to Cain, Why art thou angry, and why is thy countenance fallen?




 


  正しい事をしているのでしたら、顔をあげたらよいでしょう。もし正しい事をしていないのでしたら、罪が門口に待ち伏せています。それはあなたを慕い求めますが、あなたはそれを治めなければなりません」。 


 If thou doest well, will not [thy countenance] look up [with confidence]? and if thou doest not well, sin lieth at the door; and unto thee [shall be] his desire, and thou shalt rule over him.




 


  カインは弟アベルに言った、「さあ、野原へ行こう」。彼らが野にいたとき、カインは弟アベルに立ちかかって、これを殺した。 


 And Cain spoke to Abel his brother, and it came to pass when they were in the field, that Cain rose up against Abel his brother, and slew him.




 


  主はカインに言われた、「弟アベルは、どこにいますか」。カインは答えた、「知りません。わたしが弟の番人でしょうか」。 


 And Jehovah said to Cain, Where is Abel thy brother? And he said, I know not: am I my brother's keeper?




 


  主は言われた、「あなたは何をしたのです。あなたの弟の血の声が土の中からわたしに叫んでいます。 


 And he said, What hast thou done? the voice of thy brother's blood is crying to me from the ground.




 


  今あなたはのろわれてこの土地を離れなければなりません。この土地が口をあけて、あなたの手から弟の血を受けたからです。 


 And now be thou cursed from the ground, which hath opened its mouth to receive thy brother's blood from thy hand.




 


  あなたが土地を耕しても、土地は、もはやあなたのために実を結びません。あなたは地上の放浪者となるでしょう」。 


 When thou tillest the ground, it shall not henceforth yield thee its strength; a wanderer and fugitive shalt thou be on the earth.




 


  カインは主に言った、「わたしの罰は重くて負いきれません。 


 And Cain said to Jehovah, My punishment is too great to be borne.




 


  あなたは、きょう、わたしを地のおもてから追放されました。わたしはあなたを離れて、地上の放浪者とならねばなりません。わたしを見付ける人はだれでもわたしを殺すでしょう」。 


 Behold, thou hast driven me this day from the face of the ground, and from thy face shall I be hid; and I shall be a wanderer and fugitive on the earth; and it will come to pass, [that] every one who finds me will slay me.




 


  主はカインに言われた、「いや、そうではない。だれでもカインを殺す者は七倍の復讐を受けるでしょう」。そして主はカインを見付ける者が、だれも彼を打ち殺すことのないように、彼に一つのしるしをつけられた。 


 And Jehovah said to him, Therefore, whoever slayeth Cain, it shall be revenged sevenfold. And Jehovah set a mark on Cain, lest any finding him should smite him.




 


  カインは主の前を去って、エデンの東、ノドの地に住んだ。 


 And Cain went out from the presence of Jehovah, and dwelt in the land of Nod, toward the east of Eden.




 


  カインはその妻を知った。彼女はみごもってエノクを産んだ。カインは町を建て、その町の名をその子の名にしたがって、エノクと名づけた。 


 And Cain knew his wife, and she conceived and bore Enoch. And he built a city; and he called the name of the city after the name of his son Enoch.




 


  エノクにはイラデが生れた。イラデの子はメホヤエル、メホヤエルの子はメトサエル、メトサエルの子はレメクである。 


 And to Enoch was born Irad; and Irad begot Mehujael; and Mehujael begot Methushael; and Methushael begot Lemech.




 


  レメクはふたりの妻をめとった。ひとりの名はアダといい、ひとりの名はチラといった。 


 And Lemech took two wives: the name of the one was Adah, and the name of the second, Zillah.




 


  アダはヤバルを産んだ。彼は天幕に住んで、家畜を飼う者の先祖となった。 


 And Adah bore Jabal: he was the father of those who dwell in tents, and [breed] cattle.




 


  その弟の名はユバルといった。彼は琴や笛を執るすべての者の先祖となった。 


 And his brother's name was Jubal: he was the father of those who handle the harp and pipe.




 


  チラもまたトバルカインを産んだ。彼は青銅や鉄のすべての刃物を鍛える者となった。トバルカインの妹をナアマといった。 


 And Zillah, she also bore Tubal-Cain, the forger of every kind of tool of brass and iron. And the sister of Tubal-Cain was Naamah.




 


  レメクはその妻たちに言った、「アダとチラよ、わたしの声を聞け、レメクの妻たちよ、わたしの言葉に耳を傾けよ。わたしは受ける傷のために、人を殺し、受ける打ち傷のために、わたしは若者を殺す。 


 And Lemech said to his wives: Adah and Zillah, hear my voice, Ye wives of Lemech, listen to my speech. For I have slain a man for my wound, and a youth for my bruise.




 


  カインのための復讐が七倍ならば、レメクのための復讐は七十七倍」。 


 If Cain shall be avenged seven-fold; Lemech seventy and seven fold.




 


  アダムはまたその妻を知った。彼女は男の子を産み、その名をセツと名づけて言った、「カインがアベルを殺したので、神はアベルの代りに、ひとりの子をわたしに授けられました」。 


 And Adam knew his wife again, and she bore a son, and called his name Seth:... For God has appointed me another seed instead of Abel, because Cain has slain him.




 


  セツにもまた男の子が生れた。彼はその名をエノスと名づけた。この時、人々は主の名を呼び始めた。 


 And to Seth, to him also was born a son; and he called his name Enosh. Then people began to call on the name of Jehovah.
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  アダムの系図は次のとおりである。神が人を創造された時、神をかたどって造り、 


 This is the book of Adam's generations. In the day that God created man, in the likeness of God made he him.




 


  彼らを男と女とに創造された。彼らが創造された時、神は彼らを祝福して、その名をアダムと名づけられた。 


 Male and female created he them; and blessed them, and called their name Adam, in the day when they were created.




 


  アダムは百三十歳になって、自分にかたどり、自分のかたちのような男の子を生み、その名をセツと名づけた。 


 And Adam lived a hundred and thirty years, and begot [a son] in his likeness, after his image, and called his name Seth.




 


  アダムがセツを生んで後、生きた年は八百年であって、ほかに男子と女子を生んだ。 


 And the days of Adam after he had begotten Seth were eight hundred years; and he begot sons and daughters.




 


  アダムの生きた年は合わせて九百三十歳であった。そして彼は死んだ。 


 And all the days of Adam that he lived were nine hundred and thirty years; and he died.




 


  セツは百五歳になって、エノスを生んだ。 


 And Seth lived a hundred and five years, and begot Enosh.




 


  セツはエノスを生んだ後、八百七年生きて、男子と女子を生んだ。 


 And Seth lived after he had begotten Enosh eight hundred and seven years, and begot sons and daughters.




 


  セツの年は合わせて九百十二歳であった。そして彼は死んだ。 


 And all the days of Seth were nine hundred and twelve years; and he died.




 


  エノスは九十歳になって、カイナンを生んだ。 


 And Enosh lived ninety years, and begot Cainan.




 


  エノスはカイナンを生んだ後、八百十五年生きて、男子と女子を生んだ。 


 And Enosh lived after he had begotten Cainan eight hundred and fifteen years, and begot sons and daughters.




 


  エノスの年は合わせて九百五歳であった。そして彼は死んだ。 


 And all the days of Enosh were nine hundred and five years; and he died.




 


  カイナンは七十歳になって、マハラレルを生んだ。 


 And Cainan lived seventy years, and begot Mahalaleel.




 


  カイナンはマハラレルを生んだ後、八百四十年生きて、男子と女子を生んだ。 


 And Cainan lived after he had begotten Mahalaleel eight hundred and forty years, and begot sons and daughters.




 


  カイナンの年は合わせて九百十歳であった。そして彼は死んだ。 


 And all the days of Cainan were nine hundred and ten years; and he died.




 


  マハラレルは六十五歳になって、ヤレドを生んだ。 


 And Mahalaleel lived sixty-five years, and begot Jared.




 


  マハラレルはヤレドを生んだ後、八百三十年生きて、男子と女子を生んだ。 


 And Mahalaleel lived after he had begotten Jared eight hundred and thirty years, and begot sons and daughters.




 


  マハラレルの年は合わせて八百九十五歳であった。そして彼は死んだ。 


 And all the days of Mahalaleel were eight hundred and ninety-five years; and he died.




 


  ヤレドは百六十二歳になって、エノクを生んだ。 


 And Jared lived a hundred and sixty-two years, and begot Enoch.




 


  ヤレドはエノクを生んだ後、八百年生きて、男子と女子を生んだ。 


 And Jared lived after he had begotten Enoch eight hundred years, and begot sons and daughters.




 


  ヤレドの年は合わせて九百六十二歳であった。そして彼は死んだ。 


 And all the days of Jared were nine hundred and sixty-two years; and he died.




 


  エノクは六十五歳になって、メトセラを生んだ。 


 And Enoch lived sixty-five years, and begot Methushelah.




 


  エノクはメトセラを生んだ後、三百年、神とともに歩み、男子と女子を生んだ。 


 And Enoch walked with God after he had begotten Methushelah three hundred years, and begot sons and daughters.




 


  エノクの年は合わせて三百六十五歳であった。 


 And all the days of Enoch were three hundred and sixty-five years.




 


  エノクは神とともに歩み、神が彼を取られたので、いなくなった。 


 And Enoch walked with God; and he was not, for God took him.




 


  メトセラは百八十七歳になって、レメクを生んだ。 


 And Methushelah lived a hundred and eighty-seven years, and begot Lemech.




 


  メトセラはレメクを生んだ後、七百八十二年生きて、男子と女子を生んだ。 


 And Methushelah lived after he had begotten Lemech seven hundred and eighty-two years, and begot sons and daughters.




 


  メトセラの年は合わせて九百六十九歳であった。そして彼は死んだ。 


 And all the days of Methushelah were nine hundred and sixty-nine years; and he died.




 


  レメクは百八十二歳になって、男の子を生み、 


 And Lemech lived a hundred and eighty-two years, and begot a son.




 


  「この子こそ、主が地をのろわれたため、骨折り働くわれわれを慰めるもの」と言って、その名をノアと名づけた。 


 And he called his name Noah, saying, This [one] shall comfort us concerning our work and concerning the toil of our hands, because of the ground which Jehovah has cursed.




 


  レメクはノアを生んだ後、五百九十五年生きて、男子と女子を生んだ。 


 And Lemech lived after he had begotten Noah five hundred and ninety-five years, and begot sons and daughters.




 


  レメクの年は合わせて七百七十七歳であった。そして彼は死んだ。 


 And all the days of Lemech were seven hundred and seventy-seven years; and he died.




 


  ノアは五百歳になって、セム、ハム、ヤペテを生んだ。 


 And Noah was five hundred years old, and Noah begot Shem, Ham, and Japheth.
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  人が地のおもてにふえ始めて、娘たちが彼らに生れた時、 


 And it came to pass when mankind began to multiply on the earth, and daughters were born to them,




 


  神の子たちは人の娘たちの美しいのを見て、自分の好む者を妻にめとった。 


 that the sons of God saw the daughters of men that they were fair, and took themselves wives of all that they chose.




 


  そこで主は言われた、「わたしの霊はながく人の中にとどまらない。彼は肉にすぎないのだ。しかし、彼の年は百二十年であろう」。 


 And Jehovah said, My Spirit shall not always plead with Man; for he indeed is flesh; but his days shall be a hundred and twenty years.




 


  そのころ、またその後にも、地にネピリムがいた。これは神の子たちが人の娘たちのところにはいって、娘たちに産ませたものである。彼らは昔の勇士であり、有名な人々であった。 


 In those days were the giants on the earth, and also afterwards, when the sons of God had come in to the daughters of men, and they had borne [children] to them; these were the heroes, who of old were men of renown.




 


  主は人の悪が地にはびこり、すべてその心に思いはかることが、いつも悪い事ばかりであるのを見られた。 


 And Jehovah saw that the wickedness of Man was great on the earth, and every imagination of the thoughts of his heart only evil continually.




 


  主は地の上に人を造ったのを悔いて、心を痛め、 


 And Jehovah repented that he had made Man on the earth, and it grieved him in his heart.




 


  「わたしが創造した人を地のおもてからぬぐい去ろう。人も獣も、這うものも、空の鳥までも。わたしは、これらを造ったことを悔いる」と言われた。 


 And Jehovah said, I will destroy Man, whom I have created, from the earth -- from man to cattle, to creeping things, and to fowl of the heavens; for I repent that I have made them.




 


  しかし、ノアは主の前に恵みを得た。 


 But Noah found favour in the eyes of Jehovah.




 


  ノアの系図は次のとおりである。ノアはその時代の人々の中で正しく、かつ全き人であった。ノアは神とともに歩んだ。 


 This is the history of Noah. Noah was a just man, perfect amongst his generations: Noah walked with God.




 


  ノアはセム、ハム、ヤペテの三人の子を生んだ。 


 And Noah begot three sons, Shem, Ham, and Japheth.




 


  時に世は神の前に乱れて、暴虐が地に満ちた。 


 And the earth was corrupt before God, and the earth was full of violence.




 


  神が地を見られると、それは乱れていた。すべての人が地の上でその道を乱したからである。 


 And God looked upon the earth, and behold, it was corrupt; for all flesh had corrupted its way on the earth.




 


  そこで神はノアに言われた、「わたしは、すべての人を絶やそうと決心した。彼らは地を暴虐で満たしたから、わたしは彼らを地とともに滅ぼそう。 


 And God said to Noah, The end of all flesh is come before me, for the earth is full of violence through them; and behold, I will destroy them with the earth.




 


  あなたは、いとすぎの木で箱舟を造り、箱舟の中にへやを設け、アスファルトでそのうちそとを塗りなさい。 


 Make thyself an ark of gopher wood: [with] cells shalt thou make the ark; and pitch it inside and outside with pitch.




 


  その造り方は次のとおりである。すなわち箱舟の長さは三百キュビト、幅は五十キュビト、高さは三十キュビトとし、 


 And thus shalt thou make it: let the length of the ark be three hundred cubits, the breadth of it fifty cubits, and the height of it thirty cubits.




 


  箱舟に屋根を造り、上へ一キュビトにそれを仕上げ、また箱舟の戸口をその横に設けて、一階と二階と三階のある箱舟を造りなさい。 


 A light shalt thou make to the ark; and to a cubit high shalt thou finish it above. And the door of the ark shalt thou set in its side: [with] a lower, second, and third [story] shalt thou make it.




 


  わたしは地の上に洪水を送って、命の息のある肉なるものを、みな天の下から滅ぼし去る。地にあるものは、みな死に絶えるであろう。 


 For I, behold, I bring a flood of waters on the earth, to destroy all flesh under the heavens in which is the breath of life: everything that is on the earth shall expire.




 


  ただし、わたしはあなたと契約を結ぼう。あなたは子らと、妻と、子らの妻たちと共に箱舟にはいりなさい。 


 But with thee will I establish my covenant; and thou shalt go into the ark, thou, and thy sons, and thy wife, and thy sons' wives with thee.




 


  またすべての生き物、すべての肉なるものの中から、それぞれ二つずつを箱舟に入れて、あなたと共にその命を保たせなさい。それらは雄と雌とでなければならない。 


 And of every living thing of all flesh, two of every [sort] shalt thou bring into the ark, to keep [them] alive with thee: they shall be male and female.




 


  すなわち、鳥はその種類にしたがい獣はその種類にしたがい、また地のすべての這うものも、その種類にしたがって、それぞれ二つずつ、あなたのところに入れて、命を保たせなさい。 


 Of fowl after their kind, and of the cattle after their kind, of every creeping thing of the ground after its kind, two of each shall go in to thee, to keep [them] alive.




 


  また、すべての食物となるものをとって、あなたのところにたくわえ、あなたとこれらのものとの食物としなさい」。 


 And take thou of all food that is eaten, and gather [it] to thee, that it may be for food for thee and for them.




 


  ノアはすべて神の命じられたようにした。 


 And Noah did it; according to all that God had commanded him, so did he.
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  主はノアに言われた、「あなたと家族とはみな箱舟にはいりなさい。あなたがこの時代の人々の中で、わたしの前に正しい人であるとわたしは認めたからである。 


 And Jehovah said to Noah, Go into the ark, thou and all thy house; for thee have I seen righteous before me in this generation.




 


  あなたはすべての清い獣の中から雄と雌とを七つずつ取り、清くない獣の中から雄と雌とを二つずつ取り、 


 Of all clean beasts thou shalt take to thee by sevens, a male and its female; but of the beasts that are not clean two, a male and its female.




 


  また空の鳥の中から雄と雌とを七つずつ取って、その種類が全地のおもてに生き残るようにしなさい。 


 Also of the fowl of the heavens by sevens, male and female; to keep seed alive on the face of all the earth.




 


  七日の後、わたしは四十日四十夜、地に雨を降らせて、わたしの造ったすべての生き物を、地のおもてからぬぐい去ります」。 


 For in yet seven days I will cause it to rain on the earth forty days and forty nights; and every living being which I have made will I destroy from the ground.




 


  ノアはすべて主が命じられたようにした。 


 And Noah did according to all that Jehovah had commanded him.




 


  さて洪水が地に起った時、ノアは六百歳であった。 


 And Noah was six hundred years old when the flood of waters was on the earth.




 


  ノアは子らと、妻と、子らの妻たちと共に洪水を避けて箱舟にはいった。 


 And Noah went in, and his sons, and his wife, and his sons' wives with him, into the ark, because of the waters of the flood.




 


  また清い獣と、清くない獣と、鳥と、地に這うすべてのものとの、 


 Of clean beasts, and of beasts that are not clean, and of fowl, and of everything that creeps on the ground,




 


  雄と雌とが、二つずつノアのもとにきて、神がノアに命じられたように箱舟にはいった。 


 there came two and two unto Noah into the ark, male and female, as God had commanded Noah.




 


  こうして七日の後、洪水が地に起った。 


 And it came to pass after seven days that the waters of the flood were on the earth.




 


  それはノアの六百歳の二月十七日であって、その日に大いなる淵の源は、ことごとく破れ、天の窓が開けて、 


 In the six hundredth year of Noah's life, in the second month, on the seventeenth day of the month, on that same day all the fountains of the great deep were broken up, and the windows of heaven were opened.




 


  雨は四十日四十夜、地に降り注いだ。 


 And the pour of rain was on the earth forty days and forty nights.




 


  その同じ日に、ノアと、ノアの子セム、ハム、ヤペテと、ノアの妻と、その子らの三人の妻とは共に箱舟にはいった。 


 On the same day went Noah, and Shem and Ham and Japheth, the sons of Noah, and Noah's wife, and the three wives of his sons with them, into the ark;




 


  またすべての種類の獣も、すべての種類の家畜も、地のすべての種類の這うものも、すべての種類の鳥も、すべての翼あるものも、皆はいった。 


 they, and every beast after its kind, and all the cattle after their kind, and every creeping thing that creeps on the earth after its kind, and all fowl after its kind -- every bird of every wing.




 


  すなわち命の息のあるすべての肉なるものが、二つずつノアのもとにきて、箱舟にはいった。 


 And they went to Noah, into the ark, two and two of all flesh, in which was the breath of life.




 


  そのはいったものは、すべて肉なるものの雄と雌とであって、神が彼に命じられたようにはいった。そこで主は彼のうしろの戸を閉ざされた。 


 And they that came, came male and female of all flesh, as God had commanded him. And Jehovah shut him in.




 


  洪水は四十日のあいだ地上にあった。水が増して箱舟を浮べたので、箱舟は地から高く上がった。 


 And the flood was forty days on the earth. And the waters increased, and bore up the ark; and it was lifted up above the earth.




 


  また水がみなぎり、地に増したので、箱舟は水のおもてに漂った。 


 And the waters prevailed and increased greatly on the earth; and the ark went on the face of the waters.




 


  水はまた、ますます地にみなぎり、天の下の高い山々は皆おおわれた。 


 And the waters prevailed exceedingly on the earth; and all the high mountains that are under all the heavens were covered.




 


  水はその上、さらに十五キュビトみなぎって、山々は全くおおわれた。 


 Fifteen cubits upward the waters prevailed; and the mountains were covered.




 


  地の上に動くすべて肉なるものは、鳥も家畜も獣も、地に群がるすべての這うものも、すべての人もみな滅びた。 


 And all flesh that moved on the earth expired, fowl as well as cattle, and beasts, and all crawling things which crawl on the earth, and all mankind:




 


  すなわち鼻に命の息のあるすべてのもの、陸にいたすべてのものは死んだ。 


 everything which had in its nostrils the breath of life, of all that was on the dry [land], died.




 


  地のおもてにいたすべての生き物は、人も家畜も、這うものも、空の鳥もみな地からぬぐい去られて、ただノアと、彼と共に箱舟にいたものだけが残った。 


 And every living being was destroyed that was on the ground, both man, and cattle, and creeping things, and fowl of the heavens; and they were destroyed from the earth. And Noah alone remained, and what was with him in the ark.




 


  水は百五十日のあいだ地上にみなぎった。 


 And the waters prevailed on the earth a hundred and fifty days.
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  神はノアと、箱舟の中にいたすべての生き物と、すべての家畜とを心にとめられた。神が風を地の上に吹かせられたので、水は退いた。 


 And God remembered Noah, and all the animals, and all the cattle that were with him in the ark; and God made a wind to pass over the earth, and the waters subsided.




 


  また淵の源と、天の窓とは閉ざされて、天から雨が降らなくなった。 


 And the fountains of the deep and the windows of heaven were closed, and the pour of rain from heaven was stopped.




 


  それで水はしだいに地の上から引いて、百五十日の後には水が減り、 


 And the waters retired from the earth, continually retiring; and in the course of a hundred and fifty days the waters abated.




 


  箱舟は七月十七日にアララテの山にとどまった。 


 And the ark rested in the seventh month, on the seventeenth day of the month, on the mountains of Ararat.




 


  水はしだいに減って、十月になり、十月一日に山々の頂が現れた。 


 And the waters abated continually until the tenth month: in the tenth [month], on the first of the month, the tops of the mountains were seen.




 


  四十日たって、ノアはその造った箱舟の窓を開いて、 


 And it came to pass at the end of forty days that Noah opened the window of the ark which he had made.




 


  からすを放ったところ、からすは地の上から水がかわききるまで、あちらこちらへ飛びまわった。 


 And he sent out the raven, which went forth going to and fro, until the waters were dried from the earth.




 


  ノアはまた地のおもてから、水がひいたかどうかを見ようと、彼の所から、はとを放ったが、 


 And he sent out the dove from him, to see if the waters had become low on the ground.




 


  はとは足の裏をとどめる所が見つからなかったので、箱舟のノアのもとに帰ってきた。水がまだ全地のおもてにあったからである。彼は手を伸べて、これを捕え、箱舟の中の彼のもとに引き入れた。 


 But the dove found no resting-place for the sole of her foot, and returned to him into the ark; for the waters were on the whole earth; and he put forth his hand, and took her, and brought her to him into the ark.




 


  それから七日待って再びはとを箱舟から放った。 


 And he waited yet other seven days, and again he sent forth the dove out of the ark.




 


  はとは夕方になって彼のもとに帰ってきた。見ると、そのくちばしには、オリブの若葉があった。ノアは地から水がひいたのを知った。 


 And the dove came to him at eventide; and behold, in her beak was an olive-leaf plucked off; and Noah knew that the waters had become low on the earth.




 


  さらに七日待ってまた、はとを放ったところ、もはや彼のもとには帰ってこなかった。 


 And he waited yet other seven days, and sent forth the dove; but she returned no more to him.




 


  六百一歳の一月一日になって、地の上の水はかれた。ノアが箱舟のおおいを取り除いて見ると、土のおもては、かわいていた。 


 And it came to pass in the six hundred and first year, in the first [month], on the first of the month, that the waters were dried up from the earth. And Noah removed the covering of the ark, and looked, and behold, the surface of the ground was dried.




 


  二月二十七日になって、地は全くかわいた。 


 And in the second month, on the twenty-seventh day of the month, the earth was dry.




 


  この時、神はノアに言われた、 


 And God spoke to Noah, saying,




 


  「あなたは妻と、子らと、子らの妻たちと共に箱舟を出なさい。 


 Go out of the ark, thou, and thy wife, and thy sons, and thy sons' wives with thee.




 


  あなたは、共にいる肉なるすべての生き物、すなわち鳥と家畜と、地のすべての這うものとを連れて出て、これらのものが地に群がり、地の上にふえ広がるようにしなさい」。 


 Bring forth with thee every animal which is with thee, of all flesh, fowl as well as cattle, and all the creeping things which creep on the earth, that they may swarm on the earth, and may be fruitful and multiply on the earth.




 


  ノアは共にいた子らと、妻と、子らの妻たちとを連れて出た。 


 And Noah went out, and his sons, and his wife, and his sons' wives with him.




 


  またすべての獣、すべての這うもの、すべての鳥、すべて地の上に動くものは皆、種類にしたがって箱舟を出た。 


 All the animals, all the creeping things, and all the fowl -- everything that moves on the earth, after their kinds, went out of the ark.




 


  ノアは主に祭壇を築いて、すべての清い獣と、すべての清い鳥とのうちから取って、燔祭を祭壇の上にささげた。 


 And Noah built an altar to Jehovah; and took of every clean animal, and of all clean fowl, and offered up burnt-offerings on the altar.




 


  主はその香ばしいかおりをかいで、心に言われた、「わたしはもはや二度と人のゆえに地をのろわない。人が心に思い図ることは、幼い時から悪いからである。わたしは、このたびしたように、もう二度と、すべての生きたものを滅ぼさない。 


 And Jehovah smelled the sweet odour. And Jehovah said in his heart, I will no more henceforth curse the ground on account of Man, for the thought of Man's heart is evil from his youth; and I will no more smite every living thing, as I have done.




 


  地のある限り、種まきの時も、刈入れの時も、暑さ寒さも、夏冬も、昼も夜もやむことはないであろう」。 


 Henceforth, all the days of the earth, seed [time] and harvest, and cold and heat, and summer and winter, and day and night, shall not cease.
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  神はノアとその子らとを祝福して彼らに言われた、「生めよ、ふえよ、地に満ちよ。 


 And God blessed Noah and his sons, and said to them, Be fruitful and multiply, and fill the earth.




 


  地のすべての獣、空のすべての鳥、地に這うすべてのもの、海のすべての魚は恐れおののいて、あなたがたの支配に服し、 


 And let the fear of you and the dread of you be upon every animal of the earth, and upon all fowl of the heavens: upon all that moveth [on] the ground; and upon all the fishes of the sea: into your hand are they delivered.




 


  すべて生きて動くものはあなたがたの食物となるであろう。さきに青草をあなたがたに与えたように、わたしはこれらのものを皆あなたがたに与える。 


 Every moving thing that liveth shall be food for you: as the green herb I give you everything.




 


  しかし肉を、その命である血のままで、食べてはならない。 


 Only, the flesh with its life, its blood, ye shall not eat.




 


  あなたがたの命の血を流すものには、わたしは必ず報復するであろう。いかなる獣にも報復する。兄弟である人にも、わたしは人の命のために、報復するであろう。 


 And indeed your blood, [the blood] of your lives, will I require: at the hand of every animal will I require it, and at the hand of Man, at the hand of each [the blood] of his brother, will I require the life of Man.




 


  人の血を流すものは、人に血を流される、神が自分のかたちに人を造られたゆえに。 


 Whoso sheddeth Man's blood, by Man shall his blood be shed; for in the image of God he hath made Man.




 


  あなたがたは、生めよ、ふえよ、地に群がり、地の上にふえよ」。 


 And ye, be fruitful and multiply: swarm on the earth, and multiply on it.




 


  神はノアおよび共にいる子らに言われた、 


 And God spoke to Noah, and to his sons with him, saying,




 


  「わたしはあなたがた及びあなたがたの後の子孫と契約を立てる。 


 And I, behold, I establish my covenant with you, and with your seed after you;




 


  またあなたがたと共にいるすべての生き物、あなたがたと共にいる鳥、家畜、地のすべての獣、すなわち、すべて箱舟から出たものは、地のすべての獣にいたるまで、わたしはそれと契約を立てよう。 


 and with every living soul which is with you, fowl as well as cattle, and all the animals of the earth with you, of all that has gone out of the ark -- every animal of the earth.




 


  わたしがあなたがたと立てるこの契約により、すべて肉なる者は、もはや洪水によって滅ぼされることはなく、また地を滅ぼす洪水は、再び起らないであろう」。 


 And I establish my covenant with you, neither shall all flesh be cut off any more by the waters of a flood, and henceforth there shall be no flood to destroy the earth.




 


  さらに神は言われた、「これはわたしと、あなたがた及びあなたがたと共にいるすべての生き物との間に代々かぎりなく、わたしが立てる契約のしるしである。 


 And God said, This is the sign of the covenant that I set between me and you and every living soul that is with you, for everlasting generations:




 


  すなわち、わたしは雲の中に、にじを置く。これがわたしと地との間の契約のしるしとなる。 


 I set my bow in the clouds, and it shall be for a sign of the covenant between me and the earth.




 


  わたしが雲を地の上に起すとき、にじは雲の中に現れる。 


 And it shall come to pass when I bring clouds over the earth, that the bow shall be seen in the cloud,




 


  こうして、わたしは、わたしとあなたがた、及びすべて肉なるあらゆる生き物との間に立てた契約を思いおこすゆえ、水はふたたび、すべて肉なる者を滅ぼす洪水とはならない。 


 and I will remember my covenant which is between me and you and every living soul of all flesh; and the waters shall not henceforth become a flood to destroy all flesh.




 


  にじが雲の中に現れるとき、わたしはこれを見て、神が地上にあるすべて肉なるあらゆる生き物との間に立てた永遠の契約を思いおこすであろう」。 


 And the bow shall be in the cloud; and I will look upon it, that I may remember the everlasting covenant between God and every living soul of all flesh that is upon the earth.




 


  そして神はノアに言われた、「これがわたしと地にあるすべて肉なるものとの間に、わたしが立てた契約のしるしである」。 


 And God said to Noah, This is the sign of the covenant which I have established between me and all flesh that is upon the earth.




 


  箱舟から出たノアの子らはセム、ハム、ヤペテであった。ハムはカナンの父である。 


 And the sons of Noah who went out of the ark were Shem, and Ham, and Japheth. And Ham is the father of Canaan.




 


  この三人はノアの子らで、全地の民は彼らから出て、広がったのである。 


 These three are the sons of Noah; and from these was [the population of] the whole earth spread abroad.




 


  さてノアは農夫となり、ぶどう畑をつくり始めたが、 


 And Noah began [to be] a husbandman, and planted a vineyard.




 


  彼はぶどう酒を飲んで酔い、天幕の中で裸になっていた。 


 And he drank of the wine, and was drunken, and he uncovered himself in his tent.




 


  カナンの父ハムは父の裸を見て、外にいるふたりの兄弟に告げた。 


 And Ham the father of Canaan saw the nakedness of his father, and told his two brethren outside.




 


  セムとヤペテとは着物を取って、肩にかけ、うしろ向きに歩み寄って、父の裸をおおい、顔をそむけて父の裸を見なかった。 


 And Shem and Japheth took the upper garment and both laid [it] upon their shoulders, and went backwards, and covered the nakedness of their father. And their faces were turned away, that they saw not their father's nakedness.




 


  やがてノアは酔いがさめて、末の子が彼にした事を知ったとき、 


 And Noah awoke from his wine, and learned what his youngest son had done to him.




 


  彼は言った、「カナンはのろわれよ。彼はしもべのしもべとなって、その兄弟たちに仕える」。 


 And he said, Cursed be Canaan; Let him be a bondman of bondmen to his brethren.




 


  また言った、「セムの神、主はほむべきかな、カナンはそのしもべとなれ。 


 And he said, Blessed be Jehovah, the God of Shem, And let Canaan be his bondman.




 


  神はヤペテを大いならしめ、セムの天幕に彼を住まわせられるように。カナンはそのしもべとなれ」。 


 Let God enlarge Japheth, and let him dwell in the tents of Shem, And let Canaan be his bondman.




 


  ノアは洪水の後、なお三百五十年生きた。 


 And Noah lived after the flood three hundred and fifty years.




 


  ノアの年は合わせて九百五十歳であった。そして彼は死んだ。 


 And all the days of Noah were nine hundred and fifty years; and he died.
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  ノアの子セム、ハム、ヤペテの系図は次のとおりである。洪水の後、彼らに子が生れた。 


 And these are the generations of the sons of Noah: Shem, Ham, and Japheth; and to them were sons born after the flood.




 


  ヤペテの子孫はゴメル、マゴグ、マダイ、ヤワン、トバル、メセク、テラスであった。 


 The sons of Japheth: Gomer, and Magog, and Madai, and Javan, and Tubal, and Meshech, and Tiras.




 


  ゴメルの子孫はアシケナズ、リパテ、トガルマ。 


 And the sons of Gomer: Ashkenaz, and Riphath, and Togarmah.




 


  ヤワンの子孫はエリシャ、タルシシ、キッテム、ドダニムであった。 


 And the sons of Javan: Elishah, and Tarshish, Kittim, and Dodanim.




 


  これらから海沿いの地の国民が分れて、おのおのその土地におり、その言語にしたがい、その氏族にしたがって、その国々に住んだ。 


 From these came the distribution of the isles of the nations, according to their lands, every one after his tongue, after their families, in their nations.




 


  ハムの子孫はクシ、ミツライム、プテ、カナンであった。 


 And the sons of Ham: Cush, and Mizraim, and Phut, and Canaan.




 


  クシの子孫はセバ、ハビラ、サブタ、ラアマ、サブテカであり、ラアマの子孫はシバとデダンであった。 


 And the sons of Cush: Seba, and Havilah, and Sabtah, and Raamah, and Sabtecha. And the sons of Raamah: Sheba and Dedan.




 


  クシの子はニムロデであって、このニムロデは世の権力者となった最初の人である。 


 And Cush begot Nimrod: he began to be mighty on the earth.




 


  彼は主の前に力ある狩猟者であった。これから「主の前に力ある狩猟者ニムロデのごとし」ということわざが起った。 


 He was a mighty hunter before Jehovah; therefore it is said, As Nimrod, the mighty hunter before Jehovah!




 


  彼の国は最初シナルの地にあるバベル、エレク、アカデ、カルネであった。 


 And the beginning of his kingdom was Babel, and Erech, and Accad, and Calneh, in the land of Shinar.




 


  彼はその地からアッスリヤに出て、ニネベ、レホボテイリ、カラ、 


 From that land went out Asshur, and built Nineveh, and Rehoboth-Ir, and Calah,




 


  およびニネベとカラとの間にある大いなる町レセンを建てた。 


 and Resen, between Nineveh and Calah: this is the great city.




 


  ミツライムからルデ族、アナミ族、レハビ族、ナフト族、 


 -- And Mizraim begot the Ludim, and the Anamim, and the Lehabim, and the Naphtuhim,




 


  パテロス族、カスル族、カフトリ族が出た。カフトリ族からペリシテ族が出た。 


 and the Pathrusim, and the Casluhim, out of whom came the Philistines, and the Caphtorim.




 


  カナンからその長子シドンが出て、またヘテが出た。 


 -- And Canaan begot Sidon, his firstborn, and Heth,




 


  その他エブスびと、アモリびと、ギルガシびと、 


 and the Jebusite, and the Amorite, and the Girgashite,




 


  ヒビびと、アルキびと、セニびと、 


 and the Hivite, and the Arkite, and the Sinite,




 


  アルワデびと、ゼマリびと、ハマテびとが出た。後になってカナンびとの氏族がひろがった。 


 and the Arvadite, and the Zemarite, and the Hamathite. And afterwards the families of the Canaanites spread themselves abroad.




 


  カナンびとの境はシドンからゲラルを経てガザに至り、ソドム、ゴモラ、アデマ、ゼボイムを経て、レシャに及んだ。 


 And the border of the Canaanite was from Sidon, as one goes to Gerar, up to Gazah; as one goes to Sodom, and Gomorrah, and Admah, and Zeboim, up to Lesha.




 


  これらはハムの子孫であって、その氏族とその言語とにしたがって、その土地と、その国々にいた。 


 These are the sons of Ham, after their families, after their tongues, in their lands, in their nations.




 


  セムにも子が生れた。セムはエベルのすべての子孫の先祖であって、ヤペテの兄であった。 


 And to Shem -- to him also were [sons] born; he is the father of all the sons of Eber, the brother of Japheth the elder.




 


  セムの子孫はエラム、アシュル、アルパクサデ、ルデ、アラムであった。 


 The sons of Shem: Elam, and Asshur, and Arphaxad, and Lud, and Aram.




 


  アラムの子孫はウヅ、ホル、ゲテル、マシであった。 


 And the sons of Aram: Uz, and Hul, and Gether, and Mash.




 


  アルパクサデの子はシラ、シラの子はエベルである。 


 -- And Arphaxad begot Shelah; and Shelah begot Eber.




 


  エベルにふたりの子が生れた。そのひとりの名をペレグといった。これは彼の代に地の民が分れたからである。その弟の名をヨクタンといった。 


 And to Eber were born two sons: the name of the one was Peleg, for in his days was the earth divided; and his brother's name was Joktan.




 


  ヨクタンにアルモダデ、シャレフ、ハザルマウテ、エラ、 


 And Joktan begot Almodad, and Sheleph, and Hazarmaveth, and Jerah,




 


  ハドラム、ウザル、デクラ、 


 and Hadoram, and Uzal, and Diklah,




 


  オバル、アビマエル、シバ、 


 and Obal, and Abimael, and Sheba,




 


  オフル、ハビラ、ヨバブが生れた。これらは皆ヨクタンの子であった。 


 and Ophir, and Havilah, and Jobab: all these were sons of Joktan.




 


  彼らが住んだ所はメシャから東の山地セパルに及んだ。 


 And their dwelling was from Mesha, as one goes to Sephar, the eastern mountain.




 


  これらはセムの子孫であって、その氏族とその言語とにしたがって、その土地と、その国々にいた。 


 These are the sons of Shem, after their families, after their tongues, in their lands, after their nations.




 


  これらはノアの子らの氏族であって、血統にしたがって国々に住んでいたが、洪水の後、これらから地上の諸国民が分れたのである。 


 These are the families of the sons of Noah, after their generations, in their nations. And from these came the distribution of the nations on the earth after the flood.
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  全地は同じ発音、同じ言葉であった。 


 And the whole earth had one language, and the same words.




 


  時に人々は東に移り、シナルの地に平野を得て、そこに住んだ。 


 And it came to pass as they journeyed from the east, that they found a plain in the land of Shinar, and dwelt there.




 


  彼らは互に言った、「さあ、れんがを造って、よく焼こう」。こうして彼らは石の代りに、れんがを得、しっくいの代りに、アスファルトを得た。 


 And they said one to another, Come on, let us make bricks, and burn [them] thoroughly. And they had brick for stone, and they had asphalt for mortar.




 


  彼らはまた言った、「さあ、町と塔とを建てて、その頂を天に届かせよう。そしてわれわれは名を上げて、全地のおもてに散るのを免れよう」。 


 And they said, Come on, let us build ourselves a city and a tower, the top of which [may reach] to the heavens; and let us make ourselves a name, lest we be scattered over the face of the whole earth.




 


  時に主は下って、人の子たちの建てる町と塔とを見て、 


 And Jehovah came down to see the city and the tower which the children of men built.




 


  言われた、「民は一つで、みな同じ言葉である。彼らはすでにこの事をしはじめた。彼らがしようとする事は、もはや何事もとどめ得ないであろう。 


 And Jehovah said, Behold, the people is one, and have all one language; and this have they begun to do. And now will they be hindered in nothing that they meditate doing.




 


  さあ、われわれは下って行って、そこで彼らの言葉を乱し、互に言葉が通じないようにしよう」。 


 Come, let us go down, and there confound their language, that they may not understand one another's speech.




 


  こうして主が彼らをそこから全地のおもてに散らされたので、彼らは町を建てるのをやめた。 


 And Jehovah scattered them thence over the face of the whole earth. And they left off building the city.




 


  これによってその町の名はバベルと呼ばれた。主がそこで全地の言葉を乱されたからである。主はそこから彼らを全地のおもてに散らされた。 


 Therefore was its name called Babel; because Jehovah there confounded the language of the whole earth. And Jehovah scattered them thence over the face of the whole earth.




 


  セムの系図は次のとおりである。セムは百歳になって洪水の二年の後にアルパクサデを生んだ。 


 These are the generations of Shem. Shem was a hundred years old, and begot Arphaxad two years after the flood.




 


  セムはアルパクサデを生んで後、五百年生きて、男子と女子を生んだ。 


 And Shem lived after he had begotten Arphaxad five hundred years, and begot sons and daughters.




 


  アルパクサデは三十五歳になってシラを生んだ。 


 And Arphaxad lived thirty-five years, and begot Shelah.




 


  アルパクサデはシラを生んで後、四百三年生きて、男子と女子を生んだ。 


 And Arphaxad lived after he had begotten Shelah four hundred and three years, and begot sons and daughters.




 


  シラは三十歳になってエベルを生んだ。 


 And Shelah lived thirty years, and begot Eber.




 


  シラはエベルを生んで後、四百三年生きて、男子と女子を生んだ。 


 And Shelah lived after he had begotten Eber four hundred and three years, and begot sons and daughters.




 


  エベルは三十四歳になってペレグを生んだ。 


 And Eber lived thirty-four years, and begot Peleg.




 


  エベルはペレグを生んで後、四百三十年生きて、男子と女子を生んだ。 


 And Eber lived after he had begotten Peleg four hundred and thirty years, and begot sons and daughters.




 


  ペレグは三十歳になってリウを生んだ。 


 And Peleg lived thirty years, and begot Reu.




 


  ペレグはリウを生んで後、二百九年生きて、男子と女子を生んだ。 


 And Peleg lived after he had begotten Reu two hundred and nine years, and begot sons and daughters.




 


  リウは三十二歳になってセルグを生んだ。 


 And Reu lived thirty-two years, and begot Serug.




 


  リウはセルグを生んで後、二百七年生きて、男子と女子を生んだ。 


 And Reu lived after he had begotten Serug two hundred and seven years, and begot sons and daughters.




 


  セルグは三十歳になってナホルを生んだ。 


 And Serug lived thirty years, and begot Nahor.




 


  セルグはナホルを生んで後、二百年生きて、男子と女子を生んだ。 


 And Serug lived after he had begotten Nahor two hundred years, and begot sons and daughters.




 


  ナホルは二十九歳になってテラを生んだ。 


 And Nahor lived twenty-nine years, and begot Terah.




 


  ナホルはテラを生んで後、百十九年生きて、男子と女子を生んだ。 


 And Nahor lived after he had begotten Terah a hundred and nineteen years, and begot sons and daughters.




 


  テラは七十歳になってアブラム、ナホルおよびハランを生んだ。 


 And Terah lived seventy years, and begot Abram, Nahor, and Haran.




 


  テラの系図は次のとおりである。テラはアブラム、ナホルおよびハランを生み、ハランはロトを生んだ。 


 And these are the generations of Terah: Terah begot Abram, Nahor, and Haran; and Haran begot Lot.




 


  ハランは父テラにさきだって、その生れた地、カルデヤのウルで死んだ。 


 And Haran died before the face of his father Terah in the land of his nativity at Ur of the Chaldeans.




 


  アブラムとナホルは妻をめとった。アブラムの妻の名はサライといい、ナホルの妻の名はミルカといってハランの娘である。ハランはミルカの父、またイスカの父である。 


 And Abram and Nahor took wives: the name of Abram's wife was Sarai; and the name of Nahor's wife, Milcah, a daughter of Haran, the father of Milcah and the father of Iscah.




 


  サライはうまずめで、子がなかった。 


 And Sarai was barren: she had no child.




 


  テラはその子アブラムと、ハランの子である孫ロトと、子アブラムの妻である嫁サライとを連れて、カナンの地へ行こうとカルデヤのウルを出たが、ハランに着いてそこに住んだ。 


 And Terah took Abram his son, and Lot the son of Haran his son's son, and Sarai his daughter-in-law, his son Abram's wife; and they went forth together out of Ur of the Chaldeans, to go into the land of Canaan, and came as far as Haran, and dwelt there.




 


  テラの年は二百五歳であった。テラはハランで死んだ。 


 And the days of Terah were two hundred and five years; and Terah died in Haran.
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  時に主はアブラムに言われた、「あなたは国を出て、親族に別れ、父の家を離れ、わたしが示す地に行きなさい。 


 And Jehovah had said to Abram, Go out of thy land, and from thy kindred, and from thy father's house, to the land that I will shew thee.




 


  わたしはあなたを大いなる国民とし、あなたを祝福し、あなたの名を大きくしよう。あなたは祝福の基となるであろう。 


 And I will make of thee a great nation, and bless thee, and make thy name great; and thou shalt be a blessing.




 


  あなたを祝福する者をわたしは祝福し、あなたをのろう者をわたしはのろう。地のすべてのやからは、あなたによって祝福される」。 


 And I will bless them that bless thee, and curse him that curseth thee; and in thee shall all families of the earth be blessed.




 


  アブラムは主が言われたようにいで立った。ロトも彼と共に行った。アブラムはハランを出たとき七十五歳であった。 


 And Abram departed as Jehovah had said to him. And Lot went with him. And Abram was seventy-five years old when he departed out of Haran.




 


  アブラムは妻サライと、弟の子ロトと、集めたすべての財産と、ハランで獲た人々とを携えてカナンに行こうとしていで立ち、カナンの地にきた。 


 And Abram took Sarai his wife, and Lot his brother's son, and all their possessions that they had acquired, and the souls that they had obtained in Haran, and they went out to go into the land of Canaan; and into the land of Canaan they came.




 


  アブラムはその地を通ってシケムの所、モレのテレビンの木のもとに着いた。そのころカナンびとがその地にいた。 


 And Abram passed through the land to the place of Shechem, to the oak of Moreh. And the Canaanite was then in the land.




 


  時に主はアブラムに現れて言われた、「わたしはあなたの子孫にこの地を与えます」。アブラムは彼に現れた主のために、そこに祭壇を築いた。 


 And Jehovah appeared to Abram, and said, Unto thy seed will I give this land. And there he built an altar to Jehovah who had appeared to him.




 


  彼はそこからベテルの東の山に移って天幕を張った。西にはベテル、東にはアイがあった。そこに彼は主のために祭壇を築いて、主の名を呼んだ。 


 And he removed thence towards the mountain on the east of Bethel, and pitched his tent, [having] Bethel toward the west, and Ai toward the east; and there he built an altar to Jehovah, and called on the name of Jehovah.




 


  アブラムはなお進んでネゲブに移った。 


 And Abram moved onward, going on still toward the south.




 


  さて、その地にききんがあったのでアブラムはエジプトに寄留しようと、そこに下った。ききんがその地に激しかったからである。 


 And there was a famine in the land. And Abram went down to Egypt to sojourn there, for the famine was grievous in the land.




 


  エジプトにはいろうとして、そこに近づいたとき、彼は妻サライに言った、「わたしはあなたが美しい女であるのを知っています。 


 And it came to pass when he was come near to enter into Egypt, that he said to Sarai his wife, Behold now, I know that thou art a woman fair to look upon.




 


  それでエジプトびとがあなたを見る時、これは彼の妻であると言ってわたしを殺し、あなたを生かしておくでしょう。 


 And it will come to pass when the Egyptians see thee, that they will say, She is his wife; and they will slay me, and save thee alive.




 


  どうかあなたは、わたしの妹だと言ってください。そうすればわたしはあなたのおかげで無事であり、わたしの命はあなたによって助かるでしょう」。 


 Say, I pray thee, thou art my sister, that it may be well with me on thy account, and my soul may live because of thee.




 


  アブラムがエジプトにはいった時エジプトびとはこの女を見て、たいそう美しい人であるとし、 


 And it came to pass when Abram came into Egypt, that the Egyptians beheld the woman that she was very fair.




 


  またパロの高官たちも彼女を見てパロの前でほめたので、女はパロの家に召し入れられた。 


 And the princes of Pharaoh saw her, and praised her to Pharaoh; and the woman was taken into Pharaoh's house.




 


  パロは彼女のゆえにアブラムを厚くもてなしたので、アブラムは多くの羊、牛、雌雄のろば、男女の奴隷および、らくだを得た。 


 And he treated Abram well on her account; and he had sheep, and oxen, and he-asses, and bondmen, and bondwomen, and she-asses, and camels.




 


  ところで主はアブラムの妻サライのゆえに、激しい疫病をパロとその家に下された。 


 And Jehovah plagued Pharaoh and his house with great plagues because of Sarai Abram's wife.




 


  パロはアブラムを召し寄せて言った、「あなたはわたしになんという事をしたのですか。なぜ彼女が妻であるのをわたしに告げなかったのですか。 


 And Pharaoh called Abram, and said, What is this thou hast done to me? Why didst thou not tell me that she was thy wife?




 


  あなたはなぜ、彼女はわたしの妹ですと言ったのですか。わたしは彼女を妻にしようとしていました。さあ、あなたの妻はここにいます。連れて行ってください」。 


 Why didst thou say, She is my sister, so that I took her as my wife. And now, behold, there is thy wife: take [her], and go away.




 


  パロは彼の事について人々に命じ、彼とその妻およびそのすべての持ち物を送り去らせた。 


 And Pharaoh commanded [his] men concerning him, and they sent him away, and his wife, and all that he had.
創世記 13

⇈ 旧約聖書


↥ 創世記 


↤  


↦  




詩のインデックス:


  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  






 


  アブラムは妻とすべての持ち物を携え、エジプトを出て、ネゲブに上った。ロトも彼と共に上った。 


 And Abram went up out of Egypt, he, and his wife, and all that he had, and Lot with him, towards the south.




 


  アブラムは家畜と金銀に非常に富んでいた。 


 And Abram was very rich in cattle, in silver, and in gold.




 


  彼はネゲブから旅路を進めてベテルに向かい、ベテルとアイの間の、さきに天幕を張った所に行った。 


 And he went on his journeys from the south as far as Bethel; as far as the place where his tent had been at the beginning, between Bethel and Ai;




 


  すなわち彼が初めに築いた祭壇の所に行き、その所でアブラムは主の名を呼んだ。 


 to the place of the altar that he had made there at the first. And there Abram called on the name of Jehovah.




 


  アブラムと共に行ったロトも羊、牛および天幕を持っていた。 


 And Lot also who went with Abram had flocks, and herds, and tents.




 


  その地は彼らをささえて共に住ませることができなかった。彼らの財産が多かったため、共に住めなかったのである。 


 And the land could not support them, that they might dwell together, for their property was great; and they could not dwell together.




 


  アブラムの家畜の牧者たちとロトの家畜の牧者たちの間に争いがあった。そのころカナンびととペリジびとがその地に住んでいた。 


 And there was strife between the herdsmen of Abram's cattle and the herdsmen of Lot's cattle. And the Canaanite and the Perizzite were dwelling then in the land.




 


  アブラムはロトに言った、「わたしたちは身内の者です。わたしとあなたの間にも、わたしの牧者たちとあなたの牧者たちの間にも争いがないようにしましょう。 


 And Abram said to Lot, I pray thee let there be no contention between me and thee, and between my herdsmen and thy herdsmen, for we are brethren.




 


  全地はあなたの前にあるではありませんか。どうかわたしと別れてください。あなたが左に行けばわたしは右に行きます。あなたが右に行けばわたしは左に行きましょう」。 


 Is not the whole land before thee? Separate thyself, I pray thee, from me: if to the left, then I will take the right; and if to the right, then I will take the left.




 


  ロトが目を上げてヨルダンの低地をあまねく見わたすと、主がソドムとゴモラを滅ぼされる前であったから、ゾアルまで主の園のように、またエジプトの地のように、すみずみまでよく潤っていた。 


 And Lot lifted up his eyes, and beheld all the plain of the Jordan that it was thoroughly watered, before Jehovah had destroyed Sodom and Gomorrah; as the garden of Jehovah, like the land of Egypt, as one goes to Zoar.




 


  そこでロトはヨルダンの低地をことごとく選びとって東に移った。こうして彼らは互に別れた。 


 And Lot chose for himself all the plain of the Jordan; and Lot went toward the east. And they separated the one from the other:




 


  アブラムはカナンの地に住んだが、ロトは低地の町々に住み、天幕をソドムに移した。 


 Abram dwelt in the land of Canaan; and Lot dwelt in the cities of the plain, and pitched tents as far as Sodom.




 


  ソドムの人々はわるく、主に対して、はなはだしい罪びとであった。 


 And the people of Sodom were wicked, and great sinners before Jehovah.




 


  ロトがアブラムに別れた後に、主はアブラムに言われた、「目をあげてあなたのいる所から北、南、東、西を見わたしなさい。 


 And Jehovah said to Abram, after that Lot had separated himself from him, Lift up now thine eyes, and look from the place where thou art, northward and southward and eastward and westward;




 


  すべてあなたが見わたす地は、永久にあなたとあなたの子孫に与えます。 


 for all the land that thou seest will I give to thee, and to thy seed for ever.




 


  わたしはあなたの子孫を地のちりのように多くします。もし人が地のちりを数えることができるなら、あなたの子孫も数えられることができましょう。 


 And I will make thy seed as the dust of the earth, so that if any one can number the dust of the earth, thy seed also will be numbered.




 


  あなたは立って、その地をたてよこに行き巡りなさい。わたしはそれをあなたに与えます」。 


 Arise, walk through the land according to the length of it and according to the breadth of it; for I will give it to thee.




 


  アブラムは天幕を移してヘブロンにあるマムレのテレビンの木のかたわらに住み、その所で主に祭壇を築いた。 


 Then Abram moved [his] tents, and came and dwelt by the oaks of Mamre, which are in Hebron. And he built there an altar to Jehovah.
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  シナルの王アムラペル、エラサルの王アリオク、エラムの王ケダラオメルおよびゴイムの王テダルの世に、 


 And it came to pass in the days of Amraphel the king of Shinar, Arioch the king of El-lasar, Chedorlaomer the king of Elam, and Tidal the king of nations,




 


  これらの王はソドムの王ベラ、ゴモラの王ビルシャ、アデマの王シナブ、ゼボイムの王セメベル、およびベラすなわちゾアルの王と戦った。 


 [that] they made war with Bera the king of Sodom, and with Birsha the king of Gomorrah, Shinab the king of Admah, and Shemeber the king of Zeboim, and the king of Bela, which is Zoar.




 


  これら五人の王はみな同盟してシデムの谷、すなわち塩の海に向かって行った。 


 All these were joined in the vale of Siddim, which is the salt sea.




 


  すなわち彼らは十二年の間ケダラオメルに仕えたが、十三年目にそむいたので、 


 Twelve years had they served Chedorlaomer; and in the thirteenth year they rebelled.




 


  十四年目にケダラオメルは彼と連合した王たちと共にきて、アシタロテ・カルナイムでレパイムびとを、ハムでズジびとを、シャベ・キリアタイムでエミびとを撃ち、 


 And in the fourteenth year came Chedorlaomer and the kings that were with him, and smote the Rephaim in Ashteroth-karnaim, and the Zuzim in Ham, and the Emim in Shaveh-Kirjathaim,




 


  セイルの山地でホリびとを撃って、荒野のほとりにあるエル・パランに及んだ。 


 and the Horites on their mount Seir, to El-Paran, which is by the wilderness.




 


  彼らは引き返してエン・ミシパテすなわちカデシへ行って、アマレクびとの国をことごとく撃ち、またハザゾン・タマルに住むアモリびとをも撃った。 


 And they returned, and came to En-mishpat, which is Kadesh, and smote all the country of the Amalekites, and also the Amorites that dwelt at Hazazon-Tamar.




 


  そこでソドムの王、ゴモラの王、アデマの王、ゼボイムの王およびベラすなわちゾアルの王は出てシデムの谷で彼らに向かい、戦いの陣をしいた。 


 And the king of Sodom and the king of Gomorrah, and the king of Admah, and the king of Zeboim, and the king of Bela, which is Zoar, went out, and they joined battle with them in the vale of Siddim,




 


  すなわちエラムの王ケダラオメル、ゴイムの王テダル、シナルの王アムラペル、エラサルの王アリオクの四人の王に対する五人の王であった。 


 with Chedorlaomer the king of Elam, and Tidal the king of nations, and Amraphel the king of Shinar, and Arioch the king of Ellasar -- four kings with the five.




 


  シデムの谷にはアスファルトの穴が多かったので、ソドムの王とゴモラの王は逃げてそこに落ちたが、残りの者は山にのがれた。 


 And the vale of Siddim was full of pits of asphalt. And the kings of Sodom and Gomorrah fled, and fell there: and they that remained fled to the mountain.




 


  そこで彼らはソドムとゴモラの財産と食料とをことごとく奪って去り、 


 And they took all the property of Sodom and Gomorrah, and all their victuals, and departed.




 


  またソドムに住んでいたアブラムの弟の子ロトとその財産を奪って去った。 


 And they took Lot and his property, Abram's brother's son, and departed. For he dwelt in Sodom.




 


  時に、ひとりの人がのがれてきて、ヘブルびとアブラムに告げた。この時アブラムはエシコルの兄弟、またアネルの兄弟であるアモリびとマムレのテレビンの木のかたわらに住んでいた。彼らはアブラムと同盟していた。 


 And one who had escaped came and told Abram the Hebrew. And he dwelt by the oaks of Mamre the Amorite, the brother of Eshcol, and the brother of Aner. And these were Abram's allies.




 


  アブラムは身内の者が捕虜になったのを聞き、訓練した家の子三百十八人を引き連れてダンまで追って行き、 


 And Abram heard that his brother was taken captive; and he led out his trained [servants], born in his house, three hundred and eighteen, and pursued [them] as far as Dan.




 


  そのしもべたちを分けて、夜かれらを攻め、これを撃ってダマスコの北、ホバまで彼らを追った。 


 And he divided himself against them by night, he and his servants, and smote them, and pursued them as far as Hobah, which is to the left of Damascus.




 


  そして彼はすべての財産を取り返し、また身内の者ロトとその財産および女たちと民とを取り返した。 


 And he brought back all the property, and brought again his brother Lot and his property, and the women also, and the people.




 


  アブラムがケダラオメルとその連合の王たちを撃ち破って帰った時、ソドムの王はシャベの谷、すなわち王の谷に出て彼を迎えた。 


 And the king of Sodom went out to meet him after he had returned from smiting Chedorlaomer, and the kings that were with him, into the valley of Shaveh, which is the king's valley.




 


  その時、サレムの王メルキゼデクはパンとぶどう酒とを持ってきた。彼はいと高き神の祭司である。 


 And Melchisedec king of Salem brought out bread and wine. And he was priest of the Most High ùGod.




 


  彼はアブラムを祝福して言った、「願わくは天地の主なるいと高き神が、アブラムを祝福されるように。 


 And he blessed him, and said, Blessed be Abram of the Most High ùGod, possessor of heavens and earth.




 


  願わくはあなたの敵をあなたの手に渡されたいと高き神があがめられるように」。アブラムは彼にすべての物の十分の一を贈った。 


 And blessed be the Most High ùGod, who has delivered thine enemies into thy hand. And he gave him the tenth of all.




 


  時にソドムの王はアブラムに言った、「わたしには人をください。財産はあなたが取りなさい」。 


 And the king of Sodom said to Abram, Give me the souls, and take the property for thyself.




 


  アブラムはソドムの王に言った、「天地の主なるいと高き神、主に手をあげて、わたしは誓います。 


 And Abram said to the king of Sodom, I have lifted up my hand to Jehovah, the Most High ùGod, possessor of heavens and earth,




 


  わたしは糸一本でも、くつひも一本でも、あなたのものは何にも受けません。アブラムを富ませたのはわたしだと、あなたが言わないように。 


 if from a thread even to a sandal-thong, yes, if of all that is thine, I take [anything]...; that thou mayest not say, I have made Abram rich;




 


  ただし若者たちがすでに食べた物は別です。そしてわたしと共に行った人々アネルとエシコルとマムレとにはその分を取らせなさい」。 


 save only that which the young men have eaten, and the portion of the men that went with me, Aner, Eshcol, and Mamre, let them take their portion.
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  これらの事の後、主の言葉が幻のうちにアブラムに臨んだ、「アブラムよ恐れてはならない、わたしはあなたの盾である。あなたの受ける報いは、はなはだ大きいであろう」。 


 After these things the word of Jehovah came to Abram in a vision, saying, Fear not, Abram; I am thy shield, thy exceeding great reward.




 


  アブラムは言った、「主なる神よ、わたしには子がなく、わたしの家を継ぐ者はダマスコのエリエゼルであるのに、あなたはわたしに何をくださろうとするのですか」。 


 And Abram said, Lord Jehovah, what wilt thou give me? seeing I go childless, and the steward of my house is this Eliezer of Damascus.




 


  アブラムはまた言った、「あなたはわたしに子を賜わらないので、わたしの家に生れたしもべが、あとつぎとなるでしょう」。 


 And Abram said, Lo, to me thou hast given no seed, and behold, a son of my house will be mine heir.




 


  この時、主の言葉が彼に臨んだ、「この者はあなたのあとつぎとなるべきではありません。あなたの身から出る者があとつぎとなるべきです」。 


 And behold, the word of Jehovah [came] to him, saying, This shall not be thine heir, but he that will come forth out of thy body shall be thine heir.




 


  そして主は彼を外に連れ出して言われた、「天を仰いで、星を数えることができるなら、数えてみなさい」。また彼に言われた、「あなたの子孫はあのようになるでしょう」。 


 And he led him out, and said, Look now toward the heavens, and number the stars, if thou be able to number them. And he said to him, So shall thy seed be!




 


  アブラムは主を信じた。主はこれを彼の義と認められた。 


 And he believed Jehovah; and he reckoned it to him [as] righteousness.




 


  また主は彼に言われた、「わたしはこの地をあなたに与えて、これを継がせようと、あなたをカルデヤのウルから導き出した主です」。 


 And he said to him, I am Jehovah who brought thee out of Ur of the Chaldeans, to give thee this land to possess it.




 


  彼は言った、「主なる神よ、わたしがこれを継ぐのをどうして知ることができますか」。 


 And he said, Lord Jehovah, how shall I know that I shall possess it?




 


  主は彼に言われた、「三歳の雌牛と、三歳の雌やぎと、三歳の雄羊と、山ばとと、家ばとのひなとをわたしの所に連れてきなさい」。 


 And he said to him, Take me a heifer of three years old, and a she-goat of three years old, and a ram of three years old, and a turtle-dove, and a young pigeon.




 


  彼はこれらをみな連れてきて、二つに裂き、裂いたものを互に向かい合わせて置いた。ただし、鳥は裂かなかった。 


 And he took all these, and divided them in the midst, and laid the half of each opposite its fellow; but the birds he did not divide.




 


  荒い鳥が死体の上に降りるとき、アブラムはこれを追い払った。 


 And the birds of prey came down on the carcases; and Abram scared them away.




 


  日の入るころ、アブラムが深い眠りにおそわれた時、大きな恐ろしい暗やみが彼に臨んだ。 


 And as the sun was just going down, a deep sleep fell upon Abram; and behold, a horror, a great darkness, fell upon him.




 


  時に主はアブラムに言われた、「あなたはよく心にとめておきなさい。あなたの子孫は他の国に旅びととなって、その人々に仕え、その人々は彼らを四百年の間、悩ますでしょう。 


 And he said to Abram, Know assuredly that thy seed will be a sojourner in a land [that is] not theirs, and they shall serve them; and they shall afflict them four hundred years.




 


  しかし、わたしは彼らが仕えたその国民をさばきます。その後かれらは多くの財産を携えて出て来るでしょう。 


 But also that nation which they shall serve I will judge; and afterwards they shall come out with great property.




 


  あなたは安らかに先祖のもとに行きます。そして高齢に達して葬られるでしょう。 


 And thou shalt go to thy fathers in peace; thou shalt be buried in a good old age.




 


  四代目になって彼らはここに帰って来るでしょう。アモリびとの悪がまだ満ちないからです」。 


 And [in the] fourth generation they shall come hither again; for the iniquity of the Amorites is not yet full.




 


  やがて日は入り、暗やみになった時、煙の立つかまど、炎の出るたいまつが、裂いたものの間を通り過ぎた。 


 And it came to pass when the sun had gone down, and it was dark, that behold, there was a smoking furnace, and a flame of fire which passed between those pieces.




 


  その日、主はアブラムと契約を結んで言われた、「わたしはこの地をあなたの子孫に与える。エジプトの川から、かの大川ユフラテまで。 


 On the same day Jehovah made a covenant with Abram, saying, Unto thy seed I give this land, from the river of Egypt to the great river, the river Euphrates;




 


  すなわちケニびと、ケニジびと、カドモニびと、 


 the Kenites, and the Kenizzites, and the Kadmonites,




 


  ヘテびと、ペリジびと、レパイムびと、 


 and the Hittites, and the Perizzites, and the Rephaim,




 


  アモリびと、カナンびと、ギルガシびと、エブスびとの地を与える」。 


 and the Amorites, and the Canaanites, and the Girgashites, and the Jebusites.
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  アブラムの妻サライは子を産まなかった。彼女にひとりのつかえめがあった。エジプトの女で名をハガルといった。 


 And Sarai Abram's wife did not bear him [children]. And she had an Egyptian maidservant; and her name was Hagar.




 


  サライはアブラムに言った、「主はわたしに子をお授けになりません。どうぞ、わたしのつかえめの所におはいりください。彼女によってわたしは子をもつことになるでしょう」。アブラムはサライの言葉を聞きいれた。 


 And Sarai said to Abram, Behold now, Jehovah has shut me up, that I do not bear. Go in, I pray thee, to my maidservant: it may be that I shall be built up by her. And Abram hearkened to the voice of Sarai.




 


  アブラムの妻サライはそのつかえめエジプトの女ハガルをとって、夫アブラムに妻として与えた。これはアブラムがカナンの地に十年住んだ後であった。 


 And Sarai Abram's wife took Hagar, the Egyptian, her maidservant, at the end of ten years that Abram had dwelt in the land of Canaan, and gave her to her husband Abram, as his wife.




 


  彼はハガルの所にはいり、ハガルは子をはらんだ。彼女は自分のはらんだのを見て、女主人を見下げるようになった。 


 And he went in to Hagar, and she conceived. And when she saw that she had conceived, her mistress was lightly esteemed in her eyes.




 


  そこでサライはアブラムに言った、「わたしが受けた害はあなたの責任です。わたしのつかえめをあなたのふところに与えたのに、彼女は自分のはらんだのを見て、わたしを見下さげます。どうか、主があなたとわたしの間をおさばきになるように」。 


 And Sarai said to Abram, My wrong be on thee! I have given my maidservant into thy bosom; and now she sees that she has conceived, I am lightly esteemed in her eyes. Jehovah judge between me and thee!




 


  アブラムはサライに言った、「あなたのつかえめはあなたの手のうちにある。あなたの好きなように彼女にしなさい」。そしてサライが彼女を苦しめたので、彼女はサライの顔を避けて逃げた。 


 And Abram said to Sarai, Behold, thy maidservant is in thy hand: do to her what is good in thine eyes. And Sarai oppressed her; and she fled from her face.




 


  主の使は荒野にある泉のほとり、すなわちシュルの道にある泉のほとりで、彼女に会い、 


 And the Angel of Jehovah found her by a spring of water in the wilderness, by the spring on the way to Shur.




 


  そして言った、「サライのつかえめハガルよ、あなたはどこからきたのですか、またどこへ行くのですか」。彼女は言った、「わたしは女主人サライの顔を避けて逃げているのです」。 


 And he said, Hagar, Sarai's maidservant, whence comest thou? and whither art thou going? And she said, I am fleeing from the face of my mistress Sarai.




 


  主の使は彼女に言った、「あなたは女主人のもとに帰って、その手に身を任せなさい」。 


 And the Angel of Jehovah said to her, Return to thy mistress, and submit thyself under her hands.




 


  主の使はまた彼女に言った、「わたしは大いにあなたの子孫を増して、数えきれないほどに多くしましょう」。 


 And the Angel of Jehovah said to her, I will multiply thy seed exceedingly, that it shall not be numbered for multitude.




 


  主の使はまた彼女に言った、「あなたは、みごもっています。あなたは男の子を産むでしょう。名をイシマエルと名づけなさい。主があなたの苦しみを聞かれたのです。 


 And the Angel of Jehovah said to her, Behold, thou art with child, and shalt bear a son, and shalt call his name Ishmael, because Jehovah hath hearkened to thy affliction.




 


  彼は野ろばのような人となり、その手はすべての人に逆らい、すべての人の手は彼に逆らい、彼はすべての兄弟に敵して住むでしょう」。 


 And he will be a wild-ass of a man, his hand against every man, and every man's hand against him; and he shall dwell before the face of all his brethren.




 


  そこで、ハガルは自分に語られた主の名を呼んで、「あなたはエル・ロイです」と言った。彼女が「ここでも、わたしを見ていられるかたのうしろを拝めたのか」と言ったことによる。 


 And she called the name of Jehovah who spoke to her, Thou art the ùGod who reveals himself, for she said, Also here have I seen after he has revealed himself.




 


  それでその井戸は「ベエル・ラハイ・ロイ」と呼ばれた。これはカデシとベレデの間にある。 


 Therefore the well was named Beer-lahai-roi: behold, it is between Kadesh and Bered.




 


  ハガルはアブラムに男の子を産んだ。アブラムはハガルが産んだ子の名をイシマエルと名づけた。 


 And Hagar bore Abram a son; and Abram called the name of his son whom Hagar bore, Ishmael.




 


  ハガルがイシマエルをアブラムに産んだ時、アブラムは八十六歳であった。 


 And Abram was eighty-six years old when Hagar bore Ishmael to Abram.
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  アブラムの九十九歳の時、主はアブラムに現れて言われた、「わたしは全能の神である。あなたはわたしの前に歩み、全き者であれ。 


 And Abram was ninety-nine years old, when Jehovah appeared to Abram, and said to him, I [am] the Almighty ùGod: walk before my face, and be perfect.




 


  わたしはあなたと契約を結び、大いにあなたの子孫を増すであろう」。 


 And I will set my covenant between me and thee, and will very greatly multiply thee.




 


  アブラムは、ひれ伏した。神はまた彼に言われた、 


 And Abram fell on his face; and God talked with him, saying,




 


  「わたしはあなたと契約を結ぶ。あなたは多くの国民の父となるであろう。 


 It is I: behold, my covenant is with thee, and thou shalt be a father of a multitude of nations.




 


  あなたの名は、もはやアブラムとは言われず、あなたの名はアブラハムと呼ばれるであろう。わたしはあなたを多くの国民の父とするからである。 


 And thy name shall no more be called Abram, but thy name shall be Abraham; for a father of a multitude of nations have I made thee.




 


  わたしはあなたに多くの子孫を得させ、国々の民をあなたから起そう。また、王たちもあなたから出るであろう。 


 And I will make thee exceedingly fruitful, and I will make nations of thee, and kings shall come out of thee.




 


  わたしはあなた及び後の代々の子孫と契約を立てて、永遠の契約とし、あなたと後の子孫との神となるであろう。 


 And I will establish my covenant between me and thee, and thy seed after thee in their generations, for an everlasting covenant, to be a God to thee, and to thy seed after thee.




 


  わたしはあなたと後の子孫とにあなたの宿っているこの地、すなわちカナンの全地を永久の所有として与える。そしてわたしは彼らの神となるであろう」。 


 And I give to thee, and to thy seed after thee, the land of thy sojourning, all the land of Canaan, for an everlasting possession; and I will be a God to them.




 


  神はまたアブラハムに言われた、「あなたと後の子孫とは共に代々わたしの契約を守らなければならない。あなたがたのうち 


 And God said to Abraham, And [as for] thee, thou shalt keep my covenant, thou and thy seed after thee in their generations.




 


  男子はみな割礼をうけなければならない。これはわたしとあなたがた及び後の子孫との間のわたしの契約であって、あなたがたの守るべきものである。 


 This is my covenant which ye shall keep, between me and you and thy seed after thee -- that every male among you be circumcised.




 


  あなたがたは前の皮に割礼を受けなければならない。それがわたしとあなたがたとの間の契約のしるしとなるであろう。 


 And ye shall circumcise the flesh of your foreskin; and [that] shall be a sign of the covenant between me and you.




 


  あなたがたのうちの男子はみな代々、家に生れた者も、また異邦人から銀で買い取った、あなたの子孫でない者も、生れて八日目に割礼を受けなければならない。 


 And at eight days old shall every male in your generations be circumcised among you -- he who is born in the house, and he who is bought with money, any stranger who is not of thy seed.




 


  あなたの家に生れた者も、あなたが銀で買い取った者も必ず割礼を受けなければならない。こうしてわたしの契約はあなたがたの身にあって永遠の契約となるであろう。 


 He who is born in thy house, and he who is bought with thy money, must be circumcised; and my covenant shall be in your flesh for an everlasting covenant.




 


  割礼を受けない男子、すなわち前の皮を切らない者はわたしの契約を破るゆえ、その人は民のうちから断たれるであろう」。 


 And the uncircumcised male who hath not been circumcised in the flesh of his foreskin, that soul shall be cut off from his peoples: he hath broken my covenant.




 


  神はまたアブラハムに言われた、「あなたの妻サライは、もはや名をサライといわず、名をサラと言いなさい。 


 And God said to Abraham, [As to] Sarai thy wife, thou shalt not call her name Sarai, but Sarah shall be her name.




 


  わたしは彼女を祝福し、また彼女によって、あなたにひとりの男の子を授けよう。わたしは彼女を祝福し、彼女を国々の民の母としよう。彼女から、もろもろの民の王たちが出るであろう」。 


 And I will bless her, and I will give thee a son also of her; and I will bless her, and she shall become nations: kings of peoples shall be of her.




 


  アブラハムはひれ伏して笑い、心の中で言った、「百歳の者にどうして子が生れよう。サラはまた九十歳にもなって、どうして産むことができようか」。 


 And Abraham fell on his face and laughed, and said in his heart, Shall [a child] be born to him that is a hundred years old? and shall Sarah, who is ninety years old, bear?




 


  そしてアブラハムは神に言った、「どうかイシマエルがあなたの前に生きながらえますように」。 


 And Abraham said to God, Oh that Ishmael might live before thee!




 


  神は言われた、「いや、あなたの妻サラはあなたに男の子を産むでしょう。名をイサクと名づけなさい。わたしは彼と契約を立てて、後の子孫のために永遠の契約としよう。 


 And God said, Sarah thy wife shall indeed bear thee a son; and thou shalt call his name Isaac; and I will establish my covenant with him, for an everlasting covenant for his seed after him.




 


  またイシマエルについてはあなたの願いを聞いた。わたしは彼を祝福して多くの子孫を得させ、大いにそれを増すであろう。彼は十二人の君たちを生むであろう。わたしは彼を大いなる国民としよう。 


 And for Ishmael I have heard thee: behold, I will bless him, and will make him fruitful, and will very greatly multiply him; twelve princes shall he beget, and I will make him a great nation.




 


  しかしわたしは来年の今ごろサラがあなたに産むイサクと、わたしの契約を立てるであろう」。 


 But my covenant will I establish with Isaac, whom Sarah shall bear to thee at this appointed time in the next year.




 


  神はアブラハムと語り終え、彼を離れて、のぼられた。 


 And he left off talking with him; and God went up from Abraham.




 


  アブラハムは神が自分に言われたように、この日その子イシマエルと、すべて家に生れた者およびすべて銀で買い取った者、すなわちアブラハムの家の人々のうち、すべての男子を連れてきて、前の皮に割礼を施した。 


 And Abraham took Ishmael his son, and all who were born in his house, and all who were bought with his money -- every male among the people of Abraham's house -- and circumcised the flesh of their foreskin on that same day, as God had said to him.




 


  アブラハムが前の皮に割礼を受けた時は九十九歳、 


 And Abraham was ninety-nine years old when he was circumcised in the flesh of his foreskin.




 


  その子イシマエルが前の皮に割礼を受けた時は十三歳であった。 


 And Ishmael his son was thirteen years old when he was circumcised in the flesh of his foreskin.




 


  この日アブラハムとその子イシマエルは割礼を受けた。 


 In the selfsame day was Abraham circumcised, and Ishmael his son;




 


  またその家の人々は家に生れた者も、銀で異邦人から買い取った者も皆、彼と共に割礼を受けた。 


 and all the men of his house, born in his house, or bought with money of the stranger, were circumcised with him.
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  主はマムレのテレビンの木のかたわらでアブラハムに現れられた。それは昼の暑いころで、彼は天幕の入口にすわっていたが、 


 And Jehovah appeared to him by the oaks of Mamre. And he sat at the tent-door in the heat of the day.




 


  目を上げて見ると、三人の人が彼に向かって立っていた。彼はこれを見て、天幕の入口から走って行って彼らを迎え、地に身をかがめて、 


 And he lifted up his eyes and saw, and behold, three men standing near him. And when he saw [them], he ran to meet them from the tent-door, and bowed himself to the earth,




 


  言った、「わが主よ、もしわたしがあなたの前に恵みを得ているなら、どうぞしもべを通り過ごさないでください。 


 and said, Lord, if now I have found favour in thine eyes, pass not away, I pray thee, from thy servant.




 


  水をすこし取ってこさせますから、あなたがたは足を洗って、この木の下でお休みください。 


 Let now a little water be fetched, that ye may wash your feet, and rest yourselves under the tree.




 


  わたしは一口のパンを取ってきます。元気をつけて、それからお出かけください。せっかくしもべの所においでになったのですから」。彼らは言った、「お言葉どおりにしてください」。 


 And I will fetch a morsel of bread; and refresh yourselves; after that ye shall pass on; for therefore have ye passed on towards your servant. And they said, So do as thou hast said.




 


  そこでアブラハムは急いで天幕に入り、サラの所に行って言った、「急いで細かい麦粉三セヤをとり、こねてパンを造りなさい」。 


 And Abraham hastened into the tent to Sarah, and said, Knead quickly three seahs of wheaten flour, and make cakes.




 


  アブラハムは牛の群れに走って行き、柔らかな良い子牛を取って若者に渡したので、急いで調理した。 


 And Abraham ran to the herd, and took a calf tender and good, and gave [it] to the attendant; and he hasted to dress it.




 


  そしてアブラハムは凝乳と牛乳および子牛の調理したものを取って、彼らの前に供え、木の下で彼らのかたわらに立って給仕し、彼らは食事した。 


 And he took thick and sweet milk, and the calf that he had dressed, and set [it] before them; and he stood before them under the tree, and they ate.




 


  彼らはアブラハムに言った、「あなたの妻サラはどこにおられますか」。彼は言った、「天幕の中です」。 


 And they said to him, Where is Sarah thy wife? And he said, Behold, in the tent.




 


  そのひとりが言った、「来年の春、わたしはかならずあなたの所に帰ってきましょう。その時、あなたの妻サラには男の子が生れているでしょう」。サラはうしろの方の天幕の入口で聞いていた。 


 And he said, I will certainly return to thee at [this] time of the year, and behold, Sarah thy wife shall have a son. And Sarah was listening at the tent-door, which was behind him.




 


  さてアブラハムとサラとは年がすすみ、老人となり、サラは女の月のものが、すでに止まっていた。 


 Now Abraham and Sarah were old [and] advanced in age: it had ceased to be with Sarah after the manner of women.




 


  それでサラは心の中で笑って言った、「わたしは衰え、主人もまた老人であるのに、わたしに楽しみなどありえようか」。 


 And Sarah laughed within herself, saying, After I am become old, shall I have pleasure, and my lord old?




 


  主はアブラハムに言われた、「なぜサラは、わたしは老人であるのに、どうして子を産むことができようかと言って笑ったのか。 


 And Jehovah said to Abraham, Why is this, that Sarah laughs, saying, Shall I indeed bear, when I am become old?




 


  主にとって不可能なことがありましょうか。来年の春、定めの時に、わたしはあなたの所に帰ってきます。そのときサラには男の子が生れているでしょう」。 


 Is [any] matter too wonderful for Jehovah? At the time appointed I will return to thee, at [this] time of the year, and Sarah shall have a son.




 


  サラは恐れたので、これを打ち消して言った、「わたしは笑いません」。主は言われた、「いや、あなたは笑いました」。 


 And Sarah denied, saying, I did not laugh; for she was afraid. And he said, No; but thou didst laugh.




 


  その人々はそこを立ってソドムの方に向かったので、アブラハムは彼らを見送って共に行った。 


 And the men rose up thence, and looked toward Sodom; and Abraham went with them to conduct them.




 


  時に主は言われた、「わたしのしようとする事をアブラハムに隠してよいであろうか。 


 And Jehovah said, Shall I hide from Abraham what I am doing?




 


  アブラハムは必ず大きな強い国民となって、地のすべての民がみな、彼によって祝福を受けるのではないか。 


 Since Abraham shall indeed become a great and mighty nation; and all the nations of the earth shall be blessed in him.




 


  わたしは彼が後の子らと家族とに命じて主の道を守らせ、正義と公道とを行わせるために彼を知ったのである。これは主がかつてアブラハムについて言った事を彼の上に臨ませるためである」。 


 For I know him that he will command his children and his household after him, and they shall keep the way of Jehovah, to do righteousness and justice, in order that Jehovah may bring upon Abraham what he hath spoken of him.




 


  主はまた言われた、「ソドムとゴモラの叫びは大きく、またその罪は非常に重いので、 


 And Jehovah said, Because the cry of Sodom and Gomorrah is great and their sin is very grievous,




 


  わたしはいま下って、わたしに届いた叫びのとおりに、すべて彼らがおこなっているかどうかを見て、それを知ろう」。 


 I will go down now, and see whether they have done altogether according to the cry of it, which is come to me; and if not, I will know [it].




 


  その人々はそこから身を巡らしてソドムの方に行ったが、アブラハムはなお、主の前に立っていた。 


 And the men turned thence, and went towards Sodom; and Abraham remained yet standing before Jehovah.




 


  アブラハムは近寄って言った、「まことにあなたは正しい者を、悪い者と一緒に滅ぼされるのですか。 


 And Abraham drew near, and said, Wilt thou also cause the righteous to perish with the wicked?




 


  たとい、あの町に五十人の正しい者があっても、あなたはなお、その所を滅ぼし、その中にいる五十人の正しい者のためにこれをゆるされないのですか。 


 There are perhaps fifty righteous within the city: wilt thou also destroy and not forgive the place for the sake of the fifty righteous that are therein?




 


  正しい者と悪い者とを一緒に殺すようなことを、あなたは決してなさらないでしょう。正しい者と悪い者とを同じようにすることも、あなたは決してなさらないでしょう。全地をさばく者は公義を行うべきではありませんか」。 


 Far be it from thee to do so, to slay the righteous with the wicked, that the righteous should be as the wicked -- far be it from thee! Will not the Judge of all the earth do right?




 


  主は言われた、「もしソドムで町の中に五十人の正しい者があったら、その人々のためにその所をすべてゆるそう」。 


 And Jehovah said, If I find at Sodom fifty righteous within the city, then I will forgive all the place for their sakes.




 


  アブラハムは答えて言った、「わたしはちり灰に過ぎませんが、あえてわが主に申します。 


 And Abraham answered and said, Behold now, I have ventured to speak unto the Lord; I, who am dust and ashes.




 


  もし五十人の正しい者のうち五人欠けたなら、その五人欠けたために町を全く滅ぼされますか」。主は言われた、「もしそこに四十五人いたら、滅ぼさないであろう」。 


 Perhaps there may want five of the fifty righteous: wilt thou destroy all the city on account of the five? And he said, If I shall find forty-five there, I will not destroy [it].




 


  アブラハムはまた重ねて主に言った、「もしそこに四十人いたら」。主は言われた、「その四十人のために、これをしないであろう」。 


 And he continued yet to speak with him, and said, Perhaps there may be forty found there. And he said, I will not do it for the forty's sake.




 


  アブラハムは言った、「わが主よ、どうかお怒りにならぬよう。わたしは申します。もしそこに三十人いたら」。主は言われた、「そこに三十人いたら、これをしないであろう」。 


 And he said, Oh, let not the Lord be angry that I speak! Perhaps there may be thirty found there. And he said, I will not do it if I find thirty there.




 


  アブラハムは言った、「いまわたしはあえてわが主に申します。もしそこに二十人いたら」。主は言われた、「わたしはその二十人のために滅ぼさないであろう」。 


 And he said, Behold now, I have ventured to speak with the Lord. Perhaps there may be twenty found there. And he said, I will not destroy [it] for the twenty's sake.




 


  アブラハムは言った、「わが主よ、どうかお怒りにならぬよう。わたしはいま一度申します、もしそこに十人いたら」。主は言われた、「わたしはその十人のために滅ぼさないであろう」。 


 And he said, Oh, let not the Lord be angry, that I speak yet but this time! Perhaps there may be ten found there. And he said, I will not destroy [it] for the ten's sake.




 


  主はアブラハムと語り終り、去って行かれた。アブラハムは自分の所に帰った。 


 And Jehovah went away when he had ended speaking to Abraham; and Abraham returned to his place.
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  そのふたりのみ使は夕暮にソドムに着いた。そのときロトはソドムの門にすわっていた。ロトは彼らを見て、立って迎え、地に伏して、 


 And the two angels came to Sodom at even. And Lot was sitting in the gate of Sodom. And Lot saw them, and rose up to meet them; and he bowed down, the face toward the ground,




 


  言った、「わが主よ、どうぞしもべの家に立寄って足を洗い、お泊まりください。そして朝早く起きてお立ちください」。彼らは言った、「いや、われわれは広場で夜を過ごします」。 


 and he said, Behold now, my lords, turn in, I pray you, into your servant's house, and lodge, and wash your feet; and ye shall rise up early, and go on your way. And they said, No; but we will pass the night in the open place.




 


  しかしロトがしいて勧めたので、彼らはついに彼の所に寄り、家にはいった。ロトは彼らのためにふるまいを設け、種入れぬパンを焼いて食べさせた。 


 And he urged them greatly; and they turned in unto him, and entered into his house. And he made them a repast, and baked unleavened cakes; and they ate.




 


  ところが彼らの寝ないうちに、ソドムの町の人々は、若い者も老人も、民がみな四方からきて、その家を囲み、 


 Before they lay down, the men of the city, the men of Sodom, surrounded the house, from the youngest to the oldest -- all the people from every quarter.




 


  ロトに叫んで言った、「今夜おまえの所にきた人々はどこにいるか。それをここに出しなさい。われわれは彼らを知るであろう」。 


 And they called to Lot, and said to him, Where are the men that have come in to thee to-night? bring them out to us that we may know them.




 


  ロトは入口におる彼らの所に出て行き、うしろの戸を閉じて、 


 And Lot went out to them to the entrance, and shut the door after him,




 


  言った、「兄弟たちよ、どうか悪い事はしないでください。 


 and said, I pray you, my brethren, do not wickedly!




 


  わたしにまだ男を知らない娘がふたりあります。わたしはこれをあなたがたに、さし出しますから、好きなようにしてください。ただ、わたしの屋根の下にはいったこの人たちには、何もしないでください」。 


 Behold now, I have two daughters who have not known a man: let me now bring them out to you; and do to them as is good in your sight: only, to these men do nothing; for therefore have they come under the shadow of my roof.




 


  彼らは言った、「退け」。また言った、「この男は渡ってきたよそ者であるのに、いつも、さばきびとになろうとする。それで、われわれは彼らに加えるよりも、おまえに多くの害を加えよう」。彼らはロトの身に激しく迫り、進み寄って戸を破ろうとした。 


 And they said, Back there! And they said [again], This one came to sojourn, and he must be a judge? Now we will deal worse with thee than with them. And they pressed hard on the man -- on Lot; and drew near to break the door.




 


  その時、かのふたりは手を伸べてロトを家の内に引き入れ、戸を閉じた。 


 And the men stretched out their hand, and brought Lot into the house to them, and shut the door.




 


  そして家の入口におる人々を、老若の別なく打って目をくらましたので、彼らは入口を捜すのに疲れた。 


 And they smote the men that were at the entrance of the house with blindness, from the smallest to the greatest; and they wearied themselves to find the entrance.




 


  ふたりはロトに言った、「ほかにあなたの身内の者がここにおりますか。あなたのむこ、むすこ、娘およびこの町におるあなたの身内の者を、皆ここから連れ出しなさい。 


 And the men said to Lot, Whom hast thou here besides? a son-in-law, and thy sons, and thy daughters, and all whom thou hast in the city -- bring [them] out of the place.




 


  われわれがこの所を滅ぼそうとしているからです。人々の叫びが主の前に大きくなり、主はこの所を滅ぼすために、われわれをつかわされたのです」。 


 For we are going to destroy this place, because the cry of them is great before Jehovah, and Jehovah has sent us to destroy it.




 


  そこでロトは出て行って、その娘たちをめとるむこたちに告げて言った、「立ってこの所から出なさい。主がこの町を滅ぼされます」。しかしそれはむこたちには戯むれごとに思えた。 


 And Lot went out, and spoke to his sons-in-law, who had married his daughters, and said, Up, go out of this place, for Jehovah will destroy the city. But he was as if he jested, in the sight of his sons-in-law.




 


  夜が明けて、み使たちはロトを促して言った 「立って、ここにいるあなたの妻とふたりの娘とを連れ出しなさい。そうしなければ、あなたもこの町の不義のために滅ぼされるでしょう」。 


 And as the dawn arose, the angels urged Lot, saying, Up, take thy wife and thy two daughters who are present, lest thou perish in the iniquity of the city.




 


  彼はためらっていたが、主は彼にあわれみを施されたので、かのふたりは彼の手と、その妻の手と、ふたりの娘の手を取って連れ出し、町の外に置いた。 


 And as he lingered, the men laid hold on his hand, and on the hand of his wife, and on the hand of his two daughters, Jehovah being merciful to him; and they led him out, and set him without the city.




 


  彼らを外に連れ出した時そのひとりは言った、「のがれて、自分の命を救いなさい。うしろをふりかえって見てはならない。低地にはどこにも立ち止まってはならない。山にのがれなさい。そうしなければ、あなたは滅びます」。 


 And it came to pass when they had brought them outside, that he said, Escape for thy life: look not behind thee, neither stay thou in all the plain: escape to the mountain, lest thou perish.




 


  ロトは彼らに言った、「わが主よ、どうか、そうさせないでください。 


 And Lot said to them, Not [so], I pray thee, Lord;




 


  しもべはすでにあなたの前に恵みを得ました。あなたはわたしの命を救って、大いなるいつくしみを施されました。しかしわたしは山まではのがれる事ができません。災が身に追い迫ってわたしは死ぬでしょう。 


 behold now, thy servant has found favour in thine eyes, and thou hast magnified thy goodness, which thou hast shewn to me in preserving my soul alive; but I cannot escape to the mountain, lest calamity lay hold on me, that I die.




 


  あの町をごらんなさい。逃げていくのに近く、また小さい町です。どうかわたしをそこにのがれさせてください。それは小さいではありませんか。そうすればわたしの命は助かるでしょう」。 


 Behold now, this city is near to flee to, and it is small: I pray thee, let me escape thither -- is it not small? -- and my soul shall live.




 


  み使は彼に言った、「わたしはこの事でもあなたの願いをいれて、あなたの言うその町は滅ぼしません。 


 And he said to him, Behold, I have accepted thee concerning this thing also, that I will not overthrow the city of which thou hast spoken.




 


  急いでそこへのがれなさい。あなたがそこに着くまでは、わたしは何事もすることができません」。これによって、その町の名はゾアルと呼ばれた。 


 Haste, escape thither; for I cannot do anything until thou art come there. Therefore the name of the city is called Zoar.




 


  ロトがゾアルに着いた時、日は地の上にのぼった。 


 The sun rose upon the earth when Lot came to Zoar.




 


  主は硫黄と火とを主の所すなわち天からソドムとゴモラの上に降らせて、 


 And Jehovah rained on Sodom and Gomorrah brimstone and fire from Jehovah out of heaven,




 


  これらの町と、すべての低地と、その町々のすべての住民と、その地にはえている物を、ことごとく滅ぼされた。 


 and overthrew those cities, and all the plain, and all the inhabitants of the cities, and what grew upon the ground.




 


  しかしロトの妻はうしろを顧みたので塩の柱になった。 


 And his wife looked back from behind him, and she became a pillar of salt.




 


  アブラハムは朝早く起き、さきに主の前に立った所に行って、 


 And Abraham rose early in the morning [and went] to the place where he had stood before Jehovah;




 


  ソドムとゴモラの方、および低地の全面をながめると、その地の煙が、かまどの煙のように立ちのぼっていた。 


 and he looked toward Sodom and Gomorrah, and toward all the land of the plain, and beheld, and lo, a smoke went up from the land as the smoke of a furnace.




 


  こうして神が低地の町々をこぼたれた時、すなわちロトの住んでいた町々を滅ぼされた時、神はアブラハムを覚えて、その滅びの中からロトを救い出された。 


 And it came to pass when God destroyed the cities of the plain, that God remembered Abraham, and sent Lot out of the midst of the overthrow, when he overthrew the cities in which Lot dwelt.




 


  ロトはゾアルを出て上り、ふたりの娘と共に山に住んだ。ゾアルに住むのを恐れたからである。彼はふたりの娘と共に、ほら穴の中に住んだ。 


 And Lot went up from Zoar, and dwelt in the mountain, and his two daughters with him; for he feared to dwell in Zoar. And he dwelt in a cave, he and his two daughters.




 


  時に姉が妹に言った、「わたしたちの父は老い、またこの地には世のならわしのように、わたしたちの所に来る男はいません。 


 And the first-born said to the younger, Our father is old, and there is not a man in the land to come in to us after the manner of all the earth:




 


  さあ、父に酒を飲ませ、共に寝て、父によって子を残しましょう」。 


 come, let us give our father wine to drink, and let us lie with him, that we may preserve seed alive of our father.




 


  彼女たちはその夜、父に酒を飲ませ、姉がはいって父と共に寝た。ロトは娘が寝たのも、起きたのも知らなかった。 


 And they gave their father wine to drink that night. And the first-born went in, and lay with her father, and he did not know of her lying down, nor of her rising.




 


  あくる日、姉は妹に言った、「わたしは昨夜、父と寝ました。わたしたちは今夜もまた父に酒を飲ませましょう。そしてあなたがはいって共に寝なさい。わたしたちは父によって子を残しましょう」。 


 And it came to pass on the next day that the first-born said to the younger, Lo, I lay last night with my father: let us give him wine to drink to-night also, and go thou in, lie with him, that we may preserve seed alive of our father.




 


  彼らはその夜もまた父に酒を飲ませ、妹が行って父と共に寝た。ロトは娘の寝たのも、起きたのも知らなかった。 


 And they gave their father wine to drink that night also. And the younger arose, and lay with him; and he did not know of her lying down, nor of her rising.




 


  こうしてロトのふたりの娘たちは父によってはらんだ。 


 And both the daughters of Lot were with child by their father.




 


  姉娘は子を産み、その名をモアブと名づけた。これは今のモアブびとの先祖である。 


 And the first-born bore a son, and called his name Moab: the same is the father of the Moabites to this day.




 


  妹もまた子を産んで、その名をベニアンミと名づけた。これは今のアンモンびとの先祖である。 


 And the younger, she also bore a son, and called his name Ben-ammi; the same is the father of the children of Ammon to this day.
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  アブラハムはそこからネゲブの地に移って、カデシとシュルの間に住んだ。彼がゲラルにとどまっていた時、 


 And Abraham departed thence towards the south country, and dwelt between Kadesh and Shur, and sojourned at Gerar.




 


  アブラハムは妻サラのことを、「これはわたしの妹です」と言ったので、ゲラルの王アビメレクは、人をつかわしてサラを召し入れた。 


 And Abraham said of Sarah his wife, She is my sister. And Abimelech the king of Gerar sent and took Sarah.




 


  ところが神は夜の夢にアビメレクに臨んで言われた、「あなたは召し入れたあの女のゆえに死なねばならない。彼女は夫のある身である」。 


 But God came to Abimelech in a dream by night, and said to him, Behold, thou art [but] a dead man, because of the woman that thou hast taken; for she is a man's wife.




 


  アビメレクはまだ彼女に近づいていなかったので言った、「主よ、あなたは正しい民でも殺されるのですか。 


 But Abimelech had not come near her. And he said, Lord, wilt thou also kill a righteous nation?




 


  彼はわたしに、これはわたしの妹ですと言ったではありませんか。また彼女も自分で、彼はわたしの兄ですと言いました。わたしは心も清く、手もいさぎよく、このことをしました」。 


 Did he not say to me, She is my sister? and she, even she said, He is my brother. In the integrity of my heart and in the innocency of my hands have I done this.




 


  神はまた夢で彼に言われた、「そうです、あなたが清い心をもってこのことをしたのを知っていたから、わたしもあなたを守って、わたしに対して罪を犯させず、彼女にふれることを許さなかったのです。 


 And God said to him in a dream, I also knew that thou didst this in the integrity of thy heart, and I, too, have withheld thee from sinning against me: therefore have I not suffered thee to touch her.




 


  いま彼の妻を返しなさい。彼は預言者ですから、あなたのために祈って、命を保たせるでしょう。もし返さないなら、あなたも身内の者もみな必ず死ぬと知らなければなりません」。 


 And now, restore the man's wife; for he is a prophet, and will pray for thee, that thou mayest live. And if thou do not restore [her], know that thou shalt certainly die, thou and all that is thine.




 


  そこでアビメレクは朝早く起き、しもべたちをことごとく召し集めて、これらの事をみな語り聞かせたので、人々は非常に恐れた。 


 And Abimelech rose early in the morning, and called all his servants, and spoke all these words in their ears; and the men were greatly afraid.




 


  そしてアビメレクはアブラハムを召して言った、「あなたはわれわれに何をするのですか。あなたに対してわたしがどんな罪を犯したために、あなたはわたしとわたしの国とに、大きな罪を負わせるのですか。あなたはしてはならぬことをわたしにしたのです」。 


 And Abimelech called Abraham and said to him, What hast thou done to us? And in what have I sinned against thee, that thou hast brought on me, and on my kingdom, a great sin? Thou hast done to me deeds that ought not to be done.




 


  アビメレクはまたアブラハムに言った、「あなたはなんと思って、この事をしたのですか」。 


 And Abimelech said to Abraham, What hast thou seen that thou hast done this?




 


  アブラハムは言った、「この所には神を恐れるということが、まったくないので、わたしの妻のゆえに人々がわたしを殺すと思ったからです。 


 And Abraham said, Because I said, Surely the fear of God is not in this place, and they will kill me for my wife's sake.




 


  また彼女はほんとうにわたしの妹なのです。わたしの父の娘ですが、母の娘ではありません。そして、わたしの妻になったのです。 


 But she is also truly my sister, the daughter of my father, but not the daughter of my mother; and she became my wife.




 


  神がわたしに父の家を離れて、行き巡らせた時、わたしは彼女に、あなたはわたしたちの行くさきざきでわたしを兄であると言ってください。これはあなたがわたしに施す恵みであると言いました」。 


 And it came to pass when God caused me to wander from my father's house, that I said to her, Let this be thy kindness which thou shalt shew to me: at every place whither we shall come, say of me, He is my brother.




 


  そこでアビメレクは羊、牛および男女の奴隷を取ってアブラハムに与え、その妻サラを彼に返した。 


 And Abimelech took sheep and oxen, and bondmen and bondwomen, and gave [them] to Abraham, and restored him Sarah his wife.




 


  そしてアビメレクは言った、「わたしの地はあなたの前にあります。あなたの好きな所に住みなさい」。 


 And Abimelech said, Behold, my land is before thee: dwell where it is good in thine eyes.




 


  またサラに言った、「わたしはあなたの兄に銀千シケルを与えました。これはあなたの身に起ったすべての事について、あなたに償いをするものです。こうしてすべての人にあなたは正しいと認められます」。 


 And to Sarah he said, Behold, I have given thy brother a thousand [pieces] of silver; behold, let that be to thee a covering of the eyes, in respect of all that are with thee, and with all; and she was reproved.




 


  そこでアブラハムは神に祈った。神はアビメレクとその妻および、はしためたちをいやされたので、彼らは子を産むようになった。 


 And Abraham prayed to God, and God healed Abimelech, and his wife and his handmaids, and they bore [children].




 


  これは主がさきにアブラハムの妻サラのゆえに、アビメレクの家のすべての者の胎を、かたく閉ざされたからである。 


 For Jehovah had fast closed up all the wombs of the house of Abimelech because of Sarah Abraham's wife.
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  主は、さきに言われたようにサラを顧み、告げられたようにサラに行われた。 


 And Jehovah visited Sarah as he had said, and Jehovah did to Sarah as he had spoken.




 


  サラはみごもり、神がアブラハムに告げられた時になって、年老いたアブラハムに男の子を産んだ。 


 And Sarah conceived, and bore Abraham a son in his old age, at the appointed time of which God had spoken to him.




 


  アブラハムは生れた子、サラが産んだ男の子の名をイサクと名づけた。 


 And Abraham called the name of his son who was born to him, whom Sarah bore to him, Isaac.




 


  アブラハムは神が命じられたように八日目にその子イサクに割礼を施した。 


 And Abraham circumcised his son Isaac, being eight days old, as God had commanded him.




 


  アブラハムはその子イサクが生れた時百歳であった。 


 And Abraham was a hundred years old when his son Isaac was born to him.




 


  そしてサラは言った、「神はわたしを笑わせてくださった。聞く者は皆わたしのことで笑うでしょう」。 


 And Sarah said, God has made me laugh: all that hear will laugh with me.




 


  また言った、「サラが子に乳を飲ませるだろうと、だれがアブラハムに言い得たであろう。それなのに、わたしは彼が年とってから、子を産んだ」。 


 And she said, Who would have said to Abraham, Sarah will suckle children? For I have borne [him] a son in his old age.




 


  さて、おさなごは育って乳離れした。イサクが乳離れした日にアブラハムは盛んなふるまいを設けた。 


 And the child grew, and was weaned. And Abraham made a great feast on the day that Isaac was weaned.




 


  サラはエジプトの女ハガルのアブラハムに産んだ子が、自分の子イサクと遊ぶのを見て、 


 And Sarah saw the son of Hagar the Egyptian, whom she had borne to Abraham, mocking.




 


  アブラハムに言った、「このはしためとその子を追い出してください。このはしための子はわたしの子イサクと共に、世継となるべき者ではありません」。 


 And she said to Abraham, Cast out this handmaid and her son; for the son of this handmaid shall not inherit with my son -- with Isaac.




 


  この事で、アブラハムはその子のために非常に心配した。 


 And the thing was very grievous in Abraham's sight because of his son.




 


  神はアブラハムに言われた、「あのわらべのため、またあなたのはしためのために心配することはない。サラがあなたに言うことはすべて聞きいれなさい。イサクに生れる者が、あなたの子孫と唱えられるからです。 


 And God said to Abraham, Let it not be grievous in thy sight because of the lad and because of thy handmaid: [in] all that Sarah hath said to thee hearken to her voice, for in Isaac shall a seed be called to thee.




 


  しかし、はしための子もあなたの子ですから、これをも、一つの国民とします」。 


 But also the son of the handmaid will I make a nation, because he is thy seed.




 


  そこでアブラハムは明くる朝はやく起きて、パンと水の皮袋とを取り、ハガルに与えて、肩に負わせ、その子を連れて去らせた。ハガルは去ってベエルシバの荒野にさまよった。 


 And Abraham rose up early in the morning, and took bread, and a flask of water, and gave [it] to Hagar, putting [it] on her shoulder -- and the child, and sent her away. And she departed, and wandered about in the wilderness of Beer-sheba.




 


  やがて皮袋の水が尽きたので、彼女はその子を木の下におき、 


 And the water was exhausted from the flask; and she cast the child under one of the shrubs,




 


  「わたしはこの子の死ぬのを見るに忍びない」と言って、矢の届くほど離れて行き、子供の方に向いてすわった。彼女が子供の方に向いてすわったとき、子供は声をあげて泣いた。 


 and she went and sat down over against [him], a bow-shot off; for she said, Let me not behold the death of the child. And she sat over against [him], and lifted up her voice and wept.




 


  神はわらべの声を聞かれ、神の使は天からハガルを呼んで言った、「ハガルよ、どうしたのか。恐れてはいけない。神はあそこにいるわらべの声を聞かれた。 


 And God heard the voice of the lad. And the Angel of God called to Hagar from the heavens, and said to her, What [aileth] thee, Hagar? Fear not; for God hath heard the voice of the lad there, where he is.




 


  立って行き、わらべを取り上げてあなたの手に抱きなさい。わたしは彼を大いなる国民とするであろう」。 


 Arise, take the lad, and hold him in thy hand; for I will make of him a great nation.




 


  神がハガルの目を開かれたので、彼女は水の井戸のあるのを見た。彼女は行って皮袋に水を満たし、わらべに飲ませた。 


 And God opened her eyes, and she saw a well of water; and she went and filled the flask with water, and gave the lad drink.




 


  神はわらべと共にいまし、わらべは成長した。彼は荒野に住んで弓を射る者となった。 


 And God was with the lad, and he grew; and he dwelt in the wilderness, and became an archer.




 


  彼はパランの荒野に住んだ。母は彼のためにエジプトの国から妻を迎えた。 


 And he dwelt in the wilderness of Paran. And his mother took him a wife out of the land of Egypt.




 


  そのころアビメレクとその軍勢の長ピコルはアブラハムに言った、「あなたが何事をなさっても、神はあなたと共におられる。 


 And it came to pass at that time that Abimelech, and Phichol the captain of his host, spoke to Abraham, saying, God is with thee in all that thou doest.




 


  それゆえ、今ここでわたしをも、わたしの子をも、孫をも欺かないと、神をさしてわたしに誓ってください。わたしがあなたに親切にしたように、あなたもわたしと、このあなたの寄留の地とに、しなければなりません」。 


 And now swear to me here by God that thou wilt not deal deceitfully with me, nor with my son, nor with my grandson. According to the kindness that I have done to thee, thou shalt do to me, and to the land in which thou sojournest.




 


  アブラハムは言った、「わたしは誓います」。 


 And Abraham said, I will swear.




 


  アブラハムはアビメレクの家来たちが、水の井戸を奪い取ったことについてアビメルクを責めた。 


 And Abraham reproved Abimelech because of a well of water that Abimelech's servants had violently taken away.




 


  しかしアビメレクは言った、「だれがこの事をしたかわたしは知りません。あなたもわたしに告げたことはなく、わたしもきょうまで聞きませんでした」。 


 And Abimelech said, I do not know who has done this, neither hast thou told me [of it], neither have I heard [of it] but to-day.




 


  そこでアブラハムは羊と牛とを取ってアビメレクに与え、ふたりは契約を結んだ。 


 And Abraham took sheep and oxen, and gave them to Abimelech; and both of them made a covenant.




 


  アブラハムが雌の小羊七頭を分けて置いたところ、 


 And Abraham set seven ewe-lambs of the flock by themselves.




 


  アビメレクはアブラハムに言った、「あなたがこれらの雌の小羊七頭を分けて置いたのは、なんのためですか」。 


 And Abimelech said to Abraham, What [mean] these seven ewe-lambs, these which thou hast set by themselves?




 


  アブラハムは言った、「あなたはわたしの手からこれらの雌の小羊七頭を受け取って、わたしがこの井戸を掘ったことの証拠としてください」。 


 And he said, That thou take the seven ewe-lambs of my hand, that they may be a witness to me that I have dug this well.




 


  これによってその所をベエルシバと名づけた。彼らがふたりそこで誓いをしたからである。 


 Therefore he called that place Beer-sheba, because there they had sworn, both of them.




 


  このように彼らはベエルシバで契約を結び、アビメレクとその軍勢の長ピコルは立ってペリシテの地に帰った。 


 And they made a covenant at Beer-sheba. And Abimelech rose up, and Phichol the captain of his host, and returned into the land of the Philistines.




 


  アブラハムはベエルシバに一本のぎょりゅうの木を植え、その所で永遠の神、主の名を呼んだ。 


 And [Abraham] planted a tamarisk in Beer-sheba, and called there on the name of Jehovah, the Eternal ùGod.




 


  こうしてアブラハムは長い間ペリシテびとの地にとどまった。 


 And Abraham sojourned in the Philistines' land many days.
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  これらの事の後、神はアブラハムを試みて彼に言われた、「アブラハムよ」。彼は言った、「ここにおります」。 


 And it came to pass after these things, that God tried Abraham, and said to him, Abraham! and he said, Here am I.




 


  神は言われた、「あなたの子、あなたの愛するひとり子イサクを連れてモリヤの地に行き、わたしが示す山で彼を燔祭としてささげなさい」。 


 And he said, Take now thy son, thine only [son], whom thou lovest, Isaac, and get thee into the land of Moriah, and there offer him up for a burnt-offering on one of the mountains which I will tell thee of.




 


  アブラハムは朝はやく起きて、ろばにくらを置き、ふたりの若者と、その子イサクとを連れ、また燔祭のたきぎを割り、立って神が示された所に出かけた。 


 And Abraham rose early in the morning, and saddled his ass, and took two of his young men with him, and Isaac his son; and he clave the wood for the burnt-offering, and rose up and went to the place that God had told him of.




 


  三日目に、アブラハムは目をあげて、はるかにその場所を見た。 


 On the third day Abraham lifted up his eyes and saw the place from afar.




 


  そこでアブラハムは若者たちに言った、「あなたがたは、ろばと一緒にここにいなさい。わたしとわらべは向こうへ行って礼拝し、そののち、あなたがたの所に帰ってきます」。 


 And Abraham said to his young men, Abide ye here with the ass; and I and the lad will go yonder and worship, and come again to you.




 


  アブラハムは燔祭のたきぎを取って、その子イサクに負わせ、手に火と刃物とを執って、ふたり一緒に行った。 


 And Abraham took the wood of the burnt-offering, and laid it on Isaac his son; and he took the fire in his hand, and the knife, and they went both of them together.




 


  やがてイサクは父アブラハムに言った、「父よ」。彼は答えた、「子よ、わたしはここにいます」。イサクは言った、「火とたきぎとはありますが、燔祭の小羊はどこにありますか」。 


 And Isaac spoke to Abraham his father, and said, My father! And he said, Here am I, my son. And he said, Behold the fire and the wood; but where is the sheep for a burnt-offering?




 


  アブラハムは言った、「子よ、神みずから燔祭の小羊を備えてくださるであろう」。こうしてふたりは一緒に行った。 


 And Abraham said, My son, God will provide himself with the sheep for a burnt-offering. And they went both of them together.




 


  彼らが神の示された場所にきたとき、アブラハムはそこに祭壇を築き、たきぎを並べ、その子イサクを縛って祭壇のたきぎの上に載せた。 


 And they came to the place of which God had told him. And Abraham built the altar there, and piled the wood; and he bound Isaac his son, and laid him on the altar upon the wood.




 


  そしてアブラハムが手を差し伸べ、刃物を執ってその子を殺そうとした時、 


 And Abraham stretched out his hand, and took the knife to slaughter his son.




 


  主の使が天から彼を呼んで言った、「アブラハムよ、アブラハムよ」。彼は答えた、「はい、ここにおります」。 


 And the Angel of Jehovah called to him from the heavens, and said, Abraham, Abraham! And he said, Here am I.




 


  み使が言った、「わらべを手にかけてはならない。また何も彼にしてはならない。あなたの子、あなたのひとり子をさえ、わたしのために惜しまないので、あなたが神を恐れる者であることをわたしは今知った」。 


 And he said, Stretch not out thy hand against the lad, neither do anything to him; for now I know that thou fearest God, and hast not withheld thy son, thine only [son], from me.




 


  この時アブラハムが目をあげて見ると、うしろに、角をやぶに掛けている一頭の雄羊がいた。アブラハムは行ってその雄羊を捕え、それをその子のかわりに燔祭としてささげた。 


 And Abraham lifted up his eyes, and looked, and behold, behind was a ram caught in the thicket by its horns; and Abraham went and took the ram, and offered it up for a burnt-offering instead of his son.




 


  それでアブラハムはその所の名をアドナイ・エレと呼んだ。これにより、人々は今日もなお「主の山に備えあり」と言う。 


 And Abraham called the name of that place Jehovah-jireh; as it is said at the present day, On the mount of Jehovah will be provided.




 


  主の使は再び天からアブラハムを呼んで、 


 And the Angel of Jehovah called to Abraham from the heavens a second time,




 


  言った、「主は言われた、『わたしは自分をさして誓う。あなたがこの事をし、あなたの子、あなたのひとり子をも惜しまなかったので、 


 and said, By myself I swear, saith Jehovah, that, because thou hast done this, and hast not withheld thy son, thine only [son],




 


  わたしは大いにあなたを祝福し、大いにあなたの子孫をふやして、天の星のように、浜べの砂のようにする。あなたの子孫は敵の門を打ち取り、 


 I will richly bless thee, and greatly multiply thy seed, as the stars of heaven, and as the sand that is on the sea-shore; and thy seed shall possess the gate of his enemies;




 


  また地のもろもろの国民はあなたの子孫によって祝福を得るであろう。あなたがわたしの言葉に従ったからである』」。 


 and in thy seed shall all the nations of the earth bless themselves, because thou hast hearkened to my voice.




 


  アブラハムは若者たちの所に帰り、みな立って、共にベエルシバへ行った。そしてアブラハムはベエルシバに住んだ。 


 And Abraham returned to his young men, and they rose up and went together to Beer-sheba. And Abraham dwelt at Beer-sheba.




 


  これらの事の後、ある人がアブラハムに告げて言った、「ミルカもまたあなたの兄弟ナホルに子どもを産みました。 


 And it came to pass after these things, that it was told Abraham, saying, Behold, Milcah, she also has borne sons to thy brother Nahor:




 


  長男はウヅ、弟はブズ、次はアラムの父ケムエル、 


 Uz his first-born, and Buz his brother, and Kemuel the father of Aram,




 


  次はケセデ、ハゾ、ピルダシ、エデラフ、ベトエルです」。 


 and Chesed, and Hazo, and Pildash, and Jidlaph, and Bethuel.




 


  ベトエルの子はリベカであって、これら八人はミルカがアブラハムの兄弟ナホルに産んだのである。 


 (And Bethuel begot Rebecca.) These eight Milcah bore to Nahor, Abraham's brother.




 


  ナホルのそばめで、名をルマという女もまたテバ、ガハム、タハシおよびマアカを産んだ。 


 And his concubine, named Reumah, she also bore Tebah, and Gaham, and Thahash, and Maacah.
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  サラの一生は百二十七年であった。これがサラの生きながらえた年である。 


 And the life of Sarah was a hundred and twenty-seven years: [these were] the years of the life of Sarah.




 


  サラはカナンの地のキリアテ・アルバすなわちヘブロンで死んだ。アブラハムは中にはいってサラのために悲しみ泣いた。 


 And Sarah died in Kirjath-Arba: that is Hebron, in the land of Canaan. And Abraham came to mourn for Sarah, and to weep for her.




 


  アブラハムは死人のそばから立って、ヘテの人々に言った、 


 And Abraham rose up from before his dead, and spoke to the sons of Heth, saying,




 


  「わたしはあなたがたのうちの旅の者で寄留者ですが、わたしの死人を出して葬るため、あなたがたのうちにわたしの所有として一つの墓地をください」。 


 I am a stranger and a sojourner with you; give me a possession of a sepulchre with you, that I may bury my dead from before me.




 


  ヘテの人々はアブラハムに答えて言った、 


 And the sons of Heth answered Abraham, saying to him,




 


  「わが主よ、お聞きなさい。あなたはわれわれのうちにおられて、神のような主君です。われわれの墓地の最も良い所にあなたの死人を葬りなさい。その墓地を拒んで、あなたにその死人を葬らせない者はわれわれのうちには、ひとりもないでしょう」。 


 Hear us, my lord: thou art a prince of God among us: in the choicest of our sepulchres bury thy dead: none of us shall withhold from thee his sepulchre for burying thy dead.




 


  アブラハムは立ちあがり、その地の民ヘテの人々に礼をして、 


 And Abraham rose up, and bowed down to the people of the land, to the sons of Heth,




 


  彼らに言った、「もしわたしの死人を葬るのに同意されるなら、わたしの願いをいれて、わたしのためにゾハルの子エフロンに頼み、 


 and spoke to them, saying, If it be your will that I should bury my dead from before me, hear me, and entreat for me Ephron the son of Zohar,




 


  彼が持っている畑の端のマクペラのほら穴をじゅうぶんな代価でわたしに与え、あなたがたのうちに墓地を持たせてください」。 


 that he may give me the cave of Machpelah, which is his, which is at the end of his field; for the full money let him give it to me amongst you for a possession of a sepulchre.




 


  時にエフロンはヘテの人々のうちにすわっていた。そこでヘテびとエフロンはヘテの人々、すなわちすべてその町の門にはいる人々の聞いているところで、アブラハムに答えて言った、 


 And Ephron was dwelling among the sons of Heth. And Ephron the Hittite answered Abraham, in the ears of the sons of Heth, [even] of all that went in at the gate of his city, saying,




 


  「いいえ、わが主よ、お聞きなさい。わたしはあの畑をあなたにさしあげます。またその中にあるほら穴もさしあげます。わたしの民の人々の前で、それをさしあげます。あなたの死人を葬りなさい」。 


 No, my lord: hear me. The field give I thee; and the cave that is in it, to thee I give it; before the eyes of the sons of my people give I it thee: bury thy dead.




 


  アブラハムはその地の民の前で礼をし、 


 And Abraham bowed down before the people of the land;




 


  その地の民の聞いているところでエフロンに言った、「あなたがそれを承諾されるなら、お聞きなさい。わたしはその畑の代価を払います。お受け取りください。わたしの死人をそこに葬りましょう」。 


 and he spoke to Ephron, in the ears of the people of the land, saying, But if only thou wouldst listen to me, I give the money for the field: take [it] of me, and I will bury my dead there.




 


  エフロンはアブラハムに答えて言った、 


 And Ephron answered Abraham, saying to him,




 


  「わが主よ、お聞きなさい。あの地は銀四百シケルですが、これはわたしとあなたの間で、なにほどのことでしょう。あなたの死人を葬りなさい」。 


 My lord, hearken to me. A field of four hundred shekels of silver, what is that between me and thee? bury therefore thy dead.




 


  そこでアブラハムはエフロンの言葉にしたがい、エフロンがヘテの人々の聞いているところで言った銀、すなわち商人の通用銀四百シケルを量ってエフロンに与えた。 


 And Abraham hearkened to Ephron; and Abraham weighed to Ephron the money that he had named in the ears of the sons of Heth -- four hundred shekels of silver, current with the merchant.




 


  こうしてマムレの前のマクペラにあるエフロンの畑は、畑も、その中のほら穴も、畑の中およびその周囲の境にあるすべての木も皆、 


 So the field of Ephron, which was at Machpelah, which was before Mamre, the field, and the cave that was in it, and all the trees that were in the field, that were in all its borders round about,




 


  ヘテの人々の前、すなわちその町の門にはいるすべての人々の前で、アブラハムの所有と決まった。 


 were assured to Abraham for a possession before the eyes of the sons of Heth, before all who went in at the gate of his city.




 


  その後、アブラハムはその妻サラをカナンの地にあるマムレ、すなわちヘブロンの前のマクペラの畑のほら穴に葬った。 


 And after this, Abraham buried Sarah his wife in the cave of the field at Machpelah, opposite to Mamre: that is Hebron, in the land of Canaan.




 


  このように畑とその中にあるほら穴とはヘテの人々によってアブラハムの所有の墓地と定められた。 


 And the field and the cave that was in it were assured to Abraham for a possession of a sepulchre by the sons of Heth.
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  アブラハムは年が進んで老人となった。主はすべての事にアブラハムを恵まれた。 


 And Abraham was old, [and] advanced in age; and Jehovah had blessed Abraham in all things.




 


  さてアブラハムは所有のすべてを管理させていた家の年長のしもべに言った、「あなたの手をわたしのももの下に入れなさい。 


 And Abraham said to his servant, the eldest of his house, who ruled over all that he had, Put thy hand, I pray thee, under my thigh,




 


  わたしはあなたに天地の神、主をさして誓わせる。あなたはわたしが今一緒に住んでいるカナンびとのうちから、娘をわたしの子の妻にめとってはならない。 


 and I will make thee swear by Jehovah, the God of the heavens and the God of the earth, that thou take not a wife for my son of the daughters of the Canaanites, among whom I am dwelling;




 


  あなたはわたしの国へ行き、親族の所へ行って、わたしの子イサクのために妻をめとらなければならない」。 


 but thou shalt go to my land and to my kindred, and take a wife for my son Isaac.




 


  しもべは彼に言った、「もしその女がわたしについてこの地に来ることを好まない時は、わたしはあなたの子をあなたの出身地に連れ帰るべきでしょうか」。 


 And the servant said to him, Perhaps the woman will not be willing to follow me to this land: must I, then, bring thy son again in any case to the land from which thou hast removed?




 


  アブラハムは彼に言った、「わたしの子は決して向こうへ連れ帰ってはならない。 


 And Abraham said to him, Beware that thou bring not my son thither again.




 


  天の神、主はわたしを父の家、親族の地から導き出してわたしに語り、わたしに誓って、おまえの子孫にこの地を与えると言われた。主は、み使をあなたの前につかわされるであろう。あなたはあそこからわたしの子に妻をめとらねばならない。 


 Jehovah the God of the heavens, who took me out of my father's house, and out of the land of my nativity, and who has spoken to me, and who has sworn to me, saying, Unto thy seed will I give this land -- he will send his angel before thee, that thou mayest take a wife for my son thence.




 


  けれどもその女があなたについて来ることを好まないなら、あなたはこの誓いを解かれる。ただわたしの子を向こうへ連れ帰ってはならない」。 


 And if the woman be not willing to follow thee, then thou shalt be quit of this my oath: only, bring not my son thither again.




 


  そこでしもべは手を主人アブラハムのももの下に入れ、この事について彼に誓った。 


 And the servant put his hand under the thigh of Abraham his master, and swore unto him concerning that matter.




 


  しもべは主人のらくだのうちから十頭のらくだを取って出かけた。すなわち主人のさまざまの良い物を携え、立ってアラム・ナハライムにむかい、ナホルの町へ行った。 


 And the servant took ten camels of the camels of his master, and departed; now all the treasure of his master was under his hand; and he arose and went to Aram-naharaim, to the city of Nahor.




 


  彼はらくだを町の外の、水の井戸のそばに伏させた。時は夕暮で、女たちが水をくみに出る時刻であった。 


 And he made the camels kneel down outside the city by a well of water, at the time of the evening, when the women came out to draw [water].




 


  彼は言った、「主人アブラハムの神、主よ、どうか、きょう、わたしにしあわせを授け、主人アブラハムに恵みを施してください。 


 And he said, Jehovah, God of my master Abraham, meet me, I pray thee, [with thy blessing] this day, and deal kindly with my master Abraham.




 


  わたしは泉のそばに立っています。町の人々の娘たちが水をくみに出てきたとき、 


 Behold, I stand [here] by the well of water, and the daughters of the men of the city come out to draw water.




 


  娘に向かって『お願いです、あなたの水がめを傾けてわたしに飲ませてください』と言い、娘が答えて、『お飲みください。あなたのらくだにも飲ませましょう』と言ったなら、その者こそ、あなたがしもべイサクのために定められた者ということにしてください。わたしはこれによって、あなたがわたしの主人に恵みを施されることを知りましょう」。 


 And let it come to pass, [that] the maiden to whom I shall say, Let down thy pitcher, I pray thee, that I may drink, and who will say, Drink, and I will give thy camels drink also, be she whom thou hast appointed for thy servant Isaac; and hereby I shall know that thou hast dealt kindly with my master.




 


  彼がまだ言い終らないうちに、アブラハムの兄弟ナホルの妻ミルカの子ベトエルの娘リベカが、水がめを肩に載せて出てきた。 


 And it came to pass before he had ended speaking, that behold, Rebecca came out, who was born to Bethuel, son of Milcah the wife of Nahor, Abraham's brother; and [she had] her pitcher upon her shoulder.




 


  その娘は非常に美しく、男を知らぬ処女であった。彼女が泉に降りて、水がめを満たし、上がってきた時、 


 And the maiden was very fair in countenance; a virgin, and no man had known her. And she went down to the well, and filled her pitcher, and came up.




 


  しもべは走り寄って、彼女に会って言った、「お願いです。あなたの水がめの水を少し飲ませてください」。 


 And the servant ran to meet her, and said, Let me, I pray thee, sip a little water out of thy pitcher.




 


  すると彼女は「わが主よ、お飲みください」と言って、急いで水がめを自分の手に取りおろして彼に飲ませた。 


 And she said, Drink, my lord! And she hasted and let down her pitcher on her hand, and gave him to drink.




 


  飲ませ終って、彼女は言った、「あなたのらくだもみな飲み終るまで、わたしは水をくみましょう」。 


 And when she had given him enough to drink, she said, I will draw [water] for thy camels also, until they have drunk enough.




 


  彼女は急いでかめの水を水ぶねにあけ、再び水をくみに井戸に走って行って、すべてのらくだのために水をくんだ。 


 And she hasted and emptied her pitcher into the trough, and ran again to the well to draw [water]; and she drew for all his camels.




 


  その間その人は主が彼の旅の祝福されるか、どうかを知ろうと、黙って彼女を見つめていた。 


 And the man was astonished at her, remaining silent, to know whether Jehovah had made his journey prosperous or not.




 


  らくだが飲み終ったとき、その人は重さ半シケルの金の鼻輪一つと、重さ十シケルの金の腕輪二つを取って、 


 And it came to pass when the camels had drunk enough, that the man took a gold ring, of half a shekel weight, and two bracelets for her hands, ten [shekels] weight of gold,




 


  言った、「あなたはだれの娘か、わたしに話してください。あなたの父の家にわたしどもの泊まる場所がありましょうか」。 


 and said, Whose daughter art thou? tell me, I pray thee. Is there room [in] thy father's house for us to lodge?




 


  彼女は彼に言った、「わたしはナホルの妻ミルカの子ベトエルの娘です」。 


 And she said to him, I am the daughter of Bethuel the son of Milcah, whom she bore to Nahor.




 


  また彼に言った、「わたしどもには、わらも、飼葉もたくさんあります。また泊まる場所もあります」。 


 And she said to him, There is straw, and also much provender with us; also room to lodge.




 


  その人は頭を下げ、主を拝して、 


 And the man stooped, and bowed down before Jehovah,




 


  言った、「主人アブラハムの神、主はほむべきかな。主はわたしの主人にいつくしみと、まこととを惜しまれなかった。そして主は旅にあるわたしを主人の兄弟の家に導かれた」。 


 and said, Blessed be Jehovah, God of my master Abraham, who has not withdrawn his loving-kindness and his faithfulness from my master; I being in the way, Jehovah has led me to the house of my master's brethren.




 


  娘は走って行って、母の家のものにこれらの事を告げた。 


 And the maiden ran and told these things to her mother's house.




 


  リベカにひとりの兄があって、名をラバンといった。ラバンは泉のそばにいるその人の所へ走って行った。 


 And Rebecca had a brother, named Laban; and Laban ran out to the man, to the well.




 


  彼は鼻輪と妹の手にある腕輪とを見、また妹リベカが「その人はわたしにこう言った」というのを聞いて、その人の所へ行ってみると、その人は泉のほとりで、らくだのそばに立っていた。 


 And it came to pass when he saw the ring and the bracelets on his sister's hand, and when he heard the words of Rebecca his sister, saying, Thus spoke the man to me -- that he came to the man, and behold, he was standing by the camels, by the well.




 


  そこでその人に言った、「主に祝福された人よ、おはいりください。なぜ外に立っておられますか。わたしは家を準備し、らくだのためにも場所を準備しておきました」。 


 And he said, Come in, blessed of Jehovah! why standest thou outside? for I have prepared the house, and room for the camels.




 


  その人は家にはいった。ラバンはらくだの荷を解いて、わらと飼葉をらくだに与え、また水を与えてその人の足と、その従者たちの足を洗わせた。 


 And the man came into the house; and he ungirded the camels, and gave the camels straw and provender, and water to wash his feet, and the feet of the men who were with him.




 


  そして彼の前に食物を供えたが、彼は言った、「わたしは用向きを話すまでは食べません」。ラバンは言った、「お話しください」。 


 And there was set [meat] before him to eat; but he said, I will not eat until I have made known my business. And he said, Speak on.




 


  そこで彼は言った、「わたしはアブラハムのしもべです。 


 And he said, I am Abraham's servant.




 


  主はわたしの主人を大いに祝福して、大いなる者とされました。主はまた彼に羊、牛、銀、金、男女の奴隷、らくだ、ろばを与えられました。 


 And Jehovah has blessed my master greatly, and he is become great; and he has given him sheep and cattle, and silver and gold, and bondmen and bondwomen, and camels and asses.




 


  主人の妻サラは年老いてから、主人に男の子を産みました。主人はその所有を皆これに与えました。 


 And Sarah, my master's wife, bore a son to my master after she had grown old; and unto him has he given all that he has.




 


  ところで主人はわたしに誓わせて言いました、『わたしの住んでいる地のカナンびとの娘を、わたしの子の妻にめとってはならない。 


 And my master made me swear, saying, Thou shalt not take a wife for my son of the daughters of the Canaanite, in whose land I am dwelling;




 


  おまえはわたしの父の家、親族の所へ行って、わたしの子に妻をめとらなければならない』。 


 but thou shalt by all means go to my father's house and to my family, and take a wife for my son.




 


  わたしは主人に言いました、『もしその女がわたしについてこない時はどういたしましょうか』。 


 And I said to my master, Perhaps the woman will not follow me?




 


  主人はわたしに言いました、『わたしの仕えている主は、み使をおまえと一緒につかわして、おまえの旅にさいわいを与えられるであろう。おまえはわたしの親族、わたしの父の家からわたしの子に妻をめとらなければならない。 


 And he said to me, Jehovah, before whom I have walked, will send his angel with thee, and prosper thy way, that thou mayest take a wife for my son of my family, and out of my father's house.




 


  そのとき、おまえはわたしにした誓いから解かれるであろう。またおまえがわたしの親族に行く時、彼らがおまえにその娘を与えないなら、おまえはわたしにした誓いから解かれるであろう』。 


 Then shalt thou be quit of my oath, when thou shalt have come to my family. And if they give thee not [one], thou shalt be quit of my oath.




 


  わたしはきょう、泉のところにきて言いました、『主人アブラハムの神、主よ、どうか今わたしのゆく道にさいわいを与えてください。 


 And I came this day to the well, and said, Jehovah, God of my master Abraham, if now thou wilt prosper my way on which I go,




 


  わたしはこの泉のそばに立っていますが、水をくみに出てくる娘に向かって、「お願いです。あなたの水がめの水を少し飲ませてください」と言い、 


 behold, I stand by the well of water, and let it come to pass that the damsel who cometh forth to draw [water], and to whom I shall say, Give me, I pray thee, a little water out of thy pitcher to drink,




 


  「お飲みください。あなたのらくだのためにも、くみましょう」とわたしに言うなら、その娘こそ、主がわたしの主人の子のために定められた女ということにしてください』。 


 and she shall say to me, Both drink thou, and I will also draw for thy camels -- that she should be the woman whom Jehovah hath appointed for my master's son.




 


  わたしが心のうちでそう言い終らないうちに、リベカが水がめを肩に載せて出てきて、水をくみに泉に降りたので、わたしは『お願いです、飲ませてください』と言いますと、 


 Before I ended speaking in my heart, behold, Rebecca came forth with her pitcher on her shoulder, and went down to the well, and drew [water]; and I said to her, Give me, I pray thee, to drink.




 


  彼女は急いで水がめを肩からおろし、『お飲みください。わたしはあなたのらくだにも飲ませましょう』と言いました。それでわたしは飲みましたが、彼女はらくだにも飲ませました。 


 And she hasted and let down her pitcher from her [shoulder], and said, Drink, and I will give thy camels drink also. And I drank; and she gave the camels drink also.




 


  わたしは彼女に尋ねて、『あなたはだれの娘ですか』と言いますと、『ナホルとその妻ミルカの子ベトエルの娘です』と答えました。そこでわたしは彼女の鼻に鼻輪をつけ、手に腕輪をつけました。 


 And I asked her, and said, Whose daughter art thou? And she said, The daughter of Bethuel, Nahor's son, whom Milcah bore to him. And I put the ring on her nose, and the bracelets on her hands.




 


  そしてわたしは頭をさげて主を拝し、主人アブラハムの神、主をほめたたえました。主は主人の兄弟の娘を子にめとらせようと、わたしを正しい道に導かれたからです。 


 And I stooped, and bowed down before Jehovah; and I blessed Jehovah, God of my master Abraham, who has led me the right way to take my master's brother's daughter for his son.




 


  あなたがたが、もしわたしの主人にいつくしみと、まことを尽そうと思われるなら、そうとわたしにお話しください。そうでなければ、そうでないとお話しください。それによってわたしは右か左に決めましょう」。 


 And now, if ye will deal kindly and truly with my master, tell me; and if not, tell me; and I will turn to the right hand or to the left.




 


  ラバンとベトエルは答えて言った、「この事は主から出たことですから、わたしどもはあなたによしあしを言うことができません。 


 And Laban and Bethuel answered and said, The thing proceeds from Jehovah: we cannot speak to thee bad or good.




 


  リベカがここにおりますから連れて行って、主が言われたように、あなたの主人の子の妻にしてください」。 


 Behold, Rebecca is before thee: take [her], and go away; and let her be wife of thy master's son, as Jehovah has said.




 


  アブラハムのしもべは彼らの言葉を聞いて、地に伏し、主を拝した。 


 And it came to pass, when Abraham's servant heard their words, that he bowed down to the earth before Jehovah.




 


  そしてしもべは銀の飾りと、金の飾り、および衣服を取り出してリベカに与え、その兄と母とにも価の高い品々を与えた。 


 And the servant brought forth silver articles, and gold articles, and clothing, and he gave [them] to Rebecca; and he gave to her brother, and to her mother, precious things.




 


  彼と従者たちは飲み食いして宿ったが、あくる朝彼らが起きた時、しもべは言った、「わたしを主人のもとに帰らせてください」。 


 And they ate and drank, he and the men that were with him, and lodged. And they rose up in the morning; and he said, Send me away to my master.




 


  リベカの兄と母とは言った、「娘は数日、少なくとも十日、わたしどもと共にいて、それから行かせましょう」。 


 And her brother and her mother said, Let the maiden abide with us [some] days, or [say] ten; after that she shall go.




 


  しもべは彼らに言った、「主はわたしの道にさいわいを与えられましたから、わたしを引きとめずに、主人のもとに帰らせてください」。 


 And he said to them, Do not hinder me, seeing Jehovah has prospered my way: send me away, and I will go to my master.




 


  彼らは言った、「娘を呼んで聞いてみましょう」。 


 And they said, Let us call the maiden and inquire at her mouth.




 


  彼らはリベカを呼んで言った、「あなたはこの人と一緒に行きますか」。彼女は言った、「行きます」。 


 And they called Rebecca and said to her, Wilt thou go with this man? And she said, I will go.




 


  そこで彼らは妹リベカと、そのうばと、アブラハムのしもべと、その従者とを送り去らせた。 


 And they sent away Rebecca their sister, and her nurse, and Abraham's servant, and his men.




 


  彼らはリベカを祝福して彼女に言った、「妹よ、あなたは、ちよろずの人の母となれ。あなたの子孫はその敵の門を打ち取れ」。 


 And they blessed Rebecca, and said to her, Thou art our sister; mayest thou become thousands of tens of thousands; and may thy seed possess the gate of their enemies!




 


  リベカは立って侍女たちと共にらくだに乗り、その人に従って行った。しもべはリベカを連れて立ち去った。 


 And Rebecca arose, and her maids, and they rode upon the camels, and followed the man. And the servant took Rebecca, and went away.




 


  さてイサクはベエル・ラハイ・ロイからきて、ネゲブの地に住んでいた。 


 And Isaac had just returned from Beer-lahai-roi; for he was dwelling in the south country.




 


  イサクは夕暮、野に出て歩いていたが、目をあげて、らくだの来るのを見た。 


 And Isaac had gone out to meditate in the fields toward the beginning of evening. And he lifted up his eyes and saw, and behold, camels were coming.




 


  リベカは目をあげてイサクを見、らくだからおりて、 


 And Rebecca lifted up her eyes and saw Isaac, and she sprang off the camel.




 


  しもべに言った、「わたしたちに向かって、野を歩いて来るあの人はだれでしょう」。しもべは言った、「あれはわたしの主人です」。するとリベカは、被衣で身をおおった。 


 And she had said to the servant, Who is the man that is walking in the fields to meet us? And the servant said, That is my master! Then she took the veil, and covered herself.




 


  しもべは自分がしたことのすべてをイサクに話した。 


 And the servant told Isaac all things that he had done.




 


  イサクはリベカを天幕に連れて行き、リベカをめとって妻とし、彼女を愛した。こうしてイサクは母の死後、慰めを得た。 


 And Isaac led her into his mother Sarah's tent; and he took Rebecca, and she became his wife, and he loved her. And Isaac was comforted after [the death of] his mother.
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  アブラハムは再び妻をめとった。名をケトラという。 


 And Abraham took another wife named Keturah.




 


  彼女はジムラン、ヨクシャン、メダン、ミデアン、イシバクおよびシュワを産んだ。 


 And she bore him Zimran, and Jokshan, and Medan, and Midian, and Ishbak, and Shuah.




 


  ヨクシャンの子はシバとデダン。デダンの子孫はアシュリびと、レトシびと、レウミびとである。 


 And Jokshan begot Sheba and Dedan; and the sons of Dedan were the Asshurim, and the Letushim, and the Leummim.




 


  ミデアンの子孫はエパ、エペル、ヘノク、アビダ、エルダアであって、これらは皆ケトラの子孫であった。 


 And the sons of Midian were Ephah, and Epher, and Enoch, and Abida, and Eldaah. All these were sons of Keturah.




 


  アブラハムはその所有をことごとくイサクに与えた。 


 And Abraham gave all that he had to Isaac.




 


  またそのそばめたちの子らにもアブラハムは物を与え、なお生きている間に彼らをその子イサクから離して、東の方、東の国に移らせた。 


 And to the sons of the concubines that Abraham had, Abraham gave gifts, and, while he yet lived, sent them away from Isaac his son, eastward to the east country.




 


  アブラハムの生きながらえた年は百七十五年である。 


 And these are the days of the years of Abraham's life which he lived: a hundred and seventy-five years.




 


  アブラハムは高齢に達し、老人となり、年が満ちて息絶え、死んでその民に加えられた。 


 And Abraham expired and died in a good old age, old and full [of days]; and was gathered to his peoples.




 


  その子イサクとイシマエルは彼をヘテびとゾハルの子エフロンの畑にあるマクペラのほら穴に葬った。これはマムレの向かいにあり、 


 And his sons Isaac and Ishmael buried him in the cave of Machpelah, in the field of Ephron the son of Zohar the Hittite, which was opposite to Mamre --




 


  アブラハムがヘテの人々から、買い取った畑であって、そこにアブラハムとその妻サラが葬られた。 


 the field that Abraham had purchased of the sons of Heth: there was Abraham buried, and Sarah his wife.




 


  アブラハムが死んだ後、神はその子イサクを祝福された。イサクはベエル・ラハイ・ロイのほとりに住んだ。 


 And it came to pass after the death of Abraham, that God blessed his son Isaac. And Isaac dwelt at Beer-lahai-roi.




 


  サラのつかえめエジプトびとハガルがアブラハムに産んだアブラハムの子イシマエルの系図は次のとおりである。 


 And these are the generations of Ishmael, Abraham's son, whom Hagar the Egyptian, Sarah's bondwoman, bore to Abraham.




 


  イシマエルの子らの名を世代にしたがって、その名をいえば次のとおりである。すなわちイシマエルの長子はネバヨテ、次はケダル、アデビエル、ミブサム、 


 And these are the names of the sons of Ishmael by their names according to their generations: Nebaioth, the firstborn of Ishmael; and Kedar, and Adbeel, and Mibsam,




 


  ミシマ、ドマ、マッサ、 


 and Mishma, and Dumah, and Massa,




 


  ハダデ、テマ、エトル、ネフシ、ケデマ。 


 Hadad and Tema, Jetur, Naphish and Kedmah.




 


  これはイシマエルの子らであり、村と宿営とによる名であって、その氏族による十二人の君たちである。 


 These are the sons of Ishmael, and these are their names, in their hamlets and their encampments -- twelve princes of their peoples.




 


  イシマエルのよわいは百三十七年である。彼は息絶えて死に、その民に加えられた。 


 And these are the years of the life of Ishmael: a hundred and thirty-seven years; and he expired and died, and was gathered to his peoples.




 


  イシマエルの子らはハビラからエジプトの東、シュルまでの間に住んで、アシュルに及んだ。イシマエルはすべての兄弟の東に住んだ。 


 And they dwelt from Havilah to Shur, which is opposite to Egypt, as one goes towards Assyria. He settled before the face of all his brethren.




 


  アブラハムの子イサクの系図は次のとおりである。アブラハムの子はイサクであって、 


 And these are the generations of Isaac, Abraham's son. Abraham begot Isaac.




 


  イサクは四十歳の時、パダンアラムのアラムびとベトエルの娘で、アラムびとラバンの妹リベカを妻にめとった。 


 And Isaac was forty years old when he took Rebecca as wife, the daughter of Bethuel the Syrian of Padan-Aram, the sister of Laban the Syrian.




 


  イサクは妻が子を産まなかったので、妻のために主に祈り願った。主はその願いを聞かれ、妻リベカはみごもった。 


 And Isaac entreated Jehovah for his wife, because she was barren; and Jehovah was entreated of him, and Rebecca his wife conceived.




 


  ところがその子らが胎内で押し合ったので、リベカは言った、「こんなことでは、わたしはどうなるでしょう」。彼女は行って主に尋ねた。 


 And the children struggled together within her; and she said, If [it be] so, why am I thus? And she went to inquire of Jehovah.




 


  主は彼女に言われた、「二つの国民があなたの胎内にあり、二つの民があなたの腹から別れて出る。一つの民は他の民よりも強く、兄は弟に仕えるであろう」。 


 And Jehovah said to her, Two nations are in thy womb, And two peoples shall be separated from thy bowels; And one people shall be stronger than the other people, And the elder shall serve the younger.




 


  彼女の出産の日がきたとき、胎内にはふたごがあった。 


 And when her days to be delivered were fulfilled, behold, there were twins in her womb.




 


  さきに出たのは赤くて全身毛ごろものようであった。それで名をエサウと名づけた。 


 And the first came out red -- all over like a hairy garment; and they called his name Esau.




 


  その後に弟が出た。その手はエサウのかかとをつかんでいた。それで名をヤコブと名づけた。リベカが彼らを産んだ時、イサクは六十歳であった。 


 And after that came his brother out; and his hand took hold of Esau's heel; and his name was called Jacob. And Isaac was sixty years old when they were born.




 


  さてその子らは成長し、エサウは巧みな狩猟者となり、野の人となったが、ヤコブは穏やかな人で、天幕に住んでいた。 


 And the boys grew, and Esau became a man skilled in hunting, a man of the field; and Jacob was a homely man, dwelling in tents.




 


  イサクは、しかの肉が好きだったので、エサウを愛したが、リベカはヤコブを愛した。 


 And Isaac loved Esau, because venison was to his taste; and Rebecca loved Jacob.




 


  ある日ヤコブが、あつものを煮ていた時、エサウは飢え疲れて野から帰ってきた。 


 And Jacob had cooked a dish; and Esau came from the field, and he was faint.




 


  エサウはヤコブに言った、「わたしは飢え疲れた。お願いだ。赤いもの、その赤いものをわたしに食べさせてくれ」。彼が名をエドムと呼ばれたのはこのためである。 


 And Esau said to Jacob, Feed me, I pray thee, with the red -- the red thing there, for I am faint. Therefore was his name called Edom.




 


  ヤコブは言った、「まずあなたの長子の特権をわたしに売りなさい」。 


 And Jacob said, Sell me now thy birthright.




 


  エサウは言った、「わたしは死にそうだ。長子の特権などわたしに何になろう」。 


 And Esau said, Behold, I am going to die, and of what use can the birthright be to me?




 


  ヤコブはまた言った、「まずわたしに誓いなさい」。彼は誓って長子の特権をヤコブに売った。 


 And Jacob said, Swear unto me now. And he swore unto him, and sold his birthright to Jacob.




 


  そこでヤコブはパンとレンズ豆のあつものとをエサウに与えたので、彼は飲み食いして、立ち去った。このようにしてエサウは長子の特権を軽んじた。 


 And Jacob gave Esau bread and the dish of lentils; and he ate and drank, and rose up and went away. Thus Esau despised the birthright.
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  アブラハムの時にあった初めのききんのほか、またききんがその国にあったので、イサクはゲラルにいるペリシテびとの王アビメレクの所へ行った。 


 And there was a famine in the land, besides the former famine which had been in the days of Abraham. And Isaac went to Abimelech the king of the Philistines, to Gerar.




 


  その時、主は彼に現れて言われた、「エジプトへ下ってはならない。わたしがあなたに示す地にとどまりなさい。 


 And Jehovah appeared to him and said, Go not down to Egypt: dwell in the land that I shall tell thee of.




 


  あなたがこの地にとどまるなら、わたしはあなたと共にいて、あなたを祝福し、これらの国をことごとくあなたと、あなたの子孫とに与え、わたしがあなたの父アブラハムに誓った誓いを果そう。 


 Sojourn in this land; and I will be with thee and bless thee; for unto thee, and unto thy seed, I will give all these countries; and I will perform the oath which I swore unto Abraham thy father.




 


  またわたしはあなたの子孫を増して天の星のようにし、あなたの子孫にこれらの地をみな与えよう。そして地のすべての国民はあなたの子孫によって祝福をえるであろう。 


 And I will multiply thy seed as the stars of heaven, and unto thy seed will I give all these countries; and in thy seed shall all the nations of the earth bless themselves --




 


  アブラハムがわたしの言葉にしたがってわたしのさとしと、いましめと、さだめと、おきてとを守ったからである」。 


 because that Abraham hearkened to my voice, and kept my charge, my commandments, my statutes, and my laws.




 


  こうしてイサクはゲラルに住んだ。 


 And Isaac dwelt at Gerar.




 


  その所の人々が彼の妻のことを尋ねたとき、「彼女はわたしの妹です」と彼は言った。リベカは美しかったので、その所の人々がリベカのゆえに自分を殺すかもしれないと思って、「わたしの妻です」と言うのを恐れたからである。 


 And the men of the place asked about his wife. And he said, She is my sister; for he feared to say, my wife, [saying to himself,] Lest the men of the place slay me on account of Rebecca -- because she was fair in countenance.




 


  イサクは長らくそこにいたが、ある日ペリシテびとの王アビメレクは窓から外をながめていて、イサクがその妻リベカと戯れているのを見た。 


 And it came to pass when he had been there some time, that Abimelech the king of the Philistines looked out of the window, and saw, and behold, Isaac was dallying with Rebecca his wife.




 


  そこでアビメレクはイサクを召して言った、「彼女は確かにあなたの妻です。あなたはどうして『彼女はわたしの妹です』と言われたのですか」。イサクは彼に言った、「わたしは彼女のゆえに殺されるかもしれないと思ったからです」。 


 Then Abimelech called Isaac, and said, Behold, she is certainly thy wife; and how saidst thou, She is my sister? and Isaac said to him, Because I said, Lest I die on account of her.




 


  アビメレクは言った、「あなたはどうしてこんな事をわれわれにされたのですか。民のひとりが軽々しくあなたの妻と寝るような事があれば、その時あなたはわれわれに罪を負わせるでしょう」。 


 And Abimelech said, What is this thou hast done to us? But a little and one of the people might have lain with thy wife, and thou wouldest have brought a trespass on us.




 


  それでアビメレクはすべての民に命じて言った、「この人、またはその妻にさわる者は必ず死ななければならない」。 


 And Abimelech charged all the people, saying, He that touches this man or his wife shall certainly be put to death.




 


  イサクはその地に種をまいて、その年に百倍の収穫を得た。このように主が彼を祝福されたので、 


 And Isaac sowed in that land, and received in the same year a hundredfold; and Jehovah blessed him.




 


  彼は富み、またますます栄えて非常に裕福になり、 


 And the man became great, and he became continually greater, until he was very great.




 


  羊の群れ、牛の群れ及び多くのしもべを持つようになったので、ペリシテびとは彼をねたんだ。 


 And he had possessions of flocks, and possessions of herds, and a great number of servants; and the Philistines envied him.




 


  またペリシテびとは彼の父アブラハムの時に、父のしもべたちが掘ったすべての井戸をふさぎ、土で埋めた。 


 And all the wells that his father's servants had dug in the days of Abraham his father, the Philistines stopped them and filled them with earth.




 


  アビメレクはイサクに言った、「あなたはわれわれよりも、はるかに強くなられたから、われわれの所を去ってください」。 


 And Abimelech said to Isaac, Go from us; for thou art become much mightier than we.




 


  イサクはそこを去り、ゲラルの谷に天幕を張ってその所に住んだ。 


 And Isaac departed thence, and pitched his camp in the valley of Gerar, and dwelt there.




 


  そしてイサクは父アブラハムの時に人々の掘った水の井戸を再び掘った。アブラハムの死後、ペリシテびとがふさいだからである。イサクは父がつけた名にしたがってそれらに名をつけた。 


 And Isaac dug again the wells of water that they had dug in the days of Abraham his father, and that the Philistines had stopped after the death of Abraham; and he called their names after the names by which his father had called them.




 


  しかしイサクのしもべたちが谷の中を掘って、そこにわき出る水の井戸を見つけたとき、 


 And Isaac's servants dug in the valley, and found there a well of springing water.




 


  ゲラルの羊飼たちは、「この水はわれわれのものだ」と言って、イサクの羊飼たちと争ったので、イサクはその井戸の名をエセクと名づけた。彼らが彼と争ったからである。 


 But the shepherds of Gerar strove with Isaac's shepherds, saying, The water is ours. And he called the name of the well Esek, because they had quarrelled with him.




 


  彼らはまた一つの井戸を掘ったが、これをも争ったので、名をシテナと名づけた。 


 And they dug another well, and they strove for that also; and he called the name of it Sitnah.




 


  イサクはそこから移ってまた一つの井戸を掘ったが、彼らはこれを争わなかったので、その名をレホボテと名づけて言った、「いま主がわれわれの場所を広げられたから、われわれはこの地にふえるであろう」。 


 And he removed thence and dug another well; and they did not strive for that. And he called the name of it Rehoboth, and said, For now Jehovah has made room for us, and we shall be fruitful in the land.




 


  彼はそこからベエルシバに上った。 


 And he went up thence to Beer-sheba.




 


  その夜、主は彼に現れて言われた、「わたしはあなたの父アブラハムの神である。あなたは恐れてはならない。わたしはあなたと共におって、あなたを祝福し、わたしのしもべアブラハムのゆえにあなたの子孫を増すであろう」。 


 And Jehovah appeared to him the same night, and said, I am the God of Abraham thy father: fear not, for I am with thee, and will bless thee, and multiply thy seed for my servant Abraham's sake.




 


  それで彼はその所に祭壇を築いて、主の名を呼び、そこに天幕を張った。またイサクのしもべたちはそこに一つの井戸を掘った。 


 And he built an altar there, and called upon the name of Jehovah. And he pitched his tent there; and there Isaac's servants dug a well.




 


  時にアビメレクがその友アホザテと、軍勢の長ピコルと共にゲラルからイサクのもとにきたので、 


 And Abimelech, and Ahuzzath his friend, and Phichol the captain of his host, went to him from Gerar.




 


  イサクは彼らに言った、「あなたがたはわたしを憎んで、あなたがたの中からわたしを追い出されたのに、どうしてわたしの所にこられたのですか」。 


 And Isaac said to them, Why are ye come to me, seeing ye hate me, and have driven me away from you?




 


  彼らは言った、「われわれは主があなたと共におられるのを、はっきり見ましたので、いまわれわれの間、すなわちわれわれとあなたとの間に一つの誓いを立てて、あなたと契約を結ぼうと思います。 


 And they said, We saw certainly that Jehovah is with thee; and we said, Let there be then an oath between us -- between us and thee, and let us make a covenant with thee,




 


  われわれはあなたに害を加えたことはなく、ただ良い事だけをして、安らかに去らせたのですから、あなたはわれわれに悪い事をしてはなりません。まことにあなたは主に祝福されたかたです」。 


 that thou wilt do us no wrong, as we have not touched thee, and as we have done to thee nothing but good, and have let thee go in peace; thou art now blessed of Jehovah.




 


  そこでイサクは彼らのためにふるまいを設けた。彼らは飲み食いし、 


 And he made them a feast, and they ate and drank.




 


  あくる朝、はやく起きて互に誓った。こうしてイサクは彼らを去らせたので、彼らはイサクのもとから穏やかに去った。 


 And they rose early in the morning, and swore one to another; and Isaac sent them away, and they departed from him in peace.




 


  その日、イサクのしもべたちがきて、自分たちが掘った井戸について彼に告げて言った、「わたしたちは水を見つけました」。 


 And it came to pass the same day, that Isaac's servants came, and told him concerning the well that they had dug, and said to him, We have found water.




 


  イサクはそれをシバと名づけた。これによってその町の名は今日にいたるまでベエルシバといわれている。 


 And he called it Shebah; therefore the name of the city is Beer-sheba to this day.




 


  エサウは四十歳の時、ヘテびとベエリの娘ユデテとヘテびとエロンの娘バスマテとを妻にめとった。 


 And Esau was forty years old, when he took as wives Judith the daughter of Beeri the Hittite, and Basmath the daughter of Elon the Hittite.




 


  彼女たちはイサクとリベカにとって心の痛みとなった。 


 And they were a grief of mind to Isaac and to Rebecca.
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  イサクは年老い、目がかすんで見えなくなった時、長子エサウを呼んで言った、「子よ」。彼は答えて言った、「ここにおります」。 


 And it came to pass when Isaac had become old, and his eyes were dim so that he could not see, that he called Esau his elder son, and said to him, My son! And he said to him, Here am I.




 


  イサクは言った。「わたしは年老いて、いつ死ぬかも知れない。 


 And he said, Behold now, I am become old; I know not the day of my death.




 


  それであなたの武器、弓矢をもって野に出かけ、わたしのために、しかの肉をとってきて、 


 And now, I pray thee, take thy weapons, thy quiver and thy bow, and go out to the field and hunt me venison,




 


  わたしの好きなおいしい食べ物を作り、持ってきて食べさせよ。わたしは死ぬ前にあなたを祝福しよう」。 


 and prepare me a savoury dish such as I love, and bring it to me that I may eat, in order that my soul may bless thee before I die.




 


  イサクがその子エサウに語るのをリベカは聞いていた。やがてエサウが、しかの肉を獲ようと野に出かけたとき、 


 And Rebecca heard when Isaac spoke to Esau his son. And Esau went to the field to hunt venison, to bring it.




 


  リベカはその子ヤコブに言った、「わたしは聞いていましたが、父は兄エサウに、 


 And Rebecca spoke to Jacob her son, saying, Behold, I heard thy father speak to Esau thy brother, saying,




 


  『わたしのために、しかの肉をとってきて、おいしい食べ物を作り、わたしに食べさせよ。わたしは死ぬ前に、主の前であなたを祝福しよう』と言いました。 


 Bring me venison, and prepare me a savoury dish, that I may eat, and bless thee before Jehovah, before my death.




 


  それで、子よ、わたしの言葉にしたがい、わたしの言うとおりにしなさい。 


 And now, my son, hearken to my voice in that which I command thee.




 


  群れの所へ行って、そこからやぎの子の良いのを二頭わたしの所に取ってきなさい。わたしはそれで父のために、父の好きなおいしい食べ物を作りましょう。 


 Go, I pray thee, to the flock, and fetch me thence two good kids of the goats. And I will make of them a savoury dish for thy father, such as he loves.




 


  あなたはそれを持って行って父に食べさせなさい。父は死ぬ前にあなたを祝福するでしょう」。 


 And thou shalt bring [it] to thy father, that he may eat, in order that he may bless thee before his death.




 


  ヤコブは母リベカに言った、「兄エサウは毛深い人ですが、わたしはなめらかです。 


 And Jacob said to Rebecca his mother, Behold, Esau my brother is a hairy man, and I am a smooth man.




 


  おそらく父はわたしにさわってみるでしょう。そうすればわたしは父を欺く者と思われ、祝福を受けず、かえってのろいを受けるでしょう」。 


 My father perhaps will feel me, and I shall be in his sight as one who mocks [him], and I shall bring a curse on me, and not a blessing.




 


  母は彼に言った、「子よ、あなたがうけるのろいはわたしが受けます。ただ、わたしの言葉に従い、行って取ってきなさい」。 


 And his mother said to him, On me [be] thy curse, my son! Only hearken to my voice, and go, fetch [them].




 


  そこで彼は行ってやぎの子を取り、母の所に持ってきたので、母は父の好きなおいしい食べ物を作った。 


 And he went, and fetched and brought [them] to his mother. And his mother prepared a savoury dish such as his father loved.




 


  リベカは家にあった長子エサウの晴着を取って、弟ヤコブに着せ、 


 And Rebecca took the clothes of her elder son Esau, the costly ones which were with her in the house, and put them on Jacob her younger son;




 


  また子やぎの皮を手と首のなめらかな所とにつけさせ、 


 and she put the skins of the kids of the goats on his hands, and on the smooth of his neck;




 


  彼女が作ったおいしい食べ物とパンとをその子ヤコブの手にわたした。 


 and she gave the savoury dishes and the bread that she had prepared into the hand of her son Jacob.




 


  そこでヤコブは父の所へ行って言った、「父よ」。すると父は言った、「わたしはここにいる。子よ、あなたはだれか」。 


 And he came to his father, and said, My father! And he said, Here am I: who art thou, my son?




 


  ヤコブは父に言った、「長子エサウです。あなたがわたしに言われたとおりにいたしました。どうぞ起きて、すわってわたしのしかの肉を食べ、あなたみずからわたしを祝福してください」。 


 And Jacob said to his father, I am Esau, thy firstborn. I have done according as thou didst say to me. Arise, I pray thee, sit and eat of my venison, in order that thy soul may bless me.




 


  イサクはその子に言った、「子よ、どうしてあなたはこんなに早く手に入れたのか」。彼は言った、「あなたの神、主がわたしにしあわせを授けられたからです」。 


 And Isaac said to his son, How is it that thou hast found [it] so quickly, my son? And he said, Because Jehovah thy God put [it] in my way.




 


  イサクはヤコブに言った、「子よ、近寄りなさい。わたしは、さわってみて、あなたが確かにわが子エサウであるかどうかをみよう」。 


 And Isaac said to Jacob, Come near, I pray thee, that I may feel thee, my son, whether thou be really my son Esau or not.




 


  ヤコブが、父イサクに近寄ったので、イサクは彼にさわってみて言った、「声はヤコブの声だが、手はエサウの手だ」。 


 And Jacob drew near to Isaac his father; and he felt him, and said, The voice is Jacob's voice, but the hands are the hands of Esau.




 


  ヤコブの手が兄エサウの手のように毛深かったため、イサクはヤコブを見わけることができなかったので、彼を祝福した。 


 And he did not discern him, because his hands were hairy, as his brother Esau's hands; and he blessed him.




 


  イサクは言った、「あなたは確かにわが子エサウですか」。彼は言った、「そうです」。 


 And he said, Art thou really my son Esau? And he said, It is I.




 


  イサクは言った、「わたしの所へ持ってきなさい。わが子のしかの肉を食べて、わたしみずから、あなたを祝福しよう」。ヤコブがそれを彼の所に持ってきたので、彼は食べた。またぶどう酒を持ってきたので、彼は飲んだ。 


 And he said, Bring [it] near to me, that I may eat of my son's venison, in order that my soul may bless thee. And he brought [it] near to him, and he ate; and he brought him wine, and he drank.




 


  そして父イサクは彼に言った、「子よ、さあ、近寄ってわたしに口づけしなさい」。 


 And his father Isaac said to him, Come near, now, and kiss me, my son.




 


  彼が近寄って口づけした時、イサクはその着物のかおりをかぎ、彼を祝福して言った、「ああ、わが子のかおりは、主が祝福された野のかおりのようだ。 


 And he came near, and kissed him. And he smelt the smell of his clothes, and blessed him, and said, See, the smell of my son is as the smell of a field which Jehovah hath blessed.




 


  どうか神が、天の露と、地の肥えたところと、多くの穀物と、新しいぶどう酒とをあなたに賜わるように。 


 And God give thee of the dew of heaven, And of the fatness of the earth, And plenty of corn and new wine.




 


  もろもろの民はあなたに仕え、もろもろの国はあなたに身をかがめる。あなたは兄弟たちの主となり、あなたの母の子らは、あなたに身をかがめるであろう。あなたをのろう者はのろわれ、あなたを祝福する者は祝福される」。 


 Let peoples serve thee, And races bow down to thee. Be lord over thy brethren, And let thy mother's sons bow down to thee. Cursed be they that curse thee, And blessed be they that bless thee.




 


  イサクがヤコブを祝福し終って、ヤコブが父イサクの前から出て行くとすぐ、兄エサウが狩から帰ってきた。 


 And it came to pass when Isaac had ended blessing Jacob, and when Jacob was only just gone out from Isaac his father, that Esau his brother came from his hunting.




 


  彼もまたおいしい食べ物を作って、父の所に持ってきて、言った、「父よ、起きてあなたの子のしかの肉を食べ、あなたみずから、わたしを祝福してください」。 


 And he also had prepared savoury dishes, and he brought [them] in to his father, and said to his father, Let my father arise and eat of his son's venison, in order that thy soul may bless me.




 


  父イサクは彼に言った、「あなたは、だれか」。彼は言った、「わたしはあなたの子、長子エサウです」。 


 And Isaac his father said to him, Who art thou? And he said, I am thy son, thy firstborn, Esau.




 


  イサクは激しくふるえて言った、「それでは、あのしかの肉を取って、わたしに持ってきた者はだれか。わたしはあなたが来る前に、みんな食べて彼を祝福した。ゆえに彼が祝福を得るであろう」。 


 Then Isaac trembled with exceeding great trembling, and said, Who was he, then, that hunted venison and brought [it] to me? And I have eaten of all before thou camest, and have blessed him; also blessed he shall be.




 


  エサウは父の言葉を聞いた時、大声をあげ、激しく叫んで、父に言った、「父よ、わたしを、わたしをも祝福してください」。 


 When Esau heard the words of his father, he cried with a great and exceeding bitter cry, and said to his father, Bless me -- me also, my father!




 


  イサクは言った、「あなたの弟が偽ってやってきて、あなたの祝福を奪ってしまった」。 


 And he said, Thy brother came with subtilty, and has taken away thy blessing.




 


  エサウは言った、「よくもヤコブと名づけたものだ。彼は二度までもわたしをおしのけた。さきには、わたしの長子の特権を奪い、こんどはわたしの祝福を奪った」。また言った、「あなたはわたしのために祝福を残しておかれませんでしたか」。 


 And he said, Is it not therefore he was named Jacob, for he has supplanted me now twice? He took away my birthright, and behold, now he has taken away my blessing. And he said, Hast thou not reserved a blessing for me?




 


  イサクは答えてエサウに言った、「わたしは彼をあなたの主人とし、兄弟たちを皆しもべとして彼に与え、また穀物とぶどう酒を彼に授けた。わが子よ、今となっては、あなたのために何ができようか」。 


 And Isaac answered and said to Esau, Behold, I have made him lord over thee, and all his brethren have I given to him for servants, and with corn and new wine have I supplied him -- and what can I do now for thee, my son?




 


  エサウは父に言った、「父よ、あなたの祝福はただ一つだけですか。父よ、わたしを、わたしをも祝福してください」。エサウは声をあげて泣いた。 


 And Esau said to his father, Hast thou then but one blessing, my father? bless me -- me also, my father! And Esau lifted up his voice and wept.




 


  父イサクは答えて彼に言った、「あなたのすみかは地の肥えた所から離れ、また上なる天の露から離れるであろう。 


 And Isaac his father answered and said to him, Behold, thy dwelling shall be of the fatness of the earth, And of the dew of heaven from above;




 


  あなたはつるぎをもって世を渡り、あなたの弟に仕えるであろう。しかし、あなたが勇み立つ時、首から、そのくびきを振り落すであろう」。 


 And by thy sword shalt thou live; And thou shalt serve thy brother; And it shall come to pass when thou rovest about, That thou shalt break his yoke from off thy neck.




 


  こうしてエサウは父がヤコブに与えた祝福のゆえにヤコブを憎んだ。エサウは心の内で言った、「父の喪の日も遠くはないであろう。その時、弟ヤコブを殺そう」。 


 And Esau hated Jacob because of the blessing with which his father had blessed him. And Esau said in his heart, The days of mourning for my father are at hand, and I will slay my brother Jacob.




 


  しかしリベカは長子エサウのこの言葉を人づてに聞いたので、人をやり、弟ヤコブを呼んで言った、「兄エサウはあなたを殺そうと考えて、みずから慰めています。 


 And the words of Esau her elder son were told to Rebecca. And she sent and called Jacob her younger son, and said to him, Behold, thy brother Esau, as touching thee, comforts himself that he will kill thee.




 


  子よ、今わたしの言葉に従って、すぐハランにいるわたしの兄ラバンのもとにのがれ、 


 And now, my son, hearken to my voice, and arise, flee to Laban my brother, to Haran;




 


  あなたの兄の怒りが解けるまで、しばらく彼の所にいなさい。 


 and abide with him some days, until thy brother's fury turn away --




 


  兄の憤りが解けて、あなたのした事を兄が忘れるようになったならば、わたしは人をやって、あなたをそこから迎えましょう。どうして、わたしは一日のうちにあなたがたふたりを失ってよいでしょうか」。 


 until thy brother's anger turn away from thee, and he forget what thou hast done to him; then I will send and fetch thee thence. Why should I be bereaved even of you both in one day?




 


  リベカはイサクに言った、「わたしはヘテびとの娘どものことで、生きているのがいやになりました。もしヤコブがこの地の、あの娘どものようなヘテびとの娘を妻にめとるなら、わたしは生きていて、何になりましょう」。 


 And Rebecca said to Isaac, I am weary of my life because of the daughters of Heth. If Jacob take a wife of the daughters of Heth, such as these, of the daughters of the land, what good should my life do me?
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  イサクはヤコブを呼んで、これを祝福し、命じて言った、「あなたはカナンの娘を妻にめとってはならない。 


 And Isaac called Jacob, and blessed him, and charged him, and said to him, Thou shalt not take a wife of the daughters of Canaan.




 


  立ってパダンアラムへ行き、あなたの母の父ベトエルの家に行って、そこであなたの母の兄ラバンの娘を妻にめとりなさい。 


 Arise, go to Padan-Aram, to the house of Bethuel thy mother's father, and take a wife thence of the daughters of Laban thy mother's brother.




 


  全能の神が、あなたを祝福し、多くの子を得させ、かつふえさせて、多くの国民とし、 


 And the Almighty ùGod bless thee, and make thee fruitful and multiply thee, that thou mayest become a company of peoples.




 


  またアブラハムの祝福をあなたと子孫とに与えて、神がアブラハムに授けられたあなたの寄留の地を継がせてくださるように」。 


 And may he give thee the blessing of Abraham, to thee and to thy seed with thee, in order that thou mayest possess the land of thy sojourning, which God gave to Abraham!




 


  こうしてイサクはヤコブを送り出した。ヤコブはパダンアラムに向かい、アラムびとベトエルの子で、ヤコブとエサウとの母リベカの兄ラバンのもとへ行った。 


 And Isaac sent away Jacob; and he went to Padan-Aram, to Laban the son of Bethuel the Syrian, the brother of Rebecca, Jacob's and Esau's mother.




 


  さてエサウは、イサクがヤコブを祝福して、パダンアラムにつかわし、そこから妻をめとらせようとしたこと、彼を祝福し、命じて「あなたはカナンの娘を妻にめとってはならない」と言ったこと、 


 And Esau saw that Isaac had blessed Jacob, and sent him away to Padan-Aram, to take a wife thence, blessing him, and giving him a charge saying, Thou shalt not take a wife of the daughters of Canaan;




 


  そしてヤコブが父母の言葉に従って、パダンアラムへ行ったことを知ったとき、 


 and [that] Jacob had obeyed his father and his mother, and was gone to Padan-Aram.




 


  彼はカナンの娘が父イサクの心にかなわないのを見た。 


 And Esau saw that the daughters of Canaan were evil in the sight of Isaac his father.




 


  そこでエサウはイシマエルの所に行き、すでにある妻たちのほかにアブラハムの子イシマエルの娘で、ネバヨテの妹マハラテを妻にめとった。 


 And Esau went to Ishmael, and took, besides the wives that he had, Mahalath the daughter of Ishmael Abraham's son, the sister of Nebaioth, to be his wife.




 


  さてヤコブはベエルシバを立って、ハランへ向かったが、 


 And Jacob went out from Beer-sheba, and went towards Haran.




 


  一つの所に着いた時、日が暮れたので、そこに一夜を過ごし、その所の石を取ってまくらとし、そこに伏して寝た。 


 And he lighted on a certain place, and lodged there, because the sun had set. And he took [one] of the stones of the place, and made [it] his pillow, and lay down in that place.




 


  時に彼は夢をみた。一つのはしごが地の上に立っていて、その頂は天に達し、神の使たちがそれを上り下りしているのを見た。 


 And he dreamed, and behold, a ladder was set up on the earth, and the top of it reached to the heavens. And behold, angels of God ascended and descended upon it.




 


  そして主は彼のそばに立って言われた、「わたしはあなたの父アブラハムの神、イサクの神、主である。あなたが伏している地を、あなたと子孫とに与えよう。 


 And behold, Jehovah stood above it. And he said, I am Jehovah, the God of Abraham, thy father, and the God of Isaac: the land on which thou liest, to thee will I give it, and to thy seed.




 


  あなたの子孫は地のちりのように多くなって、西、東、北、南にひろがり、地の諸族はあなたと子孫とによって祝福をうけるであろう。 


 And thy seed shall be as the dust of the earth, and thou shalt spread abroad to the west, and to the east, and to the north, and to the south; and in thee and in thy seed shall all the families of the earth be blessed.




 


  わたしはあなたと共にいて、あなたがどこへ行くにもあなたを守り、あなたをこの地に連れ帰るであろう。わたしは決してあなたを捨てず、あなたに語った事を行うであろう」。 


 And behold, I am with thee, and will keep thee in all [places] to which thou goest, and will bring thee again into this land; for I will not leave thee until I have done what I have spoken to thee of.




 


  ヤコブは眠りからさめて言った、「まことに主がこの所におられるのに、わたしは知らなかった」。 


 And Jacob awoke from his sleep, and said, Surely Jehovah is in this place, and I knew [it] not.




 


  そして彼は恐れて言った、「これはなんという恐るべき所だろう。これは神の家である。これは天の門だ」。 


 And he was afraid, and said, How dreadful is this place! this is none other but the house of God, and this is the gate of heaven.




 


  ヤコブは朝はやく起きて、まくらとしていた石を取り、それを立てて柱とし、その頂に油を注いで、 


 And Jacob rose early in the morning, and took the stone that he had made his pillow, and set it up [for] a pillar, and poured oil on the top of it.




 


  その所の名をベテルと名づけた。その町の名は初めはルズといった。 


 And he called the name of that place Beth-el; but the name of that city was Luz at the first.




 


  ヤコブは誓いを立てて言った、「神がわたしと共にいまし、わたしの行くこの道でわたしを守り、食べるパンと着る着物を賜い、 


 And Jacob vowed a vow, saying, If God will be with me, and keep me on this road that I go, and will give me bread to eat, and a garment to put on,




 


  安らかに父の家に帰らせてくださるなら、主をわたしの神といたしましょう。 


 and I come again to my father's house in peace -- then shall Jehovah be my God.




 


  またわたしが柱に立てたこの石を神の家といたしましょう。そしてあなたがくださるすべての物の十分の一を、わたしは必ずあなたにささげます」。 


 And this stone, which I have set up [for] a pillar, shall be God's house; and of all that thou wilt give me I will without fail give the tenth to thee.
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  ヤコブはその旅を続けて東の民の地へ行った。 


 And Jacob continued his journey, and went into the land of the children of the east.




 


  見ると野に一つの井戸があって、そのかたわらに羊の三つの群れが伏していた。人々はその井戸から群れに水を飲ませるのであったが、井戸の口には大きな石があった。 


 And he looked, and behold, there was a well in the fields, and behold there, three flocks of sheep were lying by it; for out of that well they watered the flocks, and a great stone was at the mouth of the well.




 


  群れが皆そこに集まると、人々は井戸の口から石をころがして羊に水を飲ませ、その石をまた井戸の口の元のところに返しておくのである。 


 And when all the flocks were gathered there, they rolled the stone from the mouth of the well, and watered the sheep, and put the stone again on the mouth of the well in its place.




 


  ヤコブは人々に言った、「兄弟たちよ、あなたがたはどこからこられたのですか」。彼らは言った、「わたしたちはハランからです」。 


 And Jacob said to them, My brethren, whence are ye? And they said, Of Haran are we.




 


  ヤコブは彼らに言った、「あなたがたはナホルの子ラバンを知っていますか」。彼らは言った、「知っています」。 


 And he said to them, Do ye know Laban the son of Nahor? And they said, We do know [him].




 


  ヤコブはまた彼らに言った、「彼は無事ですか」。彼らは言った、「無事です。御覧なさい。彼の娘ラケルはいま羊と一緒にここへきます」。 


 And he said to them, Is he well? And they said, [He is] well; and behold, there comes Rachel his daughter with the sheep.




 


  ヤコブは言った、「日はまだ高いし、家畜を集める時でもない。あなたがたは羊に水を飲ませてから、また行って飼いなさい」。 


 And he said, Behold, it is yet high day; it is not time that the cattle should be gathered together; water the sheep, and go, feed [them].




 


  彼らは言った、「わたしたちはそれはできないのです。群れがみな集まった上で、井戸の口から石をころがし、それから羊に水を飲ませるのです」。 


 And they said, We cannot until all the flocks are gathered together, and they roll the stone from the mouth of the well, and we water the sheep.




 


  ヤコブがなお彼らと語っている時に、ラケルは父の羊と一緒にきた。彼女は羊を飼っていたからである。 


 While he was still speaking to them, Rachel came with her father's sheep, for she was a shepherdess.




 


  ヤコブは母の兄ラバンの娘ラケルと母の兄ラバンの羊とを見た。そしてヤコブは進み寄って井戸の口から石をころがし、母の兄ラバンの羊に水を飲ませた。 


 And it came to pass when Jacob saw Rachel the daughter of Laban his mother's brother, and the sheep of Laban his mother's brother, that Jacob went near, and rolled the stone from the mouth of the well, and watered the sheep of Laban his mother's brother.




 


  ヤコブはラケルに口づけし、声をあげて泣いた。 


 And Jacob kissed Rachel, and lifted up his voice and wept.




 


  ヤコブはラケルに、自分がラケルの父のおいであり、リベカの子であることを告げたので、彼女は走って行って父に話した。 


 And Jacob told Rachel that he was a brother of her father, and that he was Rebecca's son; and she ran and told her father.




 


  ラバンは妹の子ヤコブがきたという知らせを聞くとすぐ、走って行ってヤコブを迎え、これを抱いて口づけし、家に連れてきた。そこでヤコブはすべての事をラバンに話した。 


 And it came to pass when Laban heard the tidings of Jacob his sister's son, that he ran to meet him, and embraced him, and kissed him, and brought him to his house; and he told Laban all these things.




 


  ラバンは彼に言った、「あなたはほんとうにわたしの骨肉です」。ヤコブは一か月の間彼と共にいた。 


 And Laban said to him, Thou art indeed my bone and my flesh. And he abode with him a month's time.




 


  時にラバンはヤコブに言った、「あなたはわたしのおいだからといって、ただでわたしのために働くこともないでしょう。どんな報酬を望みますか、わたしに言ってください」。 


 And Laban said to Jacob, Because thou art my brother, shouldest thou serve me for nothing? tell me, what shall be thy wages?




 


  さてラバンにはふたりの娘があった。姉の名はレアといい、妹の名はラケルといった。 


 And Laban had two daughters: the name of the elder was Leah, and the name of the younger, Rachel.




 


  レアは目が弱かったが、ラケルは美しくて愛らしかった。 


 And the eyes of Leah were tender; but Rachel was of beautiful form and beautiful countenance.




 


  ヤコブはラケルを愛したので、「わたしは、あなたの妹娘ラケルのために七年あなたに仕えましょう」と言った。 


 And Jacob loved Rachel, and said, I will serve thee seven years for Rachel thy younger daughter.




 


  ラバンは言った、「彼女を他人にやるよりもあなたにやる方がよい。わたしと一緒にいなさい」。 


 And Laban said, It is better that I give her to thee than that I should give her to another man: abide with me.




 


  こうして、ヤコブは七年の間ラケルのために働いたが、彼女を愛したので、ただ数日のように思われた。 


 And Jacob served seven years for Rachel; and they were in his eyes as single days, because he loved her.




 


  ヤコブはラバンに言った、「期日が満ちたから、わたしの妻を与えて、妻の所にはいらせてください」。 


 And Jacob said to Laban, Give [me] my wife, for my days are fulfilled, that I may go in to her.




 


  そこでラバンはその所の人々をみな集めて、ふるまいを設けた。 


 And Laban gathered together all the men of the place, and made a feast.




 


  夕暮となったとき、娘レアをヤコブのもとに連れてきたので、ヤコブは彼女の所にはいった。 


 And it came to pass in the evening, that he took Leah his daughter, and brought her to him; and he went in to her.




 


  ラバンはまた自分のつかえめジルパを娘レアにつかえめとして与えた。 


 And Laban gave to her Zilpah, his maidservant, to be maidservant to Leah his daughter.




 


  朝になって、見ると、それはレアであったので、ヤコブはラバンに言った、「あなたはどうしてこんな事をわたしにされたのですか。わたしはラケルのために働いたのではありませんか。どうしてあなたはわたしを欺いたのですか」。 


 And it came to pass in the morning, that behold, it was Leah. And he said to Laban, What is this thou hast done to me? Have I not served thee for Rachel? Why then hast thou deceived me?




 


  ラバンは言った、「妹を姉より先にとつがせる事はわれわれの国ではしません。 


 And Laban said, It is not so done in our place, to give the younger before the firstborn.




 


  まずこの娘のために一週間を過ごしなさい。そうすればあの娘もあなたにあげよう。あなたは、そのため更に七年わたしに仕えなければならない」。 


 Fulfil the week [with] this one: then we will give thee the other one also, for the service that thou shalt serve me yet seven other years.




 


  ヤコブはそのとおりにして、その一週間が終ったので、ラバンは娘ラケルをも妻として彼に与えた。 


 And Jacob did so, and fulfilled the week [with] this one, and he gave him Rachel his daughter to be his wife.




 


  ラバンはまた自分のつかえめビルハを娘ラケルにつかえめとして与えた。 


 And Laban gave to Rachel his daughter, Bilhah, his maidservant, to be her maidservant.




 


  ヤコブはまたラケルの所にはいった。彼はレアよりもラケルを愛して、更に七年ラバンに仕えた。 


 And he went in also to Rachel; and he loved also Rachel more than Leah. And he served with him yet seven other years.




 


  主はレアがきらわれるのを見て、その胎を開かれたが、ラケルは、みごもらなかった。 


 And when Jehovah saw that Leah was hated, he opened her womb; but Rachel was barren.




 


  レアは、みごもって子を産み、名をルベンと名づけて、言った、「主がわたしの悩みを顧みられたから、今は夫もわたしを愛するだろう」。 


 And Leah conceived, and bore a son, and called his name Reuben; for she said, Because Jehovah has looked upon my affliction; for now my husband will love me.




 


  彼女はまた、みごもって子を産み、「主はわたしが嫌われるのをお聞きになって、わたしにこの子をも賜わった」と言って、名をシメオンと名づけた。 


 And she again conceived, and bore a son, and said, Because Jehovah has heard that I am hated, he has therefore given me this one also; and she called his name Simeon.




 


  彼女はまた、みごもって子を産み、「わたしは彼に三人の子を産んだから、こんどこそは夫もわたしに親しむだろう」と言って、名をレビと名づけた。 


 And she again conceived, and bore a son, and said, Now this time will my husband be united to me, for I have borne him three sons; therefore was his name called Levi.




 


  彼女はまた、みごもって子を産み、「わたしは今、主をほめたたえる」と言って名をユダと名づけた。そこで彼女の、子を産むことはやんだ。 


 And she again conceived, and bore a son, and said, This time will I praise Jehovah; therefore she called his name Judah. And she ceased to bear.
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  ラケルは自分がヤコブに子を産まないのを知った時、姉をねたんでヤコブに言った、「わたしに子どもをください。さもないと、わたしは死にます」。 


 And when Rachel saw that she bore Jacob no children, Rachel envied her sister, and said to Jacob, Give me children, or else I die.




 


  ヤコブはラケルに向かい怒って言った、「あなたの胎に子どもをやどらせないのは神です。わたしが神に代ることができようか」。 


 And Jacob's anger was kindled against Rachel, and he said, Am I in God's stead, who has withheld from thee the fruit of the womb?




 


  ラケルは言った、「わたしのつかえめビルハがいます。彼女の所におはいりなさい。彼女が子を産んで、わたしのひざに置きます。そうすれば、わたしもまた彼女によって子を持つでしょう」。 


 And she said, Behold, there is my maid, Bilhah: go in to her, in order that she may bear on my knees, and I may also be built up by her.




 


  ラケルはつかえめビルハを彼に与えて、妻とさせたので、ヤコブは彼女の所にはいった。 


 And she gave him Bilhah her maidservant as wife, and Jacob went in to her.




 


  ビルハは、みごもってヤコブに子を産んだ。 


 And Bilhah conceived, and bore Jacob a son.




 


  そこでラケルは、「神はわたしの訴えに答え、またわたしの声を聞いて、わたしに子を賜わった」と言って、名をダンと名づけた。 


 And Rachel said, God has done me justice, and has also heard my voice, and given me a son; therefore she called his name Dan.




 


  ラケルのつかえめビルハはまた、みごもって第二の子をヤコブに産んだ。 


 And Bilhah Rachel's maidservant again conceived, and bore Jacob a second son.




 


  そこでラケルは、「わたしは激しい争いで、姉と争って勝った」と言って、名をナフタリと名づけた。 


 And Rachel said, Wrestlings of God have I wrestled with my sister, and have prevailed; and she called his name Naphtali.




 


  さてレアは自分が子を産むことのやんだのを見たとき、つかえめジルパを取り、妻としてヤコブに与えた。 


 And when Leah saw that she had ceased to bear, she took Zilpah her maidservant and gave her to Jacob as wife.




 


  レアのつかえめジルパはヤコブに子を産んだ。 


 And Zilpah Leah's maidservant bore Jacob a son.




 


  そこでレアは、「幸運がきた」と言って、名をガドと名づけた。 


 And Leah said, Fortunately! and she called his name Gad.




 


  レアのつかえめジルパは第二の子をヤコブに産んだ。 


 And Zilpah Leah's maidservant bore Jacob a second son.




 


  そこでレアは、「わたしは、しあわせです。娘たちはわたしをしあわせな者と言うでしょう」と言って、名をアセルと名づけた。 


 And Leah said, Happy am I; for the daughters will call me blessed! and she called his name Asher.




 


  さてルベンは麦刈りの日に野に出て、野で恋なすびを見つけ、それを母レアのもとに持ってきた。ラケルはレアに言った、「あなたの子の恋なすびをどうぞわたしにください」。 


 And Reuben went out in the days of wheat-harvest, and found mandrakes in the fields; and he brought them to his mother Leah. And Rachel said to Leah, Give me, I pray thee, of thy son's mandrakes.




 


  レアはラケルに言った、「あなたがわたしの夫を取ったのは小さな事でしょうか。その上、あなたはまたわたしの子の恋なすびをも取ろうとするのですか」。ラケルは言った、「それではあなたの子の恋なすびに換えて、今夜彼をあなたと共に寝させましょう」。 


 And she said to her, Is it [too] little that thou hast taken my husband, that thou wilt take my son's mandrakes also? And Rachel said, Therefore he shall lie with thee to-night for thy son's mandrakes.




 


  夕方になって、ヤコブが野から帰ってきたので、レアは彼を出迎えて言った、「わたしの子の恋なすびをもって、わたしがあなたを雇ったのですから、あなたはわたしの所に、はいらなければなりません」。ヤコブはその夜レアと共に寝た。 


 And when Jacob came from the fields in the evening, Leah went out to meet him, and said, Thou must come in to me, for indeed I have hired thee with my son's mandrakes. And he lay with her that night.




 


  神はレアの願いを聞かれたので、彼女はみごもって五番目の子をヤコブに産んだ。 


 And God hearkened to Leah, and she conceived, and bore Jacob a fifth son.




 


  そこでレアは、「わたしがつかえめを夫に与えたから、神がわたしにその価を賜わったのです」と言って、名をイッサカルと名づけた。 


 And Leah said, God has given me my hire, because I have given my maidservant to my husband; and she called his name Issachar.




 


  レアはまた、みごもって六番目の子をヤコブに産んだ。 


 And Leah again conceived, and bore Jacob a sixth son;




 


  そこでレアは、「神はわたしに良い賜物をたまわった。わたしは六人の子を夫に産んだから、今こそ彼はわたしと一緒に住むでしょう」と言って、その名をゼブルンと名づけた。 


 and Leah said, God has endowed me with a good dowry; this time will my husband dwell with me, because I have borne him six sons. And she called his name Zebulun.




 


  その後、彼女はひとりの娘を産んで、名をデナと名づけた。 


 And afterwards she bore a daughter, and called her name Dinah.




 


  次に神はラケルを心にとめられ、彼女の願いを聞き、その胎を開かれたので、 


 And God remembered Rachel, and God listened to her, and opened her womb.




 


  彼女は、みごもって男の子を産み、「神はわたしの恥をすすいでくださった」と言って、 


 And she conceived, and bore a son, and said, God has taken away my reproach.




 


  名をヨセフと名づけ、「主がわたしに、なおひとりの子を加えられるように」と言った。 


 And she called his name Joseph; and said, Jehovah will add to me another son.




 


  ラケルがヨセフを産んだ時、ヤコブはラバンに言った、「わたしを去らせて、わたしの故郷、わたしの国へ行かせてください。 


 And it came to pass when Rachel had borne Joseph, that Jacob said to Laban, Send me away, that I may go to my place and to my country.




 


  あなたに仕えて得たわたしの妻子を、わたしに与えて行かせてください。わたしがあなたのために働いた骨折りは、あなたがごぞんじです」。 


 Give [me] my wives for whom I have served thee, and my children; that I may go away, for thou knowest my service which I have served thee.




 


  ラバンは彼に言った、「もし、あなたの心にかなうなら、とどまってください。わたしは主があなたのゆえに、わたしを恵まれるしるしを見ました」。 


 And Laban said to him, I pray thee, if I have found favour in thine eyes -- I have discovered that Jehovah has blessed me for thy sake.




 


  また言った、「あなたの報酬を申し出てください。わたしはそれを払います」。 


 And he said, Appoint to me thy wages, and I will give it.




 


  ヤコブは彼に言った、「わたしがどのようにあなたに仕えたか、またどのようにあなたの家畜を飼ったかは、あなたがごぞんじです。 


 And he said to him, Thou knowest how I have served thee, and what thy cattle has become with me.




 


  わたしが来る前には、あなたの持っておられたものはわずかでしたが、ふえて多くなりました。主はわたしの行く所どこでも、あなたを恵まれました。しかし、いつになったらわたしも自分の家を成すようになるでしょうか」。 


 For it was little that thou hadst before me, and it is increased to a multitude, and Jehovah has blessed thee from the time I came; and now, when shall I also provide for my house?




 


  彼は言った、「何をあなたにあげようか」。ヤコブは言った、「なにもわたしにくださるに及びません。もしあなたが、わたしのためにこの一つの事をしてくださるなら、わたしは今一度あなたの群れを飼い、守りましょう。 


 And he said, What shall I give thee? And Jacob said, Thou shalt not give me anything. If thou doest this for me, I will again feed [and] keep thy flock:




 


  わたしはきょう、あなたの群れをみな回ってみて、その中からすべてぶちとまだらの羊、およびすべて黒い小羊と、やぎの中のまだらのものと、ぶちのものとを移しますが、これをわたしの報酬としましょう。 


 I will pass through all thy flock to-day, to remove thence all the speckled and spotted sheep, and all the brown lambs, and the spotted and speckled among the goats; and [that] shall be my hire.




 


  あとで、あなたがきて、あなたの前でわたしの報酬をしらべる時、わたしの正しい事が証明されるでしょう。もしも、やぎの中にぶちのないもの、まだらでないものがあったり、小羊の中に黒くないものがあれば、それはみなわたしが盗んだものとなるでしょう」。 


 And my righteousness shall answer for me hereafter, when thou comest about my hire, before thy face: all that is not speckled and spotted among the goats, and brown among the lambs, let that be stolen with me.




 


  ラバンは言った、「よろしい。あなたの言われるとおりにしましょう」。 


 And Laban said, Well, let it be according to thy word.




 


  そこでラバンはその日、雄やぎのしまのあるもの、まだらのもの、すべて雌やぎのぶちのもの、まだらのもの、すべて白みをおびているもの、またすべて小羊の中の黒いものを移して子らの手にわたし、 


 And he removed that day the he-goats that were ringstraked and spotted, and all the she-goats that were speckled and spotted, every one that had white in it, and all the brown among the lambs, and gave [them] into the hand of his sons.




 


  ヤコブとの間に三日路の隔たりを設けた。ヤコブはラバンの残りの群れを飼った。 


 And he put three days' journey between himself and Jacob. And Jacob fed the rest of Laban's flock.




 


  ヤコブは、はこやなぎと、あめんどうと、すずかけの木のなまの枝を取り、皮をはいでそれに白い筋をつくり、枝の白い所を表わし、 


 And Jacob took fresh rods of white poplar, almond-tree, and maple; and peeled off white stripes in them, uncovering the white which was on the rods.




 


  皮をはいだ枝を、群れがきて水を飲む鉢、すなわち水ぶねの中に、群れに向かわせて置いた。群れは水を飲みにきた時に、はらんだ。 


 And he set the rods which he had peeled before the flock, in the troughs at the watering-places where the flock came to drink, and they were ardent when they came to drink.




 


  すなわち群れは枝の前で、はらんで、しまのあるもの、ぶちのもの、まだらのものを産んだ。 


 And the flock was ardent before the rods; and the flock brought forth ringstraked, speckled, and spotted.




 


  ヤコブはその小羊を別においた。彼はまた群れの顔をラバンの群れのしまのあるものと、すべて黒いものとに向かわせた。そして自分の群れを別にまとめておいて、ラバンの群れには、入れなかった。 


 And Jacob separated the lambs, and set the faces of the flock toward the ringstraked, and all the brown in the flock of Laban; and he made himself separate flocks, and did not put them with Laban's flock.




 


  また群れの強いものが発情した時には、ヤコブは水ぶねの中に、その群れの目の前に、かの枝を置いて、枝の間で、はらませた。 


 And it came to pass whensoever the strong cattle were ardent, that Jacob laid the rods before the eyes of the flock in the gutters, that they might become ardent among the rods;




 


  けれども群れの弱いものの時には、それを置かなかった。こうして弱いものはラバンのものとなり、強いものはヤコブのものとなったので、 


 but when the sheep were feeble, he put [them] not in; so the feeble were Laban's, and the strong Jacob's.




 


  この人は大いに富み、多くの群れと、男女の奴隷、およびらくだ、ろばを持つようになった。 


 And the man increased very, very much, and had much cattle, and bondwomen, and bondmen, and camels, and asses.
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  さてヤコブはラバンの子らが、「ヤコブはわれわれの父の物をことごとく奪い、父の物によってあのすべての富を獲たのだ」と言っているのを聞いた。 


 And he heard the words of Laban's sons, saying, Jacob has taken away all that was our father's, and of what was our father's he has acquired all this glory.




 


  またヤコブがラバンの顔を見るのに、それは自分に対して以前のようではなかった。 


 And Jacob saw the countenance of Laban, and behold, it was not toward him as previously.




 


  主はヤコブに言われた、「あなたの先祖の国へ帰り、親族のもとに行きなさい。わたしはあなたと共にいるであろう」。 


 And Jehovah said to Jacob, Return into the land of thy fathers, and to thy kindred; and I will be with thee.




 


  そこでヤコブは人をやって、ラケルとレアとを、野にいる自分の群れのところに招き、 


 And Jacob sent and called Rachel and Leah to the fields to his flock,




 


  彼女らに言った、「わたしがあなたがたの父の顔を見るのに、わたしに対して以前のようではない。しかし、わたしの父の神はわたしと共におられる。 


 and said to them, I see your father's countenance, that it is not toward me as previously; but the God of my father has been with me.




 


  あなたがたが知っているように、わたしは力のかぎり、あなたがたの父に仕えてきた。 


 And you know that with all my power I have served your father.




 


  しかし、あなたがたの父はわたしを欺いて、十度もわたしの報酬を変えた。けれども神は彼がわたしに害を加えることをお許しにならなかった。 


 And your father has mocked me, and has changed my wages ten times; but God suffered him not to hurt me.




 


  もし彼が、『ぶちのものはあなたの報酬だ』と言えば、群れは皆ぶちのものを産んだ。もし彼が、『しまのあるものはあなたの報酬だ』と言えば、群れは皆しまのあるものを産んだ。 


 If he said thus; The speckled shall be thy hire, then all the flocks bore speckled; and if he said thus: The ringstraked shall be thy hire, then all the flocks bore ringstraked.




 


  こうして神はあなたがたの父の家畜をとってわたしに与えられた。 


 And God has taken away the cattle of your father, and given [them] to me.




 


  また群れが発情した時、わたしが夢に目をあげて見ると、群れの上に乗っている雄やぎは皆しまのあるもの、ぶちのもの、霜ふりのものであった。 


 And it came to pass at the time of the ardour of the flocks, that I lifted up mine eyes, and saw in a dream, and behold, the rams that leaped upon the flocks were ringstraked, speckled, and spotted.




 


  その時、神の使が夢の中でわたしに言った、『ヤコブよ』。わたしは答えた、『ここにおります』。 


 And the Angel of God said to me in a dream, Jacob! And I said, Here am I.




 


  神の使は言った、『目を上げて見てごらん。群れの上に乗っている雄やぎは皆しまのあるもの、ぶちのもの、霜ふりのものです。わたしはラバンがあなたにしたことをみな見ています。 


 And he said, Lift up now thine eyes, and see: all the rams that leap upon the flock are ringstraked, speckled, and spotted; for I have seen all that Laban does to thee.




 


  わたしはベテルの神です。かつてあなたはあそこで柱に油を注いで、わたしに誓いを立てましたが、いま立ってこの地を出て、あなたの生れた国へ帰りなさい』」。 


 I am the ùGod of Bethel, where thou anointedst the pillar, where thou vowedst a vow to me. Now arise, depart out of this land, and return to the land of thy kindred.




 


  ラケルとレアは答えて言った、「わたしたちの父の家に、なおわたしたちの受くべき分、また嗣業がありましょうか。 


 And Rachel and Leah answered and said to him, Is there yet any portion or inheritance for us in our father's house?




 


  わたしたちは父に他人のように思われているではありませんか。彼はわたしたちを売ったばかりでなく、わたしたちのその金をさえ使い果たしたのです。 


 Are we not reckoned of him strangers? for he has sold us, and has even constantly devoured our money.




 


  神がわたしたちの父から取りあげられた富は、みなわたしたちとわたしたちの子どものものです。だから何事でも神があなたにお告げになった事をしてください」。 


 For all the wealth that God has taken from our father is ours and our children's; and now whatever God has said to thee do.




 


  そこでヤコブは立って、子らと妻たちをらくだに乗せ、 


 And Jacob rose up, and set his sons and his wives upon camels,




 


  またすべての家畜、すなわち彼がパダンアラムで獲た家畜と、すべての財産を携えて、カナンの地におる父イサクのもとへ赴いた。 


 and carried away all his cattle, and all his property that he had acquired -- the cattle of his possessions that he had acquired in Padan-Aram, to go to Isaac his father, into the land of Canaan.




 


  その時ラバンは羊の毛を切るために出ていたので、ラケルは父の所有のテラピムを盗み出した。 


 And Laban had gone to shear his sheep. And Rachel stole the teraphim that [belonged] to her father.




 


  またヤコブはアラムびとラバンを欺き、自分の逃げ去るのを彼に告げなかった。 


 And Jacob deceived Laban the Syrian, in that he did not tell him that he fled.




 


  こうして彼はすべての持ち物を携えて逃げ、立って川を渡り、ギレアデの山地へ向かった。 


 And he fled with all that he had; and he rose up and passed over the river, and set his face [toward] mount Gilead.




 


  三日目になって、ヤコブの逃げ去ったことが、ラバンに聞えたので、 


 And it was told Laban on the third day that Jacob had fled.




 


  彼は一族を率いて、七日の間そのあとを追い、ギレアデの山地で追いついた。 


 And he took his brethren with him, and pursued after him seven days' journey, and overtook him on mount Gilead.




 


  しかし、神は夜の夢にアラムびとラバンに現れて言われた、「あなたは心してヤコブに、よしあしを言ってはなりません」。 


 And God came to Laban the Syrian in a dream by night, and said to him, Take care thou speak not to Jacob either good or bad.




 


  ラバンはついにヤコブに追いついたが、ヤコブが山に天幕を張っていたので、ラバンも一族と共にギレアデの山に天幕を張った。 


 And Laban came up with Jacob; and Jacob had pitched his tent on the mountain; Laban also with his brethren pitched on mount Gilead.




 


  ラバンはヤコブに言った、「あなたはなんという事をしたのですか。あなたはわたしを欺いてわたしの娘たちをいくさのとりこのように引いて行きました。 


 And Laban said to Jacob, What hast thou done, that thou hast deceived me, and hast carried away my daughters as captives of war?




 


  なぜあなたはわたしに告げずに、ひそかに逃げ去ってわたしを欺いたのですか。わたしは手鼓や琴で喜び歌ってあなたを送りだそうとしていたのに。 


 Why didst thou flee away covertly, and steal away from me, and didst not tell me, that I might have conducted thee with mirth and with songs, with tambour and with harp;




 


  なぜわたしの孫や娘にわたしが口づけするのを許さなかったのですか。あなたは愚かな事をしました。 


 and hast not suffered me to kiss my sons and my daughters? Now thou hast acted foolishly.




 


  わたしはあなたがたに害を加える力をもっているが、あなたがたの父の神が昨夜わたしに告げて、『おまえは心して、ヤコブによしあしを言うな』と言われました。 


 It would be in the power of my hand to do you hurt; but the God of your father spoke to me last night, saying, Take care that thou speak not to Jacob either good or bad.




 


  今あなたが逃げ出したのは父の家が非常に恋しくなったからでしょうが、なぜあなたはわたしの神を盗んだのですか」。 


 And now that thou must needs be gone, because thou greatly longedst after thy father's house, why hast thou stolen my gods?




 


  ヤコブはラバンに答えた、「たぶんあなたが娘たちをわたしから奪いとるだろうと思ってわたしは恐れたからです。 


 And Jacob answered and said to Laban, I was afraid; for I said, Lest thou shouldest take by force thy daughters from me.




 


  だれの所にでもあなたの神が見つかったら、その者を生かしてはおきません。何かあなたの物がわたしのところにあるか、われわれの一族の前で、調べてみて、それをお取りください」。ラケルが神を盗んだことをヤコブは知らなかったからである。 


 With whomsoever thou findest thy gods, he shall not live. Before our brethren discern what is thine with me, and take [it] to thee. But Jacob did not know that Rachel had stolen them.




 


  そこでラバンはヤコブの天幕にはいり、またレアの天幕にはいり、更にふたりのはしための天幕にはいってみたが、見つからなかったので、レアの天幕を出てラケルの天幕にはいった。 


 And Laban went into Jacob's tent, and into Leah's tent, and into the two handmaids' tents, and found nothing; and he went out of Leah's tent, and entered into Rachel's tent.




 


  しかし、ラケルはすでにテラピムを取って、らくだのくらの下に入れ、その上にすわっていたので、ラバンは、くまなく天幕の中を捜したが、見つからなかった。 


 Now Rachel had taken the teraphim and put them under the camel's saddle; and she sat upon them. And Laban explored all the tent, but found nothing.




 


  その時ラケルは父に言った、「わたしは女の常のことがあって、あなたの前に立ち上がることができません。わが主よ、どうかお怒りにならぬよう」。彼は捜したがテラピムは見つからなかった。 


 And she said to her father, Let it not be an occasion of anger in the eyes of my lord that I cannot rise up before thee, for it is with me after the manner of women. And he searched carefully, but did not find the teraphim.




 


  そこでヤコブは怒ってラバンを責めた。そしてヤコブはラバンに言った、「わたしにどんなあやまちがあり、どんな罪があって、あなたはわたしのあとを激しく追ったのですか。 


 And Jacob was angry, and he disputed with Laban. And Jacob answered and said to Laban, What is my fault, what my sin, that thou hast so hotly pursued after me?




 


  あなたはわたしの物をことごとく探られたが、何かあなたの家の物が見つかりましたか。それを、ここに、わたしの一族と、あなたの一族の前に置いて、われわれふたりの間をさばかせましょう。 


 Whereas thou hast explored all my baggage, what hast thou found of all thy household stuff? Set [it] here before my brethren and thy brethren, and let them decide between us both.




 


  わたしはこの二十年、あなたと一緒にいましたが、その間あなたの雌羊も雌やぎも子を産みそこねたことはなく、またわたしはあなたの群れの雄羊を食べたこともありませんでした。 


 These twenty years have I been with thee: thy ewes and thy she-goats have not cast their young, and the rams of thy flock I have not eaten.




 


  また野獣が、かみ裂いたものは、あなたのもとに持ってこないで、自分でそれを償いました。また昼盗まれたものも、夜盗まれたものも、あなたはわたしにその償いを求められました。 


 What was torn I have not brought to thee; I had to bear the loss of it: of my hand hast thou required it, [whether] stolen by day or stolen by night.




 


  わたしのことを言えば、昼は暑さに、夜は寒さに悩まされて、眠ることもできませんでした。 


 Thus it was with me: in the day the heat consumed me, and the frost by night; and my sleep fled from mine eyes.




 


  わたしはこの二十年あなたの家族のひとりでありました。わたしはあなたのふたりの娘のために十四年、またあなたの群れのために六年、あなたに仕えましたが、あなたは十度もわたしの報酬を変えられました。 


 I have been these twenty years in thy house: I have served thee fourteen years for thy two daughters, and six years for thy flock; and thou hast changed my wages ten times.




 


  もし、わたしの父の神、アブラハムの神、イサクのかしこむ者がわたしと共におられなかったなら、あなたはきっとわたしを、から手で去らせたでしょう。神はわたしの悩みと、わたしの労苦とを顧みられて昨夜あなたを戒められたのです」。 


 Had not the God of my father, the God of Abraham, and the fear of Isaac, been with me, it is certain thou wouldest have sent me away now empty. God has looked upon my affliction and the labour of my hands, and has judged last night.




 


  ラバンは答えてヤコブに言った、「娘たちはわたしの娘、子どもたちはわたしの孫です。また群れはわたしの群れ、あなたの見るものはみなわたしのものです。これらのわたしの娘たちのため、また彼らが産んだ子どもたちのため、きょうわたしは何をすることができましょうか。 


 And Laban answered and said to Jacob, The daughters are my daughters, and the sons are my sons, and the flock is my flock, and all that thou seest is mine; but as for my daughters, what can I do this day to them, or to their sons whom they have brought forth?




 


  さあ、それではわたしとあなたと契約を結んで、これをわたしとあなたとの間の証拠としましょう」。 


 And now, come, let us make a covenant, I and thou; and let it be a witness between me and thee.




 


  そこでヤコブは石を取り、それを立てて柱とした。 


 And Jacob took a stone, and set it up [for] a pillar.




 


  ヤコブはまた一族の者に言った、「石を集めてください」。彼らは石を取って、一つの石塚を造った。こうして彼らはその石塚のかたわらで食事をした。 


 And Jacob said to his brethren, Gather stones. And they took stones, and made a heap, and ate there upon the heap.




 


  ラバンはこれをエガル・サハドタと名づけ、ヤコブはこれをガルエドと名づけた。 


 And Laban called it Jegar-sahadutha, and Jacob called it Galeed.




 


  そしてラバンは言った、「この石塚はきょうわたしとあなたとの間の証拠となります」。それでその名はガルエドと呼ばれた。 


 And Laban said, This heap is a witness between me and thee this day. Therefore was the name of it called Galeed,




 


  またミズパとも呼ばれた。彼がこう言ったからである、「われわれが互に別れたのちも、どうか主がわたしとあなたとの間を見守られるように。 


 -- and Mizpah; for he said, Let Jehovah watch between me and thee, when we shall be hidden one from another:




 


  もしあなたがわたしの娘を虐待したり、わたしの娘のほかに妻をめとることがあれば、たといそこにだれひとりいなくても、神はわたしとあなたとの間の証人でいらせられる」。 


 if thou shouldest afflict my daughters, or if thou shouldest take wives besides my daughters, -- no man is with us; see, God is witness between me and thee!




 


  更にラバンはヤコブに言った、「あなたとわたしとの間にわたしが建てたこの石塚をごらんなさい、この柱をごらんなさい。 


 And Laban said to Jacob, Behold this heap, and behold the pillar which I have set up between me and thee:




 


  この石塚を越えてわたしがあなたに害を加えず、またこの石塚とこの柱を越えてあなたがわたしに害を加えないように、どうかこの石塚があかしとなり、この柱があかしとなるように。 


 [let] this heap be witness, and the pillar a witness, that neither I pass this heap [to go] to thee, nor thou pass this heap and this pillar [to come] to me, for harm.




 


  どうかアブラハムの神、ナホルの神、彼らの父の神がわれわれの間をさばかれるように」。ヤコブは父イサクのかしこむ者によって誓った。 


 The God of Abraham, and the God of Nahor, the God of their father, judge between us! And Jacob swore by the fear of his father Isaac.




 


  そしてヤコブは山で犠牲をささげ、一族を招いて、食事をした。彼らは食事をして山に宿った。 


 And Jacob offered a sacrifice upon the mountain, and invited his brethren to eat bread: and they ate bread, and lodged on the mountain.




 


  あくる朝ラバンは早く起き、孫と娘たちに口づけして彼らを祝福し、去って家に帰った。 


 And Laban rose early in the morning, and kissed his sons and his daughters, and blessed them; and Laban went and returned to his place.
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  さて、ヤコブが旅路に進んだとき、神の使たちが彼に会った。 


 And Jacob went on his way; and the angels of God met him.




 


  ヤコブは彼らを見て、「これは神の陣営です」と言って、その所の名をマハナイムと名づけた。 


 And when Jacob saw them he said, This is the camp of God. And he called the name of that place Mahanaim.




 


  ヤコブはセイルの地、エドムの野に住む兄エサウのもとに、さきだって使者をつかわした。 


 And Jacob sent messengers before his face to Esau his brother, into the land of Seir, the fields of Edom.




 


  すなわちそれに命じて言った、「あなたがたはわたしの主人エサウにこう言いなさい、『あなたのしもべヤコブはこう言いました。わたしはラバンのもとに寄留して今までとどまりました。 


 And he commanded them, saying, Thus shall ye speak to my lord, to Esau: Thy servant Jacob speaks thus -- With Laban have I sojourned and tarried until now;




 


  わたしは牛、ろば、羊、男女の奴隷を持っています。それでわが主に申し上げて、あなたの前に恵みを得ようと人をつかわしたのです』」。 


 and I have oxen, and asses, sheep, and bondmen, and bondwomen; and I have sent to tell my lord, that I may find favour in thine eyes.




 


  使者はヤコブのもとに帰って言った、「わたしたちはあなたの兄エサウのもとへ行きました。彼もまたあなたを迎えようと四百人を率いてきます」。 


 And the messengers returned to Jacob, saying, We came to thy brother, to Esau; and he also is coming to meet thee, and four hundred men with him.




 


  そこでヤコブは大いに恐れ、苦しみ、共にいる民および羊、牛、らくだを二つの組に分けて、 


 Then Jacob was greatly afraid, and was distressed; and he divided the people that were with him, and the sheep and the cattle and the camels, into two troops.




 


  言った、「たとい、エサウがきて、一つの組を撃っても、残りの組はのがれるであろう」。 


 And he said, If Esau come to the one troop and smite it, then the other troop which is left shall escape.




 


  ヤコブはまた言った、「父アブラハムの神、父イサクの神よ、かつてわたしに『おまえの国へ帰り、おまえの親族に行け。わたしはおまえを恵もう』と言われた主よ、 


 And Jacob said, God of my father Abraham, and God of my father Isaac, Jehovah, who saidst unto me: Return into thy country and to thy kindred, and I will do thee good,




 


  あなたがしもべに施されたすべての恵みとまことをわたしは受けるに足りない者です。わたしは、つえのほか何も持たないでこのヨルダンを渡りましたが、今は二つの組にもなりました。 


 -- I am too small for all the loving-kindness and all the faithfulness that thou hast shewn unto thy servant; for with my staff I passed over this Jordan, and now I am become two troops.




 


  どうぞ、兄エサウの手からわたしをお救いください。わたしは彼がきて、わたしを撃ち、母や子供たちにまで及ぶのを恐れます。 


 Deliver me, I pray thee, from the hand of my brother, from the hand of Esau; for I fear him, lest he come and smite me, [and] the mother with the children.




 


  あなたは、かつて、『わたしは必ずおまえを恵み、おまえの子孫を海の砂の数えがたいほど多くしよう』と言われました」。 


 And thou saidst, I will certainly deal well with thee, and make thy seed as the sand of the sea, which cannot be numbered for multitude.




 


  彼はその夜そこに宿り、持ち物のうちから兄エサウへの贈り物を選んだ。 


 And he lodged there that night; and took of what came to his hand a gift for Esau his brother --




 


  すなわち雌やぎ二百、雄やぎ二十、雌羊二百、雄羊二十、 


 two hundred she-goats, and twenty he-goats; two hundred ewes, and twenty rams;




 


  乳らくだ三十とその子、雌牛四十、雄牛十、雌ろば二十、雄ろば十。 


 thirty milch camels with their colts; forty kine, and ten bulls; twenty she-asses, and ten young asses.




 


  彼はこれらをそれぞれの群れに分けて、しもべたちの手にわたし、しもべたちに言った、「あなたがたはわたしの先に進みなさい、そして群れと群れとの間には隔たりをおきなさい」。 


 And he delivered [them] into the hand of his servants, every drove by itself; and he said to his servants, Go on before me, and put a space between drove and drove.




 


  また先頭の者に命じて言った、「もし、兄エサウがあなたに会って『だれのしもべで、どこへ行くのか。あなたの前にあるこれらのものはだれの物か』と尋ねたら、 


 And he commanded the foremost, saying, When Esau my brother meets thee, and asks thee, saying, Whose art thou, and where goest thou, and whose are these before thee?




 


  『あなたのしもべヤコブの物で、わが主エサウにおくる贈り物です。彼もわたしたちのうしろにおります』と言いなさい」。 


 -- then thou shalt say, Thy servant Jacob's: it is a gift sent to my lord, to Esau. And behold, he also is behind us.




 


  彼は第二の者にも、第三の者にも、また群れ群れについて行くすべての者にも命じて言った、「あなたがたがエサウに会うときは、同じように彼に告げて、 


 And so commanded he the second, and the third, and all that followed the droves, saying, According to this word shall ye speak to Esau when ye find him.




 


  『あなたのしもべヤコブもわれわれのうしろにおります』と言いなさい」。ヤコブは、「わたしがさきに送る贈り物をもってまず彼をなだめ、それから、彼の顔を見よう。そうすれば、彼はわたしを迎えてくれるであろう」と思ったからである。 


 And, moreover, ye shall say, Behold, thy servant Jacob is behind us. For he said, I will propitiate him with the gift that goes before me, and afterwards I will see his face: perhaps he will accept me.




 


  こうして贈り物は彼に先立って渡り、彼はその夜、宿営にやどった。 


 And the gift went over before him; and he himself lodged that night in the camp.




 


  彼はその夜起きて、ふたりの妻とふたりのつかえめと十一人の子どもとを連れてヤボクの渡しをわたった。 


 And he rose up that night, and took his two wives, and his two maidservants, and his eleven sons, and passed over the ford of the Jabbok;




 


  すなわち彼らを導いて川を渡らせ、また彼の持ち物を渡らせた。 


 and he took them and led them over the river, and led over what he had.




 


  ヤコブはひとりあとに残ったが、ひとりの人が、夜明けまで彼と組打ちした。 


 And Jacob remained alone; and a man wrestled with him until the rising of the dawn.




 


  ところでその人はヤコブに勝てないのを見て、ヤコブのもものつがいにさわったので、ヤコブのもものつがいが、その人と組打ちするあいだにはずれた。 


 And when he saw that he did not prevail against him, he touched the joint of his thigh; and the joint of Jacob's thigh was dislocated as he wrestled with him.




 


  その人は言った、「夜が明けるからわたしを去らせてください」。ヤコブは答えた、「わたしを祝福してくださらないなら、あなたを去らせません」。 


 And he said, Let me go, for the dawn ariseth. And he said, I will not let thee go except thou bless me.




 


  その人は彼に言った、「あなたの名はなんと言いますか」。彼は答えた、「ヤコブです」。 


 And he said to him, What is thy name? And he said, Jacob.




 


  その人は言った、「あなたはもはや名をヤコブと言わず、イスラエルと言いなさい。あなたが神と人とに、力を争って勝ったからです」。 


 And he said, Thy name shall not henceforth be called Jacob, but Israel; for thou hast wrestled with God, and with men, and hast prevailed.




 


  ヤコブは尋ねて言った、「どうかわたしにあなたの名を知らせてください」。するとその人は、「なぜあなたはわたしの名をきくのですか」と言ったが、その所で彼を祝福した。 


 And Jacob asked and said, Tell [me], I pray thee, thy name. And he said, How is it that thou askest after my name? And he blessed him there.




 


  そこでヤコブはその所の名をペニエルと名づけて言った、「わたしは顔と顔をあわせて神を見たが、なお生きている」。 


 And Jacob called the name of the place Peniel -- For I have seen God face to face, and my life has been preserved.




 


  こうして彼がペニエルを過ぎる時、日は彼の上にのぼったが、彼はそのもものゆえにびっこを引いていた。 


 And as he passed over Peniel, the sun rose upon him; and he limped upon his hip.




 


  そのため、イスラエルの子らは今日まで、もものつがいの上にある腰の筋を食べない。かの人がヤコブのもものつがい、すなわち腰の筋にさわったからである。 


 Therefore the children of Israel do not eat of the sinew that is over the joint of the thigh, to this day; because he touched the joint of Jacob's thigh -- the sinew.
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  さてヤコブは目をあげ、エサウが四百人を率いて来るのを見た。そこで彼は子供たちを分けてレアとラケルとふたりのつかえめとにわたし、 


 And Jacob lifted up his eyes and looked, and behold, Esau was coming, and with him four hundred men. And he distributed the children to Leah, and to Rachel, and to the two maidservants:




 


  つかえめとその子供たちをまっ先に置き、レアとその子供たちを次に置き、ラケルとヨセフを最後に置いて、 


 and he put the maidservants and their children foremost, and Leah and her children after, and Rachel and Joseph hindmost.




 


  みずから彼らの前に進み、七たび身を地にかがめて、兄に近づいた。 


 And he passed on before them, and bowed to the earth seven times, until he came near to his brother.




 


  するとエサウは走ってきて迎え、彼を抱き、そのくびをかかえて口づけし、共に泣いた。 


 And Esau ran to meet him, and embraced him, and fell on his neck, and kissed him; and they wept.




 


  エサウは目をあげて女と子供たちを見て言った、「あなたと一緒にいるこれらの者はだれですか」。ヤコブは言った、「神がしもべに授けられた子供たちです」。 


 And he lifted up his eyes and saw the women and the children, and said, Who are these with thee? And he said, The children that God has graciously given thy servant.




 


  そこでつかえめたちはその子供たちと共に近寄ってお辞儀した。 


 And the maidservants drew near, they and their children, and they bowed.




 


  レアもまたその子供たちと共に近寄ってお辞儀し、それからヨセフとラケルが近寄ってお辞儀した。 


 And Leah also, with her children, drew near, and they bowed. And lastly Joseph drew near, and Rachel, and they bowed.




 


  するとエサウは言った、「わたしが出会ったあのすべての群れはどうしたのですか」。ヤコブは言った、「わが主の前に恵みを得るためです」。 


 And he said, What [meanest] thou by all the drove which I met? And he said, To find favour in the eyes of my lord.




 


  エサウは言った、「弟よ、わたしはじゅうぶんもっている。あなたの物はあなたのものにしなさい」。 


 And Esau said, I have enough, my brother; let what thou hast be thine.




 


  ヤコブは言った、「いいえ、もしわたしがあなたの前に恵みを得るなら、どうか、わたしの手から贈り物を受けてください。あなたが喜んでわたしを迎えてくださるので、あなたの顔を見て、神の顔を見るように思います。 


 And Jacob said, No, I pray thee; if now I have found favour in thine eyes, then receive my gift from my hand; for therefore have I seen thy face, as though I had seen the face of God, and thou hast received me with pleasure.




 


  どうかわたしが持ってきた贈り物を受けてください。神がわたしを恵まれたので、わたしはじゅうぶんもっていますから」。こうして彼がしいたので、彼は受け取った。 


 Take, I pray thee, my blessing which has been brought to thee; because God has been gracious to me, and because I have everything. And he urged him, and he took [it].




 


  そしてエサウは言った、「さあ、立って行こう。わたしが先に行く」。 


 And he said, Let us take our journey, and go on, and I will go before thee.




 


  ヤコブは彼に言った、「ごぞんじのように、子供たちは、かよわく、また乳を飲ませている羊や牛をわたしが世話をしています。もし一日でも歩かせ過ぎたら群れはみな死んでしまいます。 


 And he said to him, My lord knows that the children are tender, and the suckling sheep and kine are with me; and if they should overdrive them only one day, all the flock would die.




 


  わが主よ、どうか、しもべの先においでください。わたしはわたしの前にいる家畜と子供たちの歩みに合わせて、ゆっくり歩いて行き、セイルでわが主と一緒になりましょう」。 


 Let my lord, I pray thee, pass on before his servant, and I will drive on at my ease according to the pace of the cattle that is before me, and according to the pace of the children, until I come to my lord, to Seir.




 


  エサウは言った、「それならわたしが連れている者どものうち幾人かをあなたのもとに残しましょう」。ヤコブは言った、「いいえ、それには及びません。わが主の前に恵みを得させてください」。 


 And Esau said, Let me now leave with thee [some] of the people that are with me. And he said, What need? Let me find favour in the eyes of my lord.




 


  その日エサウはセイルへの帰途についた。 


 And Esau returned that day on his way to Seir.




 


  ヤコブは立ってスコテに行き、自分のために家を建て、また家畜のために小屋を造った。これによってその所の名はスコテと呼ばれている。 


 And Jacob journeyed to Succoth, and built himself a house, and for his cattle he made booths. Therefore the name of the place was called Succoth.




 


  こうしてヤコブはパダンアラムからきて、無事カナンの地のシケムの町に着き、町の前に宿営した。 


 And Jacob came safely [to the] city Shechem, which is in the land of Canaan, when he came from Padan-Aram; and he encamped before the city.




 


  彼は天幕を張った野の一部をシケムの父ハモルの子らの手から百ケシタで買い取り、 


 And he bought the portion of the field where he had spread his tent, of the hand of the sons of Hamor, Shechem's father, for a hundred kesitahs.




 


  そこに祭壇を建てて、これをエル・エロヘ・イスラエルと名づけた。 


 And there he set up an altar, and called it El-Elohe-Israel.
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  レアがヤコブに産んだ娘デナはその地の女たちに会おうと出かけて行ったが、 


 And Dinah the daughter of Leah, whom she had borne to Jacob, went out to see the daughters of the land.




 


  その地のつかさ、ヒビびとハモルの子シケムが彼女を見て、引き入れ、これと寝てはずかしめた。 


 And when Shechem, the son of Hamor the Hivite, the prince of the country, saw her, he took her, and lay with her, and humbled her.




 


  彼は深くヤコブの娘デナを慕い、この娘を愛して、ねんごろに娘に語った。 


 And his soul fastened on Dinah the daughter of Jacob, and he loved the maiden, and spoke consolingly to the maiden.




 


  シケムは父ハモルに言った、「この娘をわたしの妻にめとってください」。 


 And Shechem spoke to his father Hamor, saying, Take me this girl as wife.




 


  さてヤコブはシケムが、娘デナを汚したことを聞いたけれども、その子らが家畜を連れて野にいたので、彼らの帰るまで黙っていた。 


 And Jacob heard that he had defiled Dinah his daughter; but his sons were with his cattle in the fields, and Jacob said nothing until they came.




 


  シケムの父ハモルはヤコブと話し合おうと、ヤコブの所に出てきた。 


 And Hamor the father of Shechem came out to Jacob, to speak to him.




 


  ヤコブの子らは野から帰り、この事を聞いて、悲しみ、かつ非常に怒った。シケムがヤコブの娘と寝て、イスラエルに愚かなことをしたためで、こんなことは、してはならぬ事だからである。 


 And the sons of Jacob came from the fields when they heard [it]; and the men were grieved, and they were very angry, because he had wrought what was disgraceful in Israel, in lying with Jacob's daughter, which thing ought not to be done.




 


  ハモルは彼らと語って言った、「わたしの子シケムはあなたがたの娘を心に慕っています。どうか彼女を彼の妻にください。 


 And Hamor spoke to them, saying, My son Shechem's soul cleaves to your daughter: I pray you, give her to him as wife.




 


  あなたがたはわたしたちと婚姻し、あなたがたの娘をわたしたちに与え、わたしたちの娘をあなたがたにめとってください。 


 And make marriages with us: give your daughters to us, and take our daughters to you.




 


  こうしてあなたがたとわたしたちとは一緒に住みましょう。地はあなたがたの前にあります。ここに住んで取引し、ここで財産を獲なさい」。 


 And dwell with us, and the land shall be before you: dwell and trade in it, and get yourselves possessions in it.




 


  シケムはまたデナの父と兄弟たちとに言った、「あなたがたの前に恵みを得させてください。あなたがたがわたしに言われるものは、なんでもさしあげましょう。 


 And Shechem said to her father and to her brethren, Let me find favour in your eyes; and what ye shall say to me I will give.




 


  たくさんの結納金と贈り物とをお求めになっても、あなたがたの言われるとおりさしあげます。ただこの娘はわたしの妻にください」。 


 Impose on me very much as dowry and gift, and I will give according as ye shall say to me; but give me the maiden as wife.




 


  しかし、ヤコブの子らはシケムが彼らの妹デナを汚したので、シケムとその父ハモルに偽って答え、 


 And the sons of Jacob answered Shechem and Hamor his father deceitfully, and spoke -- because he had defiled Dinah their sister --




 


  彼らに言った、「われわれは割礼を受けない者に妹をやる事はできません。それはわれわれの恥とするところですから。 


 and said to them, We cannot do this, to give our sister to one that is uncircumcised; for that [were] a reproach to us.




 


  ただ、こうなさればわれわれはあなたがたに同意します。もしあなたがたのうち男子がみな割礼を受けて、われわれのようになるなら、 


 But only in this will we consent to you, if ye will be as we, that every male of you be circumcised;




 


  われわれの娘をあなたがたに与え、あなたがたの娘をわれわれにめとりましょう。そしてわれわれはあなたがたと一緒に住んで一つの民となりましょう。 


 then will we give our daughters to you, and take your daughters to us, and we will dwell with you, and be one people.




 


  けれども、もしあなたがたがわれわれに聞かず、割礼を受けないなら、われわれは娘を連れて行きます」。 


 But if ye do not hearken to us, to be circumcised, then will we take our daughter and go away.




 


  彼らの言葉がハモルとハモルの子シケムとの心にかなったので、 


 And their words were good in the eyes of Hamor and Shechem, Hamor's son.




 


  若者は、ためらわずにこの事をした。彼がヤコブの娘を愛したからである。また彼は父の家のうちで一番重んじられた者であった。 


 And the youth did not delay to do this, because he had delight in Jacob's daughter. And he was honourable above all in the house of his father.




 


  そこでハモルとその子シケムとは町の門に行き、町の人々に語って言った、 


 And Hamor and Shechem his son came to the gate of their city, and spoke to the men of their city, saying,




 


  「この人々はわれわれと親しいから、この地に住まわせて、ここで取引をさせよう。地は広く、彼らをいれるにじゅうぶんである。そしてわれわれは彼らの娘を妻にめとり、われわれの娘を彼らに与えよう。 


 These men are peaceable with us; therefore let them dwell in the land, and trade in it. And the land -- behold, it is of wide extent before them. We will take their daughters as wives, and give them our daughters.




 


  彼らが割礼を受けているように、もしわれわれのうちの男子が皆、割礼を受けるなら、ただこの事だけで、この人々はわれわれに同意し、われわれと一緒に住んで一つの民となるのだ。 


 But only in this will the men consent to us to dwell with us, to be one people -- if every male among us be circumcised, just as they are circumcised.




 


  そうすれば彼らの家畜と財産とすべての獣とは、われわれのものとなるではないか。ただわれわれが彼らに同意すれば、彼らはわれわれと一緒に住むであろう」。 


 Their cattle, and their possessions, and every beast of theirs, shall they not be ours? only let us consent to them, and they will dwell with us.




 


  そこで町の門に出入りする者はみなハモルとその子シケムとに聞き従って、町の門に出入りするすべての男子は割礼を受けた。 


 And all that went out at the gate of his city hearkened to Hamor and to Shechem his son; and every male was circumcised -- all that went out at the gate of his city.




 


  三日目になって彼らが痛みを覚えている時、ヤコブのふたりの子、すなわちデナの兄弟シメオンとレビとは、おのおのつるぎを取って、不意に町を襲い、男子をことごとく殺し、 


 And it came to pass on the third day, when they were sore, that two of the sons of Jacob, Simeon and Levi, Dinah's brethren, took each his sword, and came upon the city boldly, and slew all the males.




 


  またつるぎの刃にかけてハモルとその子シケムとを殺し、シケムの家からデナを連れ出した。 


 And Hamor and Shechem his son they slew with the edge of the sword; and took Dinah out of Shechem's house; and went out.




 


  そしてヤコブの子らは殺された人々をはぎ、町をかすめた。彼らが妹を汚したからである。 


 The sons of Jacob came upon the slain, and plundered the city, because they had defiled their sister.




 


  すなわち羊、牛、ろば及び町にあるものと、野にあるもの、 


 Their sheep, and their oxen, and their asses, and what [was] in the city, and what [was] in the field they took;




 


  並びにすべての貨財を奪い、その子女と妻たちを皆とりこにし、家の中にある物をことごとくかすめた。 


 and all their goods, and all their little ones, and their wives took they captive, and plundered them, and all that was in the houses.




 


  そこでヤコブはシメオンとレビとに言った、「あなたがたはわたしをこの地の住民、カナンびととペリジびとに忌みきらわせ、わたしに迷惑をかけた。わたしは、人数が少ないから、彼らが集まってわたしを攻め撃つならば、わたしも家族も滅ぼされるであろう」。 


 And Jacob said to Simeon and Levi, Ye have troubled me, in that ye make me odious among the inhabitants of the land -- among the Canaanites and the Perizzites; and I am few men in number, and they will gather themselves against me and smite me, and I shall be destroyed, I and my house.




 


  彼らは言った、「わたしたちの妹を遊女のように彼が扱ってよいのですか」。 


 And they said, Should people deal with our sister as with a harlot?
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  ときに神はヤコブに言われた、「あなたは立ってベテルに上り、そこに住んで、あなたがさきに兄エサウの顔を避けてのがれる時、あなたに現れた神に祭壇を造りなさい」。 


 And God said to Jacob, Arise, go up to Bethel, and dwell there, and make there an altar unto the ùGod that appeared unto thee when thou fleddest from the face of Esau thy brother.




 


  ヤコブは、その家族および共にいるすべての者に言った、「あなたがたのうちにある異なる神々を捨て、身を清めて着物を着替えなさい。 


 And Jacob said to his household, and to all that were with him, Put away the strange gods that are among you, and cleanse yourselves, and change your garments;




 


  われわれは立ってベテルに上り、その所でわたしの苦難の日にわたしにこたえ、かつわたしの行く道で共におられた神に祭壇を造ろう」。 


 and we will arise, and go up to Bethel; and I will make there an altar to the ùGod that answered me in the day of my distress, and was with me in the way that I went.




 


  そこで彼らは持っている異なる神々と、耳につけている耳輪をことごとくヤコブに与えたので、ヤコブはこれをシケムのほとりにあるテレビンの木の下に埋めた。 


 And they gave to Jacob all the strange gods that were in their hand, and the rings that were in their ears, and Jacob hid them under the terebinth that [is] by Shechem.




 


  そして彼らは、いで立ったが、大いなる恐れが周囲の町々に起ったので、ヤコブの子らのあとを追う者はなかった。 


 And they journeyed; and the terror of God was upon the cities that were round about them, and they did not pursue after the sons of Jacob.




 


  こうしてヤコブは共にいたすべての人々と一緒にカナンの地にあるルズ、すなわちベテルにきた。 


 And Jacob came to Luz, which is in the land of Canaan, that is, Bethel, he and all the people that were with him.




 


  彼はそこに祭壇を築き、その所をエル・ベテルと名づけた。彼が兄の顔を避けてのがれる時、神がそこで彼に現れたからである。 


 And he built there an altar, and called the place El-beth-el; because there God had appeared to him when he fled from the face of his brother.




 


  時にリベカのうばデボラが死んで、ベテルのしもの、かしの木の下に葬られた。これによってその木の名をアロン・バクテと呼ばれた。 


 And Deborah, Rebecca's nurse, died; and she was buried beneath Bethel, under the oak; and the name of it was called Allon-bachuth.




 


  さてヤコブがパダンアラムから帰ってきた時、神は再び彼に現れて彼を祝福された。 


 And God appeared to Jacob again after he had come from Padan-Aram, and blessed him.




 


  神は彼に言われた、「あなたの名はヤコブである。しかしあなたの名をもはやヤコブと呼んではならない。あなたの名をイスラエルとしなさい」。こうして彼をイスラエルと名づけられた。 


 And God said to him, Thy name is Jacob: thy name shall not henceforth be called Jacob, but Israel shall be thy name. And he called his name Israel.




 


  神はまた彼に言われた、「わたしは全能の神である。あなたは生めよ、またふえよ。一つの国民、また多くの国民があなたから出て、王たちがあなたの身から出るであろう。 


 And God said to him, I am the Almighty ùGod: be fruitful and multiply; a nation and a company of nations shall be of thee; and kings shall come out of thy loins.




 


  わたしはアブラハムとイサクとに与えた地を、あなたに与えよう。またあなたの後の子孫にその地を与えよう」。 


 And the land that I gave Abraham and Isaac, to thee will I give it, and to thy seed after thee will I give the land.




 


  神は彼と語っておられたその場所から彼を離れてのぼられた。 


 And God went up from him in the place where he had talked with him.




 


  そこでヤコブは神が自分と語られたその場所に、一本の石の柱を立て、その上に灌祭をささげ、また油を注いだ。 


 And Jacob set up a pillar in the place where he had talked with him, a pillar of stone, and poured on it a drink-offering, and poured oil on it.




 


  そしてヤコブは神が自分と語られたその場所をベテルと名づけた。 


 And Jacob called the name of the place where God had talked with him, Beth-el.




 


  こうして彼らはベテルを立ったが、エフラタに行き着くまでに、なお隔たりのある所でラケルは産気づき、その産は重かった。 


 And they journeyed from Bethel. And there was yet a certain distance to come to Ephrath, when Rachel travailed in childbirth; and it went hard with her in her childbearing.




 


  その難産に当って、産婆は彼女に言った、「心配することはありません。今度も男の子です」。 


 And it came to pass when it went hard with her in her childbearing, that the midwife said to her, Fear not; for this also is a son for thee.




 


  彼女は死にのぞみ、魂の去ろうとする時、子の名をベノニと呼んだ。しかし、父はこれをベニヤミンと名づけた。 


 And it came to pass as her soul was departing -- for she died -- that she called his name Benoni; but his father called him Benjamin.




 


  ラケルは死んでエフラタ、すなわちベツレヘムの道に葬られた。 


 And Rachel died, and was buried on the way to Ephrath, which [is] Bethlehem.




 


  ヤコブはその墓に柱を立てた。これはラケルの墓の柱であって、今日に至っている。 


 And Jacob erected a pillar upon her grave: that is the pillar of Rachel's grave to [this] day.




 


  イスラエルはまた、いで立ってミグダル・エダルの向こうに天幕を張った。 


 And Israel journeyed, and spread his tent on the other side of Migdal-Eder.




 


  イスラエルがその地に住んでいた時、ルベンは父のそばめビルハのところへ行って、これと寝た。イスラエルはこれを聞いた。さてヤコブの子らは十二人であった。 


 And it came to pass when Israel dwelt in that land, that Reuben went and lay with Bilhah, his father's concubine; and Israel heard of it. And the sons of Jacob were twelve.




 


  すなわちレアの子らはヤコブの長子ルベンとシメオン、レビ、ユダ、イッサカル、ゼブルン。 


 The sons of Leah: Reuben -- Jacob's firstborn -- and Simeon, and Levi, and Judah, and Issachar, and Zebulun.




 


  ラケルの子らはヨセフとベニヤミン。 


 The sons of Rachel: Joseph and Benjamin.




 


  ラケルのつかえめビルハの子らはダンとナフタリ。 


 And the sons of Bilhah, Rachel's maidservant: Dan and Naphtali.




 


  レアのつかえめジルパの子らはガドとアセル。これらはヤコブの子らであって、パダンアラムで彼に生れた者である。 


 And the sons of Zilpah, Leah's maidservant: Gad and Asher. These are the sons of Jacob that were born to him in Padan-Aram.




 


  ヤコブはキリアテ・アルバ、すなわちヘブロンのマムレにいる父イサクのもとへ行った。ここはアブラハムとイサクとが寄留した所である。 


 And Jacob came to Isaac his father to Mamre -- to Kirjath-Arba, which is Hebron; where Abraham had sojourned, and Isaac.




 


  イサクの年は百八十歳であった。 


 And the days of Isaac were a hundred and eighty years.




 


  イサクは年老い、日満ちて息絶え、死んで、その民に加えられた。その子エサウとヤコブとは、これを葬った。 


 And Isaac expired and died, and was gathered to his peoples, old and full of days. And his sons Esau and Jacob buried him.
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  エサウ、すなわちエドムの系図は次のとおりである。 


 And these are the generations of Esau, that is Edom.




 


  エサウはカナンの娘たちのうちから妻をめとった。すなわちヘテびとエロンの娘アダと、ヒビびとヂベオンの子アナの娘アホリバマとである。 


 Esau took his wives of the daughters of Canaan: Adah the daughter of Elon the Hittite, and Oholibamah the daughter of Anah, daughter of Zibeon the Hivite,




 


  また、イシマエルの娘ネバヨテの妹バスマテをめとった。 


 and Basmath Ishmael's daughter, the sister of Nebaioth.




 


  アダはエリパズをエサウに産み、バスマテはリウエルを産み、 


 And Adah bore to Esau Eliphaz; and Basmath bore Reuel.




 


  アホリバマはエウシ、ヤラム、コラを産んだ。これらはエサウの子であって、カナンの地で彼に生れた者である。 


 And Oholibamah bore Jeush and Jaalam and Korah. These are the sons of Esau that were born to him in the land of Canaan.




 


  エサウは妻と子と娘と家のすべての人、家畜とすべての獣、またカナンの地で獲たすべての財産を携え、兄弟ヤコブを離れてほかの地へ行った。 


 And Esau took his wives, and his sons, and his daughters, and all the souls of his house, and his cattle, and all his beasts, and all his possessions, that he had acquired in the land of Canaan, and went into a country away from his brother Jacob.




 


  彼らの財産が多くて、一緒にいることができなかったからである。すなわち彼らが寄留した地は彼らの家畜のゆえに、彼らをささえることができなかったのである。 


 For their property was too great for them to dwell together, and the land where they were sojourners could not bear them, because of their cattle.




 


  こうしてエサウはセイルの山地に住んだ。エサウはすなわちエドムである。 


 Thus Esau dwelt in mount Seir; Esau is Edom.




 


  セイルの山地におったエドムびとの先祖エサウの系図は次のとおりである。 


 And these are the generations of Esau, the father of Edom, in mount Seir.




 


  エサウの子らの名は次のとおりである。すなわちエサウの妻アダの子はエリパズ。エサウの妻バスマテの子はリウエル。 


 These are the names of Esau's sons: Eliphaz, the son of Adah the wife of Esau; Reuel, the son of Basmath the wife of Esau.




 


  エリパズの子らはテマン、オマル、ゼポ、ガタム、ケナズである。 


 -- And the sons of Eliphaz were Teman, Omar, Zepho, and Gatam, and Kenaz.




 


  テムナはエサウの子エリパズのそばめで、アマレクをエリパズに産んだ。これらはエサウの妻アダの子らである。 


 And Timna was concubine to Eliphaz Esau's son, and she bore Amalek to Eliphaz. These are the sons of Adah Esau's wife.




 


  リウエルの子らは次のとおりである。すなわちナハテ、ゼラ、シャンマ、ミザであって、これらはエサウの妻バスマテの子らである。 


 -- And these are the sons of Reuel: Nahath and Zerah, Shammah and Mizzah. These are the sons of Basmath Esau's wife.




 


  ヂベオンの子アナの娘で、エサウの妻アホリバマの子らは次のとおりである。すなわち彼女はエウシ、ヤラム、コラをエサウに産んだ。 


 -- And these are the sons of Oholibamah, the daughter of Anah, daughter of Zibeon, Esau's wife: and she bore to Esau Jeush and Jaalam and Korah.




 


  エサウの子らの中で、族長たる者は次のとおりである。すなわちエサウの長子エリパズの子らはテマンの族長、オマルの族長、ゼポの族長、ケナズの族長、 


 These are the chiefs of the sons of Esau. The sons of Eliphaz, the firstborn of Esau: chief Teman, chief Omar, chief Zepho, chief Kenaz,




 


  コラの族長、ガタムの族長、アマレクの族長である。これらはエリパズから出た族長で、エドムの地におった。これらはアダの子らである。 


 chief Korah, chief Gatam, chief Amalek. These are the chiefs of Eliphaz in the land of Edom; these are the sons of Adah.




 


  エサウの子リウエルの子らは次のとおりである。すなわちナハテの族長、ゼラの族長、シャンマの族長、ミザの族長。これらはリウエルから出た族長で、エドムの地におった。これらはエサウの妻バスマテの子らである。 


 And these are the sons of Reuel Esau's son: chief Nahath, chief Zerah, chief Shammah, chief Mizzah: these are the chiefs of Reuel in the land of Edom; these are the sons of Basmath Esau's wife.




 


  エサウの妻アホリバマの子らは次のとおりである。すなわちエウシの族長、ヤラムの族長、コラの族長。これらはアナの娘で、エサウの妻アホリバマから出た族長である。 


 -- And these are the sons of Oholibamah Esau's wife: chief Jeush, chief Jaalam, chief Korah; these are the chiefs of Oholibamah the daughter of Anah, Esau's wife.




 


  これらはエサウすなわちエドムの子らで、族長たる者である。 


 These are the sons of Esau, and these their chiefs: he is Edom.




 


  この地の住民ホリびとセイルの子らは次のとおりである。すなわちロタン、ショバル、ヂベオン、アナ、 


 These are the sons of Seir the Horite, the inhabitant of the land: Lotan, and Shobal, and Zibeon, and Anah,




 


  デション、エゼル、デシャン。これらはセイルの子ホリびとから出た族長で、エドムの地におった。 


 and Dishon, and Ezer, and Dishan. These are the chiefs of the Horites, the sons of Seir in the land of Edom.




 


  ロタンの子らはホリ、ヘマムであり、ロタンの妹はテムナであった。 


 -- And the sons of Lotan were Hori and Hemam; and Lotan's sister was Timna.




 


  ショバルの子らは次のとおりである。すなわちアルワン、マナハテ、エバル、シポ、オナム。 


 -- And these are the sons of Shobal: Alvan, and Manahath, and Ebal, Shepho and Onam.




 


  ヂベオンの子らは次のとおりである。すなわちアヤとアナ。このアナは父ヂベオンのろばを飼っていた時、荒野で温泉を発見した者である。 


 -- And these are the sons of Zibeon: both Ajah and Anah. This is the Anah that found the warm springs in the wilderness as he fed the asses of Zibeon his father.




 


  アナの子らは次のとおりである。すなわちデションとアホリバマ。アホリバマはアナの娘である。 


 -- And these are the sons of Anah: Dishon, and Oholibamah the daughter of Anah.




 


  デションの子らは次のとおりである。すなわちヘムダン、エシバン、イテラン、ケラン。 


 -- And these are the sons of Dishon: Hemdan, and Eshban, and Ithran, and Cheran.




 


  エゼルの子らは次のとおりである。すなわちビルハン、ザワン、アカン。 


 -- These are the sons of Ezer: Bilhan, and Zaavan, and Akan.




 


  デシャンの子らは次のとおりである。すなわちウズとアラン。 


 -- These are the sons of Dishan: Uz and Aran.




 


  ホリびとから出た族長は次のとおりである。すなわちロタンの族長、ショバルの族長、ヂベオンの族長、アナの族長、 


 These are the chiefs of the Horites: chief Lotan, chief Shobal, chief Zibeon, chief Anah,




 


  デションの族長、エゼルの族長、デシャンの族長。これらはホリびとから出た族長であって、その氏族に従ってセイルの地におった者である。 


 chief Dishon, chief Ezer, chief Dishan. These are the chiefs of the Horites, according to their chiefs in the land of Seir.




 


  イスラエルの人々を治める王がまだなかった時、エドムの地を治めた王たちは次のとおりである。 


 And these are the kings that reigned in the land of Edom before there reigned a king over the children of Israel.




 


  ベオルの子ベラはエドムを治め、その都の名はデナバであった。 


 And Bela the son of Beor reigned in Edom; and the name of his city was Dinhabah.




 


  ベラが死んで、ボズラのゼラの子ヨバブがこれに代って王となった。 


 And Bela died; and Jobab the son of Zerah of Bozrah reigned in his stead.




 


  ヨバブが死んで、テマンびとの地のホシャムがこれに代って王となった。 


 And Jobab died; and Husham of the land of the Temanites reigned in his stead.




 


  ホシャムが死んで、ベダデの子ハダデがこれに代って王となった。彼はモアブの野でミデアンを撃った者である。その都の名はアビテであった。 


 And Husham died; and Hadad the son of Bedad, who smote Midian in the fields of Moab, reigned in his stead. And the name of his city was Avith.




 


  ハダデが死んで、マスレカのサムラがこれに代って王となった。 


 And Hadad died; and Samlah of Masrekah reigned in his stead.




 


  サムラが死んでユフラテ川のほとりにあるレホボテのサウルがこれに代って王となった。 


 And Samlah died; and Saul of Rehoboth on the river reigned in his stead.




 


  サウルが死んでアクボルの子バアル・ハナンがこれに代って王となった。 


 And Saul died; and Baal-hanan the son of Achbor reigned in his stead.




 


  アクボルの子バアル・ハナンが死んで、ハダルがこれに代って王となった。その都の名はパウであった。その妻の名はメヘタベルといって、メザハブの娘マテレデの娘であった。 


 And Baal-hanan the son of Achbor died; and Hadar reigned in his stead; and the name of his city was Pau; and his wife's name was Mehetabel, the daughter of Matred daughter of Mezahab.




 


  エサウから出た族長の名は、その氏族と住所と名に従って言えば次のとおりである。すなわちテムナの族長、アルワの族長、エテテの族長、 


 And these are the names of the chiefs of Esau, according to their families, after their places, with their names: chief Timna, chief Alvah, chief Jetheth,




 


  アホリバマの族長、エラの族長、ピノンの族長、 


 chief Oholibamah, chief Elah, chief Pinon,




 


  ケナズの族長、テマンの族長、ミブザルの族長、 


 chief Kenaz, chief Teman, chief Mibzar,




 


  マグデエルの族長、イラムの族長。これらはエドムの族長たちであって、その領地内の住所に従っていったものである。エドムびとの先祖はエサウである。 


 chief Magdiel, chief Iram. These are the chiefs of Edom, according to their dwelling-places in the land of their possession. This is Esau, the father of Edom.
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  ヤコブは父の寄留の地、すなわちカナンの地に住んだ。 


 And Jacob dwelt in the land where his father sojourned -- in the land of Canaan.




 


  ヤコブの子孫は次のとおりである。ヨセフは十七歳の時、兄弟たちと共に羊の群れを飼っていた。彼はまだ子供で、父の妻たちビルハとジルパとの子らと共にいたが、ヨセフは彼らの悪いうわさを父に告げた。 


 These are the generations of Jacob. Joseph, being seventeen years old, fed the flock with his brethren; and he was doing service with the sons of Bilhah, and with the sons of Zilpah, his father's wives. And Joseph brought to his father an evil report of them.




 


  ヨセフは年寄り子であったから、イスラエルは他のどの子よりも彼を愛して、彼のために長そでの着物をつくった。 


 And Israel loved Joseph more than all his sons, because he was son of his old age; and he made him a vest of many colours.




 


  兄弟たちは父がどの兄弟よりも彼を愛するのを見て、彼を憎み、穏やかに彼に語ることができなかった。 


 And his brethren saw that their father loved him more than all his brethren, and they hated him, and could not greet him with friendliness.




 


  ある時、ヨセフは夢を見て、それを兄弟たちに話したので、彼らは、ますます彼を憎んだ。 


 And Joseph dreamed a dream, and told [it] to his brethren, and they hated him yet the more.




 


  ヨセフは彼らに言った、「どうぞわたしが見た夢を聞いてください。 


 And he said to them, Hear, I pray you, this dream, which I have dreamt:




 


  わたしたちが畑の中で束を結わえていたとき、わたしの束が起きて立つと、あなたがたの束がまわりにきて、わたしの束を拝みました」。 


 Behold, we were binding sheaves in the fields, and lo, my sheaf rose up, and remained standing; and behold, your sheaves came round about and bowed down to my sheaf.




 


  すると兄弟たちは彼に向かって、「あなたはほんとうにわたしたちの王になるのか。あなたは実際わたしたちを治めるのか」と言って、彼の夢とその言葉のゆえにますます彼を憎んだ。 


 And his brethren said to him, Wilt thou indeed be a king over us? wilt thou indeed rule over us? And they hated him yet the more for his dreams and for his words.




 


  ヨセフはまた一つの夢を見て、それを兄弟たちに語って言った、「わたしはまた夢を見ました。日と月と十一の星とがわたしを拝みました」。 


 And he dreamed yet another dream, and told it to his brethren, and said, Behold, I have dreamt another dream, and behold, the sun and the moon and eleven stars bowed down to me.




 


  彼はこれを父と兄弟たちに語ったので、父は彼をとがめて言った、「あなたが見たその夢はどういうのか。ほんとうにわたしとあなたの母と、兄弟たちとが行って地に伏し、あなたを拝むのか」。 


 And he told [it] to his father and to his brethren. And his father rebuked him, and said to him, What is this dream which thou hast dreamt? Shall we indeed come, I and thy mother and thy brethren, to bow down ourselves to thee to the earth?




 


  兄弟たちは彼をねたんだ。しかし父はこの言葉を心にとめた。 


 And his brethren envied him; but his father kept the saying.




 


  さて兄弟たちがシケムに行って、父の羊の群れを飼っていたとき、 


 And his brethren went to feed their father's flock at Shechem.




 


  イスラエルはヨセフに言った、「あなたの兄弟たちはシケムで羊を飼っているではないか。さあ、あなたを彼らの所へつかわそう」。ヨセフは父に言った、「はい、行きます」。 


 And Israel said to Joseph, Do not thy brethren feed [the flock] at Shechem? Come, that I may send thee to them. And he said to him, Here am I.




 


  父は彼に言った、「どうか、行って、あなたの兄弟たちは無事であるか、また群れは無事であるか見てきて、わたしに知らせてください」。父が彼をヘブロンの谷からつかわしたので、彼はシケムに行った。 


 And he said to him, Go, I pray thee, see after the welfare of thy brethren, and after the welfare of the flock; and bring me word again. And he sent him out of the vale of Hebron; and he came towards Shechem.




 


  ひとりの人が彼に会い、彼が野をさまよっていたので、その人は彼に尋ねて言った、「あなたは何を捜しているのですか」。 


 And a man found him, and behold, he was wandering in the country; and the man asked him, saying, What seekest thou?




 


  彼は言った、「兄弟たちを捜しているのです。彼らが、どこで羊を飼っているのか、どうぞわたしに知らせてください」。 


 And he said, I am seeking my brethren: tell me, I pray thee, where they feed [their flocks].




 


  その人は言った、「彼らはここを去りました。彼らが『ドタンへ行こう』と言うのをわたしは聞きました」。そこでヨセフは兄弟たちのあとを追って行って、ドタンで彼らに会った。 


 And the man said, They have removed from this; for I heard them say, Let us go to Dothan. And Joseph went after his brethren, and found them at Dothan.




 


  ヨセフが彼らに近づかないうちに、彼らははるかにヨセフを見て、これを殺そうと計り、 


 And when they saw him from afar, and before he came near to them, they conspired against him to put him to death.




 


  互に言った、「あの夢見る者がやって来る。 


 And they said one to another, Behold, there comes that dreamer!




 


  さあ、彼を殺して穴に投げ入れ、悪い獣が彼を食ったと言おう。そして彼の夢がどうなるか見よう」。 


 And now come and let us kill him, and cast him into one of the pits, and we will say, An evil beast has devoured him; and we will see what becomes of his dreams.




 


  ルベンはこれを聞いて、ヨセフを彼らの手から救い出そうとして言った、「われわれは彼の命を取ってはならない」。 


 And Reuben heard [it], and delivered him out of their hand, and said, Let us not take his life.




 


  ルベンはまた彼らに言った、「血を流してはいけない。彼を荒野のこの穴に投げ入れよう。彼に手をくだしてはならない」。これはヨセフを彼らの手から救いだして父に返すためであった。 


 And Reuben said to them, Shed no blood: cast him into this pit which is in the wilderness; but lay no hand upon him -- in order that he might deliver him out of their hand, to bring him to his father again.




 


  さて、ヨセフが兄弟たちのもとへ行くと、彼らはヨセフの着物、彼が着ていた長そでの着物をはぎとり、 


 And it came to pass when Joseph came to his brethren, that they stripped Joseph of his vest, the vest of many colours, which he had on;




 


  彼を捕えて穴に投げ入れた。その穴はからで、その中に水はなかった。 


 and they took him and cast him into the pit; now the pit was empty -- there was no water in it.




 


  こうして彼らはすわってパンを食べた。時に彼らが目をあげて見ると、イシマエルびとの隊商が、らくだに香料と、乳香と、もつやくとを負わせてエジプトへ下り行こうとギレアデからやってきた。 


 And they sat down to eat bread; and they lifted up their eyes and looked, and behold, a caravan of Ishmaelites came from Gilead; and their camels bore tragacanth, and balsam, and ladanum -- going to carry [it] down to Egypt.




 


  そこでユダは兄弟たちに言った、「われわれが弟を殺し、その血を隠して何の益があろう。 


 And Judah said to his brethren, What profit is it that we kill our brother and secrete his blood?




 


  さあ、われわれは彼をイシマエルびとに売ろう。彼はわれわれの兄弟、われわれの肉身だから、彼に手を下してはならない」。兄弟たちはこれを聞き入れた。 


 Come and let us sell him to the Ishmaelites; but let not our hand be upon him; for he is our brother, our flesh. And his brethren hearkened [to him].




 


  時にミデアンびとの商人たちが通りかかったので、彼らはヨセフを穴から引き上げ、銀二十シケルでヨセフをイシマエルびとに売った。彼らはヨセフをエジプトへ連れて行った。 


 And Midianitish men, merchants, passed by; and they drew and lifted up Joseph out of the pit, and sold Joseph to the Ishmaelites for twenty silver-pieces; and they brought Joseph to Egypt.




 


  さてルベンは穴に帰って見たが、ヨセフが穴の中にいなかったので、彼は衣服を裂き、 


 And Reuben returned to the pit, and behold, Joseph [was] not in the pit; and he rent his garments,




 


  兄弟たちのもとに帰って言った、「あの子はいない。ああ、わたしはどこへ行くことができよう」。 


 and returned to his brethren, and said, The child is not; and I, where shall I go?




 


  彼らはヨセフの着物を取り、雄やぎを殺して、着物をその血に浸し、 


 And they took Joseph's vest, and slaughtered a buck of the goats, and dipped the vest in the blood;




 


  その長そでの着物を父に持ち帰って言った、「わたしたちはこれを見つけましたが、これはあなたの子の着物か、どうか見さだめてください」。 


 and they sent the vest of many colours and had it carried to their father, and said, This have we found: discern now whether it is thy son's vest or not.




 


  父はこれを見さだめて言った、「わが子の着物だ。悪い獣が彼を食ったのだ。確かにヨセフはかみ裂かれたのだ」。 


 And he discerned it, and said, [It is] my son's vest! an evil beast has devoured him: Joseph is without doubt rent in pieces!




 


  そこでヤコブは衣服を裂き、荒布を腰にまとって、長い間その子のために嘆いた。 


 And Jacob rent his clothes, and put sackcloth on his loins, and mourned for his son many days.




 


  子らと娘らとは皆立って彼を慰めようとしたが、彼は慰められるのを拒んで言った、「いや、わたしは嘆きながら陰府に下って、わが子のもとへ行こう」。こうして父は彼のために泣いた。 


 And all his sons and all his daughters rose up to comfort him, but he refused to be comforted, and said, For I will go down to my son into Sheol mourning. Thus his father wept for him.




 


  さて、かのミデアンびとらはエジプトでパロの役人、侍衛長ポテパルにヨセフを売った。 


 And the Midianites sold him into Egypt, to Potiphar, a chamberlain of Pharaoh, the captain of the life-guard.
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  そのころユダは兄弟たちを離れて下り、アドラムびとで、名をヒラという者の所へ行った。 


 And it came to pass at that time, that Judah went down from his brethren, and turned in to a man of Adullam whose name was Hirah.




 


  ユダはその所で、名をシュアというカナンびとの娘を見て、これをめとり、その所にはいった。 


 And Judah saw there the daughter of a Canaanitish man whose name was Shua; and he took her, and went in to her.




 


  彼女はみごもって男の子を産んだので、ユダは名をエルと名づけた。 


 And she conceived and bore a son; and he called his name Er.




 


  彼女は再びみごもって男の子を産み、名をオナンと名づけた。 


 And she again conceived and bore a son, and she called his name Onan.




 


  また重ねて、男の子を産み、名をシラと名づけた。彼女はこの男の子を産んだとき、クジブにおった。 


 And again she bore a son, and she called his name Shelah; and he was at Chezib when she bore him.




 


  ユダは長子エルのために、名をタマルという妻を迎えた。 


 And Judah took a wife for Er his firstborn, and her name was Tamar.




 


  しかしユダの長子エルは主の前に悪い者であったので、主は彼を殺された。 


 And Er, Judah's firstborn, was wicked in the sight of Jehovah, and Jehovah slew him.




 


  そこでユダはオナンに言った、「兄の妻の所にはいって、彼女をめとり、兄に子供を得させなさい」。 


 Then Judah said to Onan, Go in to thy brother's wife, and fulfil to her the brother-in-law's duty, and raise up seed to thy brother.




 


  しかしオナンはその子が自分のものとならないのを知っていたので、兄の妻の所にはいった時、兄に子を得させないために地に洩らした。 


 But when Onan knew that the seed should not be his own, it came to pass when he went in to his brother's wife, that he spilled [it] on the ground, in order to give no seed to his brother.




 


  彼のした事は主の前に悪かったので、主は彼をも殺された。 


 And the thing which he did was evil in the sight of Jehovah, and he slew him also.




 


  そこでユダはその子の妻タマルに言った、「わたしの子シラが成人するまで、寡婦のままで、あなたの父の家にいなさい」。彼は、シラもまた兄弟たちのように死ぬかもしれないと、思ったからである。それでタマルは行って父の家におった。 


 And Judah said to Tamar his daughter-in-law, Remain a widow in thy father's house, until Shelah my son is grown; for he said, Lest he die also, as his brethren. And Tamar went and remained in her father's house.




 


  日がたってシュアの娘ユダの妻は死んだ。その後、ユダは喪を終ってその友アドラムびとヒラと共にテムナに上り、自分の羊の毛を切る者のところへ行った。 


 And as the days were multiplied, Judah's wife, the daughter of Shua, died. And Judah was comforted, and he went up to his sheep-shearers, to Timnah, he and his friend Hirah the Adullamite.




 


  時に、ひとりの人がタマルに告げて、「あなたのしゅうとが羊の毛を切るためにテムナに上って来る」と言ったので、 


 And it was told Tamar, saying, Behold thy father-in-law is going up to Timnah to shear his sheep.




 


  彼女は寡婦の衣服を脱ぎすて、被衣で身をおおい隠して、テムナへ行く道のかたわらにあるエナイムの入口にすわっていた。彼女はシラが成人したのに、自分がその妻にされないのを知ったからである。 


 And she put the garments of her widowhood off from her, and covered herself with a veil, and wrapped herself, and sat in the entry of Enaim, which is on the way to Timnah; for she saw that Shelah was grown, and she was not given to him as wife.




 


  ユダは彼女を見たとき、彼女が顔をおおっていたため、遊女だと思い、 


 And Judah saw her, and took her for a harlot; because she had covered her face.




 


  道のかたわらで彼女に向かって言った、「さあ、あなたの所にはいらせておくれ」。彼はこの女がわが子の妻であることを知らなかったからである。彼女は言った、「わたしの所にはいるため、何をくださいますか」。 


 And he turned aside to her by the way, and said, Come, I pray thee, let me go in to thee; for he did not know that she was his daughter-in-law. And she said, What wilt thou give me, that thou mayest come in to me?




 


  ユダは言った、「群れのうちのやぎの子をあなたにあげよう」。彼女は言った、「それをくださるまで、しるしをわたしにくださいますか」。 


 And he said, I will send [thee] a kid of the goats from the flock. And she said, Wilt thou give [me] a pledge, until thou send it?




 


  ユダは言った、「どんなしるしをあげようか」。彼女は言った、「あなたの印と紐と、あなたの手にあるつえとを」。彼はこれらを与えて彼女の所にはいった。彼女はユダによってみごもった。 


 And he said, What pledge shall I give thee? And she said, Thy signet, and thy lace, and thy staff which is in thy hand. And he gave [it] her, and went in to her; and she conceived by him.




 


  彼女は起きて去り、被衣を脱いで寡婦の衣服を着た。 


 And she arose and went away; and she laid by her veil from her, and put on the garments of her widowhood.




 


  やがてユダはその女からしるしを取りもどそうと、その友アドラムびとに託してやぎの子を送ったけれども、その女を見いだせなかった。 


 And Judah sent the kid of the goats by the hand of his friend the Adullamite, to receive the pledge from the woman's hand; but he found her not.




 


  そこで彼はその所の人々に尋ねて言った、「エナイムで道のかたわらにいた遊女はどこにいますか」。彼らは言った、「ここには遊女はいません」。 


 And he asked the men of her place, saying, Where is the prostitute that was at Enaim, by the way-side? And they said, There was no prostitute here.




 


  彼はユダのもとに帰って言った、「わたしは彼女を見いだせませんでした。またその所の人々は、『ここには遊女はいない』と言いました」。 


 And he returned to Judah, and said, I have not found her; and also the men of the place said, No prostitute has been here.




 


  そこでユダは言った、「女に持たせておこう。わたしたちは恥をかくといけないから。とにかく、わたしはこのやぎの子を送ったが、あなたは彼女を見いだせなかったのだ」。 


 Then Judah said, Let her take [it] for herself, lest we be put to shame. Behold, I sent this kid, and thou hast not found her.




 


  ところが三月ほどたって、ひとりの人がユダに言った、「あなたの嫁タマルは姦淫しました。そのうえ、彼女は姦淫によってみごもりました」。ユダは言った、「彼女を引き出して焼いてしまえ」。 


 And it came to pass about three months after, that it was told Judah, saying, Tamar thy daughter-in-law has committed fornication, and behold, she is also with child by fornication. And Judah said, Bring her forth, that she may be burned.




 


  彼女は引き出された時、そのしゅうとに人をつかわして言った、「わたしはこれをもっている人によって、みごもりました」。彼女はまた言った、「どうか、この印と、紐と、つえとはだれのものか、見定めてください」。 


 When she was brought forth, she sent to her father-in-law, saying, By the man to whom these [belong] am I with child; and she said, Acknowledge, I pray thee, whose are this signet, and this lace, and this staff.




 


  ユダはこれを見定めて言った、「彼女はわたしよりも正しい。わたしが彼女をわが子シラに与えなかったためである」。彼は再び彼女を知らなかった。 


 And Judah acknowledged [them], and said, She is more righteous than I, because I have not given her to Shelah my son. And he knew her again no more.




 


  さて彼女の出産の時がきたが、胎内には、ふたごがあった。 


 And it came to pass at the time of her delivery, that behold, twins were in her womb.




 


  出産の時に、ひとりの子が手を出したので、産婆は、「これがさきに出た」と言い、緋の糸を取って、その手に結んだ。 


 And it came to pass when she brought forth, that one stretched out [his] hand, and the midwife took it and bound round his hand a scarlet thread, saying, This came out first.




 


  そして、その子が手をひっこめると、その弟が出たので、「どうしてあなたは自分で破って出るのか」と言った。これによって名はペレヅと呼ばれた。 


 And it came to pass as he drew back his hand, that behold, his brother came out; and she said, How hast thou broken forth! on thee be the breach! And they called his name Pherez.




 


  その後、手に緋の糸のある兄が出たので、名はゼラと呼ばれた。 


 And afterwards came out his brother, round whose hand was the scarlet thread; and they called his name Zerah.
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  さてヨセフは連れられてエジプトに下ったが、パロの役人で侍衛長であったエジプトびとポテパルは、彼をそこに連れ下ったイシマエルびとらの手から買い取った。 


 And Joseph was brought down to Egypt; and Potiphar, a chamberlain of Pharaoh, the captain of the life-guard, an Egyptian, bought him of the hand of the Ishmaelites who had brought him down thither.




 


  主がヨセフと共におられたので、彼は幸運な者となり、その主人エジプトびとの家におった。 


 And Jehovah was with Joseph, and he was a prosperous man; and he was in the house of his master the Egyptian.




 


  その主人は主が彼とともにおられることと、主が彼の手のすることをすべて栄えさせられるのを見た。 


 And his master saw that Jehovah was with him, and that Jehovah made all that he did to prosper in his hand.




 


  そこで、ヨセフは彼の前に恵みを得、そのそば近く仕えた。彼はヨセフに家をつかさどらせ、持ち物をみな彼の手にゆだねた。 


 And Joseph found favour in his eyes, and attended on him; and he set him over his house, and all that he had he gave into his hand.




 


  彼がヨセフに家とすべての持ち物をつかさどらせた時から、主はヨセフのゆえにそのエジプトびとの家を恵まれたので、主の恵みは彼の家と畑とにあるすべての持ち物に及んだ。 


 And it came to pass from the time he had set him over his house and all that he had, that Jehovah blessed the Egyptian's house for Joseph's sake; and the blessing of Jehovah was on all that he had in the house and in the field.




 


  そこで彼は持ち物をみなヨセフの手にゆだねて、自分が食べる物のほかは、何をも顧みなかった。さてヨセフは姿がよく、顔が美しかった。 


 And he left all that he had in Joseph's hand, and took cognizance of nothing with him, save the bread that he ate. And Joseph was of a beautiful form and of a beautiful countenance.




 


  これらの事の後、主人の妻はヨセフに目をつけて言った、「わたしと寝なさい」。 


 And it came to pass after these things, that his master's wife cast her eyes on Joseph, and said, Lie with me!




 


  ヨセフは拒んで、主人の妻に言った、「御主人はわたしがいるので家の中の何をも顧みず、その持ち物をみなわたしの手にゆだねられました。 


 But he refused, and said to his master's wife, Behold, my master takes cognizance of nothing with me: what is in the house, and all that he has, he has given into my hand.




 


  この家にはわたしよりも大いなる者はありません。また御主人はあなたを除いては、何をもわたしに禁じられませんでした。あなたが御主人の妻であるからです。どうしてわたしはこの大きな悪をおこなって、神に罪を犯すことができましょう」。 


 There is none greater in this house than I; neither has he withheld anything from me but thee, because thou art his wife; and how should I do this great wickedness, and sin against God?




 


  彼女は毎日ヨセフに言い寄ったけれども、ヨセフは聞きいれず、彼女と寝なかった。また共にいなかった。 


 And it came to pass as she spoke to Joseph day by day and he hearkened not to her, to lie with her [and] to be with her,




 


  ある日ヨセフが務をするために家にはいった時、家の者がひとりもそこにいなかったので、 


 that on a certain day he went into the house to do his business, and there was none of the men of the house there in the house.




 


  彼女はヨセフの着物を捕えて、「わたしと寝なさい」と言った。ヨセフは着物を彼女の手に残して外にのがれ出た。 


 Then she caught him by his garment, saying, Lie with me! But he left his garment in her hand, and fled and ran out.




 


  彼女はヨセフが着物を自分の手に残して外にのがれたのを見て、 


 And it came to pass, when she saw that he had left his garment in her hand and had fled forth,




 


  その家の者どもを呼び、彼らに告げて言った、「主人がわたしたちの所に連れてきたヘブルびとは、わたしたちに戯れます。彼はわたしと寝ようとして、わたしの所にはいったので、わたしは大声で叫びました。 


 that she called to the men of her house, and spoke to them, saying, See, he has brought in a Hebrew man to us, to mock us: he came in to me, to lie with me; and I cried with a loud voice;




 


  彼はわたしが声をあげて叫ぶのを聞くと、着物をわたしの所に残して外にのがれ出ました」。 


 and it came to pass when he heard that I lifted up my voice and cried, that he left his garment with me, and fled and went out.




 


  彼女はその着物をかたわらに置いて、主人の帰って来るのを待った。 


 And she laid his garment by her until his lord came home.




 


  そして彼女は次のように主人に告げた、「あなたがわたしたちに連れてこられたヘブルのしもべはわたしに戯れようとして、わたしの所にはいってきました。 


 And she spoke to him according to these words, saying, The Hebrew bondman that thou hast brought to us came in to me to mock me;




 


  わたしが声をあげて叫んだので、彼は着物をわたしの所に残して外にのがれました」。 


 and it came to pass as I lifted up my voice and cried, that he left his garment with me, and fled forth.




 


  主人はその妻が「あなたのしもべは、わたしにこんな事をした」と告げる言葉を聞いて、激しく怒った。 


 And it came to pass when his lord heard the words of his wife which she spoke to him, saying, After this manner did thy bondman to me, that his wrath was kindled.




 


  そしてヨセフの主人は彼を捕えて、王の囚人をつなぐ獄屋に投げ入れた。こうしてヨセフは獄屋の中におったが、 


 And Joseph's lord took him and put him into the tower-house, [the] place where the king's prisoners were confined; and he was there in the tower-house.




 


  主はヨセフと共におられて彼にいつくしみを垂れ、獄屋番の恵みをうけさせられた。 


 And Jehovah was with Joseph, and extended mercy to him, and gave him favour in the eyes of the chief of the tower-house.




 


  獄屋番は獄屋におるすべての囚人をヨセフの手にゆだねたので、彼はそこでするすべての事をおこなった。 


 And the chief of the tower-house committed to Joseph's hand all the prisoners that were in the tower-house; and whatever they had to do there he did.




 


  獄屋番は彼の手にゆだねた事はいっさい顧みなかった。主がヨセフと共におられたからである。主は彼のなす事を栄えさせられた。 


 The chief of the tower-house looked not to anything under his hand, because Jehovah was with him; and what he did, Jehovah made it prosper.
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  これらの事の後、エジプト王の給仕役と料理役とがその主君エジプト王に罪を犯した。 


 And it came to pass after these things, [that] the cup-bearer of the king of Egypt and the baker offended their lord the king of Egypt.




 


  パロはふたりの役人、すなわち給仕役の長と料理役の長に向かって憤り、 


 And Pharaoh was wroth with his two chamberlains -- with the chief of the cup-bearers and with the chief of the bakers;




 


  侍衛長の家の監禁所、すなわちヨセフがつながれている獄屋に入れた。 


 and he put them in custody into the house of the captain of the life-guard, into the tower-house, into the place where Joseph was imprisoned.




 


  侍衛長はヨセフに命じて彼らと共におらせたので、ヨセフは彼らに仕えた。こうして彼らは監禁所で幾日かを過ごした。 


 And the captain of the life-guard appointed Joseph to them, that he should attend on them. And they were [several] days in custody.




 


  さて獄屋につながれたエジプト王の給仕役と料理役のふたりは一夜のうちにそれぞれ意味のある夢を見た。 


 And they dreamed a dream, both of them in one night, each his dream, each according to the interpretation of his dream, the cup-bearer and the baker of the king of Egypt, who were imprisoned in the tower-house.




 


  ヨセフが朝、彼らのところへ行って見ると、彼らは悲しみに沈んでいた。 


 And Joseph came in to them in the morning, and looked on them, and behold, they were sad.




 


  そこでヨセフは自分と一緒に主人の家の監禁所にいるパロの役人たちに尋ねて言った、「どうして、きょう、あなたがたの顔色が悪いのですか」。 


 And he asked Pharaoh's chamberlains that were with him in custody in his lord's house, saying, Why are your faces [so] sad to-day?




 


  彼らは言った、「わたしたちは夢を見ましたが、解いてくれる者がいません」。ヨセフは彼らに言った、「解くことは神によるのではありませんか。どうぞ、わたしに話してください」。 


 And they said to him, We have dreamt a dream, and there is no interpreter of it. And Joseph said to them, [Do] not interpretations [belong] to God? tell me [your dreams], I pray you.




 


  給仕役の長はその夢をヨセフに話して言った、「わたしが見た夢で、わたしの前に一本のぶどうの木がありました。 


 Then the chief of the cup-bearers told his dream to Joseph, and said to him, In my dream, behold, a vine was before me;




 


  そのぶどうの木に三つの枝があって、芽を出し、花が咲き、ぶどうのふさが熟しました。 


 and in the vine were three branches; and it was as though it budded: its blossoms shot forth, its clusters ripened into grapes.




 


  時にわたしの手に、パロの杯があって、わたしはそのぶどうを取り、それをパロの杯にしぼり、その杯をパロの手にささげました」。 


 And Pharaoh's cup was in my hand; and I took the grapes, and pressed them into Pharaoh's cup, and gave the cup into Pharaoh's hand.




 


  ヨセフは言った、「その解き明かしはこうです。三つの枝は三日です。 


 And Joseph said to him, This is the interpretation of it: the three branches are three days.




 


  今から三日のうちにパロはあなたの頭を上げて、あなたを元の役目に返すでしょう。あなたはさきに給仕役だった時にされたように、パロの手に杯をささげられるでしょう。 


 In yet three days will Pharaoh lift up thy head and restore thee to thy place, and thou shalt deliver Pharaoh's cup into his hand, after the former manner when thou wast his cup-bearer.




 


  それで、あなたがしあわせになられたら、わたしを覚えていて、どうかわたしに恵みを施し、わたしの事をパロに話して、この家からわたしを出してください。 


 Only bear a remembrance with thee of me when it goes well with thee, and deal kindly, I pray thee, with me, and make mention of me to Pharaoh, and bring me out of this house;




 


  わたしは、実はヘブルびとの地からさらわれてきた者です。またここでもわたしは地下の獄屋に入れられるような事はしなかったのです」。 


 for indeed I was stolen out of the land of the Hebrews, and here also have I done nothing that they should put me into the dungeon.




 


  料理役の長はその解き明かしの良かったのを見て、ヨセフに言った、「わたしも夢を見たが、白いパンのかごが三つ、わたしの頭の上にあった。 


 And when the chief of the bakers saw that the interpretation was good, he said to Joseph, I also was in my dream, and behold, three baskets of white bread were on my head.




 


  一番上のかごには料理役がパロのために作ったさまざまの食物があったが、鳥がわたしの頭の上のかごからそれを食べていた」。 


 And in the uppermost basket there were all manner of victuals for Pharaoh that the baker makes, and the birds ate them out of the basket upon my head.




 


  ヨセフは答えて言った、「その解き明かしはこうです。三つのかごは三日です。 


 And Joseph answered and said, This is the interpretation of it: the three baskets are three days.




 


  今から三日のうちにパロはあなたの頭を上げ離して、あなたを木に掛けるでしょう。そして鳥があなたの肉を食い取るでしょう」。 


 In yet three days will Pharaoh lift up thy head from off thee, and hang thee on a tree; and the birds will eat thy flesh from off thee.




 


  さて三日目はパロの誕生日であったので、パロはすべての家来のためにふるまいを設け、家来のうちの給仕役の長の頭と、料理役の長の頭を上げた。 


 And it came to pass the third day -- Pharaoh's birthday -- that he made a feast to all his bondmen. And he lifted up the head of the chief of the cup-bearers, and the head of the chief of the bakers among his bondmen.




 


  すなわちパロは給仕役の長を給仕役の職に返したので、彼はパロの手に杯をささげた。 


 And he restored the chief of the cup-bearers to his office of cup-bearer again; and he gave the cup into Pharaoh's hand.




 


  しかしパロは料理役の長を木に掛けた。ヨセフが彼らに解き明かしたとおりである。 


 And he hanged the chief of the bakers, as Joseph had interpreted to them.




 


  ところが、給仕役の長はヨセフを思い出さず、忘れてしまった。 


 But the chief of the cup-bearers did not remember Joseph, and forgot him.
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  二年の後パロは夢を見た。夢に、彼はナイル川のほとりに立っていた。 


 And it came to pass at the end of two full years, that Pharaoh dreamed, and behold, he stood by the river.




 


  すると、その川から美しい、肥え太った七頭の雌牛が上がってきて葦を食っていた。 


 And behold, there came up out of the river seven kine, fine-looking and fat-fleshed, and they fed in the reed-grass.




 


  その後、また醜い、やせ細った他の七頭の雌牛が川から上がってきて、川の岸にいた雌牛のそばに立ち、 


 And behold, seven other kine came up after them out of the river, bad-looking and lean-fleshed, and stood by the kine on the bank of the river.




 


  その醜い、やせ細った雌牛が、あの美しい、肥えた七頭の雌牛を食いつくした。ここでパロは目が覚めた。 


 And the kine that were bad-looking and lean-fleshed ate up the seven kine that were fine-looking and fat. And Pharaoh awoke.




 


  彼はまた眠って、再び夢を見た。夢に、一本の茎に太った良い七つの穂が出てきた。 


 And he slept and dreamed the second time; and behold, seven ears of corn grew up on one stalk, fat and good.




 


  その後また、やせて、東風に焼けた七つの穂が出てきて、 


 And behold, seven ears, thin and parched with the east wind, sprung up after them.




 


  そのやせた穂が、あの太って実った七つの穂をのみつくした。ここでパロは目が覚めたが、それは夢であった。 


 And the thin ears devoured the seven fat and full ears. And Pharaoh awoke; and behold, it was a dream.




 


  朝になって、パロは心が騒ぎ、人をつかわして、エジプトのすべての魔術師とすべての知者とを呼び寄せ、彼らに夢を告げたが、これをパロに解き明かしうる者がなかった。 


 And it came to pass in the morning, that his spirit was troubled; and he sent and called for all the scribes of Egypt, and all the sages who were therein, and Pharaoh told them his dream; but [there was] none to interpret them to Pharaoh.




 


  そのとき給仕役の長はパロに告げて言った、「わたしはきょう、自分のあやまちを思い出しました。 


 Then spoke the chief of the cup-bearers to Pharaoh, saying, I remember mine offences this day.




 


  かつてパロがしもべらに向かって憤り、わたしと料理役の長とを侍衛長の家の監禁所にお入れになった時、 


 Pharaoh was wroth with his bondmen, and put me in custody into the captain of the life-guard's house, me and the chief of the bakers.




 


  わたしも彼も一夜のうちに夢を見、それぞれ意味のある夢を見ましたが、 


 And we dreamed a dream in one night, I and he; we dreamed each according to the interpretation of his dream.




 


  そこに侍衛長のしもべで、ひとりの若いヘブルびとがわれわれと共にいたので、彼に話したところ、彼はわれわれの夢を解き明かし、その夢によって、それぞれ解き明かしをしました。 


 And there was there with us a Hebrew youth, a bondman of the captain of the life-guard, to whom we told [them], and he interpreted to us our dreams; to each he interpreted according to his dream.




 


  そして彼が解き明かしたとおりになって、パロはわたしを職に返し、彼を木に掛けられました」。 


 And it came to pass, just as he interpreted to us, so it came about: me has he restored to my office, and him he hanged.




 


  そこでパロは人をつかわしてヨセフを呼んだ。人々は急いで彼を地下の獄屋から出した。ヨセフは、ひげをそり、着物を着替えてパロのもとに行った。 


 Then Pharaoh sent and called Joseph; and they brought him hastily out of the dungeon. And he shaved [himself], and changed his clothes, and came in to Pharaoh.




 


  パロはヨセフに言った、「わたしは夢を見たが、これを解き明かす者がない。聞くところによると、あなたは夢を聞いて、解き明かしができるそうだ」。 


 And Pharaoh said to Joseph, I have dreamt a dream, and there is none to interpret it. And I have heard say of thee, thou understandest a dream to interpret it.




 


  ヨセフはパロに答えて言った、「いいえ、わたしではありません。神がパロに平安をお告げになりましょう」。 


 And Joseph answered Pharaoh, saying, It is not in me: God will give Pharaoh an answer of peace.




 


  パロはヨセフに言った、「夢にわたしは川の岸に立っていた。 


 And Pharaoh said to Joseph, In my dream, behold, I stood on the bank of the river.




 


  その川から肥え太った、美しい七頭の雌牛が上がってきて葦を食っていた。 


 And behold, there came up out of the river seven kine, fat-fleshed and of fine form, and they fed in the reed-grass.




 


  その後、弱く、非常に醜い、やせ細った他の七頭の雌牛がまた上がってきた。わたしはエジプト全国で、このような醜いものをまだ見たことがない。 


 And behold, seven other kine came up after them, poor, and very ill-formed, and lean-fleshed -- such as I never saw in all the land of Egypt for badness.




 


  ところがそのやせた醜い雌牛が、初めの七頭の肥えた雌牛を食いつくしたが、 


 And the lean and bad kine ate up the seven first fat kine;




 


  腹にはいっても、腹にはいった事が知れず、やはり初めのように醜かった。ここでわたしは目が覚めた。 


 and they came into their belly, and it could not be known that they had come into their belly; and their look was bad, as at the beginning. And I awoke.




 


  わたしはまた夢をみた。一本の茎に七つの実った良い穂が出てきた。 


 And I saw in my dream, and behold, seven ears came up on one stalk, full and good.




 


  その後、やせ衰えて、東風に焼けた七つの穂が出てきたが、 


 And behold, seven ears, withered, thin, parched with the east wind, sprung up after them;




 


  そのやせた穂が、あの七つの良い穂をのみつくした。わたしは魔術師に話したが、わたしにそのわけを示しうる者はなかった」。 


 and the thin ears devoured the seven good ears. And I told it to the scribes; but there was none to make it known to me.




 


  ヨセフはパロに言った、「パロの夢は一つです。神がこれからしようとすることをパロに示されたのです。 


 And Joseph said to Pharaoh, The dream of Pharaoh is one. What God will do he has made known to Pharaoh.




 


  七頭の良い雌牛は七年です。七つの良い穂も七年で、夢は一つです。 


 The seven fine kine are seven years; and the seven good ears are seven years: the dream is one.




 


  あとに続いて、上がってきた七頭のやせた醜い雌牛は七年で、東風に焼けた実の入らない七つの穂は七年のききんです。 


 And the seven lean and bad kine that came up after them are seven years; and the seven empty ears, parched with the east wind, will be seven years of famine.




 


  わたしがパロに申し上げたように、神がこれからしようとすることをパロに示されたのです。 


 This is the word which I have spoken to Pharaoh: what God is about to do he has let Pharaoh see.




 


  エジプト全国に七年の大豊作があり、 


 Behold, there come seven years of great plenty throughout the land of Egypt.




 


  その後七年のききんが起り、その豊作はみなエジプトの国で忘れられて、そのききんは国を滅ぼすでしょう。 


 And there will arise after them seven years of famine; and all the plenty will be forgotten in the land of Egypt, and the famine will waste away the land.




 


  後に来るそのききんが、非常に激しいから、その豊作は国のうちで記憶されなくなるでしょう。 


 And the plenty will not be known afterwards in the land by reason of that famine; for it will be very grievous.




 


  パロが二度重ねて夢を見られたのは、この事が神によって定められ、神がすみやかにこれをされるからです。 


 And as regards the double repetition of the dream to Pharaoh, it is that the thing is established by God, and God will hasten to do it.




 


  それゆえパロは今、さとく、かつ賢い人を尋ね出してエジプトの国を治めさせなさい。 


 And now let Pharaoh look himself out a man discreet and wise, and set him over the land of Egypt.




 


  パロはこうして国中に監督を置き、その七年の豊作のうちに、エジプトの国の産物の五分の一を取り、 


 Let Pharaoh do [this]: let him appoint overseers over the land, and take the fifth part of the land of Egypt during the seven years of plenty,




 


  続いて来る良い年々のすべての食糧を彼らに集めさせ、穀物を食糧として、パロの手で町々にたくわえ守らせなさい。 


 and let them gather all the food of these coming good years, and lay up corn under the hand of Pharaoh, for food in the cities, and keep [it].




 


  こうすれば食糧は、エジプトの国に臨む七年のききんに備えて、この国のためにたくわえとなり、この国はききんによって滅びることがないでしょう」。 


 And let the food be as store for the land for the seven years of famine, which will be in the land of Egypt, that the land perish not through the famine.




 


  この事はパロとそのすべての家来たちの目にかなった。 


 And the word was good in the eyes of Pharaoh, and in the eyes of all his bondmen.




 


  そこでパロは家来たちに言った、「われわれは神の霊をもつこのような人を、ほかに見いだし得ようか」。 


 And Pharaoh said to his bondmen, Shall we find [one] as this, a man in whom the Spirit of God is?




 


  またパロはヨセフに言った、「神がこれを皆あなたに示された。あなたのようにさとく賢い者はない。 


 And Pharaoh said to Joseph, Since God has made all this known to thee, there is none [so] discreet and wise as thou.




 


  あなたはわたしの家を治めてください。わたしの民はみなあなたの言葉に従うでしょう。わたしはただ王の位でだけあなたにまさる」。 


 Thou shalt be over my house, and according to thy commandment shall all my people regulate themselves; only concerning the throne will I be greater than thou.




 


  パロは更にヨセフに言った、「わたしはあなたをエジプト全国のつかさとする」。 


 And Pharaoh said to Joseph, See, I have set thee over all the land of Egypt.




 


  そしてパロは指輪を手からはずして、ヨセフの手にはめ、亜麻布の衣服を着せ、金の鎖をくびにかけ、 


 And Pharaoh took off his ring from his hand, and put it on Joseph's hand, and arrayed him in clothes of byssus, and put a gold chain on his neck.




 


  自分の第二の車に彼を乗せ、「ひざまずけ」とその前に呼ばわらせ、こうして彼をエジプト全国のつかさとした。 


 And he caused him to ride in the second chariot that he had; and they cried before him, Bow the knee! and he set him over all the land of Egypt.




 


  ついでパロはヨセフに言った、「わたしはパロである。あなたの許しがなければエジプト全国で、だれも手足を上げることはできない」。 


 And Pharaoh said to Joseph, I am Pharaoh; and without thee shall no man lift up his hand or his foot in all the land of Egypt.




 


  パロはヨセフの名をザフナテ・パネアと呼び、オンの祭司ポテペラの娘アセナテを妻として彼に与えた。ヨセフはエジプトの国を巡った。 


 And Pharaoh called Joseph's name Zaphnath-paaneah, and gave him as wife Asnath the daughter of Potipherah the priest in On. And Joseph went out over the land of Egypt.




 


  ヨセフがエジプトの王パロの前に立った時は三十歳であった。ヨセフはパロの前を出て、エジプト全国をあまねく巡った。 


 And Joseph was thirty years old when he stood before Pharaoh king of Egypt. And Joseph went out from Pharaoh, and passed through the whole land of Egypt.




 


  さて七年の豊作のうちに地は豊かに物を産した。 


 And in the seven years of plenty the land brought forth by handfuls.




 


  そこでヨセフはエジプトの国にできたその七年間の食糧をことごとく集め、その食糧を町々に納めさせた。すなわち町の周囲にある畑の食糧をその町の中に納めさせた。 


 And he gathered up all the food of the seven years that was in the land of Egypt, and put the food in the cities; the food of the fields of the city, which were round about it, he laid up in it.




 


  ヨセフは穀物を海の砂のように、非常に多くたくわえ、量りきれなくなったので、ついに量ることをやめた。 


 And Joseph laid up corn as sand of the sea exceeding much, until they left off numbering; for it was without number.




 


  ききんの年の来る前にヨセフにふたりの子が生れた。これらはオンの祭司ポテペラの娘アセナテが産んだのである。 


 And to Joseph were born two sons before the year of famine came, whom Asnath the daughter of Potipherah the priest in On bore to him.




 


  ヨセフは長子の名をマナセと名づけて言った、「神がわたしにすべての苦難と父の家のすべての事を忘れさせられた」。 


 And Joseph called the name of the firstborn Manasseh -- For God has made me forget all my toil, and all my father's house.




 


  また次の子の名をエフライムと名づけて言った、「神がわたしを悩みの地で豊かにせられた」。 


 And the name of the second he called Ephraim -- For God has caused me to be fruitful in the land of my affliction.




 


  エジプトの国にあった七年の豊作が終り、 


 And the seven years of plenty that were in the land of Egypt were ended;




 


  ヨセフの言ったように七年のききんが始まった。そのききんはすべての国にあったが、エジプト全国には食物があった。 


 and the seven years of the dearth began to come, according as Joseph had said. And there was dearth in all lands; but in all the land of Egypt there was bread.




 


  やがてエジプト全国が飢えた時、民はパロに食物を叫び求めた。そこでパロはすべてのエジプトびとに言った、「ヨセフのもとに行き、彼の言うようにせよ」。 


 And all the land of Egypt suffered from the dearth. And the people cried to Pharaoh for bread; and Pharaoh said to all the Egyptians, Go to Joseph: what he says to you, that do.




 


  ききんが地の全面にあったので、ヨセフはすべての穀倉を開いて、エジプトびとに売った。ききんはますますエジプトの国に激しくなった。 


 And the famine was on all the earth. And Joseph opened every place in which there was [provision], and sold grain to the Egyptians; and the famine was grievous in the land of Egypt.




 


  ききんが全地に激しくなったので、諸国の人々がエジプトのヨセフのもとに穀物を買うためにきた。 


 And all countries came into Egypt to Joseph, to buy [grain], because the famine was grievous on the whole earth.
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  ヤコブはエジプトに穀物があると知って、むすこたちに言った、「あなたがたはなぜ顔を見合わせているのですか」。 


 And Jacob saw that there was grain in Egypt, and Jacob said to his sons, Why do ye look one upon another?




 


  また言った、「エジプトに穀物があるということだが、あなたがたはそこへ下って行って、そこから、われわれのため穀物を買ってきなさい。そうすれば、われわれは生きながらえて、死を免れるであろう」。 


 And he said, Behold, I have heard that there is grain in Egypt; go down thither and buy [grain] for us from thence, in order that we may live, and not die.




 


  そこでヨセフの十人の兄弟は穀物を買うためにエジプトへ下った。 


 And Joseph's ten brethren went down to buy [grain] out of Egypt.




 


  しかし、ヤコブはヨセフの弟ベニヤミンを兄弟たちと一緒にやらなかった。彼が災に会うのを恐れたからである。 


 But Benjamin, Joseph's brother, Jacob sent not with his brethren; for he said, Lest mischief may befall him.




 


  こうしてイスラエルの子らは穀物を買おうと人々に交じってやってきた。カナンの地にききんがあったからである。 


 So the sons of Israel came to buy [grain] among those that came; for the famine was in the land of Canaan.




 


  ときにヨセフは国のつかさであって、国のすべての民に穀物を売ることをしていた。ヨセフの兄弟たちはきて、地にひれ伏し、彼を拝した。 


 And Joseph, he was the governor over the land -- he it was that sold [the corn] to all the people of the land. And Joseph's brethren came and bowed down to him, the face to the earth.




 


  ヨセフは兄弟たちを見て、それと知ったが、彼らに向かっては知らぬ者のようにし、荒々しく語った。すなわち彼らに言った、「あなたがたはどこからきたのか」。彼らは答えた、「食糧を買うためにカナンの地からきました」。 


 And Joseph saw his brethren, and knew them; but he made himself strange to them, and spoke roughly to them, and said to them, Whence come ye? And they said, From the land of Canaan, to buy food.




 


  ヨセフは、兄弟たちであるのを知っていたが、彼らはヨセフとは知らなかった。 


 And Joseph knew his brethren, but they did not know him.




 


  ヨセフはかつて彼らについて見た夢を思い出して、彼らに言った、「あなたがたは回し者で、この国のすきをうかがうためにきたのです」。 


 And Joseph remembered the dreams that he had dreamt of them; and he said to them, Ye are spies: to see the exposed places of the land ye are come.




 


  彼らはヨセフに答えた、「いいえ、わが主よ、しもべらはただ食糧を買うためにきたのです。 


 And they said to him, No, my lord; but to buy food are thy servants come.




 


  われわれは皆、ひとりの人の子で、真実な者です。しもべらは回し者ではありません」。 


 We are all one man's sons; we are honest: thy servants are not spies.




 


  ヨセフは彼らに言った、「いや、あなたがたはこの国のすきをうかがうためにきたのです」。 


 And he said to them, No; but to see the exposed places of the land are ye come.




 


  彼らは言った、「しもべらは十二人兄弟で、カナンの地にいるひとりの人の子です。末の弟は今、父と一緒にいますが、他のひとりはいなくなりました」。 


 And they said, Thy servants were twelve brethren, sons of one man, in the land of Canaan; and behold, the youngest is this day with our father, and one is not.




 


  ヨセフは彼らに言った、「わたしが言ったとおり、あなたがたは回し者です。 


 And Joseph said to them, That is it that I have spoken to you, saying, Ye are spies.




 


  あなたがたをこうしてためしてみよう。パロのいのちにかけて誓います。末の弟がここにこなければ、あなたがたはここを出ることはできません。 


 By this ye shall be put to the proof: as Pharaoh lives, ye shall not go forth hence, unless your youngest brother come hither!




 


  あなたがたのひとりをやって弟を連れてこさせなさい。それまであなたがたをつないでおいて、あなたがたに誠実があるかどうか、あなたがたの言葉をためしてみよう。パロのいのちにかけて誓います。あなたがたは確かに回し者です」。 


 Send one of you, that he may fetch your brother, but ye shall be imprisoned, and your words shall be put to the proof, whether the truth is in you; and if not, as Pharaoh lives, ye are spies.




 


  ヨセフは彼らをみな一緒に三日の間、監禁所に入れた。 


 And he put them in custody three days.




 


  三日目にヨセフは彼らに言った、「こうすればあなたがたは助かるでしょう。わたしは神を恐れます。 


 And Joseph said to them the third day, This do, that ye may live: I fear God.




 


  もしあなたがたが真実な者なら、兄弟のひとりをあなたがたのいる監禁所に残し、あなたがたは穀物を携えて行って、家族の飢えを救いなさい。 


 If ye are honest, let one of your brethren remain bound in the house of your prison, but go ye, carry grain for the hunger of your households;




 


  そして末の弟をわたしのもとに連れてきなさい。そうすればあなたがたの言葉のほんとうであることがわかって、死を免れるでしょう」。彼らはそのようにした。 


 and bring your youngest brother to me, in order that your words be verified, and that ye may not die. And they did so.




 


  彼らは互に言った、「確かにわれわれは弟の事で罪がある。彼がしきりに願った時、その心の苦しみを見ながら、われわれは聞き入れなかった。それでこの苦しみに会うのだ」。 


 Then they said one to another, We are indeed guilty concerning our brother, whose anguish of soul we saw when he besought us, and we did not hearken; therefore this distress is come upon us.




 


  ルベンが彼らに答えて言った、「わたしはあなたがたに、この子供に罪を犯すなと言ったではないか。それにもかかわらず、あなたがたは聞き入れなかった。それで彼の血の報いを受けるのです」。 


 And Reuben answered them, saying, Did I not speak to you, saying, Do not sin against the lad? But ye did not hearken; and now behold, his blood also is required.




 


  彼らはヨセフが聞きわけているのを知らなかった。相互の間に通訳者がいたからである。 


 And they did not know that Joseph understood, for the interpreter was between them.




 


  ヨセフは彼らを離れて行って泣き、また帰ってきて彼らと語り、そのひとりシメオンを捕えて、彼らの目の前で縛った。 


 And he turned away from them, and wept. And he returned to them, and spoke to them, and took Simeon from among them, and bound him before their eyes.




 


  そしてヨセフは人々に命じて、彼らの袋に穀物を満たし、めいめいの銀を袋に返し、道中の食料を与えさせた。ヨセフはこのように彼らにした。 


 And Joseph gave orders to fill their vessels with corn, and to restore every man's money into his sack, and to give them provision for the way. And thus did they to them.




 


  彼らは穀物をろばに負わせてそこを去った。 


 And they loaded their asses with their grain, and departed thence.




 


  そのひとりが宿で、ろばに飼葉をやるため袋をあけて見ると、袋の口に自分の銀があった。 


 And one of them opened his sack to give his ass food in the inn, and saw his money, and behold, it was in the mouth of his sack.




 


  彼は兄弟たちに言った、「わたしの銀は返してある。しかも見よ、それは袋の中にある」。そこで彼らは非常に驚き、互に震えながら言った、「神がわれわれにされたこのことは何事だろう」。 


 And he said to his brethren, My money is returned [to me], and behold, it is even in my sack. And their heart failed [them], and they were afraid, saying one to another, What is this [that] God has done to us?




 


  こうして彼らはカナンの地にいる父ヤコブのもとに帰り、その身に起った事をことごとく告げて言った、 


 And they came into the land of Canaan, to Jacob their father, and told him all that had befallen them, saying,




 


  「あの国の君は、われわれに荒々しく語り、国をうかがう回し者だと言いました。 


 The man, the lord of the land, spoke roughly to us, and treated us as spies of the land.




 


  われわれは彼に答えました、『われわれは真実な者であって回し者ではない。 


 And we said to him, We are honest; we are not spies:




 


  われわれは十二人兄弟で、同じ父の子である。ひとりはいなくなり、末の弟は今父と共にカナンの地にいる』。 


 we are twelve brethren, sons of our father; one is not, and the youngest is this day with our father in the land of Canaan.




 


  その国の君であるその人はわれわれに言いました、『わたしはこうしてあなたがたの真実な者であるのを知ろう。あなたがたは兄弟のひとりをわたしのもとに残し、穀物を携えて行って、家族の飢えを救いなさい。 


 And the man, the lord of the land, said to us, Hereby shall I know that ye are honest: leave one of your brethren with me, and take [for] the hunger of your households, and go,




 


  そして末の弟をわたしのもとに連れてきなさい。そうすればあなたがたが回し者ではなく、真実な者であるのを知って、あなたがたの兄弟を返し、この国であなたがたに取引させましょう』」。 


 and bring your youngest brother to me, and I shall know that ye are not spies, but are honest. Your brother will I give up to you; and ye may trade in the land.




 


  彼らが袋のものを出して見ると、めいめいの金包みが袋の中にあったので、彼らも父も金包みを見て恐れた。 


 And it came to pass as they emptied their sacks, that behold, every man had his bundle of money in his sack; and they saw their bundles of money, they and their father, and were afraid.




 


  父ヤコブは彼らに言った、「あなたがたはわたしに子を失わせた。ヨセフはいなくなり、シメオンもいなくなった。今度はベニヤミンをも取り去る。これらはみなわたしの身にふりかかって来るのだ」。 


 And Jacob their father said to them, Ye have bereaved me of children: Joseph is not, and Simeon is not, and ye will take Benjamin! All these things are against me.




 


  ルベンは父に言った、「もしわたしが彼をあなたのもとに連れて帰らなかったら、わたしのふたりの子を殺してください。ただ彼をわたしの手にまかせてください。わたしはきっと、あなたのもとに彼を連れて帰ります」。 


 And Reuben spoke to his father, saying, Slay my two sons if I bring him not back to thee: give him into my hand, and I will bring him to thee again.




 


  ヤコブは言った、「わたしの子はあなたがたと共に下って行ってはならない。彼の兄は死に、ただひとり彼が残っているのだから。もしあなたがたの行く道で彼が災に会えば、あなたがたは、しらがのわたしを悲しんで陰府に下らせるであろう」。 


 But he said, My son shall not go down with you, for his brother is dead, and he alone is left; and if mischief should befall him by the way in which ye go, then would ye bring down my grey hairs with sorrow to Sheol.
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  ききんはその地に激しかった。 


 And the famine was grievous in the land.




 


  彼らがエジプトから携えてきた穀物を食い尽した時、父は彼らに言った、「また行って、われわれのために少しの食糧を買ってきなさい」。 


 And it came to pass, when they had finished eating the grain which they had brought from Egypt, that their father said to them, Go again, buy us a little food.




 


  ユダは父に答えて言った、「あの人はわれわれをきびしく戒めて、弟が一緒でなければ、わたしの顔を見てはならないと言いました。 


 And Judah spoke to him, saying, The man did positively testify to us, saying, Ye shall not see my face, unless your brother be with you.




 


  もしあなたが弟をわれわれと一緒にやってくださるなら、われわれは下って行って、あなたのために食糧を買ってきましょう。 


 If thou wilt send our brother with us, we will go down and buy thee food;




 


  しかし、もし彼をやられないなら、われわれは下って行きません。あの人がわれわれに、弟が一緒でなければわたしの顔を見てはならないと言ったのですから」。 


 but if thou do not send [him], we will not go down, for the man said to us, Ye shall not see my face, unless your brother be with you.




 


  イスラエルは言った、「なぜ、もうひとりの弟があるとあの人に言って、わたしを苦しめるのか」。 


 And Israel said, Why did ye deal [so] ill with me [as] to tell the man whether ye had yet a brother?




 


  彼らは言った、「あの人がわれわれと一族とのことを問いただして、父はまだ生きているか、もうひとりの弟があるかと言ったので、問われるままに答えましたが、その人が、弟を連れてこいと言おうとは、どうして知ることができたでしょう」。 


 And they said, The man asked very closely after us, and after our kindred, saying, Is your father yet alive? have ye a brother? And we told him according to the tenor of these words. Could we at all know that he would say, Bring your brother down?




 


  ユダは父イスラエルに言った、「あの子をわたしと一緒にやってくだされば、われわれは立って行きましょう。そしてわれわれもあなたも、われわれの子供らも生きながらえ、死を免れましょう。 


 And Judah said to Israel his father, Send the lad with me, and we will arise and go, that we may live, and not die, both we and thou and our little ones.




 


  わたしが彼の身を請け合います。わたしの手から彼を求めなさい。もしわたしが彼をあなたのもとに連れ帰って、あなたの前に置かなかったら、わたしはあなたに対して永久に罪を負いましょう。 


 I will be surety for him: of my hand shalt thou require him; if I bring him not to thee, and set him before thy face, then shall I be guilty toward thee for ever.




 


  もしわれわれがこんなにためらわなかったら、今ごろは二度も行ってきたでしょう」。 


 For had we not lingered, we should now certainly have returned already twice.




 


  父イスラエルは彼らに言った、「それではこうしなさい。この国の名産を器に入れ、携え下ってその人に贈り物にしなさい。すなわち少しの乳香、少しの蜜、香料、もつやく、ふすだしう、あめんどう。 


 And their father Israel said to them, If it is then so, do this: take of the best fruits in the land in your vessels, and carry down the man a gift: a little balsam and a little honey, tragacanth and ladanum, pistacia-nuts and almonds.




 


  そしてその上に、倍額の銀を手に持って行きなさい。また袋の口に返してあった銀は持って行って返しなさい。たぶんそれは誤りであったのでしょう。 


 And take other money in your hand, and the money that was returned to you in the mouth of your sacks, carry back in your hand: perhaps it is an oversight.




 


  弟も連れ、立って、またその人の所へ行きなさい。 


 And take your brother, and arise, go again to the man.




 


  どうか全能の神がその人の前であなたがたをあわれみ、もうひとりの兄弟とベニヤミンとを、返させてくださるように。もしわたしが子を失わなければならないのなら、失ってもよい」。 


 And the Almighty ùGod give you mercy before the man, that he may send away your other brother and Benjamin! And I, if I be bereaved of children, am bereaved.




 


  そこでその人々は贈り物を取り、また倍額の銀を携え、ベニヤミンを連れ、立ってエジプトへ下り、ヨセフの前に立った。 


 And the men took that gift, and took double money in their hand, and Benjamin, and rose up, and went down to Egypt, and came before Joseph.




 


  ヨセフはベニヤミンが彼らと共にいるのを見て、家づかさに言った、「この人々を家に連れて行き、獣をほふって、したくするように。この人々は昼、わたしと一緒に食事をします」。 


 And Joseph saw Benjamin with them, and said to the [man] who was over his house, Bring the men into the house, and slaughter cattle, and make ready; for the men shall eat with me at noon.




 


  その人はヨセフの言ったようにして、この人々をヨセフの家へ連れて行った。 


 And the man did as Joseph had said; and the man brought the men into Joseph's house.




 


  ところがこの人々はヨセフの家へ連れて行かれたので恐れて言った、「初めの時に袋に返してあったあの銀のゆえに、われわれを引き入れたのです。そしてわれわれを襲い、攻め、捕えて奴隷とし、われわれのろばをも奪うのです」。 


 And the men were afraid because they were brought into Joseph's house, and said, Because of the money that was returned to us in our sacks at the beginning are we brought in, that he may turn against us, and fall upon us and take us for bondmen, and our asses.




 


  彼らはヨセフの家づかさに近づいて、家の入口で、言った、 


 And they came up to the man that was over Joseph's house, and they spoke to him at the door of the house,




 


  「ああ、わが主よ、われわれは最初、食糧を買うために下ってきたのです。 


 and said, Ah! my lord, we came indeed down at the first to buy food.




 


  ところが宿に行って袋をあけて見ると、めいめいの銀は袋の口にあって、銀の重さは元のままでした。それでわれわれはそれを持って参りました。 


 And it came to pass when we came to the inn, that we opened our sacks, and behold, [every] man's money was in the mouth of his sack, our money according to its weight; and we have brought it again in our hand.




 


  そして食糧を買うために、ほかの銀をも持って下ってきました。われわれの銀を袋に入れた者が、だれであるかは分りません」。 


 And other money have we brought down in our hand to buy food. We do not know who put our money in our sacks.




 


  彼は言った、「安心しなさい。恐れてはいけません。その宝はあなたがたの神、あなたがたの父の神が、あなたがたの袋に入れてあなたがたに賜わったのです。あなたがたの銀はわたしが受け取りました」。そして彼はシメオンを彼らの所へ連れてきた。 


 And he said, Peace be to you, fear not: your God, and the God of your father, has given you treasure in your sacks; your money came to me. And he brought Simeon out to them.




 


  こうしてその人はこの人々をヨセフの家へ導き、水を与えて足を洗わせ、また、ろばに飼葉を与えた。 


 And the man brought the men into Joseph's house, and gave water, and they washed their feet; and he gave their asses food.




 


  彼らはその所で食事をするのだと聞き、贈り物を整えて、昼にヨセフの来るのを待った。 


 And they made ready the gift for Joseph's coming at noon; for they had heard that they should eat bread there.




 


  さてヨセフが家に帰ってきたので、彼らはその家に携えてきた贈り物をヨセフにささげ、地に伏して、彼を拝した。 


 When Joseph came home, they brought him the gift that was in their hand, into the house, and bowed themselves to him to the earth.




 


  ヨセフは彼らの安否を問うて言った、「あなたがたの父、あなたがたがさきに話していたその老人は無事ですか。なお生きながらえておられますか」。 


 And he asked them of their welfare, and said, Is your father well -- the old man of whom ye spoke? Is he yet alive?




 


  彼らは答えた、「あなたのしもべ、われわれの父は無事で、なお生きながらえています」。そして彼らは、頭をさげて拝した。 


 And they said, Thy servant our father is well; he is yet alive. And they bowed, and made obeisance.




 


  ヨセフは目をあげて同じ母の子である弟ベニヤミンを見て言った、「これはあなたがたが前にわたしに話した末の弟ですか」。また言った、「わが子よ、どうか神があなたを恵まれるように」。 


 And he lifted up his eyes and saw his brother Benjamin, his mother's son, and said, Is this your younger brother of whom ye spoke to me? And he said, God be gracious to thee, my son!




 


  ヨセフは弟なつかしさに心がせまり、急いで泣く場所をたずね、へやにはいって泣いた。 


 And Joseph made haste, for his bowels burned for his brother; and he sought [a place] to weep, and he went into the chamber, and wept there.




 


  やがて彼は顔を洗って出てきた。そして自分を制して言った、「食事にしよう」。 


 And he washed his face, and came out, and controlled himself, and said, Set on bread.




 


  そこでヨセフはヨセフ、彼らは彼ら、陪食のエジプトびとはエジプトびと、と別々に席に着いた。エジプトびとはヘブルびとと共に食事することができなかった。それはエジプトびとの忌むところであったからである。 


 And they set on for him by himself, and for them by themselves, and for the Egyptians who ate with him by themselves; because the Egyptians might not eat bread with the Hebrews, for that is an abomination unto the Egyptians.




 


  こうして彼らはヨセフの前に、長子は長子として、弟は弟としてすわらせられたので、その人々は互に驚いた。 


 And they sat before him, the firstborn according to his birthright, and the youngest according to his youth; and the men marvelled one at another.




 


  またヨセフの前から、めいめいの分が運ばれたが、ベニヤミンの分は他のいずれの者の分よりも五倍多かった。こうして彼らは飲み、ヨセフと共に楽しんだ。 


 And he had portions carried to them from before him. And Benjamin's portion was five times greater than the portions of them all. And they drank, and made merry with him.
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  さてヨセフは家づかさに命じて言った、「この人々の袋に、運べるだけ多くの食糧を満たし、めいめいの銀を袋の口に入れておきなさい。 


 And he commanded him who was over his house, saying, Fill the men's sacks with food, as much as they can carry; and put every man's money in the mouth of his sack.




 


  またわたしの杯、銀の杯をあの年下の者の袋の口に、穀物の代金と共に入れておきなさい」。家づかさはヨセフの言葉のとおりにした。 


 And put my cup, the silver cup, in the mouth of the sack of the youngest, and his grain-money. And he did according to the word of Joseph which he had spoken.




 


  夜が明けると、その人々と、ろばとは送り出されたが、 


 In the morning, when it was light, the men were sent away, they and their asses.




 


  町を出て、まだ遠くへ行かないうちに、ヨセフは家づかさに言った、「立って、あの人々のあとを追いなさい。追いついて、彼らに言いなさい、『あなたがたはなぜ悪をもって善に報いるのですか。なぜわたしの銀の杯を盗んだのですか。 


 They were gone out of the city, [and] not [yet] far off, when Joseph said to him who was over his house, Up! follow after the men; and when thou overtakest them, thou shalt say to them, Why have ye rewarded evil for good?




 


  これはわたしの主人が飲む時に使い、またいつも占いに用いるものではありませんか。あなたがたのした事は悪いことです』」。 


 Is not this [it] in which my lord drinks, and in which indeed he divines? Ye have done evil [in] what ye have done.




 


  家づかさが彼らに追いついて、これらの言葉を彼らに告げたとき、 


 And he overtook them, and he spoke to them these words.




 


  彼らは言った、「わが主は、どうしてそのようなことを言われるのですか。しもべらは決してそのようなことはいたしません。 


 And they said to him, Why does my lord speak such words as these? Far be it from thy servants to do such a thing!




 


  袋の口で見つけた銀でさえ、カナンの地からあなたの所に持ち帰ったほどです。どうして、われわれは御主人の家から銀や金を盗みましょう。 


 Behold, the money that we found in our sacks' mouths we have brought again to thee from the land of Canaan; and how should we steal out of thy lord's house silver or gold?




 


  しもべらのうちのだれの所でそれが見つかっても、その者は死に、またわれわれはわが主の奴隷となりましょう」。 


 With whomsoever of thy servants it is found, let him die; and we also will be my lord's bondmen.




 


  家づかさは言った、「それではあなたがたの言葉のようにしよう。杯の見つかった者はわたしの奴隷とならなければならない。ほかの者は無罪です」。 


 And he said, Now also [let] it [be] according to your words: let him with whom it is found be my bondman, but ye shall be blameless.




 


  そこで彼らは、めいめい急いで袋を地におろし、ひとりひとりその袋を開いた。 


 And they hasted and laid down every man his sack on the ground, and opened every man his sack.




 


  家づかさは年上から捜し始めて年下に終ったが、杯はベニヤミンの袋の中にあった。 


 And he searched carefully: he began at the eldest, and ended at the youngest; and the cup was found in Benjamin's sack.




 


  そこで彼らは衣服を裂き、おのおの、ろばに荷を負わせて町に引き返した。 


 Then they rent their clothes, and loaded every man his ass, and they returned to the city.




 


  ユダと兄弟たちとは、ヨセフの家にはいったが、ヨセフがなおそこにいたので、彼らはその前で地にひれ伏した。 


 And Judah and his brethren came to Joseph's house; and he was still there; and they fell down before him to the ground.




 


  ヨセフは彼らに言った、「あなたがたのこのしわざは何事ですか。わたしのような人は、必ず占い当てることを知らないのですか」。 


 And Joseph said to them, What deed is this which ye have done? Did ye not know that such a man as I can certainly divine?




 


  ユダは言った、「われわれはわが主に何を言い、何を述べ得ましょう。どうしてわれわれは身の潔白をあらわし得ましょう。神がしもべらの罪をあばかれました。われわれと、杯を持っていた者とは共にわが主の奴隷となりましょう」。 


 And Judah said, What shall we say to my lord? what shall we speak, and how justify ourselves? God has found out the iniquity of thy servants; behold, we are my lord's bondmen, both we, and he in whose hand the cup has been found.




 


  ヨセフは言った、「わたしは決してそのようなことはしない。杯を持っている者だけがわたしの奴隷とならなければならない。ほかの者は安全に父のもとへ上って行きなさい」。 


 And he said, Far be it from me to do so! The man in whose hand the cup has been found, he shall be my bondman; but as for you, go up in peace to your father.




 


  この時ユダは彼に近づいて言った、「ああ、わが主よ、どうぞわが主の耳にひとこと言わせてください。しもべをおこらないでください。あなたはパロのようなかたです。 


 Then Judah came near to him, and said, Ah! my lord, let thy servant, I pray thee, speak a word in my lord's ears, and let not thine anger burn against thy servant; for thou art even as Pharaoh.




 


  わが主はしもべらに尋ねて、『父があるか、また弟があるか』と言われたので、 


 My lord asked his servants, saying, Have ye a father, or a brother?




 


  われわれはわが主に言いました、『われわれには老齢の父があり、また年寄り子の弟があります。その兄は死んで、同じ母の子で残っているのは、ただこれだけですから父はこれを愛しています』。 


 And we said to my lord, We have an aged father, and a child born to him in his old age, [yet] young; and his brother is dead, and he alone is left of his mother; and his father loves him.




 


  その時あなたはしもべらに言われました、『その者をわたしの所へ連れてきなさい。わたしはこの目で彼を見よう』。 


 And thou saidst unto thy servants, Bring him down to me, that I may set mine eye on him.




 


  われわれはわが主に言いました。『その子供は父を離れることができません。もし父を離れたら父は死ぬでしょう』。 


 And we said to my lord, The youth cannot leave his father: if he should leave his father, [his father] would die.




 


  しかし、あなたはしもべらに言われました、『末の弟が一緒に下ってこなければ、おまえたちは再びわたしの顔を見ることはできない』。 


 And thou saidst to thy servants, Unless your youngest brother come down with you, ye shall see my face no more.




 


  それであなたのしもべである父のもとに上って、わが主の言葉を彼に告げました。 


 And it came to pass when we came up to thy servant my father, we told him the words of my lord.




 


  ところで、父が『おまえたちは再び行って、われわれのために少しの食糧を買ってくるように』と言ったので、 


 And our father said, Go again, buy us a little food.




 


  われわれは言いました、『われわれは下って行けません。もし末の弟が一緒であれば行きましょう。末の弟が一緒でなければ、あの人の顔を見ることができません』。 


 But we said, We cannot go down: if our youngest brother be with us, then will we go down; for we cannot see the man's face unless our youngest brother is with us.




 


  あなたのしもべである父は言いました、『おまえたちの知っているとおり、妻はわたしにふたりの子を産んだ。 


 And thy servant my father said to us, Ye know that my wife bore me two [sons];




 


  ひとりは外へ出たが、きっと裂き殺されたのだと思う。わたしは今になっても彼を見ない。 


 and the one went out from me, and I said, He must certainly have been torn in pieces; and I have not seen him [again] hitherto.




 


  もしおまえたちがこの子をもわたしから取って行って、彼が災に会えば、おまえたちは、しらがのわたしを悲しんで陰府に下らせるであろう』。 


 And if ye take this one also from me, and mischief should befall him, ye will bring down my grey hairs with misery to Sheol.




 


  わたしがあなたのしもべである父のもとに帰って行くとき、もしこの子供が一緒にいなかったら、どうなるでしょう。父の魂は子供の魂に結ばれているのです。 


 And now, when I come to thy servant my father, and the lad is not with us, -- seeing that his life is bound up with his life,




 


  この子供がわれわれと一緒にいないのを見たら、父は死ぬでしょう。そうすればしもべらは、あなたのしもべであるしらがの父を悲しんで陰府に下らせることになるでしょう。 


 it will come to pass when he sees that the lad is not [there], that he will die; and thy servants will bring down the grey hairs of thy servant our father with sorrow to Sheol.




 


  しもべは父にこの子供の身を請け合って『もしわたしがこの子をあなたのもとに連れ帰らなかったら、わたしは父に対して永久に罪を負いましょう』と言ったのです。 


 For thy servant became surety for the lad to my father, saying, If I bring him not to thee, then I shall be guilty toward my father all my days.




 


  どうか、しもべをこの子供の代りに、わが主の奴隷としてとどまらせ、この子供を兄弟たちと一緒に上り行かせてください、 


 And now, let thy servant stay, I pray thee, instead of the lad a bondman to my lord, and let the lad go up with his brethren;




 


  この子供を連れずに、どうしてわたしは父のもとに上り行くことができましょう。父が災に会うのを見るに忍びません」。 


 for how should I go up to my father if the lad were not with me? -- lest I see the evil that would come on my father.
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  そこでヨセフはそばに立っているすべての人の前で、自分を制しきれなくなったので、「人は皆ここから出てください」と呼ばわった。それゆえヨセフが兄弟たちに自分のことを明かした時、ひとりも彼のそばに立っている者はなかった。 


 And Joseph could not control himself before all them that stood by him, and he cried, Put every man out from me! And no man stood with him when Joseph made himself known to his brethren.




 


  ヨセフは声をあげて泣いた。エジプトびとはこれを聞き、パロの家もこれを聞いた。 


 And he raised his voice in weeping; and the Egyptians heard, and the house of Pharaoh heard.




 


  ヨセフは兄弟たちに言った、「わたしはヨセフです。父はまだ生きながらえていますか」。兄弟たちは答えることができなかった。彼らは驚き恐れたからである。 


 And Joseph said to his brethren, I am Joseph. Does my father yet live? And his brethren could not answer him, for they were troubled at his presence.




 


  ヨセフは兄弟たちに言った、「わたしに近寄ってください」。彼らが近寄ったので彼は言った、「わたしはあなたがたの弟ヨセフです。あなたがたがエジプトに売った者です。 


 And Joseph said to his brethren, Come near to me, I pray you. And they came near. And he said, I am Joseph your brother, whom ye sold into Egypt.




 


  しかしわたしをここに売ったのを嘆くことも、悔むこともいりません。神は命を救うために、あなたがたよりさきにわたしをつかわされたのです。 


 And now, be not grieved, and be not angry with yourselves, that ye sold me hither, for God sent me before you to preserve life.




 


  この二年の間、国中にききんがあったが、なお五年の間は耕すことも刈り入れることもないでしょう。 


 For the famine has been these two years in the land; and yet there are five years in which there will be neither ploughing nor harvest.




 


  神は、あなたがたのすえを地に残すため、また大いなる救をもってあなたがたの命を助けるために、わたしをあなたがたよりさきにつかわされたのです。 


 So God sent me before you to preserve you a remnant in the earth, and to save you alive by a great deliverance.




 


  それゆえわたしをここにつかわしたのはあなたがたではなく、神です。神はわたしをパロの父とし、その全家の主とし、またエジプト全国のつかさとされました。 


 And now it was not you [that] sent me here, but God; and he has made me a father to Pharaoh, and lord of all his house, and governor over all the land of Egypt.




 


  あなたがたは父のもとに急ぎ上って言いなさい、『あなたの子ヨセフが、こう言いました。神がわたしをエジプト全国の主とされたから、ためらわずにわたしの所へ下ってきなさい。 


 Haste and go up to my father, and say to him, Thus says thy son Joseph: God has made me lord of all Egypt; come down to me, tarry not.




 


  あなたはゴセンの地に住み、あなたも、あなたの子らも、孫たちも、羊も牛も、その他のものもみな、わたしの近くにおらせます。 


 And thou shalt dwell in the land of Goshen, and thou shalt be near to me, thou, and thy sons, and thy sons' sons, and thy sheep, and thy cattle, and all that thou hast.




 


  ききんはなお五年つづきますから、あなたも、家族も、その他のものも、みな困らないように、わたしはそこで養いましょう』。 


 And there will I maintain thee; for yet there are five years of famine; in order that thou be not impoverished, thou, and thy household, and all that thou hast.




 


  あなたがたと弟ベニヤミンが目に見るとおり、あなたがたに口ら語っているのはこのわたしです。 


 And behold, your eyes see, and the eyes of my brother Benjamin, that it is my mouth which speaks to you.




 


  あなたがたはエジプトでの、わたしのいっさいの栄えと、あなたがたが見るいっさいの事をわたしの父に告げ、急いでわたしの父をここへ連れ下りなさい」。 


 And tell my father of all my glory in Egypt, and of all that ye have seen, and haste and bring down my father hither.




 


  そしてヨセフは弟ベニヤミンのくびを抱いて泣き、ベニヤミンも彼のくびを抱いて泣いた。 


 And he fell on his brother Benjamin's neck, and wept; and Benjamin wept on his neck.




 


  またヨセフはすべての兄弟たちに口づけし、彼らを抱いて泣いた。そして後、兄弟たちは彼と語った。 


 And he kissed all his brethren, and wept upon them; and after that his brethren talked with him.




 


  時に、「ヨセフの兄弟たちがきた」と言ううわさがパロの家に聞えたので、パロとその家来たちとは喜んだ。 


 And the report was heard in Pharaoh's house, saying, Joseph's brethren are come. And it was good in the eyes of Pharaoh, and in the eyes of his bondmen.




 


  パロはヨセフに言った、「兄弟たちに言いなさい、『あなたがたは、こうしなさい。獣に荷を負わせてカナンの地へ行き、 


 And Pharaoh said to Joseph, Say to thy brethren, Do this: load your beasts and depart, go into the land of Canaan,




 


  父と家族とを連れてわたしのもとへきなさい。わたしはあなたがたに、エジプトの地の良い物を与えます。あなたがたは、この国の最も良いものを食べるでしょう』。 


 and take your father and your households, and come to me; and I will give you the good of the land of Egypt, and ye shall eat the fat of the land.




 


  また彼らに命じなさい、『あなたがたは、こうしなさい。幼な子たちと妻たちのためにエジプトの地から車をもって行き、父を連れてきなさい。 


 And thou art commanded -- this do: take waggons out of the land of Egypt for your little ones and for your wives, and take up your father, and come.




 


  家財に心を引かれてはなりません。エジプト全国の良い物は、あなたがたのものだからです』」。 


 And let not your eye regret your stuff; for the good of all the land of Egypt shall be yours.




 


  イスラエルの子らはそのようにした。ヨセフはパロの命に従って彼らに車を与え、また途中の食料をも与えた。 


 And the sons of Israel did so; and Joseph gave them waggons, according to the commandment of Pharaoh, and gave them provision for the way.




 


  まためいめいに晴着を与えたが、ベニヤミンには銀三百シケルと晴着五着とを与えた。 


 To each one of them all he gave changes of clothing; but to Benjamin he gave three hundred [pieces] of silver and five changes of clothing.




 


  また彼は父に次のようなものを贈った。すなわちエジプトの良い物を負わせたろば十頭と、穀物、パン及び父の道中の食料を負わせた雌ろば十頭。 


 And to his father he sent this: ten asses laden with the good things of Egypt, and ten she-asses laden with corn and bread, and food for his father by the way.




 


  こうしてヨセフは兄弟たちを送り去らせ、彼らに言った、「途中で争ってはなりません」。 


 And he sent his brethren away, and they departed. And he said to them, Do not quarrel on the way.




 


  彼らはエジプトから上ってカナンの地に入り、父ヤコブのもとへ行って、 


 And they went up out of Egypt, and came into the land of Canaan to Jacob their father.




 


  彼に言った、「ヨセフはなお生きていてエジプト全国のつかさです」。ヤコブは気が遠くなった。彼らの言うことが信じられなかったからである。 


 And they told him, saying, Joseph is still alive, and he is governor over all the land of Egypt. And his heart fainted, for he did not believe them.




 


  そこで彼らはヨセフが語った言葉を残らず彼に告げた。父ヤコブはヨセフが自分を乗せるために送った車を見て元気づいた。 


 And they spoke to him all the words of Joseph, which he had spoken to them. And he saw the waggons that Joseph had sent to carry him. And the spirit of Jacob their father revived.




 


  そしてイスラエルは言った、「満足だ。わが子ヨセフがまだ生きている。わたしは死ぬ前に行って彼を見よう」。 


 And Israel said, It is enough: Joseph my son is yet alive; I will go and see him before I die.
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  イスラエルはその持ち物をことごとく携えて旅立ち、ベエルシバに行って、父イサクの神に犠牲をささげた。 


 And Israel took his journey with all that he had, and came to Beer-sheba; and he offered sacrifices to the God of his father Isaac.




 


  この時、神は夜の幻のうちにイスラエルに語って言われた、「ヤコブよ、ヤコブよ」。彼は言った、「ここにいます」。 


 And God spoke to Israel in the visions of the night and said, Jacob, Jacob! And he said, Here am I.




 


  神は言われた、「わたしは神、あなたの父の神である。エジプトに下るのを恐れてはならない。わたしはあそこであなたを大いなる国民にする。 


 And he said, I am ùGod, the God of thy father: fear not to go down to Egypt; for I will there make of thee a great nation.




 


  わたしはあなたと一緒にエジプトに下り、また必ずあなたを導き上るであろう。ヨセフが手ずからあなたの目を閉じるであろう」。 


 I will go down with thee to Egypt, and I will also certainly bring thee up; and Joseph shall put his hand on thine eyes.




 


  そしてヤコブはベエルシバを立った。イスラエルの子らはヤコブを乗せるためにパロの送った車に、父ヤコブと幼な子たちと妻たちを乗せ、 


 And Jacob rose up from Beer-sheba; and the sons of Israel carried Jacob their father, and their little ones, and their wives, on the waggons that Pharaoh had sent to carry him.




 


  またその家畜とカナンの地で得た財産を携え、ヤコブとその子孫は皆ともにエジプトへ行った。 


 And they took their cattle, and their goods which they had acquired in the land of Canaan, and came to Egypt, Jacob and all his seed with him;




 


  こうしてヤコブはその子と、孫および娘と孫娘などその子孫をみな連れて、エジプトへ行った。 


 his sons and his sons' sons with him, his daughters and his sons' daughters and all his seed he brought with him to Egypt.




 


  イスラエルの子らでエジプトへ行った者の名は次のとおりである。すなわちヤコブとその子らであるが、ヤコブの長子はルベン。 


 And these are the names of the sons of Israel who came into Egypt: Jacob and his sons. Jacob's firstborn, Reuben.




 


  ルベンの子らはハノク、パル、ヘヅロン、カルミ。 


 And the sons of Reuben: Enoch, and Phallu, and Hezron, and Carmi.




 


  シメオンの子らはエムエル、ヤミン、オハデ、ヤキン、ゾハル及びカナンの女の産んだ子シャウル。 


 -- And the sons of Simeon: Jemuel, and Jamin, and Ohad, and Jachin, and Zohar, and Saul the son of a Canaanitish woman.




 


  レビの子らはゲルション、コハテ、メラリ。 


 -- And the sons of Levi: Gershon, Kohath, and Merari.




 


  ユダの子らはエル、オナン、シラ、ペレヅ、ゼラ。エルとオナンはカナンの地で死んだ。ペレヅの子らはヘヅロンとハムル。 


 -- And the sons of Judah: Er, and Onan, and Shelah, and Pherez, and Zerah; but Er and Onan died in the land of Canaan. And the sons of Pherez were Hezron and Hamul.




 


  イッサカルの子らはトラ、プワ、ヨブ、シムロン。 


 -- And the sons of Issachar: Tola, and Puah, and Job, and Shimron.




 


  ゼブルンの子らはセレデ、エロン、ヤリエル。 


 -- And the sons of Zebulun: Sered, and Elon, and Jahleel.




 


  これらと娘デナとはレアがパダンアラムでヤコブに産んだ子らである。その子らと娘らは合わせて三十三人。 


 -- These are the sons of Leah, whom she bore to Jacob in Padan-Aram; and his daughter, Dinah. All the souls of his sons and his daughters were thirty-three.




 


  ガドの子らはゼポン、ハギ、シュニ、エヅボン、エリ、アロデ、アレリ。 


 And the sons of Gad: Ziphion and Haggi, Shuni and Ezbon, Eri, and Arodi, and Areli.




 


  アセルの子らはエムナ、イシワ、イスイ、ベリアおよび妹サラ。ベリアの子らはヘベルとマルキエル。 


 -- And the sons of Asher: Jimnah, and Jishvah, and Jishvi, and Beriah; and Serah their sister; and the sons of Beriah: Heber and Malchiel.




 


  これらはラバンが娘レアに与えたジルパの子らである。彼女はこれらをヤコブに産んだ。合わせて十六人。 


 -- These are the sons of Zilpah, whom Laban gave to Leah his daughter; and she bore these to Jacob: sixteen souls.




 


  ヤコブの妻ラケルの子らはヨセフとベニヤミンとである。 


 The sons of Rachel Jacob's wife: Joseph and Benjamin.




 


  エジプトの国でヨセフにマナセとエフライムとが生れた。これはオンの祭司ポテペラの娘アセナテが彼に産んだ者である。 


 And to Joseph in the land of Egypt were born Manasseh and Ephraim, whom Asnath bore to him, the daughter of Potipherah the priest in On.




 


  ベニヤミンの子らはベラ、ベケル、アシベル、ゲラ、ナアマン、エヒ、ロシ、ムッピム、ホパム、アルデ。 


 -- And the sons of Benjamin: Belah, and Becher, and Ashbel, Gera and Naaman, Ehi and Rosh, Muppim, and Huppim, and Ard.




 


  これらはラケルがヤコブに産んだ子らである。合わせて十四人。 


 -- These are the sons of Rachel who were born to Jacob: all the souls were fourteen.




 


  ダンの子はホシム。 


 And the sons of Dan: Hushim.




 


  ナフタリの子らはヤジエル、グニ、エゼル、シレム。 


 -- And the sons of Naphtali: Jahzeel, and Guni, and Jezer, and Shillem.




 


  これらはラバンが娘ラケルに与えたビルハの子らである。彼女はこれらをヤコブに産んだ。合わせて七人。 


 -- These are the sons of Bilhah, whom Laban gave to Rachel his daughter; and she bore these to Jacob: all the souls were seven.




 


  ヤコブと共にエジプトへ行ったすべての者、すなわち彼の身から出た者はヤコブの子らの妻をのぞいて、合わせて六十六人であった。 


 All the souls that came with Jacob to Egypt, that had come out of his loins, besides Jacob's sons' wives: all the souls were sixty-six.




 


  エジプトでヨセフに生れた子がふたりあった。エジプトへ行ったヤコブの家の者は合わせて七十人であった。 


 And the sons of Joseph who were born to him in Egypt, were two souls. All the souls of the house of Jacob that came to Egypt were seventy.




 


  さてヤコブはユダをさきにヨセフにつかわして、ゴセンで会おうと言わせた。そして彼らはゴセンの地へ行った。 


 And he sent Judah before him to Joseph, to give notice before he came to Goshen. And they came into the land of Goshen.




 


  ヨセフは車を整えて、父イスラエルを迎えるためにゴセンに上り、父に会い、そのくびを抱き、くびをかかえて久しく泣いた。 


 Then Joseph yoked his chariot, and went up to meet Israel his father, to Goshen, and he presented himself to him; and he fell on his neck, and wept on his neck a good while.




 


  時に、イスラエルはヨセフに言った、「あなたがなお生きていて、わたしはあなたの顔を見たので今は死んでもよい」。 


 And Israel said to Joseph, Now let me die, after I have seen thy face, since thou still livest.




 


  ヨセフは兄弟たちと父の家族とに言った、「わたしは上ってパロに言おう、『カナンの地にいたわたしの兄弟たちと父の家族とがわたしの所へきました。 


 And Joseph said to his brethren and to his father's house, I will go up, and tell Pharaoh, and say to him, My brethren and my father's house, who were in the land of Canaan, are come to me;




 


  この者らは羊を飼う者、家畜の牧者で、その羊、牛および持ち物をみな携えてきました』。 


 and the men are shepherds, for they have been occupied with cattle; and they have brought their sheep, and their cattle, and all that they have.




 


  もしパロがあなたがたを召して、『あなたがたの職業は何か』と言われたら、 


 And it shall come to pass that when Pharaoh shall call you and say, What is your occupation?




 


  『しもべらは幼い時から、ずっと家畜の牧者です。われわれも、われわれの先祖もそうです』と言いなさい。そうすればあなたがたはゴセンの地に住むことができましょう。羊飼はすべて、エジプトびとの忌む者だからです」。 


 then ye shall say, Thy servants are men that have been occupied with cattle from our youth even until now, both we and our fathers; in order that ye may dwell in the land of Goshen; for every shepherd is an abomination to the Egyptians.
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  ヨセフは行って、パロに言った、「わたしの父と兄弟たち、その羊、牛およびすべての持ち物がカナンの地からきて、今ゴセンの地におります」。 


 And Joseph came and told Pharaoh and said, My father and my brethren, and their sheep and their cattle, and all that they have, are come out of the land of Canaan; and behold, they are in the land of Goshen.




 


  そしてその兄弟のうちの五人を連れて行って、パロに会わせた。 


 And he took from the whole number of his brethren, five men, and set them before Pharaoh.




 


  パロはヨセフの兄弟たちに言った、「あなたがたの職業は何か」。彼らはパロに言った、「しもべらは羊を飼う者です。われわれも、われわれの先祖もそうです」。 


 And Pharaoh said to his brethren, What is your occupation? And they said to Pharaoh, Thy servants are shepherds, both we and our fathers.




 


  彼らはまたパロに言った、「この国に寄留しようとしてきました。カナンの地はききんが激しく、しもべらの群れのための牧草がないのです。どうかしもべらをゴセンの地に住ませてください」。 


 And they said to Pharaoh, To sojourn in the land are we come; for there is no pasture for the sheep that thy servants have, for the famine is grievous in the land of Canaan; and now, we pray thee, let thy servants dwell in the land of Goshen.




 


  パロはヨセフに言った、「あなたの父と兄弟たちとがあなたのところにきた。 


 And Pharaoh spoke to Joseph, saying, Thy father and thy brethren are come to thee.




 


  エジプトの地はあなたの前にある。地の最も良い所にあなたの父と兄弟たちとを住ませなさい。ゴセンの地に彼らを住ませなさい。もしあなたが彼らのうちに有能な者があるのを知っているなら、その者にわたしの家畜をつかさどらせなさい」。 


 The land of Egypt is before thee; in the best of the land settle thy father and thy brethren: let them dwell in the land of Goshen. And if thou knowest men of activity among them, then set them as overseers of cattle over what I have.




 


  そこでヨセフは父ヤコブを導いてパロの前に立たせた。ヤコブはパロを祝福した。 


 And Joseph brought Jacob his father, and set him before Pharaoh. And Jacob blessed Pharaoh.




 


  パロはヤコブに言った、「あなたの年はいくつか」。 


 And Pharaoh said to Jacob, How many are the days of the years of thy life?




 


  ヤコブはパロに言った、「わたしの旅路のとしつきは、百三十年です。わたしのよわいの日はわずかで、ふしあわせで、わたしの先祖たちのよわいの日と旅路の日には及びません」。 


 And Jacob said to Pharaoh, The days of the years of my sojourning are a hundred and thirty years. Few and evil have been the days of the years of my life, and they do not attain to the days of the years of the life of my fathers, in the days of their sojourning.




 


  ヤコブはパロを祝福し、パロの前を去った。 


 And Jacob blessed Pharaoh, and went out from Pharaoh.




 


  ヨセフはパロの命じたように、父と兄弟たちとのすまいを定め、彼らにエジプトの国で最も良い地、ラメセスの地を所有として与えた。 


 And Joseph settled his father and his brethren, and gave them a possession in the land of Egypt, in the best of the land, in the land of Rameses, as Pharaoh had commanded.




 


  またヨセフは父と兄弟たちと父の全家とに、家族の数にしたがい、食物を与えて養った。 


 And Joseph maintained his father, and his brethren, and all his father's household, with bread, according to the number of the little ones.




 


  さて、ききんが非常に激しかったので、全地に食物がなく、エジプトの国もカナンの国も、ききんのために衰えた。 


 And there was no bread in all the land; for the famine was very grievous; and the land of Egypt and the land of Canaan were exhausted through the famine.




 


  それでヨセフは人々が買った穀物の代金としてエジプトの国とカナンの国にあった銀をみな集め、その銀をパロの家に納めた。 


 And Joseph gathered up all the money that was found in the land of Egypt, and in the land of Canaan, for the grain which they bought; and Joseph brought the money into Pharaoh's house.




 


  こうしてエジプトの国とカナンの国に銀が尽きたとき、エジプトびとはみなヨセフのもとにきて言った、「食物をください。銀が尽きたからとて、どうしてあなたの前で死んでよいでしょう」。 


 And when money came to an end in the land of Egypt and in the land of Canaan, all the Egyptians came to Joseph, saying, Give us bread! for why should we die before thee? for [our] money is all gone.




 


  ヨセフは言った、「あなたがたの家畜を出しなさい。銀が尽きたのなら、あなたがたの家畜と引き替えで食物をわたそう」。 


 And Joseph said, Give your cattle, and I will give you for your cattle, if [your] money be all gone.




 


  彼らはヨセフの所へ家畜をひいてきたので、ヨセフは馬と羊の群れと牛の群れ及びろばと引き替えで、食物を彼らにわたした。こうして彼はその年、すべての家畜と引き替えた食物で彼らを養った。 


 And they brought their cattle to Joseph; and Joseph gave them bread for horses, and for flocks of sheep, and for herds of cattle, and for asses; and he fed them with bread for all their cattle that year.




 


  やがてその年は暮れ、次の年、人々はまたヨセフの所へきて言った、「わが主には何事も隠しません。われわれの銀は尽き、獣の群れもわが主のものになって、われわれのからだと田地のほかはわが主の前に何も残っていません。 


 And that year ended; and they came to him the second year, and said to him, We will not hide [it] from my lord that since [our] money is come to an end, and the herds of cattle are in the possession of my lord, nothing is left before my lord but our bodies and our land.




 


  われわれはどうして田地と一緒に、あなたの目の前で滅んでよいでしょう。われわれと田地とを食物と引き替えで買ってください。われわれは田地と一緒にパロの奴隷となりましょう。また種をください。そうすればわれわれは生きながらえ、死を免れて、田地も荒れないでしょう」。 


 Why should we die before thine eyes, both we and our land? Buy us and our land for bread, and we and our land will be bondmen to Pharaoh; and give seed, that we may live, and not die, and that the land be not desolate.




 


  そこでヨセフはエジプトの田地をみなパロのために買い取った。ききんがエジプトびとに、きびしかったので、めいめいその田畑を売ったからである。こうして地はパロのものとなった。 


 And Joseph bought all the soil of Egypt for Pharaoh; for the Egyptians sold every man his field, because the famine prevailed over them; and the land became Pharaoh's.




 


  そしてヨセフはエジプトの国境のこの端からかの端まで民を奴隷とした。 


 And as for the people, he removed them into the cities, from [one] end of the borders of Egypt even to the [other] end of it.




 


  ただ祭司の田地は買い取らなかった。祭司にはパロの給与があって、パロが与える給与で生活していたので、その田地を売らなかったからである。 


 Only the land of the priests he did not buy; for the priests had an assigned portion from Pharaoh, and ate their assigned portion which Pharaoh had given them; so they did not sell their land.




 


  ヨセフは民に言った、「わたしはきょう、あなたがたとその田地とを買い取って、パロのものとした。あなたがたに種をあげるから地にまきなさい。 


 And Joseph said to the people, Behold, I have bought you this day and your land for Pharaoh: lo, here is seed for you, and sow the land.




 


  収穫の時は、その五分の一をパロに納め、五分の四を自分のものとして田畑の種とし、自分と家族の食糧とし、また子供の食糧としなさい」。 


 And it shall come to pass in the increase that ye shall give the fifth to Pharaoh, and the four parts shall be your own, for seed of the field, and for your food, and for them of your households, and for food for your little ones.




 


  彼らは言った、「あなたはわれわれの命をお救いくださった。どうかわが主の前に恵みを得させてください。われわれはパロの奴隷になりましょう」。 


 And they said, Thou hast saved us alive. Let us find favour in the eyes of my lord, and we will be Pharaoh's bondmen.




 


  ヨセフはエジプトの田地について、収穫の五分の一をパロに納めることをおきてとしたが、それは今日に及んでいる。ただし祭司の田地だけはパロのものとならなかった。 


 And Joseph made it a law over the land of Egypt to this day, [that] the fifth should be for Pharaoh, except the land of the priests: theirs alone did not become Pharaoh's.




 


  さてイスラエルはエジプトの国でゴセンの地に住み、そこで財産を得、子を生み、大いにふえた。 


 And Israel dwelt in the land of Egypt, in the land of Goshen; and they had possessions in it, and were fruitful and multiplied exceedingly.




 


  ヤコブはエジプトの国で十七年生きながらえた。ヤコブのよわいの日は百四十七年であった。 


 And Jacob lived in the land of Egypt seventeen years; and the days of Jacob, the years of his life, were a hundred and forty-seven years.




 


  イスラエルは死ぬ時が近づいたので、その子ヨセフを呼んで言った、「もしわたしがあなたの前に恵みを得るなら、どうか手をわたしのももの下に入れて誓い、親切と誠実とをもってわたしを取り扱ってください。どうかわたしをエジプトには葬らないでください。 


 And the days of Israel approached that he should die. And he called his son Joseph, and said to him, If now I have found favour in thine eyes, put, I pray thee, thy hand under my thigh, and deal kindly and truly with me: bury me not, I pray thee, in Egypt;




 


  わたしが先祖たちと共に眠るときには、わたしをエジプトから運び出して先祖たちの墓に葬ってください」。ヨセフは言った、「あなたの言われたようにいたします」。 


 but when I shall lie with my fathers, thou shalt carry me out of Egypt, and bury me in their sepulchre. And he said, I will do according to thy word.




 


  ヤコブがまた、「わたしに誓ってください」と言ったので、彼は誓った。イスラエルは床のかしらで拝んだ。 


 And he said, Swear to me; and he swore to him. And Israel worshipped on the bed's head.
創世記 4601020304050607080910111213141516171819202122232425262728創世記 45:1koudby創世記 45:2koudby創世記 45:3koudby創世記 45:4koudby創世記 45:5koudby創世記 45:6koudby創世記 45:7koudby創世記 45:8koudby創世記 45:9koudby創世記 45:10koudby創世記 45:11koudby創世記 45:12koudby創世記 45:13koudby創世記 45:14koudby創世記 45:15koudby創世記 45:16koudby創世記 45:17koudby創世記 45:18koudby創世記 45:19koudby創世記 45:20koudby創世記 45:21koudby創世記 45:22koudby創世記 45:23koudby創世記 45:24koudby創世記 45:25koudby創世記 45:26koudby創世記 45:27koudby創世記 45:28koudby創世記 45創世記 4701020304050607080910111213141516171819202122232425262728293031323334創世記 46:1koudby創世記 46:2koudby創世記 46:3koudby創世記 46:4koudby創世記 46:5koudby創世記 46:6koudby創世記 46:7koudby創世記 46:8koudby創世記 46:9koudby創世記 46:10koudby創世記 46:11koudby創世記 46:12koudby創世記 46:13koudby創世記 46:14koudby創世記 46:15koudby創世記 46:16koudby創世記 46:17koudby創世記 46:18koudby創世記 46:19koudby創世記 46:20koudby創世記 46:21koudby創世記 46:22koudby創世記 46:23koudby創世記 46:24koudby創世記 46:25koudby創世記 46:26koudby創世記 46:27koudby創世記 46:28koudby創世記 46:29koudby創世記 46:30koudby創世記 46:31koudby創世記 46:32koudby創世記 46:33koudby創世記 46:34koudby創世記 4601020304050607080910111213141516171819202122232425262728293031創世記 47:1koudby創世記 47:2koudby創世記 47:3koudby創世記 47:4koudby創世記 47:5koudby創世記 47:6koudby創世記 47:7koudby創世記 47:8koudby創世記 47:9koudby創世記 47:10koudby創世記 47:11koudby創世記 47:12koudby創世記 47:13koudby創世記 47:14koudby創世記 47:15koudby創世記 47:16koudby創世記 47:17koudby創世記 47:18koudby創世記 47:19koudby創世記 47:20koudby創世記 47:21koudby創世記 47:22koudby創世記 47:23koudby創世記 47:24koudby創世記 47:25koudby創世記 47:26koudby創世記 47:27koudby創世記 47:28koudby創世記 47:29koudby創世記 47:30koudby創世記 47:31koudby
創世記 48

⇈ 旧約聖書


↥ 創世記 


↤ 創世記 47 


↦  




詩のインデックス:


  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  






 


  これらの事の後に、「あなたの父は、いま病気です」とヨセフに告げる者があったので、彼はふたりの子、マナセとエフライムとを連れて行った。 


 And it came to pass after these things, that one told Joseph, Behold, thy father is sick. And he took with him his two sons Manasseh and Ephraim.




 


  時に人がヤコブに告げて、「あなたの子ヨセフがあなたのもとにきました」と言ったので、イスラエルは努めて床の上にすわった。 


 And one told Jacob and said, Behold, thy son Joseph is coming to thee. And Israel strengthened himself, and sat upon the bed.




 


  そしてヤコブはヨセフに言った、「先に全能の神がカナンの地ルズでわたしに現れ、わたしを祝福して、 


 And Jacob said to Joseph, The Almighty ùGod appeared to me at Luz in the land of Canaan, and blessed me,




 


  言われた、『わたしはおまえに多くの子を得させ、おまえをふやし、おまえを多くの国民としよう。また、この地をおまえの後の子孫に与えて永久の所有とさせる』。 


 and he said to me, Behold, I will make thee fruitful and multiply thee, and I will make of thee a company of peoples; and will give this land to thy seed after thee [for] an everlasting possession.




 


  エジプトにいるあなたの所にわたしが来る前に、エジプトの国で生れたあなたのふたりの子はいまわたしの子とします。すなわちエフライムとマナセとはルベンとシメオンと同じようにわたしの子とします。 


 And now thy two sons, who were born to thee in the land of Egypt before I came to thee into Egypt, shall be mine: Ephraim and Manasseh shall be mine, as Reuben and Simeon.




 


  ただし彼らの後にあなたに生れた子らはあなたのものとなります。しかし、その嗣業はその兄弟の名で呼ばれるでしょう。 


 And thy family which thou hast begotten after them shall be thine: they shall be called after the name of their brethren in their inheritance.




 


  わたしがパダンから帰って来る途中ラケルはカナンの地で死に、わたしは悲しんだ。そこはエフラタに行くまでには、なお隔たりがあった。わたしはエフラタ、すなわちベツレヘムへ行く道のかたわらに彼女を葬った」。 


 And as for me, when I came from Padan, Rachel died by me in the land of Canaan on the way, when there was yet a certain distance to come to Ephrath; and I buried her there on the way to Ephrath, that is, Bethlehem.




 


  ところで、イスラエルはヨセフの子らを見て言った、「これはだれですか」。 


 And Israel beheld Joseph's sons, and said, Who are these?




 


  ヨセフは父に言った、「神がここでわたしにくださった子どもです」。父は言った、「彼らをわたしの所に連れてきて、わたしに祝福させてください」。 


 And Joseph said to his father, They are my sons, whom God has given me here. And he said, Bring them, I pray thee, to me, that I may bless them.




 


  イスラエルの目は老齢のゆえに、かすんで見えなかったが、ヨセフが彼らを父の所に近寄らせたので、父は彼らに口づけし、彼らを抱いた。 


 But the eyes of Israel were heavy from age: he could not see. And he brought them nearer to him; and he kissed them, and embraced them.




 


  そしてイスラエルはヨセフに言った、「あなたの顔が見られようとは思わなかったのに、神はあなたの子らをもわたしに見させてくださった」。 


 And Israel said to Joseph, I had not thought to see thy face; and behold, God has let me see also thy seed.




 


  そこでヨセフは彼らをヤコブのひざの間から取り出し、地に伏して拝した。 


 And Joseph brought them out from his knees, and bowed down with his face to the earth.




 


  ヨセフはエフライムを右の手に取ってイスラエルの左の手に向かわせ、マナセを左の手に取ってイスラエルの右の手に向かわせ、ふたりを近寄らせた。 


 And Joseph took them both, Ephraim in his right hand toward Israel's left hand, and Manasseh in his left hand toward Israel's right hand, and brought [them] near to him.




 


  すると、イスラエルは右の手を伸べて弟エフライムの頭に置き、左の手をマナセの頭に置いた。マナセは長子であるが、ことさらそのように手を置いたのである。 


 But Israel stretched out his right hand, and laid [it] on Ephraim's head -- now he was the younger -- and his left hand on Manasseh's head; guiding his hands intelligently, for Manasseh was the firstborn.




 


  そしてヨセフを祝福して言った、「わが先祖アブラハムとイサクの仕えた神、生れてからきょうまでわたしを養われた神、 


 And he blessed Joseph, and said, The God before whom my fathers Abraham and Isaac walked, the God that shepherded me all my life long to this day,




 


  すべての災からわたしをあがなわれたみ使よ、この子供たちを祝福してください。またわが名と先祖アブラハムとイサクの名とが、彼らによって唱えられますように、また彼らが地の上にふえひろがりますように」。 


 the Angel that redeemed me from all evil, bless the lads; and let my name be named upon them, and the name of my fathers Abraham and Isaac; and let them grow into a multitude in the midst of the land!




 


  ヨセフは父が右の手をエフライムの頭に置いているのを見て不満に思い、父の手を取ってエフライムの頭からマナセの頭へ移そうとした。 


 When Joseph saw that his father laid his right hand on the head of Ephraim, it was evil in his eyes; and he took hold of his father's hand to remove it from Ephraim's head to Manasseh's head.




 


  そしてヨセフは父に言った、「父よ、そうではありません。こちらが長子です。その頭に右の手を置いてください」。 


 And Joseph said to his father, Not so, my father, for this is the firstborn: put thy right hand on his head.




 


  父は拒んで言った、「わかっている。子よ、わたしにはわかっている。彼もまた一つの民となり、また大いなる者となるであろう。しかし弟は彼よりも大いなる者となり、その子孫は多くの国民となるであろう」。 


 But his father refused and said, I know, my son, I know: he also will become a people, and he also will be great; but truly his younger brother will be greater than he; and his seed will become the fulness of nations.




 


  こうして彼はこの日、彼らを祝福して言った、「あなたを指して、イスラエルは、人を祝福して言うであろう、『神があなたをエフライムのごとく、またマナセのごとくにせられるように』」。このように、彼はエフライムをマナセの先に立てた。 


 And he blessed them that day, saying, In thee will Israel bless, saying, God make thee as Ephraim and Manasseh! And he set Ephraim before Manasseh.




 


  イスラエルはまたヨセフに言った、「わたしはやがて死にます。しかし、神はあなたがたと共におられて、あなたがたを先祖の国に導き返されるであろう。 


 And Israel said to Joseph, Behold, I die; and God will be with you, and bring you again to the land of your fathers.




 


  なおわたしは一つの分を兄弟よりも多くあなたに与える。これはわたしがつるぎと弓とを持ってアモリびとの手から取ったものである」。 


 And *I* have given to thee one tract [of land] above thy brethren, which I took out of the hand of the Amorite with my sword and with my bow.
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  ヤコブはその子らを呼んで言った、「集まりなさい。後の日に、あなたがたの上に起ることを、告げましょう、 


 And Jacob called his sons, and said, Gather yourselves together, and I will tell you what will befall you at the end of days.




 


  ヤコブの子らよ、集まって聞け。父イスラエルのことばを聞け。 


 Assemble yourselves, and hear, ye sons of Jacob, And listen to Israel your father.




 


  ルベンよ、あなたはわが長子、わが勢い、わが力のはじめ、威光のすぐれた者、権力のすぐれた者。 


 Reuben, thou art my firstborn, My might, and the firstfruits of my vigour: Excellency of dignity, and excellency of strength.




 


  しかし、沸き立つ水のようだから、もはや、すぐれた者ではあり得ない。あなたは父の床に上って汚した。ああ、あなたはわが寝床に上った。 


 Impetuous as the waters, thou shalt have no pre-eminence; Because thou wentest up to thy father's couch: Then defiledst thou [it]: he went up to my bed.




 


  シメオンとレビとは兄弟。彼らのつるぎは暴虐の武器。 


 Simeon and Levi are brethren: Instruments of violence their swords.




 


  わが魂よ、彼らの会議に臨むな。わが栄えよ、彼らのつどいに連なるな。彼らは怒りに任せて人を殺し、ほしいままに雄牛の足の筋を切った。 


 My soul, come not into their council; Mine honour, be not united with their assembly; For in their anger they slew men, And in their wantonness houghed oxen.




 


  彼らの怒りは、激しいゆえにのろわれ、彼らの憤りは、はなはだしいゆえにのろわれる。わたしは彼らをヤコブのうちに分け、イスラエルのうちに散らそう。 


 Cursed be their anger, for it [was] violent; And their rage, for it [was] cruel! I will divide them in Jacob, And scatter them in Israel.




 


  ユダよ、兄弟たちはあなたをほめる。あなたの手は敵のくびを押え、父の子らはあなたの前に身をかがめるであろう。 


 Judah -- [as to] thee, thy brethren will praise thee; Thy hand will be upon the neck of thine enemies; Thy father's children will bow down to thee.




 


  ユダは、ししの子。わが子よ、あなたは獲物をもって上って来る。彼は雄じしのようにうずくまり、雌じしのように身を伏せる。だれがこれを起すことができよう。 


 Judah is a young lion; From the prey, my son, thou art gone up. He stoopeth, he layeth himself down as a lion, And as a lioness: who will rouse him up?




 


  つえはユダを離れず、立法者のつえはその足の間を離れることなく、シロの来る時までに及ぶであろう。もろもろの民は彼に従う。 


 The scepter will not depart from Judah, Nor the lawgiver from between his feet, Until Shiloh come, And to him will be the obedience of peoples.




 


  彼はそのろばの子をぶどうの木につなぎ、その雌ろばの子を良きぶどうの木につなぐ。彼はその衣服をぶどう酒で洗い、その着物をぶどうの汁で洗うであろう。 


 He bindeth his foal to the vine, And his ass's colt to the choice vine; He washeth his dress in wine, And his garment in the blood of grapes.




 


  その目はぶどう酒によって赤く、その歯は乳によって白い。 


 The eyes are red with wine, And the teeth [are] white with milk.




 


  ゼブルンは海べに住み、舟の泊まる港となって、その境はシドンに及ぶであろう。 


 Zebulun will dwell at the shore of the seas; Yea, he will be at the shore of the ships, And his side [toucheth] upon Sidon.




 


  イッサカルはたくましいろば、彼は羊のおりの間に伏している。 


 Issachar is a bony ass, Crouching down between two hurdles.




 


  彼は定住の地を見て良しとし、その国を見て楽しとした。彼はその肩を下げてにない、奴隷となって追い使われる。 


 And he saw the rest that it was good, And the land that it was pleasant; And he bowed his shoulder to bear, And was a tributary servant.




 


  ダンはおのれの民をさばくであろう、イスラエルのほかの部族のように。 


 Dan will judge his people, As another of the tribes of Israel.




 


  ダンは道のかたわらのへび、道のほとりのまむし。馬のかかとをかんで、乗る者をうしろに落すであろう。 


 Dan will be a serpent on the way, A horned snake on the path, Which biteth the horse's heels, So that the rider falleth backwards.




 


  主よ、わたしはあなたの救を待ち望む。 


 I wait for thy salvation, O Jehovah.




 


  ガドには略奪者が迫る。しかし彼はかえって敵のかかとに迫るであろう。 


 Gad -- troops will rush upon him; But he will rush upon the heel.




 


  アセルはその食物がゆたかで、王の美味をいだすであろう。 


 Out of Asher, his bread shall be fat, And he will give royal dainties.




 


  ナフタリは放たれた雌じか、彼は美しい子じかを生むであろう。 


 Naphtali is a hind let loose; He giveth goodly words.




 


  ヨセフは実を結ぶ若木、泉のほとりの実を結ぶ若木。その枝は、かきねを越えるであろう。 


 Joseph is a fruitful bough; A fruitful bough by a well; [His] branches shoot over the wall.




 


  射る者は彼を激しく攻め、彼を射、彼をいたく悩ました。 


 The archers have provoked him, And shot at, and hated him;




 


  しかし彼の弓はなお強く、彼の腕は素早い。これはヤコブの全能者の手により、イスラエルの岩なる牧者の名により、 


 But his bow abideth firm, And the arms of his hands are supple By the hands of the Mighty One of Jacob. From thence is the shepherd, the stone of Israel:




 


  あなたを助ける父の神により、また上なる天の祝福、下に横たわる淵の祝福、乳ぶさと胎の祝福をもって、あなたを恵まれる全能者による。 


 From the ùGod of thy father, and he will help thee; And from the Almighty, and he will bless thee -- With blessings of heaven from above, With blessings of the deep that lieth under, With blessings of the breast and of the womb.




 


  あなたの父の祝福は永遠の山の祝福にまさり、永久の丘の賜物にまさる。これらの祝福はヨセフのかしらに帰し、その兄弟たちの君たる者の頭の頂に帰する。 


 The blessings of thy father surpass the blessings of my ancestors, Unto the bounds of the everlasting hills: They shall be on the head of Joseph, And on the crown of the head of him that was separated from his brethren.




 


  ベニヤミンはかき裂くおおかみ、朝にその獲物を食らい、夕にその分捕物を分けるであろう」。 


 Benjamin -- [as] a wolf will he tear to pieces; In the morning he will devour the prey, And in the evening he will divide the booty.




 


  すべてこれらはイスラエルの十二の部族である。そしてこれは彼らの父が彼らに語り、彼らを祝福したもので、彼は祝福すべきところに従って、彼らおのおのを祝福した。 


 All these are the twelve tribes of Israel, and this is what their father spoke to them; and he blessed them: every one according to his blessing he blessed them.




 


  彼はまた彼らに命じて言った、「わたしはわが民に加えられようとしている。あなたがたはヘテびとエフロンの畑にあるほら穴に、わたしの先祖たちと共にわたしを葬ってください。 


 And he charged them, and said to them, I am gathered to my people: bury me with my fathers in the cave that is in the field of Ephron the Hittite,




 


  そのほら穴はカナンの地のマムレの東にあるマクペラの畑にあり、アブラハムがヘテびとエフロンから畑と共に買い取り、所有の墓地としたもので、 


 in the cave that is in the field of Machpelah, which is opposite to Mamre, in the land of Canaan, which Abraham bought of Ephron the Hittite along with the field for a possession of a sepulchre.




 


  そこにアブラハムと妻サラとが葬られ、イサクと妻リベカもそこに葬られたが、わたしはまたそこにレアを葬った。 


 There they buried Abraham and Sarah his wife; there they buried Isaac and Rebecca his wife; and there I buried Leah.




 


  あの畑とその中にあるほら穴とはヘテの人々から買ったものです」。 


 The purchase of the field, and of the cave that is in it, was from the children of Heth.




 


  こうしてヤコブは子らに命じ終って、足を床におさめ、息絶えて、その民に加えられた。 


 And when Jacob had made an end of commanding his sons, he gathered his feet into the bed, and expired, and was gathered to his peoples.
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  ヨセフは父の顔に伏して泣き、口づけした。 


 And Joseph fell upon his father's face, and wept upon him, and kissed him.




 


  そしてヨセフは彼のしもべである医者たちに、父に薬を塗ることを命じたので、医者たちはイスラエルに薬を塗った。 


 And Joseph commanded his servants the physicians to embalm his father. And the physicians embalmed Israel.




 


  このために四十日を費した。薬を塗るにはこれほどの日数を要するのである。エジプトびとは七十日の間、彼のために泣いた。 


 And forty days were fulfilled for him; for so are fulfilled the days of those who are embalmed. And the Egyptians mourned for him seventy days.




 


  彼のために泣く日が過ぎて、ヨセフはパロの家の者に言った、「今もしわたしがあなたがたの前に恵みを得るなら、どうかパロに伝えてください。 


 And when the days of his mourning were past, Joseph spoke to the house of Pharaoh, saying, If now I have found favour in your eyes, speak, I pray you, in the ears of Pharaoh, saying,




 


  『わたしの父はわたしに誓わせて言いました「わたしはやがて死にます。カナンの地に、わたしが掘って置いた墓に葬ってください」。それで、どうかわたしを上って行かせ、父を葬らせてください。そうすれば、わたしはまた帰ってきます』」。 


 My father made me swear, saying, Behold, I die; in my grave which I have dug myself in the land of Canaan, there shalt thou bury me. And now, let me go up, I pray thee, that I may bury my father; and I will come again.




 


  パロは言った、「あなたの父があなたに誓わせたように上って行って彼を葬りなさい」。 


 And Pharaoh said, Go up and bury thy father, according as he made thee swear.




 


  そこでヨセフは父を葬るために上って行った。彼と共に上った者はパロのもろもろの家来たち、パロの家の長老たち、エジプトの国のもろもろの長老たち、 


 And Joseph went up to bury his father; and with him went up all the bondmen of Pharaoh, the elders of his house, and all the elders of the land of Egypt,




 


  ヨセフの全家とその兄弟たち及びその父の家族であった。ただ子供と羊と牛はゴセンの地に残した。 


 and all the house of Joseph, and his brethren, and his father's house; only their little ones, and their flocks, and their herds, they left in the land of Goshen.




 


  また戦車と騎兵も彼と共に上ったので、その行列はたいそう盛んであった。 


 And there went up with him both chariots and horsemen; and the camp was very great.




 


  彼らはヨルダンの向こうのアタデの打ち場に行き着いて、そこで大いに嘆き、非常に悲しんだ。そしてヨセフは七日の間父のために嘆いた。 


 And they came to the threshing-floor of Atad, which is beyond the Jordan; and there they lamented with a great and very grievous lamentation; and he made a mourning for his father of seven days.




 


  その地の住民、カナンびとがアタデの打ち場の嘆きを見て、「これはエジプトびとの大いなる嘆きだ」と言ったので、その所の名はアベル・ミツライムと呼ばれた。これはヨルダンの向こうにある。 


 And the inhabitants of the land, the Canaanites, saw the mourning at the threshing-floor of Atad, and they said, This is a grievous mourning of the Egyptians. Therefore the name of it was called Abel-Mizraim, which is beyond the Jordan.




 


  ヤコブの子らは命じられたようにヤコブにおこなった。 


 And his sons did to him according as he had commanded them;




 


  すなわちその子らは彼をカナンの地へ運んで行って、マクペラの畑のほら穴に葬った。このほら穴はマムレの東にあって、アブラハムがヘテびとエフロンから畑と共に買って、所有の墓地としたものである。 


 and his sons carried him into the land of Canaan, and buried him in the cave of the field of Machpelah which Abraham had bought along with the field, for a possession of a sepulchre, of Ephron the Hittite, opposite to Mamre.




 


  ヨセフは父を葬った後、その兄弟たち及びすべて父を葬るために一緒に上った者と共にエジプトに帰った。 


 And, after he had buried his father, Joseph returned to Egypt, he and his brethren, and all that had gone up with him to bury his father.




 


  ヨセフの兄弟たちは父の死んだのを見て言った、「ヨセフはことによるとわれわれを憎んで、われわれが彼にしたすべての悪に、仕返しするに違いない」。 


 And when Joseph's brethren saw that their father was dead, they said, If now Joseph should be hostile to us, and should indeed requite us all the evil that we did to him!




 


  そこで彼らはことづけしてヨセフに言った、「あなたの父は死ぬ前に命じて言われました、 


 And they sent a messenger to Joseph, saying, Thy father commanded before he died, saying,




 


  『おまえたちはヨセフに言いなさい、「あなたの兄弟たちはあなたに悪をおこなったが、どうかそのとがと罪をゆるしてやってください」』。今どうかあなたの父の神に仕えるしもべらのとがをゆるしてください」。ヨセフはこの言葉を聞いて泣いた。 


 Thus shall ye speak to Joseph: Oh forgive, I pray thee, the transgression of thy brethren, and their sin! for they did evil to thee. And now, we pray thee, forgive the transgression of the servants of the God of thy father. And Joseph wept when they spoke to him.




 


  やがて兄弟たちもきて、彼の前に伏して言った、「このとおり、わたしたちはあなたのしもべです」。 


 And his brethren also went and fell down before his face, and said, Behold, we are thy bondmen.




 


  ヨセフは彼らに言った、「恐れることはいりません。わたしが神に代ることができましょうか。 


 And Joseph said to them, Fear not: am I then in the place of God?




 


  あなたがたはわたしに対して悪をたくらんだが、神はそれを良きに変らせて、今日のように多くの民の命を救おうと計らわれました。 


 Ye indeed meant evil against me: God meant it for good, in order that he might do as [it is] this day, to save a great people alive.




 


  それゆえ恐れることはいりません。わたしはあなたがたとあなたがたの子供たちを養いましょう」。彼は彼らを慰めて、親切に語った。 


 And now, fear not: I will maintain you and your little ones. And he comforted them, and spoke consolingly to them.




 


  このようにしてヨセフは父の家族と共にエジプトに住んだ。そしてヨセフは百十年生きながらえた。 


 And Joseph dwelt in Egypt, he and his father's house; and Joseph lived a hundred and ten years.




 


  ヨセフはエフライムの三代の子孫を見た。マナセの子マキルの子らも生れてヨセフのひざの上に置かれた。 


 And Joseph saw Ephraim's children of the third [generation]; the sons also of Machir the son of Manasseh were born on Joseph's knees.




 


  ヨセフは兄弟たちに言った、「わたしはやがて死にます。神は必ずあなたがたを顧みて、この国から連れ出し、アブラハム、イサク、ヤコブに誓われた地に導き上られるでしょう」。 


 And Joseph said to his brethren, I die; and God will certainly visit you, and bring you up out of this land, into the land that he swore unto Abraham, to Isaac, and to Jacob.




 


  さらにヨセフは、「神は必ずあなたがたを顧みられる。その時、あなたがたはわたしの骨をここから携え上りなさい」と言ってイスラエルの子らに誓わせた。 


 And Joseph took an oath of the children of Israel, saying, God will certainly visit you; and ye shall carry up my bones hence.




 


  こうしてヨセフは百十歳で死んだ。彼らはこれに薬を塗り、棺に納めて、エジプトに置いた。 


 And Joseph died, a hundred and ten years old; and they embalmed him; and he was put in a coffin in Egypt.
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  さて、ヤコブと共に、おのおのその家族を伴って、エジプトへ行ったイスラエルの子らの名は次のとおりである。 


 And these are the names of the sons of Israel who had come into Egypt; with Jacob had they come, each with his household:




 


  すなわちルベン、シメオン、レビ、ユダ、 


 Reuben, Simeon, Levi, and Judah;




 


  イッサカル、ゼブルン、ベニヤミン、 


 Issachar, Zebulun, and Benjamin;




 


  ダン、ナフタリ、ガド、アセルであった。 


 Dan and Naphtali; Gad and Asher.




 


  ヤコブの腰から出たものは、合わせて七十人。ヨセフはすでにエジプトにいた。 


 And all the souls that had come out of the loins of Jacob were seventy souls; and Joseph was in Egypt.




 


  そして、ヨセフは死に、兄弟たちも、その時代の人々もみな死んだ。 


 And Joseph died, and all his brethren, and all that generation.




 


  けれどもイスラエルの子孫は多くの子を生み、ますますふえ、はなはだ強くなって、国に満ちるようになった。 


 And the children of Israel were fruitful, and swarmed and multiplied, and became exceeding strong; and the land was full of them.




 


  ここに、ヨセフのことを知らない新しい王が、エジプトに起った。 


 And there arose a new king over Egypt, who did not know Joseph.




 


  彼はその民に言った、「見よ、イスラエルびとなるこの民は、われわれにとって、あまりにも多く、また強すぎる。 


 And he said to his people, Behold, the people of the children of Israel are more numerous and stronger than we.




 


  さあ、われわれは、抜かりなく彼らを取り扱おう。彼らが多くなり、戦いの起るとき、敵に味方して、われわれと戦い、ついにこの国から逃げ去ることのないようにしよう」。 


 Come on, let us deal wisely with them, lest they multiply, and it come to pass that, if war occur, they take side with our enemies and fight against us, and go up out of the land.




 


  そこでエジプトびとは彼らの上に監督をおき、重い労役をもって彼らを苦しめた。彼らはパロのために倉庫の町ピトムとラメセスを建てた。 


 And they set over them service-masters to oppress them with their burdens. And they built store-cities for Pharaoh, Pithom and Rameses.




 


  しかしイスラエルの人々が苦しめられるにしたがって、いよいよふえひろがるので、彼らはイスラエルの人々のゆえに恐れをなした。 


 But the more they afflicted them, the more they multiplied and spread; and they were distressed because of the children of Israel.




 


  エジプトびとはイスラエルの人々をきびしく使い、 


 And the Egyptians made the children of Israel serve with harshness;




 


  つらい務をもってその生活を苦しめた。すなわち、しっくいこね、れんが作り、および田畑のあらゆる務に当らせたが、そのすべての労役はきびしかった。 


 and they embittered their life with hard labour in clay and bricks, and in all manner of labour in the field: all their labour with which they made them serve was with harshness.




 


  またエジプトの王は、ヘブルの女のために取上げをする助産婦でひとりは名をシフラといい、他のひとりは名をプアという者にさとして、 


 And the king of Egypt spoke to the Hebrew midwives -- of whom the name of the one was Shiphrah, and the name of the other was Puah --




 


  言った、「ヘブルの女のために助産をするとき、産み台の上を見て、もし男の子ならばそれを殺し、女の子ならば生かしておきなさい」。 


 and he said, When ye help the Hebrew women in bearing, and see [them] on the stool, if it be a son, then ye shall kill him, but if a daughter, then she shall live.




 


  しかし助産婦たちは神をおそれ、エジプトの王が彼らに命じたようにはせず、男の子を生かしておいた。 


 But the midwives feared God, and did not as the king of Egypt had said to them, but saved the male children alive.




 


  エジプトの王は助産婦たちを召して言った、「あなたがたはなぜこのようなことをして、男の子を生かしておいたのか」。 


 And the king of Egypt called the midwives and said to them, Why have ye done this, and saved the male children alive?




 


  助産婦たちはパロに言った、「ヘブルの女はエジプトの女とは違い、彼女たちは健やかで助産婦が行く前に産んでしまいます」。 


 And the midwives said to Pharaoh, Because the Hebrew women are not as the Egyptian; for they are strong, and they have borne before the midwife comes to them.




 


  それで神は助産婦たちに恵みをほどこされた。そして民はふえ、非常に強くなった。 


 And God dealt well with the midwives; and the people multiplied and became very strong.




 


  助産婦たちは神をおそれたので、神は彼女たちの家を栄えさせられた。 


 And it came to pass, because the midwives feared God, that he made them houses.




 


  そこでパロはそのすべての民に命じて言った、「ヘブルびとに男の子が生れたならば、みなナイル川に投げこめ。しかし女の子はみな生かしておけ」。 


 Then Pharaoh charged all his people, saying, Every son that is born ye shall cast into the river, but every daughter ye shall save alive.
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  さて、レビの家のひとりの人が行ってレビの娘をめとった。 


 And a man of the house of Levi went and took a daughter of Levi.




 


  女はみごもって、男の子を産んだが、その麗しいのを見て、三月のあいだ隠していた。 


 And the woman conceived, and bore a son. And she saw him that he was fair, and hid him three months.




 


  しかし、もう隠しきれなくなったので、パピルスで編んだかごを取り、それにアスファルトと樹脂とを塗って、子をその中に入れ、これをナイル川の岸の葦の中においた。 


 And when she could no longer hide him, she took for him an ark of reeds, and plastered it with resin and with pitch, and put the child in it, and laid [it] in the sedge on the bank of the river.




 


  その姉は、彼がどうされるかを知ろうと、遠く離れて立っていた。 


 And his sister stood afar off to see what would happen to him.




 


  ときにパロの娘が身を洗おうと、川に降りてきた。侍女たちは川べを歩いていたが、彼女は、葦の中にかごのあるのを見て、つかえめをやり、それを取ってこさせ、 


 And the daughter of Pharaoh went down to bathe in the river; and her maids went along by the river's side. And she saw the ark in the midst of the sedge, and sent her handmaid and fetched it.




 


  あけて見ると子供がいた。見よ、幼な子は泣いていた。彼女はかわいそうに思って言った、「これはヘブルびとの子供です」。 


 And she opened [it], and saw the child, and behold, the boy wept. And she had compassion on him, and said, This is [one] of the Hebrews' children.




 


  そのとき幼な子の姉はパロの娘に言った、「わたしが行ってヘブルの女のうちから、あなたのために、この子に乳を飲ませるうばを呼んでまいりましょうか」。 


 And his sister said to Pharaoh's daughter, Shall I go and call thee a wet-nurse of the Hebrew women, that she may nurse the child for thee?




 


  パロの娘が「行ってきてください」と言うと、少女は行ってその子の母を呼んできた。 


 And Pharaoh's daughter said to her, Go. And the damsel went and called the child's mother.




 


  パロの娘は彼女に言った、「この子を連れて行って、わたしに代り、乳を飲ませてください。わたしはその報酬をさしあげます」。女はその子を引き取って、これに乳を与えた。 


 And Pharaoh's daughter said to her, Take this child away and nurse it for me, and I will give [thee] thy wages. And the woman took the child and nursed it.




 


  その子が成長したので、彼女はこれをパロの娘のところに連れて行った。そして彼はその子となった。彼女はその名をモーセと名づけて言った、「水の中からわたしが引き出したからです」。 


 And when the child was grown, she brought him to Pharaoh's daughter, and he became her son. And she called his name Moses, and said, Because I drew him out of the water.




 


  モーセが成長して後、ある日のこと、同胞の所に出て行って、そのはげしい労役を見た。彼はひとりのエジプトびとが、同胞のひとりであるヘブルびとを打つのを見たので、 


 And it came to pass in those days, when Moses was grown, that he went out to his brethren and looked on their burdens; and he saw an Egyptian smiting a Hebrew, one of his brethren.




 


  左右を見まわし、人のいないのを見て、そのエジプトびとを打ち殺し、これを砂の中に隠した。 


 And he turned this way and that way, and when he saw that there was no man, he smote the Egyptian, and hid him in the sand.




 


  次の日また出て行って、ふたりのヘブルびとが互に争っているのを見、悪い方の男に言った、「あなたはなぜ、あなたの友を打つのですか」。 


 And he went out on the second day, and behold, two Hebrew men were quarrelling; and he said to him that was in the wrong, Why art thou smiting thy neighbour?




 


  彼は言った、「だれがあなたを立てて、われわれのつかさ、また裁判人としたのですか。エジプトびとを殺したように、あなたはわたしを殺そうと思うのですか」。モーセは恐れた。そしてあの事がきっと知れたのだと思った。 


 And he said, Who made thee ruler and judge over us? dost thou intend to kill me, as thou killedst the Egyptian? Then Moses feared, and said, Surely the matter is known.




 


  パロはこの事を聞いて、モーセを殺そうとした。しかしモーセはパロの前をのがれて、ミデヤンの地に行き、井戸のかたわらに座していた。 


 And Pharaoh heard of this matter, and sought to slay Moses. But Moses fled from before Pharaoh, and dwelt in the land of Midian. And he sat by the well.




 


  さて、ミデヤンの祭司に七人の娘があった。彼女たちはきて水をくみ、水槽にみたして父の羊の群れに飲ませようとしたが、 


 And the priest of Midian had seven daughters; and they came and drew [water], and filled the troughs, to water their father's flock.




 


  羊飼たちがきて彼女らを追い払ったので、モーセは立ち上がって彼女たちを助け、その羊の群れに水を飲ませた。 


 And the shepherds came and drove them away; but Moses rose and helped them, and watered their flock.




 


  彼女たちが父リウエルのところに帰った時、父は言った、「きょうは、どうして、こんなに早く帰ってきたのか」。 


 And when they came to Reuel their father, he said, Why are ye come so soon to-day?




 


  彼女たちは言った、「ひとりのエジプトびとが、わたしたちを羊飼たちの手から助け出し、そのうえ、水をたくさんくんで、羊の群れに飲ませてくれたのです」。 


 And they said, An Egyptian delivered us out of the hand of the shepherds, and also drew [water] abundantly for us, and watered the flock.




 


  彼は娘たちに言った、「そのかたはどこにおられるか。なぜ、そのかたをおいてきたのか。呼んできて、食事をさしあげなさい」。 


 And he said to his daughters, And where is he? why then have ye left the man behind? Call him, that he may eat bread.




 


  モーセがこの人と共におることを好んだので、彼は娘のチッポラを妻としてモーセに与えた。 


 And Moses consented to remain with the man; and he gave Moses Zipporah his daughter.




 


  彼女が男の子を産んだので、モーセはその名をゲルショムと名づけた。「わたしは外国に寄留者となっている」と言ったからである。 


 And she bore a son, and he called his name Gershom; for he said, I have been a sojourner in a foreign land.




 


  多くの日を経て、エジプトの王は死んだ。イスラエルの人々は、その苦役の務のゆえにうめき、また叫んだが、その苦役のゆえの叫びは神に届いた。 


 And it came to pass during those many days, that the king of Egypt died. And the children of Israel sighed because of the bondage, and cried; and their cry came up to God because of the bondage;




 


  神は彼らのうめきを聞き、神はアブラハム、イサク、ヤコブとの契約を覚え、 


 and God heard their groaning, and God remembered his covenant with Abraham, with Isaac, and with Jacob;




 


  神はイスラエルの人々を顧み、神は彼らをしろしめされた。 


 and God looked upon the children of Israel, and God acknowledged [them].
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  モーセは妻の父、ミデヤンの祭司エテロの羊の群れを飼っていたが、その群れを荒野の奥に導いて、神の山ホレブにきた。 


 And Moses tended the flock of Jethro his father-in-law, the priest of Midian. And he led the flock behind the wilderness, and came to the mountain of God -- to Horeb.




 


  ときに主の使は、しばの中の炎のうちに彼に現れた。彼が見ると、しばは火に燃えているのに、そのしばはなくならなかった。 


 And the Angel of Jehovah appeared to him in a flame of fire out of the midst of a thorn-bush: and he looked, and behold, the thorn-bush burned with fire, and the thorn-bush was not being consumed.




 


  モーセは言った、「行ってこの大きな見ものを見、なぜしばが燃えてしまわないかを知ろう」。 


 And Moses said, Let me now turn aside and see this great sight, why the thorn-bush is not burnt.




 


  主は彼がきて見定ようとするのを見、神はしばの中から彼を呼んで、「モーセよ、モーセよ」と言われた。彼は「ここにいます」と言った。 


 And Jehovah saw that he turned aside to see, and God called to him out of the midst of the thorn-bush and said, Moses, Moses! And he said, Here am I.




 


  神は言われた、「ここに近づいてはいけない。足からくつを脱ぎなさい。あなたが立っているその場所は聖なる地だからである」。 


 And he said, Draw not nigh hither: loose thy sandals from off thy feet, for the place whereon thou standest is holy ground.




 


  また言われた、「わたしは、あなたの先祖の神、アブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神である」。モーセは神を見ることを恐れたので顔を隠した。 


 And he said, I am the God of thy father, the God of Abraham, the God of Isaac, and the God of Jacob. And Moses hid his face; for he was afraid to look at God.




 


  主はまた言われた、「わたしは、エジプトにいるわたしの民の悩みを、つぶさに見、また追い使う者のゆえに彼らの叫ぶのを聞いた。わたしは彼らの苦しみを知っている。 


 And Jehovah said, I have seen assuredly the affliction of my people who are in Egypt, and their cry have I heard on account of their taskmasters; for I know their sorrows.




 


  わたしは下って、彼らをエジプトびとの手から救い出し、これをかの地から導き上って、良い広い地、乳と蜜の流れる地、すなわちカナンびと、ヘテびと、アモリびと、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとのおる所に至らせようとしている。 


 And I am come down to deliver them out of the hand of the Egyptians, and to bring them up out of that land unto a good and spacious land, unto a land flowing with milk and honey, unto the place of the Canaanites, and the Hittites, and the Amorites, and the Perizzites, and the Hivites, and the Jebusites.




 


  いまイスラエルの人々の叫びがわたしに届いた。わたしはまたエジプトびとが彼らをしえたげる、そのしえたげを見た。 


 And now behold, the cry of the children of Israel is come unto me; and I have also seen the oppression with which the Egyptians oppress them.




 


  さあ、わたしは、あなたをパロにつかわして、わたしの民、イスラエルの人々をエジプトから導き出させよう」。 


 And now come, and I will send thee unto Pharaoh, that thou mayest bring forth my people the children of Israel out of Egypt.




 


  モーセは神に言った、「わたしは、いったい何者でしょう。わたしがパロのところへ行って、イスラエルの人々をエジプトから導き出すのでしょうか」。 


 And Moses said to God, Who am I, that I should go unto Pharaoh, and that I should bring forth the children of Israel out of Egypt?




 


  神は言われた、「わたしは必ずあなたと共にいる。これが、わたしのあなたをつかわしたしるしである。あなたが民をエジプトから導き出したとき、あなたがたはこの山で神に仕えるであろう」。 


 And he said, For I will be with thee; and this shall be the sign to thee that I have sent thee: when thou hast brought forth the people out of Egypt, ye shall serve God upon this mountain.




 


  モーセは神に言った、「わたしがイスラエルの人々のところへ行って、彼らに『あなたがたの先祖の神が、わたしをあなたがたのところへつかわされました』と言うとき、彼らが『その名はなんというのですか』とわたしに聞くならば、なんと答えましょうか」。 


 And Moses said to God, Behold, [when] I come unto the children of Israel, and shall say unto them, The God of your fathers hath sent me unto you; and they shall say, What is his name? what shall I say unto them?




 


  神はモーセに言われた、「わたしは、有って有る者」。また言われた、「イスラエルの人々にこう言いなさい、『「わたしは有る」というかたが、わたしをあなたがたのところへつかわされました』と」。 


 And God said to Moses, I AM THAT I AM. And he said, Thus shalt thou say unto the children of Israel: I AM hath sent me unto you.




 


  神はまたモーセに言われた、「イスラエルの人々にこう言いなさい『あなたがたの先祖の神、アブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神である主が、わたしをあなたがたのところへつかわされました』と。これは永遠にわたしの名、これは世々のわたしの呼び名である。 


 And God said moreover to Moses, Thus shalt thou say unto the children of Israel: Jehovah, the God of your fathers, the God of Abraham, the God of Isaac, and the God of Jacob, hath sent me unto you. This is my name for ever, and this is my memorial unto all generations.




 


  あなたは行って、イスラエルの長老たちを集めて言いなさい、『あなたがたの先祖の神、アブラハム、イサク、ヤコブの神である主は、わたしに現れて言われました、「わたしはあなたがたを顧み、あなたがたがエジプトでされている事を確かに見た。 


 Go and gather the elders of Israel together, and say unto them, Jehovah the God of your fathers, the God of Abraham, Isaac, and Jacob, hath appeared to me, saying, I have indeed visited you, and [seen] that which is done unto you in Egypt;




 


  それでわたしはあなたがたを、エジプトの悩みから導き出して、カナンびと、ヘテびと、アモリびと、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとの地、乳と蜜の流れる地へ携え上ろうと決心した」と』。 


 and I have said, I will bring you up out of the affliction of Egypt, unto the land of the Canaanites, and the Hittites, and the Amorites, and the Perizzites, and the Hivites, and the Jebusites, unto a land flowing with milk and honey.




 


  彼らはあなたの声に聞き従うであろう。あなたはイスラエルの長老たちと一緒にエジプトの王のところへ行って言いなさい、『ヘブルびとの神、主がわたしたちに現れられました。それで、わたしたちを、三日の道のりほど荒野に行かせて、わたしたちの神、主に犠牲をささげることを許してください』と。 


 And they shall hearken to thy voice. And thou shalt come, thou and the elders of Israel, unto the king of Egypt, and ye shall say unto him, Jehovah, the God of the Hebrews, hath met with us; and now, let us go, we pray thee, three days' journey into the wilderness, that we may sacrifice to Jehovah our God.




 


  しかし、エジプトの王は強い手をもって迫らなければ、あなたがたを行かせないのをわたしは知っている。 


 But I know that the king of Egypt will not let you go, no, not by a powerful hand.




 


  それで、わたしは手を伸べて、エジプトのうちに行おうとする、さまざまの不思議をもってエジプトを打とう。その後に彼はあなたがたを去らせるであろう。 


 And I will stretch out my hand and smite Egypt with all my wonders which I will do in the midst thereof; and after that he will let you go.




 


  わたしはこの民にエジプトびとの好意を得させる。あなたがたは去るときに、むなし手で去ってはならない。 


 And I will give this people favour in the eyes of the Egyptians, and it shall come to pass, when ye go out, that ye shall not go out empty;




 


  女はみな、その隣の女と、家に宿っている女に、銀の飾り、金の飾り、また衣服を求めなさい。そしてこれらを、あなたがたのむすこ、娘に着けさせなさい。このようにエジプトびとのものを奪い取りなさい」。 


 but every woman shall ask of her neighbour, and of her that is the inmate of her house, utensils of silver, and utensils of gold, and clothing; and ye shall put [them] on your sons and on your daughters, and shall spoil the Egyptians.
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  モーセは言った、「しかし、彼らはわたしを信ぜず、またわたしの声に聞き従わないで言うでしょう、『主はあなたに現れなかった』と」。 


 And Moses answered and said, But behold, they will not believe me, nor hearken unto my voice; for they will say, Jehovah has not appeared to thee.




 


  主は彼に言われた、「あなたの手にあるそれは何か」。彼は言った、「つえです」。 


 And Jehovah said to him, What is that in thy hand? And he said, A staff.




 


  また言われた、「それを地に投げなさい」。彼がそれを地に投げると、へびになったので、モーセはその前から身を避けた。 


 And he said, Cast it on the ground. And he cast it on the ground, and it became a serpent; and Moses fled from before it.




 


  主はモーセに言われた、「あなたの手を伸ばして、その尾を取りなさい。――そこで手を伸ばしてそれを取ると、手のなかでつえとなった。―― 


 And Jehovah said to Moses, Stretch out thy hand and take it by the tail -- and he stretched out his hand and caught it, and it became a staff in his hand --




 


  これは、彼らの先祖たちの神、アブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神である主が、あなたに現れたのを、彼らに信じさせるためである」。 


 that they may believe that Jehovah, the God of their fathers, the God of Abraham, the God of Isaac, and the God of Jacob, hath appeared unto thee.




 


  主はまた彼に言われた、「あなたの手をふところに入れなさい」。彼が手をふところに入れ、それを出すと、手は、らい病にかかって、雪のように白くなっていた。 


 And Jehovah said moreover to him, Put now thy hand into thy bosom. And he put his hand into his bosom, and took it out, and behold, his hand was leprous, as snow.




 


  主は言われた、「手をふところにもどしなさい」。彼は手をふところにもどし、それをふところから出して見ると、回復して、もとの肉のようになっていた。 


 And he said, Put thy hand into thy bosom again. And he put his hand into his bosom again, and took it out of his bosom, and behold, it was turned again as his flesh.




 


  主は言われた、「彼らがもしあなたを信ぜず、また初めのしるしを認めないならば、後のしるしは信じるであろう。 


 And it shall come to pass, if they will not believe thee, neither hearken to the voice of the first sign, that they will believe the voice of the other sign.




 


  彼らがもしこの二つのしるしをも信ぜず、あなたの声に聞き従わないならば、あなたはナイル川の水を取って、かわいた地に注ぎなさい。あなたがナイル川から取った水は、かわいた地で血となるであろう」。 


 And it shall come to pass, if they will not believe also those two signs, neither hearken unto thy voice, that thou shalt take of the water of the river, and pour [it] on the dry [land]; and the water that thou takest out of the river shall become blood upon the dry [land].




 


  モーセは主に言った、「ああ主よ、わたしは以前にも、またあなたが、しもべに語られてから後も、言葉の人ではありません。わたしは口も重く、舌も重いのです」。 


 And Moses said to Jehovah, Ah Lord! I am not eloquent, neither heretofore nor since thou hast spoken to thy servant, for I am slow of speech and of a slow tongue.




 


  主は彼に言われた、「だれが人に口を授けたのか。おし、耳しい、目あき、目しいにだれがするのか。主なるわたしではないか。 


 And Jehovah said to him, Who gave man a mouth? or who maketh dumb, or deaf, or seeing, or blind? [have] not I, Jehovah?




 


  それゆえ行きなさい。わたしはあなたの口と共にあって、あなたの言うべきことを教えるであろう」。 


 And now go, and I will be with thy mouth, and will teach thee what thou shalt say.




 


  モーセは言った、「ああ、主よ、どうか、ほかの適当な人をおつかわしください」。 


 And he said, Ah Lord! send, I pray thee, by the hand [of him whom] thou wilt send.




 


  そこで、主はモーセにむかって怒りを発して言われた、「あなたの兄弟レビびとアロンがいるではないか。わたしは彼が言葉にすぐれているのを知っている。見よ、彼はあなたに会おうとして出てきている。彼はあなたを見て心に喜ぶであろう。 


 Then the anger of Jehovah was kindled against Moses, and he said, Is not Aaron the Levite thy brother? I know that he can speak well. And also behold, he goeth out to meet thee; and when he seeth thee he will be glad in his heart.




 


  あなたは彼に語って言葉をその口に授けなさい。わたしはあなたの口と共にあり、彼の口と共にあって、あなたがたのなすべきことを教え、 


 And thou shalt speak unto him, and put the words in his mouth; and I will be with thy mouth, and with his mouth, and will teach you what ye shall do.




 


  彼はあなたに代って民に語るであろう。彼はあなたの口となり、あなたは彼のために、神に代るであろう。 


 And he shall speak for thee unto the people; and it shall come to pass that he shall be to thee for a mouth, and thou shalt be to him for God.




 


  あなたはそのつえを手に執り、それをもって、しるしを行いなさい」。 


 And thou shalt take this staff in thy hand, with which thou shalt do the signs.




 


  モーセは妻の父エテロのところに帰って彼に言った、「どうかわたしを、エジプトにいる身うちの者のところに帰らせ、彼らがまだ生きながらえているか、どうかを見させてください」。エテロはモーセに言った、「安んじて行きなさい」。 


 And Moses went and returned to Jethro his father-in-law, and said to him, Let me go, I pray thee, and return to my brethren who are in Egypt, that I may see whether they are yet alive. And Jethro said to Moses, Go in peace.




 


  主はミデヤンでモーセに言われた、「エジプトに帰って行きなさい。あなたの命を求めた人々はみな死んだ」。 


 And Jehovah said to Moses in Midian, Go, return to Egypt; for all the men are dead who sought thy life.




 


  そこでモーセは妻と子供たちをとり、ろばに乗せて、エジプトの地に帰った。モーセは手に神のつえを執った。 


 And Moses took his wife and his sons, and set them riding upon an ass, and he returned to the land of Egypt. And Moses took the staff of God in his hand.




 


  主はモーセに言われた、「あなたがエジプトに帰ったとき、わたしがあなたの手に授けた不思議を、みなパロの前で行いなさい。しかし、わたしが彼の心をかたくなにするので、彼は民を去らせないであろう。 


 And Jehovah said to Moses, When thou goest to return to Egypt, see that thou do all the wonders before Pharaoh that I have put in thy hand. And I will harden his heart, that he shall not let the people go.




 


  あなたはパロに言いなさい、『主はこう仰せられる。イスラエルはわたしの子、わたしの長子である。 


 And thou shalt say to Pharaoh, Thus saith Jehovah: Israel is my son, my firstborn.




 


  わたしはあなたに言う。わたしの子を去らせて、わたしに仕えさせなさい。もし彼を去らせるのを拒むならば、わたしはあなたの子、あなたの長子を殺すであろう』と」。 


 And I say to thee, Let my son go, that he may serve me. And if thou refuse to let him go, behold, I will kill thy son, thy firstborn.




 


  さてモーセが途中で宿っている時、主は彼に会って彼を殺そうとされた。 


 And it came to pass on the way, in the inn, that Jehovah came upon him, and sought to slay him.




 


  その時チッポラは火打ち石の小刀を取って、その男の子の前の皮を切り、それをモーセの足につけて言った、「あなたはまことに、わたしにとって血の花婿です」。 


 Then Zipporah took a stone and cut off the foreskin of her son, and cast it at his feet, and said, A bloody husband indeed art thou to me!




 


  そこで、主はモーセをゆるされた。この時「血の花婿です」とチッポラが言ったのは割礼のゆえである。 


 And he let him go. Then she said, A bloody husband -- because of the circumcision.




 


  主はアロンに言われた、「荒野に行ってモーセに会いなさい」。彼は行って神の山でモーセに会い、これに口づけした。 


 And Jehovah said to Aaron, Go into the wilderness to meet Moses. And he went, and met him on the mountain of God, and kissed him.




 


  モーセは自分をつかわされた主のすべての言葉と、命じられたすべてのしるしをアロンに告げた。 


 And Moses told Aaron all the words of Jehovah who had sent him, and all the signs that he had commanded him.




 


  そこでモーセとアロンは行ってイスラエルの人々の長老たちをみな集めた。 


 And Moses and Aaron went and gathered all the elders of the children of Israel;




 


  そしてアロンは主がモーセに語られた言葉を、ことごとく告げた。また彼は民の前でしるしを行ったので、 


 and Aaron spoke all the words that Jehovah had spoken to Moses, and did the signs before the eyes of the people.




 


  民は信じた。彼らは主がイスラエルの人々を顧み、その苦しみを見られたのを聞き、伏して礼拝した。 


 And the people believed. And when they heard that Jehovah had visited the children of Israel, and that he had seen their affliction, then they bowed their heads and worshipped.
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  その後、モーセとアロンは行ってパロに言った、「イスラエルの神、主はこう言われる、『わたしの民を去らせ、荒野で、わたしのために祭をさせなさい』と」。 


 And afterwards Moses and Aaron went in, and said to Pharaoh, Thus saith Jehovah, the God of Israel, Let my people go that they may celebrate a feast to me in the wilderness.




 


  パロは言った、「主とはいったい何者か。わたしがその声に聞き従ってイスラエルを去らせなければならないのか。わたしは主を知らない。またイスラエルを去らせはしない」。 


 And Pharaoh said, Who is Jehovah, to whose voice I am to hearken to let Israel go? I do not know Jehovah, neither will I let Israel go.




 


  彼らは言った、「ヘブルびとの神がわたしたちに現れました。どうか、わたしたちを三日の道のりほど荒野に行かせ、わたしたちの神、主に犠牲をささげさせてください。そうしなければ主は疫病か、つるぎをもって、わたしたちを悩まされるからです」。 


 And they said, The God of the Hebrews has met with us: let us go, we pray thee, three days' journey into the wilderness, and sacrifice to Jehovah our God; lest he fall upon us with pestilence or with sword.




 


  エジプトの王は彼らに言った、「モーセとアロンよ、あなたがたは、なぜ民に働きをやめさせようとするのか。自分の労役につくがよい」。 


 And the king of Egypt said to them, Why do ye, Moses and Aaron, wish to have the people go off from their works? Away, to your burdens!




 


  パロはまた言った、「見よ、今や土民の数は多い。しかも、あなたがたは彼らに労役を休ませようとするのか」。 


 And Pharaoh said, Behold the people of the land are now many, and ye wish to make them rest from their burdens.




 


  その日、パロは民を追い使う者と、民のかしらたちに命じて言った、 


 And Pharaoh commanded the same day the taskmasters of the people, and their officers, saying,




 


  「あなたがたは、れんがを作るためのわらを、もはや、今までのように、この民に与えてはならない。彼らに自分で行って、わらを集めさせなさい。 


 Ye shall no more give the people straw to make brick, as heretofore: let them go and gather straw for themselves.




 


  また前に作っていた、れんがの数どおりに彼らに作らせ、それを減らしてはならない。彼らはなまけ者だ。それだから、彼らは叫んで、『行ってわたしたちの神に犠牲をささげさせよ』と言うのだ。 


 And the number of the bricks they have made heretofore shall ye lay upon them: ye shall not diminish any of it, for they are idle; therefore they cry, saying, Let us go [and] sacrifice to our God.




 


  この人々の労役を重くして、働かせ、偽りの言葉に心を寄せさせぬようにしなさい」。 


 Let them put heavier labour on the men, that they may be taken up with it, and not regard vain words.




 


  そこで民を追い使う者たちと、民のかしらたちは出て行って、民に言った、「パロはこう仰せられる、『あなたがたに、わらは与えない。 


 And the taskmasters of the people and their officers went out and spoke to the people, saying, Thus says Pharaoh: I will not give you straw:




 


  自分で行って、見つかる所から、わらを取って来るがよい。しかし働きは少しも減らしてはならない』と」。 


 go ye, get yourselves straw where ye may find it; but none of your work shall be diminished.




 


  そこで民はエジプトの全地に散って、わらのかわりに、刈り株を集めた。 


 And the people were scattered abroad throughout the land of Egypt to gather stubble for straw.




 


  追い使う者たちは、彼らをせき立てて言った、「わらがあった時と同じように、あなたがたの働きの、日ごとの分を仕上げなければならない」。 


 And the taskmasters urged [them], saying, Fulfil your labours, the daily work, as when there was straw.




 


  パロの追い使う者たちがイスラエルの人々の上に立てたかしらたちは、打たれて、「なぜ、あなたがたは、れんが作りの仕事を、きょうも、前のように仕上げないのか」と言われた。 


 And the officers of the children of Israel, whom Pharaoh's taskmasters had set over them, were beaten, [and] it was said, Why have ye not fulfilled your task in making brick, both yesterday and to-day, as heretofore?




 


  そこで、イスラエルの人々のかしらたちはパロのところに行き、叫んで言った、「あなたはなぜ、しもべどもにこんなことをなさるのですか。 


 Then the officers of the children of Israel came and cried to Pharaoh, saying, Why dost thou deal thus with thy bondmen?




 


  しもべどもは、わらを与えられず、しかも彼らはわたしたちに、『れんがは作れ』と言うのです。その上、しもべどもは打たれています。罪はあなたの民にあるのです」。 


 There is no straw given to thy bondmen, and they say to us, Make brick; and behold, thy bondmen are beaten, but it is the fault of thy people.




 


  パロは言った、「あなたがたは、なまけ者だ、なまけ者だ。それだから、『行って、主に犠牲をささげさせよ』と言うのだ。 


 And he said, Ye are idle, idle! therefore ye say, Let us go and sacrifice to Jehovah.




 


  さあ、行って働きなさい。わらは与えないが、なおあなたがたは定めた数のれんがを納めなければならない」。 


 And now go -- work! and straw shall not be given you, and ye shall deliver the measure of bricks.




 


  イスラエルの人々のかしらたちは、「れんがの日ごとの分を減らしてはならない」と言われたので、悪い事態になったことを知った。 


 And the officers of the children of Israel saw [that] it stood ill with them, because it was said, Ye shall not diminish anything from your bricks, the daily work.




 


  彼らがパロを離れて出てきた時、彼らに会おうとして立っていたモーセとアロンに会ったので、 


 And they met Moses and Aaron, who stood there to meet them, as they came out from Pharaoh.




 


  彼らに言った、「主があなたがたをごらんになって、さばかれますように。あなたがたは、わたしたちをパロとその家来たちにきらわせ、つるぎを彼らの手に渡して、殺させようとしておられるのです」。 


 And they said to them, Jehovah look upon you and judge, that ye have made our odour to stink in the eyes of Pharaoh, and in the eyes of his bondmen, putting a sword into their hand to kill us!




 


  モーセは主のもとに帰って言った、「主よ、あなたは、なぜこの民をひどい目にあわされるのですか。なんのためにわたしをつかわされたのですか。 


 And Moses returned to Jehovah, and said, Lord, why hast thou done evil to this people? why now hast thou sent me?




 


  わたしがパロのもとに行って、あなたの名によって語ってからこのかた、彼はこの民をひどい目にあわせるばかりです。また、あなたは、すこしもあなたの民を救おうとなさいません」。 


 For ever since I came to Pharaoh to speak in thy name, he hath done evil to this people; neither hast thou delivered thy people at all!
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  主はモーセに言われた、「今、あなたは、わたしがパロに何をしようとしているかを見るであろう。すなわちパロは強い手にしいられて、彼らを去らせるであろう。否、彼は強い手にしいられて、彼らを国から追い出すであろう」。 


 And Jehovah said to Moses, Now shalt thou see what I will do to Pharaoh; for by a strong hand shall he let them go, and by a strong hand shall he drive them out of his land.




 


  神はモーセに言われた、「わたしは主である。 


 And God spoke to Moses, and said to him, I am Jehovah.




 


  わたしはアブラハム、イサク、ヤコブには全能の神として現れたが、主という名では、自分を彼らに知らせなかった。 


 And I appeared unto Abraham, unto Isaac, and unto Jacob, as the Almighty ùGod; but by my name Jehovah I was not made known to them.




 


  わたしはまたカナンの地、すなわち彼らが寄留したその寄留の地を、彼らに与えるという契約を彼らと立てた。 


 And I established also my covenant with them, to give them the land of Canaan, the land of their pilgrimage, in which they were sojourners.




 


  わたしはまた、エジプトびとが奴隷としているイスラエルの人々のうめきを聞いて、わたしの契約を思い出した。 


 And I have heard also the groaning of the children of Israel, whom the Egyptians have forced to serve, and I have remembered my covenant.




 


  それゆえ、イスラエルの人々に言いなさい、『わたしは主である。わたしはあなたがたをエジプトびとの労役の下から導き出し、奴隷の務から救い、また伸べた腕と大いなるさばきをもって、あなたがたをあがなうであろう。 


 Therefore say unto the children of Israel, I am Jehovah, and I will bring you out from under the burdens of the Egyptians, and I will deliver you from their service, and I will redeem you with a stretched-out arm, and with great judgments.




 


  わたしはあなたがたを取ってわたしの民とし、わたしはあなたがたの神となる。わたしがエジプトびとの労役の下からあなたがたを導き出すあなたがたの神、主であることを、あなたがたは知るであろう。 


 And I will take you to me for a people, and will be your God; and ye shall know that I, Jehovah your God, am he who bringeth you out from under the burdens of the Egyptians.




 


  わたしはアブラハム、イサク、ヤコブに与えると手を挙げて誓ったその地にあなたがたをはいらせ、それを所有として、与えるであろう。わたしは主である』と」。 


 And I will bring you into the land concerning which I swore to give it unto Abraham, unto Isaac, and unto Jacob; and I will give it you for a possession: I am Jehovah.




 


  モーセはこのようにイスラエルの人々に語ったが、彼らは心の痛みと、きびしい奴隷の務のゆえに、モーセに聞き従わなかった。 


 And Moses spoke thus to the children of Israel; but they did not listen to Moses from anguish of spirit, and from hard service.




 


  さて主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「エジプトの王パロのところに行って、彼がイスラエルの人々をその国から去らせるように話しなさい」。 


 Go in, speak unto Pharaoh king of Egypt, that he let the children of Israel go out of his land.




 


  モーセは主にむかって言った、「イスラエルの人々でさえ、わたしの言うことを聞かなかったのに、どうして、くちびるに割礼のないわたしの言うことを、パロが聞き入れましょうか」。 


 And Moses spoke before Jehovah, saying, Lo, the children of Israel do not hearken to me: how then should Pharaoh hearken to me, to me of uncircumcised lips?




 


  しかし、主はモーセとアロンに語って、イスラエルの人々と、エジプトの王パロのもとに行かせ、イスラエルの人々をエジプトの地から導き出せと命じられた。 


 And Jehovah spoke to Moses and to Aaron, and gave them a commandment to the children of Israel, and to Pharaoh king of Egypt, to bring the children of Israel out of the land of Egypt.




 


  彼らの先祖の家の首長たちは次のとおりである。すなわちイスラエルの長子ルベンの子らはハノク、パル、ヘヅロン、カルミで、これらはルベンの一族である。 


 These are the heads of their fathers' houses: the sons of Reuben, the firstborn of Israel: Enoch and Phallu, Hezron and Carmi: these are the families of Reuben.




 


  シメオンの子らはエムエル、ヤミン、オハデ、ヤキン、ゾハル、およびカナンの女から生れたシャウルで、これらはシメオンの一族である。 


 -- And the sons of Simeon: Jemuel, and Jamin, and Ohad, and Jachin, and Zohar, and Saul the son of a Canaanitish woman: these are the families of Simeon.




 


  レビの子らの名は、その世代に従えば、ゲルション、コハテ、メラリで、レビの一生は百三十七年であった。 


 And these are the names of the sons of Levi, according to their generations: Gershon, and Kohath, and Merari. And the years of the life of Levi were a hundred and thirty-seven years.




 


  ゲルションの子らの一族はリブニとシメイである。 


 The sons of Gershon: Libni and Shimei, according to their families.




 


  コハテの子らはアムラム、イヅハル、ヘブロン、ウジエルで、コハテの一生は百三十三年であった。 


 And the sons of Kohath: Amram, and Jizhar, and Hebron, and Uzziel. And the years of the life of Kohath were a hundred and thirty-three years.




 


  メラリの子らはマヘリとムシである。これらはその世代によるレビの一族である。 


 And the sons of Merari: Mahli and Mushi: these are the families of Levi according to their generations.




 


  アムラムは父の妹ヨケベデを妻としたが、彼女はアロンとモーセを彼に産んだ。アムラムの一生は百三十七年であった。 


 And Amram took Jochebed his aunt as wife; and she bore him Aaron and Moses. And the years of the life of Amram were a hundred and thirty-seven years.




 


  イヅハルの子らはコラ、ネペグ、ジクリである。 


 And the sons of Jizhar: Korah, and Nepheg, and Zicri.




 


  ウジエルの子らはミサエル、エルザパン、シテリである。 


 And the sons of Uzziel: Mishael, and Elzaphan, and Sithri.




 


  アロンはナションの姉妹、アミナダブの娘エリセバを妻とした。エリセバは彼にナダブ、アビウ、エレアザル、イタマルを産んだ。 


 And Aaron took Elisheba, daughter of Amminadab, sister of Nahshon, as wife; and she bore him Nadab and Abihu, Eleazar and Ithamar.




 


  コラの子らはアッシル、エルカナ、アビアサフで、これらはコラびとの一族である。 


 And the sons of Korah: Assir, and Elkanah, and Abiasaph: these are the families of the Korahites.




 


  アロンの子エレアザルはプテエルの娘のひとりを妻とした。彼女はピネハスを彼に産んだ。これらは、その一族によるレビびとの先祖の家の首長たちである。 


 And Eleazar Aaron's son took [one] of the daughters of Putiel as wife; and she bore him Phinehas: these are the heads of the fathers of the Levites according to their families.




 


  主が、「イスラエルの人々をその軍団に従って、エジプトの地から導き出しなさい」と言われたのは、このアロンとモーセである。 


 This is that Aaron and Moses, to whom Jehovah said, Bring out the children of Israel from the land of Egypt according to their hosts.




 


  彼らはイスラエルの人々をエジプトから導き出すことについて、エジプトの王パロに語ったもので、すなわちこのモーセとアロンである。 


 These are they who spoke to Pharaoh king of Egypt, to bring out the children of Israel from Egypt: this is that Moses and Aaron.




 


  主がエジプトの地でモーセに語られた日に、 


 And it came to pass on the day when Jehovah spoke to Moses in the land of Egypt,




 


  主はモーセに言われた、「わたしは主である。わたしがあなたに語ることは、みなエジプトの王パロに語りなさい」。 


 that Jehovah spoke to Moses, saying, I am Jehovah: speak thou unto Pharaoh king of Egypt all that I say unto thee.




 


  しかしモーセは主にむかって言った、「ごらんのとおり、わたしは、くちびるに割礼のない者です。パロがどうしてわたしの言うことを聞きいれましょうか」。 


 And Moses said before Jehovah, Behold, I am of uncircumcised lips, and how will Pharaoh hearken unto me?
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  主はモーセに言われた、「見よ、わたしはあなたをパロに対して神のごときものとする。あなたの兄弟アロンはあなたの預言者となるであろう。 


 And Jehovah said to Moses, See, I have made thee God to Pharaoh; and Aaron thy brother shall be thy prophet.




 


  あなたはわたしが命じることを、ことごとく彼に告げなければならない。そしてあなたの兄弟アロンはパロに告げて、イスラエルの人々をその国から去らせるようにさせなければならない。 


 Thou shalt speak all that I command thee; and Aaron thy brother shall speak unto Pharaoh, that he let the children of Israel go out of his land.




 


  しかし、わたしはパロの心をかたくなにするので、わたしのしるしと不思議をエジプトの国に多く行っても、 


 And I will render Pharaoh's heart obdurate, and multiply my signs and my wonders in the land of Egypt.




 


  パロはあなたがたの言うことを聞かないであろう。それでわたしは手をエジプトの上に加え、大いなるさばきをくだして、わたしの軍団、わたしの民イスラエルの人々を、エジプトの国から導き出すであろう。 


 And Pharaoh will not hearken unto you; and I will lay my hand upon Egypt, and bring forth my hosts, my people, the children of Israel, out of the land of Egypt by great judgments.




 


  わたしが手をエジプトの上にさし伸べて、イスラエルの人々を彼らのうちから導き出す時、エジプトびとはわたしが主であることを知るようになるであろう」。 


 And the Egyptians shall know that I am Jehovah, when I stretch forth my hand on Egypt, and bring out the children of Israel from among them.




 


  モーセとアロンはそのように行った。すなわち主が彼らに命じられたように行った。 


 And Moses and Aaron did as Jehovah had commanded them: so did they.




 


  彼らがパロと語った時、モーセは八十歳、アロンは八十三歳であった。 


 And Moses was eighty years old, and Aaron was eighty-three years old, when they spoke to Pharaoh.




 


  主はモーセとアロンに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses and to Aaron, saying,




 


  「パロがあなたがたに、『不思議をおこなって証拠を示せ』と言う時、あなたはアロンに言いなさい、『あなたのつえを取って、パロの前に投げなさい』と。するとそれはへびになるであろう」。 


 When Pharaoh shall speak to you, saying, Do a miracle for yourselves, -- then thou shalt say unto Aaron, Take thy staff and cast [it] before Pharaoh -- it will become a serpent.




 


  それで、モーセとアロンはパロのところに行き、主の命じられたとおりにおこなった。すなわちアロンはそのつえを、パロとその家来たちの前に投げると、それはへびになった。 


 And Moses and Aaron went in to Pharaoh, and did so, as Jehovah had commanded; and Aaron cast down his staff before Pharaoh, and before his bondmen, and it became a serpent.




 


  そこでパロもまた知者と魔法使を召し寄せた。これらのエジプトの魔術師らもまた、その秘術をもって同じように行った。 


 And Pharaoh also called the sages and the sorcerers; and they too, the scribes of Egypt, did so with their enchantments:




 


  すなわち彼らは、おのおのそのつえを投げたが、それらはへびになった。しかし、アロンのつえは彼らのつえを、のみつくした。 


 they cast down every man his staff, and they became serpents; but Aaron's staff swallowed up their staves.




 


  けれども、パロの心はかたくなになって、主の言われたように、彼らの言うことを聞かなかった。 


 And Pharaoh's heart was stubborn, and he hearkened not to them, as Jehovah had said.




 


  主はモーセに言われた、「パロの心はかたくなで、彼は民を去らせることを拒んでいる。 


 And Jehovah said to Moses, Pharaoh's heart is hardened: he refuseth to let the people go.




 


  あなたは、あすの朝、パロのところに行きなさい。見よ、彼は水のところに出ている。あなたは、へびに変ったあのつえを手に執り、ナイル川の岸に立って彼に会い、 


 Go unto Pharaoh in the morning -- behold, he will go out unto the water -- and take thy stand by the bank of the river in front of him; and take in thy hand the staff that was turned into a serpent.




 


  そして彼に言いなさい、『ヘブルびとの神、主がわたしをあなたにつかわして言われます、「わたしの民を去らせ、荒野で、わたしに仕えるようにさせよ」と。しかし今もなお、あなたが聞きいれようとされないので、 


 And say unto him, Jehovah the God of the Hebrews has sent me to thee, saying, Let my people go, that they may serve me in the wilderness; but behold, hitherto thou hast not hearkened.




 


  主はこう仰せられます、「これによってわたしが主であることを、あなたは知るでしょう。見よ、わたしが手にあるつえでナイル川の水を打つと、それは血に変るであろう。 


 Thus saith Jehovah: In this shalt thou know that I am Jehovah -- behold, I will smite with the staff that is in my hand upon the water which is in the river, and it shall be turned into blood.




 


  そして川の魚は死に、川は臭くなり、エジプトびとは川の水を飲むことをいとうであろう」』と」。 


 And the fish that is in the river shall die; and the river shall stink; and the Egyptians shall loathe to drink the water out of the river.




 


  主はまたモーセに言われた、「あなたはアロンに言いなさい、『あなたのつえを執って、手をエジプトの水の上、川の上、流れの上、池の上、またそのすべての水たまりの上にさし伸べて、それを血にならせなさい。エジプト全国にわたって、木の器、石の器にも、血があるようになるでしょう』と」。 


 And Jehovah said to Moses, Say unto Aaron, Take thy staff, and stretch out thy hand upon the waters of the Egyptians -- upon their streams, upon their rivers, and upon their ponds, and upon all their reservoirs of water, that they may become blood; and there shall be blood throughout the land of Egypt, both in [vessels of] wood and in [vessels of] stone.




 


  モーセとアロンは主の命じられたようにおこなった。すなわち、彼はパロとその家来たちの目の前で、つえをあげてナイル川の水を打つと、川の水は、ことごとく血に変った。 


 And Moses and Aaron did so, as Jehovah had commanded; and he lifted up the staff, and smote the waters that were in the river before the eyes of Pharaoh, and before the eyes of his bondmen; and all the waters that were in the river were turned into blood.




 


  それで川の魚は死に、川は臭くなり、エジプトびとは川の水を飲むことができなくなった。そしてエジプト全国にわたって血があった。 


 And the fish that was in the river died; and the river stank, and the Egyptians could not drink the water of the river; and the blood was throughout the land of Egypt.




 


  エジプトの魔術師らも秘術をもって同じようにおこなった。しかし、主の言われたように、パロの心はかたくなになり、彼らの言うことを聞かなかった。 


 And the scribes of Egypt did so with their sorceries; and Pharaoh's heart was stubborn, neither did he hearken to them, as Jehovah had said.




 


  パロは身をめぐらして家に入り、またこのことをも心に留めなかった。 


 And Pharaoh turned and went into his house, and took not this to heart either.




 


  すべてのエジプトびとはナイル川の水が飲めなかったので、飲む水を得ようと、川のまわりを掘った。 


 And all the Egyptians dug round about the river for water to drink; for they could not drink of the water of the river.




 


  主がナイル川を打たれてのち七日を経た。 


 And seven days were fulfilled, after Jehovah had smitten the river.
出エジプト記 8

⇈ 旧約聖書


↥ 出エジプト記 


↤  


↦  




詩のインデックス:


  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  






 


  主はモーセに言われた、「あなたはパロのところに行って言いなさい、『主はこう仰せられます、「わたしの民を去らせて、わたしに仕えさせなさい。 


 And Jehovah said to Moses, Go unto Pharaoh, and say unto him, Thus saith Jehovah: Let my people go, that they may serve me.




 


  しかし、去らせることを拒むならば、見よ、わたしは、かえるをもって、あなたの領土を、ことごとく撃つであろう。 


 And if thou refuse to let [them] go, behold, I will smite all thy borders with frogs.




 


  ナイル川にかえるが群がり、のぼって、あなたの家、あなたの寝室にはいり、寝台にのぼり、あなたの家来と民の家にはいり、またあなたのかまどや、こね鉢にはいり、 


 And the river shall swarm with frogs, and they shall go up and come into thy house, and into thy bedroom, and upon thy bed, and into the house of thy bondmen, and upon thy people, and into thine ovens, and into thy kneading-troughs.




 


  あなたと、あなたの民と、すべての家来のからだに、はい上がるであろう」と』」。 


 And the frogs shall come up both upon thee and upon thy people, and upon all thy bondmen.




 


  主はモーセに言われた、「あなたはアロンに言いなさい、『つえを持って、手を川の上、流れの上、、池の上にさし伸べ、かえるをエジプトの地にのぼらせなさい』と」。 


 And Jehovah said to Moses, Say unto Aaron, Stretch out thy hand with thy staff over the streams, over the rivers, and over the ponds, and cause frogs to come up on the land of Egypt.




 


  アロンが手をエジプトの水の上にさし伸べたので、かえるはのぼってエジプトの地をおおった。 


 And Aaron stretched out his hand over the waters of Egypt; and the frogs came up, and covered the land of Egypt.




 


  魔術師らも秘術をもって同じように行い、かえるをエジプトの地にのぼらせた。 


 And the scribes did so with their sorceries, and brought up frogs on the land of Egypt.




 


  パロはモーセとアロンを召して言った、「かえるをわたしと、わたしの民から取り去るように主に願ってください。そのときわたしはこの民を去らせて、主に犠牲をささげさせるでしょう」。 


 And Pharaoh called Moses and Aaron, and said, Intreat Jehovah, that he may take away the frogs from me and from my people; and I will let the people go, that they may sacrifice to Jehovah.




 


  モーセはパロに言った、「あなたと、あなたの家来と、あなたの民のために、わたしがいつ願って、このかえるを、あなたとあなたの家から断って、ナイル川だけにとどまらせるべきか、きめてください」。 


 And Moses said to Pharaoh, Glory over me, for what time shall I intreat for thee, and for thy bondmen, and for thy people, to cut off the frogs from thee and from thy houses; [so that] they shall remain in the river only?




 


  パロは言った、「明日」。モーセは言った、「仰せのとおりになって、わたしたちの神、主に並ぶもののないことを、あなたが知られますように。 


 And he said, For to-morrow. And he said, Be it according to thy word; that thou mayest know that there is none like Jehovah our God.




 


  そして、かえるはあなたと、あなたの家と、あなたの家来と、あなたの民を離れてナイル川にだけとどまるでしょう」。 


 And the frogs shall depart from thee, and from thy houses, and from thy bondmen, and from thy people: they shall remain in the river only.




 


  こうしてモーセとアロンはパロを離れて出た。モーセは主がパロにつかわされたかえるの事について、主に呼び求めたので、 


 And Moses and Aaron went out from Pharaoh; and Moses cried to Jehovah because of the frogs that he had brought against Pharaoh.




 


  主はモーセのことばのようにされ、かえるは家から、庭から、また畑から死に絶えた。 


 And Jehovah did according to the word of Moses; and the frogs died out of the houses, out of the courts, and out of the fields.




 


  これをひと山ひと山に積んだので、地は臭くなった。 


 And they gathered them in heaps; and the land stank.




 


  ところがパロは息つくひまのできたのを見て、主が言われたように、その心をかたくなにして彼らの言うことを聞かなかった。 


 And Pharaoh saw that there was respite; and he hardened his heart, and hearkened not to them, as Jehovah had said.




 


  主はモーセに言われた、「あなたはアロンに言いなさい、『あなたのつえをさし伸べて地のちりを打ち、それをエジプトの全国にわたって、ぶよとならせなさい』と」。 


 And Jehovah said to Moses, Say unto Aaron, Stretch out thy staff, and smite the dust of the earth, and it shall become gnats throughout the land of Egypt.




 


  彼らはそのように行った。すなわちアロンはそのつえをとって手をさし伸べ、地のちりを打ったので、ぶよは人と家畜についた。すなわち、地のちりはみなエジプトの全国にわたって、ぶよとなった。 


 And they did so; and Aaron stretched out his hand with his staff, and smote the dust of the earth, and there arose gnats on man and on beast: all the dust of the land became gnats throughout the land of Egypt.




 


  魔術師らも秘術をもって同じように行い、ぶよを出そうとしたが、彼らにはできなかった。ぶよが人と家畜についたので、 


 And the scribes did so with their sorceries, to bring forth gnats; but they could not. And the gnats were on man and on beast.




 


  魔術師らはパロに言った、「これは神の指です」。しかし主の言われたように、パロの心はかたくなになって、彼らのいうことを聞かなかった。 


 Then the scribes said to Pharaoh, This is the finger of God! But Pharaoh's heart was stubborn, and he hearkened not to them, as Jehovah had said.




 


  主はモーセに言われた、「あなたは朝早く起きてパロの前に立ちなさい。ちょうど彼は水のところに出ているから彼に言いなさい、『主はこう仰せられる、「わたしの民を去らせて、わたしに仕えさせなさい。 


 And Jehovah said to Moses, Rise up early in the morning, and stand before Pharaoh -- behold, he will go out to the water -- and say to him, Thus saith Jehovah, Let my people go, that they may serve me.




 


  あなたがわたしの民を去らせないならば、わたしは、あなたとあなたの家来と、あなたの民とあなたの家とに、あぶの群れをつかわすであろう。エジプトびとの家々は、あぶの群れで満ち、彼らの踏む地もまた、そうなるであろう。 


 For, if thou do not let my people go, behold, I will send dog-flies upon thee, and upon thy bondmen, and upon thy people, and into thy houses; and the houses of the Egyptians shall be full of dog-flies, and also the ground on which they are.




 


  その日わたしは、わたしの民の住むゴセンの地を区別して、そこにあぶの群れを入れないであろう。国の中でわたしが主であることをあなたが知るためである。 


 And I will distinguish in that day the land of Goshen, in which my people dwell, that no dog-flies shall be there; that thou mayest know that I Jehovah am in the midst of the land.




 


  わたしはわたしの民とあなたの民の間に区別をおく。このしるしは、あす起るであろう」と』」。 


 And I will put a separation between my people and thy people; to-morrow shall this sign be.




 


  主はそのようにされたので、おびただしいあぶが、パロの家と、その家来の家と、エジプトの全国にはいってきて、地はあぶの群れのために害をうけた。 


 And Jehovah did so; and there came dog-flies in a multitude into the house of Pharaoh, and [into] the houses of his bondmen; and throughout the land of Egypt, the land was corrupted by the dog-flies.




 


  そこで、パロはモーセとアロンを召して言った、「あなたがたは行ってこの国の内で、あなたがたの神に犠牲をささげなさい」。 


 And Pharaoh called Moses and Aaron, and said, Go, sacrifice to your God in the land.




 


  モーセは言った、「そうすることはできません。わたしたちはエジプトびとの忌むものを犠牲として、わたしたちの神、主にささげるからです。もし、エジプトびとの目の前で、彼らの忌むものを犠牲にささげるならば、彼らはわたしたちを石で打たないでしょうか。 


 And Moses said, It is not proper to do so; for we should sacrifice the abomination of the Egyptians to Jehovah our God: lo, if we sacrificed the abomination of the Egyptians before their eyes, would they not stone us?




 


  わたしたちは三日の道のりほど、荒野にはいって、わたしたちの神、主に犠牲をささげ、主がわたしたちに命じられるようにしなければなりません」。 


 We will go three days' journey into the wilderness, and sacrifice to Jehovah our God, as he shall command us.




 


  パロは言った、「わたしはあなたがたを去らせ、荒野で、あなたがたの神、主に犠牲をささげさせよう。ただあまり遠くへ行ってはならない。わたしのために祈願しなさい」。 


 And Pharaoh said, I will let you go, that you may sacrifice to Jehovah your God in the wilderness; only, go not very far away: intreat for me!




 


  モーセは言った、「わたしはあなたのもとから出て行って主に祈願しましょう。あすあぶの群れがパロと、その家来と、その民から離れるでしょう。ただパロはまた欺いて、民が主に犠牲をささげに行くのをとめないようにしてください」。 


 And Moses said, Behold, I go out from thee, and will intreat Jehovah; and the dog-flies will depart from Pharaoh, from his bondmen, and from his people, to-morrow; only let not Pharaoh deal deceitfully any more in not letting the people go to sacrifice to Jehovah.




 


  こうしてモーセはパロのもとを出て、主に祈願したので、 


 And Moses went out from Pharaoh, and intreated Jehovah.




 


  主はモーセの言葉のようにされた。すなわち、あぶの群れをパロと、その家来と、その民から取り去られたので、一つも残らなかった。 


 And Jehovah did according to the word of Moses; and he removed the dog-flies from Pharaoh, from his bondmen, and from his people; there remained not one.




 


  しかしパロはこんどもまた、その心をかたくなにして民を去らせなかった。 


 And Pharaoh hardened his heart this time also, and would not let the people go.
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  主はモーセに言われた、「パロのもとに行って、彼に言いなさい、『ヘブルびとの神、主はこう仰せられる、「わたしの民を去らせて、わたしに仕えさせなさい。 


 And Jehovah said to Moses, Go in unto Pharaoh, and tell him, Thus saith Jehovah the God of the Hebrews: Let my people go, that they may serve me.




 


  あなたがもし彼らを去らせることを拒んで、なお彼らを留めおくならば、 


 For if thou refuse to let them go, and shalt retain them still,




 


  主の手は最も激しい疫病をもって、野にいるあなたの家畜、すなわち馬、ろば、らくだ、牛、羊の上に臨むであろう。 


 behold, the hand of Jehovah shall be on thy cattle which is in the field, on the horses, on the asses, on the camels, on the oxen and on the sheep, with a very grievous plague.




 


  しかし、主はイスラエルの家畜と、エジプトの家畜を区別され、すべてイスラエルの人々に属するものには一頭も死ぬものがないであろう」と』」。 


 And Jehovah will distinguish between the cattle of Israel and the cattle of Egypt; and there shall nothing die of all that the children of Israel have.




 


  主は、また、時を定めて仰せられた、「あす、主はこのことを国に行うであろう」。 


 And Jehovah appointed a set time, saying, To-morrow will Jehovah do this thing in the land.




 


  あくる日、主はこのことを行われたので、エジプトびとの家畜はみな死んだ。しかし、イスラエルの人々の家畜は一頭も死ななかった。 


 And Jehovah did this thing on the following day, and all the cattle of Egypt died; but of the cattle of the children of Israel died not one.




 


  パロは人をつかわして見させたが、イスラエルの家畜は一頭も死んでいなかった。それでもパロの心はかたくなで、民を去らせなかった。 


 And Pharaoh sent, and behold, there was not one of the cattle of the Israelites dead. But the heart of Pharaoh was hardened, and he did not let the people go.




 


  主はモーセとアロンに言われた、「あなたがたは、かまどのすすを両手いっぱい取り、それをモーセはパロの目の前で天にむかって、まき散らしなさい。 


 And Jehovah said to Moses and to Aaron, Take to yourselves handfuls of ashes of the furnace, and let Moses scatter it toward the heavens before the eyes of Pharaoh.




 


  それはエジプトの全国にわたって、細かいちりとなり、エジプト全国で人と獣に付いて、うみの出るはれものとなるであろう」。 


 And it shall become fine dust over all the land of Egypt, and shall become boils on man and on cattle, breaking out [with] blisters, throughout the land of Egypt.




 


  そこで彼らは、かまどのすすを取ってパロの前に立ち、モーセは天にむかってこれをまき散らしたので、人と獣に付いて、うみの出るはれものとなった。 


 And they took ashes of the furnace, and stood before Pharaoh; and Moses sprinkled it toward the heavens; and it became boils [with] blisters breaking out on man and on cattle.




 


  魔術師らは、はれもののためにモーセの前に立つことができなかった。はれものが魔術師らと、すべてのエジプトびとに生じたからである。 


 And the scribes could not stand before Moses because of the boils; for the boils were on the scribes, and on all the Egyptians.




 


  しかし、主はパロの心をかたくなにされたので、彼は主がモーセに語られたように、彼らの言うことを聞かなかった。 


 And Jehovah made Pharaoh's heart stubborn, and he did not hearken to them, as Jehovah had told Moses.




 


  主はまたモーセに言われた、「朝早く起き、パロの前に立って、彼に言いなさい、『ヘブルびとの神、主はこう仰せられる、「わたしの民を去らせて、わたしに仕えさせなさい。 


 And Jehovah said to Moses, Rise up early in the morning, and set thyself before Pharaoh, and say to him, Thus saith Jehovah, the God of the Hebrews: Let my people go, that they may serve me.




 


  わたしは、こんどは、もろもろの災を、あなたと、あなたの家来と、あなたの民にくだし、わたしに並ぶものが全地にないことを知らせるであろう。 


 For I will at this time send all my plagues to thy heart, and on thy bondmen, and on thy people; that thou mayest know that there is none like me in all the earth.




 


  わたしがもし、手をさし伸べ、疫病をもって、あなたと、あなたの民を打っていたならば、あなたは地から断ち滅ぼされていたであろう。 


 For now shall I put forth my hand, and I will smite thee and thy people with pestilence; and thou shalt be cut off from the earth.




 


  しかし、わたしがあなたをながらえさせたのは、あなたにわたしの力を見させるため、そして、わたしの名が全地に宣べ伝えられるためにほかならない。 


 And for this very cause have I raised thee up, to shew thee my power; and that my name may be declared in all the earth.




 


  それに、あなたはなお、わたしの民にむかって、おのれを高くし、彼らを去らせようとしない。 


 Dost thou still exalt thyself against my people, that thou wilt not let them go?




 


  ゆえに、あすの今ごろ、わたしは恐ろしく大きな雹を降らせるであろう。それはエジプトの国が始まった日から今まで、かつてなかったほどのものである。 


 Behold, to-morrow about this time I will cause it to rain a very grievous hail, such as hath not been in Egypt since its foundation until now.




 


  それゆえ、いま、人をやって、あなたの家畜と、あなたが野にもっているすべてのものを、のがれさせなさい。人も獣も、すべて野にあって家に帰らないものは降る雹に打たれて死ぬであろう」と』」。 


 And now send, [and] secure thy cattle, and all that thou hast in the field: all the men and the cattle that are found in the field, and are not brought home -- on them the hail shall come down, and they shall die.




 


  パロの家来のうち、主の言葉をおそれる者は、そのしもべと家畜を家にのがれさせたが、 


 He that feared the word of Jehovah among the bondmen of Pharaoh made his bondmen and his cattle flee into the houses.




 


  主の言葉を意にとめないものは、そのしもべと家畜を野に残しておいた。 


 But he that did not regard the word of Jehovah left his bondmen and his cattle in the field.




 


  主はモーセに言われた、「あなたの手を天にむかってさし伸べ、エジプトの全国にわたって、エジプトの地にいる人と獣と畑のすべての青物の上に雹を降らせなさい」。 


 And Jehovah said to Moses, Stretch out thy hand toward the heavens, that there may be hail throughout the land of Egypt, upon men, and upon cattle, and upon every herb of the field in the land of Egypt.




 


  モーセが天にむかってつえをさし伸べると、主は雷と雹をおくられ、火は地にむかって、はせ下った。こうして主は、雹をエジプトの地に降らされた。 


 And Moses stretched out his staff toward the heavens, and Jehovah gave thunder and hail; and the fire ran along the ground; and Jehovah rained hail on the land of Egypt.




 


  そして雹が降り、雹の間に火がひらめき渡った。雹は恐ろしく大きく、エジプト全国には、国をなしてこのかた、かつてないものであった。 


 And there was hail, and fire mingled with the hail, very grievous, such as there had been none like it in all the land of Egypt since it became a nation.




 


  雹はエジプト全国にわたって、すべて畑にいる人と獣を打った。雹はまた畑のすべての青物を打ち、野のもろもろの木を折り砕いた。 


 And the hail smote throughout the land of Egypt all that was in the field, both men and cattle; and the hail smote every herb of the field, and broke every tree of the field.




 


  ただイスラエルの人々のいたゴセンの地には、雹が降らなかった。 


 Only in the land of Goshen, where the children of Israel were, was there no hail.




 


  そこで、パロは人をつかわし、モーセとアロンを召して言った、「わたしはこんどは罪を犯した。主は正しく、わたしと、わたしの民は悪い。 


 And Pharaoh sent, and called Moses and Aaron, and said to them, I have sinned this time: Jehovah is the righteous [one], but I and my people are the wicked [ones].




 


  主に祈願してください。この雷と雹はもうじゅうぶんです。わたしはあなたがたを去らせます。もはやとどまらなくてもよろしい」。 


 Intreat Jehovah that it may be enough, that there be no more thunder of God and hail; and I will let you go, and ye shall stay no longer!




 


  モーセは彼に言った、「わたしは町を出ると、すぐ、主にむかってわたしの手を伸べひろげます。すると雷はやみ、雹はもはや降らなくなり、あなたは、地が主のものであることを知られましょう。 


 And Moses said to him, When I go out of the city, I will spread out my hands to Jehovah: the thunder will cease, and there will be no more hail; that thou mayest know that the earth is Jehovah's.




 


  しかし、あなたとあなたの家来たちは、なお、神なる主を恐れないことを、わたしは知っています」。 


 But as to thee and thy bondmen, I know that ye do not yet fear Jehovah Elohim.




 


  ――亜麻と大麦は打ち倒された。大麦は穂を出し、亜麻は花が咲いていたからである。 


 And the flax and the barley were smitten; for the barley was in the ear, and the flax was bolled.




 


  小麦とスペルタ麦はおくてであるため打ち倒されなかった。―― 


 But the wheat and the spelt were not smitten; for they were not come out into ear.




 


  モーセはパロのもとを去り、町を出て、主にむかって手を伸べひろげたので、雷と雹はやみ、雨は地に降らなくなった。 


 And Moses went out of the city from Pharaoh, and spread out his hands to Jehovah; and the thunders and hail ceased, and the rain was not [any more] poured on the earth.




 


  ところがパロは雨と雹と雷がやんだのを見て、またも罪を犯し、心をかたくなにした。彼も家来も、そうであった。 


 And Pharaoh saw that the rain and the hail and the thunders had ceased, and he sinned yet more, and hardened his heart, he, and his bondmen.




 


  すなわちパロは心をかたくなにし、主がモーセによって語られたように、イスラエルの人々を去らせなかった。 


 And the heart of Pharaoh was stubborn, neither would he let the children of Israel go, as Jehovah had spoken by Moses.
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  そこで、主はモーセに言われた、「パロのもとに行きなさい。わたしは彼の心とその家来たちの心をかたくなにした。これは、わたしがこれらのしるしを、彼らの中に行うためである。 


 And Jehovah said to Moses, Go in unto Pharaoh; for I have hardened his heart, and the heart of his bondmen, that I might do these my signs in their midst,




 


  また、わたしがエジプトびとをあしらったこと、また彼らの中にわたしが行ったしるしを、あなたがたが、子や孫の耳に語り伝えるためである。そしてあなたがたは、わたしが主であることを知るであろう」。 


 and that thou mightest tell in the ears of thy son and thy son's son what I have wrought in Egypt, and my signs which I have done among them; and ye shall know that I am Jehovah.




 


  モーセとアロンはパロのもとに行って彼に言った、「ヘブルびとの神、主はこう仰せられる、『いつまで、あなたは、わたしに屈伏することを拒むのですか。民を去らせて、わたしに仕えさせなさい。 


 And Moses and Aaron came to Pharaoh, and said to him, Thus saith Jehovah the God of the Hebrews: How long dost thou refuse to humble thyself before me? let my people go, that they may serve me.




 


  もし、わたしの民を去らせることを拒むならば、見よ、あす、わたしはいなごを、あなたの領土にはいらせるであろう。 


 For, if thou refuse to let my people go, behold, I will to-morrow bring locusts into thy borders;




 


  それは地のおもてをおおい、人が地を見ることもできないほどになるであろう。そして雹を免れて、残されているものを食い尽し、野にはえているあなたがたの木をみな食い尽すであろう。 


 and they shall cover the face of the land, so that ye will not be able to see the land; and they shall eat the residue of that which is escaped, which ye have remaining from the hail, and shall eat every tree which ye have growing in the field;




 


  またそれはあなたの家とあなたのすべての家来の家、および、すべてのエジプトびとの家に満ちるであろう。このようなことは、あなたの父たちも、また、祖父たちも、彼らが地上にあった日から今日に至るまで、かつて見たことのないものである』と」。そして彼は身をめぐらして、パロのもとを出て行った。 


 and they shall fill thy houses, and the houses of all thy bondmen, and the houses of all the Egyptians; which neither thy fathers nor thy fathers' fathers have seen, since the day that they were upon the earth unto this day. And he turned and went out from Pharaoh.




 


  パロの家来たちは王に言った、「いつまで、この人はわれわれのわなとなるのでしょう。この人々を去らせ、彼らの神なる主に仕えさせては、どうでしょう。エジプトが滅びてしまうことに、まだ気づかれないのですか」。 


 And Pharaoh's bondmen said to him, How long shall this man be a snare to us? let the men go, that they may serve Jehovah their God: dost thou not yet know that Egypt is ruined?




 


  そこで、モーセとアロンは、また、パロのもとに召し出された。パロは彼らに言った、「行って、あなたがたの神、主に仕えなさい。しかし、行くものはだれだれか」。 


 And Moses and Aaron were brought again to Pharaoh. And he said to them, Go, serve Jehovah your God. Who are they that shall go?




 


  モーセは言った、「わたしたちは幼い者も、老いた者も行きます。むすこも娘も携え、羊も牛も連れて行きます。わたしたちは主の祭を執り行わなければならないのですから」。 


 And Moses said, We will go with our young and with our old, with our sons and with our daughters; with our flocks and with our herds will we go; for we have a feast of Jehovah.




 


  パロは彼らに言った、「万一、わたしが、あなたがたに子供を連れてまで去らせるようなことがあれば、主があなたがたと共にいますがよい。あなたがたは悪いたくらみをしている。 


 And he said to them, Let Jehovah be so with you, as I let you go, and your little ones: see that evil is before you!




 


  それはいけない。あなたがたは男だけ行って主に仕えるがよい。それが、あなたがたの要求であった」。彼らは、ついにパロの前から追い出された。 


 Not so: go now, ye [that are] men, and serve Jehovah! for it is that ye have desired. And they were driven out from Pharaoh's presence.




 


  主はモーセに言われた、「あなたの手をエジプトの地の上にさし伸べて、エジプトの地にいなごをのぼらせ、地のすべての青物、すなわち、雹が打ち残したものを、ことごとく食べさせなさい」。 


 And Jehovah said to Moses, Stretch out thy hand over the land of Egypt for the locusts, that they may come up over the land of Egypt, and eat every herb of the land -- all that the hail hath left.




 


  そこでモーセはエジプトの地の上に、つえをさし伸べたので、主は終日、終夜、東風を地に吹かせられた。朝となって、東風は、いなごを運んできた。 


 And Moses stretched out his staff over the land of Egypt, and Jehovah brought an east wind on the land all that day and all that night. When it was morning, the east wind brought the locusts.




 


  いなごはエジプト全国にのぞみ、エジプトの全領土にとどまり、その数がはなはだ多く、このようないなごは前にもなく、また後にもないであろう。 


 And the locusts went up over all the land of Egypt, and rested in all the borders of Egypt, very grievous; before them there were no such locusts as they, neither after them will be such.




 


  いなごは地の全面をおおったので、地は暗くなった。そして地のすべての青物と、雹の打ち残した木の実を、ことごとく食べたので、エジプト全国にわたって、木にも畑の青物にも、緑の物とては何も残らなかった。 


 And they covered the face of the whole land, so that the land was darkened; and they ate every herb of the land, and all the fruit of the trees that the hail had left; and there remained not any green thing on the trees, and in the herbs of the field, throughout the land of Egypt.




 


  そこで、パロは、急いでモーセとアロンを召して言った、「わたしは、あなたがたの神、主に対し、また、あなたがたに対して罪を犯しました。 


 And Pharaoh called Moses and Aaron in haste; and he said, I have sinned against Jehovah your God, and against you.




 


  それで、どうか、もう一度だけ、わたしの罪をゆるしてください。そしてあなたがたの神、主に祈願して、ただ、この死をわたしから離れさせてください」。 


 And now, forgive, I pray you, my sin only this time, and intreat Jehovah your God that he may take away from me this death only!




 


  そこで彼はパロのところから出て、主に祈願したので、 


 And he went out from Pharaoh, and intreated Jehovah.




 


  主は、はなはだ強い西風に変らせ、いなごを吹き上げて、これを紅海に追いやられたので、エジプト全土には一つのいなごも残らなかった。 


 And Jehovah turned a very powerful west wind, which took away the locusts, and drove them into the Red Sea: there remained not one locust in all the borders of Egypt.




 


  しかし、主がパロの心をかたくなにされたので、彼はイスラエルの人々を去らせなかった。 


 And Jehovah made Pharaoh's heart stubborn, and he did not let the children of Israel go.




 


  主はまたモーセに言われた、「天にむかってあなたの手をさし伸べ、エジプトの国に、くらやみをこさせなさい。そのくらやみは、さわれるほどである」。 


 And Jehovah said to Moses, Stretch out thy hand toward the heavens, that there may be darkness in the land of Egypt -- so that one may feel darkness.




 


  モーセが天にむかって手をさし伸べたので、濃いくらやみは、エジプト全国に臨み三日に及んだ。 


 And Moses stretched out his hand toward the heavens; and there was a thick darkness throughout the land of Egypt three days:




 


  三日の間、人々は互に見ることもできず、まただれもその所から立つ者もなかった。しかし、イスラエルの人々には、みな、その住む所に光があった。 


 they saw not one another, neither rose any from his place, for three days. But all the children of Israel had light in their dwellings.




 


  そこでパロはモーセを召して言った、「あなたがたは行って主に仕えなさい。あなたがたの子供も連れて行ってもよろしい。ただ、あなたがたの羊と牛は残して置きなさい」。 


 And Pharaoh called Moses and said, Go, serve Jehovah; only, let your flocks and your herds remain; let your little ones also go with you.




 


  しかし、モーセは言った、「あなたは、また、わたしたちの神、主にささげる犠牲と燔祭の物をも、わたしたちにくださらなければなりません。 


 And Moses said, Thou must give also sacrifices and burnt-offerings into our hands, that we may sacrifice to Jehovah our God.




 


  わたしたちは家畜も連れて行きます。ひずめ一つも残しません。わたしたちは、そのうちから取って、わたしたちの神、主に仕えねばなりません。またわたしたちは、その場所に行くまでは、何をもって、主に仕えるべきかを知らないからです」。 


 Our cattle also must go with us: there shall not a hoof be left behind; for we must take thereof to serve Jehovah our God; and we do not know with what we must serve Jehovah, until we come there.




 


  けれども、主がパロの心をかたくなにされたので、パロは彼らを去らせようとしなかった。 


 But Jehovah made Pharaoh's heart stubborn, and he would not let them go.




 


  それでパロはモーセに言った、「わたしの所から去りなさい。心して、わたしの顔は二度と見てはならない。わたしの顔を見る日には、あなたの命はないであろう」。 


 And Pharaoh said to him, Get thee from me, take heed to thyself, see my face no more; for in the day thou seest my face thou shalt die.




 


  モーセは言った、「よくぞ仰せられました。わたしは、二度と、あなたの顔を見ないでしょう」。 


 And Moses said, Thou hast spoken rightly: I will see thy face again no more!
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  主はモーセに言われた、「わたしは、なお一つの災を、パロとエジプトの上にくだし、その後、彼はあなたがたをここから去らせるであろう。彼が去らせるとき、彼はあなたがたを、ことごとくここから追い出すであろう。 


 And Jehovah said to Moses, Yet one plague will I bring upon Pharaoh, and upon Egypt; afterwards he will let you go hence: when he shall let [you] go altogether, he shall utterly drive you out hence.




 


  あなたは民の耳に語って、男は隣の男から、女は隣の女から、それぞれ銀の飾り、金の飾りを請い求めさせなさい」。 


 Speak now in the ears of the people, that they ask every man of his neighbour, and every woman of her neighbour, utensils of silver and utensils of gold.




 


  主は民にエジプトびとの好意を得させられた。またモーセその人は、エジプトの国で、パロの家来たちの目と民の目とに、はなはだ大いなるものと見えた。 


 And Jehovah gave the people favour in the eyes of the Egyptians. Moreover the man Moses was very great in the land of Egypt -- in the eyes of Pharaoh's bondmen, and in the eyes of the people.




 


  モーセは言った、「主はこう仰せられる、『真夜中ごろ、わたしはエジプトの中へ出て行くであろう。 


 And Moses said, Thus saith Jehovah: About midnight I will go out into the midst of Egypt.




 


  エジプトの国のうちのういごは、位に座するパロのういごをはじめ、ひきうすの後にいる、はしためのういごに至るまで、みな死に、また家畜のういごもみな死ぬであろう。 


 And all the firstborn in the land of Egypt shall die, from the firstborn of Pharaoh who sitteth on his throne, even unto the firstborn of the bondwoman that is behind the mill; and all the firstborn of cattle.




 


  そしてエジプト全国に大いなる叫びが起るであろう。このようなことはかつてなく、また、ふたたびないであろう』と。 


 And there shall be a great cry throughout the land of Egypt, such as there hath been none like it, nor shall be like it any more.




 


  しかし、すべて、イスラエルの人々にむかっては、人にむかっても、獣にむかっても、犬さえその舌を鳴らさないであろう。これによって主がエジプトびととイスラエルびととの間の区別をされるのを、あなたがたは知るであろう。 


 But against any of the children of Israel shall not a dog move his tongue, against man or beast; that ye may know that Jehovah distinguisheth between the Egyptians and Israel.




 


  これらのあなたの家来たちは、みな、わたしのもとに下ってきて、ひれ伏して言うであろう、『あなたもあなたに従う民もみな出て行ってください』と。その後、わたしは出て行きます」。彼は激しく怒ってパロのもとから出て行った。 


 And all these thy bondmen shall come down unto me, and bow down to me, saying, Go out, thou, and all the people that follow thee; and after that I will go out. And he went out from Pharaoh in a glowing anger.




 


  主はモーセに言われた、「パロはあなたがたの言うことを聞かないであろう。それゆえ、わたしはエジプトの国に不思議を増し加えるであろう」。 


 And Jehovah had said to Moses, Pharaoh shall not hearken to you; that my wonders may be multiplied in the land of Egypt.




 


  モーセとアロンは、すべてこれらの不思議をパロの前に行ったが、主がパロの心をかたくなにされたので、彼はイスラエルの人々をその国から去らせなかった。 


 And Moses and Aaron did all these wonders before Pharaoh; but Jehovah made Pharaoh's heart stubborn, and he did not let the children of Israel go out of his land.
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  主はエジプトの国で、モーセとアロンに告げて言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses and Aaron in the land of Egypt, saying,




 


  「この月をあなたがたの初めの月とし、これを年の正月としなさい。 


 This month shall be unto you the beginning of months: it shall be the first month of the year to you.




 


  あなたがたはイスラエルの全会衆に言いなさい、『この月の十日におのおの、その父の家ごとに小羊を取らなければならない。すなわち、一家族に小羊一頭を取らなければならない。 


 Speak unto all the assembly of Israel, saying, On the tenth of this month let them take themselves each a lamb, for a father's house, a lamb for a house.




 


  もし家族が少なくて一頭の小羊を食べきれないときは、家のすぐ隣の人と共に、人数に従って一頭を取り、おのおの食べるところに応じて、小羊を見計らわなければならない。 


 And if the household be too small for a lamb, let him and his neighbour next unto his house take [it] according to the number of the souls; each according to [the measure] of his eating shall ye count for the lamb.




 


  小羊は傷のないもので、一歳の雄でなければならない。羊またはやぎのうちから、これを取らなければならない。 


 Your lamb shall be without blemish, a yearling male; ye shall take [it] from the sheep, or from the goats.




 


  そしてこの月の十四日まで、これを守って置き、イスラエルの会衆はみな、夕暮にこれをほふり、 


 And ye shall keep it until the fourteenth day of this month; and the whole congregation of the assembly of Israel shall kill it between the two evenings.




 


  その血を取り、小羊を食する家の入口の二つの柱と、かもいにそれを塗らなければならない。 


 And they shall take of the blood, and put [it] on the two door-posts and on the lintel of the houses in which they eat it.




 


  そしてその夜、その肉を火に焼いて食べ、種入れぬパンと苦菜を添えて食べなければならない。 


 And they shall eat the flesh in that night, roast with fire, and unleavened bread; with bitter [herbs] shall they eat it.




 


  生でも、水で煮ても、食べてはならない。火に焼いて、その頭を足と内臓と共に食べなければならない。 


 Ye shall eat none of it raw, nor boiled at all with water, but roast with fire; its head with its legs and with its in-wards.




 


  朝までそれを残しておいてはならない。朝まで残るものは火で焼きつくさなければならない。 


 And ye shall let none of it remain until the morning; and what remaineth of it until the morning ye shall burn with fire.




 


  あなたがたは、こうして、それを食べなければならない。すなわち腰を引きからげ、足にくつをはき、手につえを取って、急いでそれを食べなければならない。これは主の過越である。 


 And thus shall ye eat it: your loins shall be girded, your sandals on your feet, and your staff in your hand; and ye shall eat it in haste; it is Jehovah's passover.




 


  その夜わたしはエジプトの国を巡って、エジプトの国におる人と獣との、すべてのういごを打ち、またエジプトのすべての神々に審判を行うであろう。わたしは主である。 


 And I will go through the land of Egypt in that night, and smite all the firstborn in the land of Egypt, both man and beast; and against all the gods of Egypt I will execute judgment: I am Jehovah.




 


  その血はあなたがたのおる家々で、あなたがたのために、しるしとなり、わたしはその血を見て、あなたがたの所を過ぎ越すであろう。わたしがエジプトの国を撃つ時、災が臨んで、あなたがたを滅ぼすことはないであろう。 


 And the blood shall be for you as a sign on the houses in which ye are; and when I see the blood, I will pass over you; and the plague shall not be among you for destruction, when I smite the land of Egypt.




 


  この日はあなたがたに記念となり、あなたがたは主の祭としてこれを守り、代々、永久の定めとしてこれを守らなければならない。 


 And this day shall be unto you for a memorial; and ye shall celebrate it [as] a feast to Jehovah; throughout your generations [as] an ordinance for ever shall ye celebrate it.




 


  七日の間あなたがたは種入れぬパンを食べなければならない。その初めの日に家からパン種を取り除かなければならない。第一日から第七日までに、種を入れたパンを食べる人はみなイスラエルから断たれるであろう。 


 Seven days shall ye eat unleavened bread: on the very first day ye shall put away leaven out of your houses; for whoever eateth leavened bread from the first day until the seventh day -- that soul shall be cut off from Israel.




 


  かつ、あなたがたは第一日に聖会を、また第七日に聖会を開かなければならない。これらの日には、なんの仕事もしてはならない。ただ、おのおのの食べものだけは作ることができる。 


 And on the first day ye shall have a holy convocation, and on the seventh day a holy convocation: no manner of work shall be done on them, save what is eaten by every person -- that only shall be done by you.




 


  あなたがたは、種入れぬパンの祭を守らなければならない。ちょうど、この日、わたしがあなたがたの軍勢をエジプトの国から導き出したからである。それゆえ、あなたがたは代々、永久の定めとして、その日を守らなければならない。 


 And ye shall keep the [feast of] unleavened [bread]; for in this same day have I brought your hosts out of the land of Egypt; and ye shall keep this day in your generations [as] an ordinance for ever.




 


  正月に、その月の十四日の夕方に、あなたがたは種入れぬパンを食べ、その月の二十一日の夕方まで続けなければならない。 


 In the first [month], on the fourteenth day of the month, in the evening, ye shall eat unleavened bread until the one and twentieth day of the month in the evening.




 


  七日の間、家にパン種を置いてはならない。種を入れたものを食べる者は、寄留の他国人であれ、国に生れた者であれ、すべて、イスラエルの会衆から断たれるであろう。 


 Seven days shall there be no leaven found in your houses; for whoever eateth what is leavened -- that soul shall be cut off from the assembly of Israel, whether he be a sojourner, or born in the land.




 


  あなたがたは種を入れたものは何も食べてはならない。すべてあなたがたのすまいにおいて種入れぬパンを食べなければならない』」。 


 Ye shall eat nothing leavened: in all your dwellings shall ye eat unleavened bread.




 


  そこでモーセはイスラエルの長老をみな呼び寄せて言った、「あなたがたは急いで家族ごとに一つの小羊を取り、その過越の獣をほふらなければならない。 


 And Moses called all the elders of Israel, and said to them, Seize and take yourselves lambs for your families, and kill the passover.




 


  また一束のヒソプを取って鉢の血に浸し、鉢の血を、かもいと入口の二つの柱につけなければならない。朝まであなたがたは、ひとりも家の戸の外に出てはならない。 


 And take a bunch of hyssop, and dip [it] in the blood that is in the bason, and smear the lintel and the two door-posts with the blood that is in the bason; and none of you shall go out of the door of his house until the morning.




 


  主が行き巡ってエジプトびとを撃たれるとき、かもいと入口の二つの柱にある血を見て、主はその入口を過ぎ越し、滅ぼす者が、あなたがたの家にはいって、撃つのを許されないであろう。 


 And Jehovah will pass through to smite the Egyptians; and when he sees the blood on the lintel, and on the two door-posts, Jehovah will pass over the door, and will not suffer the destroyer to come into your houses to smite [you].




 


  あなたがたはこの事を、あなたと子孫のための定めとして、永久に守らなければならない。 


 And ye shall observe this as an ordinance for thee and for thy sons for ever.




 


  あなたがたは、主が約束されたように、あなたがたに賜る地に至るとき、この儀式を守らなければならない。 


 And it shall come to pass, when ye are come into the land that Jehovah will give you, as he has promised, that ye shall keep this service.




 


  もし、あなたがたの子供たちが『この儀式はどんな意味ですか』と問うならば、 


 And it shall come to pass, when your children shall say to you, What mean ye by this service?




 


  あなたがたは言いなさい、『これは主の過越の犠牲である。エジプトびとを撃たれたとき、エジプトにいたイスラエルの人々の家を過ぎ越して、われわれの家を救われたのである』」。民はこのとき、伏して礼拝した。 


 that ye shall say, It is a sacrifice of passover to Jehovah, who passed over the houses of the children of Israel in Egypt when he smote the Egyptians and delivered our houses. And the people bowed their heads and worshipped.




 


  イスラエルの人々は行ってそのようにした。すなわち主がモーセとアロンに命じられたようにした。 


 And the children of Israel went away, and did as Jehovah had commanded Moses and Aaron; so did they.




 


  夜中になって主はエジプトの国の、すべてのういご、すなわち位に座するパロのういごから、地下のひとやにおる捕虜のういごにいたるまで、また、すべての家畜のういごを撃たれた。 


 And it came to pass that at midnight Jehovah smote all the firstborn in the land of Egypt, from the firstborn of Pharaoh who sat on his throne to the firstborn of the captive that was in the dungeon, and all the firstborn of cattle.




 


  それでパロとその家来およびエジプトびとはみな夜のうちに起きあがり、エジプトに大いなる叫びがあった。死人のない家がなかったからである。 


 And Pharaoh rose up in the night, he, and all his bondmen, and all the Egyptians; and there was a great cry in Egypt; for there was not a house in which there was not one dead.




 


  そこでパロは夜のうちにモーセとアロンを呼び寄せて言った、「あなたがたとイスラエルの人々は立って、わたしの民の中から出て行くがよい。そしてあなたがたの言うように、行って主に仕えなさい。 


 And he called Moses and Aaron in the night, and said, Rise up, go away from among my people, both ye and the children of Israel; and go, serve Jehovah, as ye have said.




 


  あなたがたの言うように羊と牛とを取って行きなさい。また、わたしを祝福しなさい」。 


 Also take your flocks and your herds, as ye have said, and go; and bless me also.




 


  こうしてエジプトびとは民をせき立てて、すみやかに国を去らせようとした。彼らは「われわれはみな死ぬ」と思ったからである。 


 And the Egyptians urged the people, to send them out of the land in haste; for they said, We are all dead [men]!




 


  民はまだパン種を入れない練り粉を、こばちのまま着物に包んで肩に負った。 


 And the people took their dough before it was leavened; their kneading-troughs bound up in their clothes upon their shoulders.




 


  そしてイスラエルの人々はモーセの言葉のようにして、エジプトびとから銀の飾り、金の飾り、また衣服を請い求めた。 


 And the children of Israel had done according to the word of Moses, and they had asked of the Egyptians utensils of silver, and utensils of gold, and clothing.




 


  主は民にエジプトびとの情を得させ、彼らの請い求めたものを与えさせられた。こうして彼らはエジプトびとのものを奪い取った。 


 And Jehovah had given the people favour in the eyes of the Egyptians, and they gave to them; and they spoiled the Egyptians.




 


  さて、イスラエルの人々はラメセスを出立してスコテに向かった。女と子供を除いて徒歩の男子は約六十万人であった。 


 And the children of Israel journeyed from Rameses to Succoth, about six hundred thousand on foot [that were] men, besides children.




 


  また多くの入り混じった群衆および羊、牛など非常に多くの家畜も彼らと共に上った。 


 And a mixed multitude went up also with them; and flocks and herds -- very much cattle.




 


  そして彼らはエジプトから携えて出た練り粉をもって、種入れぬパンの菓子を焼いた。まだパン種を入れていなかったからである。それは彼らがエジプトから追い出されて滞ることができず、また、何の食料をも整えていなかったからである。 


 And they baked the dough that they brought forth out of Egypt into unleavened cakes, for it was not leavened; for they were driven out of Egypt, and could not wait; neither had they prepared for themselves any food.




 


  イスラエルの人々がエジプトに住んでいた間は、四百三十年であった。 


 And the residence of the children of Israel that they resided in Egypt was four hundred and thirty years.




 


  四百三十年の終りとなって、ちょうどその日に、主の全軍はエジプトの国を出た。 


 And it came to pass at the end of the four hundred and thirty years, on that same day it came to pass that all the hosts of Jehovah went out from the land of Egypt.




 


  これは彼らをエジプトの国から導き出すために主が寝ずの番をされた夜であった。ゆえにこの夜、すべてのイスラエルの人々は代々、主のために寝ずの番をしなければならない。 


 It is a night of observance to Jehovah, because of their being brought out from the land of Egypt: that same night is an observance to Jehovah for all the children of Israel in their generations.




 


  主はモーセとアロンとに言われた、「過越の祭の定めは次のとおりである。すなわち、異邦人はだれもこれを食べてはならない。 


 And Jehovah said to Moses and Aaron, This is the ordinance of the passover: No stranger shall eat of it;




 


  しかし、おのおのが金で買ったしもべは、これに割礼を行ってのち、これを食べさせることができる。 


 but every man's bondman that is bought for money -- let him be circumcised: then shall he eat it.




 


  仮ずまいの者と、雇人とは、これを食べてはならない。 


 A settler and a hired servant shall not eat it.




 


  ひとつの家でこれを食べなければならない。その肉を少しも家の外に持ち出してはならない。また、その骨を折ってはならない。 


 In one house shall it be eaten; thou shalt not carry forth any of the flesh abroad out of the house; neither shall ye break a bone thereof.




 


  イスラエルの全会衆はこれを守らなければならない。 


 All the assembly of Israel shall hold it.




 


  寄留の外国人があなたのもとにとどまっていて、主に過越の祭を守ろうとするときは、その男子はみな割礼を受けてのち、近づいてこれを守ることができる。そうすれば彼は国に生れた者のようになるであろう。しかし、無割礼の者はだれもこれを食べてはならない。 


 And when a sojourner sojourneth with thee, and would hold the passover to Jehovah, let all his males be circumcised, and then let him come near and hold it; and he shall be as one that is born in the land; but no uncircumcised person shall eat thereof.




 


  この律法は国に生れたものにも、あなたがたのうちに寄留している外国人にも同一である」。 


 One law shall be for him that is home-born and for the sojourner that sojourneth among you.




 


  イスラエルの人々は、みなこのようにし、主がモーセとアロンに命じられたようにした。 


 And all the children of Israel did as Jehovah had commanded Moses and Aaron; so did they.




 


  ちょうどその日に、主はイスラエルの人々を、その軍団に従ってエジプトの国から導き出された。 


 And it came to pass on that same day, [that] Jehovah brought the children of Israel out of the land of Egypt according to their hosts.
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  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々のうちで、すべてのういご、すなわちすべて初めに胎を開いたものを、人であれ、獣であれ、みな、わたしのために聖別しなければならない。それはわたしのものである」。 


 Hallow unto me every firstborn, whatever breaketh open the womb among the children of Israel, of man and of cattle: it is mine.




 


  モーセは民に言った、「あなたがたは、エジプトから、奴隷の家から出るこの日を覚えなさい。主が強い手をもって、あなたがたをここから導き出されるからである。種を入れたパンを食べてはならない。 


 And Moses said to the people, Remember this day, in which ye came out from Egypt, out of the house of bondage; for with a powerful hand hath Jehovah brought you out from this; and nothing leavened shall be eaten.




 


  あなたがたはアビブの月のこの日に出るのである。 


 Ye come out to-day, in the month Abib.




 


  主があなたに与えると、あなたの先祖たちに誓われたカナンびと、ヘテびと、アモリびと、ヒビびと、エブスびとの地、乳と蜜との流れる地に、導き入れられる時、あなたはこの月にこの儀式を守らなければならない。 


 And it shall be when Jehovah hath brought thee into the land of the Canaanite and the Hittite and the Amorite and the Hivite and the Jebusite, which he swore to thy fathers to give thee, a land flowing with milk and honey, that thou shalt keep this service in this month.




 


  七日のあいだ種入れぬパンを食べ、七日目には主に祭をしなければならない。 


 Seven days shalt thou eat unleavened bread; and in the seventh day is a feast to Jehovah.




 


  種入れぬパンを七日のあいだ食べなければならない。種を入れたパンをあなたの所に置いてはならない。また、あなたの地区のどこでも、あなたの所にパン種を置いてはならない。 


 Unleavened bread shall be eaten the seven days; and leavened bread shall not be seen with thee, neither shall there be leaven seen with thee in all thy borders.




 


  その日、あなたの子に告げて言いなさい、『これはわたしがエジプトから出るときに、主がわたしになされたことのためである』。 


 And thou shalt inform thy son in that day, saying, It is because of what Jehovah did to me when I came out of Egypt.




 


  そして、これを、手につけて、しるしとし、目の間に置いて記念とし、主の律法をあなたの口に置かなければならない。主が強い手をもって、あなたをエジプトから導き出されるからである。 


 And it shall be for a sign to thee on thy hand, and for a memorial between thine eyes, that the law of Jehovah may be in thy mouth; for with a powerful hand hath Jehovah brought thee out of Egypt.




 


  それゆえ、あなたはこの定めを年々その期節に守らなければならない。 


 And thou shalt keep this ordinance at its set time from year to year.




 


  主があなたとあなたの先祖たちに誓われたように、あなたをカナンびとの地に導いて、それをあなたに賜わる時、 


 And it shall be when Jehovah hath brought thee into the land of the Canaanites, as he hath sworn to thee and to thy fathers, and hath given it thee,




 


  あなたは、すべて初めに胎を開いた者、およびあなたの家畜の産むういごは、ことごとく主にささげなければならない。すなわち、それらの男性のものは主に帰せしめなければならない。 


 that thou shalt offer unto Jehovah all that breaketh open the womb, and every firstling that cometh of cattle which is thine: the males [shall be] Jehovah's.




 


  また、すべて、ろばの、初めて胎を開いたものは、小羊をもって、あがなわなければならない。もし、あがなわないならば、その首を折らなければならない。あなたの子らのうち、すべて、男のういごは、あがなわなければならない。 


 And every firstling of an ass shalt thou ransom with a lamb; and if thou do not ransom it, thou shalt break its neck; and every firstborn of a man among thy sons shalt thou ransom.




 


  後になって、あなたの子が『これはどんな意味ですか』と問うならば、これに言わなければならない、『主が強い手をもって、われわれをエジプトから、奴隷の家から導き出された。 


 And it shall be when thy son asketh thee in time to come, saying, What is this? that thou shalt say to him, With a powerful hand Jehovah brought us out from Egypt, out of the house of bondage.




 


  そのときパロが、かたくなで、われわれを去らせなかったため、主はエジプトの国のういごを、人のういごも家畜のういごも、ことごとく殺された。それゆえ、初めて胎を開く男性のものはみな、主に犠牲としてささげるが、わたしの子供のうちのういごは、すべてあがなうのである』。 


 And it came to pass, when Pharaoh stubbornly refused to let us go, that Jehovah slew all the firstborn in the land of Egypt, both the firstborn of men and the firstborn of cattle: therefore I sacrifice to Jehovah all that breaketh open the womb -- being males; and every firstborn of my children I ransom.




 


  そして、これを手につけて、しるしとし、目の間に置いて覚えとしなければならない。主が強い手をもって、われわれをエジプトから導き出されたからである」。 


 And it shall be for a sign on thy hand, and for frontlets between thine eyes, for with a powerful hand Jehovah brought us forth out of Egypt.




 


  さて、パロが民を去らせた時、ペリシテびとの国の道は近かったが、神は彼らをそれに導かれなかった。民が戦いを見れば悔いてエジプトに帰るであろうと、神は思われたからである。 


 And it came to pass, when Pharaoh let the people go, that God did not lead them the way of the land of the Philistines, although that was near; for God said, That the people may not repent when they see conflict, and return to Egypt.




 


  神は紅海に沿う荒野の道に、民を回らされた。イスラエルの人々は武装してエジプトの国を出て、上った。 


 And God led the people about, the way of the wilderness of the Red Sea; and the children of Israel went arrayed out of the land of Egypt.




 


  そのときモーセはヨセフの遺骸を携えていた。ヨセフが、「神は必ずあなたがたを顧みられるであろう。そのとき、あなたがたは、わたしの遺骸を携えて、ここから上って行かなければならない」と言って、イスラエルの人々に固く誓わせたからである。 


 And Moses took the bones of Joseph with him; for he had made the children of Israel swear an oath, saying, God will be sure to visit you; then ye shall carry my bones with you hence.




 


  こうして彼らは更にスコテから進んで、荒野の端にあるエタムに宿営した。 


 And they took their journey from Succoth, and encamped in Etham, at the end of the wilderness.




 


  主は彼らの前に行かれ、昼は雲の柱をもって彼らを導き、夜は火の柱をもって彼らを照し、昼も夜も彼らを進み行かせられた。 


 And Jehovah went before their face by day in a pillar of a cloud, to lead them [in] the way; and by night in a pillar of fire, to give them light; so that they could go day and night.




 


  昼は雲の柱、夜は火の柱が、民の前から離れなかった。 


 The pillar of the cloud did not remove [from] before the people by day, nor the pillar of fire by night.
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  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に告げ、引き返して、ミグドルと海との間にあるピハヒロテの前、バアルゼポンの前に宿営させなさい。あなたがたはそれにむかって、海のかたわらに宿営しなければならない。 


 Speak unto the children of Israel, that they turn and encamp before Pi-hahiroth, between Migdol and the sea: before Baal-Zephon, opposite to it, shall ye encamp by the sea.




 


  パロはイスラエルの人々について、『彼らはその地で迷っている。荒野は彼らを閉じ込めてしまった』と言うであろう。 


 And Pharaoh will say of the children of Israel, They are entangled in the land, the wilderness has hemmed them in.




 


  わたしがパロの心をかたくなにするから、パロは彼らのあとを追うであろう。わたしはパロとそのすべての軍勢を破って誉を得、エジプトびとにわたしが主であることを知らせるであろう」。彼らはそのようにした。 


 And I will harden Pharaoh's heart, that he may pursue after them; and I will glorify myself in Pharaoh, and in all his host; and the Egyptians shall know that I am Jehovah. And they did so.




 


  民の逃げ去ったことが、エジプトの王に伝えられたので、パロとその家来たちとは、民に対する考えを変えて言った、「われわれはなぜこのようにイスラエルを去らせて、われわれに仕えさせないようにしたのであろう」。 


 And it was told the king of Egypt that the people had fled; and the heart of Pharaoh and of his bondmen was turned against the people, and they said, Why have we done this, that we have let Israel go from our service?




 


  それでパロは戦車を整え、みずからその民を率い、 


 And he yoked his chariot, and took his people with him.




 


  また、えり抜きの戦車六百と、エジプトのすべての戦車およびすべての指揮者たちを率いた。 


 And he took six hundred chosen chariots, and all the chariots of Egypt, and captains over every one of them.




 


  主がエジプトの王パロの心をかたくなにされたので、彼はイスラエルの人々のあとを追った。イスラエルの人々は意気揚々と出たのである。 


 And Jehovah hardened the heart of Pharaoh king of Egypt, and he pursued after the children of Israel; and the children of Israel had gone out with a high hand.




 


  エジプトびとは彼らのあとを追い、パロのすべての馬と戦車およびその騎兵と軍勢とは、バアルゼポンの前にあるピハヒロテのあたりで、海のかたわらに宿営している彼らに追いついた。 


 And the Egyptians pursued after them, -- all the horses and chariots of Pharaoh, and his horsemen, and his army, and overtook them where they had encamped by the sea, beside Pi-hahiroth, opposite to Baal-Zephon.




 


  パロが近寄った時、イスラエルの人々は目を上げてエジプトびとが彼らのあとに進んできているのを見て、非常に恐れた。そしてイスラエルの人々は主にむかって叫び、 


 And Pharaoh approached; and the children of Israel lifted up their eyes, and behold, the Egyptians marched after them; and the children of Israel were much afraid, and cried out to Jehovah.




 


  かつモーセに言った、「エジプトに墓がないので、荒野で死なせるために、わたしたちを携え出したのですか。なぜわたしたちをエジプトから導き出して、こんなにするのですか。 


 And they said to Moses, Is it because there were no graves in Egypt, thou hast taken us away to die in the wilderness? why hast thou done this to us, that thou hast led us out of Egypt?




 


  わたしたちがエジプトであなたに告げて、『わたしたちを捨てておいて、エジプトびとに仕えさせてください』と言ったのは、このことではありませんか。荒野で死ぬよりもエジプトびとに仕える方が、わたしたちにはよかったのです」。 


 Is not this what we told thee in Egypt, when we said, Let us alone, and we will serve the Egyptians? For [it had been] better for us to serve the Egyptians than to die in the wilderness.




 


  モーセは民に言った、「あなたがたは恐れてはならない。かたく立って、主がきょう、あなたがたのためになされる救を見なさい。きょう、あなたがたはエジプトびとを見るが、もはや永久に、二度と彼らを見ないであろう。 


 And Moses said to the people, Fear not: stand still, and see the salvation of Jehovah, which he will work for you to-day; for the Egyptians whom ye have seen to-day, ye shall see them again no more for ever.




 


  主があなたがたのために戦われるから、あなたがたは黙していなさい」。 


 Jehovah will fight for you, and ye shall be still.




 


  主はモーセに言われた、「あなたは、なぜわたしにむかって叫ぶのか。イスラエルの人々に語って彼らを進み行かせなさい。 


 And Jehovah said to Moses, Why dost thou cry unto me? Speak unto the children of Israel, that they go forward.




 


  あなたはつえを上げ、手を海の上にさし伸べてそれを分け、イスラエルの人々に海の中のかわいた地を行かせなさい。 


 And thou, lift thy staff, and stretch out thy hand over the sea, and divide it; and the children of Israel shall go on dry [ground] through the midst of the sea.




 


  わたしがエジプトびとの心をかたくなにするから、彼らはそのあとを追ってはいるであろう。こうしてわたしはパロとそのすべての軍勢および戦車と騎兵とを打ち破って誉を得よう。 


 And I, behold, I will harden the hearts of the Egyptians, and they shall pursue after them; and I will glorify myself in Pharaoh and in all his host, in his chariots and in his horsemen.




 


  わたしがパロとその戦車とその騎兵とを打ち破って誉を得るとき、エジプトびとはわたしが主であることを知るであろう」。 


 And the Egyptians shall know that I am Jehovah, when I have glorified myself in Pharaoh, in his chariots and in his horsemen.




 


  このとき、イスラエルの部隊の前に行く神の使は移って彼らのうしろに行った。雲の柱も彼らの前から移って彼らのうしろに立ち、 


 And the Angel of God, who went before the camp of Israel, removed and went behind them; and the pillar of the cloud went from before them, and stood behind them.




 


  エジプトびとの部隊とイスラエルびとの部隊との間にきたので、そこに雲とやみがあり夜もすがら、かれとこれと近づくことなく、夜がすぎた。 


 And it came between the camp of the Egyptians and the camp of Israel; and was a cloud and darkness, and lit up the night; and the one did not come near the other all the night.




 


  モーセが手を海の上にさし伸べたので、主は夜もすがら強い東風をもって海を退かせ、海を陸地とされ、水は分かれた。 


 And Moses stretched out his hand over the sea; and Jehovah made the sea go [back] by a strong east wind all the night, and made the sea dry [land], and the waters were divided.




 


  イスラエルの人々は海の中のかわいた地を行ったが、水は彼らの右と左に、かきとなった。 


 And the children of Israel went through the midst of the sea on the dry [ground]; and the waters were a wall to them on their right hand and on their left.




 


  エジプトびとは追ってきて、パロのすべての馬と戦車と騎兵とは、彼らのあとについて海の中にはいった。 


 And the Egyptians pursued and came after them -- all Pharaoh's horses, his chariots and his horsemen, into the midst of the sea.




 


  暁の更に、主は火と雲の柱のうちからエジプトびとの軍勢を見おろして、エジプトびとの軍勢を乱し、 


 And it came to pass in the morning watch, that Jehovah looked upon the camp of the Egyptians, in the pillar of fire and of the cloud, and embarrassed the camp of the Egyptians.




 


  その戦車の輪をきしらせて、進むのに重くされたので、エジプトびとは言った、「われわれはイスラエルを離れて逃げよう。主が彼らのためにエジプトびとと戦う」。 


 And he took off their chariot wheels, and caused them to drive with difficulty; and the Egyptians said, Let us flee before Israel, for Jehovah is fighting for them against the Egyptians!




 


  そのとき主はモーセに言われた、「あなたの手を海の上にさし伸べて、水をエジプトびとと、その戦車と騎兵との上に流れ返らせなさい」。 


 And Jehovah said to Moses, Stretch out thy hand over the sea, that the waters may return upon the Egyptians, upon their chariots and upon their horsemen.




 


  モーセが手を海の上にさし伸べると、夜明けになって海はいつもの流れに返り、エジプトびとはこれにむかって逃げたが、主はエジプトびとを海の中に投げ込まれた。 


 And Moses stretched out his hand over the sea, and the sea returned to its strength toward the morning; and the Egyptians fled against it; and Jehovah overturned the Egyptians into the midst of the sea.




 


  水は流れ返り、イスラエルのあとを追って海にはいった戦車と騎兵およびパロのすべての軍勢をおおい、ひとりも残らなかった。 


 And the waters returned, and covered the chariots and the horsemen of all the host of Pharaoh that had come into the sea after them; there remained not even one of them.




 


  しかし、イスラエルの人々は海の中のかわいた地を行ったが、水は彼らの右と左に、かきとなった。 


 And the children of Israel walked on dry [ground] through the midst of the sea; and the waters were a wall to them on their right hand and on their left.




 


  このように、主はこの日イスラエルをエジプトびとの手から救われた。イスラエルはエジプトびとが海べに死んでいるのを見た。 


 Thus Jehovah saved Israel that day out of the hand of the Egyptians; and Israel saw the Egyptians dead on the sea-shore.




 


  イスラエルはまた、主がエジプトびとに行われた大いなるみわざを見た。それで民は主を恐れ、主とそのしもべモーセとを信じた。 


 And Israel saw the great power [with] which Jehovah had wrought against the Egyptians; and the people feared Jehovah, and believed in Jehovah, and in Moses his bondman.
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  そこでモーセとイスラエルの人々は、この歌を主にむかって歌った。彼らは歌って言った、「主にむかってわたしは歌おう、彼は輝かしくも勝ちを得られた、彼は馬と乗り手を海に投げ込まれた。 


 Then sang Moses and the children of Israel this song to Jehovah, and spoke, saying, I will sing unto Jehovah, for he is highly exalted: The horse and his rider hath he thrown into the sea.




 


  主はわたしの力また歌、わたしの救となられた、彼こそわたしの神、わたしは彼をたたえる、彼はわたしの父の神、わたしは彼をあがめる。 


 My strength and song is Jah, and he is become my salvation: This is my ùGod, and I will glorify him; My father's God, and I will extol him.




 


  主はいくさびと、その名は主。 


 Jehovah is a man of war; Jehovah, his name.




 


  彼はパロの戦車とその軍勢とを海に投げ込まれた、そのすぐれた指揮者たちは紅海に沈んだ。 


 Pharaoh's chariots and his army hath he cast into the sea; His chosen captains also are drowned in the Red Sea.




 


  大水は彼らをおおい、彼らは石のように淵に下った。 


 The depths covered them; they sank to the bottom as a stone.




 


  主よ、あなたの右の手は力をもって栄光にかがやく、主よ、あなたの右の手は敵を打ち砕く。 


 Thy right hand, Jehovah, is become glorious in power: Thy right hand, Jehovah, hath dashed in pieces the enemy.




 


  あなたは大いなる威光をもって、あなたに立ちむかう者を打ち破られた。あなたが怒りを発せられると、彼らは、わらのように焼きつくされた。 


 And by the greatness of thine excellency thou hast overthrown thine adversaries: Thou sentest forth thy burning wrath, it consumed them as stubble.




 


  あなたの鼻の息によって水は積みかさなり、流れは堤となって立ち、大水は海のもなかに凝り固まった。 


 And by the breath of thy nostrils the waters were heaped up; The streams stood as a mound; The depths were congealed in the heart of the sea.




 


  敵は言った、『わたしは追い行き、追い着いて、分捕物を分かち取ろう、わたしの欲望を彼らによって満たそう、つるぎを抜こう、わたしの手は彼らを滅ぼそう』。 


 The enemy said, I will pursue, I will overtake, I will divide the spoil; my soul shall be sated upon them; I will unsheath my sword, my hand shall dispossess them.




 


  あなたが息を吹かれると、海は彼らをおおい、彼らは鉛のように、大水の中に沈んだ。 


 Thou didst blow with thy breath, the sea covered them; They sank as lead in the mighty waters.




 


  主よ、神々のうち、だれがあなたに比べられようか、だれがあなたのように、聖にして栄えあるもの、ほむべくして恐るべきもの、くすしきわざを行うものであろうか。 


 Who is like unto thee, Jehovah, among the gods? Who is like unto thee, glorifying thyself in holiness, Fearful [in] praises, doing wonders?




 


  あなたが右の手を伸べられると、地は彼らをのんだ。 


 Thou stretchedst out thy right hand, the earth swallowed them.




 


  あなたは、あがなわれた民を恵みをもって導き、み力をもって、あなたの聖なるすまいに伴われた。 


 Thou by thy mercy hast led forth the people that thou hast redeemed; Thou hast guided them by thy strength unto the abode of thy holiness.




 


  もろもろの民は聞いて震え、ペリシテの住民は苦しみに襲われた。 


 The peoples heard it, they were afraid: A thrill seized the inhabitants of Philistia.




 


  エドムの族長らは、おどろき、モアブの首長らは、わななき、カナンの住民は、みな溶け去った。 


 Then the princes of Edom were amazed; The mighty men of Moab, trembling hath seized them; All the inhabitants of Canaan melted away.




 


  恐れと、おののきとは彼らに臨み、み腕の大いなるゆえに、彼らは石のように黙した、主よ、あなたの民の通りすぎるまで、あなたが買いとられた民の通りすぎるまで。 


 Fear and dread fall upon them; By the greatness of thine arm they are still as a stone; Till thy people pass over, Jehovah, Till the people pass over that thou hast purchased.




 


  あなたは彼らを導いて、あなたの嗣業の山に植えられる。主よ、これこそあなたのすまいとして、みずから造られた所、主よ、み手によって建てられた聖所。 


 Thou shalt bring them in, and plant them in the mountain of thine inheritance, The place that thou, Jehovah, hast made thy dwelling, The Sanctuary, Lord, that thy hands have prepared.




 


  主は永遠に統べ治められる」。 


 Jehovah shall reign for ever and ever!




 


  パロの馬が、その戦車および騎兵と共に海にはいると、主は海の水を彼らの上に流れ返らされたが、イスラエルの人々は海の中のかわいた地を行った。 


 For the horse of Pharaoh, with his chariots and with his horsemen, came into the sea, and Jehovah brought again the waters of the sea upon them; and the children of Israel went on dry [ground] through the midst of the sea.




 


  そのとき、アロンの姉、女預言者ミリアムはタンバリンを手に取り、女たちも皆タンバリンを取って、踊りながら、そのあとに従って出てきた。 


 And Miriam the prophetess, the sister of Aaron, took the tambour in her hand, and all the women went out after her with tambours and with dances.




 


  そこでミリアムは彼らに和して歌った、「主にむかって歌え、彼は輝かしくも勝ちを得られた、彼は馬と乗り手を海に投げ込まれた」。 


 And Miriam answered them, Sing to Jehovah, for he is highly exalted: The horse and his rider hath he thrown into the sea.




 


  さて、モーセはイスラエルを紅海から旅立たせた。彼らはシュルの荒野に入り、三日のあいだ荒野を歩いたが、水を得なかった。 


 And Moses brought Israel from the Red Sea, and they went out into the wilderness of Shur; and they went three days in the wilderness, and found no water.




 


  彼らはメラに着いたが、メラの水は苦くて飲むことができなかった。それで、その所の名はメラと呼ばれた。 


 And they came to Marah, and could not drink the waters of Marah, for they were bitter; therefore the name of it was called Marah.




 


  ときに、民はモーセにつぶやいて言った、「わたしたちは何を飲むのですか」。 


 And the people murmured against Moses, saying, What shall we drink?




 


  モーセは主に叫んだ。主は彼に一本の木を示されたので、それを水に投げ入れると、水は甘くなった。その所で主は民のために定めと、おきてを立てられ、彼らを試みて、 


 And he cried to Jehovah; and Jehovah shewed him wood, and he cast it into the waters, and the waters became sweet. There he made for them a statute and an ordinance; and there he tested them.




 


  言われた、「あなたが、もしあなたの神、主の声に良く聞き従い、その目に正しいと見られることを行い、その戒めに耳を傾け、すべての定めを守るならば、わたしは、かつてエジプトびとに下した病を一つもあなたに下さないであろう。わたしは主であって、あなたをいやすものである」。 


 And he said, If thou wilt diligently hearken to the voice of Jehovah thy God, and do what is right in his eyes, and incline thine ears to his commandments, and keep all his statutes, I will put none of the complaints upon thee that I have put upon the Egyptians; for I am Jehovah who healeth thee.




 


  こうして彼らはエリムに着いた。そこには水の泉十二と、なつめやしの木七十本があった。その所で彼らは水のほとりに宿営した。 


 And they came to Elim; and twelve springs of water were there, and seventy palm trees; and they encamped there by the waters.
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  イスラエルの人々の全会衆はエリムを出発し、エジプトの地を出て二か月目の十五日に、エリムとシナイとの間にあるシンの荒野にきたが、 


 And they journeyed from Elim, and the whole assembly of the children of Israel came into the wilderness of Sin, which is between Elim and Sinai, on the fifteenth day of the second month after their departure out of the land of Egypt.




 


  その荒野でイスラエルの人々の全会衆は、モーセとアロンにつぶやいた。 


 And the whole assembly of the children of Israel murmured against Moses and against Aaron in the wilderness.




 


  イスラエルの人々は彼らに言った、「われわれはエジプトの地で、肉のなべのかたわらに座し、飽きるほどパンを食べていた時に、主の手にかかって死んでいたら良かった。あなたがたは、われわれをこの荒野に導き出して、全会衆を餓死させようとしている」。 


 And the children of Israel said to them, Would that we had died by the hand of Jehovah in the land of Egypt, when we sat by the flesh-pots, when we ate bread to the full; for ye have brought us out into this wilderness, to kill this whole congregation with hunger!




 


  そのとき主はモーセに言われた、「見よ、わたしはあなたがたのために、天からパンを降らせよう。民は出て日々の分を日ごとに集めなければならない。こうして彼らがわたしの律法に従うかどうかを試みよう。 


 Then said Jehovah to Moses, Behold, I will rain bread from heaven for you; and the people shall go out and gather the daily need on its day, that I may prove them, whether they will walk in my law, or not.




 


  六日目には、彼らが取り入れたものを調理すると、それは日ごとに集めるものの二倍あるであろう」。 


 And it shall come to pass on the sixth day, that they shall prepare what they have brought in; and it shall be twice as much as they shall gather daily.




 


  モーセとアロンは、イスラエルのすべての人々に言った、「夕暮には、あなたがたは、エジプトの地からあなたがたを導き出されたのが、主であることを知るであろう。 


 And Moses and Aaron said to all the children of Israel, In the evening, then shall ye know that Jehovah has brought you out from the land of Egypt;




 


  また、朝には、あなたがたは主の栄光を見るであろう。主はあなたがたが主にむかってつぶやくのを聞かれたからである。あなたがたは、いったいわれわれを何者として、われわれにむかってつぶやくのか」。 


 and in the morning, then shall ye see the glory of Jehovah; for he has heard your murmurings against Jehovah; -- and what are we, that ye murmur against us?




 


  モーセはまた言った、「主は夕暮にはあなたがたに肉を与えて食べさせ、朝にはパンを与えて飽き足らせられるであろう。主はあなたがたが、主にむかってつぶやくつぶやきを聞かれたからである。いったいわれわれは何者なのか。あなたがたのつぶやくのは、われわれにむかってでなく、主にむかってである」。 


 And Moses said, When Jehovah gives you in the evening flesh to eat, and in the morning bread to the full; for Jehovah hears your murmurings which ye murmur against him... and what [are] we? your murmurings are not against us, but against Jehovah.




 


  モーセはアロンに言った、「イスラエルの人々の全会衆に言いなさい、『あなたがたは主の前に近づきなさい。主があなたがたのつぶやきを聞かれたからである』と」。 


 And Moses spoke to Aaron, Say to all the assembly of the children of Israel, Come near into the presence of Jehovah; for he has heard your murmurings.




 


  それでアロンがイスラエルの人々の全会衆に語ったとき、彼らが荒野の方を望むと、見よ、主の栄光が雲のうちに現れていた。 


 And it came to pass, when Aaron spoke to the whole assembly of the children of Israel, that they turned toward the wilderness, and behold, the glory of Jehovah appeared in the cloud.




 


  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「わたしはイスラエルの人々のつぶやきを聞いた。彼らに言いなさい、『あなたがたは夕には肉を食べ、朝にはパンに飽き足りるであろう。そうしてわたしがあなたがたの神、主であることを知るであろう』と」。 


 I have heard the murmurings of the children of Israel: speak to them, saying, Between the two evenings ye shall eat flesh, and in the morning ye shall be filled with bread; and ye shall know that I am Jehovah your God.




 


  夕べになると、うずらが飛んできて宿営をおおった。また、朝になると、宿営の周囲に露が降りた。 


 And it came to pass in the evening, that quails came up, and covered the camp; and in the morning the dew lay round the camp.




 


  その降りた露がかわくと、荒野の面には、薄いうろこのようなものがあり、ちょうど地に結ぶ薄い霜のようであった。 


 And when the dew that lay [round it] was gone up, behold, on the face of the wilderness there was [something] fine, granular, fine as hoar-frost, on the ground.




 


  イスラエルの人々はそれを見て互に言った、「これはなんであろう」。彼らはそれがなんであるのか知らなかったからである。モーセは彼らに言った、「これは主があなたがたの食物として賜わるパンである。 


 And the children of Israel saw [it], and said one to another, What is it? for they did not know what it was. And Moses said to them, This is the bread which Jehovah has given you to eat.




 


  主が命じられるのはこうである、『あなたがたは、おのおのその食べるところに従ってそれを集め、あなたがたの人数に従って、ひとり一オメルずつ、おのおのその天幕におるもののためにそれを取りなさい』と」。 


 This is the thing which Jehovah has commanded: Gather of it every man according to what he can eat, an omer a poll, [according to] the number of your persons: ye shall take every man for those that are in his tent.




 


  イスラエルの人々はそのようにして、ある者は多く、ある者は少なく集めた。 


 And the children of Israel did so, and gathered, some much, some little.




 


  しかし、オメルでそれを計ってみると、多く集めた者にも余らず、少なく集めた者にも不足しなかった。おのおのその食べるところに従って集めていた。 


 And they measured with the omer: then he that gathered much had nothing over, and he that gathered little wanted nothing: they had gathered every man according to the measure of his eating.




 


  モーセは彼らに言った、「だれも朝までそれを残しておいてはならない」。 


 And Moses said to them, Let no man leave [any] of it until the morning.




 


  しかし彼らはモーセに聞き従わないで、ある者は朝までそれを残しておいたが、虫がついて臭くなった。モーセは彼らにむかって怒った。 


 But they did not hearken to Moses; and some men left of it until the morning; then worms bred in it and it stank. And Moses was wroth with them.




 


  彼らは、おのおのその食べるところに従って、朝ごとにそれを集めたが、日が熱くなるとそれは溶けた。 


 And they gathered it every morning, every man as much as he could eat; and when the sun became hot, it melted.




 


  六日目には、彼らは二倍のパン、すなわちひとりに二オメルを集めた。そこで、会衆の長たちは皆きて、モーセに告げたが、 


 And it came to pass on the sixth day, that they gathered twice as much bread, two omers for one; and all the princes of the assembly came and told Moses.




 


  モーセは彼らに言った、「主の語られたのはこうである、『あすは主の聖安息日で休みである。きょう、焼こうとするものを焼き、煮ようとするものを煮なさい。残ったものはみな朝までたくわえて保存しなさい』と」。 


 And he said to them, This is what Jehovah has said: To-morrow is the rest, the holy sabbath, of Jehovah: bake what ye will bake, and cook what ye will cook; and lay up for yourselves all that remains over, to be kept for the morning.




 


  彼らはモーセの命じたように、それを朝まで保存したが、臭くならず、また虫もつかなかった。 


 And they laid it up for the morning, as Moses had commanded; and it did not stink, neither was there any worm in it.




 


  モーセは言った、「きょう、それを食べなさい。きょうは主の安息日であるから、きょうは野でそれを獲られないであろう。 


 And Moses said, Eat it to-day; for to-day is sabbath to Jehovah: to-day ye shall not find it in the field.




 


  六日の間はそれを集めなければならない。七日目は安息日であるから、その日には無いであろう」。 


 Six days shall ye gather it; but on the seventh day is sabbath: on it there shall be none.




 


  ところが民のうちには、七日目に出て集めようとした者があったが、獲られなかった。 


 And it came to pass on the seventh day that there went out [some] from the people to gather [it], and they found none.




 


  そこで主はモーセに言われた、「あなたがたは、いつまでわたしの戒めと、律法とを守ることを拒むのか。 


 And Jehovah said to Moses, How long do ye refuse to keep my commandments and my laws?




 


  見よ、主はあなたがたに安息日を与えられた。ゆえに六日目には、ふつか分のパンをあなたがたに賜わるのである。おのおのその所にとどまり、七日目にはその所から出てはならない」。 


 See, for Jehovah hath given you the sabbath; therefore he giveth you on the sixth day the bread for two days. Abide every man in his place: let no man go from his place on the seventh day.




 


  こうして民は七日目に休んだ。 


 And the people rested on the seventh day.




 


  イスラエルの家はその物の名をマナと呼んだ。それはコエンドロの実のようで白く、その味は蜜を入れたせんべいのようであった。 


 And the house of Israel called its name Manna; and it was like coriander-seed, white; and the taste of it was like cake with honey.




 


  モーセは言った、「主の命じられることはこうである、『それを一オメルあなたがたの子孫のためにたくわえておきなさい。それはわたしが、あなたがたをエジプトの地から導き出した時、荒野であなたがたに食べさせたパンを彼らに見させるためである』と」。 


 And Moses said, This is the thing which Jehovah has commanded: Fill an omer of it to be kept for your generations; that they may see the bread that I gave you to eat in the wilderness, when I brought you out of the land of Egypt.




 


  そしてモーセはアロンに言った「一つのつぼを取り、マナ一オメルをその中に入れ、それを主の前に置いて、子孫のためにたくわえなさい」。 


 And Moses said to Aaron, Take a pot, and put in it an omer full of manna, and deposit it before Jehovah, to be kept for your generations.




 


  そこで主がモーセに命じられたように、アロンはそれをあかしの箱の前に置いてたくわえた。 


 As Jehovah had commanded Moses, so Aaron deposited it before the Testimony, to be kept.




 


  イスラエルの人々は人の住む地に着くまで四十年の間マナを食べた。すなわち、彼らはカナンの地の境に至るまでマナを食べた。 


 And the children of Israel ate the manna forty years, until they came into an inhabited land: they ate the manna until they came to the borders of the land of Canaan.




 


  一オメルは一エパの十分の一である。 


 Now an omer is the tenth [part] of an ephah.
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  イスラエルの人々の全会衆は、主の命に従って、シンの荒野を出発し、旅路を重ねて、レピデムに宿営したが、そこには民の飲む水がなかった。 


 And all the assembly of the children of Israel journeyed from the wilderness of Sin, according to their journeys, at the command of Jehovah; and they encamped in Rephidim; and there was no water for the people to drink.




 


  それで、民はモーセと争って言った、「わたしたちに飲む水をください」。モーセは彼らに言った、「あなたがたはなぜわたしと争うのか、なぜ主を試みるのか」。 


 And the people contended with Moses, and said, Give us water, that we may drink! And Moses said to them, Why do ye dispute with me? Why do ye tempt Jehovah?




 


  民はその所で水にかわき、モーセにつぶやいて言った、「あなたはなぜわたしたちをエジプトから導き出して、わたしたちを、子供や家畜と一緒に、かわきによって死なせようとするのですか」。 


 And the people thirsted there for water; and the people murmured against Moses, and said, Why is it that thou hast brought us up out of Egypt, to kill us and our children and our cattle with thirst?




 


  このときモーセは主に叫んで言った、「わたしはこの民をどうすればよいのでしょう。彼らは、今にも、わたしを石で打ち殺そうとしています」。 


 And Moses cried to Jehovah, saying, What shall I do with this people? Yet a little, and they will stone me!




 


  主はモーセに言われた、「あなたは民の前に進み行き、イスラエルの長老たちを伴い、あなたがナイル川を打った、つえを手に取って行きなさい。 


 And Jehovah said to Moses, Go on before the people, and take with thee of the elders of Israel, and thy staff with which thou didst smite the river, take in thy hand, and go.




 


  見よ、わたしはホレブの岩の上であなたの前に立つであろう。あなたは岩を打ちなさい。水がそれから出て、民はそれを飲むことができる」。モーセはイスラエルの長老たちの目の前で、そのように行った。 


 Behold, I will stand before thee there upon the rock on Horeb; and thou shalt strike the rock, and there shall come water out of it, that the people may drink. And Moses did so before the eyes of the elders of Israel.




 


  そして彼はその所の名をマッサ、またメリバと呼んだ。これはイスラエルの人々が争ったゆえ、また彼らが「主はわたしたちのうちにおられるかどうか」と言って主を試みたからである。 


 And he called the name of the place Massah, and Meribah, because of the contention of the children of Israel, and because they had tempted Jehovah, saying, Is Jehovah among us, or not?




 


  ときにアマレクがきて、イスラエルとレピデムで戦った。 


 And Amalek came and fought with Israel in Rephidim.




 


  モーセはヨシュアに言った、「われわれのために人を選び、出てアマレクと戦いなさい。わたしはあす神のつえを手に取って、丘の頂に立つであろう」。 


 And Moses said to Joshua, Choose us men, and go out, fight with Amalek; to-morrow I will stand on the top of the hill with the staff of God in my hand.




 


  ヨシュアはモーセが彼に言ったようにし、アマレクと戦った。モーセとアロンおよびホルは丘の頂に登った。 


 And Joshua did as Moses had said to him, to fight with Amalek; and Moses, Aaron and Hur went up to the top of the hill.




 


  モーセが手を上げているとイスラエルは勝ち、手を下げるとアマレクが勝った。 


 And it came to pass when Moses raised his hand, that Israel prevailed; and when he let down his hand, Amalek prevailed.




 


  しかしモーセの手が重くなったので、アロンとホルが石を取って、モーセの足もとに置くと、彼はその上に座した。そしてひとりはこちらに、ひとりはあちらにいて、モーセの手をささえたので、彼の手は日没までさがらなかった。 


 And Moses' hands were heavy; then they took a stone, and put [it] under him, and he sat on it; and Aaron and Hur supported his hands, one on this side, and one on that side; and his hands were steady until the going down of the sun.




 


  ヨシュアは、つるぎにかけてアマレクとその民を打ち敗った。 


 And Joshua broke the power of Amalek and his people with the edge of the sword.




 


  主はモーセに言われた、「これを書物にしるして記念とし、それをヨシュアの耳に入れなさい。わたしは天が下からアマレクの記憶を完全に消し去るであろう」。 


 And Jehovah said to Moses, Write this [for] a memorial in the book, and rehearse [it] in the ears of Joshua, that I will utterly blot out the remembrance of Amalek from under the heavens.




 


  モーセは一つの祭壇を築いてその名を「主はわが旗」と呼んだ。 


 And Moses built an altar, and called the name of it Jehovah-nissi.




 


  そしてモーセは言った、「主の旗にむかって手を上げる、主は世々アマレクと戦われる」。 


 And he said, For the hand is on the throne of Jah; Jehovah will have war with Amalek from generation to generation!
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  さて、モーセのしゅうと、ミデアンの祭司エテロは、神がモーセと、み民イスラエルとにされたすべての事、主がイスラエルをエジプトから導き出されたことを聞いた。 


 And Jethro the priest of Midian, Moses' father-in-law, heard of all that God had done to Moses, and to Israel his people; that Jehovah had brought Israel out of Egypt.




 


  それでモーセのしゅうと、エテロは、さきに送り返されていたモーセの妻チッポラと、 


 And Jethro, Moses' father-in-law, took Zipporah, Moses' wife, after he had sent her back,




 


  そのふたりの子とを連れてきた。そのひとりの名はゲルショムといった。モーセが、「わたしは外国で寄留者となっている」と言ったからである。 


 and her two sons, of whom the name of the one was Gershom -- for he said, I have been a sojourner in a foreign land,




 


  ほかのひとりの名はエリエゼルといった。「わたしの父の神はわたしの助けであって、パロのつるぎからわたしを救われた」と言ったからである。 


 -- and the name of the other, Eliezer -- For the God of my father has been my help, and has delivered me from the sword of Pharaoh.




 


  こうしてモーセのしゅうと、エテロは、モーセの妻子を伴って、荒野に行き、神の山に宿営しているモーセの所にきた。 


 And Jethro, Moses' father-in-law, came to Moses with his sons and his wife into the wilderness, where he encamped at the mountain of God.




 


  その時、ある人がモーセに言った、「ごらんなさい。あなたのしゅうと、エテロは、あなたの妻とそのふたりの子を連れて、あなたの所にこられます」。 


 And he sent word to Moses: I, thy father-in-law Jethro, am come to thee, and thy wife, and her two sons with her.




 


  そこでモーセはしゅうとを出迎えて、身をかがめ、彼に口づけして、互に安否を問い、共に天幕にはいった。 


 And Moses went out to meet his father-in-law, and did obeisance, and kissed him; and they asked each other [after] their welfare, and went into the tent.




 


  そしてモーセは、主がイスラエルのために、パロとエジプトびととにされたすべての事、道で出会ったすべての苦しみ、また主が彼らを救われたことを、しゅうとに物語ったので、 


 And Moses told his father-in-law all that Jehovah had done to Pharaoh and to the Egyptians for Israel's sake; all the trouble that had befallen them on the way, and [how] Jehovah had delivered them.




 


  エテロは主がイスラエルをエジプトびとの手から救い出して、もろもろの恵みを賜わったことを喜んだ。 


 And Jethro rejoiced for all the goodness that Jehovah had done to Israel; that he had delivered them out of the hand of the Egyptians.




 


  そしてエテロは言った、「主はほむべきかな。主はあなたがたをエジプトびとの手と、パロの手から救い出し、民をエジプトびとの手の下から救い出された。 


 And Jethro said, Blessed be Jehovah, who has delivered you out of the hand of the Egyptians, and out of the hand of Pharaoh; who has delivered the people from under the hand of the Egyptians.




 


  今こそわたしは知った。実に彼らはイスラエルびとにむかって高慢にふるまったが、主はあらゆる神々にまさって大いにいますことを」。 


 Now I know that Jehovah is greater than all gods; for in the thing in which they acted haughtily [he was] above them.




 


  そしてモーセのしゅうとエテロは燔祭と犠牲を神に供え、アロンとイスラエルの長老たちもみなきて、モーセのしゅうとと共に神の前で食事をした。 


 And Jethro, Moses' father-in-law, took a burnt-offering and sacrifices for God; and Aaron came, and all the elders of Israel, to eat bread with Moses' father-in-law in the presence of God.




 


  あくる日モーセは座して民をさばいたが、民は朝から晩まで、モーセのまわりに立っていた。 


 And it came to pass on the morrow, that Moses sat to judge the people; and the people stood by Moses from the morning to the evening.




 


  モーセのしゅうとは、彼がすべて民にしていることを見て、言った、「あなたが民にしているこのことはなんですか。あなたひとりが座し、民はみな朝から晩まで、あなたのまわりに立っているのはなぜですか」。 


 And Moses' father-in-law saw all that he did with the people, and said, What is this thing which thou art doing with the people? why dost thou sit alone, and all the people are standing by thee from morning to evening?




 


  モーセはしゅうとに言った、「民が神に伺おうとして、わたしの所に来るからです。 


 And Moses said to his father-in-law, Because the people come to me to enquire of God.




 


  彼らは事があれば、わたしの所にきます。わたしは相互の間をさばいて、神の定めと判決を知らせるのです」。 


 When they have a matter, they come to me, and I judge between one and another; and I make known [to them] the statutes of God, and his laws.




 


  モーセのしゅうとは彼に言った、「あなたのしていることは良くない。 


 And Moses' father-in-law said to him, The thing that thou art doing is not good.




 


  あなたも、あなたと一緒にいるこの民も、必ず疲れ果てるであろう。このことはあなたに重過ぎるから、ひとりですることができない。 


 Thou wilt be quite exhausted, both thou and this people that is with thee; for the thing is too heavy for thee: thou canst not perform it alone.




 


  今わたしの言うことを聞きなさい。わたしはあなたに助言する。どうか神があなたと共にいますように。あなたは民のために神の前にいて、事件を神に述べなさい。 


 Hearken now to my voice: I will give thee counsel, and God shall be with thee. Be thou for the people with God, and bring the matters before God;




 


  あなたは彼らに定めと判決を教え、彼らの歩むべき道と、なすべき事を彼らに知らせなさい。 


 and teach them the statutes and the laws, and make known to them the way in which they must walk, and the work that they must do.




 


  また、すべての民のうちから、有能な人で、神を恐れ、誠実で不義の利を憎む人を選び、それを民の上に立てて、千人の長、百人の長、五十人の長、十人の長としなさい。 


 But do thou provide among all the people able men, such as fear God, men of truth, hating covetousness; and place [them] over them, chiefs of thousands, chiefs of hundreds, chiefs of fifties, and chiefs of tens,




 


  平素は彼らに民をさばかせ、大事件はすべてあなたの所に持ってこさせ、小事件はすべて彼らにさばかせなさい。こうしてあなたを身軽にし、あなたと共に彼らに、荷を負わせなさい。 


 that they may judge the people at all times; and it shall be [that] they shall bring to thee every great matter, and that they shall judge every small matter, and they shall lighten [the task] on thee, and they shall bear [it] with thee.




 


  あなたが、もしこの事を行い、神もまたあなたに命じられるならば、あなたは耐えることができ、この民もまた、みな安んじてその所に帰ることができよう」。 


 If thou do this thing, and God command thee [so], thou wilt be able to endure, and all this people shall also go to their place in peace.




 


  モーセはしゅうとの言葉に従い、すべて言われたようにした。 


 And Moses hearkened to the voice of his father-in-law, and did all that he had said.




 


  すなわち、モーセはすべてのイスラエルのうちから有能な人を選んで、民の上に長として立て、千人の長、百人の長、五十人の長、十人の長とした。 


 And Moses chose able men out of all Israel, and made them heads over the people, chiefs of thousands, chiefs of hundreds, chiefs of fifties, and chiefs of tens.




 


  平素は彼らが民をさばき、むずかしい事件はモーセに持ってきたが、小さい事件はすべて彼らみずからさばいた。 


 And they judged the people at all times: the hard matters they brought to Moses, but every small matter they judged.




 


  こうしてモーセはしゅうとを送り返したので、その国に帰って行った。 


 And Moses sent away his father-in-law, and he departed into his land.
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  イスラエルの人々は、エジプトの地を出て後三月目のその日に、シナイの荒野にはいった。 


 In the third month after the departure of the children of Israel out of the land of Egypt, the same day came they [into] the wilderness of Sinai:




 


  すなわち彼らはレピデムを出立してシナイの荒野に入り、荒野に宿営した。イスラエルはその所で山の前に宿営した。 


 they departed from Rephidim, and came [into] the wilderness of Sinai, and encamped in the wilderness; and Israel encamped there before the mountain.




 


  さて、モーセが神のもとに登ると、主は山から彼を呼んで言われた、「このように、ヤコブの家に言い、イスラエルの人々に告げなさい、 


 And Moses went up to God, and Jehovah called to him out of the mountain, saying, Thus shalt thou say to the house of Jacob, and tell the children of Israel:




 


  『あなたがたは、わたしがエジプトびとにした事と、あなたがたを鷲の翼に載せてわたしの所にこさせたことを見た。 


 Ye have seen what I have done to the Egyptians, and [how] I have borne you on eagles' wings and brought you to myself.




 


  それで、もしあなたがたが、まことにわたしの声に聞き従い、わたしの契約を守るならば、あなたがたはすべての民にまさって、わたしの宝となるであろう。全地はわたしの所有だからである。 


 And now, if ye will hearken to my voice indeed and keep my covenant, then shall ye be my own possession out of all the peoples -- for all the earth is mine --




 


  あなたがたはわたしに対して祭司の国となり、また聖なる民となるであろう』。これがあなたのイスラエルの人々に語るべき言葉である」。 


 and ye shall be to me a kingdom of priests, and a holy nation. These are the words which thou shalt speak to the children of Israel.




 


  それでモーセは行って民の長老たちを呼び、主が命じられたこれらの言葉を、すべてその前に述べたので、 


 And Moses came and called the elders of the people, and laid before the mall these words which Jehovah had commanded him.




 


  民はみな共に答えて言った、「われわれは主が言われたことを、みな行います」。モーセは民の言葉を主に告げた。 


 And all the people answered together, and said, All that Jehovah has spoken will we do! And Moses brought the words of the people back to Jehovah.




 


  主はモーセに言われた、「見よ、わたしは濃い雲のうちにあって、あなたに臨むであろう。それはわたしがあなたと語るのを民に聞かせて、彼らに長くあなたを信じさせるためである」。モーセは民の言葉を主に告げた。 


 And Jehovah said to Moses, Lo, I will come to thee in the cloud's thick darkness, that the people may hear when I speak with thee, and believe thee also for ever. And Moses told the words of the people to Jehovah.




 


  主はモーセに言われた、「あなたは民のところに行って、きょうとあす、彼らをきよめ、彼らにその衣服を洗わせ、 


 And Jehovah said to Moses, Go to the people, and hallow them to-day and to-morrow, and let them wash their clothes;




 


  三日目までに備えさせなさい。三日目に主が、すべての民の目の前で、シナイ山に下るからである。 


 and let them be ready for the third day; for on the third day Jehovah will come down before the eyes of all the people on mount Sinai.




 


  あなたは民のために、周囲に境を設けて言いなさい、『あなたがたは注意して、山に上らず、また、その境界に触れないようにしなさい。山に触れる者は必ず殺されるであろう。 


 And set bounds round about the people, saying, Take heed to yourselves, [not] to go up unto the mountain nor touch the border of it: whatever toucheth the mountain shall certainly be put to death:




 


  手をそれに触れてはならない。触れる者は必ず石で打ち殺されるか、射殺されるであろう。獣でも人でも生きることはできない』。ラッパが長く響いた時、彼らは山に登ることができる」と。 


 not a hand shall touch it, but it shall certainly be stoned, or shot through; whether it be a beast or a man, it shall not live. When the long drawn note of the trumpet soundeth, they shall come up to the mountain.




 


  そこでモーセは山から民のところに下り、民をきよめた。彼らはその衣服を洗った。 


 And Moses came down from the mountain to the people, and hallowed the people; and they washed their clothes.




 


  モーセは民に言った、「三日目までに備えをしなさい。女に近づいてはならない」。 


 And he said to the people, Be ready for the third day; do not come near [your] wives.




 


  三日目の朝となって、かみなりと、いなずまと厚い雲とが、山の上にあり、ラッパの音が、はなはだ高く響いたので、宿営におる民はみな震えた。 


 And it came to pass on the third day, when it was morning, that there were thunders and lightnings and a heavy cloud on the mountain, and the sound of the trumpet exceeding loud; and the whole people that was in the camp trembled.




 


  モーセが民を神に会わせるために、宿営から導き出したので、彼らは山のふもとに立った。 


 And Moses brought the people out of the camp to meet with God; and they stood at the foot of the mountain.




 


  シナイ山は全山煙った。主が火のなかにあって、その上に下られたからである。その煙は、かまどの煙のように立ち上り、全山はげしく震えた。 


 And the whole of mount Sinai smoked, because Jehovah descended on it in fire; and its smoke ascended as the smoke of a furnace; and the whole mountain shook greatly.




 


  ラッパの音が、いよいよ高くなったとき、モーセは語り、神は、かみなりをもって、彼に答えられた。 


 And the sound of the trumpet increased and became exceeding loud; Moses spoke, and God answered him by a voice.




 


  主はシナイ山の頂に下られた。そして主がモーセを山の頂に召されたので、モーセは登った。 


 And Jehovah came down on mount Sinai, on the top of the mountain; and Jehovah called Moses to the top of the mountain, and Moses went up.




 


  主はモーセに言われた、「下って行って民を戒めなさい。民が押し破って、主のところにきて、見ようとし、多くのものが死ぬことのないようにするためである。 


 And Jehovah said to Moses, Go down, testify to the people that they break not through to Jehovah to gaze, and many of them perish.




 


  主に近づく祭司たちにもまた、その身をきよめさせなさい。主が彼らを打つことのないようにするためである」。 


 And the priests also, who come near to Jehovah, shall hallow themselves, lest Jehovah break forth on them.




 


  モーセは主に言った、「民はシナイ山に登ることはできないでしょう。あなたがわたしたちを戒めて『山のまわりに境を設け、それをきよめよ』と言われたからです」。 


 And Moses said to Jehovah, The people cannot come up to mount Sinai; for thou hast testified to us, saying, Set bounds about the mountain, and hallow it.




 


  主は彼に言われた、「行け、下れ。そしてあなたはアロンと共に登ってきなさい。ただし、祭司たちと民とが、押し破って主のところに登ることのないようにしなさい。主が彼らを打つことのないようにするためである」。 


 And Jehovah said to him, Go, descend, and thou shalt come up, thou, and Aaron with thee; but the priests and the people shall not break through to go up to Jehovah, lest he break forth on them.




 


  モーセは民の所に下って行って彼らに告げた。 


 So Moses went down to the people, and told them.
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  神はこのすべての言葉を語って言われた。 


 And God spoke all these words, saying,




 


  「わたしはあなたの神、主であって、あなたをエジプトの地、奴隷の家から導き出した者である。 


 I am Jehovah thy God, who have brought thee out of the land of Egypt, out of the house of bondage.




 


  あなたはわたしのほかに、なにものをも神としてはならない。 


 Thou shalt have no other gods before me.




 


  あなたは自分のために、刻んだ像を造ってはならない。上は天にあるもの、下は地にあるもの、また地の下の水のなかにあるものの、どんな形をも造ってはならない。 


 Thou shalt not make thyself any graven image, or any form of what is in the heavens above, or what is in the earth beneath, or what is in the waters under the earth:




 


  それにひれ伏してはならない。それに仕えてはならない。あなたの神、主であるわたしは、ねたむ神であるから、わたしを憎むものは、父の罪を子に報いて、三四代に及ぼし、 


 thou shalt not bow down thyself to them, nor serve them; for I, Jehovah thy God, am a jealous ùGod, visiting the iniquity of the fathers upon the sons to the third and to the fourth [generation] of them that hate me,




 


  わたしを愛し、わたしの戒めを守るものには、恵みを施して、千代に至るであろう。 


 and shewing mercy unto thousands of them that love me and keep my commandments.




 


  あなたは、あなたの神、主の名を、みだりに唱えてはならない。主は、み名をみだりに唱えるものを、罰しないでは置かないであろう。 


 Thou shalt not idly utter the name of Jehovah thy God; for Jehovah will not hold him guiltless that idly uttereth his name.




 


  安息日を覚えて、これを聖とせよ。 


 Remember the sabbath day to hallow it.




 


  六日のあいだ働いてあなたのすべてのわざをせよ。 


 Six days shalt thou labour, and do all thy work;




 


  七日目はあなたの神、主の安息であるから、なんのわざをもしてはならない。あなたもあなたのむすこ、娘、しもべ、はしため、家畜、またあなたの門のうちにいる他国の人もそうである。 


 but the seventh day is the sabbath of Jehovah thy God: thou shalt not do any work, thou, nor thy son, nor thy daughter, thy bondman, nor thy handmaid, nor thy cattle, nor thy stranger that is within thy gates.




 


  主は六日のうちに、天と地と海と、その中のすべてのものを造って、七日目に休まれたからである。それで主は安息日を祝福して聖とされた。 


 For in six days Jehovah made the heavens and the earth, the sea, and all that is in them, and rested on the seventh day; therefore Jehovah blessed the sabbath day, and hallowed it.




 


  あなたの父と母を敬え。これは、あなたの神、主が賜わる地で、あなたが長く生きるためである。 


 Honour thy father and thy mother, that thy days may be prolonged in the land that Jehovah thy God giveth thee.




 


  あなたは殺してはならない。 


 Thou shalt not kill.




 


  あなたは姦淫してはならない。 


 Thou shalt not commit adultery.




 


  あなたは盗んではならない。 


 Thou shalt not steal.




 


  あなたは隣人について、偽証してはならない。 


 Thou shalt not bear false witness against thy neighbour.




 


  あなたは隣人の家をむさぼってはならない。隣人の妻、しもべ、はしため、牛、ろば、またすべて隣人のものをむさぼってはならない」。 


 Thou shalt not desire thy neighbour's house, thou shalt not desire thy neighbour's wife, nor his bondman, nor his handmaid, nor his ox, nor his ass, nor anything that is thy neighbour's.




 


  民は皆、かみなりと、いなずまと、ラッパの音と、山の煙っているのとを見た。民は恐れおののき、遠く離れて立った。 


 And all the people saw the thunderings, and the flames, and the sound of the trumpet, and the mountain smoking; and when the people saw [it], they trembled, and stood afar off,




 


  彼らはモーセに言った、「あなたがわたしたちに語ってください。わたしたちは聞き従います。神がわたしたちに語られぬようにしてください。それでなければ、わたしたちは死ぬでしょう」。 


 and said to Moses, Speak thou with us, and we will hear; but let not God speak with us, lest we die.




 


  モーセは民に言った、「恐れてはならない。神はあなたがたを試みるため、またその恐れをあなたがたの目の前において、あなたがたが罪を犯さないようにするために臨まれたのである」。 


 And Moses said to the people, Fear not; for God is come to prove you, and that his fear may be before you, that ye sin not.




 


  そこで、民は遠く離れて立ったが、モーセは神のおられる濃い雲に近づいて行った。 


 And the people stood afar off, and Moses drew near to the obscurity where God was.




 


  主はモーセに言われた、「あなたはイスラエルの人々にこう言いなさい、『あなたがたは、わたしが天からあなたがたと語るのを見た。 


 And Jehovah said to Moses, Thus shalt thou say to the children of Israel: Ye have seen that I have spoken with you from the heavens.




 


  あなたがたはわたしと並べて、何をも造ってはならない。銀の神々も、金の神々も、あなたがたのために、造ってはならない。 


 Ye shall not make beside me gods of silver, and ye shall not make to you gods of gold.




 


  あなたはわたしのために土の祭壇を築き、その上にあなたの燔祭、酬恩祭、羊、牛をささげなければならない。わたしの名を覚えさせるすべての所で、わたしはあなたに臨んで、あなたを祝福するであろう。 


 An altar of earth shalt thou make unto me, and shalt sacrifice on it thy burnt-offerings, and thy peace-offerings, thy sheep and thine oxen: in all places where I shall make my name to be remembered, I will come unto thee, and bless thee.




 


  あなたがもしわたしに石の祭壇を造るならば、切り石で築いてはならない。あなたがもし、のみをそれに当てるならば、それをけがすからである。 


 And if thou make me an altar of stone, thou shalt not build it of hewn stone; for if thou lift up thy sharp tool upon it, thou hast profaned it.




 


  あなたは階段によって、わたしの祭壇に登ってはならない。あなたの隠し所が、その上にあらわれることのないようにするためである』。 


 Neither shalt thou go up by steps unto mine altar, that thy nakedness be not discovered thereon.
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  これはあなたが彼らの前に示すべきおきてである。 


 And these are the judgments which thou shalt set before them.




 


  あなたがヘブルびとである奴隷を買う時は、六年のあいだ仕えさせ、七年目には無償で自由の身として去らせなければならない。 


 If thou buy a Hebrew bondman, six years shall he serve; and in the seventh he shall go out free for nothing.




 


  彼がもし独身できたならば、独身で去らなければならない。もし妻を持っていたならば、その妻は彼と共に去らなければならない。 


 If he came in alone, he shall go out alone: if he had a wife, then his wife shall go out with him.




 


  もしその主人が彼に妻を与えて、彼に男の子また女の子を産んだならば、妻とその子供は主人のものとなり、彼は独身で去らなければならない。 


 If his master have given him a wife, and she have borne him sons or daughters, the wife and her children shall be her master's, and he shall go out alone.




 


  奴隷がもし『わたしは、わたしの主人と、わたしの妻と子供を愛します。わたしは自由の身となって去ることを好みません』と明言するならば、 


 But if the bondman shall say distinctly, I love my master, my wife, and my children, I will not go free;




 


  その主人は彼を神のもとに連れて行き、戸あるいは柱のところに連れて行って、主人は、きりで彼の耳を刺し通さなければならない。そうすれば彼はいつまでもこれに仕えるであろう。 


 then his master shall bring him before the judges, and shall bring him to the door, or to the door-post; and his master shall bore his ear through with an awl; and he shall be his bondman for ever.




 


  もし人がその娘を女奴隷として売るならば、その娘は男奴隷が去るように去ってはならない。 


 And if a man shall sell his daughter as a handmaid, she shall not go out as the bondmen go out.




 


  彼女がもし彼女を自分のものと定めた主人の気にいらない時は、その主人は彼女が、あがなわれることを、これに許さなければならない。彼はこれを欺いたのであるから、これを他国の民に売る権利はない。 


 If she is unacceptable in the eyes of her master, who had taken her for himself, then shall he let her be ransomed: to sell her unto a foreign people he hath no power, after having dealt unfaithfully with her.




 


  彼がもし彼女を自分の子のものと定めるならば、これを娘のように扱わなければならない。 


 And if he have appointed her unto his son, he shall deal with her after the law of daughters.




 


  彼が、たとい、ほかに女をめとることがあっても、前の女に食物と衣服を与えることと、その夫婦の道とを絶えさせてはならない。 


 If he take himself another, her food, her clothing, and her conjugal rights he shall not diminish.




 


  彼がもしこの三つを行わないならば、彼女は金を償わずに去ることができる。 


 And if he do not these three things unto her, then shall she go out free without money.




 


  人を撃って死なせた者は、必ず殺されなければならない。 


 He that striketh a man, so that he die, shall certainly be put to death.




 


  しかし、人がたくむことをしないのに、神が彼の手に人をわたされることのある時は、わたしはあなたのために一つの所を定めよう。彼はその所へのがれることができる。 


 But if he have not lain in wait, and God have delivered [him] into his hand, I will appoint thee a place to which he shall flee.




 


  しかし人がもし、ことさらにその隣人を欺いて殺す時は、その者をわたしの祭壇からでも、捕えて行って殺さなければならない。 


 But if a man act wantonly toward his neighbour, and slay him with guile, thou shalt take him from mine altar, that he may die.




 


  自分の父または母を撃つ者は、必ず殺されなければならない。 


 And he that striketh his father, or his mother, shall certainly be put to death.




 


  人をかどわかした者は、これを売っていても、なお彼の手にあっても、必ず殺されなければならない。 


 And he that stealeth a man, and selleth him, or if he be found in his hand, he shall certainly be put to death.




 


  自分の父または母をのろう者は、必ず殺されなければならない。 


 And he that curseth his father, or his mother, shall certainly be put to death.




 


  人が互に争い、そのひとりが石または、こぶしで相手を撃った時、これが死なないで床につき、 


 And if men dispute, and one strike the other with a stone, or with the fist, and he die not, but take to [his] bed,




 


  再び起きあがって、つえにすがり、外を歩くようになるならば、これを撃った者は、ゆるされるであろう。ただその仕事を休んだ損失を償い、かつこれにじゅうぶん治療させなければならない。 


 -- if he rise, and walk abroad upon his staff, then shall he that struck [him] be guiltless; only he shall pay [for] the loss of his time, and shall cause [him] to be thoroughly healed.




 


  もし人がつえをもって、自分の男奴隷または女奴隷を撃ち、その手の下に死ぬならば、必ず罰せられなければならない。 


 And if a man strike his bondman or his handmaid with a staff, and he die under his hand, he shall certainly be avenged.




 


  しかし、彼がもし一日か、ふつか生き延びるならば、その人は罰せられない。奴隷は彼の財産だからである。 


 Only, if he continue [to live] a day or two days, he shall not be avenged; for he is his money.




 


  もし人が互に争って、身ごもった女を撃ち、これに流産させるならば、ほかの害がなくとも、彼は必ずその女の夫の求める罰金を課せられ、裁判人の定めるとおりに支払わなければならない。 


 And if men strive together, and strike a woman with child, so that she be delivered, and no mischief happen, he shall in any case be fined, according as the woman's husband shall impose on him, and shall give it as the judges estimate.




 


  しかし、ほかの害がある時は、命には命、 


 But if mischief happen, then thou shalt give life for life,




 


  目には目、歯には歯、手には手、足には足、 


 eye for eye, tooth for tooth, hand for hand, foot for foot,




 


  焼き傷には焼き傷、傷には傷、打ち傷には打ち傷をもって償わなければならない。 


 branding for branding, wound for wound, stripe for stripe.




 


  もし人が自分の男奴隷の片目、または女奴隷の片目を撃ち、これをつぶすならば、その目のためにこれを自由の身として去らせなければならない。 


 And if a man strike the eye of his bondman or the eye of his handmaid, and it be marred, he shall let him go for his eye.




 


  また、もしその男奴隷の一本の歯、またはその女奴隷の一本の歯を撃ち落すならば、その歯のためにこれを自由の身として去らせなければならない。 


 And if he knock out his bondman's tooth or his handmaid's tooth, he shall let him go free for his tooth.




 


  もし牛が男または女を突いて殺すならば、その牛は必ず石で撃ち殺されなければならない。その肉は食べてはならない。しかし、その牛の持ち主は罪がない。 


 And if an ox gore a man or a woman, so that they die, then the ox shall certainly be stoned, and its flesh shall not be eaten; but the owner of the ox shall be guiltless.




 


  牛がもし以前から突く癖があって、その持ち主が注意されても、これを守りおかなかったために、男または女を殺したならば、その牛は石で撃ち殺され、その持ち主もまた殺されなければならない。 


 But if the ox have gored heretofore, and it have been testified to its owner, and he have not kept it in, and it kill a man or a woman, -- the ox shall be stoned, and its owner also shall be put to death.




 


  彼がもし、あがないの金を課せられたならば、すべて課せられたほどのものを、命の償いに支払わなければならない。 


 If there be imposed on him a satisfaction, then he shall give the ransom of his life, according to what is imposed on him.




 


  男の子を突いても、女の子を突いても、この定めに従って処置されなければならない。 


 Whether it gore a son or gore a daughter, according to this judgment shall it be done to him.




 


  牛がもし男奴隷または女奴隷を突くならば、その主人に銀三十シケルを支払わなければならない。またその牛は石で撃ち殺されなければならない。 


 If the ox gore a bondman or a handmaid, he shall give to their master thirty shekels of silver, and the ox shall be stoned.




 


  もし人が穴をあけたままに置き、あるいは穴を掘ってこれにおおいをしないために、牛または、ろばがこれに落ち込むことがあれば、 


 -- And if a man open a pit, or if a man dig a pit, and do not cover it, and an ox or an ass fall into it,




 


  穴の持ち主はこれを償い、金をその持ち主に支払わなければならない。しかし、その死んだ獣は彼のものとなるであろう。 


 the owner of the pit shall make it good, shall give money to the owner of them; and the dead [ox] shall be his.




 


  ある人の牛が、もし他人の牛を突いて殺すならば、彼らはその生きている牛を売って、その価を分け、またその死んだものをも分けなければならない。 


 -- And if one man's ox gore his neighbour's ox, and it die, then they shall sell the live ox, and divide the money thereof, and divide the dead also.




 


  あるいはその牛が以前から突く癖のあることが知られているのに、その持ち主がこれを守りおかなかったならば、その人は必ずその牛のために牛をもって償わなければならない。しかし、その死んだ獣は彼のものとなるであろう。 


 Or if it be known that the ox have gored heretofore, and its owner have not kept him in, he shall in any case restore ox for ox; and the dead shall be his.
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  もし人が牛または羊を盗んで、これを殺し、あるいはこれを売るならば、彼は一頭の牛のために五頭の牛をもって、一頭の羊のために四頭の羊をもって償わなければならない。 


 If a man steal an ox, or a sheep, and kill it, or sell it, he shall restore five oxen for the ox, and four sheep for the sheep.




 


  もし盗びとが穴をあけてはいるのを見て、これを撃って殺したときは、その人には血を流した罪はない。 


 If the thief be encountered breaking in, and be smitten so that he die, there shall be no blood-guiltiness for him.




 


  しかし日がのぼって後ならば、その人に血を流した罪がある。 


 If the sun be risen on him, there shall be blood-guiltiness for him; he should have made full restitution: if he had nothing, he would have been sold for his theft.




 


  もしその盗んだ物がなお生きて、彼の手もとにあれば、それは牛、ろば、羊のいずれにせよ、これを二倍にして償わなければならない。 


 If the stolen thing be actually found alive in his hand, whether it be ox, or ass, or sheep, he shall restore double.




 


  もし人が畑またはぶどう畑のものを食わせ、その家畜を放って他人の畑のものを食わせた時は、自分の畑の最も良い物と、ぶどう畑の最も良い物をもって、これを償わなければならない。 


 If a man shall cause a field or vineyard to be eaten, and put in his cattle, and pasture in another man's field, of the best of his own field, and of the best of his own vineyard shall he make [it] good.




 


  もし火が出て、いばらに移り、積みあげた麦束、または立穂、または畑を焼いたならば、その火を燃やした者は、必ずこれを償わなければならない。 


 -- If fire break out, and seize the thorns, and the stacks of corn, or the standing corn, or the field be consumed, he that kindled the fire shall fully make it good.




 


  もし人が金銭または物品の保管を隣人に託し、それが隣人の家から盗まれた時、その盗びとが見つけられたならば、これを二倍にして償わせなければならない。 


 -- If a man deliver unto his neighbour money or stuff to keep, and it be stolen out of the man's house; if the thief be found, let him restore double;




 


  もし盗びとが見つけられなければ、家の主人を神の前に連れてきて、彼が隣人の持ち物に手をかけたかどうかを、確かめなければならない。 


 if the thief be not found, the master of the house shall be brought before the judges, [to see] if he has not put his hand unto his neighbour's goods.




 


  牛であれ、ろばであれ、羊であれ、衣服であれ、あるいはどんな失った物であれ、それについて言い争いが起り『これがそれです』と言う者があれば、その双方の言い分を、神の前に持ち出さなければならない。そして神が有罪と定められる者は、それを二倍にしてその相手に償わなければならない。 


 As to all manner of fraud, -- as to ox, as to ass, as to sheep, as to clothing, as to everything lost, of which [a man] saith, It is this -- the cause of both parties shall come before the judges: he whom the judges shall condemn shall restore double to his neighbour.




 


  もし人が、ろば、または牛、または羊、またはどんな家畜でも、それを隣人に預けて、それが死ぬか、傷つくか、あるいは奪い去られても、それを見た者がなければ、 


 If a man deliver unto his neighbour an ass, or an ox, or a sheep, or any cattle, to keep, and it die, or be hurt, or driven away, and no man see [it],




 


  双方の間に、隣人の持ち物に手をかけなかったという誓いが、主の前になされなければならない。そうすれば、持ち主はこれを受け入れ、隣人は償うに及ばない。 


 an oath of Jehovah shall be between them both, that he hath not put his hand unto his neighbour's goods; and the owner of it shall accept it, and he shall not make [it] good.




 


  けれども、それがまさしく自分の所から盗まれた時は、その持ち主に償わなければならない。 


 But if it have been stolen from him, he shall make [it] good unto its owner.




 


  もしそれが裂き殺された時は、それを証拠として持って来るならば、その裂き殺されたものは償うに及ばない。 


 If it have been torn in pieces, let him bring it [as] witness: he shall not make good what was torn.




 


  もし人が隣人から家畜を借りて、それが傷つき、または死ぬ場合、その持ち主がそれと共にいない時は、必ずこれを償わなければならない。 


 -- And if a man borrow anything of his neighbour, and it be hurt, or die, its owner not being with it, he shall fully make it good;




 


  もしその持ち主がそれと共におれば、それを償うに及ばない。もしそれが賃借りしたものならば、その借賃をそれに当てなければならない。 


 if the owner thereof be with it, he shall not make [it] good; if it be a hired [thing], it came for its hire.




 


  もし人がまだ婚約しない処女を誘って、これと寝たならば、彼は必ずこれに花嫁料を払って、妻としなければならない。 


 And if a man seduce a virgin that is not betrothed, and lie with her, he shall certainly endow her, to be his wife.




 


  もしその父がこれをその人に与えることをかたく拒むならば、彼は処女の花嫁料に当るほどの金を払わなければならない。 


 If her father utterly refuse to give her unto him, he shall weigh money according to the dowry of virgins.




 


  魔法使の女は、これを生かしておいてはならない。 


 -- Thou shalt not suffer a witch to live.




 


  すべて獣を犯す者は、必ず殺されなければならない。 


 -- Every one that lieth with a beast shall certainly be put to death.




 


  主のほか、他の神々に犠牲をささげる者は、断ち滅ぼされなければならない。 


 -- He that sacrificeth to [any] god, save to Jehovah only, shall be devoted to destruction.




 


  あなたは寄留の他国人を苦しめてはならない。また、これをしえたげてはならない。あなたがたも、かつてエジプトの国で、寄留の他国人であったからである。 


 Thou shalt neither vex a stranger, nor oppress him; for ye have been strangers in the land of Egypt.




 


  あなたがたはすべて寡婦、または孤児を悩ましてはならない。 


 Ye shall not afflict any widow or fatherless child.




 


  もしあなたが彼らを悩まして、彼らがわたしにむかって叫ぶならば、わたしは必ずその叫びを聞くであろう。 


 If thou afflict him in any way, if he cry at all unto me, I will certainly hear his cry;




 


  そしてわたしの怒りは燃えたち、つるぎをもってあなたがたを殺すであろう。あなたがたの妻は寡婦となり、あなたがたの子供たちは孤児となるであろう。 


 and my anger shall burn, and I will slay you with the sword; and your wives shall be widows, and your children fatherless.




 


  あなたが、共におるわたしの民の貧しい者に金を貸す時は、これに対して金貸しのようになってはならない。これから利子を取ってはならない。 


 -- If thou lend money to my people, the poor with thee, thou shalt not be to him as a usurer: ye shall charge him no interest.




 


  もし隣人の上着を質に取るならば、日の入るまでにそれを返さなければならない。 


 -- If thou at all take thy neighbour's garment in pledge, thou shalt return it to him before the sun goes down;




 


  これは彼の身をおおう、ただ一つの物、彼の膚のための着物だからである。彼は何を着て寝ることができよう。彼がわたしにむかって叫ぶならば、わたしはこれに聞くであろう。わたしはあわれみ深いからである。 


 for that is his only covering, his garment for his skin: on what shall he lie down? And it shall come to pass, when he crieth unto me, that I will hear; for I am gracious.




 


  あなたは神をののしってはならない。また民の司をのろってはならない。 


 Thou shalt not revile the judges, nor curse a prince amongst thy people.




 


  あなたの豊かな穀物と、あふれる酒とをささげるに、ためらってはならない。あなたのういごを、わたしにささげなければならない。 


 -- Thou shalt not delay the fulness of thy [threshing-floor] and the outflow of thy [winepress]. The firstborn of thy sons shalt thou give unto me.




 


  あなたはまた、あなたの牛と羊をも同様にしなければならない。七日の間その母と共に置いて、八日目にそれをわたしに、ささげなければならない。 


 Likewise shalt thou do with thy calf, with thy sheep: seven days shall it be with its dam; on the eighth day thou shalt give it me.




 


  あなたがたは、わたしに対して聖なる民とならなければならない。あなたがたは、野で裂き殺されたものの肉を食べてはならない。それは犬に投げ与えなければならない。 


 -- And ye shall be holy men unto me; and ye shall not eat flesh torn in the field: ye shall cast it to the dog.
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  あなたは偽りのうわさを言いふらしてはならない。あなたは悪人と手を携えて、悪意のある証人になってはならない。 


 Thou shalt not accept a false report; extend not thy hand to the wicked, to be an unrighteous witness.




 


  あなたは多数に従って悪をおこなってはならない。あなたは訴訟において、多数に従って片寄り、正義を曲げるような証言をしてはならない。 


 Thou shalt not follow the multitude for evil; neither shalt thou answer in a cause, to go after the multitude to pervert [judgment].




 


  また貧しい人をその訴訟において、曲げてかばってはならない。 


 Neither shalt thou favour a poor man in his cause.




 


  もし、あなたが敵の牛または、ろばの迷っているのに会う時は、必ずこれを彼の所に連れて行って、帰さなければならない。 


 -- If thou meet thine enemy's ox or his ass going astray, thou shalt certainly bring it back to him.




 


  もしあなたを憎む者のろばが、その荷物の下に倒れ伏しているのを見る時は、これを見捨てて置かないように気をつけ、必ずその人に手を貸して、これを起さなければならない。 


 If thou see the ass of him that hateth thee lying under its burden, beware of leaving [it] to him: thou shalt certainly loosen [it] with him.




 


  あなたは貧しい者の訴訟において、裁判を曲げてはならない。 


 Thou shalt not pervert the judgment of thy poor in his cause.




 


  あなたは偽り事に遠ざからなければならない。あなたは罪のない者と正しい者とを殺してはならない。わたしは悪人を義とすることはないからである。 


 Thou shalt keep far from the cause of falsehood; and the innocent and righteous slay not; for I will not justify the wicked.




 


  あなたは賄賂を取ってはならない。賄賂は人の目をくらまし、正しい者の事件をも曲げさせるからである。 


 And thou shalt take no bribe; for the bribe blindeth those whose eyes are open, and perverteth the words of the righteous.




 


  あなたは寄留の他国人をしえたげてはならない。あなたがたはエジプトの国で寄留の他国人であったので、寄留の他国人の心を知っているからである。 


 And the stranger thou shalt not oppress; for ye know the spirit of the stranger, for ye have been strangers in the land of Egypt.




 


  あなたは六年のあいだ、地に種をまき、その産物を取り入れることができる。 


 And six years thou shalt sow thy land, and gather in its produce;




 


  しかし、七年目には、これを休ませて、耕さずに置かなければならない。そうすれば、あなたの民の貧しい者がこれを食べ、その残りは野の獣が食べることができる。あなたのぶどう畑も、オリブ畑も同様にしなければならない。 


 but in the seventh thou shalt let it rest and lie [fallow], that the poor of thy people may eat [of it]; and what they leave, the beasts of the field shall eat. In like manner thou shalt deal with thy vineyard, and with thine olive-tree.




 


  あなたは六日のあいだ、仕事をし、七日目には休まなければならない。これはあなたの牛および、ろばが休みを得、またあなたのはしための子および寄留の他国人を休ませるためである。 


 -- Six days thou shalt do thy work, but on the seventh day thou shalt rest; that thine ox and thine ass may rest, and the son of thy handmaid, and the stranger may be refreshed.




 


  わたしが、あなたがたに言ったすべての事に心を留めなさい。他の神々の名を唱えてはならない。また、これをあなたのくちびるから聞えさせてはならない。 


 And ye shall be on your guard as to everything that I have said unto you; and shall make no mention of the name of other gods -- it shall not be heard in thy mouth.




 


  あなたは年に三度、わたしのために祭を行わなければならない。 


 Thrice in the year thou shalt celebrate a feast to me.




 


  あなたは種入れぬパンの祭を守らなければならない。わたしが、あなたに命じたように、アビブの月の定めの時に七日のあいだ、種入れぬパンを食べなければならない。それはその月にあなたがエジプトから出たからである。だれも、むなし手でわたしの前に出てはならない。 


 Thou shalt keep the feast of unleavened bread, (thou shalt eat unleavened bread seven days, as I have commanded thee, in the time appointed of the month Abib; for in it thou camest out from Egypt; and none shall appear in my presence empty;)




 


  また、あなたが畑にまいて獲た物の勤労の初穂をささげる刈入れの祭と、あなたの勤労の実を畑から取り入れる年の終りに、取入れの祭を行わなければならない。 


 and the feast of harvest, the first-fruits of thy labours which thou hast sown in the field, and the feast of in-gathering, at the end of the year, when thou gatherest in thy labours out of the field.




 


  男子はみな、年に三度、主なる神の前に出なければならない。 


 Three times in the year all thy males shall appear in the presence of the Lord Jehovah.




 


  あなたはわたしの犠牲の血を、種を入れたパンと共にささげてはならない。また、わたしの祭の脂肪を翌朝まで残して置いてはならない。 


 Thou shalt not offer the blood of my sacrifice with leavened bread; neither shall the fat of my feast remain all night until the morning.




 


  あなたの土地の初穂の最も良い物を、あなたの神、主の家に携えてこなければならない。あなたは子やぎを、その母の乳で煮てはならない。 


 The first of the first-fruits of thy land thou shalt bring into the house of Jehovah thy God. Thou shalt not boil a kid in its mother's milk.




 


  見よ、わたしは使をあなたの前につかわし、あなたを道で守らせ、わたしが備えた所に導かせるであろう。 


 Behold, I send an Angel before thee, to keep thee in the way, and to bring thee to the place that I have prepared.




 


  あなたはその前に慎み、その言葉に聞き従い、彼にそむいてはならない。わたしの名が彼のうちにあるゆえに、彼はあなたがたのとがをゆるさないであろう。 


 Be careful in his presence, and hearken unto his voice: do not provoke him, for he will not forgive your transgressions; for my name is in him.




 


  しかし、もしあなたが彼の声によく聞き従い、すべてわたしが語ることを行うならば、わたしはあなたの敵を敵とし、あなたのあだをあだとするであろう。 


 But if thou shalt diligently hearken unto his voice, and do all that I shall say, then I will be an enemy to thine enemies, and an adversary to thine adversaries.




 


  わたしの使はあなたの前に行って、あなたをアモリびと、ヘテびと、ペリジびと、カナンびと、ヒビびと、およびエブスびとの所に導き、わたしは彼らを滅ぼすであろう。 


 For mine Angel shall go before thee, and bring thee in unto the Amorites and the Hittites and the Perizzites and the Canaanites, the Hivites and the Jebusites; and I will cut them off.




 


  あなたは彼らの神々を拝んではならない。これに仕えてはならない。また彼らのおこないにならってはならない。あなたは彼らを全く打ち倒し、その石の柱を打ち砕かなければならない。 


 Thou shalt not bow down to their gods, nor serve them, nor do after their deeds; but thou shalt utterly destroy them, and utterly shatter their statues.




 


  あなたがたの神、主に仕えなければならない。そうすれば、わたしはあなたがたのパンと水を祝し、あなたがたのうちから病を除き去るであろう。 


 And ye shall serve Jehovah your God; and he shall bless thy bread and thy water; and I will take sickness away from thy midst.




 


  あなたの国のうちには流産する女もなく、不妊の女もなく、わたしはあなたの日の数を満ち足らせるであろう。 


 There shall nothing cast their young, nor be barren, in thy land; the number of thy days will I fulfil.




 


  わたしはあなたの先に、わたしの恐れをつかわし、あなたが行く所の民を、ことごとく打ち敗り、すべての敵に、その背をあなたの方へ向けさせるであろう。 


 I will send my fear before thee, and confound every people to which thou comest, and will make all thine enemies turn their back to thee.




 


  わたしはまた、くまばちをあなたの先につかわすであろう。これはヒビびと、カナンびと、およびヘテびとをあなたの前から追い払うであろう。 


 And I will send hornets before thee, which shall drive out the Hivite, the Canaanite, and the Hittite, from before thee.




 


  しかし、わたしは彼らを一年のうちには、あなたの前から追い払わないであろう。土地が荒れすたれ、野の獣が増して、あなたを害することのないためである。 


 I will not drive them out from before thee in one year: lest the land become desolate, and the beast of the field multiply against thee.




 


  わたしは徐々に彼らをあなたの前から追い払うであろう。あなたは、ついにふえひろがって、この地を継ぐようになるであろう。 


 By little and little I will drive them out from before thee, until thou art fruitful, and possess the land.




 


  わたしは紅海からペリシテびとの海に至るまでと、荒野からユフラテ川に至るまでを、あなたの領域とし、この地に住んでいる者をあなたの手にわたすであろう。あなたは彼らをあなたの前から追い払うであろう。 


 And I will set thy bounds from the Red Sea even unto the sea of the Philistines, and from the wilderness unto the river; for I will give the inhabitants of the land into your hand, that thou mayest dispossess them from before thee.




 


  あなたは彼ら、および彼らの神々と契約を結んではならない。 


 Thou shalt make no covenant with them, nor with their gods.




 


  彼らはあなたの国に住んではならない。彼らがあなたをいざなって、わたしに対して罪を犯させることのないためである。もし、あなたが彼らの神に仕えるならば、それは必ずあなたのわなとなるであろう」。 


 They shall not dwell in thy land, lest they make thee sin against me; for if thou serve their gods, it is sure to be a snare unto thee.
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  また、モーセに言われた、「あなたはアロン、ナダブ、アビウおよびイスラエルの七十人の長老たちと共に、主のもとにのぼってきなさい。そしてあなたがたは遠く離れて礼拝しなさい。 


 And he said to Moses, Go up to Jehovah, thou and Aaron, Nadab and Abihu, and seventy of the elders of Israel; and worship afar off.




 


  ただモーセひとりが主に近づき、他の者は近づいてはならない。また、民も彼と共にのぼってはならない」。 


 And let Moses alone come near Jehovah; but they shall not come near; neither shall the people go up with him.




 


  モーセはきて、主のすべての言葉と、すべてのおきてとを民に告げた。民はみな同音に答えて言った、「わたしたちは主の仰せられた言葉を皆、行います」。 


 And Moses came and told the people all the words of Jehovah, and all the judgments; and all the people answered with one voice, and said, All the words that Jehovah has said will we do!




 


  そしてモーセは主の言葉を、ことごとく書きしるし、朝はやく起きて山のふもとに祭壇を築き、イスラエルの十二部族に従って十二の柱を建て、 


 And Moses wrote all the words of Jehovah, and rose up early in the morning, and built an altar under the mountain, and twelve pillars, according to the twelve tribes of Israel.




 


  イスラエルの人々のうちの若者たちをつかわして、主に燔祭をささげさせ、また酬恩祭として雄牛をささげさせた。 


 And he sent the youths of the children of Israel, and they offered up burnt-offerings, and sacrificed sacrifices of peace-offering of bullocks to Jehovah.




 


  その時モーセはその血の半ばを取って、鉢に入れ、また、その血の半ばを祭壇に注ぎかけた。 


 And Moses took half the blood, and put [it] in basons; and half of the blood he sprinkled on the altar.




 


  そして契約の書を取って、これを民に読み聞かせた。すると、彼らは答えて言った、「わたしたちは主が仰せられたことを皆、従順に行います」。 


 And he took the book of the covenant, and read [it] in the ears of the people; and they said, All that Jehovah has said will we do, and obey!




 


  そこでモーセはその血を取って、民に注ぎかけ、そして言った、「見よ、これは主がこれらのすべての言葉に基いて、あなたがたと結ばれる契約の血である」。 


 And Moses took the blood, and sprinkled [it] on the people, and said, Behold the blood of the covenant that Jehovah has made with you concerning all these words.




 


  こうしてモーセはアロン、ナダブ、アビウおよびイスラエルの七十人の長老たちと共にのぼって行った。 


 And Moses and Aaron, Nadab and Abihu, and seventy of the elders of Israel went up;




 


  そして、彼らがイスラエルの神を見ると、その足の下にはサファイアの敷石のごとき物があり、澄み渡るおおぞらのようであった。 


 and they saw the God of Israel; and there was under his feet as it were work of transparent sapphire, and as it were the form of heaven for clearness.




 


  神はイスラエルの人々の指導者たちを手にかけられなかったので、彼らは神を見て、飲み食いした。 


 And on the nobles of the children of Israel he laid not his hand: they saw God, and ate and drank.




 


  ときに主はモーセに言われた、「山に登り、わたしの所にきて、そこにいなさい。彼らを教えるために、わたしが律法と戒めとを書きしるした石の板をあなたに授けるであろう」。 


 And Jehovah said to Moses, Come up to me into the mountain, and be there; and I will give thee the tables of stone, and the law, and the commandment that I have written, for their instruction.




 


  そこでモーセは従者ヨシュアと共に立ちあがり、モーセは神の山に登った。 


 And Moses rose up, and Joshua his attendant; and Moses went up to the mountain of God.




 


  彼は長老たちに言った、「わたしたちがあなたがたの所に帰って来るまで、ここで待っていなさい。見よ、アロンとホルとが、あなたがたと共にいるから、事ある者は、だれでも彼らの所へ行きなさい」。 


 And he said to the elders, Wait here for us, until we return to you; and behold, Aaron and Hur are with you: if any man have any matter, let him come before them.




 


  こうしてモーセは山に登ったが、雲は山をおおっていた。 


 And Moses went up to the mountain, and the cloud covered the mountain.




 


  主の栄光がシナイ山の上にとどまり、雲は六日のあいだ、山をおおっていたが、七日目に主は雲の中からモーセを呼ばれた。 


 And the glory of Jehovah abode on mount Sinai, and the cloud covered it six days; and on the seventh day he called to Moses out of the midst of the cloud.




 


  主の栄光は山の頂で、燃える火のようにイスラエルの人々の目に見えたが、 


 And the appearance of the glory of Jehovah was like a consuming fire on the top of the mountain, before the eyes of the children of Israel.




 


  モーセは雲の中にはいって、山に登った。そしてモーセは四十日四十夜、山にいた。 


 And Moses went into the midst of the cloud, and ascended the mountain. And Moses was on the mountain forty days and forty nights.
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  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に告げて、わたしのためにささげ物を携えてこさせなさい。すべて、心から喜んでする者から、わたしにささげる物を受け取りなさい。 


 Speak unto the children of Israel, that they bring me a heave-offering: of every one whose heart prompteth him, ye shall take my heave-offering.




 


  あなたがたが彼らから受け取るべきささげ物はこれである。すなわち金、銀、青銅、 


 And this is the heave-offering that ye shall take of them: gold, and silver, and copper,




 


  青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸、やぎの毛糸、 


 and blue, and purple, and scarlet, and byssus, and goats' [hair],




 


  あかね染の雄羊の皮、じゅごんの皮、アカシヤ材、 


 and rams' skins dyed red, and badgers' skins; and acacia-wood;




 


  ともし油、注ぎ油と香ばしい薫香のための香料、 


 oil for the light; spices for the anointing oil, and for the incense of fragrant drugs;




 


  縞めのう、エポデと胸当にはめる宝石。 


 onyx stones, and stones to be set in the ephod, and in the breastplate.




 


  また、彼らにわたしのために聖所を造らせなさい。わたしが彼らのうちに住むためである。 


 And they shall make me a sanctuary, that I may dwell among them.




 


  すべてあなたに示す幕屋の型および、そのもろもろの器の型に従って、これを造らなければならない。 


 According to all that I shall shew thee, the pattern of the tabernacle, and the pattern of all the utensils thereof, even so shall ye make [it].




 


  彼らはアカシヤ材で箱を造らなければならない。長さは二キュビト半、幅は一キュビト半、高さは一キュビト半。 


 And they shall make an ark of acacia-wood; two cubits and a half the length thereof, and a cubit and a half the breadth thereof, and a cubit and a half the height thereof.




 


  あなたは純金でこれをおおわなければならない。すなわち内外ともにこれをおおい、その上の周囲に金の飾り縁を造らなければならない。 


 And thou shalt overlay it with pure gold: inside and outside shalt thou overlay it; and shalt make upon it a border of gold round about.




 


  また金の環四つを鋳て、その四すみに取り付けなければならない。すなわち二つの環をこちら側に、二つの環をあちら側に付けなければならない。 


 And cast four rings of gold for it, and put [them] at the four corners thereof, that two rings may be upon the one side thereof and two rings upon the other side thereof.




 


  またアカシヤ材のさおを造り、金でこれをおおわなければならない。 


 And make staves of acacia-wood and overlay them with gold.




 


  そしてそのさおを箱の側面の環に通し、それで箱をかつがなければならない。 


 And put the staves into the rings upon the sides of the ark, that the ark may be borne with them.




 


  さおは箱の環に差して置き、それを抜き放してはならない。 


 The staves shall be in the rings of the ark: they shall not come out from it.




 


  そしてその箱に、わたしがあなたに与えるあかしの板を納めなければならない。 


 And thou shalt put into the ark the testimony that I shall give thee.




 


  また純金の贖罪所を造らなければならない。長さは二キュビト半、幅は一キュビト半。 


 And thou shalt make a mercy-seat of pure gold: two cubits and a half the length thereof, and a cubit and a half the breadth thereof.




 


  また二つの金のケルビムを造らなければならない。これを打物造りとし、贖罪所の両端に置かなければならない。 


 And thou shalt make two cherubim of gold; [of] beaten work shalt thou make them, at the two ends of the mercy-seat.




 


  一つのケルブをこの端に、一つのケルブをかの端に造り、ケルビムを贖罪所の一部としてその両端に造らなければならない。 


 And make one cherub at the end of the one side, and one cherub at the end of the other side; out of the mercy-seat shall ye make the cherubim at the two ends thereof.




 


  ケルビムは翼を高く伸べ、その翼をもって贖罪所をおおい、顔は互にむかい合い、ケルビムの顔は贖罪所にむかわなければならない。 


 And the cherubim shall stretch out [their] wings over it, covering over with their wings the mercy-seat, and their faces opposite to one another: toward the mercy-seat shall the faces of the cherubim be [turned].




 


  あなたは贖罪所を箱の上に置き、箱の中にはわたしが授けるあかしの板を納めなければならない。 


 And thou shalt put the mercy-seat above on the ark, and shalt put in the ark the testimony that I shall give thee.




 


  その所でわたしはあなたに会い、贖罪所の上から、あかしの箱の上にある二つのケルビムの間から、イスラエルの人々のために、わたしが命じようとするもろもろの事を、あなたに語るであろう。 


 And there will I meet with thee, and will speak with thee from above the mercy-seat, from between the two cherubim which are upon the ark of the testimony, everything that I will give thee in commandment unto the children of Israel.




 


  あなたはまたアカシヤ材の机を造らなければならない。長さは二キュビト、幅は一キュビト、高さは一キュビト半。 


 And thou shalt make a table of acacia-wood, two cubits the length thereof, and a cubit the breadth thereof, and a cubit and a half the height thereof.




 


  純金でこれをおおい、周囲に金の飾り縁を造り、 


 And thou shalt overlay it with pure gold, and make upon it a border of gold round about.




 


  またその周囲に手幅の棧を造り、その棧の周囲に金の飾り縁を造らなければならない。 


 And thou shalt make for it a margin of a handbreadth round about, and shalt make a border of gold for the margin thereof round about.




 


  また、そのために金の環四つを造り、その四つの足のすみ四か所にその環を取り付けなければならない。 


 And thou shalt make for it four rings of gold, and put the rings at the four corners that are on the four feet thereof.




 


  環は棧のわきに付けて、机をかつぐさおを入れる所としなければならない。 


 Close to the margin shall the rings be, as receptacles of the staves to carry the table.




 


  またアカシヤ材のさおを造り、金でこれをおおい、それをもって、机をかつがなければならない。 


 And thou shalt make the staves of acacia-wood, and overlay them with gold; and the table shall be carried upon them.




 


  また、その皿、乳香を盛る杯および灌祭を注ぐための瓶と鉢を造り、これらは純金で造らなければならない。 


 And thou shalt make the dishes thereof, and cups thereof, and goblets thereof, and bowls thereof, with which to pour out: of pure gold shalt thou make them.




 


  そして机の上には供えのパンを置いて、常にわたしの前にあるようにしなければならない。 


 And thou shalt set upon the table shewbread before me continually.




 


  また純金の燭台を造らなければならない。燭台は打物造りとし、その台、幹、萼、節、花を一つに連ならせなければならない。 


 And thou shalt make a lamp-stand of pure gold; [of] beaten work shall the lamp-stand be made: its base and its shaft, its cups, its knobs, and its flowers shall be of the same.




 


  また六つの枝をそのわきから出させ、燭台の三つの枝をこの側から、燭台の三つの枝をかの側から出させなければならない。 


 And six branches shall come out of the sides thereof -- three branches of the lamp-stand out of one side thereof, and three branches of the lamp-stand out of the other side thereof;




 


  あめんどうの花の形をした三つの萼が、それぞれ節と花をもって一つの枝にあり、また、あめんどうの花の形をした三つの萼が、それぞれ節と花をもってほかの枝にあるようにし、燭台から出る六つの枝を、みなそのようにしなければならない。 


 three cups shaped like almonds in the one branch, a knob and a flower: and three cups shaped like almonds in the other branch, a knob and a flower: so in the six branches that come out of the lamp-stand.




 


  また、燭台の幹には、あめんどうの花の形をした四つの萼を付け、その萼にはそれぞれ節と花をもたせなさい。 


 And in the lamp-stand four cups shaped like almonds, its knobs and its flowers;




 


  すなわち二つの枝の下に一つの節を取り付け、次の二つの枝の下に一つの節を取り付け、更に次の二つの枝の下に一つの節を取り付け、燭台の幹から出る六つの枝に、みなそのようにしなければならない。 


 and a knob under two branches of it, and [again] a knob under two branches of it, and [again] a knob under two branches of it, for the six branches that proceed out of the lamp-stand.




 


  それらの節と枝を一つに連ね、ことごとく純金の打物造りにしなければならない。 


 Their knobs and their branches shall be of itself -- all of one beaten work of pure gold.




 


  また、それのともしび皿を七つ造り、そのともしび皿に火をともして、その前方を照させなければならない。 


 And thou shalt make the seven lamps thereof, and they shall light the lamps thereof, that they may shine out before it;




 


  その芯切りばさみと、芯取り皿は純金で造らなければならない。 


 and the snuffers thereof, and the snuff-trays thereof, of pure gold.




 


  すなわち純金一タラントで燭台と、これらのもろもろの器とが造られなければならない。 


 Of a talent of pure gold shall they make it, with all these utensils.




 


  そしてあなたが山で示された型に従い、注意してこれを造らなければならない。 


 And see that thou make [them] according to their pattern, which hath been shewn to thee in the mountain.
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  あなたはまた十枚の幕をもって幕屋を造らなければならない。すなわち亜麻の撚糸、青糸、紫糸、緋糸で幕を作り、巧みなわざをもって、それにケルビムを織り出さなければならない。 


 And thou shalt make the tabernacle [with] ten curtains of twined byssus, and blue, and purple, and scarlet: with cherubim of artistic work shalt thou make them.




 


  幕の長さは、おのおの二十八キュビト、幕の幅は、おのおの四キュビトで、幕は皆同じ寸法でなければならない。 


 The length of one curtain shall be twenty-eight cubits, and the breadth of one curtain four cubits -- one measure for all the curtains.




 


  その幕五枚を互に連ね合わせ、また他の五枚の幕をも互に連ね合わせなければならない。 


 Five of the curtains shall be coupled one to another, and [the other] five curtains coupled one to another.




 


  その一連の端にある幕の縁に青色の乳をつけ、また他の一連の端にある幕の縁にもそのようにしなければならない。 


 And thou shalt make loops of blue on the edge of the one curtain at the end of the coupling; and likewise shalt thou make [them] in the edge of the outermost curtain in the other coupling.




 


  あなたは、その一枚の幕に乳五十をつけ、また他の一連の幕の端にも乳五十をつけ、その乳を互に相向かわせなければならない。 


 Fifty loops shalt thou make in the one curtain, and fifty loops shalt thou make at the end of the curtain in the other coupling: the loops shall be opposite to one another.




 


  あなたはまた金の輪五十を作り、その輪で幕を互に連ね合わせて一つの幕屋にしなければならない。 


 And thou shalt make fifty clasps of gold, and couple the curtains together with the clasps, that the tabernacle may be one [whole].




 


  また幕屋をおおう天幕のためにやぎの毛糸で幕を作らなければならない。すなわち幕十一枚を作り、 


 And thou shalt make curtains of goats' [hair] for a tent over the tabernacle: eleven curtains shalt thou make them.




 


  その一枚の幕の長さは三十キュビト、その一枚の幕の幅は四キュビトで、その十一枚の幕は同じ寸法でなければならない。 


 The length of one curtain shall be thirty cubits, and the breadth of one curtain four cubits -- one measure for the eleven curtains.




 


  そして、その幕五枚を一つに連ね合わせ、またその幕六枚を一つに連ね合わせて、その六枚目の幕を天幕の前で折り重ねなければならない。 


 And thou shalt couple five of the curtains by themselves, and six of the curtains by themselves, and shalt double the sixth curtain in the front of the tent.




 


  またその一連の端にある幕の縁に乳五十をつけ、他の一連の幕の縁にも乳五十をつけなさい。 


 And thou shalt make fifty loops on the edge of the outermost curtain of the coupling, and fifty loops on the edge of the curtain in the other coupling.




 


  そして青銅の輪五十を作り、その輪を乳に掛け、その天幕を連ね合わせて一つにし、 


 And thou shalt make fifty clasps of copper, and put the clasps into the loops, and couple the tent, that it may be one [whole].




 


  その天幕の幕の残りの垂れる部分、すなわちその残りの半幕を幕屋のうしろに垂れさせなければならない。 


 And that which remaineth hanging over of the curtains of the tent, the half curtain that remaineth, shall hang over the rear of the tabernacle.




 


  そして天幕の幕のたけで余るものの、こちらのキュビトと、あちらのキュビトとは、幕屋をおおうように、その両側のこちらとあちらとに垂れさせなければならない。 


 And the cubit on the one side, and the cubit on the other side of that which remaineth in the length of the curtains of the tent, shall hang over the sides of the tabernacle on this side and on that side, to cover it.




 


  また、あかね染めの雄羊の皮で天幕のおおいと、じゅごんの皮でその上にかけるおおいとを造らなければならない。 


 And thou shalt make a covering for the tent of rams' skins dyed red, and a covering of badgers' skins over [that].




 


  あなたは幕屋のために、アカシヤ材で立枠を造らなければならない。 


 And the boards for the tabernacle thou shalt make of acacia-wood, standing up;




 


  枠の長さを十キュビト、枠の幅を一キュビト半とし、 


 ten cubits the length of the board, and a cubit and a half the breadth of one board.




 


  枠ごとに二つの柄を造って、かれとこれとを食い合わさせ、幕屋のすべての枠にこのようにしなければならない。 


 One board shall have two tenons, connected one with the other: thus shalt thou make for all the boards of the tabernacle.




 


  あなたは幕屋のために枠を造り、南側のために枠二十とし、 


 And thou shalt make the boards for the tabernacle, twenty boards on the south side southward.




 


  その二十の枠の下に銀の座四十を造って、この枠の下に、その二つの柄のために二つの座を置き、かの枠の下にもその二つの柄のために二つの座を置かなければならない。 


 And thou shalt make forty bases of silver under the twenty boards; two bases under one board for its two tenons, and two bases under another board for its two tenons.




 


  また幕屋の他の側、すなわち北側のためにも枠二十を造り、 


 And for the other side of the tabernacle on the north side there shall be twenty boards.




 


  その銀の座四十を造って、この枠の下に、二つの座を置き、かの枠の下にも二つの座を置かなければならない。 


 And their forty bases of silver; two bases under one board, and two bases under another board.




 


  また幕屋のうしろ、すなわち西側のために枠六つを造り、 


 And for the rear of the tabernacle westward thou shalt make six boards.




 


  幕屋のうしろの二つのすみのために枠二つを造らなければならない。 


 And two boards shalt thou make for the corners of the tabernacle at the rear;




 


  これらは下で重なり合い、同じくその頂でも第一の環まで重なり合うようにし、その二つともそのようにしなければならない。それらは二つのすみのために設けるものである。 


 and they shall be joined beneath, and together shall be united at the top thereof to one ring: thus shall it be for them both; they shall be for the two corners.




 


  こうしてその枠は八つ、その銀の座は十六、この枠の下に二つの座、かの枠の下にも二つの座を置かなければならない。 


 And there shall be eight boards, and their bases, of silver, sixteen bases; two bases under one board, and two bases under another board.




 


  またアカシヤ材で横木を造らなければならない。すなわち幕屋のこの側の枠のために五つ、 


 And thou shalt make bars of acacia-wood; five for the boards of the one side of the tabernacle,




 


  また幕屋のかの側の枠のために横木五つ、幕屋のうしろの西側の枠のために横木五つを造り、 


 and five bars for the boards of the other side of the tabernacle, and five bars for the boards of the side of the tabernacle at the rear westward;




 


  枠のまん中にある中央の横木は端から端まで通るようにしなければならない。 


 and the middle bar in the midst of the boards reaching from one end to the other.




 


  そしてその枠を金でおおい、また横木を通すその環を金で造り、また、その横木を金でおおわなければならない。 


 And thou shalt overlay the boards with gold, and make [of] gold their rings, the receptacles of the bars, and shalt overlay the bars with gold.




 


  こうしてあなたは山で示された様式に従って幕屋を建てなければならない。 


 And thou shalt set up the tabernacle according to its fashion, as hath been shewn thee on the mountain.




 


  また青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で垂幕を作り、巧みなわざをもって、それにケルビムを織り出さなければならない。 


 And thou shalt make a veil of blue, and purple, and scarlet, and twined byssus; of artistic work shall it be made, with cherubim.




 


  そして金でおおった四つのアカシヤ材の柱の金の鉤にこれを掛け、その柱は四つの銀の座の上にすえなければならない。 


 And thou shalt attach it to four pillars of acacia-wood overlaid with gold, their hooks of gold; they shall be on four bases of silver.




 


  その垂幕の輪を鉤に掛け、その垂幕の内にあかしの箱を納めなさい。その垂幕はあなたがたのために聖所と至聖所とを隔て分けるであろう。 


 And thou shalt bring the veil under the clasps, and bring in thither, inside the veil, the ark of the testimony; and the curtain shall make a division to you between the holy [place] and the holiest of all.




 


  また至聖所にあるあかしの箱の上に贖罪所を置かなければならない。 


 And thou shalt put the mercy-seat on the ark of the testimony in the holiest of all.




 


  そしてその垂幕の外に机を置き、幕屋の南側に、机に向かい合わせて燭台を置かなければならない。ただし机は北側に置かなければならない。 


 And thou shalt set the table outside the veil, and the lamp-stand opposite to the table on the side of the tabernacle southward; and thou shalt put the table on the north side.




 


  あなたはまた天幕の入口のために青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で、色とりどりに織ったとばりを作らなければならない。 


 And thou shalt make for the entrance of the tent a curtain of blue, and purple, and scarlet, and twined byssus, of embroidery.




 


  あなたはそのとばりのためにアカシヤ材の柱五つを造り、これを金でおおい、その鉤を金で造り、またその柱のために青銅の座五つを鋳て造らなければならない。 


 And thou shalt make for the curtain five pillars of acacia[-wood], and overlay them with gold; their hooks shall be of gold; and thou shalt cast five bases of copper for them.
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  あなたはまたアカシヤ材で祭壇を造らなければならない。長さ五キュビト、幅五キュビトの四角で、高さは三キュビトである。 


 And thou shalt make the altar of acacia-wood, five cubits the length, and five cubits the breadth; the altar shall be square; and the height thereof three cubits.




 


  その四すみの上にその一部としてそれの角を造り、青銅で祭壇をおおわなければならない。 


 And thou shalt make its horns at the four corners thereof; its horns shall be of itself; and thou shalt overlay it with copper.




 


  また灰を取るつぼ、十能、鉢、肉叉、火皿を造り、その器はみな青銅で造らなければならない。 


 And thou shalt make its pots to cleanse it of the fat, its shovels, and its bowls, and its forks, and its firepans; for all the utensils thereof thou shalt employ copper.




 


  また祭壇のために青銅の網細工の格子を造り、その四すみで、網の上に青銅の環を四つ取り付けなければならない。 


 And thou shalt make for it a grating of network of copper; and on the net shalt thou make four copper rings at its four corners;




 


  その網を祭壇の出張りの下に取り付け、これを祭壇の高さの半ばに達するようにしなければならない。 


 and thou shalt put it under the ledge of the altar beneath, and the net shall be to the very middle of the altar.




 


  また祭壇のために、さおを造らなければならない。すなわちアカシヤ材で、さおを造り、青銅で、これをおおわなければならない。 


 And thou shalt make staves for the altar, staves of acacia-wood, and overlay them with copper.




 


  そのさおを環に通し、さおを祭壇の両側にして、これをかつがなければならない。 


 And its staves shall be put into the rings, that the staves may be on both sides of the altar, when it is carried.




 


  祭壇は板で空洞に造り、山で示されたように、これを造らなければならない。 


 Hollow with boards shalt thou make it: as it hath been shewn thee on the mountain, so shall they make [it].




 


  あなたはまた幕屋の庭を造り、両側では庭のために長さ百キュビトの亜麻の撚糸のあげばりを設け、その一方に当てなければならない。 


 And thou shalt make the court of the tabernacle. On the south side, southward, hangings for the court of twined byssus; a hundred cubits the length for the one side,




 


  その柱は二十、その柱の二十の座は青銅にし、その柱の鉤と桁とは銀にしなければならない。 


 and the twenty pillars thereof, and their twenty bases of copper, the hooks of the pillars and their connecting-rods of silver.




 


  また同じく北側のために、長さ百キュビトのあげばりを設けなければならない。その柱は二十、その柱の二十の座は青銅にし、その柱の鉤と桁とは銀にしなければならない。 


 And likewise on the north side in length, hangings a hundred [cubits] long, and its twenty pillars, and their twenty bases of copper; the hooks of the pillars and their connecting-rods of silver.




 


  また庭の西側の幅のために五十キュビトのあげばりを設けなければならない。その柱は十、その座も十。 


 -- And the breadth of the court on the west side, hangings of fifty cubits; their pillars ten, and their bases ten.




 


  また東側でも庭の幅を五十キュビトにしなければならない。 


 -- And the breadth of the court on the east side, eastward, fifty cubits;




 


  そしてその一方に十五キュビトのあげばりを設けなければならない。その柱は三つ、その座も三つ。 


 the hangings on the one wing, of fifteen cubits; their pillars three, and their bases three.




 


  また他の一方にも十五キュビトのあげばりを設けなければならない。その柱は三つ、その座も三つ。 


 And on the other wing hangings of fifteen [cubits]; their pillars three, and their bases three.




 


  庭の門のために青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で、色とりどりに織った長さ二十キュビトのとばりを設けなければならない。その柱は四つ、その座も四つ。 


 -- And for the gate of the court a curtain of twenty cubits, of blue, and purple, and scarlet, and twined byssus, embroidered with needlework; their pillars four, and their bases four.




 


  庭の周囲の柱はみな銀の桁でつなぎ、その鉤は銀、その座は青銅にしなければならない。 


 All the pillars of the court round about shall be fastened together with [rods of] silver; their hooks of silver, and their bases of copper.




 


  庭の長さは百キュビト、その幅は五十キュビト、その高さは五キュビトで、亜麻の撚糸の布を掛けめぐらし、その座を青銅にしなければならない。 


 The length of the court shall be a hundred cubits, and the breadth fifty everywhere, and the height five cubits of twined byssus; and their bases of copper.




 


  すべて幕屋に用いるもろもろの器、およびそのすべての釘、また庭のすべての釘は青銅で造らなければならない。 


 All the utensils of the tabernacle for the service thereof and all the pegs thereof, and all the pegs of the court shall be of copper.




 


  あなたはまたイスラエルの人々に命じて、オリブをつぶして採った純粋の油を、ともし火のために持ってこさせ、絶えずともし火をともさなければならない。 


 And thou shalt command the children of Israel, that they bring thee olive oil, pure, beaten, for the light, to light the lamp continually.




 


  アロンとその子たちとは、会見の幕屋の中のあかしの箱の前にある垂幕の外で、夕から朝まで主の前に、そのともし火を整えなければならない。これはイスラエルの人々の守るべき世々変らざる定めでなければならない。 


 In the tent of meeting outside the veil, which is before the testimony, Aaron and his sons shall dress them from evening to morning before Jehovah: [it is] an everlasting statute, for their generations, on the part of the children of Israel.
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  またイスラエルの人々のうちから、あなたの兄弟アロンとその子たち、すなわちアロンとアロンの子ナダブ、アビウ、エレアザル、イタマルとをあなたのもとにこさせ、祭司としてわたしに仕えさせ、 


 And thou shalt take thee Aaron thy brother, and his sons with him, from among the children of Israel, that he may serve me as priest -- Aaron, Nadab and Abihu, Eleazar and Ithamar, Aaron's sons.




 


  またあなたの兄弟アロンのために聖なる衣服を作って、彼に栄えと麗しきをもたせなければならない。 


 And thou shalt make holy garments for Aaron thy brother, for glory and for ornament.




 


  あなたはすべて心に知恵ある者、すなわち、わたしが知恵の霊を満たした者たちに語って、アロンの衣服を作らせ、アロンを聖別し、祭司としてわたしに仕えさせなければならない。 


 And thou shalt speak with all [that are] wise-hearted, whom I have filled with the spirit of wisdom, that they may make Aaron's garments to hallow him, that he may serve me as priest.




 


  彼らの作るべき衣服は次のとおりである。すなわち胸当、エポデ、衣、市松模様の服、帽子、帯である。彼らはあなたの兄弟アロンとその子たちとのために聖なる衣服を作り、祭司としてわたしに仕えさせなければならない。 


 And these are the garments which they shall make: a breastplate, and an ephod, and a cloak, and a checkered vest, a turban, and a girdle; and they shall make holy garments for Aaron thy brother, and his sons, that he may serve me as priest.




 


  彼らは金糸、青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸を受け取らなければならない。 


 And they shall take gold, and blue, and purple, and scarlet, and twined byssus,




 


  そして彼らは金糸、青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸を用い、巧みなわざをもってエポデを作らなければならない。 


 and shall make the ephod of gold, blue, and purple, scarlet and twined byssus, of artistic work.




 


  これに二つの肩ひもを付け、その両端を、これに付けなければならない。 


 It shall have two shoulder-pieces joined at the two ends thereof, where it is joined together.




 


  エポデの上で、これをつかねる帯は、同じきれでエポデの作りのように、金糸、青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で作らなければならない。 


 And the girdle of the ephod, which is upon it, shall be of the same, according to its work of gold, blue, and purple, and scarlet and twined byssus.




 


  あなたは二つの縞めのうを取って、その上にイスラエルの子たちの名を刻まなければならない。 


 And thou shalt take two onyx stones, and engrave on them the names of the children of Israel:




 


  すなわち、その名六つを一つの石に、残りの名六つを他の石に、彼らの生れた順に刻まなければならない。 


 six of their names on the one stone, and the six names of the rest on the other stone, according to their birth.




 


  宝石に彫刻する人が印を彫刻するように、イスラエルの子たちの名をその二つの石に刻み、それを金の編細工にはめ、 


 According to the work of an engraver in stone, as the engravings of a seal, shalt thou engrave the two stones with the names of the sons of Israel; surrounded by enclosures of gold shalt thou make them.




 


  この二つの石をエポデの肩ひもにつけて、イスラエルの子たちの記念の石としなければならない。こうしてアロンは主の前でその両肩に彼らの名を負うて記念としなければならない。 


 And thou shalt put the two stones upon the shoulder-pieces of the ephod [as] stones of memorial for the children of Israel; and Aaron shall bear their names before Jehovah upon his two shoulders for a memorial.




 


  あなたはまた金の編細工を作らなければならない。 


 And thou shalt make enclosures of gold;




 


  そして二つの純金の鎖を、ひも細工にねじて作り、そのひもの鎖をかの編細工につけなければならない。 


 and two chains of pure gold; of laced work shalt thou make them, of wreathen work, and fasten the wreathen chains to the enclosures.




 


  あなたはまたさばきの胸当を巧みなわざをもって作り、これをエポデの作りのように作らなければならない。すなわち金糸、青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で、これを作らなければならない。 


 And thou shalt make the breastplate of judgment of artistic work, like the work of the ephod thou shalt make it; of gold, blue, and purple, and scarlet, and twined byssus shalt thou make it.




 


  これは二つに折って四角にし、長さは一指当り、幅も一指当りとしなければならない。 


 Square shall it be, doubled; a span the length thereof, and a span the breadth thereof.




 


  またその中に宝石を四列にはめ込まなければならない。すなわち紅玉髄、貴かんらん石、水晶の列を第一列とし、 


 And thou shalt set in it settings of stones -- four rows of stones: [one] row, a sardoin, a topaz, and an emerald -- the first row;




 


  第二列は、ざくろ石、るり、赤縞めのう。 


 and the second row, a carbuncle, a sapphire, and a diamond;




 


  第三列は黄水晶、めのう、紫水晶。 


 and the third row, an opal, an agate, and an amethyst;




 


  第四列は黄碧玉、縞めのう、碧玉であって、これらを金の編細工の中にはめ込まなければならない。 


 and the fourth row, a chrysolite, and an onyx, and a jasper; enclosed in gold shall they be in their settings.




 


  その宝石はイスラエルの子らの名に従い、その名とひとしく十二とし、おのおの印の彫刻のように十二の部族のためにその名を刻まなければならない。 


 And the stones shall be according to the names of the children of Israel, twelve, according to their names, engraved as a seal: every one according to his name shall they be for the twelve tribes.




 


  またひも細工にねじた純金の鎖を胸当につけなければならない。 


 And thou shalt make on the breastplate chains of laced work, of wreathen work, of pure gold.




 


  また、胸当のために金の環二つを作り、胸当の両端にその二つの環をつけ、 


 And thou shalt make on the breastplate two rings of gold, and shalt put the two rings on the two ends of the breastplate.




 


  かの二筋の金のひもを胸当の端の二つの環につけなければならない。 


 And thou shalt put the two wreathen [cords] of gold in the two rings on the ends of the breastplate;




 


  ただし、その二筋のひもの他の両端をかの二つの編細工につけ、エポデの肩ひもにつけて、前にくるようにしなければならない。 


 and the two ends of the two wreathen [cords] thou shalt fasten to the two enclosures, and shalt put [them] on the shoulder-pieces of the ephod, on the front thereof.




 


  あなたはまた二つの金の環を作って、これを胸当の両端につけなければならない。すなわちエポデに接する内側の縁にこれをつけなければならない。 


 And thou shalt make two rings of gold, and shalt put them on the two ends of the breastplate, on the border thereof, which faceth the ephod inwards.




 


  また二つの金の環を作って、これをエポデの二つの肩ひもの下の部分につけ、前の方で、そのつなぎ目に近く、エポデの帯の上の方にあるようにしなければならない。 


 And two rings of gold shalt thou make, and shalt put them upon the two shoulder-pieces of the ephod underneath, to the front thereof just by the coupling thereof, above the girdle of the ephod.




 


  胸当は青ひもをもって、その環をエポデの環に結びつけ、エポデの帯の上の方にあるようにしなければならない。こうして胸当がエポデから離れないようにしなければならない。 


 And they shall bind the breastplate with its rings to the rings of the ephod with a lace of blue, that it may be above the girdle of the ephod, and that the breastplate be not loosed from the ephod.




 


  アロンが聖所にはいる時は、さばきの胸当にあるイスラエルの子たちの名をその胸に置き、主の前に常に覚えとしなければならない。 


 And Aaron shall bear the names of the children of Israel in the breastplate of judgment on his heart, when he goes in to the sanctuary, for a memorial before Jehovah continually.




 


  あなたはさばきの胸当にウリムとトンミムを入れて、アロンが主の前にいたる時、その胸の上にあるようにしなければならない。こうしてアロンは主の前に常にイスラエルの子たちのさばきを、その胸に置かなければならない。 


 And thou shalt put into the breastplate of judgment the Urim and the Thummim, that they may be upon Aaron's heart when he goeth in before Jehovah; and Aaron shall bear the judgment of the children of Israel upon his heart before Jehovah continually.




 


  あなたはまた、エポデに属する上服をすべて青地で作らなければならない。 


 And thou shalt make the cloak of the ephod all of blue.




 


  頭を通す口を、そのまん中に設け、その口の周囲には、よろいのえりのように織物の縁をつけて、ほころびないようにし、 


 And its opening for the head shall be in the midst thereof; there shall be a binding of woven work at its opening round about; as the opening of a coat of mail, it shall be in it -- it shall not rend.




 


  そのすそには青糸、紫糸、緋糸で、ざくろを作り、そのすその周囲につけ、また周囲に金の鈴をざくろの間々につけなければならない。 


 And on the skirts thereof thou shalt make pomegranates of blue, and purple, and scarlet, round about the skirts thereof; and bells of gold between them round about:




 


  すなわち金の鈴にざくろ、また金の鈴にざくろと、上服のすその周囲につけなければならない。 


 a golden bell and a pomegranate, a golden bell and a pomegranate, in the skirts of the cloak round about.




 


  アロンは務の時、これを着なければならない。彼が聖所にはいって主の前にいたる時、また出る時、その音が聞えて、彼は死を免れるであろう。 


 And it shall be on Aaron for service; that his sound may be heard when he goeth into the sanctuary before Jehovah, and when he cometh out, that he may not die.




 


  あなたはまた純金の板を造り、印の彫刻のように、その上に『主に聖なる者』と刻み、 


 And thou shalt make a thin plate of pure gold, and engrave on it, as the engravings of a seal, Holiness to Jehovah!




 


  これを青ひもで帽子に付け、それが帽子の前の方に来るようにしなければならない。 


 And thou shalt put it on a lace of blue, and it shall be upon the turban -- upon the front of the turban shall it be.




 


  これはアロンの額にあり、そしてアロンはイスラエルの人々がささげる聖なる物、すなわち彼らのもろもろの聖なる供え物についての罪の責めを負うであろう。これは主の前にそれらの受けいれられるため、常にアロンの額になければならない。 


 And it shall be upon Aaron's forehead, and Aaron shall bear the iniquity of the holy things, which the children of Israel shall hallow in all gifts of their holy things; and it shall be continually on his forehead, that they may be accepted before Jehovah.




 


  あなたは亜麻糸で市松模様に下服を織り、亜麻布で、ずきんを作り、また、帯を色とりどりに織って作らなければならない。 


 And thou shalt weave the vest of byssus; and thou shalt make a turban of byssus; and thou shalt make a girdle of embroidery.




 


  あなたはまたアロンの子たちのために下服を作り、彼らのために帯を作り、彼らのために、ずきんを作って、彼らに栄えと麗しきをもたせなければならない。 


 And for Aaron's sons thou shalt make vests; and thou shalt make for them girdles; and high caps shalt thou make for them, for glory and for ornament.




 


  そしてあなたはこれをあなたの兄弟アロンおよび彼と共にいるその子たちに着せ、彼らに油を注ぎ、彼らを職に任じ、彼らを聖別し、祭司として、わたしに仕えさせなければならない。 


 And thou shalt clothe with them Aaron thy brother, and his sons with him; and shalt anoint them, and consecrate them, and hallow them, that they may serve me as priests.




 


  また、彼らのために、その隠し所をおおう亜麻布のしたばきを作り、腰からももに届くようにしなければならない。 


 And thou shalt make them linen trousers to cover the flesh of nakedness; from the loins even to the hips shall they reach.




 


  アロンとその子たちは会見の幕屋にはいる時、あるいは聖所で務をするために祭壇に近づく時に、これを着なければならない。そうすれば、彼らは罪を得て死ぬことはないであろう。これは彼と彼の後の子孫とのための永久の定めでなければならない。 


 And they shall be upon Aaron and his sons when they enter into the tent of meeting, or when they come near to the altar to serve in the sanctuary; that they may not bear iniquity and die -- an everlasting statute for him and his seed after him.
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  あなたは彼らを聖別し、祭司としてわたしに仕えさせるために、次の事を彼らにしなければならない。すなわち若い雄牛一頭と、きずのない雄羊二頭とを取り、 


 And this is the thing which thou shalt do to them to hallow them, that they may serve me as priests: take one young bullock, and two rams without blemish,




 


  また種入れぬパンと、油を混ぜた種入れぬ菓子と、油を塗った種入れぬせんべいとを取りなさい。これらは小麦粉で作らなければならない。 


 and unleavened bread, and unleavened cakes mingled with oil, and unleavened wafers anointed with oil -- of wheaten flour shalt thou make them.




 


  そしてこれを一つのかごに入れ、そのかごに入れたまま、かの一頭の雄牛および二頭の雄羊と共に携えてこなければならない。 


 And thou shalt put them into one basket, and present them in the basket, with the bullock and the two rams.




 


  あなたはまたアロンとその子たちを会見の幕屋の入口に連れてきて、水で彼らを洗い清め、 


 And Aaron and his sons thou shalt bring near the entrance of the tent of meeting, and shalt bathe them with water.




 


  また衣服を取り、下服とエポデに属する上服と、エポデと胸当とをアロンに着せ、エポデの帯を締めさせなければならない。 


 And thou shalt take the garments, and clothe Aaron with the vest, and the cloak of the ephod, and the ephod, and the breastplate, and shalt gird him with the girdle of the ephod.




 


  そして彼の頭に帽子をかぶらせ、その帽子の上にかの聖なる冠をいただかせ、 


 And thou shalt put the turban upon his head, and fasten the holy diadem to the turban,




 


  注ぎ油を取って彼の頭にかけ、彼に油注ぎをしなければならない。 


 and shalt take the anointing oil, and pour [it] on his head, and anoint him.




 


  あなたはまた彼の子たちを連れてきて下服を着せ、 


 And thou shalt bring his sons near, and clothe them with the vests.




 


  彼ら、すなわちアロンとその子たちに帯を締めさせ、ずきんをかぶらせなければならない。祭司の職は永久の定めによって彼らに帰するであろう。あなたはこうして、アロンとその子たちを職に任じなければならない。 


 And thou shalt gird them with the girdle -- Aaron and his sons, and bind the high caps on them; and the priesthood shall be theirs for an everlasting statute; and thou shalt consecrate Aaron and his sons.




 


  あなたは会見の幕屋の前に雄牛を引いてきて、アロンとその子たちは、その雄羊の頭に手を置かなければならない。 


 And thou shalt present the bullock before the tent of meeting; and Aaron and his sons shall lay their hands upon the head of the bullock;




 


  そして会見の幕屋の入口で、主の前にその雄牛をほふり、 


 and thou shalt slaughter the bullock before Jehovah, at the entrance of the tent of meeting;




 


  その雄牛の血を取り、指をもって、これを祭壇の角につけ、その残りの血を祭壇の基に注ぎかけなさい。 


 and thou shalt take of the blood of the bullock, and put it on the horns of the altar with thy finger, and shalt pour all the blood at the bottom of the altar.




 


  また、その内臓をおおうすべての脂肪と肝臓の小葉と、二つの腎臓と、その上の脂肪とを取って、これを祭壇の上で焼かなければならない。 


 And thou shalt take all the fat that covereth the inwards, and the net of the liver, and the two kidneys, and the fat that is upon them, and burn them upon the altar.




 


  ただし、その雄牛の肉と皮と汚物とは、宿営の外で火で焼き捨てなければならない。これは罪祭である。 


 And the flesh of the bullock, and its skin, and its dung, shalt thou burn with fire outside the camp: it is a sin-offering.




 


  あなたはまた、かの雄羊の一頭を取り、そしてアロンとその子たちは、その雄羊の頭に手を置かなければならない。 


 And thou shalt take one of the rams, and Aaron and his sons shall put their hands upon the head of the ram;




 


  あなたはその雄羊をほふり、その血を取って、祭壇の四つの側面に注ぎかけなければならない。 


 and thou shalt slaughter the ram, and shalt take its blood, and sprinkle [it] on the altar round about.




 


  またその雄羊を切り裂き、その内臓と、その足とを洗って、これをその肉の切れ、および頭と共に置き、 


 And thou shalt cut up the ram into its pieces, and wash its inwards, and its legs, and put [them] upon its pieces, and upon its head;




 


  その雄羊をみな祭壇の上で焼かなければならない。これは主にささげる燔祭である。すなわち、これは香ばしいかおりであって、主にささげる火祭である。 


 and thou shalt burn the whole ram upon the altar: it is a burnt-offering to Jehovah -- a sweet odour; it is an offering by fire to Jehovah.




 


  あなたはまた雄羊の他の一頭を取り、アロンとその子たちは、その雄羊の頭に手を置かなければならない。 


 And thou shalt take the second ram, and Aaron and his sons shall lay their hands upon the head of the ram;




 


  そしてあなたはその雄羊をほふり、その血を取って、アロンの右の耳たぶと、その子たちの右の耳たぶとにつけ、また彼らの右の手の親指と、右の足の親指とにつけ、その残りの血を祭壇の四つの側面に注ぎかけなければならない。 


 and thou shalt slaughter the ram, and take of its blood, and put [it] on the tip of the [right] ear of Aaron, and on the tip of the right ear of his sons, and on the thumb of their right hand, and on the great toe of their right foot; and thou shalt sprinkle the blood upon the altar round about.




 


  また祭壇の上の血および注ぎ油を取って、アロンとその衣服、およびその子たちと、その子たちの衣服とに注がなければならない。彼とその衣服、およびその子らと、その衣服とは聖別されるであろう。 


 And thou shalt take of the blood that is upon the altar, and of the anointing oil, and sprinkle [it] on Aaron, and on his garments, and on his sons, and on the garments of his sons with him; and he shall be hallowed, and his garments, and his sons, and his sons' garments with him.




 


  あなたはまた、その雄羊の脂肪、脂尾、内臓をおおう脂肪、肝臓の小葉、二つの腎臓、その上の脂肪、および右のももを取らなければならない。これは任職の雄羊である。 


 Also of the ram shalt thou take the fat, and the fat-tail, and the fat that covereth the inwards, and the net of the liver, and the two kidneys, and the fat that is upon them, and the right shoulder -- for it is a ram of consecration --




 


  また主の前にある種入れぬパンのかごの中からパン一個と、油菓子一個と、せんべい一個とを取り、 


 and one loaf of bread, and one cake of oiled bread, and one wafer out of the basket of the unleavened [bread] that is before Jehovah;




 


  これをみなアロンの手と、その子たちの手に置き、これを主の前に揺り動かして、揺祭としなければならない。 


 and thou shalt put all this in the hands of Aaron, and in the hands of his sons, and shalt wave them as a wave-offering before Jehovah.




 


  そしてあなたはこれを彼らの手から受け取り、燔祭に加えて祭壇の上で焼き、主の前に香ばしいかおりとしなければならない。これは主にささげる火祭である。 


 And thou shalt receive them of their hand and burn [them] upon the altar over the burnt-offering, for a sweet odour before Jehovah: it is an offering by fire to Jehovah.




 


  あなたはまた、アロンの任職の雄羊の胸を取り、これを主の前に揺り動かして、揺祭としなければならない。これはあなたの受ける分となるであろう。 


 And thou shalt take the breast of the ram of consecration which is for Aaron, and wave it as a wave-offering before Jehovah; and it shall be thy part.




 


  あなたはアロンとその子たちの任職の雄羊の胸ともも、すなわち揺り動かした揺祭の胸と、ささげたももとを聖別しなければならない。 


 And thou shalt hallow the breast of the wave-offering, and the shoulder of the heave-offering, that hath been waved and heaved up, of the ram of the consecration, of that which is for Aaron, and of [that] which is for his sons.




 


  これはイスラエルの人々から永久に、アロンとその子たちの受くべきささげ物であって、イスラエルの人々の酬恩祭の犠牲の中から受くべきもの、すなわち主にささげるささげ物である。 


 And they shall be for Aaron and his sons, as an everlasting statute, on the part of the children of Israel; for it is a heave-offering; and it shall be a heave-offering on the part of the children of Israel of the sacrifices of their peace-offerings, [as] their heave-offering to Jehovah.




 


  アロンの聖なる衣服は彼の後の子孫に帰すべきである。彼らはこれを着て、油注がれ、職に任ぜられなければならない。 


 And the holy garments of Aaron shall be his sons' after him, to be anointed therein, and to be consecrated in them.




 


  その子たちのうち、彼に代って祭司となり、聖所で仕えるために会見の幕屋にはいる者は、七日の間これを着なければならない。 


 The son that is priest in his stead shall put them on seven days, when he cometh into the tent of meeting to serve in the sanctuary.




 


  あなたは任職の雄羊を取り、聖なる場所でその肉を煮なければならない。 


 And thou shalt take the ram of the consecration, and boil its flesh in a holy place.




 


  アロンとその子たちは会見の幕屋の入口で、その雄羊の肉と、かごの中のパンとを食べなければならない。 


 And Aaron and his sons shall eat the flesh of the ram, and the bread that is in the basket, at the entrance of the tent of meeting.




 


  彼らを職に任じ、聖別するため、あがないに用いたこれらのものを、彼らは食べなければならない。他の人はこれを食べてはならない。これは聖なる物だからである。 


 They shall eat the things with which the atonement was made, to consecrate [and] to hallow them; but a stranger shall not eat [of them], for they are holy.




 


  もし任職の肉、あるいはパンのうち、朝まで残るものがあれば、その残りは火で焼かなければならない。これは聖なる物だから食べてはならない。 


 And if [any] of the flesh of the consecration, and of the bread, remain until the morning, then thou shalt burn the remainder with fire: it shall not be eaten, for it is holy.




 


  あなたはわたしがすべて命じるように、アロンとその子たちにしなければならない。すなわち彼らのために七日のあいだ、任職の式を行わなければならない。 


 And thus shalt thou do to Aaron, and to his sons, according to all that I have commanded thee: seven days shalt thou consecrate them.




 


  あなたは毎日、あがないのために、罪祭の雄牛一頭をささげなければならない。また祭壇のために、あがないをなす時、そのために罪祭をささげ、また、これに油を注いで聖別しなさい。 


 And thou shalt offer every day a bullock as a sin-offering for atonement; and the altar shalt thou cleanse from sin, by making atonement for it, and shalt anoint it, to hallow it.




 


  あなたは七日の間、祭壇のために、あがないをして、これを聖別しなければならない。こうして祭壇は、いと聖なる物となり、すべて祭壇に触れる者は聖となるであろう。 


 Seven days shalt thou make atonement for the altar and hallow it; and the altar shall be most holy: whatever toucheth the altar shall be holy.




 


  あなたが祭壇の上にささぐべき物は次のとおりである。すなわち当歳の小羊二頭を毎日絶やすことなくささげなければならない。 


 And this is what thou shalt offer upon the altar -- two lambs of the first year, day by day continually.




 


  その一頭の小羊は朝にこれをささげ、他の一頭の小羊は夕にこれをささげなければならない。 


 The one lamb thou shalt offer in the morning; and the other lamb thou shalt offer between the two evenings.




 


  一頭の小羊には、つぶして取った油一ヒンの四分の一をまぜた麦粉十分の一エパを添え、また灌祭として、ぶどう酒一ヒンの四分の一を添えなければならない。 


 And with the one lamb a tenth part of wheaten flour mingled with beaten oil, a fourth part of a hin; and a drink-offering, a fourth part of a hin of wine.




 


  他の一頭の小羊は夕にこれをささげ、朝の素祭および灌祭と同じものをこれに添えてささげ、香ばしいかおりのために主にささげる火祭としなければならない。 


 And the second lamb shalt thou offer between the two evenings; as the oblation in the morning, and as its drink-offering shalt thou offer with this, for a sweet odour, an offering by fire to Jehovah.




 


  これはあなたがたが代々会見の幕屋の入口で、主の前に絶やすことなく、ささぐべき燔祭である。わたしはその所であなたに会い、あなたと語るであろう。 


 It shall be a continual burnt-offering throughout your generations at the entrance of the tent of meeting before Jehovah, where I will meet with you, to speak there with thee.




 


  また、その所でわたしはイスラエルの人々に会うであろう。幕屋はわたしの栄光によって聖別されるであろう。 


 And there will I meet with the children of Israel; and it shall be hallowed by my glory.




 


  わたしは会見の幕屋と祭壇とを聖別するであろう。またアロンとその子たちを聖別し、祭司としてわたしに仕えさせるであろう。 


 And I will hallow the tent of meeting, and the altar; and I will hallow Aaron and his sons, that they may serve me as priests.




 


  わたしはイスラエルの人々のうちに住んで、彼らの神となるであろう。 


 And I will dwell in the midst of the children of Israel, and will be their God.




 


  わたしが彼らのうちに住むために、彼らをエジプトの国から導き出した彼らの神、主であることを彼らは知るであろう。わたしは彼らの神、主である。 


 And they shall know that I am Jehovah their God, who have brought them forth out of the land of Egypt, to dwell in their midst: I am Jehovah their God.
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  あなたはまた香をたく祭壇を造らなければならない。アカシヤ材でこれを造り、 


 And thou shalt make an altar for the burning of incense: of acacia-wood shalt thou make it;




 


  長さ一キュビト、幅一キュビトの四角にし、高さ二キュビトで、これにその一部として角をつけなければならない。 


 a cubit the length thereof, and a cubit the breadth thereof -- square shall it be; and two cubits its height; of itself shall be its horns.




 


  その頂、その四つの側面、およびその角を純金でおおい、その周囲に金の飾り縁を造り、 


 And thou shalt overlay it with pure gold, the top thereof, and the sides thereof round about, and the horns thereof; and thou shalt make upon it a border of gold round about.




 


  また、その両側に、飾り縁の下に金の環二つをこれのために造らなければならない。すなわち、その二つの側にこれを造らなければならない。これはそれをかつぐさおを通すところである。 


 And two rings of gold shalt thou make for it under its border; by its two corners shalt thou make [them], on the two sides thereof; and they shall be for receptacles for the staves, with which to carry it.




 


  そのさおはアカシヤ材で造り、金でおおわなければならない。 


 And thou shalt make the staves of acacia-wood, and overlay them with gold.




 


  あなたはそれを、あかしの箱の前にある垂幕の前に置いて、わたしがあなたと会うあかしの箱の上にある贖罪所に向かわせなければならない。 


 And thou shalt put it in front of the veil which is before the ark of the testimony in front of the mercy-seat which is over the testimony, where I will meet with thee.




 


  アロンはその上で香ばしい薫香をたかなければならない。朝ごとに、ともしびを整える時、これをたかなければならない。 


 And Aaron shall burn thereon fragrant incense: every morning, when he dresseth the lamps, he shall burn the incense.




 


  アロンはまた夕べにともしびをともす時にも、これをたかなければならない。これは主の前にあなたがたが代々に絶やすことなく、ささぐべき薫香である。 


 And when Aaron lighteth the lamps between the two evenings, he shall burn the incense -- a continual incense before Jehovah throughout your generations.




 


  あなたがたはその上で異なる香をささげてはならない。燔祭をも素祭をもその上でささげてはならない。また、その上に灌祭を注いではならない。 


 Ye shall offer up no strange incense thereon, nor burnt-offering, nor oblation; neither shall ye pour drink-offering thereon.




 


  アロンは年に一度その角に血をつけてあがないをしなければならない。すなわち、あがないの罪祭の血をもって代々にわたり、年に一度これがために、あがないをしなければならない。これは主に最も聖なるものである」。 


 And Aaron shall make atonement for its horns once in the year: with the blood of the sin-offering of atonement shall he make atonement for it, once in the year, throughout your generations: it is most holy to Jehovah.




 


  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「あなたがイスラエルの人々の数の総計をとるに当り、おのおのその数えられる時、その命のあがないを主にささげなければならない。これは数えられる時、彼らのうちに災の起らないためである。 


 When thou shalt take the sum of the children of Israel according to those of them that are numbered, then shall they give every man a ransom for his soul to Jehovah on their being numbered, that there be no plague among them on their being numbered.




 


  すべて数に入る者は聖所のシケルで、半シケルを払わなければならない。一シケルは二十ゲラであって、おのおの半シケルを主にささげ物としなければならない。 


 This shall they give -- every one that passeth among them that are numbered -- half a shekel after the shekel of the sanctuary, -- twenty gerahs the shekel; a half shekel shall be the heave-offering for Jehovah.




 


  すべて数に入る二十歳以上の者は、主にささげ物をしなければならない。 


 Every one that passeth among those that are numbered, from twenty years old and above, shall give the heave-offering of Jehovah.




 


  あなたがたの命をあがなうために、主にささげ物をする時、富める者も半シケルより多く出してはならず、貧しい者もそれより少なく出してはならない。 


 The rich shall not give more, and the poor shall not give less than half a shekel, when ye give the heave-offering of Jehovah, to make atonement for your souls.




 


  あなたはイスラエルの人々から、あがないの銀を取って、これを会見の幕屋の用に当てなければならない。これは主の前にイスラエルの人々のため記念となって、あなたがたの命をあがなうであろう」。 


 And thou shalt take the atonement-money of the children of Israel, and devote it to the service of the tent of meeting; and it shall be a memorial to the children of Israel before Jehovah, to make atonement for your souls.




 


  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「あなたはまた洗うために洗盤と、その台を青銅で造り、それを会見の幕屋と祭壇との間に置いて、その中に水を入れ、 


 Thou shalt also make a laver of copper, and its stand of copper, for washing; and thou shalt put it between the tent of meeting and the altar, and shalt put water in it.




 


  アロンとその子たちは、それで手と足とを洗わなければならない。 


 And Aaron and his sons shall wash their hands and their feet out of it.




 


  彼らは会見の幕屋にはいる時、水で洗って、死なないようにしなければならない。また祭壇に近づいて、その務をなし、火祭を主にささげる時にも、そうしなければならない。 


 When they go into the tent of meeting, they shall wash with water, that they may not die; or when they come near to the altar to serve, to burn an offering by fire to Jehovah.




 


  すなわち、その手、その足を洗って、死なないようにしなければならない。これは彼とその子孫の代々にわたる永久の定めでなければならない」。 


 And they shall wash their hands and their feet, that they may not die; and it shall be an everlasting statute for them, for him and for his seed throughout their generations.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「あなたはまた最も良い香料を取りなさい。すなわち液体の没薬五百シケル、香ばしい肉桂をその半ば、すなわち二百五十シケル、におい菖蒲二百五十シケル、 


 And thou, take best spices -- of liquid myrrh five hundred [shekels], and of sweet cinnamon the half -- two hundred and fifty, and of sweet myrtle two hundred and fifty,




 


  桂枝五百シケルを聖所のシケルで取り、また、オリブの油一ヒンを取りなさい。 


 and of cassia five hundred, after the shekel of the sanctuary, and of olive oil a hin;




 


  あなたはこれを聖なる注ぎ油、すなわち香油を造るわざにしたがい、まぜ合わせて、におい油に造らなければならない。これは聖なる注ぎ油である。 


 and make of it an oil of holy ointment, a perfume of perfumery after the work of the perfumer: it shall be the holy anointing oil.




 


  あなたはこの油を会見の幕屋と、あかしの箱とに注ぎ、 


 And thou shalt anoint the tent of meeting with it, and the ark of the testimony,




 


  机と、そのもろもろの器、燭台と、そのもろもろの器、香の祭壇、 


 and the table and all its utensils, and the lamp-stand and its utensils, and the altar of incense,




 


  燔祭の祭壇と、そのもろもろの器、洗盤と、その台とに油を注ぎ、 


 and the altar of burnt-offering and all its utensils, and the laver and its stand.




 


  これらをきよめて最も聖なる物としなければならない。すべてこれに触れる者は聖となるであろう。 


 And thou shalt hallow them, that they may be most holy: whatever toucheth them shall be holy.




 


  あなたはアロンとその子たちに油を注いで、彼らを聖別し、祭司としてわたしに仕えさせなければならない。 


 And Aaron and his sons thou shalt anoint, and shalt hallow them, that they may serve me as priests.




 


  そしてあなたはイスラエルの人々に言わなければならない、『これはあなたがたの代々にわたる、わたしの聖なる注ぎ油であって、 


 And thou shalt speak to the children of Israel, saying, A holy anointing oil shall this be unto me throughout your generations.




 


  常の人の身にこれを注いではならない。またこの割合をもって、これと等しいものを造ってはならない。これは聖なるものであるから、あなたがたにとっても聖なる物でなければならない。 


 Upon man's flesh shall it not be poured, neither shall ye make [any] like it, after the preparation of it: it is holy -- holy shall it be unto you.




 


  すべてこれと等しい物を造る者、あるいはこれを祭司以外の人につける者は、民のうちから断たれるであろう』」。 


 Whoever compoundeth [any] like it, or whoever putteth [any] of it upon any strange thing, shall be cut off from his peoples.




 


  主はまた、モーセに言われた、「あなたは香料、すなわち蘇合香、シケレテ香、楓子香、純粋の乳香の香料を取りなさい。おのおの同じ量でなければならない。 


 And Jehovah said to Moses, Take fragrant drugs -- stacte, and onycha, and galbanum -- fragrant drugs and pure frankincense; in like proportions shall it be.




 


  あなたはこれをもって香、すなわち香料をつくるわざにしたがって薫香を造り、塩を加え、純にして聖なる物としなさい。 


 And thou shalt make it into incense, a perfume, after the work of the perfumer, salted, pure, holy.




 


  また、その幾ぶんを細かに砕き、わたしがあなたと会う会見の幕屋にある、あかしの箱の前にこれを供えなければならない。これはあなたがたに最も聖なるものである。 


 And thou shalt beat [some] of it to powder, and put [some] of it before the testimony in the tent of meeting, where I will meet with thee: it shall be unto you most holy.




 


  あなたが造る香の同じ割合をもって、それを自分のために造ってはならない。これはあなたにとって主に聖なるものでなければならない。 


 And the incense that thou shalt make, ye shall not make for yourselves according to the proportions of it; it shall be unto thee holy to Jehovah.




 


  すべてこれと等しいものを造って、これをかぐ者は民のうちから断たれるであろう」。 


 Whoever maketh like unto it, to smell it, shall be cut off from his peoples.
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  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「見よ、わたしはユダの部族に属するホルの子なるウリの子ベザレルを名ざして召し、 


 See, I have called by name Bezaleel the son of Uri, the son of Hur, of the tribe of Judah,




 


  これに神の霊を満たして、知恵と悟りと知識と諸種の工作に長ぜしめ、 


 and have filled him with the spirit of God, in wisdom, and in understanding, and in knowledge, and in every work,




 


  工夫を凝らして金、銀、青銅の細工をさせ、 


 to devise artistic work -- to work in gold, and in silver, and in copper,




 


  また宝石を切りはめ、木を彫刻するなど、諸種の工作をさせるであろう。 


 and in cutting of stones, for setting, and for carving of timber -- to work in all manner of work.




 


  見よ、わたしはまたダンの部族に属するアヒサマクの子アホリアブを彼と共ならせ、そしてすべて賢い者の心に知恵を授け、わたしがあなたに命じたものを、ことごとく彼らに造らせるであろう。 


 And I, behold, I have given with him Aholiab the son of Ahisamach, of the tribe of Dan; and in the heart of every one that is wise-hearted have I given wisdom, that they may make all that I have commanded thee --




 


  すなわち会見の幕屋、あかしの箱、その上にある贖罪所、幕屋のもろもろの器、 


 the tent of meeting and the ark of the testimony, and the mercy-seat that is thereupon, and all the utensils of the tent,




 


  机とその器、純金の燭台と、そのもろもろの器、香の祭壇、 


 and the table and its utensils, and the pure lamp-stand and all its utensils, and the altar of incense;




 


  燔祭の祭壇とそのもろもろの器、洗盤とその台、 


 and the altar of burnt-offering and all its utensils, and the laver and its stand;




 


  編物の服、すなわち祭司の務をするための祭司アロンの聖なる服、およびその子たちの服、 


 and the garments of service, both the holy garments of Aaron the priest, and the garments of his sons, to serve as priests;




 


  注ぎ油、聖所のための香ばしい香などを、すべてわたしがあなたに命じたように造らせるであろう」。 


 and the anointing oil, and the incense of fragrant drugs for the sanctuary: according to all that I have commanded thee shall they do.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「あなたはイスラエルの人々に言いなさい、『あなたがたは必ずわたしの安息日を守らなければならない。これはわたしとあなたがたとの間の、代々にわたるしるしであって、わたしがあなたがたを聖別する主であることを、知らせるためのものである。 


 And thou, speak thou unto the children of Israel, saying, Surely my sabbaths shall ye keep; for this is a sign between me and you throughout your generations, that ye may know that it is I, Jehovah, who do hallow you.




 


  それゆえ、あなたがたは安息日を守らなければならない。これはあなたがたに聖なる日である。すべてこれを汚す者は必ず殺され、すべてこの日に仕事をする者は、民のうちから断たれるであろう。 


 Keep the sabbath, therefore; for it is holy unto you; every one that profaneth it shall certainly be put to death: yea, whoever doeth work on it, that soul shall be cut off from among his peoples.




 


  六日のあいだは仕事をしなさい。七日目は全き休みの安息日で、主のために聖である。すべて安息日に仕事をする者は必ず殺されるであろう。 


 Six days shall work be done; but on the seventh day is the sabbath of rest, holy to Jehovah: whoever doeth work on the sabbath day shall certainly be put to death.




 


  ゆえに、イスラエルの人々は安息日を覚え、永遠の契約として、代々安息日を守らなければならない。 


 And the children of Israel shall keep the sabbath, to observe the sabbath throughout their generations -- [it is] an everlasting covenant.




 


  これは永遠にわたしとイスラエルの人々との間のしるしである。それは主が六日のあいだに天地を造り、七日目に休み、かつ、いこわれたからである』」。 


 It shall be a sign between me and the children of Israel for ever; for [in] six days Jehovah made the heavens and the earth, and on the seventh day he rested, and was refreshed.




 


  主はシナイ山でモーセに語り終えられたとき、あかしの板二枚、すなわち神が指をもって書かれた石の板をモーセに授けられた。 


 And he gave to Moses, when he had ended speaking with him on mount Sinai, the two tables of testimony, tables of stone, written with the finger of God.
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  民はモーセが山を下ることのおそいのを見て、アロンのもとに集まって彼に言った、「さあ、わたしたちに先立って行く神を、わたしたちのために造ってください。わたしたちをエジプトの国から導きのぼった人、あのモーセはどうなったのかわからないからです」。 


 And when the people saw that Moses delayed to come down from the mountain, the people collected together to Aaron, and said to him, Up, make us a god, who will go before us; for this Moses, the man that has brought us up out of the land of Egypt, -- we do not know what is become of him!




 


  アロンは彼らに言った、「あなたがたの妻、むすこ、娘らの金の耳輪をはずしてわたしに持ってきなさい」。 


 And Aaron said to them, Break off the golden rings that are in the ears of your wives, of your sons, and of your daughters, and bring [them] to me.




 


  そこで民は皆その金の耳輪をはずしてアロンのもとに持ってきた。 


 Then all the people broke off the golden rings that were in their ears, and brought [them] to Aaron.




 


  アロンがこれを彼らの手から受け取り、工具で型を造り、鋳て子牛としたので、彼らは言った、「イスラエルよ、これはあなたをエジプトの国から導きのぼったあなたの神である」。 


 And he took [them] out of their hand, and fashioned it with a chisel and made of it a molten calf: and they said, This is thy god, Israel, who has brought thee up out of the land of Egypt!




 


  アロンはこれを見て、その前に祭壇を築いた。そしてアロンは布告して言った、「あすは主の祭である」。 


 And Aaron saw [it], and built an altar before it; and Aaron made a proclamation, and said, To-morrow is a feast to Jehovah!




 


  そこで人々はあくる朝早く起きて燔祭をささげ、酬恩祭を供えた。民は座して食い飲みし、立って戯れた。 


 And they rose up early on the morrow, and offered up burnt-offerings, and brought peace-offerings; and the people sat down to eat and to drink, and rose up to sport.




 


  主はモーセに言われた、「急いで下りなさい。あなたがエジプトの国から導きのぼったあなたの民は悪いことをした。 


 Then Jehovah said to Moses, Away, go down! for thy people, which thou hast brought out of the land of Egypt, is acting corruptly.




 


  彼らは早くもわたしが命じた道を離れ、自分のために鋳物の子牛を造り、これを拝み、これに犠牲をささげて、『イスラエルよ、これはあなたをエジプトの国から導きのぼったあなたの神である』と言っている」。 


 They have turned aside quickly out of the way that I commanded them: they have made themselves a molten calf, and have bowed down to it, and have sacrificed thereunto, and said, This is thy god, Israel, who has brought thee up out of the land of Egypt!




 


  主はまたモーセに言われた、「わたしはこの民を見た。これはかたくなな民である。 


 And Jehovah said to Moses, I see this people, and behold, it is a stiff-necked people.




 


  それで、わたしをとめるな。わたしの怒りは彼らにむかって燃え、彼らを滅ぼしつくすであろう。しかし、わたしはあなたを大いなる国民とするであろう」。 


 And now let me alone, that my anger may burn against them, and I may consume them; and I will make of thee a great nation.




 


  モーセはその神、主をなだめて言った、「主よ、大いなる力と強き手をもって、エジプトの国から導き出されたあなたの民にむかって、なぜあなたの怒りが燃えるのでしょうか。 


 And Moses besought Jehovah his God, and said, Why, Jehovah, doth thy wrath burn against thy people, which thou hast brought forth out of the land of Egypt with great power and with a strong hand?




 


  どうしてエジプトびとに『彼は悪意をもって彼らを導き出し、彼らを山地で殺し、地の面から断ち滅ぼすのだ』と言わせてよいでしょうか。どうかあなたの激しい怒りをやめ、あなたの民に下そうとされるこの災を思い直し、 


 Why should the Egyptians speak, and say, For misfortune he has brought them out, to slay them on the mountains, and to annihilate them from the face of the earth? Turn from the heat of thine anger, and repent of this evil against thy people!




 


  あなたのしもべアブラハム、イサク、イスラエルに、あなたが御自身をさして誓い、『わたしは天の星のように、あなたがたの子孫を増し、わたしが約束したこの地を皆あなたがたの子孫に与えて、長くこれを所有させるであろう』と彼らに仰せられたことを覚えてください」。 


 Remember Abraham, Isaac and Israel, thy servants, to whom thou sworest by thyself, and saidst to them, I will multiply your seed as the stars of heaven, and all this land that I have spoken of will I give to your seed, and they shall possess [it] for ever!




 


  それで、主はその民に下すと言われた災について思い直された。 


 And Jehovah repented of the evil that he had said he would do to his people.




 


  モーセは身を転じて山を下った。彼の手には、かの二枚のあかしの板があった。板はその両面に文字があった。すなわち、この面にも、かの面にも文字があった。 


 And Moses turned and went down from the mountain, [with] the two tables of the testimony in his hand -- tables written on both their sides: on this side and on that were they written.




 


  その板は神の作、その文字は神の文字であって、板に彫ったものである。 


 And the tables [were] God's work, and the writing was God's writing, engraven on the tables.




 


  ヨシュアは民の呼ばわる声を聞いて、モーセに言った、「宿営の中に戦いの声がします」。 


 And Joshua heard the noise of the people as they shouted, and said to Moses, There is a shout of war in the camp.




 


  しかし、モーセは言った、「勝どきの声でなく、敗北の叫び声でもない。わたしの聞くのは歌の声である」。 


 And he said, It is not the sound of a shout of victory, neither is it the sound of a shout of defeat: it is the noise of alternate singing I hear.




 


  モーセが宿営に近づくと、子牛と踊りとを見たので、彼は怒りに燃え、手からかの板を投げうち、これを山のふもとで砕いた。 


 And it came to pass, when he came near the camp, and saw the calf and the dancing, that Moses' anger burned, and he cast the tables out of his hands, and shattered them beneath the mountain.




 


  また彼らが造った子牛を取って火に焼き、こなごなに砕き、これを水の上にまいて、イスラエルの人々に飲ませた。 


 And he took the calf that they had made, and burned [it] with fire, and ground it to powder, and strewed [it] on the water, and made the children of Israel drink [it].




 


  モーセはアロンに言った、「この民があなたに何をしたので、あなたは彼らに大いなる罪を犯させたのですか」。 


 And Moses said to Aaron, What has this people done to thee, that thou hast brought so great a sin on them?




 


  アロンは言った、「わが主よ、激しく怒らないでください。この民の悪いのは、あなたがごぞんじです。 


 And Aaron said, Let not the anger of my lord burn! thou knowest the people, that they are [set] on mischief.




 


  彼らはわたしに言いました、『わたしたちに先立って行く神を、わたしたちのために造ってください。わたしたちをエジプトの国から導きのぼった人、あのモーセは、どうなったのかわからないからです』。 


 And they said to me, Make us a god, who will go before us; for this Moses, the man that has brought us up out of the land of Egypt, we do not know what is become of him!




 


  そこでわたしは『だれでも、金を持っている者は、それを取りはずしなさい』と彼らに言いました。彼らがそれをわたしに渡したので、わたしがこれを火に投げ入れると、この子牛が出てきたのです」。 


 And I said to them, Who has gold? They broke [it] off, and gave [it] me, and I cast it into the fire, and there came out this calf.




 


  モーセは民がほしいままにふるまったのを見た。アロンは彼らがほしいままにふるまうに任せ、敵の中に物笑いとなったからである。 


 And Moses saw the people how they were stripped; for Aaron had stripped them to [their] shame before their adversaries.




 


  モーセは宿営の門に立って言った、「すべて主につく者はわたしのもとにきなさい」。レビの子たちはみな彼のもとに集まった。 


 And Moses stood in the gate of the camp, and said, He that is for Jehovah, [let him come] to me. And all the sons of Levi gathered to him.




 


  そこでモーセは彼らに言った、「イスラエルの神、主はこう言われる、『あなたがたは、おのおの腰につるぎを帯び、宿営の中を門から門へ行き巡って、おのおのその兄弟、その友、その隣人を殺せ』」。 


 And he said to them, Thus saith Jehovah, the God of Israel: Put every man his sword upon his hip; go and return from gate to gate through the camp, and slay every man his brother, and every man his friend, and every man his neighbour.




 


  レビの子たちはモーセの言葉どおりにしたので、その日、民のうち、おおよそ三千人が倒れた。 


 And the sons of Levi did according to the word of Moses; and there fell of the people that day about three thousand men.




 


  そこで、モーセは言った、「あなたがたは、おのおのその子、その兄弟に逆らって、きょう、主に身をささげた。それで主は、きょう、あなたがたに祝福を与えられるであろう」。 


 And Moses said, Consecrate yourselves to-day to Jehovah, yea, every man with his son, and with his brother, and bring on yourselves a blessing to-day.




 


  あくる日、モーセは民に言った、「あなたがたは大いなる罪を犯した。それで今、わたしは主のもとに上って行く。あなたがたの罪を償うことが、できるかも知れない」。 


 And it came to pass the next day, that Moses said to the people, Ye have sinned a great sin. And now I will go up to Jehovah: perhaps I shall make atonement for your sin.




 


  モーセは主のもとに帰って、そして言った、「ああ、この民は大いなる罪を犯し、自分のために金の神を造りました。 


 And Moses returned to Jehovah, and said, Alas, this people has sinned a great sin, and they have made themselves a god of gold!




 


  今もしあなたが、彼らの罪をゆるされますならば――。しかし、もしかなわなければ、どうぞあなたが書きしるされたふみから、わたしの名を消し去ってください」。 


 And now, if thou wilt forgive their sin... but if not, blot me, I pray thee, out of thy book that thou hast written.




 


  主はモーセに言われた、「すべてわたしに罪を犯した者は、これをわたしのふみから消し去るであろう。 


 And Jehovah said to Moses, Whoever hath sinned against me, him will I blot out of my book.




 


  しかし、今あなたは行って、わたしがあなたに告げたところに民を導きなさい。見よ、わたしの使はあなたに先立って行くであろう。ただし刑罰の日に、わたしは彼らの罪を罰するであろう」。 


 And now go, lead the people whither I have told thee: behold, my Angel shall go before thee; but in the day of my visiting I will visit their sin upon them.




 


  そして主は民を撃たれた。彼らが子牛を造ったからである。それはアロンが造ったのである。 


 And Jehovah smote the people, because they made the calf, which Aaron had made.
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  さて、主はモーセに言われた、「あなたと、あなたがエジプトの国から導きのぼった民とは、ここを立ってわたしがアブラハム、イサク、ヤコブに誓って、『これをあなたの子孫に与える』と言った地にのぼりなさい。 


 And Jehovah said to Moses, Depart, go up hence, thou and the people that thou hast brought up out of the land of Egypt, into the land that I swore unto Abraham, to Isaac, and to Jacob, saying, Unto thy seed will I give it,




 


  わたしはひとりの使をつかわしてあなたに先立たせ、カナンびと、アモリびと、ヘテびと、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとを追い払うであろう。 


 (and I will send an angel before thee, and dispossess the Canaanite, the Amorite, and the Hittite, and the Perizzite, the Hivite, and the Jebusite,)




 


  あなたがたは乳と蜜の流れる地にのぼりなさい。しかし、あなたがたは、かたくなな民であるから、わたしが道であなたがたを滅ぼすことのないように、あなたがたのうちにあって一緒にはのぼらないであろう」。 


 into a land flowing with milk and honey; for I will not go up in the midst of thee, for thou art a stiff-necked people, -- lest I consume thee on the way.




 


  民はこの悪い知らせを聞いて憂い、ひとりもその飾りを身に着ける者はなかった。 


 And when the people heard this evil word, they mourned; and no man put on his ornaments.




 


  主はモーセに言われた、「イスラエルの人々に言いなさい、『あなたがたは、かたくなな民である。もしわたしが一刻でも、あなたがたのうちにあって、一緒にのぼって行くならば、あなたがたを滅ぼすであろう。ゆえに、今、あなたがたの飾りを身から取り去りなさい。そうすればわたしはあなたがたになすべきことを知るであろう』」。 


 Now Jehovah had said to Moses, Say unto the children of Israel, Ye are a stiff-necked people: in one moment I will come up into the midst of thee and will consume thee. And now put off thine ornaments from thee, and I will know what I will do unto thee.




 


  それで、イスラエルの人々はホレブ山以来その飾りを取り除いていた。 


 And the children of Israel stripped themselves of their ornaments at mount Horeb.




 


  モーセは幕屋を取って、これを宿営の外に、宿営を離れて張り、これを会見の幕屋と名づけた。すべて主に伺い事のある者は出て、宿営の外にある会見の幕屋に行った。 


 And Moses took the tent, and pitched it outside the camp, far from the camp, and called it the Tent of meeting. And it came to pass [that] every one who sought Jehovah went out to the tent of meeting which was outside the camp.




 


  モーセが出て、幕屋に行く時には、民はみな立ちあがり、モーセが幕屋にはいるまで、おのおのその天幕の入口に立って彼を見送った。 


 And it came to pass, when Moses went out to the tent, all the people rose up, and stood every man at the entrance of his tent, and they looked after Moses until he entered into the tent.




 


  モーセが幕屋にはいると、雲の柱が下って幕屋の入口に立った。そして主はモーセと語られた。 


 And it came to pass when Moses entered into the tent, the pillar of cloud descended, and stood at the entrance of the tent, and [Jehovah] talked with Moses.




 


  民はみな幕屋の入口に雲の柱が立つのを見ると、立っておのおの自分の天幕の入口で礼拝した。 


 And all the people saw the pillar of cloud standing at the entrance of the tent; and all the people rose and worshipped, every man at the entrance of his tent.




 


  人がその友と語るように、主はモーセと顔を合わせて語られた。こうしてモーセは宿営に帰ったが、その従者なる若者、ヌンの子ヨシュアは幕屋を離れなかった。 


 And Jehovah spoke with Moses face to face, as a man speaks with his friend. And he returned to the camp; but his attendant, Joshua the son of Nun, a young man, departed not from within the tent.




 


  モーセは主に言った、「ごらんください。あなたは『この民を導きのぼれ』とわたしに言いながら、わたしと一緒につかわされる者を知らせてくださいません。しかも、あなたはかつて『わたしはお前を選んだ。お前はまたわたしの前に恵みを得た』と仰せになりました。 


 And Moses said to Jehovah, Behold, thou sayest unto me, Bring up this people; but thou dost not let me know whom thou wilt send with me; and thou hast said, I know thee by name, and thou hast also found grace in mine eyes.




 


  それで今、わたしがもし、あなたの前に恵みを得ますならば、どうか、あなたの道を示し、あなたをわたしに知らせ、あなたの前に恵みを得させてください。また、この国民があなたの民であることを覚えてください」。 


 And now, if indeed I have found grace in thine eyes, make me now to know thy way, that I may know thee, that I may find grace in thine eyes; and consider that this nation is thy people!




 


  主は言われた「わたし自身が一緒に行くであろう。そしてあなたに安息を与えるであろう」。 


 And he said, My presence shall go, and I will give thee rest.




 


  モーセは主に言った「もしあなた自身が一緒に行かれないならば、わたしたちをここからのぼらせないでください。 


 And he said to him, If thy presence do not go, bring us not up hence.




 


  わたしとあなたの民とが、あなたの前に恵みを得ることは、何によって知られましょうか。それはあなたがわたしたちと一緒に行かれて、わたしとあなたの民とが、地の面にある諸民と異なるものになるからではありませんか」。 


 And how shall it be known then that I have found grace in thine eyes -- I and thy people? [Is it] not by thy going with us? so shall we be distinguished, I and thy people, from every people that is on the face of the earth.




 


  主はモーセに言われた、「あなたはわたしの前に恵みを得、またわたしは名をもってあなたを知るから、あなたの言ったこの事をもするであろう」。 


 And Jehovah said to Moses, I will do this thing also that thou hast said; for thou hast found grace in mine eyes, and I know thee by name.




 


  モーセは言った、「どうぞ、あなたの栄光をわたしにお示しください」。 


 And he said, Let me, I pray thee, see thy glory.




 


  主は言われた、「わたしはわたしのもろもろの善をあなたの前に通らせ、主の名をあなたの前にのべるであろう。わたしは恵もうとする者を恵み、あわれもうとする者をあわれむ」。 


 And he said, I will make all my goodness pass before thy face, and I will proclaim the name of Jehovah before thee; and I will be gracious to whom I will be gracious, and I will shew mercy on whom I will shew mercy.




 


  また言われた、「しかし、あなたはわたしの顔を見ることはできない。わたしを見て、なお生きている人はないからである」。 


 And he said, Thou canst not see my face; for Man shall not see me, and live.




 


  そして主は言われた、「見よ、わたしのかたわらに一つの所がある。あなたは岩の上に立ちなさい。 


 And Jehovah said, Behold, [there is] a place by me: there shalt thou stand on the rock.




 


  わたしの栄光がそこを通り過ぎるとき、わたしはあなたを岩の裂け目に入れて、わたしが通り過ぎるまで、手であなたをおおうであろう。 


 And it shall come to pass, when my glory passeth by, that I will put thee in a cleft of the rock, and will cover thee with my hand, until I have passed by.




 


  そしてわたしが手をのけるとき、あなたはわたしのうしろを見るが、わたしの顔は見ないであろう」。 


 And I will take away my hand, and thou shalt see me from behind; but my face shall not be seen.
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  主はモーセに言われた、「あなたは前のような石の板二枚を、切って造りなさい。わたしはあなたが砕いた初めの板にあった言葉を、その板に書くであろう。 


 And Jehovah said to Moses, Hew for thyself two tables of stone like the first; and I will write upon the tables the words that were upon the first tables, which thou hast broken.




 


  あなたは朝までに備えをし、朝のうちにシナイ山に登って、山の頂でわたしの前に立ちなさい。 


 And be ready for the morning, and go up in the morning to mount Sinai, and stand there before me on the top of the mountain.




 


  だれもあなたと共に登ってはならない。また、だれも山の中にいてはならない。また山の前で羊や牛を飼っていてはならない」。 


 And let no man go up with thee, neither shall any man be seen on all the mountain; neither shall sheep and oxen feed in front of that mountain.




 


  そこでモーセは前のような石の板二枚を、切って造り、朝早く起きて、主が彼に命じられたようにシナイ山に登った。彼はその手に石の板二枚をとった。 


 And he hewed two tables of stone like the first; and Moses rose up early in the morning and went up to mount Sinai, as Jehovah had commanded him, and took in his hand the two tables of stone.




 


  ときに主は雲の中にあって下り、彼と共にそこに立って主の名を宣べられた。 


 And Jehovah came down in the cloud, and stood beside him there, and proclaimed the name of Jehovah.




 


  主は彼の前を過ぎて宣べられた。「主、主、あわれみあり、恵みあり、怒ることおそく、いつくしみと、まこととの豊かなる神、 


 And Jehovah passed by before his face, and proclaimed, Jehovah, Jehovah ùGod merciful and gracious, slow to anger, and abundant in goodness and truth,




 


  いつくしみを千代までも施し、悪と、とがと、罪とをゆるす者、しかし、罰すべき者をば決してゆるさず、父の罪を子に報い、子の子に報いて、三、四代におよぼす者」。 


 keeping mercy unto thousands, forgiving iniquity and transgression and sin, but by no means clearing [the guilty]; visiting the iniquity of the fathers upon the children, and upon the children's children, upon the third and upon the fourth [generation].




 


  モーセは急ぎ地に伏して拝し、 


 And Moses made haste, and bowed his head to the earth and worshipped,




 


  そして言った、「ああ主よ、わたしがもし、あなたの前に恵みを得ますならば、かたくなな民ですけれども、どうか主がわたしたちのうちにあって一緒に行ってください。そしてわたしたちの悪と罪とをゆるし、わたしたちをあなたのものとしてください」。 


 and said, If indeed I have found grace in thine eyes, Lord, let the Lord, I pray thee, go in our midst; for it is a stiff-necked people; and pardon our iniquity and our sin, and take us for an inheritance!




 


  主は言われた、「見よ、わたしは契約を結ぶ。わたしは地のいずこにも、いかなる民のうちにも、いまだ行われたことのない不思議を、あなたのすべての民の前に行うであろう。あなたが共に住む民はみな、主のわざを見るであろう。わたしがあなたのためになそうとすることは、恐るべきものだからである。 


 And he said, Behold, I make a covenant: before all thy people I will do marvels that have not been done in all the earth, nor in any nation; and all the people in the midst of which thou [art] shall see the work of Jehovah; for a terrible thing it shall be that I will do with thee.




 


  わたしが、きょう、あなたに命じることを守りなさい。見よ、わたしはアモリびと、カナンびと、ヘテびと、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとを、あなたの前から追い払うであろう。 


 Observe what I command thee this day: behold, I will drive out before thee the Amorite, and the Canaanite, and the Hittite, and the Perizzite, and the Hivite, and the Jebusite.




 


  あなたが行く国に住んでいる者と、契約を結ばないように、気をつけなければならない。おそらく彼らはあなたのうちにあって、わなとなるであろう。 


 Take heed to thyself, that thou make no covenant with the inhabitants of the land to which thou shalt come, lest it be a snare in the midst of thee;




 


  むしろあなたがたは、彼らの祭壇を倒し、石の柱を砕き、アシラ像を切り倒さなければならない。 


 but ye shall demolish their altars, shatter their statues, and hew down their Asherahs.




 


  あなたは他の神を拝んではならない。主はその名を『ねたみ』と言って、ねたむ神だからである。 


 For thou shalt worship no other ùGod; for Jehovah -- Jealous is his name -- is a jealous ùGod;




 


  おそらくあなたはその国に住む者と契約を結び、彼らの神々を慕って姦淫を行い、その神々に犠牲をささげ、招かれて彼らの犠牲を食べ、 


 lest thou make a covenant with the inhabitants of the land, and then, when they go a whoring after their gods, and sacrifice unto their gods, thou be invited, and eat of their sacrifice,




 


  またその娘たちを、あなたのむすこたちにめとり、その娘たちが自分たちの神々を慕って姦淫を行い、また、あなたのむすこたちをして、彼らの神々を慕わせ、姦淫を行わせるに至るであろう。 


 and thou take of their daughters unto thy sons, and their daughters go a whoring after their gods, and make thy sons go a whoring after their gods.




 


  あなたは自分のために鋳物の神々を造ってはならない。 


 -- Thou shalt make thyself no molten gods.




 


  あなたは種入れぬパンの祭を守らなければならない。すなわち、わたしがあなたに命じたように、アビブの月の定めの時に、七日のあいだ、種入れぬパンを食べなければならない。あなたがアビブの月にエジプトを出たからである。 


 -- The feast of the unleavened bread shalt thou keep: seven days shalt thou eat unleavened bread, as I have commanded thee, at the appointed time of the month Abib; for in the month Abib thou camest out from Egypt.




 


  すべて初めに生れる者は、わたしのものである。すべてあなたの家畜のういごの雄は、牛も羊もそうである。 


 -- All that openeth the womb [is] mine; and all the cattle that is born a male, the firstling of ox and sheep.




 


  ただし、ろばのういごは小羊であがなわなければならない。もしあがなわないならば、その首を折らなければならない。あなたのむすこのうちのういごは、みなあがなわなければならない。むなし手でわたしの前に出てはならない。 


 But the firstling of an ass thou shalt ransom with a lamb; and if thou ransom [it] not, then shalt thou break its neck. All the first-born of thy sons thou shalt ransom; and none shall appear before me empty.




 


  あなたは六日のあいだ働き、七日目には休まなければならない。耕し時にも、刈入れ時にも休まなければならない。 


 -- Six days shalt thou work, but on the seventh day thou shalt rest; in ploughing time and in harvest thou shalt rest.




 


  あなたは七週の祭、すなわち小麦刈りの初穂の祭を行わなければならない。また年の終りに取り入れの祭を行わなければならない。 


 -- And thou shalt observe the feast of weeks, of the first-fruits of wheat-harvest, and the feast of ingathering at the turn of the year.




 


  年に三度、男子はみな主なる神、イスラエルの神の前に出なければならない。 


 Thrice in the year shall all thy males appear before the Lord Jehovah, the God of Israel.




 


  わたしは国々の民をあなたの前から追い払って、あなたの境を広くするであろう。あなたが年に三度のぼって、あなたの神、主の前に出る時には、だれもあなたの国を侵すことはないであろう。 


 For I will dispossess the nations before thee, and enlarge thy border, and no man shall desire thy land, when thou goest up to appear before the face of Jehovah thy God thrice in the year.




 


  あなたは犠牲の血を、種を入れたパンと共に供えてはならない。また過越の祭の犠牲を、翌朝まで残して置いてはならない。 


 -- Thou shalt not offer the blood of my sacrifice with leaven; neither shall the sacrifice of the feast of the passover be left over night until the morning.




 


  あなたの土地の初穂の最も良いものを、あなたの神、主の家に携えてこなければならない。あなたは子やぎをその母の乳で煮てはならない」。 


 -- The first of the first-fruits of thy land shalt thou bring into the house of Jehovah thy God. Thou shalt not boil a kid in its mother's milk.




 


  また主はモーセに言われた、「これらの言葉を書きしるしなさい。わたしはこれらの言葉に基いて、あなたおよびイスラエルと契約を結んだからである」。 


 And Jehovah said to Moses, Write thee these words; for after the tenor of these words have I made a covenant with thee and with Israel.




 


  モーセは主と共に、四十日四十夜、そこにいたが、パンも食べず、水も飲まなかった。そして彼は契約の言葉、十誡を板の上に書いた。 


 -- And he was there with Jehovah forty days and forty nights; he ate no bread, and drank no water. -- And he wrote on the tables the words of the covenant, the ten words.




 


  モーセはそのあかしの板二枚を手にして、シナイ山から下ったが、その山を下ったとき、モーセは、さきに主と語ったゆえに、顔の皮が光を放っているのを知らなかった。 


 And it came to pass, when Moses came down from mount Sinai -- and the two tables of testimony were in Moses' hand, when he came down from the mountain -- that Moses knew not that the skin of his face shone through his talking with him.




 


  アロンとイスラエルの人々とがみな、モーセを見ると、彼の顔の皮が光を放っていたので、彼らは恐れてこれに近づかなかった。 


 And Aaron and all the children of Israel saw Moses, and behold, the skin of his face shone; and they were afraid to come near him.




 


  モーセは彼らを呼んだ。アロンと会衆のかしらたちとがみな、モーセのもとに帰ってきたので、モーセは彼らと語った。 


 And Moses called to them; and they turned to him, -- Aaron and all the principal men of the assembly; and Moses talked with them.




 


  その後、イスラエルの人々がみな近よったので、モーセは主がシナイ山で彼に語られたことを、ことごとく彼らにさとした。 


 And afterwards, all the children of Israel came near; and he gave them in commandment all that Jehovah had spoken with him on mount Sinai.




 


  モーセは彼らと語り終えた時、顔おおいを顔に当てた。 


 And Moses ended speaking with them; and he had put on his face a veil.




 


  しかしモーセは主の前に行って主と語る時は、出るまで顔おおいを取り除いていた。そして出て来ると、その命じられた事をイスラエルの人人に告げた。 


 And when Moses went in before Jehovah to speak with him, he took the veil off, until he came out; and he came out, and spoke to the children of Israel what he was commanded.




 


  イスラエルの人々はモーセの顔を見ると、モーセの顔の皮が光を放っていた。モーセは行って主と語るまで、また顔おおいを顔に当てた。 


 And the children of Israel saw the face of Moses, that the skin of Moses' face shone; and Moses put the veil on his face again, until he went in to speak with him.
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  モーセはイスラエルの人々の全会衆を集めて言った、「これは主が行えと命じられた言葉である。 


 And Moses collected all the assembly of the children of Israel, and said to them, These are the things which Jehovah has commanded, to do them.




 


  六日の間は仕事をしなさい。七日目はあなたがたの聖日で、主の全き休みの安息日であるから、この日に仕事をする者はだれでも殺されなければならない。 


 Six days shall work be done, but on the seventh day there shall be to you a holy day, a sabbath of rest to Jehovah: whoever does work on it shall be put to death.




 


  安息日にはあなたがたのすまいのどこでも火をたいてはならない」。 


 Ye shall kindle no fire throughout your dwellings upon the sabbath day.




 


  モーセはイスラエルの人々の全会衆に言った、「これは主が命じられたことである。 


 And Moses spoke to all the assembly of the children of Israel, saying, This is the word which Jehovah has commanded, saying,




 


  あなたがたの持ち物のうちから、主にささげる物を取りなさい。すべて、心から喜んでする者は、主にささげる物を持ってきなさい。すなわち金、銀、青銅。 


 Take from among you a heave-offering to Jehovah: every one whose heart [is] willing, let him bring it, Jehovah's heave-offering -- gold, and silver, and copper,




 


  青糸、紫糸、緋糸、亜麻糸、やぎの毛糸。 


 and blue, and purple, and scarlet, and byssus, and goats' [hair],




 


  あかね染めの雄羊の皮、じゅごんの皮、アカシヤ材、 


 and rams' skins dyed red, and badgers' skins, and acacia-wood,




 


  ともし油、注ぎ油と香ばしい薫香とのための香料、 


 and oil for the light, and spices for the anointing oil, and for the incense of fragrant drugs;




 


  縞めのう、エポデと胸当とにはめる宝石。 


 and onyx stones, and stones to be set for the ephod, and for the breastplate.




 


  すべてあなたがたのうち、心に知恵ある者はきて、主の命じられたものをみな造りなさい。 


 And all who are wise-hearted among you shall come and make all that Jehovah has commanded:




 


  すなわち幕屋、その天幕と、そのおおい、その鉤と、その枠、その横木、その柱と、その座、 


 the tabernacle, its tent, and its covering, its clasps, and its boards, its bars, its pillars, and its bases;




 


  箱と、そのさお、贖罪所、隔ての垂幕、 


 the ark, and its staves; the mercy-seat, and the veil of separation;




 


  机と、そのさお、およびそのもろもろの器、供えのパン、 


 the table and its staves, and all its utensils, and the shewbread;




 


  また、ともしびのための燭台と、その器、ともしび皿と、ともし油、 


 and the lamp-stand for the light, and its utensils, and its lamps, and the oil for the light;




 


  香の祭壇と、そのさお、注ぎ油、香ばしい薫香、幕屋の入口のとばり、 


 and the altar of incense, and its staves; and the anointing-oil, and the incense of fragrant drugs; and the entrance-curtain at the entrance of the tabernacle;




 


  燔祭の祭壇およびその青銅の網、そのさおと、そのもろもろの器、洗盤と、その台、 


 the altar of burnt-offering, and the copper grating for it, its staves, and all its utensils; the laver and its stand;




 


  庭のあげばり、その柱とその座、庭の門のとばり、 


 the hangings of the court, its pillars, and its bases, and the curtains of the gate of the court;




 


  幕屋の釘、庭の釘およびそのひも、 


 the pegs of the tabernacle, and the pegs of the court, and their cords;




 


  聖所における務のための編物の服、すなわち祭司の務をなすための祭司アロンの聖なる服およびその子たちの服」。 


 the garments of service, to do service in the sanctuary, the holy garments for Aaron the priest, and the garments of his sons, to serve as priests.




 


  イスラエルの人々の全会衆はモーセの前を去り、 


 And all the assembly of the children of Israel departed from before Moses.




 


  すべて心に感じた者、すべて心から喜んでする者は、会見の幕屋の作業と、そのもろもろの奉仕と、聖なる服とのために、主にささげる物を携えてきた。 


 And they came, every one whose heart moved him, and every one whose spirit prompted him; they brought Jehovah's heave-offering for the work of the tent of meeting, and for all its service, and for the holy garments.




 


  すなわち、すべて心から喜んでする男女は、鼻輪、耳輪、指輪、首飾り、およびすべての金の飾りを携えてきた。すべて金のささげ物を主にささげる者はそのようにした。 


 And they came, both men and women; every one who was of willing heart brought nose-rings, and earrings, and rings, and bracelets, all kinds of utensils of gold: every man that waved a wave-offering of gold to Jehovah.




 


  すべて青糸、紫糸、緋糸、亜麻糸、やぎの毛糸、あかね染めの雄羊の皮、じゅごんの皮を持っている者は、それを携えてきた。 


 And every man with whom was found blue, and purple, and scarlet, and byssus, and goats' [hair], and rams' skins dyed red, and badgers' skins, brought [them].




 


  すべて銀、青銅のささげ物をささげることのできる者は、それを主にささげる物として携えてきた。また、すべて組立ての工事に用いるアカシヤ材を持っている者は、それを携えてきた。 


 All they that offered a heave-offering of silver and copper brought Jehovah's heave-offering. And every one with whom was found acacia-wood for all manner of work of the service, brought [it].




 


  また、すべて心に知恵ある女たちは、その手をもって紡ぎ、その紡いだ青糸、紫糸、緋糸、亜麻糸を携えてきた。 


 And every woman that was wise-hearted spun with her hands, and brought what she had spun: the blue, and the purple, and the scarlet, and the byssus.




 


  すべて知恵があって、心に感じた女たちは、やぎの毛を紡いだ。 


 And all the women whose heart moved them in wisdom spun goats' [hair].




 


  また、かしらたちは縞めのう、およびエポデと胸当にはめる宝石を携えてきた。 


 And the principal men brought the onyx stones, and the stones to be set, for the ephod, and for the breastplate;




 


  また、ともしびと、注ぎ油と、香ばしい薫香のための香料と、油とを携えてきた。 


 and the spice, and the oil for the light, and for the anointing oil, and for the incense of fragrant drugs.




 


  このようにイスラエルの人々は自発のささげ物を主に携えてきた。すなわち主がモーセによって、なせと命じられたすべての工作のために、物を携えてこようと、心から喜んでする男女はみな、そのようにした。 


 The children of Israel brought a voluntary offering to Jehovah, every man and woman whose heart prompted them to bring for all manner of work, which Jehovah, by the hand of Moses, had commanded to be done.




 


  モーセはイスラエルの人々に言った、「見よ、主はユダの部族に属するホルの子なるウリの子ベザレルを名ざして召し、 


 And Moses said to the children of Israel, See, Jehovah has called by name Bezaleel the son of Uri, the son of Hur, of the tribe of Judah,




 


  彼に神の霊を満たして、知恵と悟りと知識と諸種の工作に長ぜしめ、 


 and he has filled him with the spirit of God, in wisdom, in understanding, and in knowledge, and in all manner of workmanship,




 


  工夫を凝らして金、銀、青銅の細工をさせ、 


 and to devise artistic things: to work in gold, and in silver, and in copper,




 


  また宝石を切りはめ、木を彫刻するなど、諸種の工作をさせ、 


 and in cutting of stones, for setting, and in carving of wood, to execute all artistic work;




 


  また人を教えうる力を、彼の心に授けられた。彼とダンの部族に属するアヒサマクの子アホリアブとが、それである。 


 and he has put in his heart to teach, he and Aholiab, the son of Ahisamach, of the tribe of Dan:




 


  主は彼らに知恵の心を満たして、諸種の工作をさせられた。すなわち彫刻、浮き織および青糸、紫糸、緋糸、亜麻糸の縫取り、また機織など諸種の工作をさせ、工夫を凝らして巧みなわざをさせられた。 


 he has filled them with wisdom of heart, to work all manner of work of the engraver, and of the artificer, and of the embroiderer, in blue, and in purple, in scarlet, and in byssus, and of the weaver, [even] of them that do every kind of work, and of those that devise artistic work
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  ベザレルとアホリアブおよびすべて心に知恵ある者、すなわち主が知恵と悟りとを授けて、聖所の組立ての諸種の工事を、いかになすかを知らせられた者は、すべて主が命じられたようにしなければならない」。 


 Then wrought Bezaleel and Aholiab, and every man that was wise-hearted, in whom Jehovah had put wisdom and understanding to know how to work all manner of work of the service of the sanctuary -- according to all that Jehovah had commanded.




 


  そこで、モーセはベザレルとアホリアブおよびすべて心に知恵ある者、すなわち、その心に主が知恵を授けられた者、またきて、その工事をなそうと心に望むすべての者を召し寄せた。 


 And Moses called Bezaleel and Aholiab, and every man that was wise-hearted, in whose heart God had put wisdom, every one whose heart moved him to come to the work to do it.




 


  彼らは聖所の組立ての工事をするために、イスラエルの人々が携えてきたもろもろのささげ物を、モーセから受け取ったが、民はなおも朝ごとに、自発のささげ物を彼のもとに携えてきた。 


 And they took from Moses every heave-offering that the children of Israel had brought for the work of the service of the sanctuary, to make it. And they still brought him voluntary offerings morning by morning.




 


  そこで聖所のもろもろの工事をする賢い人々はみな、おのおのしていた工事をやめて、 


 And all the wise men that wrought all the work of the sanctuary came, every man from his work which they wrought,




 


  モーセに言った「民があまりに多く携えて来るので、主がせよと命じられた組立ての工事には余ります」。 


 and spoke to Moses, saying, The people bring much more than enough for the service of the work that Jehovah commanded to be done.




 


  モーセは命令を発し、宿営中にふれさせて言った、「男も女も、もはや聖所のために、ささげ物をするに及ばない」。それで民は携えて来ることをやめた。 


 Then Moses gave commandment, and they caused it to be proclaimed through the camp, saying, Let neither man nor woman make any more work for the heave-offering of the sanctuary! So the people were restrained from bringing;




 


  材料はすべての工事をするのにじゅうぶんで、かつ余るからである。 


 for the work they had was sufficient for all the work to do it, and it was too much.




 


  すべて工作をする者のうちの心に知恵ある者は、十枚の幕で幕屋を造った。すなわち亜麻の撚糸、青糸、紫糸、緋糸で造り、巧みなわざをもって、それにケルビムを織り出した。 


 And every wise-hearted man among those that wrought the work of the tabernacle made ten curtains of twined byssus, and blue, and purple, and scarlet: [with] cherubim of artistic work did he make them.




 


  幕の長さは、おのおの二十八キュビト、幕の幅は、おのおの四キュビトで、幕はみな同じ寸法である。 


 The length of one curtain was twenty-eight cubits, and the breadth of one curtain four cubits -- one measure for all the curtains.




 


  その幕五枚を互に連ね合わせ、また他の五枚の幕をも互に連ね合わせ、 


 And he coupled five of the curtains one to another, and [the other] five curtains coupled he one to another.




 


  その一連の端にある幕の縁に青色の乳をつけ、他の一連の端にある幕の縁にも、そのようにした。 


 And he made loops of blue on the edge of one curtain at the edge of the coupling; he did likewise in the edge of the outermost curtain in the other coupling.




 


  その一枚の幕に乳五十をつけ、他の一連の幕の端にも、乳五十をつけた。その乳を互に相向かわせた。 


 He made fifty loops in one curtain, and he made fifty loops at the end of the curtain that was in the other coupling: the loops were opposite to one another.




 


  そして金の輪五十を作り、その輪で、幕を互に連ね合わせたので、一つの幕屋になった。 


 And he made fifty clasps of gold, and coupled the curtains together with the clasps, so that the tabernacle became one.




 


  また、やぎの毛糸で幕を作り、幕屋をおおう天幕にした。すなわち幕十一枚を作った。 


 And he made curtains of goats' [hair] for the tent over the tabernacle: eleven curtains did he make them.




 


  おのおのの幕の長さは三十キュビト、おのおのの幕の幅は四キュビトで、その十一枚の幕は同じ寸法である。 


 The length of one curtain was thirty cubits, and four cubits the breadth of one curtain -- one measure for the eleven curtains.




 


  そして、その幕五枚を一つに連ね合わせ、また、その幕六枚を一つに連ね合わせ、 


 And he coupled five of the curtains by themselves, and six of the curtains by themselves.




 


  その一連の端にある幕の縁に、乳五十をつけ、他の一連の幕の縁にも、乳五十をつけた。 


 And he made fifty loops on the edge of the outermost curtain in the coupling, and fifty loops made he on the edge of the curtain in the other coupling.




 


  そして、青銅の輪五十を作り、その天幕を連ね合わせて一つにした。 


 And he made fifty clasps of copper to couple the tent, that it might be one.




 


  また、あかね染めの雄羊の皮で、天幕のおおいと、じゅごんの皮で、その上にかけるおおいとを作った。 


 And he made a covering for the tent [of] rams' skins dyed red, and a covering of badgers' skins above [that].




 


  また幕屋のためにアカシヤ材をもって、立枠を造った。 


 And he made the boards for the tabernacle of acacia-wood, standing up;




 


  枠の長さは十キュビト、枠の幅は、おのおの一キュビト半とし、 


 ten cubits the length of the boards, and one cubit and a half the breadth of one board;




 


  枠ごとに二つの柄を造って、かれとこれとをくい合わせ、幕屋のすべての枠にこのようにした。 


 two tenons in one board, connected one with the other: thus did he make for all the boards of the tabernacle.




 


  幕屋のために枠を造った。すなわち南側のために枠二十を造った。 


 And he made the boards for the tabernacle: twenty boards for the south side southward;




 


  その二十の枠の下に銀の座四十を造って、この枠の下に、その二つの柄のために二つの座を置き、かの枠の下にも、その二つの柄のために二つの座を置いた。 


 and he made forty bases of silver under the twenty boards, two bases under one board, for its two tenons, and two bases under another board for its two tenons.




 


  また幕屋の他の側、すなわち北側のためにも枠二十を造った。 


 And for the other side of the tabernacle, on the side toward the north, he made twenty boards,




 


  その銀の座四十を造って、この枠の下にも二つの座を置き、かの枠の下にも二つの座を置いた。 


 and their forty bases of silver, two bases under one board, and two bases under another board.




 


  また幕屋のうしろ、西側のために枠六つを造り、 


 And at the rear of the tabernacle, westward, he made six boards;




 


  幕屋のうしろの二つのすみのために枠二つを造った。 


 and he made two boards for the corners of the tabernacle at the rear;




 


  これらは、下で重なり合い、同じくその頂でも第一の環まで重なり合うようにし、その二つとも二つのすみのために、そのように造った。 


 and they were joined beneath, and were coupled together at the top thereof into one ring: thus he did to both of them in both the corners;




 


  こうして、その枠は八つ、その銀の座は十六、おのおのの枠の下に、二つずつ座があった。 


 and there were eight boards, and their silver bases: sixteen bases, under every board two bases.




 


  またアカシヤ材の横木を造った。すなわち幕屋のこの側の枠のために五つ、 


 -- And he made bars of acacia-wood: five for the boards of the one side of the tabernacle,




 


  また幕屋のかの側の枠のために横木五つ、幕屋のうしろの西側の枠のために横木五つを造った。 


 and five bars for the boards of the other side of the tabernacle, and five bars for the boards of the tabernacle at the rear, westward.




 


  枠のまん中にある中央の横木は、端から端まで通るようにした。 


 And he made the middle bar in the midst of the boards reach from one end to the other.




 


  そして、その枠を金でおおい、また横木を通すその環を金で造り、またその横木を金でおおった。 


 And he overlaid the boards with gold; and made their rings of gold [as] receptacles for the bars; and overlaid the bars with gold.




 


  また青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で、垂幕を作り、巧みなわざをもって、それにケルビムを織り出した。 


 And he made the veil of blue, and purple, and scarlet, and twined byssus: of artistic work he made it [with] cherubim.




 


  また、これがためにアカシヤ材の柱四本を作り、金でこれをおおい、その鉤を金にし、その柱のために銀の座四つを鋳た。 


 And he made four pillars of acacia[-wood] for it, and overlaid them with gold; their hooks were of gold; and he cast for them four bases of silver.




 


  また幕屋の入口のために青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で、色とりどりに織ったとばりを作った。 


 And he made a curtain for the entrance of the tent of blue, and purple, and scarlet, and twined byssus, of embroidery;




 


  その柱五本と、その鉤とを造り、その柱の頭と桁とを金でおおった。ただし、その五つの座は青銅であった。 


 and its five pillars with their hooks; and he overlaid their capitals and their connecting-rods with gold; and their five bases were of copper.
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  ベザレルはアカシヤ材の箱を造った。長さは二キュビト半、幅は一キュビト半、高さは一キュビト半である。 


 And Bezaleel made the ark of acacia-wood; two cubits and a half the length thereof, and a cubit and a half the breadth thereof, and a cubit and a half the height thereof.




 


  純金で、内そとをおおい、その周囲に金の飾り縁を造った。 


 And he overlaid it with pure gold inside and outside, and made a border of gold upon it round about.




 


  また金の環四つを鋳て、その四すみに取りつけた。すなわち二つの環をこちら側に、二つの環をあちら側に取りつけた。 


 And he cast for it four rings of gold, for its four corners: two rings on the one side of it, and two rings on the other side of it.




 


  またアカシヤ材のさおを造り、金でこれをおおい、 


 And he made staves of acacia-wood and overlaid them with gold.




 


  そのさおを箱の側面の環に通して、箱をかつぐようにした。 


 And he put the staves into the rings on the sides of the ark, to carry the ark.




 


  また純金で贖罪所を造った。長さは二キュビト半、幅は一キュビト半である。 


 -- And he made a mercy-seat of pure gold; two cubits and a half the length thereof, and one cubit and a half the breadth thereof.




 


  また金で、二つのケルビムを造った。すなわち、これを打物造りとし、贖罪所の両端に置いた。 


 And he made two cherubim of gold; of beaten work did he make them, at the two ends of the mercy-seat;




 


  一つのケルブをこの端に、一つのケルブをかの端に置いた。すなわちケルビムを贖罪所の一部として、その両端に造った。 


 one cherub at the end of one side, and one cherub at the end of the other side; out of the mercy-seat he made the two cherubim at the two ends thereof.




 


  ケルビムは翼を高く伸べ、その翼で贖罪所をおおい、顔は互に向かい合った。すなわちケルビムの顔は贖罪所に向かっていた。 


 And the cherubim spread out [their] wings over it, covering over with their wings the mercy-seat; and their faces were opposite to one another: the faces of the cherubim were [turned] toward the mercy-seat.




 


  またアカシヤ材で、机を造った。長さは二キュビト、幅は一キュビト、高さは一キュビト半である。 


 And he made the table of acacia-wood; two cubits the length thereof, and a cubit the breadth thereof, and a cubit and a half the height thereof.




 


  純金でこれをおおい、その周囲に金の飾り縁を造った。 


 And he overlaid it with pure gold, and made upon it a border of gold round about.




 


  またその周囲に手幅の棧を造り、その周囲の棧に金の飾り縁を造った。 


 And he made for it a margin of a hand-breadth round about; and made a border of gold for the margin thereof round about.




 


  またこれがために金の環四つを鋳て、その四つの足のすみ四か所にその環を取りつけた。 


 And he cast for it four rings of gold, and put the rings on the four corners that were on the four feet thereof.




 


  その環は棧のわきにあって、机をかつぐさおを入れる所とした。 


 Close to the margin were the rings, as receptacles of the staves to carry the table.




 


  またアカシヤ材で、机をかつぐさおを造り、金でこれをおおった。 


 And he made the staves of acacia-wood, and overlaid them with gold, to carry the table.




 


  また机の上の器、すなわちその皿、乳香を盛る杯および灌祭を注ぐための鉢と瓶とを純金で造った。 


 And he made the utensils that were on the table, the dishes thereof, and the cups thereof, and the bowls thereof, and the goblets with which to pour out, of pure gold.




 


  また純金の燭台を造った。すなわち打物造りで燭台を造り、その台、幹、萼、節、花を一つに連ねた。 


 And he made the candlestick of pure gold; [of] beaten work he made the candlestick: its base, and its shaft, its cups, its knobs, and its flowers were of itself.




 


  また六つの枝をそのわきから出させた。すなわち燭台の三つの枝をこの側から、燭台の三つの枝をかの側から出させた。 


 And six branches went out of the sides thereof -- three branches of the candlestick out of the one side thereof, and three branches of the candlestick out of the other side thereof;




 


  あめんどうの花の形をした三つの萼が、節と花とをもって、この枝にあり、また、あめんどうの花の形をした三つの萼が、節と花とをもって、かの枝にあり、燭台から出る六つの枝をみなそのようにした。 


 [there were] three cups shaped like almonds in the one branch, a knob and a flower; and three cups shaped like almonds in the other branch, a knob and a flower: so in the six branches which went out of the candlestick.




 


  また燭台の幹には、あめんどうの花の形をした四つの萼を、その節と花とをもたせて取りつけた。 


 And in the candlestick were four cups, shaped like almonds, its knobs, and its flowers;




 


  また二つの枝の下に一つの節を取りつけ、次の二つの枝の下に一つの節を取りつけ、さらに次の二つの枝の下に一つの節を取りつけ、燭台の幹から出る六つの枝に、みなそのようにした。 


 and a knob under two branches thereof, and [again] a knob under two branches thereof, and [again] a knob under two branches thereof, for the six branches which went out of it.




 


  それらの節と枝を一つに連ね、ことごとく純金の打物造りとした。 


 Their knobs and their branches were of itself -- all of one beaten work of pure gold.




 


  また、それのともしび皿七つと、その芯切りばさみと、芯取り皿とを純金で造った。 


 And he made the seven lamps thereof, and the snuffers thereof, and the snuff-trays thereof, of pure gold.




 


  すなわち純金一タラントをもって、燭台とそのすべての器とを造った。 


 Of a talent of pure gold he made it, and all its utensils.




 


  またアカシヤ材で香の祭壇を造った。長さ一キュビト、幅一キュビトの四角にし、高さ二キュビトで、これにその一部として角をつけた。 


 And he made the altar of incense of acacia-wood; a cubit the length thereof, and a cubit the breadth thereof, square, and two cubits the height thereof: its horns were of itself.




 


  そして、その頂、その周囲の側面、その角を純金でおおい、その周囲に金の飾り縁を造った。 


 And he overlaid it with pure gold, the top thereof, and the sides thereof round about, and the horns thereof; and made upon it a border of gold round about.




 


  また、その両側に、飾り縁の下に金の環二つを、そのために造った。すなわちその二つの側にこれを造った。これはそれをかつぐさおを通す所である。 


 And he made two rings of gold for it under its border, by its two corners, on the two sides thereof, as receptacles for the staves with which to carry it.




 


  そのさおはアカシヤ材で造り、金でこれをおおった。 


 And he made the staves of acacia-wood, and overlaid them with gold.




 


  また香料を造るわざにしたがって、聖なる注ぎ油と純粋の香料の薫香とを造った。 


 And he made the holy anointing oil, and the pure incense of fragrant drugs, according to the work of the perfumer.
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  またアカシヤ材で燔祭の祭壇を造った。長さ五キュビト、幅五キュビトの四角で、高さは三キュビトである。 


 And he made the altar of burnt-offering of acacia-wood; five cubits the length thereof, and five cubits the breadth thereof, square, and three cubits the height thereof.




 


  その四すみの上に、その一部とし、それの角を造り、青銅で祭壇をおおった。 


 And he made its horns on the four corners thereof; its horns were of itself; and he overlaid it with copper.




 


  また祭壇のもろもろの器、すなわち、つぼ、十能、鉢、肉叉、火皿を造った。そのすべての器を青銅で造った。 


 And he made all the utensils of the altar: the pots, and the shovels, and the bowls, the forks, and the firepans; all its utensils made he of copper.




 


  また祭壇のために、青銅の網細工の格子を造り、これを祭壇の出張りの下に取りつけて、祭壇の高さの半ばに達するようにした。 


 And he made for the altar a grating of network of copper under its ledge from beneath, to the very middle of it.




 


  また青銅の格子の四すみのために、環四つを鋳て、さおを通す所とした。 


 And he cast four rings for the four corners of the grating of copper, as receptacles for the staves.




 


  アカシヤ材で、そのさおを造り、青銅でこれをおおい、 


 And he made the staves of acacia-wood, and overlaid them with copper.




 


  そのさおを祭壇の両側にある環に通して、それをかつぐようにした。祭壇は板をもって、空洞に造った。 


 And he put the staves into the rings on the sides of the altar, with which to carry it. Hollow with boards did he make it.




 


  また洗盤と、その台を青銅で造った。すなわち会見の幕屋の入口で務をなす女たちの鏡をもって造った。 


 And he made the laver of copper, and its stand of copper, of the mirrors of the crowds of women who crowded before the entrance of the tent of meeting.




 


  また庭を造った。その南側のために百キュビトの亜麻の撚糸の庭のあげばりを設けた。 


 And he made the court. On the south side southward, the hangings of the court were of twined byssus, a hundred cubits;




 


  その柱は二十、その柱の二十の座は青銅で、その柱の鉤と桁は銀とした。 


 their pillars twenty, and their bases twenty, of copper; the hooks of the pillars and their connecting-rods of silver.




 


  また北側のためにも百キュビトのあげばりを設けた。その柱二十、その柱の二十の座は青銅で、その柱の鉤と桁は銀とした。 


 And on the north side, a hundred cubits; their pillars twenty, and their bases twenty, of copper; the hooks of the pillars and their connecting-rods of silver.




 


  また西側のために、五十キュビトのあげばりを設けた。その柱は十、その座も十で、その柱の鉤と桁は銀とした。 


 And on the west side, hangings of fifty cubits; their pillars ten, and their bases ten; the hooks of the pillars and their connecting-rods of silver.




 


  また東側のためにも、五十キュビトのあげばりを設けた。 


 And for the east side, eastward, fifty cubits;




 


  その一方に十五キュビトのあげばりを設けた。その柱は三つ、その座も三つ。 


 the hangings on the one wing of fifteen cubits, their pillars three, and their bases three;




 


  また他の一方にも、同じようにした。すなわち庭の門のこなたかなたともに、十五キュビトのあげばりを設けた。その柱は三つ、その座も三つ。 


 and on the other wing, on this side as on that side of the gate of the court, hangings of fifteen cubits, their pillars three, and their bases three.




 


  庭の周囲のあげばりはみな亜麻の撚糸である。 


 All the hangings of the court round about were of twined byssus;




 


  柱の座は青銅、柱の鉤と桁とは銀、柱の頭のおおいも銀である。庭の柱はみな銀の桁で連ねた。 


 and the bases of the pillars of copper, the hooks of the pillars and their connecting-rods of silver, and the overlaying of their capitals of silver; and all the pillars of the court were fastened together with [rods of] silver.




 


  庭の門のとばりは青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で、色とりどりに織ったものであった。長さは二十キュビト、幅なる高さは五キュビトで、庭のあげばりと等しかった。 


 -- And the curtain of the gate of the court was of embroidery of blue, and purple, and scarlet, and twined byssus; and the length was twenty cubits, and the height like the breadth, five cubits, just as the hangings of the court;




 


  その柱は四つ、その座も四つで、ともに青銅。その鉤は銀、柱の頭のおおいと桁は銀である。 


 and their pillars four, and their bases four, of copper; their hooks of silver, and the overlaying of their capitals and their connecting-rods of silver.




 


  ただし、幕屋および、その周囲の庭の釘はみな青銅であった。 


 And all the pegs for the tabernacle and for the court round about were of copper.




 


  幕屋、すなわちあかしの幕屋に用いた物の総計は次のとおりである。すなわちモーセの命に従い、祭司アロンの子イタマルがレビびとを用いて量ったものである。 


 These are the things numbered of the tabernacle, the tabernacle of the testimony, which were counted, according to the commandment of Moses, by the service of the Levites, under the hand of Ithamar, son of Aaron the priest.




 


  ユダの部族に属するホルの子なるウリの子ベザレルは、主がモーセに命じられた事をことごとくした。 


 And Bezaleel the son of Uri, the son of Hur, of the tribe of Judah, made all that Jehovah had commanded Moses;




 


  ダンの部族に属するアヒサマクの子アホリアブは彼と共にあって彫刻、浮き織をなし、また青糸、紫糸、緋糸、亜麻糸で、縫取りをする者であった。 


 and with him Aholiab, son of Ahisamach, of the tribe of Dan, an engraver and artificer, and an embroiderer in blue, and in purple, and in scarlet, and in byssus.




 


  聖所のもろもろの工作に用いたすべての金、すなわち、ささげ物なる金は聖所のシケルで、二十九タラント七百三十シケルであった。 


 All the gold that it took for the work in all the work of the sanctuary -- the gold of the wave-offering, was twenty-nine talents, and seven hundred and thirty shekels, according to the shekel of the sanctuary.




 


  会衆のうちの数えられた者のささげた銀は聖所のシケルで、百タラント千七百七十五シケルであった。 


 And the silver of them that were numbered of the assembly was a hundred talents, and a thousand seven hundred and seventy-five shekels, according to the shekel of the sanctuary:




 


  これはひとり当り一ベカ、すなわち聖所のシケルの半シケルであって、すべて二十歳以上で数えられた者が六十万三千五百五十人であったからである。 


 a bekah the head -- half a shekel, according to the shekel of the sanctuary, for every one that passed the numbering from twenty years old and upward, [of] the six hundred and three thousand five hundred and fifty.




 


  聖所の座と垂幕の座とを鋳るために用いた銀は百タラントであった。すなわち百座につき百タラント、一座につき一タラントである。 


 And there were a hundred talents of silver for casting the bases of the sanctuary, and the bases of the veil; a hundred bases of a hundred talents, a talent for a base.




 


  また千七百七十五シケルで柱の鉤を造り、また柱の頭をおおい、柱のために桁を造った。 


 And of the thousand seven hundred and seventy-five [shekels] he made the hooks for the pillars, and overlaid their capitals, and fastened them [with rods].




 


  ささげ物なる青銅は七十タラント二千四百シケルであった。 


 And the copper of the wave-offering was seventy talents, and two thousand four hundred shekels.




 


  これを用いて会見の幕屋の入口の座、青銅の祭壇と、それにつく青銅の格子、および祭壇のもろもろの器を造った。 


 And he made with it the bases for the entrance of the tent of meeting, and the copper altar, and the copper grating for it, and all the utensils of the altar.




 


  また庭の周囲の座、庭の門の座、および幕屋のもろもろの釘と、庭の周囲のもろもろの釘を造った。 


 And the bases of the court round about, and the bases of the gate of the court, and all the pegs of the tabernacle, and all the pegs of the court round about.
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  彼らは青糸、紫糸、緋糸で、聖所の務のための編物の服を作った。またアロンのために聖なる服を作った。主がモーセに命じられたとおりである。 


 And of the blue and purple and scarlet they made garments of service, for service in the sanctuary, and made the holy garments for Aaron; as Jehovah had commanded Moses.




 


  また金糸、青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸でエポデを作った。 


 And he made the ephod of gold, blue, and purple, and scarlet, and twined byssus.




 


  また金を打ち延べて板とし、これを切って糸とし、青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸に交えて、巧みな細工とした。 


 And they beat the gold into thin plates, and cut it [into] wires, to work it artistically into the blue, and into the purple, and into the scarlet, and into the byssus.




 


  また、これがために肩ひもを作ってこれにつけ、その両端でこれにつけた。 


 They made shoulder-pieces for it, joining it: at its two ends was it joined together.




 


  エポデの上で、これをつかねる帯は、同じきれで、同じように、金糸、青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で作った。主がモーセに命じられたとおりである。 


 And the girdle of his ephod, which was on it, was of the same, according to its work, of gold, blue, and purple, and scarlet, and twined byssus; as Jehovah had commanded Moses.




 


  また、縞めのうを細工して、金糸の編細工にはめ、これに印を彫刻するように、イスラエルの子たちの名を刻み、 


 And they wrought the onyx stones mounted in enclosures of gold, engraved with the engravings of a seal, according to the names of the sons of Israel.




 


  これをエポデの肩ひもにつけて、イスラエルの子たちの記念の石とした。主がモーセに命じられたとおりである。 


 And he put them on the shoulder-pieces of the ephod, [as] stones of memorial for the children of Israel; as Jehovah had commanded Moses.




 


  また胸当を巧みなわざをもって、エポデの作りのように作った。すなわち金糸、青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で作った。 


 And he made the breastplate of artistic work, like the work of the ephod, of gold, blue, and purple, and scarlet, and twined byssus.




 


  胸当は二つに折って四角にした。すなわち二つに折って、長さを一指当りとし、幅も一指当りとした。 


 It was square; double did they make the breastplate, a span the length thereof, and a span the breadth thereof, doubled.




 


  その中に宝石四列をはめた。すなわち、紅玉髄、貴かんらん石、水晶の列を第一列とし、 


 And they set in it four rows of stones: [one] row, a sardoin, a topaz, and an emerald -- the first row;




 


  第二列は、ざくろ石、るり、赤縞めのう、 


 and the second row, a carbuncle, a sapphire, and a diamond;




 


  第三列は黄水晶、めのう、紫水晶、 


 and the third row, an opal, an agate, and an amethyst;




 


  第四列は黄碧玉、縞めのう、碧玉であって、これらを金の編細工の中にはめ込んだ。 


 and the fourth row, a chrysolite, an onyx, and a jasper; mounted in enclosures of gold in their settings.




 


  その宝石はイスラエルの子たちの名にしたがい、その名と等しく十二とし、おのおの印の彫刻のように、十二部族のためにその名を刻んだ。 


 And the stones were according to the names of the children of Israel, twelve, according to their names, engraved as a seal, every one according to his name, for the twelve tribes.




 


  またひも細工にねじた純金のくさりを胸当につけた。 


 And they made on the breastplate chains of laced work of wreathen work, of pure gold.




 


  また金の二つの編細工と、二つの金の環とを作り、その二つの環を胸当の両端につけた。 


 And they made two settings of gold, and two gold rings, and put the two rings on the two ends of the breastplate.




 


  かの二筋の金のひもを胸当の端の二つの環につけた。 


 And they put the two wreathen [cords] of gold in the two rings on the ends of the breastplate;




 


  ただし、その二筋のひもの他の両端を、かの二つの編細工につけ、エポデの肩ひもにつけて前にくるようにした。 


 and the two ends of the two wreathen [cords] they fastened to the two settings, and put them on the shoulder-pieces of the ephod, on the front thereof.




 


  また二つの金の環を作って、これを胸当の両端につけた。すなわちエポデに接する内側の縁にこれをつけた。 


 And they made two rings of gold, and put [them] on the two ends of the breastplate, on the border thereof, which faceth the ephod inwards.




 


  また金の環二つを作って、これをエポデの二つの肩ひもの下の部分につけ、前の方で、そのつなぎ目に近く、エポデの帯の上の方にくるようにした。 


 And they made two rings of gold, and put them upon the two shoulder-pieces of the ephod underneath, to the front thereof, just by the coupling thereof, above the girdle of the ephod.




 


  胸当は青ひもをもって、その環をエポデの環に結びつけ、エポデの帯の上の方にくるようにした。こうして、胸当がエポデから離れないようにした。主がモーセに命じられたとおりである。 


 And they bound the breastplate with its rings to the rings of the ephod with lace of blue, that it might be above the girdle of the ephod, and that the breastplate might not be loosed from the ephod; as Jehovah had commanded Moses.




 


  またエポデに属する上服は、すべて青地の織物で作った。 


 And he made the cloak of the ephod of woven work, all of blue;




 


  上服の口はそのまん中にあって、その口の周囲には、よろいのえりのように縁をつけて、ほころびないようにした。 


 and the opening of the cloak in its middle, as the opening of a coat of mail; a binding was round about the opening, that it should not rend.




 


  上服のすそには青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で、ざくろを作りつけ、 


 And they made on the skirts of the cloak pomegranates of blue and purple and scarlet, twined.




 


  また純金で鈴を作り、その鈴を上服のすその周囲の、ざくろとざくろとの間につけた。 


 And they made bells of pure gold, and put the bells between the pomegranates, in the skirts of the cloak, round about, between the pomegranates:




 


  すなわち鈴にざくろ、鈴にざくろと、務の上服のすその周囲につけた。主がモーセに命じられたとおりである。 


 a bell and a pomegranate, a bell and a pomegranate, in the skirts of the cloak round about, for service; as Jehovah had commanded Moses.




 


  またアロンとその子たちのために、亜麻糸で織った下服を作り、 


 And they made the vests of byssus of woven work, for Aaron, and for his sons;




 


  亜麻布で帽子を作り、亜麻布で麗しい頭布を作り、亜麻の撚糸の布で、下ばきを作り、 


 and the turban of byssus; and the ornamental caps, of byssus; and the linen trousers, of twined byssus;




 


  亜麻の撚糸および青糸、紫糸、緋糸で、色とりどりに織った帯を作った。主がモーセに命じられたとおりである。 


 and the girdle, of twined byssus, and blue, and purple, and scarlet, of embroidery; as Jehovah had commanded Moses.




 


  また純金をもって、聖なる冠の前板を作り、印の彫刻のように、その上に「主に聖なる者」という文字を書き、 


 And they made the thin plate, the holy diadem, of pure gold, and wrote on it with the writing of the engravings of a seal, Holiness to Jehovah!




 


  これに青ひもをつけて、それを帽子の上に結びつけた。主がモーセに命じられたとおりである。 


 And they fastened to it a lace of blue, to fasten [it] on the turban above; as Jehovah had commanded Moses.




 


  こうして会見の天幕なる幕屋の、もろもろの工事が終った。イスラエルの人々はすべて主がモーセに命じられたようにおこなった。 


 And all the labour of the tabernacle of the tent of meeting was ended; and the children of Israel had done [it] according to all that Jehovah had commanded Moses -- so had they done [it].




 


  彼らは幕屋と天幕およびそのもろもろの器をモーセのもとに携えてきた。すなわち、その鉤、その枠、その横木、その柱、その座、 


 And they brought the tabernacle to Moses -- the tent, and all its utensils, its clasps, its boards, its bars, and its pillars, and its bases;




 


  あかね染めの雄羊の皮のおおい、じゅごんの皮のおおい、隔ての垂幕、 


 and the covering of rams' skins dyed red, and the covering of badgers' skins, and the veil of separation;




 


  あかしの箱と、そのさお、贖罪所、 


 the ark of the testimony, and its staves, and the mercy-seat;




 


  机と、そのもろもろの器、供えのパン、 


 the table, all its utensils, and the shewbread;




 


  純金の燭台と、そのともしび皿、すなわち列に並べるともしび皿と、そのもろもろの器、およびそのともし油、 


 the pure candlestick, its lamps, the lamps set in order, and all its utensils, and the oil for the light;




 


  金の祭壇、注ぎ油、香ばしい薫香、幕屋の入口のとばり、 


 and the golden altar, and the anointing oil, and the incense of fragrant drugs; and the curtain for the entrance of the tent;




 


  青銅の祭壇、その青銅の格子と、そのさお、およびそのもろもろの器、洗盤とその台、 


 the copper altar, and the copper grating that was for it, its staves and all its utensils; the laver and its stand;




 


  庭のあげばり、その柱とその座、庭の門のとばり、そのひもとその釘、また会見の天幕の幕屋に用いるもろもろの器、 


 the hangings of the court, its pillars, and its bases; and the curtain for the gate of the court, its cords, and its pegs; and all the vessel's of service of the tabernacle, for the tent of meeting;




 


  聖所で務をなす編物の服、すなわち祭司の務をなすための祭司アロンの聖なる服およびその子たちの服。 


 the garments of service, for service in the sanctuary; the holy garments for Aaron the priest, and his sons' garments, to serve as priests.




 


  イスラエルの人々は、すべて主がモーセに命じられたように、そのすべての工事をした。 


 According to all that Jehovah had commanded Moses, so had the children of Israel done all the labour.




 


  モーセがそのすべての工事を見ると、彼らは主が命じられたとおりに、それをなしとげていたので、モーセは彼らを祝福した。 


 And Moses saw all the work, and behold, they had done it as Jehovah had commanded -- so had they done [it]; and Moses blessed them.
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  主はモーセに言われた。 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「正月の元日にあなたは会見の天幕なる幕屋を建てなければならない。 


 On the day of the first month, on the first of the month, shalt thou set up the tabernacle of the tent of meeting.




 


  そして、その中にあかしの箱を置き、垂幕で、箱を隔て隠し、 


 And thou shalt put in it the ark of the testimony, and shalt cover the ark with the veil.




 


  また、机を携え入れ、それに並べるものを並べ、燭台を携え入れて、そのともしびをともさなければならない。 


 And thou shalt bring in the table, and set in order the things that are to be set in order upon it. And thou shalt bring in the candlestick and light its lamps.




 


  あなたはまた金の香の祭壇を、あかしの箱の前にすえ、とばりを幕屋の入口にかけなければならない。 


 And thou shalt set the golden altar for the incense before the ark of the testimony; and hang up the curtain of the entrance to the tabernacle.




 


  また燔祭の祭壇を会見の天幕なる幕屋の入口の前にすえ、 


 And thou shalt set the altar of burnt-offering before the entrance of the tabernacle of the tent of meeting.




 


  洗盤を会見の天幕と祭壇との間にすえて、これに水を入れなければならない。 


 And thou shalt set the laver between the tent of meeting and the altar, and shalt put water in it.




 


  また周囲に庭を設け、庭の門にとばりをかけなければならない。 


 And thou shalt fix the court round about, and hang up the curtain at the gate of the court.




 


  そして注ぎ油をとって、幕屋とその中のすべてのものに注ぎ、それとそのもろもろの器とを聖別しなければならない、こうして、それは聖となるであろう。 


 And thou shalt take the anointing oil, and anoint the tabernacle, and all that is in it, and shalt hallow it, and all its utensils; and it shall be holy.




 


  あなたはまた燔祭の祭壇と、そのすべての器に油を注いで、その祭壇を聖別しなければならない。こうして祭壇は、いと聖なるものとなるであろう。 


 And thou shalt anoint the altar of burnt-offering, and all its utensils; and thou shalt hallow the altar, and the altar shall be most holy.




 


  また洗盤と、その台とに油を注いで、これを聖別し、 


 And thou shalt anoint the laver and its stand, and hallow it.




 


  アロンとその子たちを会見の幕屋の入口に連れてきて、水で彼らを洗い、 


 And thou shalt bring Aaron and his sons near, at the entrance of the tent of meeting, and bathe them with water.




 


  アロンに聖なる服を着せ、これに油を注いで聖別し、祭司の務をさせなければならない。 


 And thou shalt clothe Aaron with the holy garments, and anoint him, and hallow him, that he may serve me as priest.




 


  また彼の子たちを連れてきて、これに服を着せ、 


 And thou shalt bring his sons near, and clothe them with vests.




 


  その父に油を注いだように、彼らにも油を注いで、祭司の務をさせなければならない。彼らが油そそがれることは、代々ながく祭司職のためになすべきことである」。 


 And thou shalt anoint them, as thou didst anoint their father, that they may serve me as priests. And their anointing shall be to them an everlasting priesthood throughout their generations.




 


  モーセはそのように行った。すなわち主が彼に命じられたように行った。 


 And Moses did so: as Jehovah had commanded him, so did he.




 


  第二年の正月になって、その月の元日に幕屋は建った。 


 And it came to pass in the first month in the second year, on the first of the month, that the tabernacle was set up.




 


  すなわちモーセは幕屋を建て、その座をすえ、その枠を立て、その横木をさし込み、その柱を立て、 


 And Moses set up the tabernacle, and put in its bases, and fixed its boards, and put in its bars, and set up its pillars.




 


  幕屋の上に天幕をひろげ、その上に天幕のおおいをかけた。主がモーセに命じられたとおりである。 


 And he spread the tent over the tabernacle, and put the covering of the tent above over it; as Jehovah had commanded Moses.




 


  彼はまたあかしの板をとって箱に納め、さおを箱につけ、贖罪所を箱の上に置き、 


 And he took and put the testimony into the ark, and put the staves in the ark, and put the mercy-seat above on the ark.




 


  箱を幕屋に携え入れ、隔ての垂幕をかけて、あかしの箱を隠した。主がモーセに命じられたとおりである。 


 And he brought the ark into the tabernacle, and hung up the veil of separation, and covered the ark of the testimony; as Jehovah had commanded Moses.




 


  彼はまた会見の天幕なる幕屋の内部の北側、垂幕の外に机をすえ、 


 And he put the table in the tent of meeting, on the side of the tabernacle northward, outside the veil,




 


  その上にパンを列に並べて、主の前に供えた。主がモーセに命じられたとおりである。 


 and arranged the bread in order upon it before Jehovah; as Jehovah had commanded Moses.




 


  彼はまた会見の天幕なる幕屋の内部の南側に、机にむかい合わせて燭台をすえ、 


 And he put the candlestick in the tent of meeting, opposite to the table, on the side of the tabernacle southward.




 


  主の前にともしびをともした。主がモーセに命じられたとおりである。 


 And he lighted the lamps before Jehovah; as Jehovah had commanded Moses.




 


  彼は会見の幕屋の中、垂幕の前に金の祭壇をすえ、 


 And he put the golden altar in the tent of meeting before the veil.




 


  その上に香ばしい薫香をたいた。主がモーセに命じられたとおりである。 


 And he burnt on it fragrant incense; as Jehovah had commanded Moses.




 


  彼はまた幕屋の入口にとばりをかけ、 


 And he hung up the curtain of the entrance to the tabernacle.




 


  燔祭の祭壇を会見の天幕なる幕屋の入口にすえ、その上に燔祭と素祭をささげた。主がモーセに命じられたとおりである。 


 And he put the altar of burnt-offering at the entrance to the tabernacle of the tent of meeting, and offered on it the burnt-offering and the oblation; as Jehovah had commanded Moses.




 


  彼はまた会見の天幕と祭壇との間に洗盤を置き、洗うためにそれに水を入れた。 


 And he set the laver between the tent of meeting and the altar, and put water in it for washing.




 


  モーセとアロンおよびその子たちは、それで手と足を洗った。 


 And Moses and Aaron and his sons washed their hands and their feet out of it:




 


  すなわち会見の天幕にはいるとき、また祭壇に近づくとき、そこで洗った。主がモーセに命じられたとおりである。 


 when they went into the tent of meeting, and when they drew near to the altar, they washed; as Jehovah had commanded Moses.




 


  また幕屋と祭壇の周囲に庭を設け、庭の門にとばりをかけた。このようにしてモーセはその工事を終えた。 


 And he set up the court round about the tabernacle and the altar, and hung up the curtain of the gate of the court. And so Moses finished the work.




 


  そのとき、雲は会見の天幕をおおい、主の栄光が幕屋に満ちた。 


 And the cloud covered the tent of meeting, and the glory of Jehovah filled the tabernacle.




 


  モーセは会見の幕屋に、はいることができなかった。雲がその上にとどまり、主の栄光が幕屋に満ちていたからである。 


 And Moses could not enter into the tent of meeting, for the cloud abode on it, and the glory of Jehovah filled the tabernacle.




 


  雲が幕屋の上からのぼる時、イスラエルの人々は道に進んだ。彼らはその旅路において常にそうした。 


 And when the cloud was taken up from over the tabernacle, the children of Israel journeyed in all their journeys.




 


  しかし、雲がのぼらない時は、そののぼる日まで道に進まなかった。 


 And if the cloud were not taken up, then they did not journey until the day that it was taken up.




 


  すなわちイスラエルの家のすべての者の前に、昼は幕屋の上に主の雲があり、夜は雲の中に火があった。彼らの旅路において常にそうであった。 


 For the cloud of Jehovah was on the tabernacle by day, and fire was in it by night, before the eyes of all the house of Israel, throughout all their journeys.
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  主はモーセを呼び、会見の幕屋からこれに告げて言われた、 


 And Jehovah called to Moses and spoke to him out of the tent of meeting, saying,




 


  「イスラエルの人々に言いなさい、『あなたがたのうちだれでも家畜の供え物を主にささげるときは、牛または羊を供え物としてささげなければならない。 


 Speak unto the children of Israel and say unto them, When any man of you presenteth an offering to Jehovah, ye shall present your offering of the cattle, of the herd and of the flock.




 


  もしその供え物が牛の燔祭であるならば、雄牛の全きものをささげなければならない。会見の幕屋の入口で、主の前に受け入れられるように、これをささげなければならない。 


 If his offering be a burnt-offering of the herd, he shall present it a male without blemish: at the entrance of the tent of meeting shall he present it, for his acceptance before Jehovah.




 


  彼はその燔祭の獣の頭に手を置かなければならない。そうすれば受け入れられて、彼のためにあがないとなるであろう。 


 And he shall lay his hand on the head of the burnt-offering; and it shall be accepted for him to make atonement for him.




 


  彼は主の前でその子牛をほふり、アロンの子なる祭司たちは、その血を携えてきて、会見の幕屋の入口にある祭壇の周囲に、その血を注ぎかけなければならない。 


 And he shall slaughter the bullock before Jehovah; and Aaron's sons, the priests, shall present the blood and sprinkle the blood round about on the altar that is at the entrance of the tent of meeting.




 


  彼はまたその燔祭の獣の皮をはぎ、節々に切り分かたなければならない。 


 And he shall flay the burnt-offering, and cut it up into its pieces.




 


  祭司アロンの子たちは祭壇の上に火を置き、その火の上にたきぎを並べ、 


 And the sons of Aaron the priest shall put fire on the altar, and lay wood in order on the fire;




 


  アロンの子なる祭司たちはその切り分けたものを、頭および脂肪と共に、祭壇の上にある火の上のたきぎの上に並べなければならない。 


 and Aaron's sons, the priests, shall lay the pieces, the head, and the fat, in order on the wood that is on the fire which is on the altar;




 


  その内臓と足とは水で洗わなければならない。こうして祭司はそのすべてを祭壇の上で焼いて燔祭としなければならない。これは火祭であって、主にささげる香ばしいかおりである。 


 but its inwards and its legs shall he wash in water; and the priest shall burn all on the altar, a burnt-offering, an offering by fire to Jehovah of a sweet odour.




 


  もしその燔祭の供え物が群れの羊または、やぎであるならば、雄の全きものをささげなければならない。 


 And if his offering be of the flock, of the sheep or of the goats, for a burnt-offering, he shall present it a male without blemish.




 


  彼は祭壇の北側で、主の前にこれをほふり、アロンの子なる祭司たちは、その血を祭壇の周囲に注ぎかけなければならない。 


 And he shall slaughter it on the side of the altar northward before Jehovah; and Aaron's sons, the priests, shall sprinkle its blood on the altar round about.




 


  彼はまたこれを節々に切り分かち、祭司はこれを頭および脂肪と共に、祭壇の上にある火の上のたきぎの上に並べなければならない。 


 And he shall cut it into its pieces, and its head, and its fat; and the priest shall lay them in order on the wood that is on the fire which is on the altar;




 


  その内臓と足とは水で洗わなければならない。こうして祭司はそのすべてを祭壇の上で焼いて燔祭としなければならない。これは火祭であって、主にささげる香ばしいかおりである。 


 but the inwards and the legs shall he wash with water; and the priest shall present [it] all, and burn [it] on the altar: it is a burnt-offering, an offering by fire to Jehovah of a sweet odour.




 


  もし主にささげる供え物が、鳥の燔祭であるならば、山ばと、または家ばとのひなを、その供え物としてささげなければならない。 


 And if his offering to Jehovah be a burnt-offering of fowls, then he shall present his offering of turtle-doves, or of young pigeons.




 


  祭司はこれを祭壇に携えて行き、その首を摘み破り、祭壇の上で焼かなければならない。その血は絞り出して祭壇の側面に塗らなければならない。 


 And the priest shall bring it near to the altar and pinch off its head and burn it on the altar; and its blood shall be pressed out at the side of the altar.




 


  またその餌袋は羽と共に除いて、祭壇の東の方にある灰捨場に捨てなければならない。 


 And he shall remove its crop with its feathers, and cast it beside the altar on the east, into the place of the ashes;




 


  これは、その翼を握って裂かなければならない。ただし引き離してはならない。祭司はこれを祭壇の上で、火の上のたきぎの上で燔祭として焼かなければならない。これは火祭であって、主にささげる香ばしいかおりである。 


 and he shall split it open at its wings, [but] shall not divide [it] asunder; and the priest shall burn it on the altar on the wood that is on the fire: it is a burnt-offering, an offering by fire to Jehovah of a sweet odour.
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  人が素祭の供え物を主にささげるときは、その供え物は麦粉でなければならない。その上に油を注ぎ、またその上に乳香を添え、 


 And when any one will present an oblation to Jehovah, his offering shall be of fine flour; and he shall pour oil on it, and put frankincense thereon.




 


  これをアロンの子なる祭司たちのもとに携えて行かなければならない。祭司はその麦粉とその油の一握りを乳香の全部と共に取り、これを記念の分として、祭壇の上で焼かなければならない。これは火祭であって、主にささげる香ばしいかおりである。 


 And he shall bring it to Aaron's sons, the priests; and he shall take thereout his handful of the flour thereof, and of the oil thereof, with all the frankincense thereof; and the priest shall burn the memorial thereof on the altar, an offering by fire to Jehovah of a sweet odour.




 


  素祭の残りはアロンとその子らのものになる。これは主の火祭のいと聖なる物である。 


 And the remainder of the oblation shall be Aaron's and his sons': [it is] most holy of Jehovah's offerings by fire.




 


  あなたが、もし天火で焼いたものを素祭としてささげるならば、それは麦粉に油を混ぜて作った種入れぬ菓子、または油を塗った種入れぬ煎餅でなければならない。 


 And if thou present an offering of an oblation baken in the oven, it shall be unleavened cakes of fine flour mingled with oil, or unleavened wafers anointed with oil.




 


  あなたの供え物が、もし、平鍋で焼いた素祭であるならば、それは麦粉に油を混ぜて作った種入れぬものでなければならない。 


 And if thine offering be an oblation [baken] on the pan, it shall be fine flour unleavened, mingled with oil.




 


  あなたはそれを細かく砕き、その上に油を注がなければならない。これは素祭である。 


 Thou shalt part it in pieces, and pour oil thereon: it is an oblation.




 


  あなたの供え物が、もし深鍋で煮た素祭であるならば、麦粉に油を混ぜて作らなければならない。 


 And if thine offering be an oblation [prepared] in the cauldron, it shall be made of fine flour with oil.




 


  あなたはこれらの物で作った素祭を、主に携えて行かなければならない。それを祭司に渡すならば、祭司はそれを祭壇に携えて行き、 


 And thou shalt bring the oblation that is made of these things to Jehovah; and it shall be presented to the priest, and he shall bring it to the altar.




 


  その素祭のうちから記念の分を取って、祭壇の上で焼かなければならない。これは火祭であって、主にささげる香ばしいかおりである。 


 And the priest shall take from the oblation a memorial thereof, and shall burn it on the altar, an offering by fire to Jehovah of a sweet odour.




 


  素祭の残りはアロンとその子らのものになる。これは、主の火祭のいと聖なる物である。 


 And the remainder of the oblation [shall be] Aaron's and his sons': [it is] most holy of Jehovah's offerings by fire.




 


  あなたがたが主にささげる素祭は、すべて種を入れて作ってはならない。パン種も蜜も、すべて主にささげる火祭として焼いてはならないからである。 


 No oblation which ye shall present to Jehovah shall be made with leaven; for no leaven and no honey shall ye burn [in] any fire-offering to Jehovah.




 


  ただし、初穂の供え物としては、これらを主にささげることができる。しかし香ばしいかおりとして祭壇にささげてはならない。 


 As to the offering of the first-fruits, ye shall present them to Jehovah; but they shall not be offered upon the altar for a sweet odour.




 


  あなたの素祭の供え物は、すべて塩をもって味をつけなければならない。あなたの素祭に、あなたの神の契約の塩を欠いてはならない。すべて、あなたの供え物は、塩を添えてささげなければならない。 


 And every offering of thine oblation shalt thou season with salt; neither shalt thou suffer the salt of the covenant of thy God to be lacking from thine oblation: with all thine offerings thou shalt offer salt.




 


  もしあなたが初穂の素祭を主にささげるならば、火で穂を焼いたもの、新穀の砕いたものを、あなたの初穂の素祭としてささげなければならない。 


 And if thou present an oblation of thy first-fruits to Jehovah, thou shalt present as the oblation of thy first-fruits green ears of corn roasted in fire, corn beaten out of full ears.




 


  あなたはそれに油を加え、その上に乳香を置かなければならない。これは素祭である。 


 And thou shalt put oil on it, and lay frankincense thereon: it is an oblation.




 


  祭司は、その砕いた物およびその油のうちから記念の分を取って、乳香の全部と共に焼かなければならない。これは主にささげる火祭である。 


 And the priest shall burn the memorial thereof, [part] of the beaten corn thereof, and [part] of the oil thereof, with all the frankincense thereof: [it is] an offering by fire to Jehovah.
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  もし彼の供え物が酬恩祭の犠牲であって、牛をささげるのであれば、雌雄いずれであっても、全きものを主の前にささげなければならない。 


 And if his offering be a sacrifice of peace-offering, -- if he present [it] of the herd, whether a male or female, he shall present it without blemish before Jehovah.




 


  彼はその供え物の頭に手を置き、会見の幕屋の入口で、これをほふらなければならない。そしてアロンの子なる祭司たちは、その血を祭壇の周囲に注ぎかけなければならない。 


 And he shall lay his hand on the head of his offering, and slaughter it at the entrance of the tent of meeting; and Aaron's sons, the priests, shall sprinkle the blood on the altar round about.




 


  彼はまたその酬恩祭の犠牲のうちから火祭を主にささげなければならない。すなわち内臓をおおう脂肪と、内臓の上のすべての脂肪、 


 And he shall present of the sacrifice of peace-offering an offering by fire to Jehovah; the fat that covereth the inwards, and all the fat that is on the inwards,




 


  二つの腎臓とその上の腰のあたりにある脂肪、ならびに腎臓と共にとられる肝臓の上の小葉である。 


 and the two kidneys, and the fat that is on them, which is by the flanks, and the net above the liver which he shall take away as far as the kidneys;




 


  そしてアロンの子たちは祭壇の上で、火の上のたきぎの上に置いた燔祭の上で、これを焼かなければならない。これは火祭であって、主にささげる香ばしいかおりである。 


 and Aaron's sons shall burn it on the altar upon the burnt-offering which [lieth] on the wood that is upon the fire: [it is] an offering by fire to Jehovah of a sweet odour.




 


  もし彼の供え物が主にささげる酬恩祭の犠牲で、それが羊であるならば、雌雄いずれであっても、全きものをささげなければならない。 


 And if his offering for a sacrifice of peace-offering to Jehovah be of small cattle, male or female, he shall present it without blemish.




 


  もし小羊を供え物としてささげるならば、それを主の前に連れてきて、 


 If he present a sheep for his offering, then shall he present it before Jehovah,




 


  その供え物の頭に手を置き、それを会見の幕屋の前で、ほふらなければならない。そしてアロンの子たちはその血を祭壇の周囲に注ぎかけなければならない。 


 and shall lay his hand on the head of his offering, and slaughter it before the tent of meeting; and Aaron's sons shall sprinkle the blood thereof upon the altar round about.




 


  彼はその酬恩祭の犠牲のうちから、火祭を主にささげなければならない。すなわちその脂肪、背骨に接して切り取る脂尾の全部、内臓をおおう脂肪と内臓の上のすべての脂肪、 


 And he shall present of the sacrifice of peace-offering an offering by fire to Jehovah; the fat thereof, the whole fat tail, which he shall take off close by the backbone, and the fat that covereth the inwards, and all the fat that is on the inwards,




 


  二つの腎臓とその上の腰のあたりにある脂肪、ならびに腎臓と共に取られる肝臓の上の小葉である。 


 and the two kidneys, and the fat that is on them, which is by the flanks, and the net above the liver which he shall take away as far as the kidneys;




 


  祭司はこれを祭壇の上で焼かなければならない。これは火祭であって、主にささげる食物である。 


 and the priest shall burn it on the altar: [it is] the food of the offering by fire to Jehovah.




 


  もし彼の供え物が、やぎであるならば、それを主の前に連れてきて、 


 And if his offering be a goat, then he shall present it before Jehovah.




 


  その頭に手を置き、それを会見の幕屋の前で、ほふらなければならない。そしてアロンの子たちは、その血を祭壇の周囲に注ぎかけなければならない。 


 And he shall lay his hand on the head of it, and slaughter it before the tent of meeting; and the sons of Aaron shall sprinkle the blood thereof on the altar round about.




 


  彼はまたそのうちから供え物を取り、火祭として主にささげなければならない。すなわち内臓をおおう脂肪と内臓の上のすべての脂肪、 


 And he shall present thereof his offering, an offering by fire to Jehovah; the fat that covereth the inwards and all the fat that is on the inwards,




 


  二つの腎臓とその上の腰のあたりにある脂肪、ならびに腎臓と共に取られる肝臓の上の小葉である。 


 and the two kidneys, and the fat that is on them, which is by the flanks, and the net above the liver which he shall take away as far as the kidneys;




 


  祭司はこれを祭壇の上で焼かなければならない。これは火祭としてささげる食物であって、香ばしいかおりである。脂肪はみな主に帰すべきものである。 


 and the priest shall burn them on the altar: [it is] the food of the offering by fire for a sweet odour. All the fat [shall be] Jehovah's.




 


  あなたがたは脂肪と血とをいっさい食べてはならない。これはあなたがたが、すべてその住む所で、代々守るべき永久の定めである』」。 


 [It is] an everlasting statute for your generations throughout all your dwellings: no fat and no blood shall ye eat.
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  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に言いなさい、『もし人があやまって罪を犯し、主のいましめにそむいて、してはならないことの一つをした時は次のようにしなければならない。 


 Speak unto the children of Israel, saying, If a soul shall sin through inadvertence against any of the commandments of Jehovah [in things] that ought not to be done, and do any of them;




 


  すなわち、油注がれた祭司が罪を犯して、とがを民に及ぼすならば、彼はその犯した罪のために雄の全き子牛を罪祭として主にささげなければならない。 


 if the priest that is anointed sin according to the trespass of the people; then for his sin which he hath sinned shall he present a young bullock without blemish to Jehovah for a sin-offering.




 


  その子牛を会見の幕屋の入口に連れてきて主の前に至り、その子牛の頭に手を置き、その子牛を主の前で、ほふらなければならない。 


 And he shall bring the bullock to the entrance of the tent of meeting before Jehovah; and shall lay his hand on the bullock's head, and slaughter the bullock before Jehovah.




 


  油注がれた祭司は、その子牛の血を取って、それを会見の幕屋に携え入り、 


 And the priest that is anointed shall take of the bullock's blood, and bring it into the tent of meeting;




 


  そして祭司は指をその血に浸して、聖所の垂幕の前で主の前にその血を七たび注がなければならない。 


 and the priest shall dip his finger in the blood, and sprinkle of the blood seven times before Jehovah before the veil of the sanctuary;




 


  祭司はまたその血を取り、主の前で会見の幕屋の中にある香ばしい薫香の祭壇の角に、それを塗らなければならない。その子牛の血の残りはことごとく会見の幕屋の入口にある燔祭の祭壇のもとに注がなければならない。 


 and the priest shall put of the blood on the horns of the altar of fragrant incense, which is in the tent of meeting, before Jehovah; and he shall pour all the blood of the bullock at the bottom of the altar of burnt-offering, which is at the entrance of the tent of meeting.




 


  またその罪祭の子牛から、すべての脂肪を取らなければならない。すなわち内臓をおおう脂肪と内臓の上のすべての脂肪、 


 And all the fat of the bullock of the sin-offering shall he take off from it; the fat that covereth the inwards, and all the fat that is on the inwards,




 


  二つの腎臓とその上の腰のあたりにある脂肪、ならびに腎臓と共に取られる肝臓の上の小葉である。 


 and the two kidneys, and the fat that is on them, which is by the flanks, and the net above the liver which he shall take away as far as the kidneys,




 


  これを取るには酬恩祭の犠牲の雄牛から取るのと同じようにしなければならない。そして祭司はそれを燔祭の祭壇の上で焼かなければならない。 


 as it is taken off from the ox of the sacrifice of peace-offering; and the priest shall burn them on the altar of burnt-offering.




 


  その子牛の皮とそのすべての肉、およびその頭と足と内臓と汚物など、 


 And the skin of the bullock, and all its flesh, with its head, and with its legs, and its inwards, and its dung,




 


  すべてその子牛の残りは、これを宿営の外の、清い場所なる灰捨場に携え出し、火をもってこれをたきぎの上で焼き捨てなければならない。すなわちこれは灰捨場で焼き捨てらるべきである。 


 even the whole bullock shall he carry forth outside the camp unto a clean place, where the ashes are poured out, and burn it on wood with fire; where the ashes are poured out shall it be burnt.




 


  もしイスラエルの全会衆があやまちを犯し、そのことが会衆の目に隠れていても、主のいましめにそむいて、してはならないことの一つをなして、とがを得たならば、 


 And if the whole assembly of Israel sin inadvertently, and the thing be hid from the eyes of the congregation, and they do [somewhat against] any of all the commandments of Jehovah [in things] which should not be done, and are guilty;




 


  その犯した罪が現れた時、会衆は雄の子牛を罪祭としてささげなければならない。すなわちそれを会見の幕屋の前に連れてきて、 


 and the sin wherewith they have sinned against it have become known; then the congregation shall present a young bullock for the sin-offering, and shall bring it before the tent of meeting;




 


  会衆の長老たちは、主の前でその子牛の頭に手を置き、その子牛を主の前で、ほふらなければならない。 


 and the elders of the assembly shall lay their hands on the head of the bullock before Jehovah; and one shall slaughter the bullock before Jehovah.




 


  そして、油注がれた祭司は、その子牛の血を会見の幕屋に携え入り、 


 And the priest that is anointed shall bring of the bullock's blood into the tent of meeting;




 


  祭司は指をその血に浸し、垂幕の前で主の前に七たび注がなければならない。 


 and the priest shall dip his finger in the blood, and sprinkle it seven times before Jehovah, before the veil;




 


  またその血を取って、会見の幕屋の中の主の前にある祭壇の角に、それを塗らなければならない。その血の残りはことごとく会見の幕屋の入口にある燔祭の祭壇のもとに注がなければならない。 


 and he shall put of the blood on the horns of the altar that is before Jehovah which is in the tent of meeting; and he shall pour out all the blood at the bottom of the altar of burnt-offering, which is at the entrance of the tent of meeting.




 


  またそのすべての脂肪を取って祭壇の上で焼かなければならない。 


 And all its fat shall he take off from it and burn on the altar.




 


  すなわち祭司は罪祭の雄牛にしたように、この雄牛にも、しなければならない。こうして、祭司が彼らのためにあがないをするならば、彼らはゆるされるであろう。 


 And he shall do with the bullock as he did with the bullock of sin-offering: so shall he do with it. And the priest shall make atonement for them; and it shall be forgiven them.




 


  そして、彼はその雄牛を宿営の外に携え出し、はじめの雄牛を焼き捨てたように、これを焼き捨てなければならない。これは会衆の罪祭である。 


 And he shall carry forth the bullock outside the camp, and burn it as he burned the first bullock: it is a sin-offering of the congregation.




 


  またつかさたる者が罪を犯し、あやまって、その神、主のいましめにそむき、してはならないことの一つをして、とがを得、 


 When a prince sinneth and through inadvertence doeth [somewhat against] any of all the commandments of Jehovah his God [in things] which should not be done, and is guilty;




 


  もしその犯した罪を知るようになったときは、供え物として雄やぎの全きものを連れてきて、 


 if his sin, wherein he hath sinned, come to his knowledge, he shall bring his offering, a buck of the goats, a male without blemish.




 


  そのやぎの頭に手を置き、燔祭をほふる場所で、主の前にこれをほふらなければならない。これは罪祭である。 


 And he shall lay his hand on the head of the goat, and slaughter it at the place where they slaughter the burnt-offering before Jehovah: it is a sin-offering.




 


  祭司は指でその罪祭の血を取り、燔祭の祭壇の角にそれを塗り、残りの血は燔祭の祭壇のもとに注がなければならない。 


 And the priest shall take of the blood of the sin-offering with his finger, and put it on the horns of the altar of burnt-offering, and shall pour out its blood at the bottom of the altar of burnt-offering.




 


  また、そのすべての脂肪は、酬恩祭の犠牲の脂肪と同じように、祭壇の上で焼かなければならない。こうして、祭司が彼のためにその罪のあがないをするならば、彼はゆるされるであろう。 


 And he shall burn all its fat on the altar, as the fat of the sacrifice of peace-offering; and the priest shall make atonement for him [to cleanse him] from his sin, and it shall be forgiven him.




 


  また一般の人がもしあやまって罪を犯し、主のいましめにそむいて、してはならないことの一つをして、とがを得、 


 And if any one of the people of the land sin through inadvertence, that he do [somewhat against] any of the commandments of Jehovah [in things] which should not be done, and be guilty;




 


  その犯した罪を知るようになったときは、その犯した罪のために供え物として雌やぎの全きものを連れてきて、 


 if his sin, which he hath sinned, come to his knowledge, then he shall bring his offering, a goat, a female without blemish, for his sin which he hath sinned.




 


  その罪祭の頭に手を置き、燔祭をほふる場所で、その罪祭をほふらなければならない。 


 And he shall lay his hand on the head of the sin-offering, and slaughter the sin-offering at the place of the burnt-offering.




 


  そして祭司は指でその血を取り、燔祭の祭壇の角にこれを塗り、残りの血をことごとく祭壇のもとに注がなければならない。 


 And the priest shall take of the blood thereof with his finger, and put [it] on the horns of the altar of burnt-offering, and shall pour out all the blood thereof at the bottom of the altar.




 


  またそのすべての脂肪は酬恩祭の犠牲から脂肪を取るのと同じように取り、これを祭壇の上で焼いて主にささげる香ばしいかおりとしなければならない。こうして祭司が彼のためにあがないをするならば、彼はゆるされるであろう。 


 And he shall take away all the fat thereof, as the fat is taken away from off the sacrifice of peace-offering; and the priest shall burn it on the altar, for a sweet odour to Jehovah; and the priest shall make atonement for him, and it shall be forgiven him.




 


  もし小羊を罪祭のために供え物として連れてくるならば、雌の全きものを連れてこなければならない。 


 And if he bring a sheep for his offering for sin, a female without blemish shall he bring it.




 


  その罪祭の頭に手を置き、燔祭をほふる場所で、これをほふり、罪祭としなければならない。 


 And he shall lay his hand on the head of the sin-offering, and slaughter it for a sin-offering at the place where they slaughter the burnt-offering.




 


  そして祭司は指でその罪祭の血を取り、燔祭の祭壇の角にそれを塗り、残りの血はことごとく祭壇のもとに注がなければならない。 


 And the priest shall take of the blood of the sin-offering with his finger, and put [it] on the horns of the altar of burnt-offering, and shall pour out all the blood thereof at the bottom of the altar.




 


  またそのすべての脂肪は酬恩祭の犠牲から小羊の脂肪を取るのと同じように取り、祭司はこれを主にささげる火祭のように祭壇の上で焼かなければならない。こうして祭司が彼の犯した罪のためにあがないをするならば、彼はゆるされるであろう。 


 And he shall take away all the fat thereof, as the fat of the lamb is taken away from the sacrifice of peace-offering; and the priest shall burn them on the altar, with Jehovah's offerings by fire; and the priest shall make atonement for him concerning his sin which he hath sinned, and it shall be forgiven him.
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  もし人が証人に立ち、誓いの声を聞きながら、その見たこと、知っていることを言わないで、罪を犯すならば、彼はそのとがを負わなければならない。 


 And if any one sin, and hear the voice of adjuration, and he is a witness whether he hath seen or known [it], if he do not give information, then he shall bear his iniquity.




 


  また、もし人が汚れた野獣の死体、汚れた家畜の死体、汚れた這うものの死体など、すべて汚れたものに触れるならば、そのことに気づかなくても、彼は汚れたものとなって、とがを得る。 


 Or if any one touch any unclean thing, whether it be the carcase of an unclean beast, or the carcase of unclean cattle, or the carcase of an unclean crawling thing, and it be hid from him, -- he also is unclean and guilty;




 


  また、もし彼が人の汚れに触れるならば、その人の汚れが、どのような汚れであれ、それに気づかなくても、彼がこれを知るようになった時は、とがを得る。 


 or if he touch the uncleanness of man, any uncleanness of him by which he is defiled, and it be hid from him, when he knoweth [it], then he is guilty.




 


  また、もし人がみだりにくちびるで誓い、悪をなそう、または善をなそうと言うならば、その人が誓ってみだりに言ったことは、それがどんなことであれ、それに気づかなくても、彼がこれを知るようになった時は、これらの一つについて、とがを得る。 


 Or if any one swear, talking rashly with the lips, to do evil or to do good, in everything that a man shall say rashly with an oath, and it be hid from him, when he knoweth [it], then is he guilty in one of these.




 


  もしこれらの一つについて、とがを得たときは、その罪を犯したことを告白し、 


 And it shall be, when he shall be guilty in one of these, that he shall confess wherein he hath sinned;




 


  その犯した罪のために償いとして、雌の家畜、すなわち雌の小羊または雌やぎを主のもとに連れてきて、罪祭としなければならない。こうして祭司は彼のために罪のあがないをするであろう。 


 and he shall bring his trespass-offering to Jehovah for his sin which he hath sinned, a female from the small cattle, a sheep or doe goat, for a sin-offering; and the priest shall make atonement for him [to cleanse him] from his sin.




 


  もし小羊に手のとどかない時は、山ばと二羽か、家ばとのひな二羽かを、彼が犯した罪のために償いとして主に携えてきて、一羽を罪祭に、一羽を燔祭にしなければならない。 


 And if his hand be not able to bring what is so much as a sheep, then he shall bring for his trespass which he hath sinned two turtle-doves or two young pigeons, to Jehovah; one for a sin-offering, and the other for a burnt-offering.




 


  すなわち、これらを祭司に携えてきて、祭司はその罪祭のものを先にささげなければならない。すなわち、その頭を首の根のところで、摘み破らなければならない。ただし、切り離してはならない。 


 And he shall bring them unto the priest, who shall present that which is for the sin-offering first, and pinch off his head at the neck, but shall not divide it;




 


  そしてその罪祭の血を祭壇の側面に注ぎ、残りの血は祭壇のもとに絞り出さなければならない。これは罪祭である。 


 and he shall sprinkle of the blood of the sin-offering on the wall of the altar; and the rest of the blood shall be wrung out at the bottom of the altar: it is a sin-offering.




 


  また第二のものは、定めにしたがって燔祭としなければならない。こうして、祭司が彼のためにその犯した罪のあがないをするならば、彼はゆるされるであろう。 


 And he shall offer the other for a burnt-offering, according to the ordinance. And the priest shall make atonement for him [to cleanse him] from his sin which he hath sinned, and it shall be forgiven him.




 


  もし二羽の山ばとにも、二羽の家ばとのひなにも、手の届かないときは、彼の犯した罪のために、供え物として麦粉十分の一エパを携えてきて、これを罪祭としなければならない。ただし、その上に油をかけてはならない。またその上に乳香を添えてはならない。これは罪祭だからである。 


 But if his hand cannot attain to two turtle-doves, or two young pigeons, then he that sinned shall bring for his offering the tenth part of an ephah of fine flour for a sin-offering: he shall put no oil on it, neither shall he put frankincense thereon; for it is a sin-offering.




 


  彼はこれを祭司のもとに携えて行き、祭司は一握りを取って、記念の分とし、これを主にささげる火祭のように、祭壇の上で焼かなければならない。これは罪祭である。 


 And he shall bring it to the priest, and the priest shall take his handful of it, the memorial thereof, and burn it on the altar, with Jehovah's offerings by fire: it is a sin-offering.




 


  こうして、祭司が彼のため、すなわち、彼がこれらの一つを犯した罪のために、あがないをするならば、彼はゆるされるであろう。そしてその残りは素祭と同じく、祭司に帰するであろう』」。 


 And the priest shall make atonement for him concerning his sin which he hath sinned in one of these, and it shall be forgiven him; and it shall be the priest's, as the oblation.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「もし人が不正をなし、あやまって主の聖なる物について罪を犯したときは、その償いとして、あなたの値積りにしたがい、聖所のシケルで、銀数シケルに当る雄羊の全きものを、群れのうちから取り、それを主に携えてきて、愆祭としなければならない。 


 If any one act unfaithfully and sin through inadvertence in the holy things of Jehovah, then he shall bring his trespass-offering to Jehovah, a ram without blemish out of the small cattle, according to thy valuation by shekels of silver, according to the shekel of the sanctuary, for a trespass-offering.




 


  そしてその聖なる物について犯した罪のために償いをし、またその五分の一をこれに加えて、祭司に渡さなければならない。こうして祭司がその愆祭の雄羊をもって、彼のためにあがないをするならば、彼はゆるされるであろう。 


 And he shall make restitution for the wrong that he hath done in the holy things, and shall add the fifth part thereto, and shall give it unto the priest; and the priest shall make atonement for him with the ram of the trespass-offering, and it shall be forgiven him.




 


  また人がもし罪を犯し、主のいましめにそむいて、してはならないことの一つをしたときは、たといそれを知らなくても、彼は罪を得、そのとがを負わなければならない。 


 And if any one sin and do against any of all the commandments of Jehovah what should not be done, and hath not known [it], yet is he guilty, and shall bear his iniquity.




 


  彼はあなたの値積りにしたがって、雄羊の全きものを群れのうちから取り、愆祭としてこれを祭司のもとに携えてこなければならない。こうして、祭司が彼のために、すなわち彼が知らないで、しかもあやまって犯した過失のために、あがないをするならば、彼はゆるされるであろう。 


 And he shall bring a ram without blemish out of the small cattle, according to thy valuation, as trespass-offering, unto the priest; and the priest shall make atonement for him concerning his inadvertence wherein he sinned inadvertently, and knew [it] not, and it shall be forgiven him.




 


  これは愆祭である。彼は確かに主の前にとがを得たからである」。 


 It is a trespass-offering: he hath certainly trespassed against Jehovah.
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  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「もし人が罪を犯し、主に対して不正をなしたとき、すなわち預かり物、手にした質草、またはかすめた物について、その隣人を欺き、あるいはその隣人をしえたげ、 


 If any one sin and act unfaithfully against Jehovah, and lie to his neighbour as to an entrusted thing or a deposit or [that in which] he hath robbed or wronged his neighbour,




 


  あるいは落し物を拾い、それについて欺き、偽って誓うなど、すべて人がそれをなして罪となることの一つについて、 


 or have found what was lost, and denieth it, and sweareth falsely in anything of all that man doeth, sinning therein;




 


  罪を犯し、とがを得たならば、彼はそのかすめた物、しえたげて取った物、預かった物、拾った落し物、 


 then it shall be, if he hath sinned and transgressed, that he shall restore what he robbed or that in which he hath defrauded, or the deposit, or the lost thing which he found,




 


  または偽り誓ったすべての物を返さなければならない。すなわち残りなく償い、更にその五分の一をこれに加え、彼が愆祭をささげる日に、これをその元の持ち主に渡さなければならない。 


 or all that about which he hath sworn falsely; and he shall restore it in the principal, and shall add the fifth part more thereto; to [him to] whom it belongeth shall he give it, on the day of his trespass-offering.




 


  彼はその償いとして、あなたの値積りにしたがい、雄羊の全きものを、群れの中から取り、これを祭司のもとに携えてきて、愆祭として主にささげなければならない。 


 And his trespass-offering shall he bring to Jehovah, a ram without blemish out of the small cattle according to thy valuation, as a trespass-offering, unto the priest.




 


  こうして、祭司が主の前で彼のためにあがないをするならば、彼はそのいずれを行ってとがを得てもゆるされるであろう」。 


 And the priest shall make atonement for him before Jehovah, and it shall be forgiven him concerning anything of all that he hath done so as to trespass therein.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「アロンとその子たちに命じて言いなさい、『燔祭のおきては次のとおりである。燔祭は祭壇の炉の上に、朝まで夜もすがらあるようにし、そこに祭壇の火を燃え続かせなければならない。 


 Command Aaron and his sons, saying, This is the law of the burnt-offering; this, the burnt-offering, shall be on the hearth on the altar all night unto the morning, and the fire of the altar shall be kept burning on it.




 


  祭司は亜麻布の服を着、亜麻布のももひきを身につけ、祭壇の上で火に焼けた燔祭の灰を取って、これを祭壇のそばに置き、 


 And the priest shall put on his linen raiment, and his linen breeches shall he put on his flesh, and take up the ashes to which the fire hath consumed the burnt-offering on the altar, and he shall put them beside the altar.




 


  その衣服を脱ぎ、ほかの衣服を着て、その灰を宿営の外の清い場所に携え出さなければならない。 


 And he shall put off his garments, and put on other garments, and carry forth the ashes without the camp unto a clean place.




 


  祭壇の上の火は、そこに燃え続かせ、それを消してはならない。祭司は朝ごとに、たきぎをその上に燃やし、燔祭をその上に並べ、また酬恩祭の脂肪をその上で焼かなければならない。 


 And the fire upon the altar shall be kept burning on it: it shall not be put out; and the priest shall burn wood on it every morning, and lay the burnt-offering in order upon it; and he shall burn thereon the fat of the peace-offerings.




 


  火は絶えず祭壇の上に燃え続かせ、これを消してはならない。 


 A continual fire shall be kept burning on the altar: it shall never go out.




 


  素祭のおきては次のとおりである。アロンの子たちはそれを祭壇の前で主の前にささげなければならない。 


 And this is the law of the oblation: [one of] the sons of Aaron shall present it before Jehovah, before the altar.




 


  すなわち素祭の麦粉一握りとその油を、素祭の上にある全部の乳香と共に取って、祭壇の上で焼き、香ばしいかおりとし、記念の分として主にささげなければならない。 


 And he shall take of it his handful of the fine flour of the oblation, and of the oil thereof, and all the frankincense which is on the meat-offering, and shall burn [it] on the altar: [it is] a sweet odour of the memorial thereof to Jehovah.




 


  その残りはアロンとその子たちが食べなければならない。すなわち、種を入れずに聖なる所で食べなければならない。会見の幕屋の庭でこれを食べなければならない。 


 And the remainder thereof shall Aaron and his sons eat: unleavened shall it be eaten in a holy place; in the court of the tent of meeting shall they eat it.




 


  これは種を入れて焼いてはならない。わたしはこれをわたしの火祭のうちから彼らの分として与える。これは罪祭および愆祭と同様に、いと聖なるものである。 


 It shall not be baken with leaven. As their portion have I given it [unto them] of my offerings by fire: it is most holy; as the sin-offering, and as the trespass-offering.




 


  アロンの子たちのうち、すべての男子はこれを食べることができる。これは主にささげる火祭のうちから、あなたがたが代々永久に受けるように定められた分である。すべてこれに触れるものは聖となるであろう』」。 


 All the males among the children of Aaron shall eat of it. [It is] an everlasting statute in your generations, [their portion] of Jehovah's offerings by fire: whatever toucheth these shall be holy.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「アロンとその子たちが、アロンの油注がれる日に、主にささぐべき供え物は次のとおりである。すなわち麦粉十分の一エパを、絶えずささげる素祭とし、半ばは朝に、半ばは夕にささげなければならない。 


 This is the offering of Aaron and of his sons, which they shall present to Jehovah on the day when he is anointed: the tenth part of an ephah of fine flour as a continual oblation, half of it in the morning, and half thereof at night.




 


  それは油をよく混ぜて平鍋で焼き、それを携えてきて、細かく砕いた素祭とし、香ばしいかおりとして、主にささげなければならない。 


 It shall be prepared in the pan with oil: saturated with oil shalt thou bring it: baken pieces of the oblation shalt thou present [for] a sweet odour to Jehovah.




 


  彼の子たちのうち、油注がれて彼についで祭司となる者は、これをささげなければならない。これは永久に主に帰する分として、全く焼きつくすべきものである。 


 And the priest who is anointed of his sons in his stead shall prepare it: [it is] an everlasting statute; it shall be wholly burned to Jehovah.




 


  すべて祭司の素祭は全く焼きつくすべきものであって、これを食べてはならない」。 


 And every oblation of the priest shall be wholly burned; it shall not be eaten.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「アロンとその子たちに言いなさい、『罪祭のおきては次のとおりである。罪祭は燔祭をほふる場所で、主の前にほふらなければならない。これはいと聖なる物である。 


 Speak unto Aaron and to his sons, saying, This is the law of the sin-offering. At the place where the burnt-offering is slaughtered shall the sin-offering be slaughtered before Jehovah: it is most holy.




 


  罪のためにこれをささげる祭司が、これを食べなければならない。すなわち会見の幕屋の庭の聖なる所で、これを食べなければならない。 


 The priest that offereth it for sin shall eat it: in a holy place shall it be eaten, in the court of the tent of meeting.




 


  すべてその肉に触れる者は聖となるであろう。もしその血が衣服にかかったならば、そのかかったものは聖なる所で洗わなければならない。 


 Everything that toucheth the flesh thereof shall be holy; and if there be splashed of the blood thereof on a garment -- that whereon it is sprinkled shalt thou wash in a holy place.




 


  またそれを煮た土の器は砕かなければならない。もし青銅の器で煮たのであれば、それはみがいて、水で洗わなければならない。 


 And the earthen vessel wherein it hath been sodden shall be broken; and if it have been sodden in a copper pot, it shall be both scoured and rinsed with water.




 


  祭司たちのうちのすべての男子は、これを食べることができる。これはいと聖なるものである。 


 All the males among the priests shall eat thereof: it is most holy.




 


  しかし、その血を会見の幕屋に携えていって、聖所であがないに用いた罪祭は食べてはならない。これは火で焼き捨てなければならない。 


 And no sin-offering whereof blood hath been brought to the tent of meeting, to make atonement in the sanctuary, shall be eaten: it shall be burned with fire.
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  愆祭のおきては次のとおりである。それはいと聖なる物である。 


 And this is the law of the trespass-offering -- it is most holy:




 


  愆祭は燔祭をほふる場所でほふらなければならない。そして祭司はその血を祭壇の周囲に注ぎかけ、 


 in the place where they slaughter the burnt-offering shall they slaughter the trespass-offering; and the blood thereof shall he sprinkle on the altar round about.




 


  そのすべての脂肪をささげなければならない。すなわち脂尾、内臓をおおう脂肪、 


 And he shall present of it all the fat thereof; the fat tail and the fat that covereth the inwards,




 


  二つの腎臓とその上の腰のあたりにある脂肪、腎臓と共に取られる肝臓の上の小葉である。 


 and the two kidneys, and the fat that is on them, which is by the flanks, and the net above the liver, which he shall take away as far as the kidneys.




 


  祭司はこれを祭壇の上で焼いて、主に火祭としなければならない。これは愆祭である。 


 And the priest shall burn them on the altar, an offering by fire to Jehovah: it is a trespass-offering.




 


  祭司たちのうちのすべての男子は、これを食べることができる。これは聖なる所で食べなければならない。これはいと聖なる物である。 


 Every male among the priests shall eat thereof; in a holy place shall it be eaten: it is most holy.




 


  罪祭も愆祭も、そのおきては一つであって、異なるところはない。これは、あがないをなす祭司に帰する。 


 As the sin-offering, so is the trespass-offering; [there shall] be one law for them: it shall be the priest's who maketh atonement therewith.




 


  人が携えてくる燔祭をささげる祭司、その祭司に、そのささげる燔祭のものの皮は帰する。 


 And [as to] the priest that presenteth any man's burnt-offering, the skin of the burnt-offering which he hath presented shall be the priest's for himself.




 


  すべて天火で焼いた素祭、またすべて深鍋または平鍋で作ったものは、これをささげる祭司に帰する。 


 And every oblation that is baken in the oven, and all that is prepared in the cauldron and in the pan, shall be the priest's who offereth it; to him it shall belong.




 


  すべて素祭は、油を混ぜたものも、かわいたものも、アロンのすべての子たちにひとしく帰する。 


 And every oblation, mingled with oil, and dry, shall all the sons of Aaron have, one as the other.




 


  主にささぐべき酬恩祭の犠牲のおきては次のとおりである。 


 And this is the law of the sacrifice of peace-offering, which [a man] shall present to Jehovah.




 


  もしこれを感謝のためにささげるのであれば、油を混ぜた種入れぬ菓子と、油を塗った種入れぬ煎餅と、よく混ぜた麦粉に油を混ぜて作った菓子とを、感謝の犠牲に合わせてささげなければならない。 


 If he present it for a thanksgiving, then he shall present with the sacrifice of thanksgiving unleavened cakes mingled with oil, and unleavened wafers anointed with oil, and fine flour saturated with oil, cakes mingled with oil.




 


  また種を入れたパンの菓子をその感謝のための酬恩祭の犠牲に合わせ、供え物としてささげなければならない。 


 Besides the cakes, he shall present his offering of leavened bread with the sacrifice of his peace-offering of thanksgiving.




 


  すなわちこのすべての供え物のうちから、菓子一つずつを取って主にささげなければならない。これは酬恩祭の血を注ぎかける祭司に帰する。 


 And of it he shall present one out of the whole offering as a heave-offering to Jehovah; to the priest that sprinkleth the blood of the peace-offering, to him it shall belong.




 


  その感謝のための酬恩祭の犠牲の肉は、その供え物をささげた日のうちに食べなければならない。少しでも明くる朝まで残して置いてはならない。 


 And the flesh of the sacrifice of his peace-offering of thanksgiving shall be eaten the same day that it is presented; he shall not let any of it remain until the morning.




 


  しかし、その供え物の犠牲がもし誓願の供え物、または自発の供え物であるならば、その犠牲をささげた日のうちにそれを食べ、その残りはまた明くる日に食べることができる。 


 And if the sacrifice of his offering be a vow, or voluntary, it shall be eaten the same day that he presented his sacrifice; on the morrow also the remainder of it shall be eaten;




 


  ただし、その犠牲の肉の残りは三日目には火で焼き捨てなければならない。 


 and the remainder of the flesh of the sacrifice on the third day shall be burned with fire.




 


  もしその酬恩祭の犠牲の肉を三日目に少しでも食べるならば、それは受け入れられず、また供え物と見なされず、かえって忌むべき物となるであろう。そしてそれを食べる者はとがを負わなければならない。 


 And if [any] of the flesh of the sacrifice of his peace-offering be eaten at all on the third day, it shall not be accepted, it shall not be reckoned to him that hath presented it; it shall be an unclean thing, and the soul that eateth of it shall bear his iniquity.




 


  その肉がもし汚れた物に触れるならば、それを食べることなく、火で焼き捨てなければならない。犠牲の肉はすべて清い者がこれを食べることができる。 


 And the flesh that toucheth anything unclean shall not be eaten; it shall be burned with fire. And as to the flesh, all that are clean may eat [the] flesh.




 


  もし人がその身に汚れがあるのに、主にささげた酬恩祭の犠牲の肉を食べるならば、その人は民のうちから断たれるであろう。 


 But the soul that eateth the flesh of the sacrifice of peace-offering which is for Jehovah, having his uncleanness upon him, that soul shall be cut off from his peoples.




 


  また人がもしすべて汚れたもの、すなわち人の汚れ、あるいは汚れた獣、あるいは汚れた這うものに触れながら、主にささげた酬恩祭の犠牲の肉を食べるならば、その人は民のうちから断たれるであろう』」。 


 And if any one touch anything unclean, the uncleanness of man, or unclean beast, or any unclean abomination, and eat of the flesh of the sacrifice of peace-offering, which is for Jehovah, that soul shall be cut off from his peoples.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に言いなさい、『あなたがたは、すべて牛、羊、やぎの脂肪を食べてはならない。 


 Speak unto the children of Israel, saying, No fat, of ox, or of sheep, or of goat shall ye eat.




 


  自然に死んだ獣の脂肪および裂き殺された獣の脂肪は、さまざまのことに使ってもよい。しかし、それは決して食べてはならない。 


 But the fat of a dead carcase, and the fat of that which is torn, may be used in any other use; but ye shall in no wise eat it.




 


  だれでも火祭として主にささげる獣の脂肪を食べるならば、これを食べる人は民のうちから断たれるであろう。 


 For whoever eateth the fat of the beast of which men present an offering by fire to Jehovah, the soul that hath eaten shall be cut off from his peoples.




 


  またあなたがたはすべてその住む所で、鳥にせよ、獣にせよ、すべてその血を食べてはならない。 


 And no blood shall ye eat in any of your dwellings, whether it be of fowl or of cattle.




 


  だれでもすべて血を食べるならば、その人は民のうちから断たれるであろう』」。 


 Whatever soul it be that eateth any manner of blood, that soul shall be cut off from his peoples.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に言いなさい、『酬恩祭の犠牲を主にささげる者は、その酬恩祭の犠牲のうちから、その供え物を主に携えてこなければならない。 


 Speak unto the children of Israel, saying, He that presenteth the sacrifice of his peace-offering to Jehovah shall bring his offering to Jehovah of the sacrifice of his peace-offering.




 


  主の火祭は手ずからこれを携えてこなければならない。すなわちその脂肪と胸とを携えてきて、その胸を主の前に揺り動かして、揺祭としなければならない。 


 His own hands shall bring Jehovah's offerings by fire, the fat with the breast shall he bring: the breast, that it may be waved as a wave-offering before Jehovah.




 


  そして祭司はその脂肪を祭壇の上で焼かなければならない。その胸はアロンとその子たちに帰する。 


 And the priest shall burn the fat on the altar; and the breast shall be Aaron's and his sons'.




 


  あなたがたの酬恩祭の犠牲のうちから、その右のももを挙祭として、祭司に与えなければならない。 


 And the right shoulder of the sacrifices of your peace-offerings shall ye give as a heave-offering unto the priest.




 


  アロンの子たちのうち、酬恩祭の血と脂肪とをささげる者は、その右のももを自分の分として、獲るであろう。 


 He of the sons of Aaron that presenteth the blood of the peace-offerings, and the fat, shall have the right shoulder for [his] part.




 


  わたしはイスラエルの人々の酬恩祭の犠牲のうちから、その揺祭の胸と挙祭のももを取って、祭司アロンとその子たちに与え、これをイスラエルの人々から永久に彼らの受くべき分とする。 


 For the breast of the wave-offering, and the shoulder of the heave-offering, have I taken of the children of Israel from the sacrifices of their peace-offerings, and have given them unto Aaron the priest and unto his sons from the children of Israel by an everlasting statute.




 


  これは主の火祭のうちから、アロンの受ける分と、その子たちの受ける分とであって、祭司の職をなすため、彼らが主にささげられた日に定められたのである。 


 This is [the portion] of the anointing of Aaron and of the anointing of his sons, from Jehovah's offerings by fire, in the day [when] he presented them to serve Jehovah as priests,




 


  すなわち、これは彼らに油を注ぐ日に、イスラエルの人々が彼らに与えるように、主が命じられたものであって、代々永久に受くべき分である』」。 


 which Jehovah commanded to be given them by the children of Israel in the day that he anointed them: [it is] an everlasting statute, throughout their generations.




 


  これは燔祭、素祭、罪祭、愆祭、任職祭、酬恩祭の犠牲のおきてである。 


 This is the law of the burnt-offering, of the oblation, and of the sin-offering, and of the trespass-offering, and of the consecration-offering, and of the sacrifice of peace-offering,




 


  すなわち、主がシナイの荒野においてイスラエルの人々にその供え物を主にささげることを命じられた日に、シナイ山でモーセに命じられたものである。 


 which Jehovah commanded Moses in mount Sinai, in the day that he commanded the children of Israel to present their offerings to Jehovah, in the wilderness of Sinai.
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  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「あなたはアロンとその子たち、およびその衣服、注ぎ油、罪祭の雄牛、雄羊二頭、種入れぬパン一かごを取り、 


 Take Aaron and his sons with him, and the garments and the anointing oil, and the bullock of the sin-offering, and the two rams, and the basket of unleavened [bread];




 


  また全会衆を会見の幕屋の入口に集めなさい」。 


 and gather all the assembly together at the entrance of the tent of meeting.




 


  モーセは主が命じられたようにした。そして会衆は会見の幕屋の入口に集まった。 


 And Moses did as Jehovah had commanded him; and the assembly was collected at the entrance of the tent of meeting.




 


  そこでモーセは会衆にむかって言った、「これは主があなたがたにせよと命じられたことである」。 


 And Moses said to the assembly, This is the thing which Jehovah has commanded to be done.




 


  そしてモーセはアロンとその子たちを連れてきて、水で彼らを洗い清め、 


 And Moses brought Aaron near, and his sons, and bathed them with water.




 


  アロンに服を着させ、帯をしめさせ、衣をまとわせ、エポデを着けさせ、エポデの帯をしめさせ、それをもってエポデを身に結いつけ、 


 And he put upon him the vest and girded him with the girdle, and clothed him with the cloak, and put the ephod on him, and he girded him with the girdle of the ephod, and fastened the ephod on him.




 


  また胸当を着けさせ、その胸当にウリムとトンミムを入れ、 


 And he put the breastplate on it, and put on the breastplate the Urim and the Thummim;




 


  その頭に帽子をかぶらせ、その帽子の前に金の板、すなわち聖なる冠をつけさせた。主がモーセに命じられたとおりである。 


 and he put the turban upon his head; and upon the turban, on the front of it, he put the golden plate, the holy diadem; as Jehovah had commanded Moses.




 


  モーセはまた注ぎ油を取り、幕屋とそのうちのすべての物に油を注いでこれを聖別し、 


 And Moses took the anointing oil, and anointed the tabernacle and all that was in it, and hallowed them.




 


  かつ、それを七たび祭壇に注ぎ、祭壇とそのもろもろの器、洗盤とその台に油を注いでこれを聖別し、 


 And he sprinkled thereof on the altar seven times, and anointed the altar and all its utensils, and the laver and its stand, to hallow them.




 


  また注ぎ油をアロンの頭に注ぎ、彼に油を注いでこれを聖別した。 


 And he poured of the anointing oil on Aaron's head, and anointed him, to hallow him.




 


  モーセはまたアロンの子たちを連れてきて、服を彼らに着させ、帯を彼らにしめさせ、頭巾を頭に巻かせた。主がモーセに命じられたとおりである。 


 And Moses brought Aaron's sons near and clothed them with the vests, and girded them with the girdles, and bound the high caps on them, as Jehovah had commanded Moses.




 


  彼はまた罪祭の雄牛を連れてこさせ、アロンとその子たちは、その罪祭の雄牛の頭に手を置いた。 


 And he brought near the bullock for the sin-offering; and Aaron and his sons laid their hands on the head of the bullock for the sin-offering;




 


  モーセはこれをほふり、その血を取り、指をもってその血を祭壇の四すみの角につけて祭壇を清め、また残りの血を祭壇のもとに注いで、これを聖別し、これがためにあがないをした。 


 and he slaughtered [it], and Moses took the blood, and put [it] on the horns of the altar round about with his finger, and cleansed the altar from sin, and the blood he poured at the bottom of the altar, and hallowed it, making atonement for it.




 


  モーセはまたその内臓の上のすべての脂肪、肝臓の小葉、二つの腎臓とその脂肪とを取り、これを祭壇の上で焼いた。 


 And he took all the fat that was on the inwards, and the net of the liver, and the two kidneys, and their fat, and Moses burned [them] on the altar.




 


  ただし、その雄牛の皮と肉と汚物は宿営の外で、火をもって焼き捨てた。主がモーセに命じられたとおりである。 


 And the bullock, and its skin, and its flesh, and its dung he burned with fire outside the camp, as Jehovah had commanded Moses.




 


  彼はまた燔祭の雄羊を連れてこさせ、アロンとその子たちは、その雄羊の頭に手を置いた。 


 And he presented the ram of the burnt-offering; and Aaron and his sons laid their hands on the head of the ram;




 


  モーセはこれをほふって、その血を祭壇の周囲に注ぎかけた。 


 and he slaughtered [it]; and Moses sprinkled the blood on the altar round about.




 


  そして、モーセはその雄羊を節々に切り分かち、その頭と切り分けたものと脂肪とを焼いた。 


 And the ram he cut up into its pieces; and Moses burned the head, and the pieces, and the fat;




 


  またモーセは水でその内臓と足とを洗い、その雄羊をことごとく祭壇の上で焼いた。これは香ばしいかおりのための燔祭であって、主にささげる火祭である。主がモーセに命じられたとおりである。 


 and the inwards and the legs he washed in water; and Moses burned the whole ram on the altar: it was a burnt-offering for a sweet odour, it was an offering by fire to Jehovah; as Jehovah had commanded Moses.




 


  彼はまたほかの雄羊、すなわち任職の雄羊を連れてこさせ、アロンとその子たちは、その雄羊の頭に手を置いた。 


 And he presented the second ram, the ram of consecration; and Aaron and his sons laid their hands on the head of the ram;




 


  モーセはこれをほふり、その血を取って、アロンの右の耳たぶと、右手の親指と、右足の親指とにつけた。 


 and one slaughtered [it]; and Moses took of its blood, and put [it] on the tip of Aaron's right ear, and on the thumb of his right hand, and on the great toe of his right foot;




 


  またモーセはアロンの子たちを連れてきて、その血を彼らの右の耳たぶと、右手の親指と、右足の親指とにつけた。そしてモーセはその残りの血を、祭壇の周囲に注ぎかけた。 


 and he brought Aaron's sons near, and Moses put of the blood on the tip of their right ear, and on the thumb of their right hand, and on the great toe of their right foot; and Moses sprinkled the blood upon the altar round about.




 


  彼はまたその脂肪、すなわち脂尾、内臓の上のすべての脂肪、肝臓の小葉、二つの腎臓とその脂肪、ならびにその右のももを取り、 


 And he took the fat, and the fat tail, and all the fat that was on the inwards, and the net of the liver, and the two kidneys and their fat, and the right shoulder;




 


  また主の前にある種入れぬパンのかごから種入れぬ菓子一つと、油を入れたパンの菓子一つと、煎餅一つとを取って、かの脂肪と右のももとの上に載せ、 


 and out of the basket of unleavened bread that was before Jehovah he took one unleavened cake, and a cake of oiled bread, and one wafer, and put them on the fat and upon the right shoulder;




 


  これをすべてアロンの手と、その子たちの手に渡し、主の前に揺り動かさせて揺祭とした。 


 and he gave all into Aaron's hands, and into his sons' hands, and waved them as a wave-offering before Jehovah.




 


  そしてモーセはこれを彼らの手から取り、祭壇の上で燔祭と共に焼いた。これは香ばしいかおりとする任職の供え物であって、主にささげる火祭である。 


 And Moses took them from off their hands, and burned [them] on the altar, over the burnt-offering: they were a consecration-offering for a sweet odour: it was an offering by fire to Jehovah.




 


  そしてモーセはその胸を取り、主の前にこれを揺り動かして揺祭とした。これは任職の雄羊のうちモーセに帰すべき分であった。主がモーセに命じられたとおりである。 


 And Moses took the breast, and waved it as a wave-offering before Jehovah; of the ram of consecration it was Moses' part; as Jehovah had commanded Moses.




 


  モーセはまた注ぎ油と祭壇の上の血とを取り、これをアロンとその服、またその子たちとその服とに注いで、アロンとその服、およびその子たちと、その服とを聖別した。 


 And Moses took of the anointing oil, and of the blood that was on the altar, and sprinkled [it] on Aaron, on his garments, and on his sons, and on his sons' garments with him; and hallowed Aaron, his garments, and his sons, and his sons' garments with him.




 


  モーセはまたアロンとその子たちに言った、「会見の幕屋の入口でその肉を煮なさい。そして任職祭のかごの中のパンと共に、それをその所で食べなさい。これは『アロンとその子たちが食べなければならない、と言え』とわたしが命じられたとおりである。 


 And Moses spoke to Aaron and to his sons, Boil the flesh at the entrance of the tent of meeting; and there eat it and the bread that is in the basket of the consecration-offering, as I commanded, saying, Aaron and his sons shall eat it.




 


  あなたがたはその肉とパンとの残ったものを火で焼き捨てなければならない。 


 And that which remaineth of the flesh and of the bread shall ye burn with fire.




 


  あなたがたはその任職祭の終る日まで七日の間、会見の幕屋の入口から出てはならない。あなたがたの任職は七日を要するからである。 


 And ye shall not go out from the entrance of the tent of meeting seven days, until the day when the days of your consecration are at an end: for seven days shall ye be consecrated.




 


  きょう行ったように、あなたがたのために、あがないをせよ、と主はお命じになった。 


 As he hath done this day, [so] Jehovah hath commanded to do, to make atonement for you.




 


  あなたがたは会見の幕屋の入口に七日の間、日夜とどまり、主の仰せを守って、死ぬことのないようにしなければならない。わたしはそのように命じられたからである」。 


 And ye shall abide at the entrance of the tent of meeting day and night seven days, and keep the charge of Jehovah, that ye die not; for so I am commanded.




 


  アロンとその子たちは主がモーセによってお命じになったことを、ことごとく行った。 


 And Aaron and his sons did all things that Jehovah had commanded by the hand of Moses.
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  八日目になって、モーセはアロンとその子たち、およびイスラエルの長老たちを呼び寄せ、 


 And it came to pass on the eighth day, [that] Moses called Aaron and his sons, and the elders of Israel,




 


  アロンに言った、「あなたは雄の子牛の全きものを罪祭のために取り、また雄羊の全きものを燔祭のために取って、主の前にささげなさい。 


 and said to Aaron, Take thee a young calf for a sin-offering, and a ram for a burnt-offering, without blemish, and present [them] before Jehovah;




 


  あなたはまたイスラエルの人々に言いなさい、『あなたがたは雄やぎを罪祭のために取り、また一歳の全き子牛と小羊とを燔祭のために取りなさい、 


 and to the children of Israel shalt thou speak, saying, Take a buck of the goats for a sin-offering, and a calf and a lamb, yearlings, without blemish, for a burnt-offering;




 


  また主の前にささげる酬恩祭のために雄牛と雄羊とを取り、また油を混ぜた素祭を取りなさい。主がきょうあなたがたに現れたもうからである』」。 


 and a bullock and a ram for a peace-offering, to sacrifice before Jehovah; and an oblation mingled with oil; for to-day Jehovah will appear to you.




 


  彼らはモーセが命じたものを会見の幕屋の前に携えてきた。会衆がみな近づいて主の前に立ったので、 


 And they brought what Moses commanded before the tent of meeting; and all the assembly approached and stood before Jehovah.




 


  モーセは言った、「これは主があなたがたに、せよと命じられたことである。こうして主の栄光はあなたがたに現れるであろう」。 


 And Moses said, This is the thing which Jehovah has commanded that ye should do; and the glory of Jehovah shall appear to you.




 


  モーセはまたアロンに言った、「あなたは祭壇に近づき、あなたの罪祭と燔祭をささげて、あなたのため、また民のためにあがないをし、また民の供え物をささげて、彼らのためにあがないをし、すべて主がお命じになったようにしなさい」。 


 And Moses said unto Aaron, Go to the altar, and offer thy sin-offering, and thy burnt-offering, and make atonement for thyself, and for the people; and offer the offering of the people, and make atonement for them, as Jehovah has commanded.




 


  そこでアロンは祭壇に近づき、自分のための罪祭の子牛をほふった。 


 And Aaron went to the altar and slaughtered the calf of the sin-offering which was for himself;




 


  そしてアロンの子たちは、その血を彼のもとに携えてきたので、彼は指をその血に浸し、それを祭壇の角につけ、残りの血を祭壇のもとに注ぎ、 


 and the sons of Aaron presented the blood to him, and he dipped his finger in the blood, and put [it] on the horns of the altar, and poured out the blood at the bottom of the altar.




 


  また罪祭の脂肪と腎臓と肝臓の小葉とを祭壇の上で焼いた。主がモーセに命じられたとおりである。 


 And the fat, and the kidneys, and the net above the liver, of the sin-offering, he burned on the altar, as Jehovah had commanded Moses.




 


  またその肉と皮とは宿営の外で火をもって焼き捨てた。 


 And the flesh and the skin he burned with fire outside the camp.




 


  彼はまた燔祭の獣をほふり、アロンの子たちがその血を彼に渡したので、これを祭壇の周囲に注ぎかけた。 


 And he slaughtered the burnt-offering; and Aaron's sons delivered to him the blood, which he sprinkled on the altar round about.




 


  彼らがまた燔祭のもの、すなわち、その切り分けたものと頭とを彼に渡したので、彼はこれを祭壇の上で焼いた。 


 And they delivered the burnt-offering to him, in the pieces thereof, and the head; and he burned [them] on the altar.




 


  またその内臓と足とを洗い、祭壇の上で燔祭と共にこれを焼いた。 


 And he washed the inwards and the legs, and burned [them] upon the burnt-offering, on the altar.




 


  彼はまた民の供え物をささげた。すなわち、民のための罪祭のやぎを取ってこれをほふり、前のようにこれを罪のためにささげた。 


 And he presented the people's offering, and took the goat of the sin-offering which was for the people and slaughtered it, and offered it for sin, as the first.




 


  また燔祭をささげた。すなわち、これを定めのようにささげた。 


 And he presented the burnt-offering and offered it according to the ordinance.




 


  また素祭をささげ、そのうちから一握りを取り、朝の燔祭に加えて、これを祭壇の上で焼いた。 


 And he presented the oblation, and took a handful of it, and burned it on the altar, besides the burnt-offering of the morning.




 


  彼はまた民のためにささげる酬恩祭の犠牲の雄牛と雄羊とをほふり、アロンの子たちが、その血を彼に渡したので、彼はこれを祭壇の周囲に注ぎかけた。 


 And he slaughtered the bullock and the ram of the sacrifice of peace-offering which was for the people. And Aaron's sons delivered to him the blood, and he sprinkled it on the altar round about;




 


  またその雄牛と雄羊との脂肪、すなわち、脂尾、内臓をおおうもの、腎臓、肝臓の小葉。 


 and the pieces of fat of the bullock and of the ram, the fat tail and what covers [the inwards], and the kidneys, and the net of the liver;




 


  これらの脂肪を彼らはその胸の上に載せて携えてきたので、彼はその脂肪を祭壇の上で焼いた。 


 and they put the pieces of fat on the breast-pieces, and he burned the pieces of fat on the altar;




 


  その胸と右のももとは、アロンが主の前に揺り動かして揺祭とした。モーセが命じたとおりである。 


 and the breast-pieces and the right shoulder Aaron waved as a wave-offering before Jehovah, as Moses had commanded.




 


  アロンは民にむかって手をあげて、彼らを祝福し、罪祭、燔祭、酬恩祭をささげ終って降りた。 


 And Aaron lifted up his hands toward the people and blessed them, and came down after the offering of the sin-offering, and the burnt-offering, and the peace-offering.




 


  モーセとアロンは会見の幕屋に入り、また出てきて民を祝福した。そして主の栄光はすべての民に現れ、 


 And Moses and Aaron went into the tent of meeting, and came out and blessed the people; and the glory of Jehovah appeared to all the people.




 


  主の前から火が出て、祭壇の上の燔祭と脂肪とを焼きつくした。民はみな、これを見て喜びよばわり、そしてひれ伏した。 


 And there went out fire from before Jehovah, and consumed on the altar the burnt-offering, and the pieces of fat; and all the people saw it, and they shouted, and fell on their face.
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  さてアロンの子ナダブとアビフとは、おのおのその香炉を取って火をこれに入れ、薫香をその上に盛って、異火を主の前にささげた。これは主の命令に反することであったので、 


 And the sons of Aaron, Nadab and Abihu, took each of them his censer, and put fire in it, and put incense on it, and presented strange fire before Jehovah, which he had not commanded them.




 


  主の前から火が出て彼らを焼き滅ぼし、彼らは主の前に死んだ。 


 And there went out fire from before Jehovah, and devoured them, and they died before Jehovah.




 


  その時モーセはアロンに言った、「主は、こう仰せられた。すなわち『わたしは、わたしに近づく者のうちに、わたしの聖なることを示し、すべての民の前に栄光を現すであろう』」。アロンは黙していた。 


 And Moses said to Aaron, This is what Jehovah spoke, saying, I will be hallowed in them that come near me, and before all the people I will be glorified. And Aaron was silent.




 


  モーセはアロンの叔父ウジエルの子ミシヤエルとエルザパンとを呼び寄せて彼らに言った、「近寄って、あなたがたの兄弟たちを聖所の前から、宿営の外に運び出しなさい」。 


 And Moses called Mishael and Elzaphan, the sons of Uzziel the uncle of Aaron, and said to them, Come near, carry your brethren from before the sanctuary out of the camp.




 


  彼らは近寄って、彼らをその服のまま宿営の外に運び出し、モーセの言ったようにした。 


 And they went near, and carried them in their vests out of the camp, as Moses had said.




 


  モーセはまたアロンおよびその子エレアザルとイタマルとに言った、「あなたがたは髪の毛を乱し、また衣服を裂いてはならない。あなたがたが死ぬことのないため、また主の怒りが、すべての会衆に及ぶことのないためである。ただし、あなたがたの兄弟イスラエルの全家は、主が火をもって焼き滅ぼしたもうたことを嘆いてもよい。 


 And Moses said to Aaron, and to Eleazar and to Ithamar his sons, Your heads shall ye not uncover, neither rend your clothes; lest ye die, and lest wrath come on all the assembly; but your brethren, the whole house of Israel, shall bewail the burning which Jehovah hath kindled.




 


  また、あなたがたは死ぬことのないように、会見の幕屋の入口から外へ出てはならない。あなたがたの上に主の注ぎ油があるからである」。彼らはモーセの言葉のとおりにした。 


 And ye shall not go out from the entrance of the tent of meeting, lest ye die; for the anointing oil of Jehovah is upon you. And they did according to the word of Moses.




 


  主はアロンに言われた、 


 And Jehovah spoke to Aaron, saying,




 


  「あなたも、あなたの子たちも会見の幕屋にはいる時には、死ぬことのないように、ぶどう酒と濃い酒を飲んではならない。これはあなたがたが代々永く守るべき定めとしなければならない。 


 Thou shalt not drink wine nor strong drink, thou, and thy sons with thee, when ye go into the tent of meeting, lest ye die -- [it is] an everlasting statute throughout your generations,




 


  これはあなたがたが聖なるものと俗なるもの、汚れたものと清いものとの区別をすることができるため、 


 that ye may put difference between the holy and the unholy, and between unclean and clean,




 


  また主がモーセによって語られたすべての定めを、イスラエルの人々に教えることができるためである」。 


 and that ye may teach the children of Israel all the statutes which Jehovah hath spoken to them by the hand of Moses.




 


  モーセはまたアロンおよびその残っている子エレアザルとイタマルとに言った、「あなたがたは主の火祭のうちから素祭の残りを取り、パン種を入れずに、これを祭壇のかたわらで食べなさい。これはいと聖なる物である。 


 And Moses spoke to Aaron, and to Eleazar and to Ithamar, his sons that were left, Take the oblation that is left of Jehovah's offerings by fire, and eat it with unleavened bread beside the altar; for it is most holy.




 


  これは主の火祭のうちからあなたの受ける分、またあなたの子たちの受ける分であるから、あなたがたはこれを聖なる所で食べなければならない。わたしはこのように命じられたのである。 


 And ye shall eat it in a holy place, because it is thy due, and thy sons' due, of Jehovah's offerings by fire; for so I am commanded.




 


  また揺り動かした胸とささげたももとは、あなたとあなたのむすこ、娘たちがこれを清い所で食べなければならない。これはイスラエルの人々の酬恩祭の犠牲の中からあなたの分、あなたの子たちの分として与えられるものだからである。 


 And the breast of the wave-offering, and the shoulder of the heave-offering shall ye eat in a clean place, thou, and thy sons, and thy daughters with thee; for [as] thy due, and thy sons' due, are they given of the sacrifices of peace-offerings of the children of Israel.




 


  彼らはそのささげたももと揺り動かした胸とを、火祭の脂肪と共に携えてきて、これを主の前に揺り動かして揺祭としなければならない。これは主がお命じになったように、長く受くべき分としてあなたと、あなたの子たちとに帰するであろう」。 


 The shoulder of the heave-offering and the breast of the wave-offering shall they bring, with the fire-offering of the pieces of fat, to wave [them] as a wave-offering before Jehovah; and they shall be thine, and thy sons' with thee, for an everlasting statute, as Jehovah has commanded.




 


  さてモーセは罪祭のやぎを、ていねいに捜したが、見よ、それがすでに焼かれていたので、彼は残っているアロンの子エレアザルとイタマルとにむかい、怒って言った、 


 And Moses diligently sought the goat of the sin-offering, and behold, it was burnt up: then he was wroth with Eleazar and Ithamar, the sons of Aaron that were left, saying,




 


  「あなたがたは、なぜ罪祭のものを聖なる所で食べなかったのか。これはいと聖なる物であって、あなたがたが会衆の罪を負って、彼らのために主の前にあがないをするため、あなたがたに賜わった物である。 


 Why have ye not eaten the sin-offering in a holy place? for it is most holy, and he has given it to you that ye might bear the iniquity of the assembly, to make atonement for them before Jehovah.




 


  見よ、その血は聖所の中に携え入れなかった。その肉はわたしが命じたように、あなたがたは必ずそれを聖なる所で食べるべきであった」。 


 Lo, its blood was not brought in within the sanctuary: ye should certainly have eaten it in the sanctuary, as I commanded.




 


  アロンはモーセに言った、「見よ、きょう、彼らはその罪祭と燔祭とを主の前にささげたが、このような事がわたしに臨んだ。もしわたしが、きょう罪祭のものを食べたとしたら、主はこれを良しとせられたであろうか」。 


 And Aaron said to Moses, Behold, to-day have they presented their sin-offering and their burnt-offering before Jehovah; and such things have befallen me; and had I to-day eaten the sin-offering, would it have been good in the sight of Jehovah?




 


  モーセはこれを聞いて良しとした。 


 And Moses heard it; and it was good in his sight.
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  主はまたモーセとアロンに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses and to Aaron, saying to them,




 


  「イスラエルの人々に言いなさい、『地にあるすべての獣のうち、あなたがたの食べることができる動物は次のとおりである。 


 Speak unto the children of Israel, saying, These are the animals which ye shall eat of all the beasts which are on the earth.




 


  獣のうち、すべてひずめの分かれたもの、すなわち、ひずめの全く切れたもの、反芻するものは、これを食べることができる。 


 Whatever hath cloven hoofs, and feet quite split open, and cheweth the cud, among the beasts -- that shall ye eat.




 


  ただし、反芻するもの、またはひずめの分かれたもののうち、次のものは食べてはならない。すなわち、らくだ、これは、反芻するけれども、ひずめが分かれていないから、あなたがたには汚れたものである。 


 Only these shall ye not eat of those that chew the cud, or of those with cloven hoofs: the camel, for it cheweth the cud, but hath not cloven hoofs -- it shall be unclean unto you;




 


  岩たぬき、これは、反芻するけれども、ひずめが分かれていないから、あなたがたには汚れたものである。 


 and the rock-badger, for it cheweth the cud, but hath not cloven hoofs -- it shall be unclean unto you;




 


  野うさぎ、これは、反芻するけれども、ひずめが分かれていないから、あなたがたには汚れたものである。 


 and the hare, for it cheweth the cud, but hath not cloven hoofs -- it shall be unclean unto you;




 


  豚、これは、ひずめが分かれており、ひずめが全く切れているけれども、反芻することをしないから、あなたがたには汚れたものである。 


 and the swine, for it hath cloven hoofs, and feet quite split open, but it cheweth not the cud -- it shall be unclean unto you.




 


  あなたがたは、これらのものの肉を食べてはならない。またその死体に触れてはならない。これらは、あなたがたには汚れたものである。 


 Of their flesh shall ye not eat, and their carcase shall ye not touch: they shall be unclean unto you.




 


  水の中にいるすべてのもののうち、あなたがたの食べることができるものは次のとおりである。すなわち、海でも、川でも、すべて水の中にいるもので、ひれと、うろこのあるものは、これを食べることができる。 


 These shall ye eat of all that are in the waters: whatever hath fins and scales in waters, in seas and in rivers, these shall ye eat;




 


  すべて水に群がるもの、またすべての水の中にいる生き物のうち、すなわち、すべて海、また川にいて、ひれとうろこのないものは、あなたがたに忌むべきものである。 


 but all that have not fins and scales in seas and in rivers, of all that swarm in the waters, and of every living soul which is in the waters -- they shall be an abomination unto you.




 


  これらはあなたがたに忌むべきものであるから、あなたがたはその肉を食べてはならない。またその死体は忌むべきものとしなければならない。 


 They shall be even an abomination unto you: of their flesh shall ye not eat, and their carcase ye shall have in abomination.




 


  すべて水の中にいて、ひれも、うろこもないものは、あなたがたに忌むべきものである。 


 Whatever in the waters hath no fins and scales, that shall be an abomination unto you.




 


  鳥のうち、次のものは、あなたがたに忌むべきものとして、食べてはならない。それらは忌むべきものである。すなわち、はげわし、ひげはげわし、みさご、 


 And these shall ye have in abomination of the fowls; they shall not be eaten; an abomination shall they be: the eagle, and the ossifrage, and the sea-eagle,




 


  とび、はやぶさの類、 


 and the falcon, and the kite, after its kind;




 


  もろもろのからすの類、 


 every raven after its kind;




 


  だちょう、よたか、かもめ、たかの類、 


 and the female ostrich and the male ostrich, and the sea-gull, and the hawk, after its kind;




 


  ふくろう、う、みみずく、 


 and the owl, and the gannet, and the ibis,




 


  むらさきばん、ペリカン、はげたか、 


 and the swan, and the pelican, and the carrion vulture,




 


  こうのとり、さぎの類、やつがしら、こうもり。 


 and the stork; the heron after its kind, and the hoopoe, and the bat.




 


  また羽があって四つの足で歩くすべての這うものは、あなたがたに忌むべきものである。 


 Every winged crawling thing that goeth upon all four shall be an abomination unto you.




 


  ただし、羽があって四つの足で歩くすべての這うもののうち、その足のうえに、跳ね足があり、それで地の上をはねるものは食べることができる。 


 Yet these shall ye eat of every winged crawling thing that goeth upon all four: those which have legs above their feet with which to leap upon the earth.




 


  すなわち、そのうち次のものは食べることができる。移住いなごの類、遍歴いなごの類、大いなごの類、小いなごの類である。 


 These shall ye eat of them: the arbeh after its kind, and the solam after its kind, and the hargol after its kind, and the hargab after its kind.




 


  しかし、羽があって四つの足で歩く、そのほかのすべての這うものは、あなたがたに忌むべきものである。 


 But every winged crawling thing that hath four feet shall be an abomination unto you.




 


  あなたがたは次の場合に汚れたものとなる。すなわち、すべてこれらのものの死体に触れる者は夕まで汚れる。 


 And by these ye shall make yourselves unclean; whoever toucheth their carcase shall be unclean until the even.




 


  すべてこれらのものの死体を運ぶ者は、その衣服を洗わなければならない。彼は夕まで汚れる。 


 And whoever carrieth [ought] of their carcase shall wash his garments, and be unclean until the even.




 


  すべて、ひずめの分かれた獣で、その切れ目の切れていないもの、また、反芻することをしないものは、あなたがたに汚れたものである。すべて、これに触れる者は汚れる。 


 Every beast that hath cloven hoofs, but not feet quite split open, nor cheweth the cud, shall be unclean unto you: every one that toucheth them shall be unclean.




 


  すべて四つの足で歩く獣のうち、その足の裏のふくらみで歩くものは皆あなたがたに汚れたものである。すべてその死体に触れる者は夕まで汚れる。 


 And whatever goeth on its paws, among all manner of beasts that go upon all four, those are unclean unto you: whoever toucheth their carcase shall be unclean until the even.




 


  その死体を運ぶ者は、その衣服を洗わなければならない。彼は夕まで汚れる。これは、あなたがたに汚れたものである。 


 And he that carrieth their carcase shall wash his garments, and be unclean until the even: they shall be unclean unto you.




 


  地にはう這うもののうち、次のものはあなたがたに汚れたものである。すなわち、もぐらねずみ、とびねずみ、とげ尾とかげの類、 


 And these shall be unclean unto you among the crawling things which crawl on the earth: the mole, and the field-mouse, and the lizard, after its kind;




 


  やもり、大とかげ、とかげ、すなとかげ、カメレオン。 


 and the groaning lizard, and the great red lizard, and the climbing lizard, and the chomet, and the chameleon.




 


  もろもろの這うもののうち、これらはあなたがたに汚れたものである。すべてそれらのものが死んで、それに触れる者は夕まで汚れる。 


 These shall be unclean unto you among all that crawl: whoever toucheth them when they are dead, shall be unclean until the even.




 


  またそれらのものが死んで、それが落ちかかった物はすべて汚れる。木の器であれ、衣服であれ、皮であれ、袋であれ、およそ仕事に使う器はそれを水に入れなければならない。それは夕まで汚れているが、そののち清くなる。 


 And on whatever any of them when they are dead doth fall, it shall be unclean; all vessels of wood, or garment, or skin, or sack, every vessel wherewith work is done -- it shall be put into water, and be unclean until the even; then shall it be clean.




 


  またそれらのものが、土の器の中に落ちたならば、その中にあるものは皆汚れる。あなたがたはその器をこわさなければならない。 


 And every earthen vessel into which [any] of them falleth -- whatever is in it shall be unclean; and ye shall break it.




 


  またすべてその中にある食物で、水分のあるものは汚れる。またすべてそのような器の中にある飲み物も皆汚れる。 


 All food that is eaten on which [such] water hath come shall be unclean; and all drink that is drunk shall be unclean, in every [such] vessel.




 


  またそれらのものの死体が落ちかかったならば、その物はすべて汚れる。天火であれ、かまどであれ、それをこわさなければならない。これらは汚れたもので、あなたがたに汚れたものとなる。 


 And everything where upon [any part] of their carcase falleth shall be unclean; oven and hearth shall be broken down: they are unclean, and shall be unclean unto you.




 


  ただし、泉、あるいは水の集まった水たまりは汚れない。しかし、その死体に触れる者は汚れる。 


 Nevertheless, a spring or a well, a quantity of water, shall be clean. But he that toucheth their carcase shall be unclean.




 


  それらのものの死体が、まく種の上に落ちても、それは汚れない。 


 And if any part of their carcase fall upon any sowing-seed which is to be sown, it shall be clean;




 


  ただし、種の上に水がかかっていて、その上にそれらのものの死体が、落ちるならば、それはあなたがたに汚れたものとなる。 


 but if water have been put on the seed, and any part of their carcase fall thereon, it shall be unclean unto you.




 


  あなたがたの食べる獣が死んだ時、その死体に触れる者は夕まで汚れる。 


 And if any beast which is to you for food die, he that toucheth the carcase thereof shall be unclean until the even.




 


  その死体を食べる者は、その衣服を洗わなければならない。夕まで汚れる。その死体を運ぶ者も、その衣服を洗わなければならない。夕まで汚れる。 


 And he that eateth of its carcase shall wash his garments, and be unclean until the even: he also that carrieth its carcase shall wash his garments, and be unclean until the even.




 


  すべて地にはう這うものは忌むべきものである。これを食べてはならない。 


 And every crawling thing which crawleth on the earth shall be an abomination; it shall not be eaten.




 


  すべて腹ばい行くもの、四つ足で歩くもの、あるいは多くの足をもつもの、すなわち、すべて地にはう這うものは、あなたがたはこれを食べてはならない。それらは忌むべきものだからである。 


 Whatever goeth on the belly, and whatever goeth on all four, and all that have a great many feet, of every manner of crawling thing which crawleth on the earth -- these ye shall not eat; for they are an abomination.




 


  あなたがたはすべて這うものによって、あなたがたの身を忌むべきものとしてはならない。また、これをもって身を汚し、あるいはこれによって汚されてはならない。 


 Ye shall not make yourselves abominable through any crawling thing which crawleth, neither shall ye make yourselves unclean with them, that ye should be defiled thereby.




 


  わたしはあなたがたの神、主であるから、あなたがたはおのれを聖別し、聖なる者とならなければならない。わたしは聖なる者である。地にはう這うものによって、あなたがたの身を汚してはならない。 


 For I am Jehovah your God; and ye shall hallow yourselves, and ye shall be holy; for I am holy; and ye shall not make yourselves unclean through any manner of crawling thing which creepeth on the earth.




 


  わたしはあなたがたの神となるため、あなたがたをエジプトの国から導き上った主である。わたしは聖なる者であるから、あなたがたは聖なる者とならなければならない』」。 


 For I am Jehovah who brought you up out of the land of Egypt, to be your God: ye shall therefore be holy, for I am holy.




 


  これは獣と鳥と、水の中に動くすべての生き物と、地に這うすべてのものに関するおきてであって、 


 This is the law of cattle, and of fowl, and of every living soul that moveth in the waters, and of every soul that crawleth on the earth;




 


  汚れたものと清いもの、食べられる生き物と、食べられない生き物とを区別するものである。 


 to make a difference between the unclean and the clean, and between the beast that is to be eaten and the beast that is not to be eaten.
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レビ記 12

⇈ 旧約聖書


↥ レビ記 


↤ レビ記 11 


↦  




詩のインデックス:


  
  
  
  
  
  
  
  






 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に言いなさい、『女がもし身ごもって男の子を産めば、七日のあいだ汚れる。すなわち、月のさわりの日かずほど汚れるであろう。 


 Speak unto the children of Israel, saying, If a woman conceive seed, and bear a male, then she shall be unclean seven days; as in the days of the separation of her infirmity shall she be unclean.




 


  八日目にはその子の前の皮に割礼を施さなければならない。 


 And on the eighth day shall the flesh of his foreskin be circumcised.




 


  その女はなお、血の清めに三十三日を経なければならない。その清めの日の満ちるまでは、聖なる物に触れてはならない。また聖なる所にはいってはならない。 


 And she shall continue thirty-three days in the blood of her cleansing; no holy thing shall she touch, nor come into the sanctuary, until the days of her cleansing are fulfilled.




 


  もし女の子を産めば、二週間、月のさわりと同じように汚れる。その女はなお、血の清めに六十六日を経なければならない。 


 And if she bear a female, then she shall be unclean two weeks, as in her separation; and she shall continue sixty-six days in the blood of her cleansing.




 


  男の子または女の子についての清めの日が満ちるとき、女は燔祭のために一歳の小羊、罪祭のために家ばとのひな、あるいは山ばとを、会見の幕屋の入口の、祭司のもとに、携えてこなければならない。 


 And when the days of her cleansing are fulfilled, for a son or for a daughter, she shall bring a yearling lamb for a burnt-offering, and a young pigeon or a turtle-dove for a sin-offering, to the entrance of the tent of meeting, unto the priest.




 


  祭司はこれを主の前にささげて、その女のために、あがないをしなければならない。こうして女はその出血の汚れが清まるであろう。これは男の子または女の子を産んだ女のためのおきてである。 


 And he shall present it before Jehovah, and make atonement for her; and she shall be clean from the flux of her blood. This is the law for her that hath borne a male or a female.




 


  もしその女が小羊に手の届かないときは、山ばと二羽か、家ばとのひな二羽かを取って、一つを燔祭、一つを罪祭とし、祭司はその女のために、あがないをしなければならない。こうして女は清まるであろう』」。 


 And if her hand cannot find what is sufficient for a sheep, she shall bring two turtle-doves or two young pigeons; one for a burnt-offering, and the other for a sin-offering; and the priest shall make atonement for her; and she shall be clean.
レビ記 13
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  主はまたモーセとアロンに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses and to Aaron, saying,




 


  「人がその身の皮に腫、あるいは吹出物、あるいは光る所ができ、これがその身の皮にらい病の患部のようになるならば、その人を祭司アロンまたは、祭司なるアロンの子たちのひとりのもとに、連れて行かなければならない。 


 When a man shall have in the skin of his flesh a rising or a scab, or bright spot, and it become in the skin of his flesh a sore [as] of leprosy, then he shall be brought unto Aaron the priest, or unto one of his sons the priests.




 


  祭司はその身の皮の患部を見、その患部の毛がもし白く変り、かつ患部が、その身の皮よりも深く見えるならば、それはらい病の患部である。祭司は彼を見て、これを汚れた者としなければならない。 


 And when the priest looketh on the sore in the skin of the flesh, and the hair in the sore is turned white, and the sore looketh deeper than the skin of his flesh, it is the sore of leprosy; and the priest shall look on him and pronounce him unclean.




 


  もしまたその身の皮の光る所が白くて、皮よりも深く見えず、また毛も白く変っていないならば、祭司はその患者を七日のあいだ留め置かなければならない。 


 But if the bright spot be white in the skin of his flesh, and look not deeper than the skin, and the hair thereof be not turned white, the priest shall shut up [him that hath] the sore seven days.




 


  七日目に祭司はこれを見て、もし患部の様子に変りがなく、また患部が皮に広がっていないならば、祭司はその人をさらに七日のあいだ留め置かなければならない。 


 And the priest shall look on him the seventh day; and behold, in his sight, the sore remaineth as it was, the sore hath not spread in the skin, then the priest shall shut him up seven days a second time.




 


  七日目に祭司は再びその人を見て、患部がもし薄らぎ、また患部が皮に広がっていないならば、祭司はこれを清い者としなければならない。これは吹出物である。その人は衣服を洗わなければならない。そして清くなるであろう。 


 And the priest shall look on him again the seventh day, and behold, the sore is become pale and the sore hath not spread in the skin, then the priest shall pronounce him clean; it is a scab; and he shall wash his garments and be clean.




 


  しかし、その人が祭司に見せて清い者とされた後に、その吹出物が皮に広くひろがるならば、再び祭司にその身を見せなければならない。 


 But if the scab have spread much in the skin, after that he hath been seen by the priest for his cleansing, he shall be seen by the priest again;




 


  祭司はこれを見て、その吹出物が皮に広がっているならば、祭司はその人を汚れた者としなければならない。これはらい病である。 


 and the priest shall look on him, and behold, the scab hath spread in the skin; then the priest shall pronounce him unclean: it is leprosy.




 


  もし人にらい病の患部があるならば、その人を祭司のもとに連れて行かなければならない。 


 When a sore [as] of leprosy is in a man, he shall be brought unto the priest;




 


  祭司がこれを見て、その皮に白い腫があり、その毛も白く変り、かつその腫に生きた生肉が見えるならば、 


 and the priest shall look on him, and behold, there is a white rising in the skin, and it hath turned the hair white, and a trace of raw flesh is in the rising:




 


  これは古いらい病がその身の皮にあるのであるから、祭司はその人を汚れた者としなければならない。その人は汚れた者であるから、これを留め置くに及ばない。 


 it is an old leprosy in the skin of his flesh; and the priest shall pronounce him unclean, and he shall not shut him up, for he is unclean.




 


  もしらい病が広く皮に出て、そのらい病が、その患者の皮を頭から足まで、ことごとくおおい、祭司の見るところすべてに及んでおれば、 


 But if the leprosy break out much in the skin, and the leprosy cover all the skin of [him that hath] the sore, from his head even to his foot, wherever the eyes of the priest look,




 


  祭司はこれを見、もしらい病がその身をことごとくおおっておれば、その患者を清い者としなければならない。それはことごとく白く変ったから、彼は清い者である。 


 and the priest looketh, and behold, the leprosy covereth all his flesh, he shall pronounce [him] clean [that hath] the sore; it is all turned white; he is clean.




 


  しかし、もし生肉がその人に現れておれば、汚れた者である。 


 And on the day when raw flesh appeareth in him, he shall be unclean.




 


  祭司はその生肉を見て、その人を汚れた者としなければならない。生肉は汚れたものであって、それはらい病である。 


 And the priest shall look on the raw flesh, and shall pronounce him unclean: the raw flesh is unclean, it is leprosy.




 


  もしまたその生肉が再び白く変るならば、その人は祭司のもとに行かなければならない。 


 But if the raw flesh change again, and be turned white, he shall come unto the priest;




 


  祭司はその人を見て、もしその患部が白く変っておれば、祭司はその患者を清い者としなければならない。その人は清い者である。 


 and the priest shall look on him, and behold, the sore is turned white; then the priest shall pronounce [him] clean [that hath] the sore: he is clean.




 


  また身の皮に腫物があったが、直って、 


 And the flesh -- when in the skin thereof cometh a boil, and it is healed,




 


  その腫物の場所に白い腫、または赤みをおびた白い光る所があれば、これを祭司に見せなければならない。 


 and there is in the place of the boil a white rising, or a white-reddish bright spot, it shall be shewn to the priest;




 


  祭司はこれを見て、もし皮よりも低く見え、その毛が白く変っていれば、祭司はその人を汚れた者としなければならない。それは腫物に起ったらい病の患部だからである。 


 and the priest shall look on it, and behold, it looketh deeper than the skin, and the hair thereof is turned white; then the priest shall pronounce him unclean: it is the sore of leprosy broken out in the boil.




 


  しかし、祭司がこれを見て、もしその所に白い毛がなく、また皮よりも低い所がなく、かえって薄らいでいるならば、祭司はその人を七日のあいだ留め置かなければならない。 


 But if the priest look on it, and behold, there are no white hairs therein, and it is not deeper than the skin, and is pale, the priest shall shut him up seven days;




 


  そしてもし皮に広くひろがっているならば、祭司はその人を汚れた者としなければならない。それは患部だからである。 


 and if it spread much in the skin, then the priest shall pronounce him unclean: it is the sore.




 


  しかし、その光る所がもしその所にとどまって広がらなければ、それは腫物の跡である。祭司はその人を清い者としなければならない。 


 But if the bright spot have remained in its place, [and] have not spread, it is the scar of the boil; and the priest shall pronounce him clean.




 


  また身の皮にやけどがあって、そのやけどの生きた肉がもし赤みをおびた白、または、ただ白くて光る所となるならば、 


 Or if in the flesh, in the skin thereof, there is a burning inflammation, and the place of the inflammation become a bright spot white-reddish or white,




 


  祭司はこれを見なければならない。そしてもし、その光る所にある毛が白く変って、そこが皮よりも深く見えるならば、これはやけどに生じたらい病である。祭司はその人を汚れた者としなければならない。これはらい病の患部だからである。 


 and the priest look on it, and behold, the hair is turned white in the bright spot, and it looketh deeper than the skin, it is a leprosy which is broken out in the inflammation; and the priest shall pronounce him unclean: it is the sore of leprosy.




 


  けれども祭司がこれを見て、その光る所に白い毛がなく、また皮よりも低い所がなく、かえって薄らいでいるならば、祭司はその人を七日のあいだ留め置き、 


 But if the priest look on it, and behold, there is no white hair in the bright spot, and it is no deeper than the skin, and is pale, the priest shall shut him up seven days.




 


  七日目に祭司は彼を見なければならない。もし皮に広くひろがっているならば、祭司はその人を汚れた者としなければならない。これはらい病の患部だからである。 


 And the priest shall look on him the seventh day, and if it have spread much in the skin, the priest shall pronounce him unclean: it is the sore of leprosy.




 


  もしその光る所が、その所にとどまって、皮に広がらずに、かえって薄らいでいるならば、これはやけどの腫である。祭司はその人を清い者としなければならない。これはやけどの跡だからである。 


 But if the bright spot have remained in its place, [and] not spread in the skin, and is pale, it is the rising of the inflammation; and the priest shall pronounce him clean; for it is the scar of the inflammation.




 


  男あるいは女がもし、頭またはあごに患部が生じたならば、 


 And if a man or a woman have a sore on the head or on the beard,




 


  祭司はその患部を見なければならない。もしそれが皮よりも深く見え、またそこに黄色の細い毛があるならば、祭司はその人を汚れた者としなければならない。それはかいせんであって、頭またはあごのらい病だからである。 


 and the priest look on the sore, and behold, it looketh deeper than the skin, and there is in it yellow thin hair, then the priest shall pronounce him unclean; it is a scall, the leprosy of the head or the beard.




 


  また祭司がそのかいせんの患部を見て、もしそれが皮よりも深く見えず、またそこに黒い毛がないならば、祭司はそのかいせんの患者を七日のあいだ留め置き、 


 And if the priest look on the sore of the scall, and behold, it is not in sight deeper than the skin, and there is no black hair in it, the priest shall shut up [him that hath] the sore of the scall seven days.




 


  七日目に祭司はその患部を見なければならない。そのかいせんがもし広がらず、またそこに黄色の毛がなく、そのかいせんが皮よりも深く見えないならば、 


 And when the priest looketh on the sore on the seventh day, and behold, the scall hath not spread, and there is in it no yellow hair, and the scall doth not look deeper than the skin,




 


  その人は身をそらなければならない。ただし、そのかいせんをそってはならない。祭司はそのかいせんのある者をさらに七日のあいだ留め置き、 


 he [that hath the sore] shall shave himself; but the scall shall he not shave; and the priest shall shut up [him that hath] the scall seven days a second time.




 


  七日目に祭司はそのかいせんを見なければならない。もしそのかいせんが皮に広がらず、またそれが皮よりも深く見えないならば、祭司はその人を清い者としなければならない。その人はまたその衣服を洗わなければならない。そして清くなるであろう。 


 And the priest shall look on the scall on the seventh day, and behold, the scall hath not spread in the skin, nor is in sight deeper than the skin, then the priest shall pronounce him clean; and he shall wash his garments, and be clean.




 


  しかし、もし彼が清い者とされた後に、そのかいせんが、皮に広くひろがるならば、 


 But if the scall have spread much in the skin after his cleansing,




 


  祭司はその人を見なければならない。もしそのかいせんが皮に広がっているならば、祭司は黄色の毛を捜すまでもなく、その人は汚れた者である。 


 and the priest shall look on him, and behold, the scall hath spread in the skin, the priest shall not seek for yellow hair: he is unclean.




 


  しかし、もしそのかいせんの様子に変りなく、そこに黒い毛が生じているならば、そのかいせんは直ったので、その人は清い。祭司はその人を清い者としなければならない。 


 But if the scall have in his sight remained as it was, and there is black hair grown up therein, the scall is healed: he is clean; and the priest shall pronounce him clean.




 


  また男あるいは女がもし、その身の皮に光る所、すなわち白い光る所があるならば、 


 And if a man or a woman have in the skin of their flesh bright spots, white bright spots,




 


  祭司はこれを見なければならない。もしその身の皮の光る所が、鈍い白であるならば、これはただ白せんがその皮に生じたのであって、その人は清い。 


 and the priest look, and behold, there are in the skin of their flesh pale white spots, it is an eruption which is broken out in the skin: he is clean.




 


  人がもしその頭から毛が抜け落ちても、それがはげならば清い。 


 And if a man's hair have fallen off his head, he is bald: he is clean;




 


  もしその額の毛が抜け落ちても、それが額のはげならば清い。 


 and if he have the hair fallen off from the part of the head towards his face, he is forehead-bald: he is clean.




 


  けれども、もしそのはげ頭または、はげ額に赤みをおびた白い患部があるならば、それはそのはげ頭または、はげ額にらい病が発したのである。 


 And if there be in the bald head, or bald forehead, a white-reddish sore, it is a leprosy which hath broken out in his bald head, or his bald forehead.




 


  祭司はこれを見なければならない。もしそのはげ頭または、はげ額の患部の腫が白く赤みをおびて、身の皮にらい病があらわれているならば、 


 And the priest shall look on it, and behold, the rising of the sore is white-reddish in his bald head, or in his bald forehead, like the appearance of the leprosy in the skin of the flesh;




 


  その人はらい病に冒された者であって、汚れた者である。祭司はその人を確かに汚れた者としなければならない。患部が頭にあるからである。 


 he is a leprous man, he is unclean; the priest shall pronounce him utterly unclean; his sore is in his head.




 


  患部のあるらい病人は、その衣服を裂き、その頭を現し、その口ひげをおおって『汚れた者、汚れた者』と呼ばわらなければならない。 


 And as to the leper in whom the sore is, -- his garments shall be rent, and his head shall be uncovered, and he shall put a covering on his beard, and shall cry, Unclean, unclean!




 


  その患部が身にある日の間は汚れた者としなければならない。その人は汚れた者であるから、離れて住まなければならない。すなわち、そのすまいは宿営の外でなければならない。 


 All the days that the sore shall be in him he shall be unclean: he is unclean; he shall dwell apart; outside the camp shall his dwelling be.




 


  また衣服にらい病の患部が生じた時は、それが羊毛の衣服であれ、亜麻の衣服であれ、 


 And if a sore of leprosy is in a garment, in a woollen garment, or a linen garment,




 


  あるいは亜麻または羊毛の縦糸であれ、横糸であれ、あるいは皮であれ、皮で作ったどのような物であれ、 


 either in the warp or in the woof of linen or of wool, or in a skin, or in anything made of skin,




 


  もしその衣服あるいは皮、あるいは縦糸、あるいは横糸、あるいは皮で作ったどのような物であれ、その患部が青みをおびているか、あるいは赤みをおびているならば、これはらい病の患部である。これを祭司に見せなければならない。 


 and the sore is greenish or reddish in the garment, or in the skin, or in the warp, or in the woof, or in anything of skin, it is the sore of leprosy, and shall be shewn unto the priest.




 


  祭司はその患部を見て、その患部のある物を七日のあいだ留め置き、 


 And the priest shall look on the sore, and shall shut up [that which hath] the sore seven days.




 


  七日目に患部を見て、もしその衣服、あるいは縦糸、あるいは横糸、あるいは皮、またどのように用いられている皮であれ、患部が広がっているならば、その患部は悪性のらい病であって、それは汚れた物である。 


 And he shall see the sore on the seventh day: if the sore have spread in the garment, either in the warp or in the woof, or in a skin, in any work that may be made of skin, the sore is a corroding leprosy: it is unclean.




 


  彼はその患部のある衣服、あるいは羊毛、または亜麻の縦糸、または横糸、あるいはすべて皮で作った物を焼かなければならない。これは悪性のらい病であるから、その物を火で焼かなければならない。 


 And they shall burn the garment, or the warp or the woof, of wool or of linen, or anything of skin, wherein the sore is; for it is a corroding leprosy: it shall be burned with fire.




 


  しかし、祭司がこれを見て、もし患部がその衣服、あるいは縦糸、あるいは横糸、あるいはすべて皮で作った物に広がっていないならば、 


 But if the priest look, and behold, the sore hath not spread in the garment, or in the warp, or in the woof, or in anything of skin,




 


  祭司は命じて、その患部のある物を洗わせ、さらに七日の間これを留め置かなければならない。 


 then the priest shall command that they wash the thing wherein the sore is, and he shall shut it up seven days a second time.




 


  そしてその患部を洗った後、祭司はそれを見て、もし患部の色が変らなければ、患部が広がらなくても、それは汚れた物である。それが表にあっても裏にあっても腐れであるから、それを火で焼かなければならない。 


 And the priest shall look on the sore after the washing, and behold, if the sore have not changed its appearance, and the sore have not spread, it is unclean: thou shalt burn it with fire: it is a fretting sore on what is threadbare or where the nap is gone.




 


  しかし、祭司がこれを見て、それを洗った後に、その患部が薄らいだならば、その衣服、あるいは皮、あるいは縦糸、あるいは横糸から、それを切り取らなければならない。 


 But if the priest look, and behold, the sore hath become pale after the washing of it, then he shall rend it from the garment, or from the skin, or from the warp, or from the woof.




 


  しかし、なおその衣服、あるいは縦糸、あるいは横糸、あるいはすべて皮で作った物にそれが現れれば、それは再発したのである。その患部のある物を火で焼かなければならない。 


 And if it appear still in the garment, or in the warp, or in the woof, or in anything of skin, it is a [leprosy] breaking out: thou shalt burn with fire that wherein the sore is.




 


  また洗った衣服、あるいは縦糸、あるいは横糸、あるいはすべて皮で作った物から、患部が消え去るならば、再びそれを洗わなければならない。そうすれば清くなるであろう」。 


 But the garment, or the warp, or the woof, or whatever thing of skin which thou hast washed, and the sore departeth from them, it shall be washed a second time, and it is clean.




 


  これは羊毛または亜麻の衣服、あるいは縦糸、あるいは横糸、あるいはすべて皮で作った物に生じるらい病の患部について、それを清い物とし、または汚れた物とするためのおきてである。 


 This is the law of the sore of leprosy in a garment of wool or linen, or in the warp, or in the woof, or in anything of skin, to cleanse it, or to pronounce it unclean.
レビ記 14

⇈ 旧約聖書


↥ レビ記 


↤  


↦ レビ記 15 
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  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「らい病人が清い者とされる時のおきては次のとおりである。すなわち、その人を祭司のもとに連れて行き、 


 This shall be the law of the leper in the day of his cleansing: he shall be brought unto the priest,




 


  祭司は宿営の外に出て行って、その人を見、もしらい病の患部がいえているならば、 


 and the priest shall go out of the camp; and when the priest looketh, and behold, the sore of leprosy is healed in the leper,




 


  祭司は命じてその清められる者のために、生きている清い小鳥二羽と、香柏の木と、緋の糸と、ヒソプとを取ってこさせ、 


 then shall the priest command to take for him that is to be cleansed two clean living birds, and cedar-wood, and scarlet, and hyssop.




 


  祭司はまた命じて、その小鳥の一羽を、流れ水を盛った土の器の上で殺させ、 


 And the priest shall command that one bird be killed in an earthen vessel over running water:




 


  そして生きている小鳥を、香柏の木と、緋の糸と、ヒソプと共に取って、これをかの流れ水を盛った土の器の上で殺した小鳥の血に、その生きている小鳥と共に浸し、 


 as to the living bird -- he shall take it, and the cedar-wood, and the scarlet, and the hyssop, and dip them and the living bird in the blood of the bird that was killed over the running water;




 


  これをらい病から清められる者に七たび注いで、その人を清い者とし、その生きている小鳥は野に放たなければならない。 


 and he shall sprinkle upon him that is to be cleansed from the leprosy seven times, and shall pronounce him clean, and shall let the living bird loose into the open field.




 


  清められる者はその衣服を洗い、毛をことごとくそり落し、水に身をすすいで清くなり、その後、宿営にはいることができる。ただし七日の間はその天幕の外にいなければならない。 


 And he that is to be cleansed shall wash his garments, and shave all his hair, and bathe in water, and he shall be clean; and afterwards shall he come into the camp, and shall abide outside his tent seven days.




 


  そして七日目に毛をことごとくそらなければならい。頭の毛も、ひげも、まゆも、ことごとくそらなければならない。彼はその衣服を洗い、水に身をすすいで清くなるであろう。 


 And it shall come to pass on the seventh day, that he shall shave all his hair, his head, and his beard, and his eyebrows, even all his hair shall he shave, and he shall wash his garments, and shall bathe his flesh in water, and he is clean.




 


  八日目にその人は雄の小羊の全きもの二頭と、一歳の雌の小羊の全きもの一頭とを取り、また麦粉十分の三エパに油を混ぜた素祭と、油一ログとを取らなければならない。 


 And on the eighth day he shall take two he-lambs without blemish, and one yearling ewe-lamb without blemish, and three tenth parts of fine flour mingled with oil, for an oblation, and one log of oil.




 


  清めをなす祭司は、清められる人とこれらの物とを、会見の幕屋の入口で主の前に置き、 


 And the priest that cleanseth [him] shall present the man that is to be cleansed and those things before Jehovah, at the entrance of the tent of meeting.




 


  祭司は、かの雄の小羊一頭を取って、これを一ログの油と共に愆祭としてささげ、またこれを主の前に揺り動かして揺祭としなければならない。 


 And the priest shall take one he-lamb, and present it for a trespass-offering, and the log of oil, and wave them as a wave-offering before Jehovah.




 


  この雄の小羊は罪祭および燔祭をほふる場所、すなわち聖なる所で、これをほふらなければならない。愆祭は罪祭と同じく、祭司に帰するものであって、いと聖なる物である。 


 And he shall slaughter the he-lamb at the place where the sin-offering and the burnt-offering are slaughtered, in a holy place; for as the sin-offering, so the trespass-offering is the priest's: it is most holy.




 


  そして祭司はその愆祭の血を取り、これを清められる者の右の耳たぶと、右の手の親指と、右の足の親指とにつけなければならない。 


 And the priest shall take of the blood of the trespass-offering, and the priest shall put it on the tip of the right ear of him that is to be cleansed, and on the thumb of his right hand, and on the great toe of his right foot.




 


  祭司はまた一ログの油を取って、これを自分の左の手のひらに注ぎ、 


 And the priest shall take of the log of oil, and pour it into his, the priest's, left hand;




 


  そして祭司は右の指を左の手のひらにある油に浸し、その指をもって、その油を七たび主の前に注がなければならない。 


 and the priest shall dip his right finger in the oil that is in his left hand, and shall sprinkle of the oil with his finger seven times before Jehovah.




 


  祭司は手のひらにある油の残りを、清められる者の右の耳たぶと、右の手の親指と、右の足の親指とに、さきにつけた愆祭の血の上につけなければならない。 


 And of the rest of the oil that is in his hand shall the priest put on the tip of the right ear of him that is to be cleansed, and on the thumb of his right hand, and on the great toe of his right foot, upon the blood of the trespass-offering.




 


  そして祭司は手のひらになお残っている油を、清められる者の頭につけ、主の前で、その人のためにあがないをしなければならない。 


 And the remainder of the oil that is in the priest's hand he shall put upon the head of him that is to be cleansed, and the priest shall make atonement for him before Jehovah.




 


  また祭司は罪祭をささげて、汚れのゆえに、清められねばならぬ者のためにあがないをし、その後、燔祭のものをほふらなければならない。 


 And the priest shall offer the sin-offering, and make atonement for him that is to be cleansed from his uncleanness; and afterwards shall he slaughter the burnt-offering.




 


  そして祭司は燔祭と素祭とを祭壇の上にささげ、その人のために、あがないをしなければならない。こうしてその人は清くなるであろう。 


 And the priest shall offer the burnt-offering and the oblation upon the altar; and the priest shall make atonement for him, and he shall be clean.




 


  その人がもし貧しくて、それに手の届かない時は、自分のあがないのために揺り動かす愆祭として、雄の小羊一頭を取り、また素祭として油を混ぜた麦粉十分の一エパと、油一ログとを取り、 


 But if he be poor, and his hand be not able to get it, then he shall take one lamb for a trespass-offering, for a wave-offering, to make atonement for him; and one tenth part of fine flour mingled with oil for an oblation; and a log of oil,




 


  さらにその手の届く山ばと二羽、または家ばとのひな二羽を取らなければならない。その一つは罪祭のため、他の一つは燔祭のためである。 


 and two turtle-doves, or two young pigeons, as his hand may be able to get: the one shall be a sin-offering, and the other a burnt-offering.




 


  そして八日目に、その清めのために会見の幕屋の入口におる祭司のもと、主の前にこれを携えて行かなければならない。 


 And he shall bring them on the eighth day of his cleansing unto the priest, unto the entrance of the tent of meeting, before Jehovah.




 


  祭司はその愆祭の雄の小羊と、一ログの油とを取り、これを主の前に揺り動かして揺祭としなければならない。 


 And the priest shall take the he-lamb of the trespass-offering, and the log of oil, and the priest shall wave them as a wave-offering before Jehovah.




 


  そして祭司は愆祭の雄の小羊をほふり、その愆祭の血を取って、これを清められる者の右の耳たぶと、右の手の親指と、右の足の親指とにつけなければならない。 


 And he shall slaughter the he-lamb of the trespass-offering; and the priest shall take of the blood of the trespass-offering, and put it upon the tip of the right ear of him that is to be cleansed, and upon the thumb of his right hand, and on the great toe of his right foot.




 


  また祭司はその油を自分の左の手のひらに注ぎ、 


 And the priest shall pour of the oil into [his], the priest's, left hand,




 


  祭司はその右の指をもって、左の手のひらにある油を、七たび主の前に注がなければならない。 


 and the priest shall sprinkle with his right finger of the oil that is in his left hand seven times before Jehovah.




 


  また祭司はその手のひらにある油を、清められる者の右の耳たぶと、右の手の親指と、右の足の親指とに、すなわち、愆祭の血をつけたところにつけなければならない。 


 And the priest shall put of the oil that is in his hand upon the tip of the right ear of him that is to be cleansed, and upon the thumb of his right hand, and on the great toe of his right foot, upon the place of the blood of the trespass-offering.




 


  また祭司は手のひらに残っている油を、清められる者の頭につけ、主の前で、その人のために、あがないをしなければならない。 


 And the remainder of the oil that is in the priest's hand he shall put upon the head of him that is to be cleansed, to make atonement for him before Jehovah.




 


  その人はその手の届く山ばと一羽、または家ばとのひな一羽をささげなければならない。 


 And he shall offer one of the turtle-doves, or of the young pigeons, of what his hand was able to get;




 


  すなわち、その手の届くものの一つを罪祭とし、他の一つを燔祭として素祭と共にささげなければならない。こうして祭司は清められる者のために、主の前にあがないをするであろう。 


 of what his hand was able to get shall the one be a sin-offering, and the other a burnt-offering, with the oblation; and the priest shall make atonement for him that is to be cleansed before Jehovah.




 


  これはらい病の患者で、その清めに必要なものに、手の届かない者のためのおきてである」。 


 This is the law for him in whom is the sore of leprosy, whose hand cannot get what is [regularly prescribed] in his cleansing.




 


  主はまたモーセとアロンに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses and to Aaron, saying,




 


  「あなたがたに所有として与えるカナンの地に、あなたがたがはいる時、その所有の地において、家にわたしがらい病の患部を生じさせることがあれば、 


 When ye come into the land of Canaan, which I give to you for a possession, and I put a leprous plague in a house of the land of your possession,




 


  その家の持ち主はきて、祭司に告げ、『患部のようなものが、わたしの家にあります』と言わなければならない。 


 then he whose house it is shall come and tell the priest, saying, It seemeth to me like a plague in the house;




 


  祭司は命じて、祭司がその患部を見に行く前に、その家をあけさせ、その家にあるすべての物が汚されないようにし、その後、祭司は、はいってその家を見なければならない。 


 and the priest shall command that they empty the house before the priest go into it to see the plague, that all that is in the house be not made unclean; and afterwards the priest shall go in to see the house.




 


  その患部を見て、もしその患部が家の壁にあって、青または赤のくぼみをもち、それが壁よりも低く見えるならば、 


 And when he looketh on the plague, and behold, the plague is in the walls of the house, greenish or reddish hollows, and their look is deeper than the surface of the wall,




 


  祭司はその家を出て、家の入口にいたり、七日の間その家を閉鎖しなければならない。 


 then the priest shall go out of the house to the entrance of the house, and shut up the house seven days.




 


  祭司は七日目に、またきてそれを見、その患部がもし家の壁に広がっているならば、 


 And the priest shall come again the seventh day, and when he looketh, and behold, the plague hath spread in the walls of the house,




 


  祭司は命じて、その患部のある石を取り出し、町の外の汚れた物を捨てる場所に捨てさせ、 


 then the priest shall command that they take away the stones in which the plague is, and they shall cast them out of the city, in an unclean place.




 


  またその家の内側のまわりを削らせ、その削ったしっくいを町の外の汚れた物を捨てる場所に捨てさせ、 


 And he shall cause the house to be scraped within round about, and they shall pour out the mortar that they have scraped off, out of the city in an unclean place.




 


  ほかの石を取って、元の石のところに入れさせ、またほかのしっくいを取って、家を塗らせなければならない。 


 And they shall take other stones, and put them in the place of those stones; and they shall take other mortar, and shall plaster the house.




 


  このように石を取り出し、家を削り、塗りかえた後に、その患部がもし再び家に出るならば、 


 And if the plague come again, and break out in the house, after he hath taken away the stones, and after he hath scraped the house, and after it is plastered,




 


  祭司はまたきて見なければならない。患部がもし家に広がっているならば、これは家にある悪性のらい病であって、これは汚れた物である。 


 then the priest shall come, and when he looketh, and behold, the plague hath spread in the house, it is a corroding leprosy in the house: it is unclean.




 


  その家は、こぼち、その石、その木、その家のしっくいは、ことごとく町の外の汚れた物を捨てる場所に運び出さなければならない。 


 And they shall break down the house, the stones of it, and the timber thereof, and all the mortar of the house, and shall carry them forth out of the city to an unclean place.




 


  その家が閉鎖されている日の間に、これにはいる者は夕まで汚れるであろう。 


 And he that goeth into the house as long as it is shut up shall be unclean until the even.




 


  その家に寝る者はその衣服を洗わなければならない。その家で食する者も、その衣服を洗わなければならない。 


 And he that sleepeth in the house shall wash his garments, and he that eateth in the house shall wash his garments.




 


  しかし、祭司がはいって見て、もし家を塗りかえた後に、その患部が家に広がっていなければ、これはその患部がいえたのであるから、祭司はその家を清いものとしなければならない。 


 But if the priest shall come in and look, and behold, the plague hath not spread in the house, after the house hath been plastered, the priest shall pronounce the house clean; for the plague is healed.




 


  また彼はその家を清めるために、小鳥二羽と、香柏の木と、緋の糸と、ヒソプとを取り、 


 And he shall take, to purge the house from the defilement, two birds, and cedar-wood, and scarlet, and hyssop;




 


  その小鳥の一羽を流れ水を盛った土の器の上で殺し、 


 and he shall kill one bird in an earthen vessel over running water;




 


  香柏の木と、ヒソプと、緋の糸と、生きている小鳥とを取って、その殺した小鳥の血と流れ水に浸し、これを七たび家に注がなければならない。 


 and he shall take the cedar-wood and the hyssop and the scarlet, and the living bird, and dip them in the blood of the bird that was killed, and in the running water, and sprinkle the house seven times;




 


  こうして祭司は小鳥の血と流れ水と、生きている小鳥と、香柏の木と、ヒソプと、緋の糸とをもって家を清め、 


 and he shall purge the house from the defilement with the blood of the bird, and with the running water, and with the living bird, and with the cedar-wood, and with the hyssop, and with the scarlet;




 


  その生きている小鳥は町の外の野に放して、その家のために、あがないをしなければならない。こうして、それは清くなるであろう」。 


 and he shall let the living bird loose out of the city into the open field; and he shall make atonement for the house, and it is clean.




 


  これはらい病のすべての患部、かいせん、 


 This is the law for every sore of leprosy, and for the scall,




 


  および衣服と家のらい病、 


 and for the leprosy of garments, and of houses,




 


  ならびに腫と、吹出物と、光る所とに関するおきてであって、 


 and for the rising, and for the scab, and for the bright spot,




 


  いつそれが汚れているか、いつそれが清いかを教えるものである。これがらい病に関するおきてである。 


 to teach when there is uncleanness, and when it is purified: this is the law of leprosy.
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  主はまた、モーセとアロンに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses and to Aaron, saying,




 


  「イスラエルの人々に言いなさい、『だれでもその肉に流出があれば、その流出は汚れである。 


 Speak unto the children of Israel, and say unto them, If any man have a flux from his flesh, because of his flux he is unclean.




 


  その流出による汚れは次のとおりである。すなわち、その肉の流出が続いていても、あるいは、その肉の流出が止まっていても、共に汚れである。 


 And this shall be his uncleanness in his flux: whether his flesh run with his flux, or his flesh be closed from his flux, it is his uncleanness.




 


  流出ある者の寝た床はすべて汚れる。またその人のすわった物はすべて汚れるであろう。 


 Every bed whereon he lieth that hath the flux shall be unclean; and every object on which he sitteth shall be unclean.




 


  その床に触れる者は、その衣服を洗い、水に身をすすがなければならない。彼は夕まで汚れるであろう。 


 And whoever toucheth his bed shall wash his garments, and bathe in water, and be unclean until the even.




 


  流出ある者のすわった物の上にすわる者は、その衣服を洗い、水に身をすすがなければならない。彼は夕まで汚れるであろう。 


 And he that sitteth on any object whereon he sat that hath the flux shall wash his garments, and bathe in water, and be unclean until the even.




 


  流出ある者の肉に触れる者は衣服を洗い、水に身をすすがなければならない。彼は夕まで汚れるであろう。 


 And he that toucheth the flesh of him that hath the flux shall wash his garments, and bathe in water, and be unclean until the even.




 


  流出ある者のつばきが、清い者にかかったならば、その人は衣服を洗い、水に身をすすがなければならない。彼は夕まで汚れるであろう。 


 And if he that hath the flux spit upon him that is clean, then he shall wash his garments, and bathe in water, and be unclean until the even.




 


  流出ある者の乗った鞍はすべて汚れる。 


 And what carriage soever he rideth upon that hath the flux shall be unclean.




 


  また彼の下になった物に触れる者は、すべて夕まで汚れるであろう。またそれらの物を運ぶ者は、その衣服を洗い、水に身をすすがなければならない。彼は夕まで汚れるであろう。 


 And whoever toucheth anything that was under him shall be unclean until the even; and he that carrieth them shall wash his garments, and bathe in water, and be unclean until the even.




 


  流出ある者が、水で手を洗わずに人に触れるならば、その人は衣服を洗い、水に身をすすがなければならない。彼は夕まで汚れるであろう。 


 And whomsoever he toucheth who hath the flux and hath not rinsed his hands in water -- he shall wash his garments, and bathe in water, and be unclean until the even.




 


  流出ある者が触れた土の器は砕かなければならない。木の器はすべて水で洗わなければならない。 


 And the vessel of earth that he toucheth who hath the flux shall be broken; and every vessel of wood shall be rinsed in water.




 


  流出ある者の流出がやんで清くなるならば、清めのために七日を数え、その衣服を洗い、流れ水に身をすすがなければならない。そうして清くなるであろう。 


 And when he that hath a flux is clean of his flux, then he shall count seven days for his cleansing, and wash his clothes, and bathe his flesh in running water, and he shall be clean.




 


  八日目に、山ばと二羽、または家ばとのひな二羽を取って、会見の幕屋の入口に行き、主の前に出て、それを祭司に渡さなければならない。 


 And on the eighth day he shall take two turtle-doves, or two young pigeons, and come before Jehovah unto the entrance of the tent of meeting, and give them unto the priest.




 


  祭司はその一つを罪祭とし、他の一つを燔祭としてささげなければならない。こうして祭司はその人のため、その流出のために主の前に、あがないをするであろう。 


 And the priest shall offer them, one as a sin-offering, and one as a burnt-offering; and the priest shall make atonement for him before Jehovah for his flux.




 


  人がもし精を漏らすことがあれば、その全身を水にすすがなければならない。彼は夕まで汚れるであろう。 


 And if any man's seed of copulation pass from him, then he shall bathe his whole flesh in water, and be unclean until the even.




 


  すべて精のついた衣服および皮で作った物は水で洗わなければならない。これは夕まで汚れるであろう。 


 And every garment, and every skin, whereon the seed of copulation shall be, shall be washed with water, and be unclean until the even.




 


  男がもし女と寝て精を漏らすことがあれば、彼らは共に水に身をすすがなければならない。彼らは夕まで汚れるであろう。 


 And a woman with whom a man lieth with seed of copulation -- they shall bathe in water, and be unclean until the even.




 


  また女に流出があって、その身の流出がもし血であるならば、その女は七日のあいだ不浄である。すべてその女に触れる者は夕まで汚れるであろう。 


 And if a woman have a flux, and her flux in her flesh be blood, she shall be seven days in her separation, and whoever toucheth her shall be unclean until the even.




 


  その不浄の間に、その女の寝た物はすべて汚れる。またその女のすわった物も、すべて汚れるであろう。 


 And everything that she lieth upon in her separation shall be unclean; and everything that she sitteth upon shall be unclean.




 


  すべてその女の床に触れる者は、その衣服を洗い、水に身をすすがなければならない。彼は夕まで汚れるであろう。 


 And whoever toucheth her bed shall wash his garments, and bathe in water, and be unclean until the even.




 


  すべてその女のすわった物に触れる者は皆その衣服を洗い、水に身をすすがなければならない。彼は夕まで汚れるであろう。 


 And whoever toucheth any object that she sat upon shall wash his garments, and bathe in water, and be unclean until the even.




 


  またその女が床の上、またはすわる物の上におる時、それに触れるならば、その人は夕まで汚れるであろう。 


 And if it be on the bed, or on anything whereon she sitteth, when he toucheth it, he shall be unclean until the even.




 


  男がもし、その女と寝て、その不浄を身にうけるならば、彼は七日のあいだ汚れるであろう。また彼の寝た床はすべて汚れるであろう。 


 And if a man lie with her at all, and the uncleanness of her separation come upon him, he shall be unclean seven days; and every bed whereon he lieth shall be unclean.




 


  女にもし、その不浄の時のほかに、多くの日にわたって血の流出があるか、あるいはその不浄の時を越して流出があれば、その汚れの流出の日の間は、すべてその不浄の時と同じように、その女は汚れた者である。 


 And if a woman have her flux of blood many days out of the time of her separation, or if she have the flux beyond the time of her separation, all the days of the flux of her uncleanness shall she be as [in] the days of her separation: she is unclean.




 


  その流出の日の間に、その女の寝た床は、すべてその女の不浄の時の床と同じようになる。すべてその女のすわった物は、不浄の汚れのように汚れるであろう。 


 Every bed whereon she lieth all the days of her flux shall be unto her as the bed of her separation; and every object on which she sitteth shall be unclean, according to the uncleanness of her separation.




 


  すべてこれらの物に触れる人は汚れる。その衣服を洗い、水に身をすすがなければならない。彼は夕まで汚れるであろう。 


 And whoever toucheth them shall be unclean, and shall wash his clothes, and bathe in water, and be unclean until the even.




 


  しかし、その女の流出がやんで、清くなるならば、自分のために、なお七日を数えなければならない。そして後、清くなるであろう。 


 And if she be cleansed of her flux then she shall count seven days, and after that she shall be clean.




 


  その女は八日目に山ばと二羽、または家ばとのひな二羽を自分のために取り、それを会見の幕屋の入口におる祭司のもとに携えて行かなければならない。 


 And on the eighth day she shall take two turtle-doves, or two young pigeons, and bring them unto the priest, unto the entrance of the tent of meeting.




 


  祭司はその一つを罪祭とし、他の一つを燔祭としてささげなければならない。こうして祭司はその女のため、その汚れの流出のために主の前に、あがないをするであろう。 


 And the priest shall offer the one as a sin-offering, and the other as a burnt-offering; and the priest shall make atonement for her before Jehovah for the flux of her uncleanness.




 


  このようにしてあなたがたは、イスラエルの人々を汚れから離さなければならない。これは彼らのうちにあるわたしの幕屋を彼らが汚し、その汚れのために死ぬことのないためである』」。 


 And ye shall separate the children of Israel from their uncleanness, that they die not in their uncleanness, when they defile my tabernacle that is in their midst.




 


  これは流出ある者、精を漏らして汚れる者、 


 This is the law for him that hath a flux, and for the one whose seed of copulation goeth from him, and who is defiled therewith:




 


  不浄をわずらう女、ならびに男あるいは女の流出ある者、および不浄の女と寝る者に関するおきてである。 


 and for a woman who is sick in her separation, and for him that hath his flux; for the man and for the woman, and for him that lieth with her that is unclean.
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  アロンのふたりの子が、主の前に近づいて死んだ後、 


 And Jehovah spoke to Moses after the death of the two sons of Aaron, when they came near before Jehovah and died;




 


  主はモーセに言われた、「あなたの兄弟アロンに告げて、彼が時をわかたず、垂幕の内なる聖所に入り、箱の上なる贖罪所の前に行かぬようにさせなさい。彼が死を免れるためである。なぜなら、わたしは雲の中にあって贖罪所の上に現れるからである。 


 and Jehovah said to Moses, Speak unto Aaron thy brother, that he come not at all times into the sanctuary inside the veil before the mercy-seat which is upon the ark, that he die not; for I will appear in the cloud upon the mercy-seat.




 


  アロンが聖所に、はいるには、次のようにしなければならない。すなわち雄の子牛を罪祭のために取り、雄羊を燔祭のために取り、 


 In this manner shall Aaron come into the sanctuary: with a young bullock for a sin-offering, and a ram for a burnt-offering.




 


  聖なる亜麻布の服を着、亜麻布のももひきをその身にまとい、亜麻布の帯をしめ、亜麻布の帽子をかぶらなければならない。これらは聖なる衣服である。彼は水に身をすすいで、これを着なければならない。 


 A holy linen vest shall he put on, and linen trousers shall be upon his flesh, and he shall be girded with a linen girdle, and with the linen mitre shall he be attired: these are holy garments; and he shall bathe his flesh in water, and put them on.




 


  またイスラエルの人々の会衆から雄やぎ二頭を罪祭のために取り、雄羊一頭を燔祭のために取らなければならない。 


 And of the assembly of the children of Israel shall he take two bucks of the goats for a sin-offering, and one ram for a burnt-offering.




 


  そしてアロンは自分のための罪祭の雄牛をささげて、自分と自分の家族のために、あがないをしなければならない。 


 And Aaron shall present the bullock of the sin-offering, which is for himself, and make atonement for himself, and for his house.




 


  アロンはまた二頭のやぎを取り、それを会見の幕屋の入口で主の前に立たせ、 


 And he shall take the two goats, and set them before Jehovah, before the entrance of the tent of meeting.




 


  その二頭のやぎのために、くじを引かなければならない。すなわち一つのくじは主のため、一つのくじはアザゼルのためである。 


 And Aaron shall cast lots upon the two goats: one lot for Jehovah, and the other lot for Azazel.




 


  そしてアロンは主のためのくじに当ったやぎをささげて、これを罪祭としなければならない。 


 And Aaron shall present the goat upon which the lot fell for Jehovah, and offer it [as] a sin-offering.




 


  しかし、アザゼルのためのくじに当ったやぎは、主の前に生かしておき、これをもって、あがないをなし、これをアザゼルのために、荒野に送らなければならない。 


 And the goat upon which the lot fell for Azazel shall be set alive before Jehovah, to make atonement with it, to send it away as Azazel into the wilderness.




 


  すなわち、アロンは自分のための罪祭の雄牛をささげて、自分と自分の家族のために、あがないをしなければならない。彼は自分のための罪祭の雄牛をほふり、 


 And Aaron shall present the bullock of the sin-offering, which is for himself, and shall make atonement for himself and for his house, and shall slaughter the bullock of the sin-offering which is for himself.




 


  主の前の祭壇から炭火を満たした香炉と、細かくひいた香ばしい薫香を両手いっぱい取って、これを垂幕の内に携え入り、 


 And he shall take the censer full of burning coals of fire from off the altar before Jehovah, and both his hands full of fragrant incense beaten small, and bring it inside the veil.




 


  主の前で薫香をその火にくべ、薫香の雲に、あかしの箱の上なる贖罪所をおおわせなければならない。こうして、彼は死を免れるであろう。 


 And he shall put the incense upon the fire before Jehovah, that the cloud of the incense may cover the mercy-seat which is upon the testimony, that he die not.




 


  彼はまたその雄牛の血を取り、指をもってこれを贖罪所の東の面に注ぎ、また指をもってその血を贖罪所の前に、七たび注がなければならない。 


 And he shall take of the blood of the bullock, and sprinkle with his finger upon the front of the mercy-seat eastward; and before the mercy-seat shall he sprinkle of the blood seven times with his finger.




 


  また民のための罪祭のやぎをほふり、その血を垂幕の内に携え入り、その血をかの雄牛の血のように、贖罪所の上と、贖罪所の前に注ぎ、 


 And he shall slaughter the goat of the sin-offering, which is for the people, and bring its blood inside the veil, and do with its blood as he did with the blood of the bullock, and sprinkle it upon the mercy-seat, and before the mercy-seat;




 


  イスラエルの人々の汚れと、そのとが、すなわち、彼らのもろもろの罪のゆえに、聖所のためにあがないをしなければならない。また彼らの汚れのうちに、彼らと共にある会見の幕屋のためにも、そのようにしなければならない。 


 and he shall make atonement for the sanctuary, [to cleanse it] from the uncleanness of the children of Israel, and from their transgressions in all their sins; and so shall he do for the tent of meeting which dwelleth among them in the midst of their uncleanness.




 


  彼が聖所であがないをするために、はいった時は、自分と自分の家族と、イスラエルの全会衆とのために、あがないをなし終えて出るまで、だれも会見の幕屋の内にいてはならない。 


 And there shall be no man in the tent of meeting when he goeth in to make atonement in the sanctuary until he come out; and he shall make atonement for himself, and for his house, and for the whole congregation of Israel.




 


  そして彼は主の前の祭壇のもとに出てきて、これがために、あがないをしなければならない、すなわち、かの雄牛の血と、やぎの血とを取って祭壇の四すみの角につけ、 


 And he shall go out unto the altar which is before Jehovah, and make atonement for it; and shall take of the blood of the bullock, and of the goat, and put it upon the horns of the altar round about;




 


  また指をもって七たびその血をその上に注ぎ、イスラエルの人々の汚れを除いてこれを清くし、聖別しなければならない。 


 and he shall sprinkle upon it of the blood with his finger seven times, and cleanse it, and hallow it from the uncleannesses of the children of Israel.




 


  こうして聖所と会見の幕屋と祭壇とのために、あがないをなし終えたとき、かの生きているやぎを引いてこなければならない。 


 And when he hath ended making atonement for the sanctuary, and the tent of meeting, and the altar, he shall present the living goat;




 


  そしてアロンは、その生きているやぎの頭に両手をおき、イスラエルの人々のもろもろの悪と、もろもろのとが、すなわち、彼らのもろもろの罪をその上に告白して、これをやぎの頭にのせ、定めておいた人の手によって、これを荒野に送らなければならない。 


 and Aaron shall lay both his hands on the head of the living goat, and confess over it all the iniquities of the children of Israel, and all their transgressions in all their sins, and he shall put them on the head of the goat, and shall send him away to the wilderness by the hand of a man standing ready;




 


  こうしてやぎは彼らのもろもろの悪をになって、人里離れた地に行くであろう。すなわち、そのやぎを荒野に送らなければならない。 


 that the goat may bear upon him all their iniquities to a land apart [from men]; and he shall send away the goat into the wilderness.




 


  そして、アロンは会見の幕屋に入り、聖所に入る時に着た亜麻布の衣服を脱いで、そこに置き、 


 And Aaron shall go into the tent of meeting, and shall put off the linen garments, which he put on when he went into the sanctuary, and shall leave them there;




 


  聖なる所で水に身をすすぎ、他の衣服を着、出てきて、自分の燔祭と民の燔祭とをささげて、自分のため、また民のために、あがないをしなければならない。 


 and he shall bathe his flesh with water in a holy place, and put on his garments, and go forth, and offer his burnt-offering, and the burnt-offering of the people, and make atonement for himself, and for the people.




 


  また罪祭の脂肪を祭壇の上で焼かなければならない。 


 And the fat of the sin-offering shall he burn upon the altar.




 


  かのやぎをアザゼルに送った者は衣服を洗い、水に身をすすがなければならない。その後、宿営に入ることができる。 


 And he that letteth go the goat for Azazel shall wash his clothes, and bathe his flesh in water; and afterwards he may come into the camp.




 


  聖所で、あがないをするために、その血を携え入れられた罪祭の雄牛と、罪祭のやぎとは、宿営の外に携え出し、その皮と肉と汚物とは、火で焼き捨てなければならない。 


 And the bullock of the sin-offering, and the goat of the sin-offering whose blood was brought in to make atonement in the sanctuary, shall one carry forth outside the camp; and they shall burn with fire their skins, and their flesh, and their dung.




 


  これを焼く者は衣服を洗い、水に身をすすがなければならない。その後、宿営に入ることができる。 


 And he that burneth them shall wash his clothes, and bathe his flesh in water; and afterwards he may come into the camp.




 


  これはあなたがたが永久に守るべき定めである。すなわち、七月になって、その月の十日に、あなたがたは身を悩まし、何の仕事もしてはならない。この国に生れた者も、あなたがたのうちに宿っている寄留者も、そうしなければならない。 


 And this shall be an everlasting statute unto you. In the seventh month, on the tenth of the month, ye shall afflict your souls, and do no work at all, the home-born, and the stranger that sojourneth among you;




 


  この日にあなたがたのため、あなたがたを清めるために、あがないがなされ、あなたがたは主の前に、もろもろの罪が清められるからである。 


 for on that day shall atonement be made for you, to cleanse you: from all your sins shall ye be clean before Jehovah.




 


  これはあなたがたの全き休みの安息日であって、あなたがたは身を悩まさなければならない。これは永久に守るべき定めである。 


 A sabbath of rest shall it be unto you, and ye shall afflict your souls: [it is] an everlasting statute.




 


  油を注がれ、父に代って祭司の職に任じられる祭司は、亜麻布の衣服、すなわち、聖なる衣服を着て、あがないをしなければならない。 


 And the priest who hath been anointed, and who hath been consecrated, to exercise the priesthood in his father's stead, shall make atonement; and he shall put on the linen garments, the holy garments.




 


  彼は至聖所のために、あがないをなし、また会見の幕屋のためと、祭壇のために、あがないをなし、また祭司たちのためと、民の全会衆のために、あがないをしなければならない。 


 And he shall make atonement for the holy sanctuary; and for the tent of meeting, and for the altar shall he make atonement; and for the priests, and for the whole people of the congregation shall he make atonement.




 


  これはあなたがたの永久に守るべき定めであって、イスラエルの人々のもろもろの罪のために、年に一度あがないをするものである」。彼は主がモーセに命じられたとおりにおこなった。 


 And this shall be an everlasting statute unto you, to make atonement for the children of Israel [to cleanse them] from all their sins once a year. And he did as Jehovah had commanded Moses.
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  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「アロンとその子たち、およびイスラエルのすべての人々に言いなさい、『主が命じられることはこれである。すなわち 


 Speak unto Aaron, and unto his sons, and unto all the children of Israel, and say unto them, This is the thing which Jehovah hath commanded, saying,




 


  イスラエルの家のだれでも、牛、羊あるいは、やぎを宿営の内でほふり、または宿営の外でほふり、 


 Every one of the house of Israel that slaughtereth an ox, or sheep, or goat, in the camp, or that slaughtereth it out of the camp,




 


  それを会見の幕屋の入口に携えてきて主の幕屋の前で、供え物として主にささげないならば、その人は血を流した者とみなされる。彼は血を流したゆえ、その民のうちから断たれるであろう。 


 and doth not bring it to the entrance of the tent of meeting to present it as an offering to Jehovah, before the tabernacle of Jehovah, blood shall be reckoned unto that man: he hath shed blood; and that man shall be cut off from among his people,




 


  これはイスラエルの人々に、彼らが野のおもてでほふるのを常としていた犠牲を主のもとにひいてこさせ、会見の幕屋の入口におる祭司のもとにきて、これを主にささげる酬恩祭の犠牲としてほふらせるためである。 


 to the end that the children of Israel bring their sacrifices, which they sacrifice in the open field, that they bring them to Jehovah, unto the entrance of the tent of meeting, unto the priest, and sacrifice them as sacrifices of peace-offerings to Jehovah.




 


  祭司はその血を会見の幕屋の入口にある主の祭壇に注ぎかけ、またその脂肪を焼いて香ばしいかおりとし、主にささげなければならない。 


 And the priest shall sprinkle the blood upon the altar of Jehovah, at the entrance of the tent of meeting, and burn the fat for a sweet odour to Jehovah.




 


  彼らが慕って姦淫をおこなったみだらな神に、再び犠牲をささげてはならない。これは彼らが代々ながく守るべき定めである』。 


 And they shall no more sacrifice their sacrifices unto demons, after whom they go a whoring. This shall be an everlasting statute unto them for their generations.




 


  あなたはまた彼らに言いなさい、『イスラエルの家の者、またはあなたがたのうちに宿る寄留者のだれでも、燔祭あるいは犠牲をささげるのに、 


 And thou shalt say unto them, Every one of the house of Israel, and of the strangers who sojourn among them, that offereth up a burnt-offering or sacrifice,




 


  これを会見の幕屋の入口に携えてきて、主にささげないならば、その人は、その民のうちから断たれるであろう。 


 and bringeth it not to the entrance of the tent of meeting, to offer it up to Jehovah -- that man shall be cut off from his peoples.




 


  イスラエルの家の者、またはあなたがたのうちに宿る寄留者のだれでも、血を食べるならば、わたしはその血を食べる人に敵して、わたしの顔を向け、これをその民のうちから断つであろう。 


 And every one of the house of Israel, or of the strangers who sojourn among them, that eateth any manner of blood, -- I will set my face against the soul that hath eaten blood, and will cut him off from among his people;




 


  肉の命は血にあるからである。あなたがたの魂のために祭壇の上で、あがないをするため、わたしはこれをあなたがたに与えた。血は命であるゆえに、あがなうことができるからである。 


 for the soul of the flesh is in the blood; and I have given it to you upon the altar to make atonement for your souls, for it is the blood that maketh atonement for the soul.




 


  このゆえに、わたしはイスラエルの人々に言った。あなたがたのうち、だれも血を食べてはならない。またあなたがたのうちに宿る寄留者も血を食べてはならない。 


 Therefore have I said unto the children of Israel, No soul of you shall eat blood, neither shall the stranger who sojourneth among you eat blood.




 


  イスラエルの人々のうち、またあなたがたのうちに宿る寄留者のうち、だれでも、食べてもよい獣あるいは鳥を狩り獲た者は、その血を注ぎ出し、土でこれをおおわなければならない。 


 And every one of the children of Israel, and of the strangers who sojourn among them, that catcheth in the hunt a beast or fowl that may be eaten, he shall pour out the blood thereof, and cover it with earth;




 


  すべて肉の命は、その血と一つだからである。それで、わたしはイスラエルの人々に言った。あなたがたは、どんな肉の血も食べてはならない。すべて肉の命はその血だからである。すべて血を食べる者は断たれるであろう。 


 for as to the life of all flesh, its blood is the life in it; and I have said unto the children of Israel, Of the blood of no manner of flesh shall ye eat, for the life of all flesh is its blood: whoever eateth it shall be cut off.




 


  自然に死んだもの、または裂き殺されたものを食べる人は、国に生れた者であれ、寄留者であれ、その衣服を洗い、水に身をすすがなければならない。彼は夕まで汚れているが、その後、清くなるであろう。 


 And every soul that eateth of a dead carcase, or of that which was torn, be it one home-born, or a stranger, he shall wash his clothes, and bathe in water, and be unclean until the even: then he shall be clean.




 


  もし、洗わず、また身をすすがないならば、彼はその罪を負わなければならない』」。 


 And if he wash them not nor bathe his flesh, then he shall bear his iniquity.
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  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に言いなさい、『わたしはあなたがたの神、主である。 


 Speak unto the children of Israel, and say unto them, I am Jehovah your God.




 


  あなたがたの住んでいたエジプトの国の習慣を見習ってはならない。またわたしがあなたがたを導き入れるカナンの国の習慣を見習ってはならない。また彼らの定めに歩んではならない。 


 After the doings of the land of Egypt, wherein ye dwelt, shall ye not do; and after the doings of the land of Canaan, whither I bring you, shall ye not do; neither shall ye walk in their customs.




 


  わたしのおきてを行い、わたしの定めを守り、それに歩まなければならない。わたしはあなたがたの神、主である。 


 Mine ordinances shall ye do and my statutes shall ye observe to walk therein: I am Jehovah your God.




 


  あなたがたはわたしの定めとわたしのおきてを守らなければならない。もし人が、これを行うならば、これによって生きるであろう。わたしは主である。 


 And ye shall observe my statutes and my judgments, by which the man that doeth them shall live: I am Jehovah.




 


  あなたがたは、だれも、その肉親の者に近づいて、これを犯してはならない。わたしは主である。 


 No one shall approach to any that is his near relation, to uncover his nakedness: I am Jehovah.




 


  あなたの母を犯してはならない。それはあなたの父をはずかしめることだからである。彼女はあなたの母であるから、これを犯してはならない。 


 The nakedness of thy father, and the nakedness of thy mother, shalt thou not uncover: she is thy mother: thou shalt not uncover her nakedness.




 


  あなたの父の妻を犯してはならない。それはあなたの父をはずかしめることだからである。 


 The nakedness of thy father's wife shalt thou not uncover: it is thy father's nakedness.




 


  あなたの姉妹、すなわちあなたの父の娘にせよ、母の娘にせよ、家に生れたのと、よそに生れたのとを問わず、これを犯してはならない。 


 The nakedness of thy sister, the daughter of thy father, or daughter of thy mother, born at home, or born abroad -- their nakedness shalt thou not uncover.




 


  あなたのむすこの娘、あるいは、あなたの娘の娘を犯してはならない。それはあなた自身をはずかしめることだからである。 


 The nakedness of thy son's daughter, or of thy daughter's daughter -- their nakedness shalt thou not uncover; for theirs is thy nakedness.




 


  あなたの父の妻があなたの父によって産んだ娘は、あなたの姉妹であるから、これを犯してはならない。 


 The nakedness of thy father's wife's daughter, begotten of thy father: she is thy sister: thou shalt not uncover her nakedness.




 


  あなたの父の姉妹を犯してはならない。彼女はあなたの父の肉親だからである。 


 The nakedness of thy father's sister shalt thou not uncover: she is thy father's near relation.




 


  またあなたの母の姉妹を犯してはならない。彼女はあなたの母の肉親だからである。 


 The nakedness of thy mother's sister shalt thou not uncover; for she is thy mother's near relation.




 


  あなたの父の兄弟の妻を犯し、父の兄弟をはずかしめてはならない。彼女はあなたのおばだからである。 


 The nakedness of thy father's brother shalt thou not uncover; thou shalt not approach his wife: she is thine aunt.




 


  あなたの嫁を犯してはならない。彼女はあなたのむすこの妻であるから、これを犯してはならない。 


 The nakedness of thy daughter-in-law shalt thou not uncover: she is thy son's wife; thou shalt not uncover her nakedness.




 


  あなたの兄弟の妻を犯してはならない。それはあなたの兄弟をはずかしめることだからである。 


 The nakedness of thy brother's wife shalt thou not uncover: it is thy brother's nakedness.




 


  あなたは女とその娘とを一緒に犯してはならない。またその女のむすこの娘、またはその娘の娘を取って、これを犯してはならない。彼らはあなたの肉親であるから、これは悪事である。 


 The nakedness of a woman and her daughter shalt thou not uncover; thou shalt not take her son's daughter, nor her daughter's daughter, to uncover her nakedness: they are her near relations: it is wickedness.




 


  あなたは妻のなお生きているうちにその姉妹を取って、同じく妻となし、これを犯してはならない。 


 And thou shalt not take a wife to her sister, to vex her, to uncover her nakedness beside her, during her life.




 


  あなたは月のさわりの不浄にある女に近づいて、これを犯してはならない。 


 And thou shalt not approach a woman in the separation of her uncleanness to uncover her nakedness.




 


  隣の妻と交わり、彼女によって身を汚してはならない。 


 And thou shalt not lie carnally with thy neighbour's wife, to become unclean with her.




 


  あなたの子どもをモレクにささげてはならない。またあなたの神の名を汚してはならない。わたしは主である。 


 And thou shalt not give of thy seed to let them pass through [the fire] to Molech, neither shalt thou profane the name of thy God: I am Jehovah.




 


  あなたは女と寝るように男と寝てはならない。これは憎むべきことである。 


 And thou shalt not lie with mankind as one lieth with a woman: it is an abomination.




 


  あなたは獣と交わり、これによって身を汚してはならない。また女も獣の前に立って、これと交わってはならない。これは道にはずれたことである。 


 And thou shalt lie with no beast to become unclean therewith; and a woman shall not stand before a beast to lie down with it: it is confusion.




 


  あなたがたはこれらのもろもろの事によって身を汚してはならない。わたしがあなたがたの前から追い払う国々の人は、これらのもろもろの事によって汚れ、 


 Make not yourselves unclean in any of these things; for in all these have the nations which I am casting out before you made themselves unclean.




 


  その地もまた汚れている。ゆえに、わたしはその悪のためにこれを罰し、その地もまたその住民を吐き出すのである。 


 And the land hath become unclean; and I visit the iniquity thereof upon it, and the land vomiteth out its inhabitants.




 


  ゆえに、あなたがたはわたしの定めとわたしのおきてを守り、これらのもろもろの憎むべき事の一つでも行ってはならない。国に生れた者も、あなたがたのうちに宿っている寄留者もそうである。 


 But *ye* shall observe my statutes and my judgments, and shall not commit any of all these abominations: the home-born, and the stranger that sojourneth among you;




 


  あなたがたの先にいたこの地の人々は、これらのもろもろの憎むべき事を行ったので、その地も汚れたからである。 


 (for all these abominations have the men of the land done, who were before you, and the land hath been made unclean);




 


  これは、あなたがたがこの地を汚して、この地があなたがたの先にいた民を吐き出したように、あなたがたをも吐き出すことのないためである。 


 that the land vomit you not out, when ye make it unclean, as it vomited out the nation that was before you.




 


  これらのもろもろの憎むべき事の一つでも行う者があれば、これを行う人は、だれでもその民のうちから断たれるであろう。 


 For whoever committeth any of these abominations,... the souls that commit them shall be cut off from among their people.




 


  それゆえに、あなたがたはわたしの言いつけを守り、先に行われたこれらの憎むべき風習の一つをも行ってはならない。またこれによって身を汚してはならない。わたしはあなたがたの神、主である』」。 


 And ye shall observe my charge, that ye commit not [any] of the abominable customs which were committed before you; and ye shall not make yourselves unclean therein: I am Jehovah your God.
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  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々の全会衆に言いなさい、『あなたがたの神、主なるわたしは、聖であるから、あなたがたも聖でなければならない。 


 Speak unto all the assembly of the children of Israel, and say unto them, Holy shall ye be, for I Jehovah your God am holy.




 


  あなたがたは、おのおのその母とその父とをおそれなければならない。またわたしの安息日を守らなければならない。わたしはあなたがたの神、主である。 


 Ye shall reverence every man his mother, and his father, and my sabbaths shall ye keep: I am Jehovah your God.




 


  むなしい神々に心を寄せてはならない。また自分のために神々を鋳て造ってはならない。わたしはあなたがたの神、主である。 


 Ye shall not turn unto idols, and ye shall not make to yourselves molten gods: I am Jehovah your God.




 


  酬恩祭の犠牲を主にささげるときは、あなたがたが受け入れられるように、それをささげなければならない。 


 And if ye sacrifice a sacrifice of peace-offering to Jehovah, ye shall sacrifice it for your acceptance.




 


  それは、ささげた日と、その翌日とに食べ、三日目まで残ったものは、それを火で焼かなければならない。 


 On the day when ye sacrifice it shall it be eaten, and on the morrow; and that which remaineth until the third day shall be burned with fire.




 


  もし三日目に、少しでも食べるならば、それは忌むべきものとなって、あなたは受け入れられないであろう。 


 And if it be eaten at all on the third day, it is an unclean thing: it shall not be accepted.




 


  それを食べる者は、主の聖なる物を汚すので、そのとがを負わなければならない。その人は民のうちから断たれるであろう。 


 And he that eateth it shall bear his iniquity; for he hath profaned the hallowed thing of Jehovah; and that soul shall be cut off from among his peoples.




 


  あなたがたの地の実のりを刈り入れるときは、畑のすみずみまで刈りつくしてはならない。またあなたの刈入れの落ち穂を拾ってはならない。 


 And when ye reap the harvest of your land, thou shalt not wholly reap the corners of thy field, and the gleaning of thy harvest thou shalt not gather.




 


  あなたのぶどう畑の実を取りつくしてはならない。またあなたのぶどう畑に落ちた実を拾ってはならない。貧しい者と寄留者とのために、これを残しておかなければならない。わたしはあなたがたの神、主である。 


 And thy vineyard shalt thou not glean, neither shalt thou gather what hath been left of thy vineyard; thou shalt leave them for the poor and the stranger: I am Jehovah your God.




 


  あなたがたは盗んではならない。欺いてはならない。互に偽ってはならない。 


 Ye shall not steal, and ye shall not deal falsely, and ye shall not lie one to another.




 


  わたしの名により偽り誓って、あなたがたの神の名を汚してはならない。わたしは主である。 


 And ye shall not swear by my name falsely, and profane the name of thy God: I am Jehovah.




 


  あなたの隣人をしえたげてはならない。また、かすめてはならない。日雇人の賃銀を明くる朝まで、あなたのもとにとどめておいてはならない。 


 Thou shalt not oppress thy neighbour, neither rob him. The wages of the hired servant shall not abide with thee all night until the morning.




 


  耳しいを、のろってはならない。目しいの前につまずく物を置いてはならない。あなたの神を恐れなければならない。わたしは主である。 


 Thou shalt not revile a deaf person, and thou shalt not put a stumbling-block before a blind one; but thou shalt fear thy God: I am Jehovah.




 


  さばきをするとき、不正を行ってはならない。貧しい者を片よってかばい、力ある者を曲げて助けてはならない。ただ正義をもって隣人をさばかなければならない。 


 Ye shall do no unrighteousness in judgment; thou shalt not respect the person of the lowly, nor honour the person of the great; in righteousness shalt thou judge thy neighbour.




 


  民のうちを行き巡って、人の悪口を言いふらしてはならない。あなたの隣人の血にかかわる偽証をしてはならない。わたしは主である。 


 Thou shalt not go about as a talebearer among thy people; thou shalt not stand up against the life of thy neighbour: I am Jehovah.




 


  あなたは心に兄弟を憎んではならない。あなたの隣人をねんごろにいさめて、彼のゆえに罪を身に負ってはならない。 


 Thou shalt not hate thy brother in thy heart; thou shalt earnestly rebuke thy neighbour, lest thou bear sin on account of him.




 


  あなたはあだを返してはならない。あなたの民の人々に恨みをいだいてはならない。あなた自身のようにあなたの隣人を愛さなければならない。わたしは主である。 


 Thou shalt not avenge thyself, nor bear any grudge against the children of thy people, but thou shalt love thy neighbour as thyself: I am Jehovah.




 


  あなたがたはわたしの定めを守らなければならない。あなたの家畜に異なった種をかけてはならない。あなたの畑に二種の種をまいてはならない。二種の糸の混ぜ織りの衣服を身につけてはならない。 


 My statutes shall ye observe. Thou shalt not let thy cattle gender with another sort; thou shalt not sow thy field with seed of two sorts; and a garment woven of two materials shall not come upon thee.




 


  だれでも、人と婚約のある女奴隷で、まだあがなわれず、自由を与えられていない者と寝て交わったならば、彼らふたりは罰を受ける。しかし、殺されることはない。彼女は自由の女ではないからである。 


 And if a man lie with a woman for copulation, and she is a bondwoman betrothed to a husband, but not at all ransomed, nor hath freedom been given to her, there shall be a chastisement: they shall not be put to death, for she was not free.




 


  しかし、その男は愆祭を主に携えてこなければならない。すなわち、愆祭の雄羊を、会見の幕屋の入口に連れてこなければならない。 


 And he shall bring his trespass-offering to Jehovah, unto the entrance of the tent of meeting, a ram for a trespass-offering.




 


  そして、祭司は彼の犯した罪のためにその愆祭の雄羊をもって、主の前に彼のために、あがないをするであろう。こうして彼の犯した罪はゆるされるであろう。 


 And the priest shall make atonement for him with the ram of the trespass-offering before Jehovah for his sin which he hath done; and the sin which he hath done shall be forgiven him.




 


  あなたがたが、かの地にはいって、もろもろのくだものの木を植えるときは、その実はまだ割礼をうけないものと、見なさなければならない。すなわち、それは三年の間あなたがたには、割礼のないものであって、食べてはならない。 


 And when ye come into the land and plant all manner of trees for food, then ye shall count its fruit as uncircumcised, three years shall it be uncircumcised unto you: it shall not be eaten of;




 


  四年目には、そのすべての実を聖なる物とし、それをさんびの供え物として主にささげなければならない。 


 and in the fourth year all the fruit thereof shall be holy for praise to Jehovah;




 


  しかし五年目には、あなたがたはその実を食べることができるであろう。こうするならば、それはあなたがたのために、多くの実を結ぶであろう。わたしはあなたがたの神、主である。 


 and in the fifth year shall ye eat the fruit thereof, that it may increase unto you the produce thereof: I am Jehovah your God.




 


  あなたがたは何をも血のままで食べてはならない。また占いをしてはならない。魔法を行ってはならない。 


 Ye shall eat nothing with the blood. -- Ye shall not practise enchantment, nor use auguries.




 


  あなたがたのびんの毛を切ってはならない。ひげの両端をそこなってはならない。 


 -- Ye shall not shave the corners of your head round, neither shalt thou mutilate the corners of thy beard.




 


  死人のために身を傷つけてはならない。また身に入墨をしてはならない。わたしは主である。 


 And cuttings for a dead person shall ye not make in your flesh, nor put any tattoo writing upon you: I am Jehovah.




 


  あなたの娘に遊女のわざをさせて、これを汚してはならない。これはみだらな事が国に行われ、悪事が地に満ちないためである。 


 -- Do not profane thy daughter, to give her up to whoredom; lest the land practise whoredom, and the land become full of infamy.




 


  あなたがたはわたしの安息日を守り、わたしの聖所を敬わなければならない。わたしは主である。 


 -- My sabbaths shall ye keep, and my sanctuary shall ye reverence: I am Jehovah.




 


  あなたがたは口寄せ、または占い師のもとにおもむいてはならない。彼らに問うて汚されてはならない。わたしはあなたがたの神、主である。 


 -- Turn not unto necromancers and unto soothsayers; seek not after them to make yourselves unclean: I am Jehovah your God.




 


  あなたは白髪の人の前では、起立しなければならない。また老人を敬い、あなたの神を恐れなければならない。わたしは主である。 


 Before the hoary head thou shalt rise up, and shalt honour the face of an old man; and thou shalt fear thy God: I am Jehovah.




 


  もし他国人があなたがたの国に寄留して共にいるならば、これをしえたげてはならない。 


 And if a stranger sojourn with thee in your land, ye shall not molest him.




 


  あなたがたと共にいる寄留の他国人を、あなたがたと同じ国に生れた者のようにし、あなた自身のようにこれを愛さなければならない。あなたがたもかつてエジプトの国で他国人であったからである。わたしはあなたがたの神、主である。 


 As one born among you shall the stranger who sojourneth with you be unto you; and thou shalt love him as thyself; for ye were strangers in the land of Egypt: I am Jehovah your God.




 


  あなたがたは、さばきにおいても、物差しにおいても、はかりにおいても、ますにおいても、不正を行ってはならない。 


 Ye shall do no unrighteousness in judgment, in measure of length, in weight, and in measure of capacity:




 


  あなたがたは正しいてんびん、正しいおもり石、正しいエパ、正しいヒンを使わなければならない。わたしは、あなたがたをエジプトの国から導き出したあなたがたの神、主である。 


 just balances, just weights, a just ephah, and a just hin shall ye have: I am Jehovah your God, who brought you out of the land of Egypt.




 


  あなたがたはわたしのすべての定めと、わたしのすべてのおきてを守って、これを行わなければならない。わたしは主である』」。 


 And ye shall observe all my statutes, and all mine ordinances, and do them: I am Jehovah.
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  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に言いなさい、『イスラエルの人々のうち、またイスラエルのうちに寄留する他国人のうち、だれでもその子供をモレクにささげる者は、必ず殺されなければならない。すなわち、国の民は彼を石で撃たなければならない。 


 Thou shalt say also to the children of Israel, Every one of the children of Israel, or of the strangers who sojourn in Israel, that giveth of his seed unto Molech, shall certainly be put to death: the people of the land shall stone him with stones.




 


  わたしは顔をその人に向け、彼を民のうちから断つであろう。彼がその子供をモレクにささげてわたしの聖所を汚し、またわたしの聖なる名を汚したからである。 


 And I will set my face against that man, and will cut him off from among his people; because he hath given of his seed unto Molech, so as to make my sanctuary unclean, and to profane my holy name.




 


  その人が子供をモレクにささげるとき、国の民がもしことさらに、この事に目をおおい、これを殺さないならば、 


 And if the people of the land do any ways hide their eyes from that man, when he giveth of his seed unto Molech, that they kill him not,




 


  わたし自身、顔をその人とその家族とに向け、彼および彼に見ならってモレクを慕い、これと姦淫する者を、すべて民のうちから断つであろう。 


 then I will set my face against that man, and against his family, and will cut him off, and all that go a whoring after him, to commit whoredom with Molech, from among their people.




 


  もし口寄せ、または占い師のもとにおもむき、彼らを慕って姦淫する者があれば、わたしは顔をその人に向け、これを民のうちから断つであろう。 


 -- And the soul that turneth unto necromancers and unto soothsayers, to go a whoring after them, I will set my face against that soul, and will cut him off from among his people.




 


  ゆえにあなたがたは、みずからを聖別し、聖なる者とならなければならない。わたしはあなたがたの神、主である。 


 Hallow yourselves therefore, and be holy; for I am Jehovah your God.




 


  あなたがたはわたしの定めを守って、これを行わなければならない。わたしはあなたがたを聖別する主である。 


 And ye shall observe my statutes, and do them: I am Jehovah who hallow you.




 


  だれでも父または母をのろう者は、必ず殺されなければならない。彼が父または母をのろったので、その血は彼に帰するであろう。 


 Whatever man revileth his father and his mother shall certainly be put to death: he hath reviled his father and his mother; his blood is upon him.




 


  人の妻と姦淫する者、すなわち隣人の妻と姦淫する者があれば、その姦夫、姦婦は共に必ず殺されなければならない。 


 And a man that committeth adultery with a man's wife, who committeth adultery with his neighbour's wife, -- the adulterer and the adulteress shall certainly be put to death.




 


  その父の妻と寝る者は、その父をはずかしめる者である。彼らはふたりとも必ず殺されなければならない。その血は彼らに帰するであろう。 


 And a man that lieth with his father's wife hath uncovered his father's nakedness: both of them shall certainly be put to death; their blood is upon them.




 


  子の妻と寝る者は、ふたり共に必ず殺されなければならない。彼らは道ならぬことをしたので、その血は彼らに帰するであろう。 


 And if a man lie with his daughter-in-law, both of them shall certainly be put to death: they have wrought confusion; their blood is upon them.




 


  女と寝るように男と寝る者は、ふたりとも憎むべき事をしたので、必ず殺されなければならない。その血は彼らに帰するであろう。 


 And if a man lie with mankind, as he lieth with a woman, both of them have committed an abomination: they shall certainly be put to death; their blood is upon them.




 


  女をその母と一緒にめとるならば、これは悪事であって、彼も、女たちも火に焼かれなければならない。このような悪事をあなたがたのうちになくするためである。 


 And if a man take a wife and her mother, it is infamy: they shall burn him and them with fire, that there be no infamy among you.




 


  男がもし、獣と寝るならば彼は必ず殺されなければならない。あなたがたはまた、その獣を殺さなければならない。 


 And if a man lie with a beast for copulation, he shall certainly be put to death; and ye shall kill the beast.




 


  女がもし、獣に近づいて、これと寝るならば、あなたは、その女と獣とを殺さなければならない。彼らは必ず殺さるべきである。その血は彼らに帰するであろう。 


 And if a woman approach unto any beast to gender therewith, thou shalt kill the woman and the beast: they shall certainly be put to death; their blood is upon them.




 


  人がもし、その姉妹、すなわち父の娘、あるいは母の娘に近づいて、その姉妹のはだを見、女はその兄弟のはだを見るならば、これは恥ずべき事である。彼らは、その民の人々の目の前で、断たれなければならない。彼は、その姉妹を犯したのであるから、その罪を負わなければならない。 


 And if a man take his sister, his father's daughter, or his mother's daughter, and see her nakedness, and she see his nakedness, that is a disgrace; and they shall be cut off before the eyes of the children of their people: he hath uncovered his sister's nakedness; he shall bear his iniquity.




 


  人がもし、月のさわりのある女と寝て、そのはだを現すならば、男は女の源を現し、女は自分の血の源を現したのであるから、ふたり共にその民のうちから断たれなければならない。 


 And if a man shall lie with a woman in her infirmity, and uncover her nakedness, her flux doth he lay bare, and she hath uncovered the fountain of her blood; and both of them shall be cut off from among their people.




 


  あなたの母の姉妹、またはあなたの父の姉妹を犯してはならない。これは、自分の肉親の者を犯すことであるから、彼らはその罪を負わなければならない。 


 And the nakedness of thy mother's sister, and of thy father's sister shalt thou not uncover; for he hath laid naked his near relation: they shall bear their iniquity.




 


  人がもし、そのおばと寝るならば、これはおじをはずかしめることであるから、彼らはその罪を負い、子なくして死ぬであろう。 


 And if a man lie with his aunt, he hath uncovered his uncle's nakedness: their sin shall they bear: they shall die childless.




 


  人がもし、その兄弟の妻を取るならば、これは汚らわしいことである。彼はその兄弟をはずかしめたのであるから、彼らは子なき者となるであろう。 


 And if a man take his brother's wife, it is an unclean thing: he hath uncovered his brother's nakedness: they shall be childless.




 


  あなたがたはわたしの定めとおきてとをことごとく守って、これを行わなければならない。そうすれば、わたしがあなたがたを住まわせようと導いて行く地は、あなたがたを吐き出さぬであろう。 


 And ye shall observe all my statutes, and all mine ordinances, and do them, that the land whither I bring you to dwell therein vomit you not out.




 


  あなたがたの前からわたしが追い払う国びとの風習に、あなたがたは歩んではならない。彼らは、このもろもろのことをしたから、わたしは彼らを憎むのである。 


 And ye shall not walk in the customs of the nation which I am casting out before you; for all these things have they done, and they became an abomination to me.




 


  わたしはあなたがたに言った、「あなたがたは、彼らの地を獲るであろう。わたしはこれをあなたがたに与えて、これを獲させるであろう。これは乳と蜜との流れる地である」。わたしはあなたがたを他の民から区別したあなたがたの神、主である。 


 And I have said unto you, Ye shall possess their land, and I will give it unto you for a possession; a land flowing with milk and honey: I am Jehovah your God, who have separated you from the peoples.




 


  あなたがたは清い獣と汚れた獣、汚れた鳥と清い鳥を区別しなければならない。わたしがあなたがたのために汚れたものとして区別した獣、または鳥またはすべて地を這うものによって、あなたがたの身を忌むべきものとしてはならない。 


 And ye shall make a separation between the clean beast and the unclean, and between the unclean fowl and the clean, and ye shall not make yourselves an abomination by beast, or by fowl, or by anything that creepeth on the ground which I have separated for you, declaring [it] as unclean.




 


  あなたがたはわたしに対して聖なる者でなければならない。主なるわたしは聖なる者で、あなたがたをわたしのものにしようと、他の民から区別したからである。 


 And ye shall be holy unto me; for I Jehovah am holy, and have separated you from the peoples to be mine.




 


  男または女で、口寄せ、または占いをする者は、必ず殺されなければならない。すなわち、石で撃ち殺さなければならない。その血は彼らに帰するであろう』」。 


 And if there be a man or a woman in whom is a spirit of Python or of divination, they shall certainly be put to death: they shall stone them with stones; their blood is upon them.
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  主はまたモーセに言われた、「アロンの子なる祭司たちに告げて言いなさい、『民のうちの死人のために、身を汚す者があってはならない。 


 And Jehovah said to Moses, Speak unto the priests, the sons of Aaron, and say unto them, There shall none make himself unclean for a dead person among his peoples,




 


  ただし、近親の者、すなわち、父、母、むすこ、娘、兄弟のため、 


 except for his immediate relation, who is near unto him -- for his mother, and for his father, and for his son, and for his daughter, and for his brother;




 


  また彼の近親で、まだ夫のない処女なる姉妹のためには、その身を汚してもよい。 


 and for his sister, a virgin, that is near unto him, who hath had no husband, for her may he make himself unclean.




 


  しかし、夫にとついだ姉妹のためには、身を汚してはならない。 


 He shall not make himself unclean [who is] a chief among his peoples, to profane himself.




 


  彼らは頭の頂をそってはならない。ひげの両端をそり落してはならない。また身に傷をつけてはならない。 


 They shall not make any baldness upon their head, neither shall they shave off the corners of their beard, nor make any cuttings in their flesh.




 


  彼らは神に対して聖でなければならない。また神の名を汚してはならない。彼らは主の火祭、すなわち、神の食物をささげる者であるから、聖でなければならない。 


 They shall be holy unto their God, and not profane the name of their God; for they present Jehovah's offerings by fire, the bread of their God; therefore shall they be holy.




 


  彼らは遊女や汚れた女をめとってはならない。また夫に出された女をめとってはならない。祭司は神に対して聖なる者だからである。 


 They shall not take as wife a whore, or a dishonoured woman; neither shall they take a woman put away from her husband; for he is holy unto his God.




 


  あなたは彼を聖としなければならない。彼はあなたの神の食物をささげる者だからである。彼はあなたにとって聖なる者でなければならない。あなたがたを聖とする主、すなわち、わたしは聖なる者だからである。 


 And thou shalt hallow him; for the bread of thy God doth he present: he shall be holy unto thee; for I, Jehovah, who hallow you am holy.




 


  祭司の娘である者が、淫行をなして、その身を汚すならば、その父を汚すのであるから、彼女を火で焼かなければならない。 


 And the daughter of any priest, if she profane herself by playing the whore, she profaneth her father: she shall be burned with fire.




 


  その兄弟のうち、頭に注ぎ油を注がれ、職に任ぜられて、その衣服をつけ、大祭司となった者は、その髪の毛を乱してはならない。またその衣服を裂いてはならない。 


 And the high priest among his brethren, on whose head the anointing oil was poured, and who is consecrated to put on the garments, shall not uncover his head, nor rend his garments.




 


  死人のところに、はいってはならない。また父のためにも母のためにも身を汚してはならない。 


 Neither shall he come near any person dead, nor make himself unclean for his father and for his mother;




 


  また聖所から出てはならない。神の聖所を汚してはならない。その神の注ぎ油による聖別が、彼の上にあるからである。わたしは主である。 


 neither shall he go out of the sanctuary, nor profane the sanctuary of his God; for the consecration of the anointing oil of his God is upon him: I am Jehovah.




 


  彼は処女を妻にめとらなければならない。 


 And he shall take a wife in her virginity.




 


  寡婦、出された女、汚れた女、遊女などをめとってはならない。ただ、自分の民のうちの処女を、妻にめとらなければならない。 


 A widow, or a divorced woman, or a dishonoured one, a harlot, these shall he not take; but he shall take as wife a virgin from among his peoples.




 


  そうすれば、彼は民のうちに、自分の子孫を汚すことはない。わたしは彼を聖別する主だからである』」。 


 And he shall not profane his seed among his peoples; for I am Jehovah who do hallow him.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「アロンに告げて言いなさい、『あなたの代々の子孫で、だれでも身にきずのある者は近寄って、神の食物をささげてはならない。 


 Speak unto Aaron, saying, Any of thy seed throughout their generations that hath any defect, shall not approach to present the bread of his God;




 


  すべて、その身にきずのある者は近寄ってはならない。すなわち、目しい、足なえ、鼻のかけた者、手足の不つりあいの者、 


 for whatever man hath a defect, he shall not approach: a blind man, or a lame, or he that hath a flat nose, or one limb longer than the other,




 


  足の折れた者、手の折れた者、 


 or a man that is broken-footed, or broken-handed,




 


  せむし、こびと、目にきずのある者、かいせんの者、かさぶたのある者、こうがんのつぶれた者などである。 


 or hump-backed, or withered, or that hath a spot in his eye, or hath the itch, or scabs, or his testicles broken.




 


  すべて祭司アロンの子孫のうち、身にきずのある者は近寄って、主の火祭をささげてはならない。彼は身にきずがあるから、神の食物をささげるために、近寄ってはならない。 


 No man of the seed of Aaron the priest that hath defect shall come near to present Jehovah's offerings by fire: he hath a defect; he shall not come near to present the bread of his God.




 


  彼は神の食物の聖なる物も、最も聖なる物も食べることができる。 


 The bread of his God, of the most holy and of the holy, shall he eat;




 


  ただし、垂幕に近づいてはならない。また祭壇に近寄ってはならない。身にきずがあるからである。彼はわたしの聖所を汚してはならない。わたしはそれを聖別する主である』」。 


 only he shall not come in unto the veil, nor shall he draw near unto the altar; for he hath a defect: that he profane not my sanctuaries; for I am Jehovah who do hallow them.




 


  モーセはこれをアロンとその子ら及びイスラエルのすべての人々に告げた。 


 And Moses told it to Aaron, and to his sons, and to all the children of Israel.
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  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「アロンとその子たちに告げて、イスラエルの人々の聖なる物、すなわち、彼らがわたしにささげる物をみだりに用いて、わたしの聖なる名を汚さないようにさせなさい。わたしは主である。 


 Speak unto Aaron, and to his sons, that they separate themselves from the holy things of the children of Israel, and that they profane not my holy name in the things that they hallow unto me: I am Jehovah.




 


  彼らに言いなさい、『あなたがたの代々の子孫のうち、だれでも、イスラエルの人々が主にささげる聖なる物に、汚れた身をもって近づく者があれば、その人はわたしの前から断たれるであろう。わたしは主である。 


 Say unto them, Every one of all your seed, throughout your generations, that approacheth the holy things, which the children of Israel hallow unto Jehovah, having his uncleanness upon him, that soul shall be cut off from before me: I am Jehovah.




 


  アロンの子孫のうち、だれでも、らい病の者、また流出ある者は清くなるまで、聖なる物を食べてはならない。また、すべて死体によって汚れた物に触れた者、精を漏らした者、 


 Whatsoever man of the seed of Aaron is a leper, or hath a flux, he shall not eat of the holy things, until he is clean. And he that toucheth any one that is unclean by a dead person, or a man whose seed of copulation hath passed from him;




 


  または、すべて人を汚す這うものに触れた者、または、どのような汚れにせよ、人を汚れさせる人に触れた者、 


 or a man that toucheth any crawling thing whereby he becometh unclean, or a man by whom he may become unclean, whatever may be his uncleanness,




 


  このようなものに触れた人は夕まで汚れるであろう。彼はその身を水にすすがないならば、聖なる物を食べてはならない。 


 -- a person that toucheth any such shall be unclean until even, and shall not eat of the holy things; but he shall bathe his flesh with water,




 


  日が入れば、彼は清くなるであろう。そののち、聖なる物を食べることができる。それは彼の食物だからである。 


 and when the sun goeth down, he shall be clean, and may afterwards eat of the holy things; for it is his food.




 


  自然に死んだもの、または裂き殺されたものを食べ、それによって身を汚してはならない。わたしは主である。 


 Of a dead carcase and what is torn shall he not eat, to make himself unclean therewith: I am Jehovah.




 


  それゆえに、彼らはわたしの言いつけを守らなければならない。彼らがこれを汚し、これがために、罪を獲て死ぬことのないためである。わたしは彼らを聖別する主である。 


 And they shall keep my charge, lest they bear sin for it, and die by it, if they profane it: I am Jehovah who do hallow them.




 


  すべて一般の人は聖なる物を食べてはならない。祭司の同居人や雇人も聖なる物を食べてはならない。 


 And no stranger shall eat the holy thing; the sojourner with the priest, and the hired servant, shall not eat of the holy thing.




 


  しかし、祭司が金をもって人を買った時は、その者はこれを食べることができる。またその家に生れた者も祭司の食物を食べることができる。 


 But if a priest buy any one for money, he may eat of it, and he that is born in his house: they may eat of his food.




 


  もし祭司の娘が一般の人にとついだならば、彼女は聖なる供え物を食べてはならない。 


 And a priest's daughter who is [married] to a stranger may not eat of the heave-offering of the holy things.




 


  もし祭司の娘が、寡婦となり、または出されて、子供もなく、その父の家に帰り、娘の時のようであれば、その父の食物を食べることができる。ただし、一般の人は、すべてこれを食べてはならない。 


 But a priest's daughter that becometh a widow, or is divorced, and hath no seed, and returneth unto her father's house, as in her youth, she may eat of her father's food; but no stranger shall eat thereof.




 


  もし人があやまって聖なる物を食べるならば、それにその五分の一を加え、聖なる物としてこれを祭司に渡さなければならない。 


 And if a man eat of a holy thing through inadvertence, then he shall put the fifth part thereof unto it, and shall give it unto the priest with the holy thing.




 


  祭司はイスラエルの人々が、主にささげる聖なる物を汚してはならない。 


 And they shall not profane the holy things of the children of Israel which they offer unto Jehovah,




 


  人々が聖なる物を食べて、その罪のとがを負わないようにさせなければならない。わたしは彼らを聖別する主である』」。 


 and cause them to bear the iniquity of trespass when they eat their holy things; for I am Jehovah who do hallow them.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「アロンとその子たち、およびイスラエルのすべての人々に言いなさい、『イスラエルの家の者、またはイスラエルにおる他国人のうちのだれでも、誓願の供え物、または自発の供え物を燔祭として主にささげようとするならば、 


 Speak unto Aaron, and to his sons, and unto all the children of Israel, and say unto them, Whatever man of the house of Israel, or of the sojourners in Israel, that presenteth his offering for any of his vows, and for any of his voluntary offerings, which they present to Jehovah as a burnt-offering,




 


  あなたがたの受け入れられるように牛、羊、あるいはやぎの雄の全きものをささげなければならない。 


 it shall be for your acceptance, without blemish, a male of the oxen, of the sheep, and of the goats.




 


  すべてきずのあるものはささげてはならない。それはあなたがたのために、受け入れられないからである。 


 Nothing that hath a defect shall ye present; for it shall not be acceptable for you.




 


  もし人が特別の誓願をなすため、または自発の供え物のために、牛または羊を酬恩祭の犠牲として、主にささげようとするならば、その受け入れられるために、それは全きものでなければならない。それには、どんなきずもあってはならない。 


 And if any present a sacrifice of peace-offering to Jehovah to accomplish a vow, or a voluntary offering of oxen or small cattle, it shall be without blemish to be accepted: there shall be no defect therein.




 


  すなわち獣のうちで、めくらのもの、折れた所のあるもの、切り取った所のあるもの、うみの出る者、かいせんの者、かさぶたのある者など、あなたがたは、このようなものを主にささげてはならない。また祭壇の上に、これらを火祭として、主にささげてはならない。 


 Blind, or broken, or maimed, or ulcerous, or with itch, or scabbed -- ye shall not present these to Jehovah, nor make an offering by fire of them on the altar to Jehovah.




 


  牛あるいは羊で、足の長すぎる者、または短すぎる者は、あなたがたが自発の供え物とすることはできるが、誓願の供え物としては受け入れられないであろう。 


 A bullock and a sheep that hath a member too long or too short, that mayest thou offer as a voluntary offering; but as a vow it shall not be accepted.




 


  あなたがたは、こうがんの破れたもの、つぶれたもの、裂けたもの、または切り取られたものを、主にささげてはならない。またあなたがたの国のうちで、このようなことを、行ってはならない。 


 That which is bruised, or crushed, or broken, or cut shall ye not present to Jehovah; neither in your land shall ye do [the like].




 


  また、あなたがたは異邦人の手からこれらのものを受けて、あなたがたの神の食物としてささげてはならない。これらのものには欠点があり、きずがあって、あなたがたのために受け入れられないからである』」。 


 Nor from the hand of the stranger shall ye present the bread of your God, of any of these; for their corruption is in them: a defect is in them; they shall not be accepted for you.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「牛、または羊、またはやぎが生れたならば、これを七日の間その母親のもとに置かなければならない。八日目からは主にささげる火祭として受け入れられるであろう。 


 An ox, or a sheep, or a goat, when it is brought forth, shall be seven days under its dam; and from the eighth day and thenceforth it shall be accepted for an offering by fire to Jehovah.




 


  あなたがたは雌牛または雌羊をその子と同じ日にほふってはならない。 


 A cow, or sheep -- it and its young shall ye not slaughter in one day.




 


  あなたがたが感謝の犠牲を主にささげるときは、あなたがたの受け入れられるようにささげなければならない。 


 And when ye sacrifice a sacrifice of thanksgiving to Jehovah, ye shall sacrifice it for your acceptance.




 


  これはその日のうちに食べなければならない。明くる日まで残しておいてはならない。わたしは主である。 


 On that day shall it be eaten: ye shall leave none of it until morning: I am Jehovah.




 


  あなたがたはわたしの戒めを守り、これを行わなければならない。わたしは主である。 


 And ye shall observe my commandments and do them: I am Jehovah.




 


  あなたがたはわたしの聖なる名を汚してはならない。かえって、わたしはイスラエルの人々のうちに聖とされなければならない。わたしはあなたがたを聖別する主である。 


 And ye shall not profane my holy name; but I will be hallowed among the children of Israel: I am Jehovah who do hallow you,




 


  あなたがたの神となるために、あなたがたをエジプトの国から導き出した者である。わたしは主である」。 


 who brought you out of the land of Egypt, to be your God: I am Jehovah.
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  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に言いなさい、『あなたがたが、ふれ示して聖会とすべき主の定めの祭は次のとおりである。これらはわたしの定めの祭である。 


 Speak unto the children of Israel, and say unto them, [Concerning] the set feasts of Jehovah, which ye shall proclaim as holy convocations -- these are my set feasts.




 


  六日の間は仕事をしなければならない。第七日は全き休みの安息日であり、聖会である。どのような仕事もしてはならない。これはあなたがたのすべてのすまいにおいて守るべき主の安息日である。 


 Six days shall work be done; but on the seventh day is the sabbath of rest, a holy convocation; no manner of work shall ye do: it is the sabbath to Jehovah in all your dwellings.




 


  その時々に、あなたがたが、ふれ示すべき主の定めの祭なる聖会は次のとおりである。 


 These are the set feasts of Jehovah, holy convocations, which ye shall proclaim in their seasons:




 


  正月の十四日の夕は主の過越の祭である。 


 In the first month, on the fourteenth of the month, between the two evenings, is the passover to Jehovah.




 


  またその月の十五日は主の種入れぬパンの祭である。あなたがたは七日の間は種入れぬパンを食べなければならない。 


 And on the fifteenth day of this month is the feast of unleavened bread to Jehovah; seven days shall ye eat unleavened bread.




 


  その初めの日に聖会を開かなければならない。どんな労働もしてはならない。 


 On the first day ye shall have a holy convocation: no manner of servile work shall ye do.




 


  あなたがたは七日の間、主に火祭をささげなければならない。第七日には、また聖会を開き、どのような労働もしてはならない』」。 


 And ye shall present to Jehovah an offering by fire seven days; on the seventh day is a holy convocation: no manner of servile work shall ye do.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に言いなさい、『わたしが与える地にはいって穀物を刈り入れるとき、あなたがたは穀物の初穂の束を、祭司のところへ携えてこなければならない。 


 Speak unto the children of Israel and say unto them, When ye come into the land that I give unto you, and ye reap the harvest thereof, then ye shall bring a sheaf of the first-fruits of your harvest unto the priest.




 


  彼はあなたがたの受け入れられるように、その束を主の前に揺り動かすであろう。すなわち、祭司は安息日の翌日に、これを揺り動かすであろう。 


 And he shall wave the sheaf before Jehovah, to be accepted for you; on the next day after the sabbath the priest shall wave it.




 


  またその束を揺り動かす日に、一歳の雄の小羊の全きものを燔祭として主にささげなければならない。 


 And ye shall offer that day when ye wave the sheaf, a he-lamb without blemish, a yearling, for a burnt-offering to Jehovah;




 


  その素祭には油を混ぜた麦粉十分の二エパを用い、これを主にささげて火祭とし、香ばしいかおりとしなければならない。またその灌祭には、ぶどう酒一ヒンの四分の一を用いなければならない。 


 and the oblation thereof: two tenths of fine flour mingled with oil, an offering by fire to Jehovah for a sweet odour; and the drink-offering thereof, of wine, a fourth part of a hin.




 


  あなたがたの神にこの供え物をささげるその日まで、あなたがたはパンも、焼麦も、新穀も食べてはならない。これはあなたがたのすべてのすまいにおいて、代々ながく守るべき定めである。 


 And ye shall not eat bread, or roast corn, or green ears, until the same day that ye have brought the offering of your God: [it is] an everlasting statute throughout your generations in all your dwellings.




 


  また安息日の翌日、すなわち、揺祭の束をささげた日から満七週を数えなければならない。 


 And ye shall count from the morning after the sabbath, from the day that ye brought the sheaf of the wave-offering, seven weeks; they shall be complete;




 


  すなわち、第七の安息日の翌日までに、五十日を数えて、新穀の素祭を主にささげなければならない。 


 even unto the morning after the seventh sabbath shall ye count fifty days; and ye shall present a new oblation to Jehovah.




 


  またあなたがたのすまいから、十分の二エパの麦粉に種を入れて焼いたパン二個を携えてきて揺祭としなければならない。これは初穂として主にささげるものである。 


 Out of your dwellings shall ye bring two wave-loaves, of two tenths of fine flour; with leaven shall they be baken; [as] first-fruits to Jehovah.




 


  あなたがたはまたパンのほかに、一歳の全き小羊七頭と、若き雄牛一頭と、雄羊二頭をささげなければならない。すなわち、これらをその素祭および灌祭とともに主にささげて燔祭としなければならない。これは火祭であって、主に香ばしいかおりとなるであろう。 


 And ye shall present with the bread seven he-lambs without blemish, yearlings, and one young bullock, and two rams: they shall be a burnt-offering to Jehovah with their oblation, and their drink-offerings, an offering by fire of a sweet odour to Jehovah.




 


  また雄やぎ一頭を罪祭としてささげ、一歳の小羊二頭を酬恩祭の犠牲としてささげなければならない。 


 And ye shall sacrifice one buck of the goats for a sin-offering, and two he-lambs, yearlings, for a sacrifice of peace-offering.




 


  そして祭司はその初穂のパンと共に、この二頭の小羊を主の前に揺祭として揺り動かさなければならない。これらは主にささげる聖なる物であって、祭司に帰するであろう。 


 And the priest shall wave them with the bread of the first-fruits as a wave-offering before Jehovah, with the two he-lambs; they shall be holy to Jehovah, for the priest.




 


  あなたがたは、その日にふれ示して、聖会を開かなければならない。どのような労働もしてはならない。これはあなたがたのすべてのすまいにおいて、代々ながく守るべき定めである。 


 And ye shall make proclamation on that same day -- a holy convocation shall it be unto you: no manner of servile work shall ye do: [it is] an everlasting statute in all your dwellings throughout your generations.




 


  あなたがたの地の穀物を刈り入れるときは、その刈入れにあたって、畑のすみずみまで刈りつくしてはならない。またあなたの穀物の落ち穂を拾ってはならない。貧しい者と寄留者のために、それを残しておかなければならない。わたしはあなたがたの神、主である』」。 


 And when ye reap the harvest of your land, thou shalt not in thy harvest entirely reap the corners of thy field, and the gleaning of thy harvest shalt thou not gather: thou shalt leave them unto the poor and to the stranger: I am Jehovah your God.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に言いなさい、『七月一日をあなたがたの安息の日とし、ラッパを吹き鳴らして記念する聖会としなければならない。 


 Speak unto the children of Israel, saying, In the seventh month, on the first of the month, shall ye have a rest, a memorial of blowing of trumpets, a holy convocation.




 


  どのような労働もしてはならない。しかし、主に火祭をささげなければならない』」。 


 No manner of servile work shall ye do; and ye shall present an offering by fire to Jehovah.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「特にその七月の十日は贖罪の日である。あなたがたは聖会を開き、身を悩まし、主に火祭をささげなければならない。 


 Also on the tenth of this seventh month is the day of the atonement: a holy convocation shall it be unto you; and ye shall afflict your souls, and present an offering by fire to Jehovah.




 


  その日には、どのような仕事もしてはならない。これはあなたがたのために、あなたがたの神、主の前にあがないをなすべき贖罪の日だからである。 


 And ye shall do no manner of work on that same day; for it is a day of atonement, to make atonement for you before Jehovah your God.




 


  すべてその日に身を悩まさない者は、民のうちから断たれるであろう。 


 For every soul that is not afflicted on that same day, shall be cut off from among his peoples.




 


  またすべてその日にどのような仕事をしても、その人をわたしは民のうちから滅ぼし去るであろう。 


 And every soul that doeth any manner of work on that same day, the same soul will I destroy from among his people.




 


  あなたがたはどのような仕事もしてはならない。これはあなたがたのすべてのすまいにおいて、代々ながく守るべき定めである。 


 No manner of work shall ye do: [it is] an everlasting statute throughout your generations in all your dwellings.




 


  これはあなたがたの全き休みの安息日である。あなたがたは身を悩まさなければならない。またその月の九日の夕には、その夕から次の夕まで安息を守らなければならない」。 


 A sabbath of rest shall it be unto you; and ye shall afflict your souls. On the ninth of the month at even, from even unto even, shall ye celebrate your sabbath.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に言いなさい、『その七月の十五日は仮庵の祭である。七日の間、主の前にそれを守らなければならない。 


 Speak unto the children of Israel, saying, On the fifteenth day of this seventh month is the feast of booths seven days to Jehovah.




 


  初めの日に聖会を開かなければならない。どのような労働もしてはならない。 


 On the first day there shall be a holy convocation: no manner of servile work shall ye do.




 


  また七日の間、主に火祭をささげなければならない。八日目には聖会を開き、主に火祭をささげなければならない。これは聖会の日であるから、どのような労働もしてはならない。 


 Seven days ye shall present an offering by fire to Jehovah; on the eighth day shall be a holy convocation unto you; and ye shall present an offering by fire to Jehovah: it is a solemn assembly; no manner of servile work shall ye do.




 


  これらは主の定めの祭であって、あなたがたがふれ示して聖会とし、主に火祭すなわち、燔祭、素祭、犠牲および灌祭を、そのささぐべき日にささげなければならない。 


 These are the set feasts of Jehovah, which ye shall proclaim as holy convocations, to present an offering by fire to Jehovah, a burnt-offering, and an oblation, a sacrifice, and drink-offerings, everything upon its day;




 


  このほかに主の安息日があり、またほかに、あなたがたのささげ物があり、またほかに、あなたがたのもろもろの誓願の供え物があり、またそのほかに、あなたがたのもろもろの自発の供え物がある。これらは皆あなたがたが主にささげるものである。 


 besides the sabbaths of Jehovah, and besides your gifts, and besides all your vows, and besides all your voluntary offerings, which ye give to Jehovah.




 


  あなたがたが、地の産物を集め終ったときは、七月の十五日から七日のあいだ、主の祭を守らなければならない。すなわち、初めの日にも安息をし、八日目にも安息をしなければならない。 


 But on the fifteenth day of the seventh month, when ye have gathered in the produce of the land, ye shall celebrate the feast of Jehovah seven days: on the first day there shall be rest, and on the eighth day there shall be rest.




 


  初めの日に、美しい木の実と、なつめやしの枝と、茂った木の枝と、谷のはこやなぎの枝を取って、七日の間あなたがたの神、主の前に楽しまなければならない。 


 And ye shall take on the first day the fruit of beautiful trees, palm branches and the boughs of leafy trees, and willows of the brook; and ye shall rejoice before Jehovah your God seven days.




 


  あなたがたは年に七日の間、主にこの祭を守らなければならない。これはあなたがたの代々ながく守るべき定めであって、七月にこれを守らなければならない。 


 And ye shall celebrate it as a feast to Jehovah seven days in the year: [it is] an everlasting statute throughout your generations; in the seventh month shall ye celebrate it.




 


  あなたがたは七日の間、仮庵に住み、イスラエルで生れた者はみな仮庵に住まなければならない。 


 In booths shall ye dwell seven days; all born in Israel shall dwell in booths;




 


  これはわたしがイスラエルの人々をエジプトの国から導き出したとき、彼らを仮庵に住まわせた事を、あなたがたの代々の子孫に知らせるためである。わたしはあなたがたの神、主である』」。 


 that your generations may know that I caused the children of Israel to dwell in booths, when I brought them out of the land of Egypt: I am Jehovah your God.




 


  モーセは主の定めの祭をイスラエルの人々に告げた。 


 And Moses declared the set feasts of Jehovah to the children of Israel.
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  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に命じて、オリブを砕いて採った純粋の油を、ともしびのためにあなたの所へ持ってこさせ、絶えずともしびをともさせなさい。 


 Command the children of Israel that they bring unto thee pure beaten olive oil for the light, to light the lamp continually.




 


  すなわち、アロンは会見の幕屋のうちのあかしの垂幕の外で、夕から朝まで絶えず、そのともしびを主の前に整えなければならない。これはあなたがたが代々ながく守るべき定めである。 


 Outside the veil of the testimony, in the tent of meeting, shall Aaron dress it from evening to morning before Jehovah continually: [it is] an everlasting statute throughout your generations.




 


  彼は純金の燭台の上に、そのともしびを絶えず主の前に整えなければならない。 


 Upon the pure candlestick shall he arrange the lamps before Jehovah continually.




 


  あなたは麦粉を取り、それで十二個の菓子を焼かなければならない。菓子一個に麦粉十分の二エパを用いなければならない。 


 And thou shalt take fine wheaten flour, and bake twelve cakes thereof; each cake shall be of two tenths.




 


  そしてそれを主の前の純金の机の上に、ひと重ね六個ずつ、ふた重ねにして置かなければならない。 


 And thou shalt set them in two rows, six in a row, upon the pure table before Jehovah.




 


  あなたはまた、おのおのの重ねの上に、純粋の乳香を置いて、そのパンの記念の分とし、主にささげて火祭としなければならない。 


 And thou shalt put pure frankincense upon each row; and it shall be a bread of remembrance, an offering by fire to Jehovah.




 


  安息日ごとに絶えず、これを主の前に整えなければならない。これはイスラエルの人々のささぐべきものであって、永遠の契約である。 


 Every sabbath day he shall arrange it before Jehovah continually, on the part of the children of Israel: [it is] an everlasting covenant.




 


  これはアロンとその子たちに帰する。彼らはこれを聖なる所で食べなければならない。これはいと聖なる物であって、主の火祭のうち彼に帰すべき永久の分である」。 


 And it shall be Aaron's and his sons'; and they shall eat it in a holy place; for it is most holy unto him of Jehovah's offerings by fire: [it is] an everlasting statute.




 


  イスラエルの女を母とし、エジプトびとを父とするひとりの者が、イスラエルの人々のうちに出てきて、そのイスラエルの女の産んだ子と、ひとりのイスラエルびとが宿営の中で争いをし、 


 And the son of an Israelitish woman -- but withal the son of an Egyptian, -- went out among the children of Israel; and this son of the Israelitess and a man of Israel strove together in the camp;




 


  そのイスラエルの女の産んだ子が主の名を汚して、のろったので、人々は彼をモーセのもとに連れてきた。その母はダンの部族のデブリの娘で、名をシロミテといった。 


 and the Israelitish woman's son blasphemed the Name, and cursed; and they brought him to Moses. And his mother's name was Shelomith, the daughter of Dibri, of the tribe of Dan.




 


  人々は彼を閉じ込めて置いて、主の示しを受けるのを待っていた。 


 And they confined him, that they might decide at the mouth of Jehovah.




 


  時に主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「あの、のろいごとを言った者を宿営の外に引き出し、それを聞いた者に、みな手を彼の頭に置かせ、全会衆に彼を石で撃たせなさい。 


 Lead the reviler outside the camp; and all that heard [him] shall lay their hands upon his head, and the whole assembly shall stone him.




 


  あなたはまたイスラエルの人々に言いなさい、『だれでも、その神をのろう者は、その罪を負わなければならない。 


 And thou shalt speak unto the children of Israel, saying, Every one when he revileth his God shall bear his sin.




 


  主の名を汚す者は必ず殺されるであろう。全会衆は必ず彼を石で撃たなければならない。他国の者でも、この国に生れた者でも、主の名を汚すときは殺されなければならない。 


 And he that blasphemeth the name of Jehovah shall certainly be put to death; all the assembly shall certainly stone him; as well the stranger as he that is home-born, when he blasphemeth the Name, shall be put to death.




 


  だれでも、人を撃ち殺した者は、必ず殺されなければならない。 


 And if any one smiteth any man mortally, he shall certainly be put to death.




 


  獣を撃ち殺した者は、獣をもってその獣を償わなければならない。 


 And he that smiteth a beast mortally shall make it good, life for life.




 


  もし人が隣人に傷を負わせるなら、その人は自分がしたように自分にされなければならない。 


 And if a man cause a blemish in his neighbour, as he hath done, so shall it be done to him;




 


  すなわち、骨折には骨折、目には目、歯には歯をもって、人に傷を負わせたように、自分にもされなければならない。 


 breach for breach, eye for eye, tooth for tooth: as he hath caused a blemish in a man, so shall it be done to him.




 


  獣を撃ち殺した者はそれを償い、人を撃ち殺した者は殺されなければならない。 


 He that smiteth a beast [mortally] shall make it good; and he that smiteth a man [mortally] shall be put to death.




 


  他国の者にも、この国に生れた者にも、あなたがたは同一のおきてを用いなければならない。わたしはあなたがたの神、主だからである』」。 


 Ye shall have one law: as the stranger, so the home-born; for I am Jehovah your God.




 


  モーセがイスラエルの人々に向かい、「あの、のろいごとを言った者を宿営の外に引き出し、石で撃て」と命じたので、イスラエルの人々は、主がモーセに命じられたようにした。 


 And Moses spoke to the children of Israel; and they led the reviler outside the camp and stoned him with stones. And the children of Israel did as Jehovah had commanded Moses.
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  主はシナイ山で、モーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses in mount Sinai, saying,




 


  「イスラエルの人々に言いなさい、『わたしが与える地に、あなたがたがはいったときは、その地にも、主に向かって安息を守らせなければならない。 


 Speak unto the children of Israel and say unto them, When ye come into the land that I will give you, the land shall celebrate a sabbath to Jehovah.




 


  六年の間あなたは畑に種をまき、また六年の間ぶどう畑の枝を刈り込み、その実を集めることができる。 


 Six years shalt thou sow thy field, and six years shalt thou prune thy vineyard, and gather in the produce thereof,




 


  しかし、七年目には、地に全き休みの安息を与えなければならない。これは、主に向かって守る安息である。あなたは畑に種をまいてはならない。また、ぶどう畑の枝を刈り込んではならない。 


 but in the seventh year shall be a sabbath of rest for the land, a sabbath to Jehovah. Thy field shalt thou not sow, and thy vineyard shalt thou not prune.




 


  あなたの穀物の自然に生えたものは刈り取ってはならない。また、あなたのぶどうの枝の手入れをしないで結んだ実は摘んではならない。これは地のために全き休みの年だからである。 


 That which springeth up from the scattered seed of thy harvest thou shalt not reap, and the grapes of thine undressed vines thou shalt not gather: a year of rest shall it be for the land.




 


  安息の年の地の産物は、あなたがたの食物となるであろう。すなわち、あなたと、男女の奴隷と、雇人と、あなたの所に宿っている他国人と、 


 And the sabbath of the land shall be for food for you, for thee, and for thy bondman, and for thy handmaid, and for thy hired servant, and for him that dwelleth as a sojourner with thee, and for thy cattle,




 


  あなたの家畜と、あなたの国のうちの獣とのために、その産物はみな、食物となるであろう。 


 and for the beasts that are in thy land: all the produce thereof shall be for food.




 


  あなたは安息の年を七たび、すなわち、七年を七回数えなければならない。安息の年七たびの年数は四十九年である。 


 And thou shalt count seven sabbaths of years, seven times seven years; so that the days of the seven sabbaths of years be unto thee forty-nine years.




 


  七月の十日にあなたはラッパの音を響き渡らせなければならない。すなわち、贖罪の日にあなたがたは全国にラッパを響き渡らせなければならない。 


 Then shalt thou cause the loud sound of the trumpet to go forth in the seventh month, on the tenth of the month; on the day of atonement shall ye cause the trumpet to go forth throughout your land.




 


  その五十年目を聖別して、国中のすべての住民に自由をふれ示さなければならない。この年はあなたがたにはヨベルの年であって、あなたがたは、おのおのその所有の地に帰り、おのおのその家族に帰らなければならない。 


 And ye shall hallow the year of the fiftieth year, and proclaim liberty in the land unto all the inhabitants thereof; a [year of] jubilee shall it be unto you, and ye shall return every man unto his possession, and ye shall return every man unto his family;




 


  その五十年目はあなたがたにはヨベルの年である。種をまいてはならない。また自然に生えたものは刈り取ってはならない。手入れをしないで結んだぶどうの実は摘んではならない。 


 a year of jubilee shall that fiftieth year be unto you: ye shall not sow, neither reap its aftergrowth, nor gather [the fruit of] its undressed vines.




 


  この年はヨベルの年であって、あなたがたに聖であるからである。あなたがたは畑に自然にできた物を食べなければならない。 


 For it is the jubilee; it shall be holy unto you; out of the field shall ye eat its produce.




 


  このヨベルの年には、おのおのその所有の地に帰らなければならない。 


 In this year of the jubilee ye shall return every man unto his possession.




 


  あなたの隣人に物を売り、また隣人から物を買うときは、互に欺いてはならない。 


 And if ye sell ought unto your neighbour, or buy of your neighbour's hand, ye shall not overreach one another.




 


  ヨベルの後の年の数にしたがって、あなたは隣人から買い、彼もまた畑の産物の年数にしたがって、あなたに売らなければならない。 


 According to the number of years since the jubilee, thou shalt buy of thy neighbour; according to the number of years of the produce, he shall sell unto thee.




 


  年の数の多い時は、その値を増し、年の数の少ない時は、値を減らさなければならない。彼があなたに売るのは産物の数だからである。 


 According to the greater number of the years, thou shalt increase the price thereof; and according to the fewness of years, thou shalt diminish the price of it; for it is the number of crops that he selleth unto thee.




 


  あなたがたは互に欺いてはならない。あなたの神を恐れなければならない。わたしはあなたがたの神、主である。 


 And ye shall not oppress one another; but thou shalt fear thy God; for I am Jehovah your God.




 


  あなたがたはわたしの定めを行い、またわたしのおきてを守って、これを行わなければならない。そうすれば、あなたがたは安らかにその地に住むことができるであろう。 


 And ye shall do my statutes, and observe mine ordinances and do them: thus shall ye dwell in your land securely.




 


  地はその実を結び、あなたがたは飽きるまでそれを食べ、安らかにそこに住むことができるであろう。 


 And the land shall yield its fruit, and ye shall eat and be satisfied, and dwell therein securely.




 


  「七年目に種をまくことができず、また産物を集めることができないならば、わたしたちは何を食べようか」とあなたがたは言うのか。 


 And if ye say, What shall we eat in the seventh year? behold, we may not sow, nor gather in our produce;




 


  わたしは命じて六年目に、あなたがたに祝福をくだし、三か年分の産物を実らせるであろう。 


 then I will command my blessing upon you in the sixth year, that it may bring forth produce for three years;




 


  あなたがたは八年目に種をまく時には、なお古い産物を食べているであろう。九年目にその産物のできるまで、あなたがたは古いものを食べることができるであろう。 


 and ye shall sow in the eighth year, and ye shall eat of the old fruit until the ninth year; until her produce come in, ye shall eat the old.




 


  地は永代には売ってはならない。地はわたしのものだからである。あなたがたはわたしと共にいる寄留者、また旅びとである。 


 And the land shall not be sold for ever; for the land is mine; for ye are strangers and sojourners with me.




 


  あなたがたの所有としたどのような土地でも、その土地の買いもどしに応じなければならない。 


 And in all the land of your possession ye shall grant a redemption for the land.




 


  あなたの兄弟が落ちぶれてその所有の地を売った時は、彼の近親者がきて、兄弟の売ったものを買いもどさなければならない。 


 If thy brother grow poor, and sell of his possession, then shall his redeemer, his nearest relation, come and redeem that which his brother sold.




 


  たといその人に、それを買いもどしてくれる人がいなくても、その人が富み、自分でそれを買いもどすことができるようになったならば、 


 And if the man have no one having right of redemption, and his hand have acquired and found what sufficeth for its redemption,




 


  それを売ってからの年を数えて残りの分を買い手に返さなければならない。そうすればその人はその所有の地に帰ることができる。 


 then shall he reckon the years since the sale thereof, and restore the overplus unto the man to whom he sold it; and so return unto his possession.




 


  しかし、もしそれを買いもどすことができないならば、その売った物はヨベルの年まで買い主の手にあり、ヨベルにはもどされて、その人はその所有の地に帰ることができるであろう。 


 And if his hand have not found what sufficeth for him to restore it to him, then that which is sold shall remain in the hand of the purchaser, until the year of jubilee; and in the jubilee it shall go out, and he shall return unto his possession.




 


  人が城壁のある町の住宅を売った時は、売ってから満一年の間は、それを買いもどすことができる。その間は彼に買いもどすことを許さなければならない。 


 And if any one sell a dwelling-house in a walled city, then he shall have the right of redemption up to the end of the year of the sale thereof; for a full year shall he have the right of redemption.




 


  満一年のうちに、それを買いもどさない時は、城壁のある町の内のその家は永代にそれを買った人のものと定まって、代々の所有となり、ヨベルの年にももどされないであろう。 


 But if it be not redeemed until a whole year is complete, then the house that is in the walled city shall be established for ever to him that bought it, throughout his generations: it shall not go out in the jubilee.




 


  しかし、周囲に城壁のない村々の家は、その地方の畑に附属するものとみなされ、買いもどすことができ、またヨベルの年には、もどされるであろう。 


 But the houses in villages that have no wall round about them shall be reckoned as the fields of the country: they may be redeemed, and they shall go out in the jubilee.




 


  レビびとの町々、すなわち、彼らの所有の町々の家は、レビびとはいつでも買いもどすことができる。 


 But as to the cities of the Levites, the houses in the cities of their possession, the Levites shall have a perpetual right of redemption.




 


  レビびとのひとりが、それを買いもどさない時は、その所有の町にある売った家はヨベルの年にはもどされるであろう。レビびとの町々の家はイスラエルの人々のうちに彼らがもっている所有だからである。 


 And if any one redeem from one of the Levites, then the house that was sold, in the city of his possession, shall go out in the jubilee; for the houses of the cities of the Levites are their possession among the children of Israel.




 


  ただし、彼らの町々の周囲の放牧地は売ってはならない。それは彼らの永久の所有だからである。 


 And the field of the suburbs of their cities shall not be sold; for it is their perpetual possession.




 


  あなたの兄弟が落ちぶれ、暮して行けない時は、彼を助け、寄留者または旅びとのようにして、あなたと共に生きながらえさせなければならない。 


 And if thy brother grow poor, and he be fallen into decay beside thee, then thou shalt relieve him, [be he] stranger or sojourner, that he may live beside thee.




 


  彼から利子も利息も取ってはならない。あなたの神を恐れ、あなたの兄弟をあなたと共に生きながらえさせなければならない。 


 Thou shalt take no usury nor increase of him; and thou shalt fear thy God; that thy brother may live beside thee.




 


  あなたは利子を取って彼に金を貸してはならない。また利益をえるために食物を貸してはならない。 


 Thy money shalt thou not give him upon usury, nor lend him thy victuals for increase.




 


  わたしはあなたがたの神、主であって、カナンの地をあなたがたに与え、かつあなたがたの神となるためにあなたがたをエジプトの国から導き出した者である。 


 I am Jehovah your God, who brought you forth out of the land of Egypt, to give you the land of Canaan, to be your God.




 


  あなたの兄弟が落ちぶれて、あなたに身を売るときは、奴隷のように働かせてはならない。 


 And if thy brother grow poor beside thee, and be sold unto thee, thou shalt not compel him to serve as a bondservant:




 


  彼を雇人のように、また旅びとのようにしてあなたの所におらせ、ヨベルの年まであなたの所で勤めさせなさい。 


 as a hired servant, as a sojourner, shall he be with thee; until the year of jubilee shall he serve thee.




 


  その時には、彼は子供たちと共にあなたの所から出て、その一族のもとに帰り、先祖の所有の地にもどるであろう。 


 Then shall he depart from thee, he and his children with him, and shall return unto his own family, and unto the possession of his fathers shall he return.




 


  彼らはエジプトの国からわたしが導き出したわたしのしもべであるから、身を売って奴隷となってはならない。 


 For they are my bondmen, whom I brought forth out of the land of Egypt: they shall not be sold as [men] sell bondmen.




 


  あなたは彼をきびしく使ってはならない。あなたの神を恐れなければならない。 


 Thou shalt not rule over him with rigour; and thou shalt fear thy God.




 


  あなたがもつ奴隷は男女ともにあなたの周囲の異邦人のうちから買わなければならない。すなわち、彼らのうちから男女の奴隷を買うべきである。 


 And as for thy bondman and thy handmaid whom thou shalt have -- of the nations that are round about you, of them shall ye buy bondmen and handmaids.




 


  また、あなたがたのうちに宿っている旅びとの子供のうちからも買うことができる。また彼らのうちあなたがたの国で生れて、あなたがたと共におる人々の家族からも買うことができる。そして彼らはあなたがたの所有となるであろう。 


 Moreover of the children of them that dwell as sojourners with you, of them may ye buy, and of their family that is with you, which they beget in your land, and they shall be your possession.




 


  あなたがたは彼らを獲て、あなたがたの後の子孫に所有として継がせることができる。すなわち、彼らは長くあなたがたの奴隷となるであろう。しかし、あなたがたの兄弟であるイスラエルの人々をあなたがたは互にきびしく使ってはならない。 


 And ye shall leave them as an inheritance to your children after you, to inherit them as a possession: these may ye make your bondmen for ever; but as for your brethren, the children of Israel, ye shall not rule over one another with rigour.




 


  あなたと共にいる寄留者または旅びとが富み、そのかたわらにいるあなたの兄弟が落ちぶれて、あなたと共にいるその寄留者、旅びと、または寄留者の一族のひとりに身を売った場合、 


 And if a stranger or sojourner become wealthy beside thee, and thy brother beside him grow poor, and sell himself unto the stranger, who is settled by thee, or to a scion of the stranger's family,




 


  身を売った後でも彼を買いもどすことができる。その兄弟のひとりが彼を買いもどさなければならない。 


 after that he is sold there shall be right of redemption for him; one of his brethren may redeem him.




 


  あるいは、おじ、または、おじの子が彼を買いもどさなければならない。あるいは一族の近親の者が、彼を買いもどさなければならない。あるいは自分に富ができたならば、自分で買いもどさなければならない。 


 Either his uncle or his uncle's son may redeem him, or one of his next relations of his family may redeem him; or if his means be sufficient, he may redeem himself.




 


  その時、彼は自分の身を売った年からヨベルの年までを、その買い主と共に数え、その年数によって、身の代金を決めなければならない。その年数は雇われた年数として数えなければならない。 


 And he shall reckon with him that bought him from the year that he was sold to him unto the year of jubilee; and the price of his sale shall be according to the number of the years, according to the days of a hired servant shall he be with him.




 


  なお残りの年が多い時は、その年数にしたがい、買われた金額に照して、あがないの金を払わなければならない。 


 If there are yet many years, according unto them shall he return his redemption [money] out of the money that he was bought for;




 


  またヨベルの年までに残りの年が少なければ、その人と共に計算し、その年数にしたがって、あがないの金を払わなければならない。 


 and if there remain but few years unto the year of jubilee, then he shall reckon with him; according unto his [remaining] years [of service] shall he give him back his redemption [money].




 


  彼は年々雇われる人のように扱われなければならない。あなたの目の前で彼をきびしく使わせてはならない。 


 As a hired servant shall he be with him year by year; [his master] shall not rule with rigour over him before thine eyes.




 


  もし彼がこのようにしてあがなわれないならば、ヨベルの年に彼は子供と共に出て行くことができる。 


 And if he be not redeemed in this manner, then he shall go out in the year of jubilee, he and his children with him.




 


  イスラエルの人々は、わたしのしもべだからである。彼らはわたしがエジプトの国から導き出したわたしのしもべである。わたしはあなたがたの神、主である。 


 For the children of Israel are servants unto me; they are my servants whom I brought forth out of the land of Egypt: I am Jehovah your God.
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  あなたがたは自分のために、偶像を造ってはならない。また刻んだ像も石の柱も立ててはならない。またあなたがたの地に石像を立てて、それを拝んではならない。わたしはあなたがたの神、主だからである。 


 Ye shall make yourselves no idols, neither rear you up for yourselves carved image, or statue, nor shall ye set up a figured stone in your land, to bow down unto it; for I am Jehovah your God.




 


  あなたがたはわたしの安息日を守り、またわたしの聖所を敬わなければならない。わたしは主である。 


 Ye shall observe my sabbaths, and my sanctuary shall ye reverence: I am Jehovah.




 


  もしあなたがたがわたしの定めに歩み、わたしの戒めを守って、これを行うならば、 


 If ye walk in my statutes, and observe my commandments and do them,




 


  わたしはその季節季節に、雨をあなたがたに与えるであろう。地は産物を出し、畑の木々は実を結ぶであろう。 


 then I will give your rain in the season thereof, and the land shall yield its produce, and the trees of the field shall yield their fruit;




 


  あなたがたの麦打ちは、ぶどうの取入れの時まで続き、ぶどうの取入れは、種まきの時まで続くであろう。あなたがたは飽きるほどパンを食べ、またあなたがたの地に安らかに住むであろう。 


 and your threshing shall reach unto the vintage, and the vintage shall reach unto the sowing-time; and ye shall eat your bread to the full, and dwell in your land securely.




 


  わたしが国に平和を与えるから、あなたがたは安らかに寝ることができ、あなたがたを恐れさすものはないであろう。わたしはまた国のうちから悪い獣を絶やすであろう。つるぎがあなたがたの国を行き巡ることはないであろう。 


 And I will give peace in the land, and ye shall lie down, and none shall make you afraid; and I will put away the evil beasts out of the land; and the sword shall not go through your land.




 


  あなたがたは敵を追うであろう。彼らは、あなたがたのつるぎに倒れるであろう。 


 And ye shall chase your enemies, and they shall fall before you by the sword;




 


  あなたがたの五人は百人を追い、百人は万人を追い、あなたがたの敵はつるぎに倒れるであろう。 


 and five of you shall chase a hundred, and a hundred of you shall put ten thousand to flight; and your enemies shall fall beside you by the sword.




 


  わたしはあなたがたを顧み、多くの子を獲させ、あなたがたを増し、あなたがたと結んだ契約を固めるであろう。 


 And I will turn my face towards you and make you fruitful, and multiply you, and establish my covenant with you.




 


  あなたがたは古い穀物を食べている間に、また新しいものを獲て、その古いものを捨てるようになるであろう。 


 And ye shall eat old store, and clear away the old because of the new.




 


  わたしは幕屋をあなたがたのうちに建て、心にあなたがたを忌みきらわないであろう。 


 And I will set my habitation among you; and my soul shall not abhor you;




 


  わたしはあなたがたのうちに歩み、あなたがたの神となり、あなたがたはわたしの民となるであろう。 


 and I will walk among you, and will be your God, and ye shall be to me a people.




 


  わたしはあなたがたの神、主であって、あなたがたをエジプトの国から導き出して、奴隷の身分から解き放った者である。わたしはあなたがたのくびきの横木を砕いて、まっすぐに立って歩けるようにしたのである。 


 I am Jehovah your God, who brought you forth out of the land of Egypt, that ye should not be their bondmen; and I have broken the bands of your yoke, and made you walk upright.




 


  しかし、あなたがたがもしわたしに聞き従わず、またこのすべての戒めを守らず、 


 But if ye hearken not unto me, and do not all these commandments,




 


  わたしの定めを軽んじ、心にわたしのおきてを忌みきらって、わたしのすべての戒めを守らず、わたしの契約を破るならば、 


 and if ye shall despise my statutes, and if your soul shall abhor mine ordinances, so that ye do not all my commandments, that ye break my covenant,




 


  わたしはあなたがたにこのようにするであろう。すなわち、あなたがたの上に恐怖を臨ませ、肺病と熱病をもって、あなたがたの目を見えなくし、命をやせ衰えさせるであろう。あなたがたが種をまいてもむだである。敵がそれを食べるであろう。 


 I also will do this unto you -- I will even appoint over you terror, consumption, and fever, which shall cause the eyes to fail, and the soul to waste away; and ye shall sow your seed in vain, for your enemies shall eat it.




 


  わたしは顔をあなたがたにむけて攻め、あなたがたは敵の前に撃ちひしがれるであろう。またあなたがたの憎む者があなたがたを治めるであろう。あなたがたは追う者もないのに逃げるであろう。 


 And I will set my face against you, that ye may be routed before your enemies; they that hate you shall have dominion over you; and ye shall flee when none pursueth you.




 


  それでもなお、あなたがたがわたしに聞き従わないならば、わたしはあなたがたの罪を七倍重く罰するであろう。 


 And if for this ye hearken not unto me, I will punish you sevenfold more for your sins,




 


  わたしはあなたがたの誇とする力を砕き、あなたがたの天を鉄のようにし、あなたがたの地を青銅のようにするであろう。 


 and I will break the arrogance of your power; and I will make your heaven as iron, and your earth as bronze,




 


  あなたがたの力は、むだに費されるであろう。すなわち、地は産物をいださず、国のうちの木々は実を結ばないであろう。 


 and your strength shall be spent in vain, and your land shall not yield its produce; and the trees of the land shall not yield their fruit.




 


  もしあなたがたがわたしに逆らって歩み、わたしに聞き従わないならば、わたしはあなたがたの罪に従って七倍の災をあなたがたに下すであろう。 


 And if ye walk contrary unto me, and will not hearken unto me, I will bring sevenfold more plagues upon you according to your sins.




 


  わたしはまた野獣をあなたがたのうちに送るであろう。それはあなたがたの子供を奪い、また家畜を滅ぼし、あなたがたの数を少なくするであろう。あなたがたの大路は荒れ果てるであろう。 


 And I will send the beasts of the field among you, that they may rob you of your children, and cut off your cattle, and make you few in number; and your streets shall be desolate.




 


  もしあなたがたがこれらの懲しめを受けてもなお改めず、わたしに逆らって歩むならば、 


 And if ye will not be disciplined by me through these, but walk contrary unto me,




 


  わたしもまたあなたがたに逆らって歩み、あなたがたの罪を七倍重く罰するであろう。 


 then will I also walk contrary unto you, and will smite you, even I, sevenfold for your sins.




 


  わたしはあなたがたの上につるぎを臨ませ、違約の恨みを報いるであろう。あなたがたが町々に集まる時は、あなたがたのうちに疫病を送り、あなたがたは敵の手にわたされるであろう。 


 And I will bring a sword upon you that avengeth with the vengeance of the covenant, and ye shall be gathered together into your cities, and I will send the pestilence among you; and ye shall be delivered into the hand of the enemy.




 


  わたしがあなたがたのつえとするパンを砕くとき、十人の女が一つのかまどでパンを焼き、それをはかりにかけてあなたがたに渡すであろう。あなたがたは食べても満たされないであろう。 


 When I break the staff of your bread, ten women shall bake your bread in one oven, and shall deliver you the bread again by weight; and ye shall eat, and not be satisfied.




 


  それでもなお、あなたがたがわたしに聞き従わず、わたしに逆らって歩むならば、 


 And if for this ye hearken not to me, but walk contrary unto me,




 


  わたしもあなたがたに逆らい、怒りをもって歩み、あなたがたの罪を七倍重く罰するであろう。 


 then I will walk contrary unto you also in fury; and I, even I, will chastise you seven-fold for your sins.




 


  あなたがたは自分のむすこの肉を食べ、また自分の娘の肉を食べるであろう。 


 And ye shall eat the flesh of your sons, and the flesh of your daughters shall ye eat.




 


  わたしはあなたがたの高き所をこぼち、香の祭壇を倒し、偶像の死体の上に、あなたがたの死体を投げ捨てて、わたしは心にあなたがたを忌みきらうであろう。 


 And I will lay waste your high places, and cut down your sun-pillars, and cast your carcases upon the carcases of your idols; and my soul shall abhor you.




 


  わたしはまたあなたがたの町々を荒れ地とし、あなたがたの聖所を荒らすであろう。またわたしはあなたがたのささげる香ばしいかおりをかがないであろう。 


 And I will lay waste your cities and desolate your sanctuaries; and I will not smell your sweet odours.




 


  わたしがその地を荒らすゆえ、そこに住むあなたがたの敵はそれを見て驚くであろう。 


 And I will bring the land into desolation; that your enemies who dwell there in may be astonished at it.




 


  わたしはあなたがたを国々の間に散らし、つるぎを抜いて、あなたがたの後を追うであろう。あなたがたの地は荒れ果て、あなたがたの町々は荒れ地となるであろう。 


 And I will scatter you among the nations, and will draw out the sword after you; and your land shall be desolation, and your cities waste.




 


  こうしてその地が荒れ果てて、あなたがたは敵の国にある間、地は安息を楽しむであろう。すなわち、その時、地は休みを得て、安息を楽しむであろう。 


 Then shall the land enjoy its sabbaths all the days of the desolation, when ye are in your enemies' land; then shall the land rest, and enjoy its sabbaths.




 


  それは荒れ果てている日の間、休むであろう。あなたがたがそこに住んでいる間、あなたがたの安息のときに休みを得なかったものである。 


 All the days of the desolation it shall rest, [the days in] which it did not rest on your sabbaths, when ye dwelt therein.




 


  またあなたがたのうちの残っている者の心に、敵の国でわたしは恐れをいだかせるであろう。彼らは木の葉の動く音にも驚いて逃げ、つるぎを避けて逃げる者のように逃げて、追う者もないのにころび倒れるであろう。 


 And as to those that remain of you -- I will send faintness into their hearts in the lands of their enemies, that the sound of a driven leaf shall chase them, and they shall flee, as fleeing from a sword; and they shall fall when none pursueth;




 


  彼らは追う者もないのに、つるぎをのがれる者のように折り重なって、つまずき倒れるであろう。あなたがたは敵の前に立つことができないであろう。 


 and they shall stumble one over another, as it were before a sword, when none pursueth; and ye shall have no power to stand before your enemies.




 


  あなたがたは国々のうちにあって滅びうせ、あなたがたの敵の地はあなたがたをのみつくすであろう。 


 And ye shall perish among the nations, and the land of your enemies shall eat you up.




 


  あなたがたのうちの残っている者は、あなたがたの敵の地で自分の罪のゆえにやせ衰え、また先祖たちの罪のゆえに彼らと同じようにやせ衰えるであろう。 


 And they that remain of you shall waste away through their iniquity in your enemies' lands; and also through the iniquities of their fathers shall they waste away with them.




 


  しかし、彼らがもし、自分の罪と、先祖たちの罪、すなわち、わたしに反逆し、またわたしに逆らって歩んだことを告白するならば、 


 And they shall confess their iniquity, and the iniquity of their fathers, through their unfaithfulness wherein they were unfaithful to me, and also that they have walked contrary unto me,




 


  たといわたしが彼らに逆らって歩み、彼らを敵の国に引いて行っても、もし彼らの無割礼の心が砕かれ、あまんじて罪の罰を受けるならば、 


 so that I also walked contrary unto them, and brought them into the land of their enemies. If then their uncircumcised heart be humbled, and they then accept the punishment of their iniquity,




 


  そのときわたしはヤコブと結んだ契約を思い起し、またイサクと結んだ契約およびアブラハムと結んだ契約を思い起し、またその地を思い起すであろう。 


 I will remember my covenant with Jacob, and also my covenant with Isaac, and also my covenant with Abraham will I remember; and I will remember the land.




 


  しかし、彼らが地を離れて地が荒れ果てている間、地はその安息を楽しむであろう。彼らはまた、あまんじて罪の罰を受けるであろう。彼らがわたしのおきてを軽んじ、心にわたしの定めを忌みきらったからである。 


 For the land shall be left by them, and shall enjoy its sabbaths, when it is in desolation without them; and they shall accept the punishment of their iniquity; because, even because they despised my judgments, and their soul abhorred my statutes.




 


  それにもかかわらず、なおわたしは彼らが敵の国におるとき、彼らを捨てず、また忌みきらわず、彼らを滅ぼし尽さず、彼らと結んだわたしの契約を破ることをしないであろう。わたしは彼らの神、主だからである。 


 And yet for all that, when they are in the land of their enemies, I will not despise them, and will not abhor them, to make an end of them utterly, to break my covenant with them, for I am Jehovah their God.




 


  わたしは彼らの先祖たちと結んだ契約を彼らのために思い起すであろう。彼らはわたしがその神となるために国々の人の目の前で、エジプトの地から導き出した者である。わたしは主である』」。 


 But I will remember toward them the covenant with their ancestors whom I brought forth out of the land of Egypt before the eyes of the nations, that I might be their God: I am Jehovah.




 


  これらは主が、シナイ山で、自分とイスラエルの人々との間に、モーセによって立てられた定めと、おきてと、律法である。 


 These are the statutes and ordinances and laws which Jehovah made between him and the children of Israel in mount Sinai, by the hand of Moses.
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  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に言いなさい、『人があなたの値積りに従って主に身をささげる誓願をする時は、 


 Speak unto the children of Israel and say unto them, When any one devoteth [anything] by a vow, the persons shall be for Jehovah according to thy valuation.




 


  あなたの値積りは、二十歳から六十歳までの男には、その値積りを聖所のシケルに従って銀五十シケルとし、 


 And thy valuation shall be of the male from twenty years old even unto sixty years old: thy valuation shall be fifty shekels of silver, after the shekel of the sanctuary;




 


  女には、その値積りは三十シケルとしなければならない。 


 and if it be of a female, thy valuation shall be thirty shekels.




 


  また五歳から二十歳までは、男にはその値積りを二十シケルとし、女には十シケルとしなければならない。 


 And if it be from five years old even unto twenty years old, thy valuation of the male shall be twenty shekels, and for the female ten shekels.




 


  一か月から五歳までは、男にはその値積りを銀五シケルとし、女にはその値積りを銀三シケルとしなければならない。 


 And if it be from a month old even unto five years old, thy valuation of the male shall be five shekels of silver; and for the female thy valuation shall be three shekels of silver.




 


  また六十歳以上は、男にはその値積りを十五シケルとし、女には十シケルとしなければならない。 


 And if it be from sixty years old and above, if it be a male, thy valuation shall be fifteen shekels; and for the female ten shekels.




 


  もしその人が貧しくて、あなたの値積りに応じることができないならば、祭司の前に立ち、祭司の値積りを受けなければならない。祭司はその誓願者の力に従って値積らなければならない。 


 And if he be poorer than thy valuation, he shall present himself before the priest, and the priest shall value him: according to his means that vowed shall the priest value him.




 


  主に供え物とすることができる家畜で、人が主にささげるものはすべて聖なる物となる。 


 And if it be a beast whereof men bring an offering unto Jehovah, all that they give of such unto Jehovah shall be holy.




 


  ほかのものをそれに代用してはならない。良い物を悪い物に、悪い物を良い物に取り換えてはならない。もし家畜と家畜とを取り換えるならば、その物も、それと取り換えた物も共に聖なる物となるであろう。 


 They shall not alter it nor change it, a good for a bad, or a bad for a good; and if he at all change beast for beast, then it and the exchange thereof shall be holy.




 


  もしそれが汚れた家畜で、主に供え物としてささげられないものであるならば、その人はその家畜を祭司の前に引いてこなければならない。 


 And if it be any unclean beast, of which they do not bring an offering unto Jehovah, then he shall present the beast before the priest;




 


  祭司はその良い悪いに従って、それを値積らなければならない。それは祭司が値積るとおりになるであろう。 


 and the priest shall value it, [judging] between good and bad: according to the valuation of the priest, so shall it be.




 


  もしその人が、それをあがなおうとするならば、その値積りにその五分の一を加えなければならない。 


 And if they will in any wise redeem it, then they shall add a fifth [part] thereof unto thy valuation.




 


  もし人が自分の家を主に聖なる物としてささげるときは、祭司はその良い悪いに従って、それを値積らなければならない。それは祭司が値積ったとおりになるであろう。 


 And when any one halloweth his house, that it may be holy to Jehovah, the priest shall value it, [judging] between good and bad: as the priest shall value it, so shall it stand.




 


  もしその家をささげる人が、それをあがなおうとするならば、その値積りの金に、その五分の一を加えなければならない。そうすれば、それは彼のものとなるであろう。 


 And if he that halloweth it will redeem his house, he shall add the fifth of the money of thy valuation unto it, and it shall be his.




 


  もし人が相続した畑の一部を主にささげるときは、あなたはそこにまく種の多少に応じて、値積らなければならない。すなわち、大麦一ホメルの種を銀五十シケルに値積らなければならない。 


 And if a man hallow to Jehovah [part] of a field of his possession, thy valuation shall be according to what may be sown in it: the homer of barley seed at fifty shekels of silver.




 


  もしその畑をヨベルの年からささげるのであれば、その価はあなたの値積りのとおりになるであろう。 


 If he hallow his field from the year of jubilee, according to thy valuation shall it stand;




 


  もしその畑をヨベルの年の後にささげるのであれば、祭司はヨベルの年までに残っている年の数に従ってその金を数え、それをあなたの値積りからさし引かなければならない。 


 but if he hallow his field after the jubilee, then the priest shall reckon unto him the money according to the years that remain, until the year of the jubilee; and there shall be a reduction from thy valuation.




 


  もしまた、その畑をささげる人が、それをあがなおうとするならば、あなたの値積りの金にその五分の一を加えなければならない。そうすれば、それは彼のものと決まるであろう。 


 And if he that hallowed the field will in any wise redeem it, he shall add the fifth of the money of thy valuation unto it, and it shall be assured to him;




 


  しかし、もしその畑をあがなわず、またそれを他の人に売るならば、それはもはやあがなうことができないであろう。 


 but if he do not redeem the field, or if he sell the field to another man, it cannot be redeemed any more;




 


  その畑は、ヨベルの年になって期限が切れるならば、奉納の畑と同じく、主の聖なる物となり、祭司の所有となるであろう。 


 and the field, when it goeth out in the jubilee, shall be holy to Jehovah, as a field devoted; the possession thereof shall be the priest's.




 


  もしまた相続した畑の一部でなく、買った畑を主にささげる時は、 


 And if he hallow to Jehovah a field that he hath bought, which is not of the fields of his possession,




 


  祭司は値積りしてヨベルの年までの金を数えなければならない。その人はその値積りの金をその日に主にささげて、聖なる物としなければならない。 


 the priest shall reckon unto him the amount of thy valuation, unto the year of the jubilee; and he shall give thy valuation on that day, [as] holy to Jehovah.




 


  ヨベルの年にその畑は売り主であるその地の相続者に返るであろう。 


 In the year of the jubilee the field shall return unto him of whom it was bought -- to him to whom the land belonged.




 


  すべてあなたの値積りは聖所のシケルによってしなければならない。二十ゲラを一シケルとする。 


 And all thy valuation shall be according to the shekel of the sanctuary: twenty gerahs shall be the shekel.




 


  しかし、家畜のういごは、ういごとしてすでに主のものだから、だれもこれをささげてはならない。牛でも羊でも、それは主のものである。 


 Only the firstling which is offered as firstling to Jehovah among the cattle, that shall no man hallow, whether it be ox or sheep; it is Jehovah's.




 


  もし汚れた家畜であるならば、あなたの値積りにその五分の一を加えて、その人はこれをあがなわなければならない。もしあがなわないならば、それを値積りに従って売らなければならない。 


 But if it be of an unclean beast, then he shall ransom it according to thy valuation, and shall add a fifth of it thereto; and if it be not redeemed, it shall be sold according to thy valuation.




 


  ただし、人が自分の持っているもののうちから奉納物として主にささげたものは、人であっても、家畜であっても、また相続の畑であっても、いっさいこれを売ってはならない。またあがなってはならない。奉納物はすべて主に属するいと聖なる物である。 


 Notwithstanding, no devoted thing that a man hath devoted to Jehovah of all that he hath, of man or beast, or of the field of his possession, shall be sold or redeemed: every devoted thing is most holy to Jehovah.




 


  またすべて人のうちから奉納物としてささげられた人は、あがなってはならない。彼は必ず殺されなければならない。 


 Nothing devoted, which shall be devoted from among men, shall be ransomed: it shall certainly be put to death.




 


  地の十分の一は地の産物であれ、木の実であれ、すべて主のものであって、主に聖なる物である。 


 And as to every tithe of the land, of the seed of the land, and of the fruit of the tree, it is Jehovah's: it is holy to Jehovah.




 


  もし人がその十分の一をあがなおうとする時は、それにその五分の一を加えなければならない。 


 And if any one will at all redeem of his tithes, he shall add thereto the fifth thereof.




 


  牛または羊の十分の一については、すべて牧者のつえの下を十番目に通るものは、主に聖なる物である。 


 And as to every tithe of the herd, or of the flock, of whatever passeth under the rod, the tenth shall be holy to Jehovah.




 


  その良い悪いを問うてはならない。またそれを取り換えてはならない。もし取り換えたならば、それと、その取り換えたものとは、共に聖なる物となるであろう。それをあがなうことはできない』」。 


 He shall not search whether it be good or bad, neither shall he change it; and if he change it at all, then both it and the exchange thereof shall be holy; it shall not be redeemed.




 


  これらは主が、シナイ山で、イスラエルの人々のために、モーセに命じられた戒めである。 


 These are the commandments which Jehovah commanded Moses for the children of Israel upon mount Sinai.
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  エジプトの国を出た次の年の二月一日に、主はシナイの荒野において、会見の幕屋で、モーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses in the wilderness of Sinai in the tent of meeting, on the first of the second month, in the second year after their departure from the land of Egypt, saying,




 


  「あなたがたは、イスラエルの人々の全会衆を、その氏族により、その父祖の家によって調査し、そのすべての男子の名の数を、ひとりびとり数えて、その総数を得なさい。 


 Take the sum of the whole assembly of the children of Israel, after their families, according to their fathers' houses, by the number of the names, every male, according to their polls;




 


  イスラエルのうちで、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上の者を、あなたとアロンとは、その部隊にしたがって数えなければならない。 


 from twenty years and upward, all that go forth to military service in Israel: ye shall number them according to their hosts, thou and Aaron.




 


  また、すべての部族は、おのおの父祖の家の長たるものを、ひとりずつ出して、あなたがたと協力させなければならない。 


 And with you there shall be a man for every tribe, a man who is the head of his father's house.




 


  すなわち、あなたがたに協力すべき人々の名は、次のとおりである。ルベンからはシデウルの子エリヅル。 


 And these are the names of the men that shall stand with you: for Reuben, Elizur the son of Shedeur;




 


  シメオンからはツリシャダイの子シルミエル。 


 for Simeon, Shelumiel the son of Zurishaddai;




 


  ユダからはアミナダブの子ナション。 


 for Judah, Nahshon the son of Amminadab;




 


  イッサカルからはツアルの子ネタニエル。 


 for Issachar, Nethaneel the son of Zuar;




 


  ゼブルンからはヘロンの子エリアブ。 


 for Zebulun, Eliab the son of Helon;




 


  ヨセフの子たちのうち、エフライムからはアミホデの子エリシャマ、マナセからはパダヅルの子ガマリエル。 


 for the children of Joseph: for Ephraim, Elishama the son of Ammihud; for Manasseh, Gamaliel the son of Pedahzur;




 


  ベニヤミンからはギデオニの子アビダン。 


 for Benjamin, Abidan the son of Gideoni;




 


  ダンからはアミシャダイの子アヒエゼル。 


 for Dan, Ahiezer the son of Ammishaddai;




 


  アセルからはオクランの子パギエル。 


 for Asher, Pagiel the son of Ocran;




 


  ガドからはデウエルの子エリアサフ。 


 for Gad, Eliasaph the son of Deuel;




 


  ナフタリからはエナンの子アヒラ」。 


 for Naphtali, Ahira the son of Enan.




 


  これらは会衆のうちから選び出された人々で、その父祖の部族のつかさたち、またイスラエルの氏族のかしらたちである。 


 These were those summoned of the assembly, princes of the tribes of their fathers, the heads of the thousands of Israel.




 


  こうして、モーセとアロンが、ここに名を掲げた人々を引き連れて、 


 And Moses and Aaron took these men who are expressed by their names,




 


  二月一日に会衆をことごとく集めたので、彼らはその氏族により、その父祖の家により、その名の数にしたがって二十歳以上のものが、ひとりびとり登録した。 


 and gathered the whole assembly together on the first of the second month. And they declared their pedigrees after their families, according to their fathers' houses, by the number of the names, from twenty years old and upward, according to their polls.




 


  主が命じられたように、モーセはシナイの荒野で彼らを数えた。 


 As Jehovah had commanded Moses, so he numbered them in the wilderness of Sinai.




 


  すなわち、イスラエルの長子ルベンの子たちから生れたものを、その氏族により、その父祖の家によって調べ、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上の男子の名の数を、ひとりびとり得たが、 


 And the sons of Reuben, Israel's eldest son, their generations, after their families, according to their fathers' houses, by the number of the names, according to their polls, every male from twenty years old and upward, all that went forth to military service:




 


  ルベンの部族のうちで、数えられたものは四万六千五百人であった。 


 those that were numbered of them, of the tribe of Reuben, were forty-six thousand five hundred.




 


  またシメオンの子たちから生れたものを、その氏族により、その父祖の家によって調べ、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上の男子の名の数を、ひとりびとり得たが、 


 Of the sons of Simeon: their generations, after their families, according to their fathers' houses, those that were numbered of them, by the number of the names, according to their polls, every male from twenty years old and upward, all that went forth to military service:




 


  シメオンの部族のうちで、数えられたものは五万九千三百人であった。 


 those that were numbered of them, of the tribe of Simeon, were fifty-nine thousand three hundred.




 


  またガドの子たちから生れたものを、その氏族により、その父祖の家によって調べ、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上の者の名の数を得たが、 


 Of the sons of Gad: their generations, after their families, according to their fathers' houses, by the number of the names, from twenty years old and upward, all that went forth to military service:




 


  ガドの部族のうちで、数えられたものは四万五千六百五十人であった。 


 those that were numbered of them, of the tribe of Gad, were forty-five thousand six hundred and fifty.




 


  ユダの子たちから生れたものを、その氏族により、その父祖の家によって調べ、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上の者の名の数を得たが、 


 Of the sons of Judah: their generations, after their families, according to their fathers' houses, by the number of the names, from twenty years old and upward, all that went forth to military service:




 


  ユダの部族のうちで、数えられたものは七万四千六百人であった。 


 those that were numbered of them, of the tribe of Judah, were seventy-four thousand six hundred.




 


  イッサカルの子たちから生れたものを、その氏族により、その父祖の家によって調べ、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上の者の名の数を得たが、 


 Of the sons of Issachar: their generations, after their families, according to their fathers' houses, by the number of the names, from twenty years old and upward, all that went forth to military service:




 


  イッサカルの部族のうちで、数えられたものは五万四千四百人であった。 


 those that were numbered of them, of the tribe of Issachar, were fifty-four thousand four hundred.




 


  ゼブルンの子たちから生れたものを、その氏族により、その父祖の家によって調べ、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上の者の名の数を得たが、 


 Of the sons of Zebulun: their generations, after their families, according to their fathers' houses, by the number of the names, from twenty years old and upward, all that went forth to military service:




 


  ゼブルンの部族のうちで、数えられたものは五万七千四百人であった。 


 those that were numbered of them, of the tribe of Zebulun, were fifty-seven thousand four hundred.




 


  ヨセフの子たちのうち、エフライムの子たちから生れたものを、その氏族により、その父祖の家によって調べ、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上の者の名の数を得たが、 


 Of the sons of Joseph: of the children of Ephraim: their generations, after their families, according to their fathers' houses, by the number of the names, from twenty years old and upward, all that went forth to military service:




 


  エフライムの部族のうちで、数えられたものは四万五百人であった。 


 those that were numbered of them, of the tribe of Ephraim, were forty thousand five hundred.




 


  マナセの子たちから生れたものを、その氏族により、その父祖の家によって調べ、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上の者の名の数を得たが、 


 Of the children of Manasseh: their generations, after their families, according to their fathers' houses, by the number of the names, from twenty years old and upward, all that went forth to military service:




 


  マナセの部族のうちで、数えられたものは三万二千二百人であった。 


 those that were numbered of them, of the tribe of Manasseh, were thirty-two thousand two hundred.




 


  ベニヤミンの子たちから生れたものを、その氏族により、その父祖の家によって調べ、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上の者の名の数を得たが、 


 Of the sons of Benjamin: their generations, after their families, according to their fathers' houses, by the number of the names, from twenty years old and upward, all that went forth to military service:




 


  ベニヤミンの部族のうちで、数えられたものは三万五千四百人であった。 


 those that were numbered of them, of the tribe of Benjamin, were thirty-five thousand four hundred.




 


  ダンの子たちから生れたものを、その氏族により、その父祖の家によって調べ、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上の者の名の数を得たが、 


 Of the sons of Dan: their generations, after their families, according to their fathers' houses, by the number of the names, from twenty years old and upward, all that went forth to military service:




 


  ダンの部族のうちで、数えられたものは六万二千七百人であった。 


 those that were numbered of them, of the tribe of Dan, were sixty-two thousand seven hundred.




 


  アセルの子たちから生れたものを、その氏族により、その父祖の家によって調べ、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上の者の名の数を得たが、 


 Of the sons of Asher: their generations, after their families, according to their fathers' houses, by the number of the names, from twenty years old and upward, all that went forth to military service:




 


  アセルの部族のうちで、数えられたものは四万一千五百人であった。 


 those that were numbered of them, of the tribe of Asher, were forty-one thousand five hundred.




 


  ナフタリの子たちから生れたものを、その氏族により、その父祖の家によって調べ、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上の者の名の数を得たが、 


 Of the sons of Naphtali: their generations, after their families, according to their fathers' houses, by the number of the names, from twenty years old and upward, all that went forth to military service:




 


  ナフタリの部族のうちで、数えられたものは、五万三千四百人であった。 


 those that were numbered of them, of the tribe of Naphtali, were fifty-three thousand four hundred.




 


  これらが数えられた人々であって、モーセとアロンとイスラエルのつかさたちとが数えた人々である。そのつかさたちは十二人であって、おのおのその父祖の家のために出たものである。 


 These are those that were numbered, whom Moses and Aaron numbered, and the princes of Israel, the twelve men: each one was for the house of his fathers.




 


  そしてイスラエルの人々のうち、その父祖の家にしたがって数えられた者は、すべてイスラエルのうち、戦争に出ることのできる二十歳以上の者であって、 


 And all those that were numbered of the children of Israel, according to their fathers' houses, from twenty years old and upward, all that went forth to military service in Israel,




 


  その数えられた者は合わせて六十万三千五百五十人であった。 


 all they that were numbered were six hundred and three thousand five hundred and fifty.




 


  しかし、レビびとは、その父祖の部族にしたがって、そのうちに数えられなかった。 


 But the Levites after the tribe of their fathers were not numbered among them.




 


  すなわち、主はモーセに言われた、 


 For Jehovah had spoken to Moses, saying,




 


  「あなたはレビの部族だけは数えてはならない。またその総数をイスラエルの人々のうちに数えあげてはならない。 


 Only thou shalt not number the tribe of Levi, neither take the sum of them among the children of Israel.




 


  あなたはレビびとに、あかしの幕屋と、そのもろもろの器と、それに附属するもろもろの物を管理させなさい。彼らは幕屋と、そのもろもろの器とを持ち運び、またそこで務をし、幕屋のまわりに宿営しなければならない。 


 But thou, appoint the Levites over the tabernacle of testimony, and over all the vessels thereof, and over all things that belong to it: they shall bear the tabernacle, and all its vessels; and they shall serve it, and round about the tabernacle shall they encamp;




 


  幕屋が進む時は、レビびとがこれを取りくずし、幕屋を張る時は、レビびとがこれを組み立てなければならない。ほかの人がこれに近づく時は殺されるであろう。 


 and when the tabernacle setteth forward, the Levites shall take it down; and when the tabernacle encampeth, the Levites shall set it up; and the stranger that cometh near shall be put to death.




 


  イスラエルの人々はその部隊にしたがって、おのおのその宿営に、おのおのその旗のもとにその天幕を張らなければならない。 


 And the children of Israel shall encamp every man in his camp, and every man by his own standard, according to their hosts;




 


  しかし、レビびとは、あかしの幕屋のまわりに宿営しなければならない。そうすれば、主の怒りはイスラエルの人々の会衆の上に臨むことがないであろう。レビびとは、あかしの幕屋の務を守らなければならない」。 


 but the Levites shall encamp round about the tabernacle of testimony, that there come not wrath upon the assembly of the children of Israel; and the Levites shall keep the charge of the tabernacle of testimony.




 


  イスラエルの人々はこのようにして、すべて主がモーセに命じられたように行った。 


 And the children of Israel did so; according to all that Jehovah had commanded Moses, so did they.
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  主はモーセとアロンに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses and to Aaron, saying,




 


  「イスラエルの人々は、おのおのその部隊の旗のもとに、その父祖の家の旗印にしたがって宿営しなければならない。また会見の幕屋のまわりに、それに向かって宿営しなければならない。 


 The children of Israel shall encamp every one by his standard, with the ensign of their father's house; round about the tent of meeting, afar off, opposite to it shall they encamp.




 


  すなわち、日の出る方、東に宿営するものは、ユダの宿営の旗につく者であって、その部隊にしたがって宿営し、アミナダブの子ナションが、ユダの子たちのつかさとなるであろう。 


 And [for] those encamping eastward toward the sun-rising [there shall be] the standard of the camp of Judah according to their hosts; and the prince of the sons of Judah shall be Nahshon the son of Amminadab;




 


  その部隊、すなわち、数えられた者は七万四千六百人である。 


 and his host, even those that were numbered of them, were seventy-four thousand six hundred.




 


  そのかたわらに宿営する者はイッサカルの部族で、ツアルの子ネタニエルが、イッサカルの子たちのつかさとなるであろう。 


 And those that encamp next unto him shall be the tribe of Issachar; and the prince of the sons of Issachar shall be Nethaneel the son of Zuar;




 


  その部隊、すなわち、数えられた者は五万四千四百人である。 


 and his host, even those that were numbered thereof, fifty-four thousand four hundred.




 


  次はゼブルンの部族で、ヘロンの子エリアブが、ゼブルンの子たちのつかさとなるであろう。 


 [With them shall be] the tribe of Zebulun; and the prince of the sons of Zebulun shall be Eliab the son of Helon;




 


  その部隊、すなわち、数えられた者は五万七千四百人である。 


 and his host, even those that were numbered thereof, fifty-seven thousand four hundred.




 


  ユダの宿営の、その部隊にしたがって数えられた者は、合わせて十八万六千四百人である。これらの者は、まっ先に進まなければならない。 


 All that were numbered of the camp of Judah were a hundred and eighty-six thousand four hundred, according to their hosts. They shall set forth first.




 


  南の方では、ルベンの宿営の旗につく者が、その部隊にしたがっており、シデウルの子エリヅルが、ルベンの子たちのつかさとなるであろう。 


 The standard of the camp of Reuben shall be southward according to their hosts; and the prince of the sons of Reuben shall be Elizur the son of Shedeur;




 


  その部隊、すなわち、数えられた者は四万六千五百人である。 


 and his host, even those that were numbered thereof, forty-six thousand five hundred.




 


  そのかたわらに宿営する者はシメオンの部族で、ツリシャダイの子シルミエルが、シメオンの子たちのつかさとなるであろう。 


 And those that encamp by him shall be the tribe of Simeon; and the prince of the sons of Simeon shall be Shelumiel the son of Zurishaddai;




 


  その部隊、すなわち、数えられた者は五万九千三百人である。 


 and his host, even those that were numbered of them, fifty-nine thousand three hundred.




 


  次はガドの部族で、デウエルの子エリアサフが、ガドの子たちのつかさとなるであろう。 


 And [with them shall be] the tribe of Gad; and the prince of the sons of Gad shall be Eliasaph the son of Reuel;




 


  その部隊、すなわち、数えられた者は四万五千六百五十人である。 


 and his host, even those that were numbered of them, forty-five thousand six hundred and fifty.




 


  ルベンの宿営の、その部隊にしたがって数えられた者は、合わせて十五万一千四百五十人である。これらの者は二番目に進まなければならない。 


 All that were numbered of the camp of Reuben were a hundred and fifty-one thousand four hundred and fifty, according to their hosts. And they shall set forth second.




 


  その次に会見の幕屋を、レビびとの宿営とともに、もろもろの宿営の中央にして進まなければならない。彼らは宿営するのと同じように、おのおのその位置で、その旗にしたがって進まなければならない。 


 And the tent of meeting shall set forth, the camp of the Levites in the midst of the camps; as they encamp, so shall they set forth, every man in his place, according to their standards.




 


  西の方では、エフライムの宿営の旗につく者が、その部隊にしたがっており、アミホデの子エリシャマが、エフライムの子たちのつかさとなるであろう。 


 The standard of the camp of Ephraim according to their hosts shall be westward; and the prince of the sons of Ephraim shall be Elishama the son of Ammihud;




 


  その部隊、すなわち、数えられた者は四万五百人である。 


 and his host, even those that were numbered of them, forty thousand five hundred.




 


  そのかたわらにマナセの部族がおって、パダヅルの子ガマリエルが、マナセの子たちのつかさとなるであろう。 


 And by him shall be the tribe of Manasseh; and the prince of the sons of Manasseh shall be Gamaliel the son of Pedahzur;




 


  その部隊、すなわち、数えられた者は三万二千二百人である。 


 and his host, even those that were numbered of them, thirty-two thousand two hundred.




 


  次にベニヤミンの部族がおって、ギデオニの子アビダンが、ベニヤミンの子たちのつかさとなるであろう。 


 And [with them shall be] the tribe of Benjamin; and the prince of the sons of Benjamin shall be Abidan the son of Gideoni;




 


  その部隊、すなわち、数えられた者は三万五千四百人である。 


 and his host, even those that were numbered of them, thirty-five thousand four hundred.




 


  エフライムの宿営の、その部隊にしたがって数えられた者は、合わせて十万八千百人である。これらの者は三番目に進まなければならない。 


 All that were numbered of the camp of Ephraim were a hundred and eight thousand one hundred, according to their hosts. And they shall set forth third.




 


  北の方では、ダンの宿営の旗につく者が、その部隊にしたがっており、アミシャダイの子アヒエゼルが、ダンの子たちのつかさとなるであろう。 


 The standard of the camp of Dan shall be northward according to their hosts; and the prince of the sons of Dan shall be Ahiezer the son of Ammishaddai;




 


  その部隊、すなわち、数えられた者は六万二千七百人である。 


 and his host, even those that were numbered of them, sixty-two thousand seven hundred.




 


  そのかたわらに宿営する者は、アセルの部族であって、オクランの子パギエルが、アセルの子たちのつかさとなるであろう。 


 And those that encamp by him shall be the tribe of Asher; and the prince of the sons of Asher shall be Pagiel the son of Ocran;




 


  その部隊、すなわち、数えられた者は四万一千五百人である。 


 and his host, even those that were numbered of them, forty-one thousand five hundred.




 


  次にナフタリの部族がおって、エナンの子アヒラが、ナフタリの子たちのつかさとなるであろう。 


 And [with them shall be] the tribe of Naphtali; and the prince of the sons of Naphtali shall be Ahira the son of Enan;




 


  その部隊、すなわち、数えられた者は五万三千四百人である。 


 and his host, even those that were numbered of them, fifty-three thousand four hundred.




 


  ダンの宿営の、数えられた者は合わせて十五万七千六百人である。これらの者はその旗にしたがって、最後に進まなければならない」。 


 All that were numbered of the camp of Dan were a hundred and fifty-seven thousand six hundred. They shall set forth last according to their standards.




 


  これがイスラエルの人々の、その父祖の家にしたがって数えられた人々である。もろもろの宿営の、その部隊にしたがって数えられた者は合わせて六十万三千五百五十人であった。 


 These are those that were numbered of the children of Israel, according to their fathers' houses: all those that were numbered of the camps, according to their hosts, were six hundred and three thousand five hundred and fifty.




 


  しかし、レビびとはイスラエルの人々のうちに数えられなかった。主がモーセに命じられたとおりである。 


 But the Levites were not numbered among the children of Israel; as Jehovah had commanded Moses.




 


  イスラエルの人々は、すべて主がモーセに命じられたとおりに行い、その旗にしたがって宿営し、おのおのその氏族に従い、その父祖の家に従って進んだ。 


 And the children of Israel did according to all that Jehovah had commanded Moses: so they encamped according to their standards, and so they journeyed, every one according to their families, according to their fathers' houses.
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  主がシナイ山で、モーセと語られた時の、アロンとモーセの一族は、次のとおりであった。 


 And these are the generations of Aaron and Moses in the day that Jehovah spoke with Moses on mount Sinai.




 


  アロンの子たちの名は、次のとおりである。長子はナダブ、次はアビウ、エレアザル、イタマル。 


 And these are the names of the sons of Aaron: Nadab the firstborn, and Abihu, Eleazar and Ithamar.




 


  これがアロンの子たちの名であって、彼らはみな油を注がれ、祭司の職に任じられて祭司となった。 


 These are the names of the sons of Aaron, the anointed priests, who were consecrated to exercise the priesthood.




 


  ナダブとアビウとは、シナイの荒野において、異火を主の前にささげたので、主の前で死んだ。彼らには子供がなかった。そしてエレアザルとイタマルとが、父アロンの前で祭司の務をした。 


 And Nadab and Abihu died before Jehovah when they offered strange fire before Jehovah in the wilderness of Sinai, and they had no sons; and Eleazar and Ithamar exercised the priesthood in the presence of Aaron their father.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「レビの部族を召し寄せ、祭司アロンの前に立って仕えさせなさい。 


 Bring the tribe of Levi near, and present them before Aaron the priest, that they may minister unto him;




 


  彼らは会見の幕屋の前にあって、アロンと全会衆のために、その務をし、幕屋の働きをしなければならない。 


 and they shall keep his charge, and the charge of the whole assembly, before the tent of meeting, to do the service of the tabernacle.




 


  すなわち、彼らは会見の幕屋の、すべての器をまもり、イスラエルの人々のために務をし、幕屋の働きをしなければならない。 


 And they shall keep all the utensils of the tent of meeting, and the charge of the children of Israel, to do the service of the tabernacle.




 


  あなたはレビびとを、アロンとその子たちとに、与えなければならない。彼らはイスラエルの人々のうちから、全くアロンに与えられたものである。 


 And thou shalt give the Levites to Aaron and to his sons: they are wholly given to him out of the children of Israel.




 


  あなたはアロンとその子たちとを立てて、祭司の職を守らせなければならない。ほかの人で近づくものは殺されるであろう」。 


 And Aaron and his sons shalt thou appoint that they may attend to their priest's office; and the stranger that cometh near shall be put to death.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「わたしは、イスラエルの人々のうちの初めに生れたすべてのういごの代りに、レビびとをイスラエルの人々のうちから取るであろう。レビびとは、わたしのものとなるであろう。 


 And I, behold, I have taken the Levites from among the children of Israel instead of every firstborn that breaketh open the womb among the children of Israel, and the Levites shall be mine;




 


  ういごはすべてわたしのものだからである。わたしは、エジプトの国において、すべてのういごを撃ち殺した日に、イスラエルのういごを、人も獣も、ことごとく聖別して、わたしに帰せしめた。彼らはわたしのものとなるであろう。わたしは主である」。 


 for every firstborn is mine. On the day that I smote all the firstborn in the land of Egypt, I hallowed unto me all the firstborn in Israel, both of man and beast; mine shall they be: I am Jehovah.




 


  主はまたシナイの荒野でモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses in the wilderness of Sinai, saying,




 


  「あなたはレビの子たちを、その父祖の家により、その氏族によって数えなさい。すなわち、一か月以上の男子を数えなければならない」。 


 Number the sons of Levi according to their fathers' houses, after their families; every male from a month old and upward shalt thou number them.




 


  それでモーセは主の言葉にしたがって、命じられたとおりに、それを数えた。 


 And Moses numbered them, according to the commandment of Jehovah, -- as he had been commanded.




 


  レビの子たちの名は次のとおりである。すなわち、ゲルション、コハテ、メラリ。 


 And these are the sons of Levi by their names: Gershon, and Kohath, and Merari.




 


  ゲルションの子たちの名は、その氏族によれば次のとおりである。すなわち、リブニ、シメイ。 


 And these are the names of the sons of Gershon according to their families: Libni and Shimei.




 


  コハテの子たちは、その氏族によれば、アムラム、イヅハル、ヘブロン、ウジエル。 


 And the sons of Kohath according to their families: Amram and Izhar, Hebron and Uzziel.




 


  メラリの子たちは、その氏族によれば、マヘリ、ムシ。これらはその父祖の家によるレビの氏族である。 


 And the sons of Merari according to their families: Mahli and Mushi. These are the families of the Levites according to their fathers' houses.




 


  ゲルションからリブニびとの氏族と、シメイびとの氏族とが出た。これらはゲルションびとの氏族である。 


 Of Gershon, the family of the Libnites, and the family of the Shimites: these are the families of the Gershonites.




 


  その数えられた者、すなわち、一か月以上の男子の数は合わせて七千五百人であった。 


 Those that were numbered of them, according to the number of all the males, from a month old and upward, those that were numbered of them were seven thousand five hundred.




 


  ゲルションびとの氏族は幕屋の後方、すなわち、西の方に宿営し、 


 The families of the Gershonites encamped behind the tabernacle westward.




 


  ラエルの子エリアサフが、ゲルションびとの父祖の家のつかさとなるであろう。 


 And the prince of the father's house of the Gershonites was Eliasaph the son of Lael.




 


  会見の幕屋の、ゲルションの子たちの務は、幕屋、天幕とそのおおい、会見の幕屋の入口のとばり、 


 And the charge of the sons of Gershon in the tent of meeting was: the tabernacle and the tent, its covering, and the curtain of the entrance to the tent of meeting.




 


  庭のあげばり、幕屋と祭壇のまわりの庭の入口のとばり、そのひも、およびすべてそれに用いる物を守ることである。 


 And the hangings of the court, and the curtain of the entrance to the court, which surrounds the tabernacle and the altar, and the cords thereof for all its service.




 


  また、コハテからアムラムびとの氏族、イヅハルびとの氏族、ヘブロンびとの氏族、ウジエルびとの氏族が出た。これらはコハテびとの氏族である。 


 And of Kohath, the family of the Amramites, and the family of the Izharites, and the family of the Hebronites, and the family of the Uzzielites: these are the families of the Kohathites.




 


  一か月以上の男子の数は、合わせて八千六百人であって、聖所の務を守る者たちである。 


 According to the number of all the males, from a month old and upward, there were eight thousand six hundred, who kept the charge of the sanctuary.




 


  コハテの子たちの氏族は、幕屋の南の方に宿営し、 


 The families of the sons of Kohath encamped on the side of the tabernacle southward.




 


  ウジエルの子エリザパンが、コハテびとの氏族の父祖の家のつかさとなるであろう。 


 And the prince of the father's house of the families of the Kohathites was Elizaphan the son of Uzziel.




 


  彼らの務は、契約の箱、机、燭台、二つの祭壇、聖所の務に用いる器、とばり、およびすべてそれに用いる物を守ることである。 


 And their charge was the ark, and the table, and the candlestick, and the altars, and the utensils of the sanctuary with which they ministered, and the curtain, and all that belongs to its service.




 


  祭司アロンの子エレアザルが、レビびとのつかさたちの長となり、聖所の務を守るものたちを監督するであろう。 


 And the prince of princes of the Levites was Eleazar the son of Aaron the priest: he had the oversight of them that kept the charge of the sanctuary.




 


  メラリからマヘリびとの氏族と、ムシびとの氏族とが出た。これらはメラリの氏族である。 


 Of Merari was the family of the Mahlites, and the family of the Mushites: these are the families of Merari.




 


  その数えられた者、すなわち、一か月以上の男子の数は、合わせて六千二百人であった。 


 And those that were numbered of them, according to the number of all the males, from a month old and upward, were six thousand two hundred.




 


  アビハイルの子ツリエルが、メラリの氏族の父祖の家のつかさとなるであろう。彼らは幕屋の北の方に宿営しなければならない。 


 And the prince of the father's house of the families of Merari was Zuriel the son of Abihail. They encamped on the side of the tabernacle northward.




 


  メラリの子たちが、その務として管理すべきものは、幕屋の枠、その横木、その柱、その座、そのすべての器、およびそれに用いるすべての物、 


 And the charge of the sons of Merari consisted in the oversight of the boards of the tabernacle, and its bars, and its pillars, and its bases, and all its furniture, and all that belongs to its service,




 


  ならびに庭のまわりの柱とその座、その釘、およびそのひもである。 


 and the pillars of the court round about, and their bases, and their pegs, and their cords.




 


  また幕屋の前、その東の方、すなわち、会見の幕屋の東の方に宿営する者は、モーセとアロン、およびアロンの子たちであって、イスラエルの人々の務に代って、聖所の務を守るものである。ほかの人で近づく者は殺されるであろう。 


 And those who encamped before the tabernacle eastward, before the tent of meeting toward the sunrising, were Moses, and Aaron and his sons, who kept the charge of the sanctuary for the charge of the children of Israel; and the stranger that cometh near shall be put to death.




 


  モーセとアロンとが、主の言葉にしたがって数えたレビびとで、その氏族によって数えられた者、一か月以上の男子は、合わせて二万二千人であった。 


 All that were numbered of the Levites, whom Moses and Aaron numbered at the commandment of Jehovah, according to their families, all the males from a month old and upward, were twenty-two thousand.




 


  主はまたモーセに言われた、「あなたは、イスラエルの人々のうち、すべてういごである男子の一か月以上のものを数えて、その名の数を調べなさい。 


 And Jehovah said to Moses, Number all the first-born males of the children of Israel from a month old and upward, and take the number of their names.




 


  また主なるわたしのために、イスラエルの人々のうちの、すべてのういごの代りにレビびとを取り、またイスラエルの人々の家畜のうちの、すべてのういごの代りに、レビびとの家畜を取りなさい」。 


 And thou shalt take the Levites for me (I am Jehovah) instead of all the firstborn among the children of Israel; and the cattle of the Levites, instead of all the firstlings among the cattle of the children of Israel.




 


  そこでモーセは主の命じられたように、イスラエルの人々のうちの、すべてのういごを数えた。 


 And Moses numbered, as Jehovah had commanded him, all the firstborn among the children of Israel.




 


  その数えられたういごの男子、すべて一か月以上の者は、その名の数によると二万二千二百七十三人であった。 


 And all the firstborn males, by the number of the names, from a month old and upward, according to their numbering, were twenty-two thousand two hundred and seventy-three.




 


  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「あなたはイスラエルの人々のうちの、すべてのういごの代りに、レビびとを取り、また彼らの家畜の代りに、レビびとの家畜を取りなさい。レビびとはわたしのものとなる。わたしは主である。 


 Take the Levites instead of all the firstborn among the children of Israel, and the cattle of the Levites instead of their cattle; and the Levites shall be mine: I am Jehovah.




 


  またイスラエルの人々のういごは、レビびとの数を二百七十三人超過しているから、そのあがないのために、 


 And for those that are to be ransomed, the two hundred and seventy-three of the firstborn of the children of Israel, which are in excess over the Levites,




 


  そのあたまかずによって、ひとりごとに銀五シケルを取らなければならない。すなわち、聖所のシケルにしたがって、それを取らなければならない。一シケルは二十ゲラである。 


 thou shalt take five shekels apiece by the poll, according to the shekel of the sanctuary shalt thou take them, -- twenty gerahs the shekel;




 


  あなたは、その超過した者をあがなう金を、アロンと、その子たちに渡さなければならない」。 


 and thou shalt give the money unto Aaron and unto his sons for those in excess among them who are to be ransomed.




 


  そこでモーセは、レビびとによってあがなわれた者を超過した人々から、あがないの金を取った。 


 And Moses took the ransom-money from them that were over and above those who were ransomed by the Levites;




 


  すなわち、モーセは、イスラエルの人々のういごから、聖所のシケルにしたがって千三百六十五シケルの銀を取り、 


 of the firstborn of the children of Israel he took the money, a thousand three hundred and sixty-five [shekels], according to the shekel of the sanctuary.




 


  そのあがないの金を、主の言葉にしたがって、アロンとその子たちに渡した。主がモーセに命じられたとおりである。 


 And Moses gave the money of them that were ransomed to Aaron and to his sons, according to the commandment of Jehovah, -- as Jehovah had commanded Moses.
民数記 4

⇈ 旧約聖書
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↤  


↦  
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  主はまたモーセとアロンに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses and to Aaron, saying,




 


  「レビの子たちのうちから、コハテの子たちの総数を、その氏族により、その父祖の家にしたがって調べ、 


 Take the sum of the sons of Kohath from among the sons of Levi, after their families, according to their fathers' houses,




 


  三十歳以上五十歳以下で、務につき、会見の幕屋で働くことのできる者を、ことごとく数えなさい。 


 from thirty years old and upward even unto fifty years old, all that enter into the service, to do the work in the tent of meeting.




 


  コハテの子たちの、会見の幕屋の務は、いと聖なる物にかかわるものであって、次のとおりである。 


 This shall be the service of the sons of Kohath in the tent of meeting: it is most holy.




 


  すなわち、宿営の進む時に、アロンとその子たちとは、まず、はいって、隔ての垂幕を取りおろし、それをもって、あかしの箱をおおい、 


 And when the camp setteth forward, Aaron and his sons shall go in, and they shall take down the veil of separation and cover the ark of testimony with it;




 


  その上に、じゅごんの皮のおおいを施し、またその上に総青色の布をうちかけ、環にさおをさし入れる。 


 and shall put thereon a covering of badgers' skin, and shall spread over it a cloth wholly of blue, and shall put its staves [to it].




 


  また供えのパンの机の上には、青色の布をうちかけ、その上に、さら、乳香を盛る杯、鉢、および灌祭の瓶を並べ、また絶やさず供えるパンを置き、 


 And upon the table of shewbread they shall spread a cloth of blue; and put thereon the dishes, and the cups, and the bowls, and goblets of the drink-offering; and the continual bread shall be thereon.




 


  緋色の布をその上にうちかけ、じゅごんの皮のおおいをもって、これをおおい、さおをさし入れる。 


 And they shall spread upon them a cloth of scarlet, and cover it with a covering of badgers' skin, and shall put its staves [to it].




 


  また青色の布を取って、燭台とそのともし火ざら、芯切りばさみ、芯取りざら、およびそれに用いるもろもろの油の器をおおい、 


 And they shall take a cloth of blue, and cover the candlestick of the light, and its lamps, and its snuffers, and its snuff-trays, and all the oil vessels thereof, wherewith they perform its service;




 


  じゅごんの皮のおおいのうちに、燭台とそのもろもろの器をいれて、担架に載せる。 


 and they shall put it and all the utensils thereof within a covering of badgers' skin, and shall put it upon a pole.




 


  また、金の祭壇の上に青色の布をうちかけ、じゅごんの皮のおおいで、これをおおい、そのさおをさし入れる。 


 And upon the golden altar they shall spread a cloth of blue, and cover it with a covering of badgers' skin, and shall put its staves [to it].




 


  また聖所の務に用いる務の器をみな取り、青色の布に包み、じゅごんの皮のおおいで、これをおおって、担架に載せる。 


 And they shall take all the instruments of service, wherewith they serve in the sanctuary, and put them in a cloth of blue, and cover them with a covering of badgers' skin, and shall put them upon a pole.




 


  また祭壇の灰を取り去って、紫の布をその祭壇の上にうちかけ、 


 And they shall cleanse the altar of the ashes, and spread a purple cloth thereon;




 


  その上に、務をするのに用いるもろもろの器、すなわち、火ざら、肉さし、十能、鉢、および祭壇のすべての器を載せ、またその上に、じゅごんの皮のおおいをうちかけ、そしてさおをさし入れる。 


 and they shall put upon it all the utensils thereof, wherewith they perform service about it: the firepans, the forks, and the shovels, and the bowls, -- all the utensils of the altar; and they shall spread upon it a covering of badgers' skin, and put its staves [to it].




 


  宿営の進むとき、アロンとその子たちとが、聖所と聖所のすべての器をおおうことを終ったならば、その後コハテの子たちは、それを運ぶために、はいってこなければならない。しかし、彼らは聖なる物に触れてはならない。触れると死ぬであろう。会見の幕屋のうちの、これらの物は、コハテの子たちが運ぶものである。 


 And when Aaron and his sons have ended covering the sanctuary, and all the utensils of the sanctuary, when the camp setteth forward, then afterwards the sons of Kohath shall come to carry it; but they shall not touch the holy things, lest they die. This is what the sons of Kohath have to carry in the tent of meeting.




 


  祭司アロンの子エレアザルは、ともし油、香ばしい薫香、絶やさず供える素祭および注ぎ油をつかさどり、また幕屋の全体と、そのうちにあるすべての聖なる物、およびその所のもろもろの器をつかさどらなければならない」。 


 And Eleazar the son of Aaron the priest shall have the oversight of the oil for the light, and the fragrant incense, and the continual oblation, and the anointing oil, -- the oversight of the whole tabernacle, and of all that is therein, over the sanctuary, and over its furniture.




 


  主はまた、モーセとアロンに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses and to Aaron, saying,




 


  「あなたがたはコハテびとの一族を、レビびとのうちから絶えさせてはならない。 


 Ye shall not cut off the families of the Kohathites from among the Levites,




 


  彼らがいと聖なる物に近づく時、死なないで、命を保つために、このようにしなさい、すなわち、アロンとその子たちが、まず、はいり、彼らをおのおのその働きにつかせ、そのになうべきものを取らせなさい。 


 but this shall ye do unto them, that they may live, and not die, when they draw near unto the most holy things: Aaron and his sons shall go in, and appoint them every one to his service and to his burden;




 


  しかし、彼らは、はいって、ひと目でも聖なる物を見てはならない。見るならば死ぬであろう」。 


 but they shall not go in and see for a moment the holy things, lest they die.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「あなたはまたゲルションの子たちの総数を、その父祖の家により、その氏族にしたがって調べ、 


 Take also the sum of the sons of Gershon, according to their fathers' houses, after their families.




 


  三十歳以上五十歳以下で、務につき、会見の幕屋で働くことのできる者を、ことごとく数えなさい。 


 From thirty years old and upward to fifty years old shalt thou number them; every one that cometh to labour in the work, to perform the service in the tent of meeting.




 


  ゲルションびとの氏族の務として働くことと、運ぶ物とは次のとおりである。 


 This shall be the service of the families of the Gershonites, in serving, and in carrying:




 


  すなわち、彼らは幕屋の幕、会見の幕屋およびそのおおいと、その上のじゅごんの皮のおおい、ならびに会見の幕屋の入口のとばりを運び、 


 they shall carry the curtains of the tabernacle, and the tent of meeting, its covering, and the covering of badgers' skin that is above upon it, and the curtain of the entrance to the tent of meeting,




 


  また庭のあげばり、および幕屋と祭壇のまわりの庭の門の入口のとばりと、そのひも、ならびにそれに用いるすべての器を運ばなければならない。そして彼らはすべてこれらのものについての働きをしなければならない。 


 and the hangings of the court, and the curtain of the entrance, of the gate of the court, which surroundeth the tabernacle and the altar, and the cords thereof, and all the instruments of their service; and all that is to be done for these things shall they perform.




 


  ゲルションびとの子たちのすべての務、すなわち、その運ぶことと、働くこととは、すべてアロンとその子たちの命に従わなければならない。あなたがたは彼らにすべてその運ぶべき物を定めて、これを守らせなければならない。 


 At the commandment of Aaron and his sons shall be all the service of the sons of the Gershonites, in all their carrying, and in all their service; and ye shall appoint unto them in charge all their carrying.




 


  これはすなわちゲルションびとの子たちの氏族が、会見の幕屋でする働きであって、彼らの務は祭司アロンの子イタマルの指揮のもとにおかなければならない。 


 This is the service of the families of the sons of Gershon in the tent of meeting, and their charge shall be under the hand of Ithamar the son of Aaron the priest.




 


  メラリの子たちをもまたあなたはその氏族により、その祖父の家にしたがって調べ、 


 The sons of Merari: after their families, according to their fathers' houses shalt thou number them;




 


  三十歳以上五十歳以下で、務につき、会見の幕屋の働きをすることのできる者を、ことごとく数えなさい。 


 from thirty years old and upward even to fifty years old shalt thou number them, every one that entereth into the labour, to perform the service of the tent of meeting.




 


  彼らが会見の幕屋でするすべての務にしたがって、その運ぶ責任のある物は次のとおりである。すなわち、幕屋の枠、その横木、その柱、その座、 


 And this shall be the charge of their burden, according to all their service in the tent of meeting: the boards of the tabernacle, and the bars thereof, and the pillars thereof, and bases thereof,




 


  庭のまわりの柱、その座、その釘、そのひも、またそのすべての器、およびそれに用いるすべてのものである。あなたがたは彼らが運ぶ責任のある器を、その名によって割り当てなければならない。 


 and the pillars of the court round about, and their bases, and their pegs, and their cords, all their instruments, according to all their service; and by name ye shall number to them the materials which are their charge to carry.




 


  これはすなわちメラリの子たちの氏族の働きであって、彼らは祭司アロンの子イタマルの指揮のもとに、会見の幕屋で、このすべての働きをしなければならない」。 


 This is the service of the families of the sons of Merari, according to all their service in the tent of meeting, under the hand of Ithamar the son of Aaron the priest.




 


  そこでモーセとアロン、および会衆のつかさたちは、コハテの子たちをその氏族により、その父祖の家にしたがって調べ、 


 And Moses and Aaron and the princes of the assembly numbered the sons of the Kohathites after their families, and according to their fathers' houses,




 


  三十歳以上五十歳以下で、務につき、会見の幕屋で働くことのできる者を、ことごとく数えたが、 


 from thirty years old and upward even to fifty years old, every one that entered into the labour, for service in the tent of meeting.




 


  その氏族にしたがって数えられた者は二千七百五十人であった。 


 And those that were numbered of them according to their families were two thousand seven hundred and fifty.




 


  これはすなわち、コハテびとの氏族の数えられた者で、すべて会見の幕屋で働くことのできる者であった。モーセとアロンが、主のモーセによって命じられたところにしたがって数えたのである。 


 These are they that were numbered of the families of the Kohathites, every one that served in the tent of meeting, whom Moses and Aaron numbered according to the commandment of Jehovah through Moses.




 


  またゲルションの子たちを、その氏族により、その父祖の家にしたがって調べ、 


 And those that were numbered of the sons of Gershon, after their families, and according to their fathers' houses,




 


  三十歳以上五十歳以下で、務につき、会見の幕屋で働くことのできる者を、ことごとく数えたが、 


 from thirty years old and upward even to fifty years old, every one that entered into the labour, for service in the tent of meeting,




 


  その氏族により、その父祖の家にしたがって数えられた者は二千六百三十人であった。 


 even those that were numbered of them, after their families, according to their fathers' houses, were two thousand six hundred and thirty.




 


  これはすなわち、ゲルションの子たちの氏族の数えられた者で、すべて会見の幕屋で働くことのできる者であった。モーセとアロンが、主の命にしたがって数えたのである。 


 These are they that were numbered of the families of the sons of Gershon, all that served in the tent of meeting, whom Moses and Aaron numbered according to the commandment of Jehovah.




 


  またメラリの子たちの氏族を、その氏族により、その父祖の家にしたがって調べ、 


 And those that were numbered of the families of the sons of Merari, after their families, according to their fathers' houses,




 


  三十歳以上五十歳以下で、務につき、会見の幕屋で働くことのできる者を、ことごとく数えたが、 


 from thirty years old and upward even to fifty years old, every one that entered into the labour, for service in the tent of meeting,




 


  その氏族にしたがって数えられた者は三千二百人であった。 


 even those that were numbered of them according to their families, were three thousand two hundred.




 


  これはすなわち、メラリの子たちの氏族の数えられた者で、モーセとアロンが、主のモーセによって命じられたところにしたがって数えたのである。 


 These are they that were numbered of the families of the sons of Merari, whom Moses and Aaron numbered according to the commandment of Jehovah through Moses.




 


  モーセとアロン、およびイスラエルのつかさたちは、レビびとを、その氏族により、その父祖の家にしたがって調べ、 


 All those that were numbered of the Levites, whom Moses and Aaron and the princes of Israel numbered, after their families and according to their fathers' houses,




 


  三十歳以上五十歳以下で、会見の幕屋にはいって務の働きをし、また、運ぶ働きをする者を、ことごとく数えたが、 


 from thirty years old and upward even to fifty years old, every one that came to serve [in] the work of the service, and [in] the work of carrying, in the tent of meeting,




 


  その数えられた者は八千五百八十人であった。 


 even those that were numbered of them, were eight thousand five hundred and eighty.




 


  彼らは主の命により、モーセによって任じられ、おのおのその働きにつき、かつその運ぶところを受け持った。こうして彼らは主のモーセに命じられたように数えられたのである。 


 According to the commandment of Jehovah they were numbered by Moses, every one for his service, and for his burden, and numbered by him, as Jehovah had commanded Moses.
民数記 5
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  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に命じて、らい病人、流出のある者、死体にふれて汚れた者を、ことごとく宿営の外に出させなさい。 


 Command the children of Israel, that they put out of the camp every leper, and every one that hath an issue, and whosoever is defiled by a dead person:




 


  男でも女でも、あなたがたは彼らを宿営の外に出してそこにおらせ、彼らに宿営を汚させてはならない。わたしがその中に住んでいるからである」。 


 both male and female shall ye put out; outside the camp shall ye put them, that they defile not their camps, in the midst whereof I dwell.




 


  イスラエルの人々はそのようにして、彼らを宿営の外に出した。すなわち、主がモーセに言われたようにイスラエルの人々は行った。 


 And the children of Israel did so, and put them outside the camp: as Jehovah had said to Moses, so did the children of Israel.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に告げなさい、『男または女が、もし人の犯す罪をおかして、主に罪を得、その人がとがある者となる時は、 


 Speak unto the children of Israel, When a man or woman shall commit any of all the sins of man to work unfaithfulness against Jehovah, and that soul is guilty,




 


  その犯した罪を告白し、その物の価にその五分の一を加えて、彼がとがを犯した相手方に渡し、そのとがをことごとく償わなければならない。 


 then they shall confess their sin which they have done; and he shall recompense his trespass according to the principal thereof, and shall add unto it the fifth part thereof, and give it unto him against whom he hath trespassed.




 


  しかし、もし、そのとがの償いを受け取るべき親族も、その人にない時は、主にそのとがの償いをして、これを祭司に帰せしめなければならない。なお、このほか、そのあがないをするために用いた贖罪の雄羊も、祭司に帰せしめなければならない。 


 And if the man have no kinsman to recompense the trespass unto, the trespass which is recompensed to Jehovah shall be the priest's, besides the ram of the atonement, wherewith an atonement is made for him.




 


  イスラエルの人々が、祭司のもとに携えて来るすべての聖なるささげ物は、みな祭司に帰せしめなければならない。 


 And every heave-offering of all the holy things of the children of Israel, which they present unto the priest, shall be his.




 


  すべて人の聖なるささげ物は祭司に帰し、すべて人が祭司に与える物は祭司に帰するであろう』」。 


 And every man's hallowed things shall be his: whatever any man giveth the priest shall be his.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に告げなさい、『もし人の妻たる者が、道ならぬ事をして、その夫に罪を犯し、 


 Speak unto the children of Israel, and say unto them, If any man's wife go astray, and commit unfaithfulness against him,




 


  人が彼女と寝たのに、その事が夫の目に隠れて現れず、彼女はその身を汚したけれども、それに対する証人もなく、彼女もまたその時に捕えられなかった場合、 


 and a man lie with her carnally, and it be hid from the eyes of her husband, and she be defiled in secret, and there be no witness against her, and she have not been caught;




 


  すなわち、妻が身を汚したために、夫が疑いの心を起して妻を疑うことがあり、または妻が身を汚した事がないのに、夫が疑いの心を起して妻を疑うことがあれば、 


 and the spirit of jealousy come upon him, and he be jealous of his wife, and she have been defiled, -- or if the spirit of jealousy come upon him, and he be jealous of his wife, and she have not been defiled,




 


  夫は妻を祭司のもとに伴い、彼女のために大麦の粉一エパの十分の一を供え物として携えてこなければならない。ただし、その上に油を注いではならない。また乳香を加えてはならない。これは疑いの供え物、覚えの供え物であって罪を覚えさせるものだからである。 


 -- then shall the man bring his wife unto the priest, and he shall bring her offering for her, a tenth part of an ephah of barley-meal; he shall pour no oil upon it, nor put frankincense thereon; for it is an oblation of jealousy, a memorial oblation, bringing iniquity to remembrance.




 


  祭司はその女を近く進ませ、主の前に立たせなければならない。 


 And the priest shall bring her near, and set her before Jehovah.




 


  祭司はまた土の器に聖なる水を入れ、幕屋のゆかのちりを取ってその水に入れ、 


 And the priest shall take holy water in an earthen vessel; and the priest shall take of the dust that is on the floor of the tabernacle, and put it into the water.




 


  その女を主の前に立たせ、女にその髪の毛をほどかせ、覚えの供え物すなわち、疑いの供え物を、その手に持たせなければならない。そして祭司は、のろいの苦い水を手に取り、 


 And the priest shall set the woman before Jehovah, and uncover the woman's head, and put the memorial oblation in her hands, which is the jealousy offering; and in the hand of the priest shall be the bitter water that bringeth the curse.




 


  女に誓わせて、これに言わなければならない、「もし人があなたと寝たことがなく、またあなたが、夫のもとにあって、道ならぬ事をして汚れたことがなければ、のろいの苦い水も、あなたに害を与えないであろう。 


 And the priest shall adjure her, and say unto the woman, If no man have lain with thee, and if thou hast not gone astray in uncleanness, in being with another instead of thy husband, be free from this bitter water that bringeth the curse.




 


  しかし、あなたが、もし夫のもとにあって、道ならぬことをして身を汚し、あなたの夫でない人が、あなたと寝たことがあるならば、―― 


 But if thou hast gone astray to another instead of thy husband, and hast been defiled, and a man other than thy husband have lain with thee,




 


  祭司はその女に、のろいの誓いをもって誓わせ、その女に言わなければならない。――主はあなたのももをやせさせ、あなたの腹をふくれさせて、あなたを民のうちの、のろいとし、また、ののしりとされるように。 


 -- then the priest shall adjure the woman with the oath of cursing, and the priest shall say unto the woman: Jehovah make thee a curse and an oath among thy people, when Jehovah doth make thy thigh to shrink, and thy belly to swell;




 


  また、のろいの水が、あなたの腹にはいってあなたの腹をふくれさせ、あなたのももをやせさせるように」。その時、女は「アァメン、アァメン」と言わなければならない。 


 and this water that bringeth the curse shall enter into thy bowels, to make the belly to swell, and the thigh to shrink. And the woman shall say, Amen, amen.




 


  祭司は、こののろいを書き物に書きしるし、それを苦い水に洗い落し、 


 And the priest shall write these curses in a book, and shall blot them out with the bitter water,




 


  女にそののろいの水を飲ませなければならない。そののろいの水は彼女のうちにはいって苦くなるであろう。 


 and he shall cause the woman to drink the bitter water that bringeth the curse, that the water that bringeth the curse may enter into her for bitterness.




 


  そして祭司はその女の手から疑いの供え物を取り、その供え物を主の前に揺り動かして、それを祭壇に持ってこなければならない。 


 And the priest shall take out of the woman's hand the oblation of jealousy, and shall wave the oblation before Jehovah, and shall present it at the altar.




 


  祭司はその供え物のうちから、覚えの分、一握りを取って、それを祭壇で焼き、その後、女にその水を飲ませなければならない。 


 And the priest shall take a handful of the oblation as a memorial thereof, and burn it upon the altar; and afterwards he shall make the woman drink the water.




 


  その水を女に飲ませる時、もしその女が身を汚し、夫に罪を犯した事があれば、そののろいの水は女のうちにはいって苦くなり、その腹はふくれ、ももはやせて、その女は民のうちののろいとなるであろう。 


 And when he hath made her to drink the water, then it shall come to pass, if she have been defiled, and have committed unfaithfulness against her husband, that the water that bringeth the curse shall enter into her, for bitterness, and her belly shall swell, and her thigh shall shrink; and the woman shall become a curse among her people.




 


  しかし、もし女が身を汚した事がなく、清いならば、害を受けないで、子を産むことができるであろう。 


 But if the woman have not been defiled, and be clean, then she shall be clear, and shall conceive seed.




 


  これは疑いのある時のおきてである。妻たる者が夫のもとにあって、道ならぬ事をして身を汚した時、 


 This is the law of jealousies, when a wife goeth astray to another instead of her husband and is defiled,




 


  または夫たる者が疑いの心を起して、妻を疑う時、彼はその女を主の前に立たせ、祭司はこのおきてを、ことごとく彼女に行わなければならない。 


 or when the spirit of jealousy cometh upon a man, and he is jealous as regards his wife; then shall he set the woman before Jehovah, and the priest shall do to her according to all this law.




 


  こうするならば、夫は罪がなく、妻は罪を負うであろう』」。 


 Then shall the man be free from iniquity, but that woman shall bear her iniquity.
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  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に言いなさい、『男または女が、特に誓いを立て、ナジルびととなる誓願をして、身を主に聖別する時は、 


 Speak unto the children of Israel, and say unto them, If a man or a woman have vowed the special vow of a Nazarite, to consecrate themselves to Jehovah;




 


  ぶどう酒と濃い酒を断ち、ぶどう酒の酢となったもの、濃い酒の酢となったものを飲まず、また、ぶどうの汁を飲まず、また生でも干したものでも、ぶどうを食べてはならない。 


 he shall separate himself from wine and strong drink: he shall drink no vinegar of wine, nor vinegar of strong drink, neither shall he drink any liquor of grapes, nor eat grapes, fresh or dried.




 


  ナジルびとである間は、すべて、ぶどうの木からできるものは、種も皮も食べてはならない。 


 All the days of his separation shall he eat nothing that is made of the vine, from the seed-stones, even to the skin.




 


  また、ナジルびとたる誓願を立てている間は、すべて、かみそりを頭に当ててはならない。身を主に聖別した日数の満ちるまで、彼は聖なるものであるから、髪の毛をのばしておかなければならない。 


 All the days of the vow of his separation there shall no razor come upon his head; until the days be fulfilled, that he hath consecrated himself to Jehovah, he shall be holy; he shall let the locks of the hair of his head grow.




 


  身を主に聖別している間は、すべて死体に近づいてはならない。 


 All the days that he hath consecrated himself to Jehovah, he shall come near no dead body.




 


  父母、兄弟、姉妹が死んだ時でも、そのために身を汚してはならない。神に聖別したしるしが、頭にあるからである。 


 He shall not make himself unclean for his father, or for his mother, for his brother, or for his sister when they die; for the consecration of his God is upon his head.




 


  彼はナジルびとである間は、すべて主の聖なる者である。 


 All the days of his separation he is holy to Jehovah.




 


  もし人がはからずも彼のかたわらに死んで、彼の聖別した頭を汚したならば、彼は身を清める日に、頭をそらなければならない。すなわち、七日目にそれをそらなければならない。 


 And if any one die unexpectedly by him suddenly, and he hath defiled the head of his consecration, then he shall shave his head on the day of his cleansing; on the seventh day shall he shave it.




 


  そして八日目に山ばと二羽、または家ばとのひな二羽を携えて、会見の幕屋の入口におる祭司の所に行かなければならない。 


 And on the eighth day he shall bring two turtle-doves, or two young pigeons, to the priest, at the entrance of the tent of meeting.




 


  祭司はその一羽を罪祭に、一羽を燔祭にささげて、彼が死体によって得た罪を彼のためにあがない、その日に彼の頭を聖別しなければならない。 


 And the priest shall offer one for a sin-offering, and the other for a burnt-offering, and make an atonement for him, for that he sinned by the dead person; and he shall hallow his head that same day.




 


  彼はまたナジルびとたる日の数を、改めて主に聖別し、一歳の雄の小羊を携えてきて、愆祭としなければならない。それ以前の日は、彼がその聖別を汚したので、無効になるであろう。 


 And he shall [again] consecrate to Jehovah the days of his separation, and shall bring a yearling lamb for a trespass-offering. But the first days are forfeited, for his consecration hath been defiled.




 


  これがナジルびとの律法である。聖別の日数が満ちた時は、その人を会見の幕屋の入口に連れてこなければならない。 


 And this is the law of the Nazarite on the day when the days of his consecration are fulfilled: he shall be brought to the entrance of the tent of meeting.




 


  そしてその人は供え物を主にささげなければならない。すなわち、一歳の雄の小羊の全きもの一頭を燔祭とし、一歳の雌の小羊の全きもの一頭を罪祭とし、雄羊の全きもの一頭を酬恩祭とし、 


 And he shall present his offering to Jehovah, one yearling he-lamb without blemish for a burnt-offering, and one yearling ewe-lamb without blemish for a sin-offering, and one ram without blemish for a peace-offering;




 


  また種入れぬパンの一かご、油を混ぜて作った麦粉の菓子、油を塗った種入れぬ煎餅、および素祭と灌祭を携えてこなければならない。 


 and a basket with unleavened bread, cakes of fine flour mingled with oil, and unleavened wafers anointed with oil, and their oblation, and their drink-offerings.




 


  祭司はこれを主の前に携えてきて、その罪祭と燔祭とをささげ、 


 And the priest shall present them before Jehovah, and shall offer his sin-offering and his burnt-offering:




 


  また雄羊を種入れぬパンの一かごと共に、酬恩祭の犠牲として、主にささげなければならない。祭司はまたその素祭と灌祭をもささげなければならない。 


 and he shall offer the ram, a sacrifice of peace-offering to Jehovah, with the basket of unleavened bread; the priest shall offer also his oblation and his drink-offering.




 


  そのナジルびとは会見の幕屋の入口で、聖別した頭をそり、その聖別した頭の髪を取って、これを酬恩祭の犠牲の下にある火の上に置かなければならない。 


 And the Nazarite shall shave the head of his consecration at the entrance to the tent of meeting, and shall take the hair of the head of his consecration, and put it on the fire which is under the sacrifice of the peace-offering.




 


  祭司はその雄羊の肩の煮えたものと、かごから取った種入れぬ菓子一つと、種入れぬ煎餅一つを取って、これをナジルびとが、その聖別した頭をそった後、その手に授け、 


 And the priest shall take the boiled shoulder of the ram, and one unleavened cake out of the basket, and one unleavened wafer, and shall put them upon the hands of the Nazarite, after he hath shaven [the hair of] his consecration.




 


  祭司は主の前でこれを揺り動かして揺祭としなければならない。これは聖なる物であって、その揺り動かした胸と、ささげたももと共に、祭司に帰するであろう。こうして後、そのナジルびとは、ぶどう酒を飲むことができる。 


 And the priest shall wave them as wave-offering before Jehovah; it is holy for the priest, with the breast of the wave-offering and with the shoulder of the heave-offering; and afterwards the Nazarite may drink wine.




 


  これは誓願をするナジルびとと、そのナジルびとたる事のために、主にささげる彼の供え物についての律法である。このほかにその力の及ぶ物をささげることができる。すなわち、彼はその誓う誓願のように、ナジルびとの律法にしたがって行わなければならない』」。 


 This is the law of the Nazarite who hath vowed: his offering to Jehovah for his consecration, beside what his hand is able to get; according to the vow which he vowed, so shall he do, according to the law of his consecration.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「アロンとその子たちに言いなさい、『あなたがたはイスラエルの人々を祝福してこのように言わなければならない。 


 Speak unto Aaron and unto his sons, saying, On this wise ye shall bless the children of Israel: saying unto them,




 


  「願わくは主があなたを祝福し、あなたを守られるように。 


 Jehovah bless thee, and keep thee;




 


  願わくは主がみ顔をもってあなたを照し、あなたを恵まれるように。 


 Jehovah make his face shine upon thee, and be gracious unto thee;




 


  願わくは主がみ顔をあなたに向け、あなたに平安を賜わるように」』。 


 Jehovah lift up his countenance upon thee, and give thee peace.




 


  こうして彼らがイスラエルの人々のために、わたしの名を唱えるならば、わたしは彼らを祝福するであろう」。 


 And they shall put my name upon the children of Israel; and I will bless them.
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  モーセが幕屋を建て終り、これに油を注いで聖別し、またそのすべての器、およびその祭壇と、そのすべての器に油を注いで、これを聖別した日に、 


 And it came to pass on the day that Moses had completed the setting up of the tabernacle, and had anointed it, and hallowed it, and all the furniture thereof, and the altar and all its utensils, and had anointed them, and hallowed them,




 


  イスラエルのつかさたち、すなわち、その父祖の家の長たちは、ささげ物をした。彼らは各部族のつかさたちであって、その数えられた人々をつかさどる者どもであった。 


 that the princes of Israel, the heads of their fathers' houses, the princes of the tribes, they that were over them that had been numbered, offered;




 


  彼らはその供え物を、主の前に携えてきたが、おおいのある車六両と雄牛十二頭であった。つかさふたりに車一両、ひとりに雄牛一頭である。彼らはこれを幕屋の前に引いてきた。 


 and they brought their offering before Jehovah, six covered waggons, and twelve oxen; a waggon for two princes, and an ox for each; and they presented them before the tabernacle.




 


  その時、主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「あなたはこれを会見の幕屋の務に用いるために、彼らから受け取って、レビびとに、おのおのその務にしたがって、渡さなければならない」。 


 Take it of them, and they shall be for the performance of the service of the tent of meeting, and thou shalt give them unto the Levites, to each according to his service.




 


  そこでモーセはその車と雄牛を受け取って、これをレビびとに渡した。 


 And Moses took the waggons and the oxen, and gave them to the Levites.




 


  すなわち、ゲルションの子たちには、その務にしたがって、車二両と雄牛四頭を渡し、 


 Two waggons and four oxen he gave to the sons of Gershon, according to their service;




 


  メラリの子たちには、その務にしたがって車四両と雄牛八頭を渡し、祭司アロンの子イタマルに、これを監督させた。 


 and four waggons and eight oxen he gave to the sons of Merari, according to their service, -- under the hand of Ithamar the son of Aaron the priest.




 


  しかし、コハテの子たちには、何をも渡さなかった。彼らの務は聖なる物を、肩にになって運ぶことであったからである。 


 But unto the sons of Kohath he gave none, for the service of the sanctuary was upon them: they bore [what they carried] upon the shoulder.




 


  つかさたちは、また祭壇に油を注ぐ日に、祭壇奉納の供え物を携えてきて、その供え物を祭壇の前にささげた。 


 And the princes presented the dedication-gift of the altar on the day that it was anointed; and the princes presented their offering before the altar.




 


  主はモーセに言われた、「つかさたちは一日にひとりずつ、祭壇奉納の供え物をささげなければならない」。 


 And Jehovah said to Moses, They shall present their offering for the dedication of the altar, each prince on his day.




 


  第一日に供え物をささげた者は、ユダの部族のアミナダブの子ナションであった。 


 And he that presented his offering the first day was Nahshon the son of Amminadab, of the tribe of Judah.




 


  その供え物は銀のさら一つ、その重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖所のシケルによる。この二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 


 And his offering was one silver dish of the weight of a hundred and thirty [shekels], one silver bowl, of seventy shekels, according to the shekel of the sanctuary, both of them full of fine flour mingled with oil for an oblation;




 


  また十シケルの金の杯一つ。これには薫香を満たしていた。 


 one cup of ten [shekels] of gold, full of incense;




 


  また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 


 one young bullock, one ram, one yearling lamb, for a burnt-offering;




 


  罪祭に使う雄やぎ一頭。 


 one buck of the goats for a sin-offering;




 


  酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これはアミナダブの子ナションの供え物であった。 


 and for a sacrifice of peace-offering, two oxen, five rams, five he-goats, five yearling lambs. This was the offering of Nahshon the son of Amminadab.




 


  第二日にはイッサカルのつかさ、ツアルの子ネタニエルがささげ物をした。 


 On the second day offered Nethaneel the son of Zuar, prince of Issachar;




 


  そのささげた供え物は銀のさら一つ、その重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖所のシケルによる。この二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 


 he presented his offering; one silver dish of the weight of a hundred and thirty [shekels], one silver bowl of seventy shekels, according to the shekel of the sanctuary, both of them full of fine flour, mingled with oil for an oblation;




 


  また十シケルの金の杯一つ、これには薫香を満たしていた。 


 one cup of ten [shekels] of gold, full of incense;




 


  また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 


 one young bullock, one ram, one yearling lamb, for a burnt-offering;




 


  罪祭に使う雄やぎ一頭。 


 one buck of the goats for a sin-offering;




 


  酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これはツアルの子ネタニエルの供え物であった。 


 and for a sacrifice of peace-offering, two oxen, five rams, five he-goats, five yearling lambs. This was the offering of Nethaneel the son of Zuar.




 


  第三日にはゼブルンの子たちのつかさ、ヘロンの子エリアブ。 


 On the third day, the prince of the children of Zebulun, Eliab the son of Helon:




 


  その供え物は銀のさら一つ、その重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖所のシケルによる。この二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 


 his offering was one silver dish of the weight of a hundred and thirty [shekels], one silver bowl of seventy shekels, according to the shekel of the sanctuary, both of them full of fine flour mingled with oil for an oblation;




 


  また十シケルの金の杯一つ、これには薫香を満たしていた。 


 one cup of ten [shekels] of gold, full of incense;




 


  また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 


 one young bullock, one ram, one yearling lamb, for a burnt-offering;




 


  罪祭に使う雄やぎ一頭。 


 one buck of the goats for a sin-offering;




 


  酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これはヘロンの子エリアブの供え物であった。 


 and for a sacrifice of peace-offering, two oxen, five rams, five he-goats, five yearling lambs. This was the offering of Eliab the son of Helon.




 


  第四日にはルベンの子たちのつかさ、シデウルの子エリヅル。 


 On the fourth day, the prince of the children of Reuben, Elizur the son of Shedeur.




 


  その供え物は銀のさら一つ、その重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖所のシケルによる。この二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 


 His offering was one silver dish of the weight of a hundred and thirty [shekels], one silver bowl of seventy shekels, according to the shekel of the sanctuary, both of them full of fine flour mingled with oil for an oblation;




 


  また十シケルの金の杯一つ、これには薫香を満たしていた。 


 one cup of ten [shekels] of gold, full of incense;




 


  また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 


 one young bullock, one ram, one yearling lamb, for a burnt-offering;




 


  罪祭に使う雄やぎ一頭。 


 one buck of the goats for a sin-offering;




 


  酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これはシデウルの子エリヅルの供え物であった。 


 and for a sacrifice of peace-offering, two oxen, five rams, five he-goats, five yearling lambs. This was the offering of Elizur, the son of Shedeur.




 


  第五日にはシメオンの子たちのつかさ、ツリシャダイの子シルミエル。 


 On the fifth day, the prince of the children of Simeon, Shelumiel the son of Zurishaddai.




 


  その供え物は銀のさら一つ、その重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖所のシケルによる。この二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 


 His offering was one silver dish of the weight of a hundred and thirty [shekels], one silver bowl of seventy shekels, according to the shekel of the sanctuary, both of them full of fine flour mingled with oil for an oblation;




 


  また十シケルの金の杯一つ、これには薫香を満たしていた。 


 one cup of ten [shekels] of gold, full of incense;




 


  また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 


 one young bullock, one ram, one yearling lamb, for a burnt-offering;




 


  罪祭に使う雄やぎ一頭。 


 one buck of the goats for a sin-offering;




 


  酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これはツリシャダイの子シルミエルの供え物であった。 


 and for a sacrifice of peace-offering, two oxen, five rams, five he-goats, five yearling lambs. This was the offering of Shelumiel the son of Zurishaddai.




 


  第六日にはガドの子たちのつかさ、デウエルの子エリアサフ。 


 On the sixth day, the prince of the children of Gad, Eliasaph the son of Deuel.




 


  その供え物は銀のさら一つ、その重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖所のシケルによる。この二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 


 His offering was one silver dish of the weight of a hundred and thirty [shekels], one silver bowl of seventy shekels, according to the shekel of the sanctuary, both of them full of fine flour mingled with oil for an oblation;




 


  また十シケルの金の杯一つ、これには薫香を満たしていた。 


 one cup of ten [shekels] of gold, full of incense;




 


  また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 


 one young bullock, one ram, one yearling lamb, for a burnt-offering;




 


  罪祭に使う雄やぎ一頭。 


 one buck of the goats for a sin-offering;




 


  酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これはデウエルの子エリアサフの供え物であった。 


 and for a sacrifice of peace-offering, two oxen, five rams, five he-goats, five yearling lambs. This was the offering of Eliasaph the son of Deuel.




 


  第七日にはエフライムの子たちのつかさ、アミホデの子エリシャマ。 


 On the seventh day, the prince of the children of Ephraim, Elishama the son of Ammihud.




 


  その供え物は銀のさら一つ、その重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖所のシケルによる。この二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 


 His offering was one silver dish of the weight of a hundred and thirty [shekels], one silver bowl of seventy shekels, according to the shekel of the sanctuary, both of them full of fine flour mingled with oil for an oblation;




 


  また十シケルの金の杯一つ、これには薫香を満たしていた。 


 one cup of ten [shekels] of gold, full of incense;




 


  また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 


 one young bullock, one ram, one yearling lamb, for a burnt-offering;




 


  罪祭に使う雄やぎ一頭。 


 one buck of the goats for a sin-offering;




 


  酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これはアミホデの子エリシャマの供え物であった。 


 and for a sacrifice of peace-offering, two oxen, five rams, five he-goats, five yearling lambs. This was the offering of Elishama the son of Ammihud.




 


  第八日にはマナセの子たちのつかさ、パダヅルの子ガマリエル。 


 On the eighth day, the prince of the children of Manasseh, Gamaliel the son of Pedahzur.




 


  その供え物は銀のさら一つ、その重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖所のシケルによる。この二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 


 His offering was one silver dish of the weight of a hundred and thirty [shekels], one silver bowl of seventy shekels, according to the shekel of the sanctuary, both of them full of fine flour mingled with oil for an oblation;




 


  また十シケルの金の杯一つ、これには薫香を満たしていた。 


 one cup of ten [shekels] of gold, full of incense;




 


  また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 


 one young bullock, one ram, one yearling lamb, for a burnt-offering;




 


  罪祭に使う雄やぎ一頭。 


 one buck of the goats for a sin-offering;




 


  酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これはパダヅルの子ガマリエルの供え物であった。 


 and for a sacrifice of peace-offering, two oxen, five rams, five he-goats, five yearling lambs. This was the offering of Gamaliel the son of Pedahzur.




 


  第九日にはベニヤミンの子らのつかさ、ギデオニの子アビダン。 


 On the ninth day, the prince of the children of Benjamin, Abidan the son of Gideoni.




 


  その供え物は銀のさら一つ、その重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖所のシケルによる。この二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 


 His offering was one silver dish of the weight of a hundred and thirty [shekels], one silver bowl of seventy shekels, according to the shekel of the sanctuary, both of them full of fine flour mingled with oil for an oblation;




 


  また十シケルの金の杯一つ、これには薫香を満たしていた。 


 one cup of ten [shekels] of gold, full of incense;




 


  また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 


 one young bullock, one ram, one yearling lamb, for a burnt-offering;




 


  罪祭に使う雄やぎ一頭。 


 one buck of the goats for a sin-offering;




 


  酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これはギデオニの子アビダンの供え物であった。 


 and for a sacrifice of peace-offering, two oxen, five rams, five he-goats, five yearling lambs. This was the offering of Abidan the son of Gideoni.




 


  第十日にはダンの子たちのつかさ、アミシャダイの子アヒエゼル。 


 On the tenth day, the prince of the children of Dan, Ahiezer the son of Ammishaddai.




 


  その供え物は銀のさら一つ、その重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖所のシケルによる。この二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 


 His offering was one silver dish of the weight of a hundred and thirty [shekels], one silver bowl of seventy shekels, according to the shekel of the sanctuary, both of them full of fine flour mingled with oil for an oblation;




 


  また十シケルの金の杯一つ、これには薫香を満たしていた。 


 one cup of ten [shekels] of gold, full of incense;




 


  また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 


 one young bullock, one ram, one yearling lamb, for a burnt-offering;




 


  罪祭に使う雄やぎ一頭。 


 one buck of the goats for a sin-offering;




 


  酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これはアミシャダイの子アヒエゼルの供え物であった。 


 and for a sacrifice of peace-offering, two oxen, five rams, five he-goats, five yearling lambs. This was the offering of Ahiezer the son of Ammishaddai.




 


  第十一日にはアセルの子たちのつかさ、オクランの子パギエル。 


 On the eleventh day, the prince of the children of Asher, Pagiel the son of Ocran.




 


  その供え物は銀のさら一つ、その重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖所のシケルによる。この二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 


 His offering was one silver dish of the weight of a hundred and thirty [shekels], one silver bowl of seventy shekels, according to the shekel of the sanctuary, both of them full of fine flour mingled with oil for an oblation;




 


  また十シケルの金の杯一つ、これには薫香を満たしていた。 


 one cup of ten [shekels] of gold, full of incense;




 


  また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 


 one young bullock, one ram, one yearling lamb, for a burnt-offering;




 


  罪祭に使う雄やぎ一頭。 


 one buck of the goats for a sin-offering;




 


  酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これはオクランの子パギエルの供え物であった。 


 and for a sacrifice of peace-offering, two oxen, five rams, five he-goats, five yearling lambs. This was the offering of Pagiel the son of Ocran.




 


  第十二日にはナフタリの子たちのつかさ、エナンの子アヒラ。 


 On the twelfth day, the prince of the children of Naphtali, Ahira the son of Enan.




 


  その供え物は銀のさら一つ、その重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖所のシケルによる。この二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 


 His offering was one silver dish of the weight of a hundred and thirty [shekels], one silver bowl of seventy shekels, according to the shekel of the sanctuary, both of them full of fine flour mingled with oil for an oblation;




 


  また十シケルの金の杯一つ、これには薫香を満たしていた。 


 one cup of ten [shekels] of gold, full of incense;




 


  また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 


 one young bullock, one ram, one yearling lamb, for a burnt-offering;




 


  罪祭に使う雄やぎ一頭。 


 one buck of the goats for a sin-offering;




 


  酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭。雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これはエナンの子アヒラの供え物であった。 


 and for a sacrifice of peace-offering, two oxen, five rams, five he-goats, five yearling lambs. This was the offering of Ahira the son of Enan.




 


  以上は祭壇に油を注ぐ日に、イスラエルのつかさたちが、祭壇を奉納する供え物として、ささげたものである。すなわち、銀のさら十二、銀の鉢十二、金の杯十二。 


 This was the dedication-gift of the altar, on the day when it was anointed, from the princes of Israel: twelve silver dishes, twelve silver bowls, twelve cups of gold:




 


  銀のさらはそれぞれ百三十シケル、鉢はそれぞれ七十シケル、聖所のシケルによれば、この銀の器は合わせて二千四百シケル。 


 each silver dish of a hundred and thirty [shekels], and each bowl seventy: all the silver of the vessels was two thousand four hundred [shekels] according to the shekel of the sanctuary;




 


  また薫香の満ちている十二の金の杯は、聖所のシケルによれば、それぞれ十シケル、その杯の金は合わせて百二十シケルであった。 


 twelve golden cups full of incense, each cup of ten [shekels], according to the shekel of the sanctuary: all the gold of the cups, a hundred and twenty [shekels].




 


  また燔祭に使う雄牛は合わせて十二、雄羊は十二、一歳の雄の小羊は十二、このほかにその素祭のものがあった。また罪祭に使う雄やぎは十二。 


 All the cattle for the burnt-offering was: twelve bullocks, twelve rams, twelve yearling lambs and their oblation; and twelve bucks of the goats for a sin-offering.




 


  酬恩祭の犠牲に使う雄牛は合わせて二十四、雄羊は六十、雄やぎは六十、一歳の雄の小羊は六十であって、これは祭壇に油を注いだ後に、祭壇奉納の供え物としてささげたものである。 


 And all the cattle for the sacrifice of the peace-offering was: twenty-four bullocks, sixty rams, sixty he-goats, sixty yearling lambs. This was the dedication-gift of the altar, after it had been anointed.




 


  さてモーセは主と語るために、会見の幕屋にはいって、あかしの箱の上の、贖罪所の上、二つのケルビムの間から自分に語られる声を聞いた。すなわち、主は彼に語られた。 


 And when Moses went into the tent of meeting to speak with Him, then he heard the voice speaking to him from off the mercy-seat which was upon the ark of testimony, from between the two cherubim; and he spoke to Him.
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  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses saying,




 


  「アロンに言いなさい、『あなたがともし火をともす時は、七つのともし火で燭台の前方を照すようにしなさい』」。 


 Speak unto Aaron, and say unto him, When thou lightest the lamps, the seven lamps shall give light over against the candlestick.




 


  アロンはそのようにした。すなわち、主がモーセに命じられたように、燭台の前方を照すように、ともし火をともした。 


 And Aaron did so; he lighted the lamps thereof over against the candlestick, as Jehovah had commanded Moses.




 


  燭台の造りは次のとおりである。それは金の打ち物で、その台もその花も共に打物造りであった。モーセは主に示された型にしたがって、そのようにその燭台を造った。 


 And this was the work of the candlestick: [it was] of beaten gold; from its base to its flowers was it beaten work; according to the form which Jehovah had shewn Moses, so had he made the candlestick.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「レビびとをイスラエルの人々のうちから取って、彼らを清めなさい。 


 Take the Levites from among the children of Israel, and cleanse them.




 


  あなたはこのようにして彼らを清めなければならない。すなわち、罪を清める水を彼らに注ぎかけ、彼らに全身をそらせ、衣服を洗わせて、身を清めさせ、 


 And thus shalt thou do unto them, to cleanse them: sprinkle upon them water of purification from sin; and they shall pass the razor over all their flesh, and shall wash their garments, and make themselves clean.




 


  そして彼らに若い雄牛一頭と、油を混ぜた麦粉の素祭とを取らせなさい。あなたはまた、ほかに若い雄牛を罪祭のために取らなければならない。 


 And they shall take a young bullock and its oblation of fine flour mingled with oil; and another young bullock shalt thou take for a sin-offering.




 


  そして、あなたはレビびとを会見の幕屋の前に連れてきて、イスラエルの人々の全会衆を集め、 


 And thou shalt bring the Levites before the tent of meeting; and thou shalt gather together the whole assembly of the children of Israel.




 


  レビびとを主の前に進ませ、イスラエルの人々をして、手をレビびとの上に置かせなければならない。 


 And thou shalt bring the Levites before Jehovah; and the children of Israel shall put their hands upon the Levites.




 


  そしてアロンは、レビびとをイスラエルの人々のささげる揺祭として、主の前にささげなければならない。これは彼らに主の務をさせるためである。 


 And Aaron shall offer the Levites as a wave-offering before Jehovah from the children of Israel, and they shall perform the service of Jehovah.




 


  それからあなたはレビびとをして、手をかの雄牛の頭の上に置かせ、その一つを罪祭とし、一つを燔祭として主にささげ、レビびとのために罪のあがないをしなければならない。 


 And the Levites shall lay their hands upon the heads of the bullocks, and thou shalt offer the one for a sin-offering, and the other for a burnt-offering, to Jehovah, to make atonement for the Levites.




 


  あなたはレビびとを、アロンとその子たちの前に立たせ、これを揺祭として主にささげなければならない。 


 And thou shalt set the Levites before Aaron, and before his sons, and offer them as a wave-offering to Jehovah.




 


  こうして、あなたはレビびとをイスラエルの人々のうちから分かち、レビびとをわたしのものとしなければならない。 


 And thou shalt separate the Levites from among the children of Israel, that the Levites may be mine.




 


  こうして後レビびとは会見の幕屋にはいって務につくことができる。あなたは彼らを清め、彼らをささげて揺祭としなければならない。 


 And afterwards shall the Levites come in to do the service of the tent of meeting. And thou shalt cleanse them, and offer them as a wave-offering.




 


  彼らはイスラエルの人々のうちから、全くわたしにささげられたものだからである。イスラエルの人々のうちの初めに生れた者、すなわち、すべてのういごの代りに、わたしは彼らを取ってわたしのものとした。 


 For they are wholly given unto me from among the children of Israel; instead of every one that breaketh open the womb, instead of every firstborn among the children of Israel, have I taken them unto me.




 


  イスラエルの人々のうちのういごは、人も獣も、みなわたしのものだからである。わたしはエジプトの地で、すべてのういごを撃ち殺した日に、彼らを聖別してわたしのものとした。 


 For all the firstborn among the children of Israel are mine, both of man and beast; on the day that I smote every firstborn in the land of Egypt, I hallowed them to myself.




 


  それでわたしはイスラエルの人々のうちの、すべてのういごの代りにレビびとを取った。 


 And I have taken the Levites instead of all the firstborn among the children of Israel.




 


  わたしはイスラエルの人々のうちからレビびとを取って、アロンとその子たちに与え、彼らに会見の幕屋で、イスラエルの人々に代って務をさせ、またイスラエルの人々のために罪のあがないをさせるであろう。これはイスラエルの人々が、聖所に近づいて、イスラエルの人々のうちに災の起ることのないようにするためである」。 


 And I have given the Levites as a gift to Aaron and to his sons, from among the children of Israel, to perform the service of the children of Israel in the tent of meeting, and to make atonement for the children of Israel; that there be no plague among the children of Israel, when the children of Israel draw near to the sanctuary.




 


  モーセとアロン、およびイスラエルの人々の全会衆は、すべて主がレビびとの事につき、モーセに命じられた所にしたがって、レビびとに行った、すなわち、イスラエルの人々は、そのように彼らに行った。 


 And Moses and Aaron, and all the assembly of the children of Israel, did to the Levites according to all that Jehovah had commanded Moses concerning the Levites: so did the children of Israel to them.




 


  そこでレビびとは身を清め、その衣服を洗った。アロンは彼らを主の前にささげて揺祭とした。アロンはまた彼らのために、罪のあがないをして彼らを清めた。 


 And the Levites purified themselves from sin, and they washed their garments; and Aaron offered them as a wave-offering before Jehovah; and Aaron made atonement for them to cleanse them.




 


  こうして後、レビびとは会見の幕屋にはいって、アロンとその子たちに仕えて務をした。すなわち、彼らはレビびとの事について、主がモーセに命じられた所にしたがって、そのように彼らに行った。 


 And afterwards the Levites came in to perform their service in the tent of meeting before Aaron, and before his sons; as Jehovah had commanded Moses concerning the Levites, so did they to them.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「レビびとは次のようにしなければならない。すなわち、二十五歳以上の者は務につき、会見の幕屋の働きをしなければならない。 


 This is that which concerneth the Levites: from twenty-five years old and upward shall he come to labour in the work of the service of the tent of meeting.




 


  しかし、五十歳からは務の働きを退き、重ねて務をしてはならない。 


 And from fifty years old he shall retire from the labour of the service, and shall serve no more;




 


  ただ、会見の幕屋でその兄弟たちの務の助けをすることができる。しかし、務をしてはならない。あなたがレビびとにその務をさせるには、このようにしなければならない」。 


 but he shall minister with his brethren in the tent of meeting, and keep the charge, but he shall not serve [in] the service. Thus shalt thou do unto the Levites with regard to their charges.
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  エジプトの国を出た次の年の正月、主はシナイの荒野でモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses in the wilderness of Sinai, in the first month of the second year after their departure from the land of Egypt, saying,




 


  「イスラエルの人々に、過越の祭を定めの時に行わせなさい。 


 Let the children of Israel also hold the passover at its set time;




 


  この月の十四日の夕暮、定めの時に、それを行わなければならない。あなたがたは、そのすべての定めと、そのすべてのおきてにしたがって、それを行わなければならない」。 


 on the fourteenth day in this month between the two evenings, ye shall hold it at its set time; according to all the rites of it, and according to all the ordinances thereof shall ye hold it.




 


  そこでモーセがイスラエルの人々に、過越の祭を行わなければならないと言ったので、 


 And Moses spoke to the children of Israel, that they should hold the passover.




 


  彼らは正月の十四日の夕暮、シナイの荒野で過越の祭を行った。すなわち、イスラエルの人々は、すべて主がモーセに命じられたようにおこなった。 


 And they held the passover in the first [month] on the fourteenth day of the month, between the two evenings, in the wilderness of Sinai: according to all that Jehovah had commanded Moses, so did the children of Israel.




 


  ところが人の死体に触れて身を汚したために、その日に過越の祭を行うことのできない人々があって、その日モーセとアロンの前にきて、 


 And there were men, who were unclean through the dead body of a man, and could not hold the passover on that day; and they came before Moses and before Aaron on that day.




 


  その人々は彼に言った、「わたしたちは人の死体に触れて身を汚しましたが、なぜその定めの時に、イスラエルの人々と共に、主に供え物をささげることができないのですか」。 


 And those men said to him, We are unclean by reason of the dead body of a man: why are we kept back, that we may not present the offering of Jehovah at its set time among the children of Israel?




 


  モーセは彼らに言った、「しばらく待て。主があなたがたについて、どう仰せになるかを聞こう」。 


 And Moses said to them, Stay, and I will hear what Jehovah commands concerning you.




 


  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に言いなさい、『あなたがたのうち、また、あなたがたの子孫のうち、死体に触れて身を汚した人も、遠い旅路にある人も、なお、過越の祭を主に対して行うことができるであろう。 


 Speak unto the children of Israel, saying, If any one of you or of your generations be unclean by reason of a dead body or be on a journey afar off, yet he shall hold the passover to Jehovah.




 


  すなわち、二月の十四日の夕暮、それを行い、種入れぬパンと苦菜を添えて、それを食べなければならない。 


 In the second month, on the fourteenth day, between the two evenings, shall they hold it; with unleavened bread and bitter herbs shall they eat it.




 


  これを少しでも朝まで残しておいてはならない。またその骨は一本でも折ってはならない。過越の祭のすべての定めにしたがってこれを行わなければならない。 


 They shall leave none of it until the morning, nor break a bone thereof: according to every ordinance of the passover shall they hold it.




 


  しかし、その身は清く、旅に出てもいないのに、過越の祭を行わないときは、その人は民のうちから断たれるであろう。このような人は、定めの時に主の供え物をささげないゆえ、その罪を負わなければならない。 


 But a man that is clean, and is not on a journey, and forbeareth to hold the passover, that soul shall be cut off from among his peoples; because he presented not the offering of Jehovah at its set time: that man shall bear his sin.




 


  もし他国の人が、あなたがたのうちに寄留していて、主に対して過越の祭を行おうとするならば、過越の祭の定めにより、そのおきてにしたがって、これを行わなければならない。あなたがたは他国の人にも、自国の人にも、同一の定めを用いなければならない』」。 


 And if a stranger shall sojourn among you, and would hold the passover to Jehovah, according to the rite of the passover, and according to the ordinance thereof, so shall he do. Ye shall have one rite, both for the stranger and for him that is born in the land.




 


  幕屋を建てた日に、雲は幕屋をおおった。すれはすなわち、あかしの幕屋であって、夕には、幕屋の上に、雲は火のように見えて、朝にまで及んだ。 


 And on the day that the tabernacle was set up, the cloud covered the tabernacle of the tent of testimony; and at even it was upon the tabernacle as the appearance of fire, until the morning.




 


  常にそうであって、昼は雲がそれをおおい、夜は火のように見えた。 


 So it was continually: the cloud covered it, and at night it was as the appearance of fire.




 


  雲が幕屋を離れてのぼる時は、イスラエルの人々は、ただちに道に進んだ。また雲がとどまる所に、イスラエルの人々は宿営した。 


 And when the cloud rose from the tent, then the children of Israel journeyed; and at the place where the cloud stood still, there the children of Israel encamped.




 


  すなわち、イスラエルの人々は、主の命によって道に進み、主の命によって宿営し、幕屋の上に雲がとどまっている間は、宿営していた。 


 According to the commandment of Jehovah the children of Israel journeyed, and according to the commandment of Jehovah they [remained] encamped; all the days that the cloud dwelt upon the tabernacle they encamped.




 


  幕屋の上に、日久しく雲のとどまる時は、イスラエルの人々は主の言いつけを守って、道に進まなかった。 


 And when the cloud was long upon the tabernacle many days, then the children of Israel kept the charge of Jehovah, and journeyed not.




 


  また幕屋の上に、雲のとどまる日の少ない時もあったが、彼らは、ただ主の命にしたがって宿営し、主の命にしたがって、道に進んだ。 


 And if it were so that the cloud was a few days upon the tabernacle, according to the commandment of Jehovah they encamped, and according to the commandment of Jehovah they journeyed.




 


  また雲は夕から朝まで、とどまることもあったが、朝になって、雲がのぼる時は、彼らは道に進んだ。また昼でも夜でも、雲がのぼる時は、彼らは道に進んだ。 


 And if it were so that the cloud was there from the evening until the morning, and that the cloud was taken up in the morning, then they journeyed; or a day and a night, and the cloud was taken up, they journeyed;




 


  ふつかでも、一か月でも、あるいはそれ以上でも、幕屋の上に、雲がとどまっている間は、イスラエルの人々は宿営していて、道に進まなかったが、それがのぼると道に進んだ。 


 or two days, or a month, or many days, when the cloud was long upon the tabernacle, dwelling upon it, the children of Israel [remained] encamped, and journeyed not; but when it was taken up, they journeyed.




 


  すなわち、彼らは主の命にしたがって宿営し、主の命にしたがって道に進み、モーセによって、主が命じられたとおりに、主の言いつけを守った。 


 At the commandment of Jehovah they encamped, and at the commandment of Jehovah they journeyed: they kept the charge of Jehovah according to the commandment of Jehovah through Moses.
民数記 10

⇈ 旧約聖書


↥ 民数記 


↤  


↦  




詩のインデックス:


  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  






 


  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「銀のラッパを二本つくりなさい。すなわち、打物造りとし、それで会衆を呼び集め、また宿営を進ませなさい。 


 Make thee two trumpets of silver; of beaten work shalt thou make them; and they shall serve for the calling together of the assembly, and for the journeying of the camps.




 


  この二つを吹くときは、全会衆が会見の幕屋の入口に、あなたの所に集まってこなければならない。 


 And when they shall blow with them, the whole assembly shall gather to thee at the entrance of the tent of meeting.




 


  もしその一つだけを吹くときは、イスラエルの氏族の長であるつかさたちが、あなたの所に集まってこなければならない。 


 And if they blow with one, then the princes, the heads of the thousands of Israel, shall gather unto thee.




 


  またあなたがたが警報を吹き鳴らす時は、東の方の宿営が、道に進まなければならない。 


 And when ye blow an alarm, the camps that lie eastward shall set forward.




 


  二度目の警報を吹き鳴らす時は、南の方の宿営が、道に進まなければならない。すべて道に進む時は、警報を吹き鳴らさなければならない。 


 And when ye blow an alarm the second time, the camps that lie southward shall set forward; they shall blow an alarm on their setting forward.




 


  また会衆を集める時にも、ラッパを吹き鳴らすが、警報は吹き鳴らしてはならない。 


 And when the congregation is to be gathered together, ye shall blow, but ye shall not blow an alarm:




 


  アロンの子である祭司たちが、ラッパを吹かなければならない。これはあなたがたが、代々ながく守るべき定めとしなければならない。 


 the sons of Aaron, the priests, shall blow with the trumpets; and they shall be to you for an everlasting statute throughout your generations.




 


  また、あなたがたの国で、あなたがたをしえたげるあだとの戦いに出る時は、ラッパをもって、警報を吹き鳴らさなければならない。そうするならば、あなたがたは、あなたがたの神、主に覚えられて、あなたがたの敵から救われるであろう。 


 And if ye go to war in your land against the enemy that oppresseth you, then ye shall blow an alarm with the trumpets; and ye shall be remembered before Jehovah your God, and ye shall be saved from your enemies.




 


  また、あなたがたの喜びの日、あなたがたの祝いの時、および月々の第一日には、あなたがたの燔祭と酬恩祭の犠牲をささげるに当って、ラッパを吹き鳴らさなければならない。そうするならば、あなたがたの神は、それによって、あなたがたを覚えられるであろう。わたしはあなたがたの神、主である」。 


 And in the day of your gladness, and in your set feasts, and in your new moons, ye shall blow with the trumpets over your burnt-offerings and over your sacrifices of peace-offering; and they shall be to you for a memorial before your God: I am Jehovah your God.




 


  第二年の二月二十日に、雲があかしの幕屋を離れてのぼったので、 


 And it came to pass in the second year, in the second month, on the twentieth of the month, that the cloud was taken up from off the tabernacle of the testimony.




 


  イスラエルの人々は、シナイの荒野を出て、その旅路に進んだが、パランの荒野に至って、雲はとどまった。 


 And the children of Israel set forward according to their journeys out of the wilderness of Sinai; and the cloud stood still in the wilderness of Paran.




 


  こうして彼らは、主がモーセによって、命じられたところにしたがって、道に進むことを始めた。 


 And they first took their journey, according to the commandment of Jehovah through Moses.




 


  先頭には、ユダの子たちの宿営の旗が、その部隊を従えて進んだ。ユダの部隊の長はアミナダブの子ナション、 


 The standard of the camp of the children of Judah set forward first according to their hosts, and over his host was Nahshon the son of Amminadab;




 


  イッサカルの子たちの部族の部隊の長はツアルの子ネタニエル、 


 and over the host of the tribe of the children of Issachar was Nethaneel the son of Zuar;




 


  ゼブルンの子たちの部族の部隊の長はヘロンの子エリアブであった。 


 and over the host of the tribe of the children of Zebulun was Eliab the son of Helon.




 


  そして幕屋は取りくずされ、ゲルションの子たち、およびメラリの子たちは幕屋を運び進んだ。 


 And the tabernacle was taken down; and the sons of Gershon and the sons of Merari set forward bearing the tabernacle.




 


  次にルベンの宿営の旗が、その部隊を従えて進んだ。ルベンの部隊の長はシデウルの子エリヅル、 


 And the standard of the camp of Reuben set forward according to their hosts, and over his host was Elizur the son of Shedeur;




 


  シメオンの子たちの部族の部隊の長はツリシャダイの子シルミエル、 


 and over the host of the tribe of the children of Simeon was Shelumiel the son of Zurishaddai;




 


  ガドの子たちの部族の部隊の長はデウエルの子エリアサフであった。 


 and over the host of the tribe of the children of Gad was Eliasaph the son of Deuel.




 


  そしてコハテびとは聖なる物を運び進んだ。これが着くまでに、人々は幕屋を建て終るのである。 


 And the Kohathites set forward bearing the sanctuary: and [the others] set up the tabernacle whilst they came.




 


  次にエフライムの子たちの宿営の旗が、その部隊を従えて進んだ。エフライムの部隊の長はアミホデの子エリシャマ、 


 And the standard of the camp of the children of Ephraim set forward according to their hosts, and over his host was Elishama the son of Ammihud;




 


  マナセの子たちの部族の部隊の長はパダヅルの子ガマリエル、 


 and over the host of the tribe of the children of Manasseh was Gamaliel the son of Pedahzur;




 


  ベニヤミンの子たちの部族の部隊の長はギデオニの子アビダンであった。 


 and over the host of the tribe of the children of Benjamin was Abidan the son of Gideoni.




 


  次にダンの子たちの宿営の旗が、その部隊を従えて進んだ。この部隊はすべての宿営のしんがりであった。ダンの部隊の長はアミシャダイの子アヒエゼル、 


 And the standard of the camp of the children of Dan set forward, the rear-guard of all the camps according to their hosts, and over his host was Ahiezer the son of Ammishaddai;




 


  アセルの子たちの部族の部隊の長はオクランの子パギエル、 


 and over the host of the tribe of the children of Asher was Pagiel the son of Ocran;




 


  ナフタリの子たちの部族の部隊の長はエナンの子アヒラであった。 


 and over the host of the tribe of the children of Naphtali was Ahira the son of Enan.




 


  イスラエルの人々が、その道に進む時は、このように、その部隊に従って進んだ。 


 These were the settings forward of the children of Israel according to their hosts: so did they set forward.




 


  さて、モーセは、妻の父、ミデヤンびとリウエルの子ホバブに言った、「わたしたちは、かつて主がおまえたちに与えると約束された所に向かって進んでいます。あなたも一緒においでください。あなたが幸福になられるようにいたしましょう。主がイスラエルに幸福を約束されたのですから」。 


 And Moses said to Hobab, the son of Reuel the Midianite, Moses' father-in-law, We are journeying to the place of which Jehovah said, I will give it unto you: come with us, and we will do thee good; for Jehovah has spoken good concerning Israel.




 


  彼はモーセに言った、「わたしは行きません。わたしは国に帰って、親族のもとに行きます」。 


 And he said to him, I will not go; but to mine own land, and to my kindred will I go.




 


  モーセはまた言った、「どうかわたしたちを見捨てないでください。あなたは、わたしたちが荒野のどこに宿営すべきかを御存じですから、わたしたちの目となってください。 


 And he said, Leave me not, I pray thee, because thou knowest where we are to encamp in the wilderness, and thou wilt be to us for eyes.




 


  もしあなたが一緒においでくださるなら、主がわたしたちに賜わる幸福をあなたにも及ぼしましょう」。 


 And it shall be, if thou come with us, that whatever good Jehovah doeth unto us, so will we do to thee.




 


  こうして彼らは主の山を去って、三日の行程を進んだ。主の契約の箱は、その三日の行程の間、彼らに先立って行き、彼らのために休む所を尋ねもとめた。 


 And they set forward from the mountain of Jehovah [and went] three days' journey; and the ark of the covenant of Jehovah went before them in the three days' journey, to search out a resting-place for them.




 


  彼らが宿営を出て、道に進むとき、昼は主の雲が彼らの上にあった。 


 And the cloud of Jehovah was over them by day when they set forward out of the camp.




 


  契約の箱の進むときモーセは言った、「主よ、立ちあがってください。あなたの敵は打ち散らされ、あなたを憎む者どもは、あなたの前から逃げ去りますように」。 


 And it came to pass when the ark set forward, that Moses said, Rise up, Jehovah, and let thine enemies be scattered; And let them that hate thee flee before thy face.




 


  またそのとどまるとき、彼は言った、「主よ、帰ってきてください、イスラエルのちよろずの人に」。 


 And when it rested, he said, Return, Jehovah, unto the myriads of the thousands of Israel.
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  さて、民は災難に会っている人のように、主の耳につぶやいた。主はこれを聞いて怒りを発せられ、主の火が彼らのうちに燃えあがって、宿営の端を焼いた。 


 And it came to pass that when the people murmured, it was evil in the ears of Jehovah; and Jehovah heard it, and his anger was kindled, and the fire of Jehovah burned among them, and consumed [some] in the extremity of the camp.




 


  そこで民はモーセにむかって叫んだ。モーセが主に祈ったので、その火はしずまった。 


 And the people cried to Moses; and Moses prayed to Jehovah -- and the fire abated.




 


  主の火が彼らのうちに燃えあがったことによって、その所の名はタベラと呼ばれた。 


 And they called the name of that place Taberah; because a fire of Jehovah burned among them.




 


  また彼らのうちにいた多くの寄り集まりびとは欲心を起し、イスラエルの人々もまた再び泣いて言った、「ああ、肉が食べたい。 


 And the mixed multitude that was among them lusted; and the children of Israel also wept again and said, Who will give us flesh to eat?




 


  われわれは思い起すが、エジプトでは、ただで、魚を食べた。きゅうりも、すいかも、にらも、たまねぎも、そして、にんにくも。 


 We remember the fish that we ate in Egypt for nothing; the cucumbers, and the melons, and the leeks, and the onions, and the garlic;




 


  しかし、いま、われわれの精根は尽きた。われわれの目の前には、このマナのほか何もない」。 


 and now our soul is dried up: there is nothing at all but the manna before our eyes.




 


  マナは、こえんどろの実のようで、色はブドラクの色のようであった。 


 And the manna was as coriander seed, and its appearance as the appearance of bdellium.




 


  民は歩きまわって、これを集め、ひきうすでひき、または、うすでつき、かまで煮て、これをもちとした。その味は油菓子の味のようであった。 


 The people went about, and gathered it, and ground it with hand-mills, or beat it in mortars, and boiled it in pots, and made cakes of it; and the taste of it was as the taste of oil-cakes.




 


  夜、宿営の露がおりるとき、マナはそれと共に降った。 


 And when the dew fell upon the camp by night, the manna fell upon it.




 


  モーセは、民が家ごとに、おのおのその天幕の入口で泣くのを聞いた。そこで主は激しく怒られ、またモーセは不快に思った。 


 And Moses heard the people weep throughout their families, every one at the entrance of his tent; and the anger of Jehovah was kindled greatly; it was also evil in the eyes of Moses.




 


  そして、モーセは主に言った、「あなたはなぜ、しもべに悪い仕打ちをされるのですか。どうしてわたしはあなたの前に恵みを得ないで、このすべての民の重荷を負わされるのですか。 


 And Moses said to Jehovah, Why hast thou done evil to thy servant, and why have I not found favour in thine eyes, that thou layest the burden of all this people upon me?




 


  わたしがこのすべての民を、はらんだのですか。わたしがこれを生んだのですか。そうではないのに、あなたはなぜわたしに『養い親が乳児を抱くように、彼らをふところに抱いて、あなたが彼らの先祖たちに誓われた地に行け』と言われるのですか。 


 Have I conceived all this people, have I brought them forth, that thou sayest to me, Carry them in thy bosom, as the nursing-father beareth the suckling, unto the land which thou didst swear unto their fathers?




 


  わたしはどこから肉を獲て、このすべての民に与えることができましょうか。彼らは泣いて、『肉を食べさせよ』とわたしに言っているのです。 


 Whence should I have flesh to give unto all this people? for they weep unto me, saying, Give us flesh that we may eat!




 


  わたしひとりでは、このすべての民を負うことができません。それはわたしには重過ぎます。 


 I am not able to bear all this people alone, for it is too heavy for me.




 


  もしわたしがあなたの前に恵みを得ますならば、わたしにこのような仕打ちをされるよりは、むしろ、ひと思いに殺し、このうえ苦しみに会わせないでください」。 


 And if thou deal thus with me, slay me, I pray thee, if I have found favour in thine eyes, that I may not behold my wretchedness.




 


  主はモーセに言われた、「イスラエルの長老たちのうち、民の長老となり、つかさとなるべきことを、あなたが知っている者七十人をわたしのもとに集め、会見の幕屋に連れてきて、そこにあなたと共に立たせなさい。 


 And Jehovah said to Moses, Gather unto me seventy men of the elders of Israel, whom thou knowest to be the elders of the people, and their officers; and take them to the tent of meeting, and they shall stand there with thee.




 


  わたしは下って、その所で、あなたと語り、またわたしはあなたの上にある霊を、彼らにも分け与えるであろう。彼らはあなたと共に、民の重荷を負い、あなたが、ただひとりで、それを負うことのないようにするであろう。 


 And I will come down and talk with thee there; and I will take of the Spirit which is upon thee, and will put it upon them; and they shall bear the burden of the people with thee, and thou shalt not bear it alone.




 


  あなたはまた民に言いなさい、『あなたがたは身を清めて、あすを待ちなさい。あなたがたは肉を食べることができるであろう。あなたがたが泣いて主の耳に、わたしたちは肉が食べたい。エジプトにいた時は良かったと言ったからである。それゆえ、主はあなたがたに肉を与えて食べさせられるであろう。 


 And unto the people shalt thou say, Hallow yourselves for to-morrow, and ye shall eat flesh; for ye have wept in the ears of Jehovah, saying, Who will give us flesh to eat? for it was well with us in Egypt; and Jehovah will give you flesh, and ye shall eat.




 


  あなたがたがそれを食べるのは、一日や二日や五日や十日や二十日ではなく、 


 Not one day shall ye eat, nor two days, nor five days, neither ten days, nor twenty days;




 


  一か月に及び、ついにあなたがたの鼻から出るようになり、あなたがたは、それに飽き果てるであろう。それはあなたがたのうちにおられる主を軽んじて、その前に泣き、なぜ、わたしたちはエジプトから出てきたのだろうと言ったからである』」。 


 [but] for a whole month, until it come out at your nostrils, and it become loathsome unto you; because that ye have despised Jehovah who is among you, and have wept before him, saying, Why came we forth out of Egypt?




 


  モーセは言った、「わたしと共におる民は徒歩の男子だけでも六十万です。ところがあなたは、『わたしは彼らに肉を与えて一か月のあいだ食べさせよう』と言われます。 


 And Moses said, The people in whose midst I am are six hundred thousand footmen; and thou sayest, I will give them flesh that they may eat a whole month.




 


  羊と牛の群れを彼らのためにほふって、彼らを飽きさせるというのですか。海のすべての魚を彼らのために集めて、彼らを飽きさせるというのですか」。 


 Shall flocks and herds be slaughtered for them, to suffice them? or shall all the fish of the sea be gathered for them, to suffice them?




 


  主はモーセに言われた、「主の手は短かろうか。あなたは、いま、わたしの言葉の成るかどうかを見るであろう」。 


 And Jehovah said to Moses, Hath Jehovah's hand become short? Now shalt thou see whether my word will come to pass unto thee or not.




 


  この時モーセは出て、主の言葉を民に告げ、民の長老たち七十人を集めて、幕屋の周囲に立たせた。 


 And Moses went out and told the people the words of Jehovah; and he gathered the seventy men of the elders of the people, and set them round about the tent.




 


  主は雲のうちにあって下り、モーセと語られ、モーセの上にある霊を、その七十人の長老たちにも分け与えられた。その霊が彼らの上にとどまった時、彼らは預言した。ただし、その後は重ねて預言しなかった。 


 And Jehovah came down in a cloud, and spoke to him, and took of the Spirit that was upon him, and put it upon the seventy men, the elders; and it came to pass, that when the Spirit rested on them, they prophesied, but they did not repeat [it].




 


  その時ふたりの者が、宿営にとどまっていたが、ひとりの名はエルダデと言い、ひとりの名はメダデといった。彼らの上にも霊がとどまった。彼らは名をしるされた者であったが、幕屋に行かなかったので、宿営のうちで預言した。 


 And two men remained in the camp, the name of the one, Eldad, and the name of the other, Medad; and the Spirit rested upon them (and they were among them that were written, but they had not gone out to the tent); and they prophesied in the camp.




 


  時にひとりの若者が走ってきて、モーセに告げて言った、「エルダデとメダデとが宿営のうちで預言しています」。 


 And there ran a youth, and told Moses, and said, Eldad and Medad are prophesying in the camp.




 


  若い時からモーセの従者であったヌンの子ヨシュアは答えて言った、「わが主、モーセよ、彼らをさし止めてください」。 


 And Joshua the son of Nun, the attendant of Moses, one of his young men, answered and said, My lord Moses, forbid them!




 


  モーセは彼に言った、「あなたは、わたしのためを思って、ねたみを起しているのか。主の民がみな預言者となり、主がその霊を彼らに与えられることは、願わしいことだ」。 


 But Moses said to him, Enviest thou for my sake? would that all Jehovah's people were prophets, [and] that Jehovah would put his Spirit upon them!




 


  こうしてモーセはイスラエルの長老たちと共に、宿営に引きあげた。 


 And Moses withdrew into the camp, he and the elders of Israel.




 


  さて、主のもとから風が起り、海の向こうから、うずらを運んできて、これを宿営の近くに落した。その落ちた範囲は、宿営の周囲で、こちら側も、おおよそ一日の行程、あちら側も、おおよそ一日の行程、地面から高さおおよそ二キュビトであった。 


 And there went forth a wind from Jehovah, and drove quails from the sea, and cast them about the camp, about a day's journey on this side, and about a day's journey on the other side, round about the camp, and about two cubits above the earth.




 


  そこで民は立ち上がってその日は終日、その夜は終夜、またその次の日も終日、うずらを集めたが、集める事の最も少ない者も、十ホメルほど集めた。彼らはみな、それを宿営の周囲に広げておいた。 


 And the people rose up all that day, and the whole night, and all the next day, and they gathered the quails: he that gathered little gathered ten homers; and they spread them abroad for themselves round about the camp.




 


  その肉がなお、彼らの歯の間にあって食べつくさないうちに、主は民にむかって怒りを発し、主は非常に激しい疫病をもって民を撃たれた。 


 The flesh was yet between their teeth, before it was chewed, when the wrath of Jehovah was kindled against the people, and Jehovah smote the people with a very great plague.




 


  これによって、その所の名はキブロテ・ハッタワと呼ばれた。欲心を起した民を、そこに埋めたからである。 


 And they called the name of that place Kibroth-hattaavah; because there they buried the people who lusted.




 


  キブロテ・ハッタワから、民はハゼロテに進み、ハゼロテにとどまった。 


 From Kibroth-hattaavah the people journeyed to Hazeroth; and they were at Hazeroth.
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  モーセはクシの女をめとっていたが、そのクシの女をめとったゆえをもって、ミリアムとアロンはモーセを非難した。 


 And Miriam and Aaron spoke against Moses because of the Ethiopian woman whom he had taken; for he had taken a Cushite as wife.




 


  彼らは言った、「主はただモーセによって語られるのか。われわれによっても語られるのではないのか」。主はこれを聞かれた。 


 And they said, Has Jehovah indeed spoken only to Moses? has he not spoken also to us? And Jehovah heard it.




 


  モーセはその人となり柔和なこと、地上のすべての人にまさっていた。 


 But the man Moses was very meek, above all men that were upon the face of the earth.




 


  そこで、主は突然モーセとアロン、およびミリアムにむかって「あなたがた三人、会見の幕屋に出てきなさい」と言われたので、彼ら三人は出てきたが、 


 Then Jehovah spoke suddenly to Moses, and to Aaron, and to Miriam, Come out ye three unto the tent of meeting. And they went out, they three.




 


  主は雲の柱のうちにあって下り、幕屋の入口に立って、アロンとミリアムを呼ばれた。彼らふたりが進み出ると、 


 And Jehovah came down in the pillar of the cloud, and stood at the entrance of the tent, and called Aaron and Miriam; and they both came forth.




 


  彼らに言われた、「あなたがたは、いま、わたしの言葉を聞きなさい。あなたがたのうちに、もし、預言者があるならば、主なるわたしは幻をもって、これにわたしを知らせ、また夢をもって、これと語るであろう。 


 And he said, Hear now my words: If there be a prophet among you, I Jehovah will make myself known to him in a vision, I will speak to him in a dream.




 


  しかし、わたしのしもべモーセとは、そうではない。彼はわたしの全家に忠信なる者である。 


 Not so my servant Moses: he is faithful in all my house.




 


  彼とは、わたしは口ずから語り、明らかに言って、なぞを使わない。彼はまた主の形を見るのである。なぜ、あなたがたはわたしのしもべモーセを恐れず非難するのか」。 


 Mouth to mouth do I speak to him openly, and not in riddles; and the form of Jehovah doth he behold. Why then were ye not afraid to speak against my servant, against Moses?




 


  主は彼らにむかい怒りを発して去られた。 


 And the anger of Jehovah was kindled against them, and he went away;




 


  雲が幕屋の上を離れ去った時、ミリアムは、らい病となり、その身は雪のように白くなった。アロンがふり返ってミリアムを見ると、彼女はらい病になっていた。 


 and the cloud departed from off the tent. And behold, Miriam was leprous as snow; and Aaron turned toward Miriam, and behold, she was leprous.




 


  そこで、アロンはモーセに言った、「ああ、わが主よ、わたしたちは愚かなことをして罪を犯しました。どうぞ、その罰をわたしたちに受けさせないでください。 


 Then Aaron said to Moses, Alas, my lord, I beseech thee, lay not this sin upon us, wherein we have been foolish, and have sinned!




 


  どうぞ彼女を母の胎から肉が半ば滅びうせて出る死人のようにしないでください」。 


 Let her not be as one stillborn, half of whose flesh is consumed when he comes out of his mother's womb.




 


  その時モーセは主に呼ばわって言った、「ああ、神よ、どうぞ彼女をいやしてください」。 


 And Moses cried to Jehovah, saying, O ùGod, heal her, I beseech thee!




 


  主はモーセに言われた、「彼女の父が彼女の顔につばきしてさえ、彼女は七日のあいだ、恥じて身を隠すではないか。彼女を七日のあいだ、宿営の外で閉じこめておかなければならない。その後、連れもどしてもよい」。 


 And Jehovah said to Moses, But had her father anyways spat in her face, should she not be shamed seven days? She shall be shut outside the camp seven days, and afterwards she shall be received in [again].




 


  そこでミリアムは七日のあいだ、宿営の外で閉じこめられた。民はミリアムが連れもどされるまでは、道に進まなかった。 


 And Miriam was shut outside the camp seven days; and the people did not journey till Miriam was received in [again].




 


  その後、民はハゼロテを立って進み、パランの荒野に宿営した。 


 And afterwards the people journeyed from Hazeroth, and encamped in the wilderness of Paran.
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  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「人をつかわして、わたしがイスラエルの人々に与えるカナンの地を探らせなさい。すなわち、その父祖の部族ごとに、すべて彼らのうちのつかさたる者ひとりずつをつかわしなさい」。 


 Send thou men, that they may search out the land of Canaan, which I give unto the children of Israel. Ye shall send a man of every tribe of his fathers, each a prince among them.




 


  モーセは主の命にしたがって、パランの荒野から彼らをつかわした。その人々はみなイスラエルの人々のかしらたちであった。 


 And Moses sent them from the wilderness of Paran: according to the commandment of Jehovah, all of them heads of the children of Israel.




 


  彼らの名は次のとおりである。ルベンの部族ではザックルの子シャンマ、 


 And these are their names: for the tribe of Reuben, Shammua the son of Zaccur;




 


  シメオンの部族ではホリの子シャパテ、 


 for the tribe of Simeon, Shaphat the son of Hori;




 


  ユダの部族ではエフンネの子カレブ、 


 for the tribe of Judah, Caleb the son of Jephunneh;




 


  イッサカルの部族ではヨセフの子イガル、 


 for the tribe of Issachar, Igal the son of Joseph;




 


  エフライムの部族ではヌンの子ホセア、 


 for the tribe of Ephraim, Hoshea the son of Nun;




 


  ベニヤミンの部族ではラフの子パルテ、 


 for the tribe of Benjamin, Palti the son of Raphu;




 


  ゼブルンの部族ではソデの子ガデエル、 


 for the tribe of Zebulun, Gaddiel the son of Sodi;




 


  ヨセフの部族すなわち、マナセの部族ではスシの子ガデ、 


 for the tribe of Joseph, for the tribe of Manasseh, Gaddi the son of Susi;




 


  ダンの部族ではゲマリの子アンミエル、 


 for the tribe of Dan, Ammiel the son of Gemalli;




 


  アセルの部族ではミカエルの子セトル、 


 for the tribe of Asher, Sethur the son of Michael;




 


  ナフタリの部族ではワフシの子ナヘビ、 


 for the tribe of Naphtali, Nahbi the son of Vophsi;




 


  ガドの部族ではマキの子ギウエル。 


 for the tribe of Gad, Geuel the son of Machi.




 


  以上はモーセがその地を探らせるためにつかわした人々の名である。そしてモーセはヌンの子ホセアをヨシュアと名づけた。 


 These are the names of the men whom Moses sent to search out the land. And Moses called Hoshea the son of Nun, Jehoshua.




 


  モーセは彼らをつかわし、カナンの地を探らせようとして、これに言った、「あなたがたはネゲブに行って、山に登り、 


 And Moses sent them to search out the land of Canaan, and said to them, Go up this way by the south and go up into the hill-country,




 


  その地の様子を見、そこに住む民は、強いか弱いか、少ないか多いか、 


 and ye shall see the land, what it is; and the people that dwell in it, whether they are strong or weak, few or many;




 


  また彼らの住んでいる地は、良いか悪いか。人々の住んでいる町々は、天幕か、城壁のある町か、 


 and what the land is that they dwell in, whether it is good or bad; and what cities they are that they dwell in, whether in camps, or in strongholds;




 


  その地は、肥えているか、やせているか、そこには、木があるかないかを見なさい。あなたがたは、勇んで行って、その地のくだものを取ってきなさい」。時は、ぶどうの熟し始める季節であった。 


 and what the land is, whether it is fat or lean, whether there are trees in it, or not. And take courage, and bring of the fruit of the land. Now the time was the time of the first grapes.




 


  そこで、彼らはのぼっていって、その地をチンの荒野からハマテの入口に近いレホブまで探った。 


 And they went up, and searched out the land from the wilderness of Zin to Rehob, where one comes towards Hamath.




 


  彼らはネゲブにのぼって、ヘブロンまで行った。そこにはアナクの子孫であるアヒマン、セシャイ、およびタルマイがいた。ヘブロンはエジプトのゾアンよりも七年前に建てられたものである。 


 And they went up by the south, and came to Hebron; and Ahiman, Sheshai, and Talmai, the children of Anak, were there. Now Hebron had been built seven years before Zoan in Egypt.




 


  ついに彼らはエシコルの谷に行って、そこで一ふさのぶどうの枝を切り取り、これを棒をもって、ふたりでかつぎ、また、ざくろといちじくをも取った。 


 And they came as far as the valley of Eshcol, and cut down thence a branch with one bunch of grapes, and they bore it between two upon a pole; and [they brought] of the pomegranates, and of the figs.




 


  イスラエルの人々が、そこで切り取ったぶどうの一ふさにちなんで、その所はエシコルの谷と呼ばれた。 


 That place was called the valley of Eshcol, because of the grapes which the children of Israel had cut down there.




 


  四十日の後、彼らはその地を探り終って帰ってきた。 


 And they returned from searching out the land after forty days.




 


  そして、パランの荒野にあるカデシにいたモーセとアロン、およびイスラエルの人々の全会衆のもとに行って、彼らと全会衆とに復命し、その地のくだものを彼らに見せた。 


 And they came, and went to Moses and to Aaron, and to the whole assembly of the children of Israel, to the wilderness of Paran, to Kadesh; and brought back word to them, and to the whole assembly; and shewed them the fruit of the land.




 


  彼らはモーセに言った、「わたしたちはあなたが、つかわした地へ行きました。そこはまことに乳と蜜の流れている地です。これはそのくだものです。 


 And they told him, and said, We came to the land to which thou didst send us, and surely it floweth with milk and honey; and this is the fruit of it.




 


  しかし、その地に住む民は強く、その町々は堅固で非常に大きく、わたしたちはそこにアナクの子孫がいるのを見ました。 


 Only, the people are strong that dwell in the land, and the cities are walled, very great; moreover we saw the children of Anak there.




 


  またネゲブの地には、アマレクびとが住み、山地にはヘテびと、エブスびと、アモリびとが住み、海べとヨルダンの岸べには、カナンびとが住んでいます」。 


 Amalek dwells in the land of the south; and the Hittites, and the Jebusites, and the Amorites dwell in the hill-country; and the Canaanites dwell by the sea, and by the side of the Jordan.




 


  そのとき、カレブはモーセの前で、民をしずめて言った、「わたしたちはすぐにのぼって、攻め取りましょう。わたしたちは必ず勝つことができます」。 


 And Caleb stilled the people before Moses, and said, Let us go up boldly and possess it, for we are well able to do it.




 


  しかし、彼とともにのぼって行った人々は言った、「わたしたちはその民のところへ攻めのぼることはできません。彼らはわたしたちよりも強いからです」。 


 But the men that went up with him said, We are not able to go up against the people, for they are stronger than we.




 


  そして彼らはその探った地のことを、イスラエルの人々に悪く言いふらして言った、「わたしたちが行き巡って探った地は、そこに住む者を滅ぼす地です。またその所でわたしたちが見た民はみな背の高い人々です。 


 And they brought to the children of Israel an evil report of the land which they had searched out, saying, The land, which we have passed through to search it out, is a land that eateth up its inhabitants; and all the people that we have seen in it are men of great stature;




 


  わたしたちはまたそこで、ネピリムから出たアナクの子孫ネピリムを見ました。わたしたちには自分が、いなごのように思われ、また彼らにも、そう見えたに違いありません」。 


 and there have we seen giants -- the sons of Anak are of the giants -- and we were in our sight as grasshoppers, and so we were also in their sight.
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  そこで、会衆はみな声をあげて叫び、民はその夜、泣き明かした。 


 And the whole assembly lifted up their voice, and cried; and the people wept that night.




 


  またイスラエルの人々はみなモーセとアロンにむかってつぶやき、全会衆は彼らに言った、「ああ、わたしたちはエジプトの国で死んでいたらよかったのに。この荒野で死んでいたらよかったのに。 


 And all the children of Israel murmured against Moses and against Aaron; and the whole assembly said to them, Would that we had died in the land of Egypt! or in this wilderness would that we had died!




 


  なにゆえ、主はわたしたちをこの地に連れてきて、つるぎに倒れさせ、またわたしたちの妻子をえじきとされるのであろうか。エジプトに帰る方が、むしろ良いではないか」。 


 And why is Jehovah bringing us to this land that we may fall by the sword, that our wives and our little ones may become a prey? Is it not better for us to return to Egypt?




 


  彼らは互に言った、「わたしたちはひとりのかしらを立てて、エジプトに帰ろう」。 


 And they said one to another, Let us make a captain, and let us return to Egypt.




 


  そこで、モーセとアロンはイスラエルの人々の全会衆の前でひれふした。 


 Then Moses and Aaron fell upon their faces before the whole congregation of the assembly of the children of Israel.




 


  このとき、その地を探った者のうちのヌンの子ヨシュアとエフンネの子カレブは、その衣服を裂き、 


 And Joshua the son of Nun, and Caleb the son of Jephunneh, of them that searched out the land, rent their garments.




 


  イスラエルの人々の全会衆に言った、「わたしたちが行き巡って探った地は非常に良い地です。 


 And they spoke to the whole assembly of the children of Israel, saying, The land, which we passed through to search it out, is a very, very good land.




 


  もし、主が良しとされるならば、わたしたちをその地に導いて行って、それをわたしたちにくださるでしょう。それは乳と蜜の流れている地です。 


 If Jehovah delight in us, he will bring us into this land, and give it us, a land that flows with milk and honey;




 


  ただ、主にそむいてはなりません。またその地の民を恐れてはなりません。彼らはわたしたちの食い物にすぎません。彼らを守る者は取り除かれます。主がわたしたちと共におられますから、彼らを恐れてはなりません」。 


 only rebel not against Jehovah; and fear not the people of the land; for they shall be our food. Their defence is departed from them, and Jehovah is with us: fear them not.




 


  ところが会衆はみな石で彼らを撃ち殺そうとした。そのとき、主の栄光が、会見の幕屋からイスラエルのすべての人に現れた。 


 And the whole assembly said that they should be stoned with stones. And the glory of Jehovah appeared in the tent of meeting to all the children of Israel.




 


  主はモーセに言われた、「この民はいつまでわたしを侮るのか。わたしがもろもろのしるしを彼らのうちに行ったのに、彼らはいつまでわたしを信じないのか。 


 And Jehovah said to Moses, How long will this people despise me? and how long will they not believe me, for all the signs which I have done among them?




 


  わたしは疫病をもって彼らを撃ち滅ぼし、あなたを彼らよりも大いなる強い国民としよう」。 


 I will smite them with the pestilence, and destroy them, and will make of thee a nation greater and mightier than they.




 


  モーセは主に言った、「エジプトびとは、あなたが力をもって、この民を彼らのうちから導き出されたことを聞いて、 


 And Moses said to Jehovah, Then the Egyptians will hear it; for in thy might thou broughtest up this people from the midst of them;




 


  この地の住民に告げるでしょう。彼らは、主なるあなたが、この民のうちにおられ、主なるあなたが、まのあたり現れ、あなたの雲が、彼らの上にとどまり、昼は雲の柱のうちに、夜は火の柱のうちにあって、彼らの前に行かれるのを聞いたのです。 


 and they will tell it to the inhabitants of this land, [who] have heard that thou, Jehovah, art in the midst of this people, that thou, Jehovah, lettest thyself be seen eye to eye, and that thy cloud standeth over them, and that thou goest before them, in a pillar of cloud by day, and in a pillar of fire by night;




 


  いま、もし、あなたがこの民をひとり残らず殺されるならば、あなたのことを聞いた国民は語って、 


 if thou now slayest this people as one man, then the nations that have heard thy fame will speak, saying,




 


  『主は与えると誓った地に、この民を導き入れることができなかったため、彼らを荒野で殺したのだ』と言うでしょう。 


 Because Jehovah was not able to bring this people into the land that he had sworn unto them, he has therefore slain them in the wilderness.




 


  どうぞ、あなたが約束されたように、いま主の大いなる力を現してください。 


 And now, I beseech thee, let the power of the Lord be great, according as thou hast spoken, saying,




 


  あなたはかつて、『主は怒ることおそく、いつくしみに富み、罪ととがをゆるす者、しかし、罰すべき者は、決してゆるさず、父の罪を子に報いて、三、四代に及ぼす者である』と言われました。 


 Jehovah is slow to anger, and abundant in goodness, forgiving iniquity and transgression, but by no means clearing [the guilty], visiting the iniquity of the fathers upon the children, upon the third and fourth [generation].




 


  どうぞ、あなたの大いなるいつくしみによって、エジプトからこのかた、今にいたるまで、この民をゆるされたように、この民の罪をおゆるしください」。 


 Pardon, I beseech thee, the iniquity of this people according to the greatness of thy loving-kindness, and as thou hast forgiven this people, from Egypt even until now.




 


  主は言われた、「わたしはあなたの言葉のとおりにゆるそう。 


 And Jehovah said, I have pardoned according to thy word.




 


  しかし、わたしは生きている。また主の栄光が、全世界に満ちている。 


 But as surely as I live, all the earth shall be filled with the glory of Jehovah!




 


  わたしの栄光と、わたしがエジプトと荒野で行ったしるしを見ながら、このように十度もわたしを試みて、わたしの声に聞きしたがわなかった人々はひとりも、 


 for all those men who have seen my glory, and my signs, which I did in Egypt and in the wilderness, and have tempted me these ten times, and have not hearkened to my voice,




 


  わたしがかつて彼らの先祖たちに与えると誓った地を見ないであろう。またわたしを侮った人々も、それを見ないであろう。 


 shall in no wise see the land which I did swear unto their fathers: none of them that despised me shall see it.




 


  ただし、わたしのしもべカレブは違った心をもっていて、わたしに完全に従ったので、わたしは彼が行ってきた地に彼を導き入れるであろう。彼の子孫はそれを所有するにいたるであろう。 


 But my servant Caleb, because he hath another spirit in him, and hath followed me fully, him will I bring into the land whereinto he came; and his seed shall possess it.




 


  谷にはアマレクびととカナンびとが住んでいるから、あなたがたは、あす、身をめぐらして紅海の道を荒野へ進みなさい」。 


 (Now the Amalekites and the Canaanites dwell in the valley.) To-morrow turn you, and take your journey into the wilderness, on the way to the Red sea.




 


  主はモーセとアロンに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses and to Aaron, saying,




 


  「わたしにむかってつぶやくこの悪い会衆をいつまで忍ぶことができようか。わたしはイスラエルの人々が、わたしにむかってつぶやくのを聞いた。 


 How long [shall I bear] with this evil assembly, which murmur against me? I have heard the murmurings of the children of Israel, which they murmur against me.




 


  あなたは彼らに言いなさい、『主は言われる、「わたしは生きている。あなたがたが、わたしの耳に語ったように、わたしはあなたがたにするであろう。 


 Say unto them, As surely as I live, saith Jehovah, if I do not do unto you as ye have spoken in mine ears!




 


  あなたがたは死体となって、この荒野に倒れるであろう。あなたがたのうち、わたしにむかってつぶやいた者、すなわち、すべて数えられた二十歳以上の者はみな倒れるであろう。 


 In this wilderness shall your carcases fall; and all that were numbered of you, according to your whole number from twenty years old and upwards, who have murmured against me,




 


  エフンネの子カレブと、ヌンの子ヨシュアのほかは、わたしがかつて、あなたがたを住まわせようと、手をあげて誓った地に、はいることができないであろう。 


 shall in no wise come into the land, concerning which I have lifted up my hand to make you dwell in it; save Caleb the son of Jephunneh, and Joshua the son of Nun.




 


  しかし、あなたがたが、えじきになるであろうと言ったあなたがたの子供は、わたしが導いて、はいるであろう。彼らはあなたがたが、いやしめた地を知るようになるであろう。 


 But your little ones, of whom ye said they should be a prey, them will I bring in, and they shall know the land that ye have despised.




 


  しかしあなたがたは死体となってこの荒野に倒れるであろう。 


 And as to you, your carcases shall fall in this wilderness.




 


  あなたがたの子たちは、あなたがたの死体が荒野に朽ち果てるまで四十年のあいだ、荒野で羊飼となり、あなたがたの不信の罪を負うであろう。 


 And your children shall wander in the wilderness forty years, and bear your whoredoms, until your carcases be wasted in the wilderness.




 


  あなたがたは、かの地を探った四十日の日数にしたがい、その一日を一年として、四十年のあいだ、自分の罪を負い、わたしがあなたがたを遠ざかったことを知るであろう」。 


 After the number of the days in which ye have searched out the land, forty days, each day for a year shall ye bear your iniquities forty years, and ye shall know mine estrangement [from you].




 


  主なるわたしがこれを言う。わたしは必ずわたしに逆らって集まったこの悪い会衆に、これをことごとく行うであろう。彼らはこの荒野に朽ち、ここで死ぬであろう』」。 


 I Jehovah have spoken; I will surely do it unto all this evil assembly which have gathered together against me! in this wilderness they shall be consumed, and there they shall die.




 


  こうして、モーセにつかわされ、かの地を探りに行き、帰ってきて、その地を悪く言い、全会衆を、モーセにむかって、つぶやかせた人々、 


 And the men whom Moses had sent to search out the land, who returned, and made the whole assembly to murmur against him, by bringing up an evil report upon the land,




 


  すなわち、その地を悪く言いふらした人々は、疫病にかかって主の前に死んだが、 


 even those men who had brought up an evil report upon the land, died by a plague before Jehovah.




 


  その地を探りに行った人々のうち、ヌンの子ヨシュアと、エフンネの子カレブとは生き残った。 


 But Joshua the son of Nun, and Caleb the son of Jephunneh, lived still of the men that had gone to search out the land.




 


  モーセが、これらのことを、イスラエルのすべての人々に告げたとき、民は非常に悲しみ、 


 And Moses told all these sayings to all the children of Israel; then the people mourned greatly.




 


  朝早く起きて山の頂きに登って言った、「わたしたちはここにいる。さあ、主が約束された所へ上って行こう。わたしたちは罪を犯したのだから」。 


 And they rose up early in the morning, and went up to the hill-top, saying, Here are we, and we will go up to the place of which Jehovah has spoken; for we have sinned.




 


  モーセは言った、「あなたがたは、それをなし遂げることもできないのに、どうして、そのように主の命にそむくのか。 


 And Moses said, Why now do ye transgress the commandment of Jehovah? but it shall not prosper!




 


  あなたがたは上って行ってはならない。主があなたがたのうちにおられないから、あなたがたは敵の前に、撃ち破られるであろう。 


 Go not up, for Jehovah is not among you; that ye be not smitten before your enemies;




 


  そこには、アマレクびとと、カナンびとがあなたがたの前にいるから、あなたがたは、つるぎに倒れるであろう。あなたがたがそむいて、主に従わなかったゆえ、主はあなたがたと共におられないからである」。 


 for the Amalekites and the Canaanites are there before you, and ye shall fall by the sword; for as ye have turned away from Jehovah, Jehovah will not be with you.




 


  しかし、彼らは、ほしいままに山の頂に登った。ただし、主の契約の箱と、モーセとは、宿営の中から出なかった。 


 Yet they presumed to go up to the hill-top; but the ark of the covenant of Jehovah, and Moses, did not depart from the midst of the camp.




 


  そこで、その山に住んでいたアマレクびとと、カナンびとが下ってきて、彼らを撃ち破り、ホルマまで追ってきた。 


 And the Amalekites and the Canaanites who dwelt on that hill, came down and smote them, and cut them to pieces, as far as Hormah.
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  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に言いなさい、『あなたがたが、わたしの与えて住ませる地に行って、 


 Speak unto the children of Israel, and say unto them, When ye come into the land of your dwellings, which I give unto you,




 


  主に火祭をささげる時、すなわち特別の誓願の供え物、あるいは自発の供え物、あるいは祝のときの供え物として、牛または羊を燔祭または犠牲としてささげ、主に香ばしいかおりとするとき、 


 and will make an offering by fire to Jehovah, a burnt-offering or a sacrifice for the performance of a vow, or as a voluntary offering, or in your set feasts, to make a sweet odour to Jehovah, of the herd or of the flock,




 


  その供え物を主にささげる者は、燔祭または犠牲と共に、小羊一頭ごとに、麦粉一エパの十分の一に、油一ヒンの四分の一を混ぜたものを、素祭としてささげ、ぶどう酒一ヒンの四分の一を、灌祭としてささげなければならない。 


 then shall he that presenteth his offering to Jehovah bring as oblation a tenth part of fine flour mingled with a fourth part of a hin of oil;




 


  その供え物を主にささげる者は、燔祭または犠牲と共に、小羊一頭ごとに、麦粉一エパの十分の一に、油一ヒンの四分の一を混ぜたものを、素祭としてささげ、ぶどう酒一ヒンの四分の一を、灌祭としてささげなければならない。 


 and of wine for a drink-offering shalt thou offer the fourth part of a hin with the burnt-offering, or with the sacrifice, for one lamb.




 


  もし、また雄羊を用いるときは、麦粉一エパの十分の二に、油一ヒンの三分の一を混ぜたものを、素祭としてささげ、 


 And for a ram thou shalt offer as oblation two tenth parts of fine flour mingled with oil, a third part of a hin,




 


  また、ぶどう酒一ヒンの三分の一を、灌祭としてささげて、主に香ばしいかおりとしなければならない。 


 and of wine for a drink-offering shalt thou offer the third part of a hin; for a sweet odour to Jehovah.




 


  またあなたが特別の誓願の供え物、あるいは酬恩祭を、主にささげる時、若い雄牛を、燔祭または犠牲とするならば、 


 And when thou offerest a bullock for a burnt-offering, or a sacrifice for the performance of a vow, or for a peace-offering to Jehovah,




 


  麦粉一エパの十分の三に、油一ヒンの二分の一を混ぜたものを、素祭として、若い雄牛と共にささげ、 


 then shall they present with the bullock as oblation three tenth parts of fine flour mingled with half a hin of oil;




 


  また、ぶどう酒一ヒンの二分の一を、灌祭としてささげなければならない。これは火祭であって、主に香ばしいかおりとするものである。 


 and of wine shalt thou present half a hin, for a drink-offering, as an offering by fire, of a sweet odour to Jehovah.




 


  雄牛、あるいは雄羊、あるいは小羊、あるいは子やぎは、一頭ごとに、このようにしなければならない。 


 Thus shall it be done for one ox, or for one ram, or for a lamb, or for a kid;




 


  すなわち、あなたがたのささげる数にてらし、その数にしたがって、一頭ごとに、このようにしなければならない。 


 according to the number that ye offer, so shall ye do to every one according to their number.




 


  すべて国に生れた者が、火祭をささげて、主に香ばしいかおりとするときは、このように、これらのことを行わなければならない。 


 And all that are born in the land shall do these things thus, in presenting an offering by fire of a sweet odour to Jehovah.




 


  またあなたがたのうちに寄留している他国人、またはあなたがたのうちに、代々ながく住む者が、火祭をささげて、主に香ばしいかおりとしようとする時は、あなたがたがするように、その人もしなければならない。 


 And if a stranger sojourn with you, or whoever be among you throughout your generations, and will offer an offering by fire of a sweet odour to Jehovah, -- as ye do, so shall he do.




 


  会衆たる者は、あなたがたも、あなたがたのうちに寄留している他国人も、同一の定めに従わなければならない。これは、あなたがたが代々ながく守るべき定めである。他国の人も、主の前には、あなたがたと等しくなければならない。 


 As to the congregation, there shall be one statute for you, and for the stranger that sojourneth with you, an everlasting statute throughout your generations: as ye are, so shall the stranger be, before Jehovah.




 


  すなわち、あなたがたも、あなたがたのうちに寄留している他国人も、同一の律法、同一のおきてに従わなければならない』」。 


 One law and one ordinance shall be for you, and for the stranger that sojourneth with you.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に言いなさい、『わたしが導いて行く地に、あなたがたがはいって、 


 Speak unto the children of Israel, and say unto them, When ye come into the land whither I bring you,




 


  その地の食物を食べるとき、あなたがたは、ささげ物を主にささげなければならない。 


 then it shall be, when ye eat of the bread of the land, that ye shall offer a heave-offering to Jehovah;




 


  すなわち、麦粉の初物で作った菓子を、ささげ物としなければならない。これを、打ち場からのささげ物のように、ささげなければならない。 


 the first of your dough shall ye offer, a cake, for a heave-offering; as the heave-offering of the threshing-floor, so shall ye offer this.




 


  あなたがたは代々その麦粉の初物で、主にささげ物をしなければならない。 


 Of the first of your dough ye shall give to Jehovah a heave-offering throughout your generations.




 


  あなたがたが、もしあやまって、主がモーセに告げられたこのすべての戒めを行わず、 


 And if ye sin inadvertently, and do not all these commandments, which Jehovah hath spoken unto Moses,




 


  主がモーセによって戒めを与えられた日からこのかた、代々にわたり、あなたがたに命じられたすべての事を行わないとき、 


 all that Jehovah hath commanded you through Moses, from the day that Jehovah gave commandment, and henceforward throughout your generations;




 


  すなわち、会衆が知らずに、あやまって犯した時は、全会衆は若い雄牛一頭を、燔祭としてささげ、主に香ばしいかおりとし、これに素祭と灌祭とを定めのように加え、また雄やぎ一頭を、罪祭としてささげなければならない。 


 then it shall be, if ought be committed by inadvertence [hid] from the eyes of the assembly, that the whole assembly shall offer one young bullock for a burnt-offering, for a sweet odour to Jehovah, and its oblation and its drink-offering according to the ordinance, and one buck of the goats for a sin-offering.




 


  そして祭司は、イスラエルの人々の全会衆のために、罪のあがないをしなければならない。そうすれば、彼らはゆるされるであろう。それは過失だからである。彼らはその過失のために、その供え物として、火祭を主にささげ、また罪祭を主の前にささげなければならない。 


 And the priest shall make atonement for the whole assembly of the children of Israel, and it shall be forgiven them; for it was a sin of inadvertence, and they have brought before Jehovah their offering, as an offering by fire to Jehovah, and their sin-offering for their [sin of] inadvertence;




 


  そうすれば、イスラエルの人々の全会衆はゆるされ、また彼らのうちに寄留している他国人も、ゆるされるであろう。民はみな過失を犯したからである。 


 and it shall be forgiven the whole assembly of the children of Israel, and the stranger that sojourneth among them; for with all the people there was [a sin of] inadvertence.




 


  もし人があやまって罪を犯す時は、一歳の雌やぎ一頭を罪祭としてささげなければならない。 


 And if one soul sin through inadvertence, then he shall present a yearling she-goat for a sin-offering.




 


  そして祭司は、人があやまって罪を犯した時、そのあやまって罪を犯した人のために、主の前に罪のあがないをして、その罪をあがなわなければならない。そうすれば、彼はゆるされるであろう。 


 And the priest shall make atonement for the soul that hath done inadvertently, when he sinneth by inadvertence before Jehovah, to make atonement for him; and it shall be forgiven him.




 


  イスラエルの人々のうちの、国に生れた者でも、そのうちに寄留している他国人でも、あやまって罪を犯す者には、あなたがたは同一の律法を用いなければならない。 


 For him that is born in the land among the children of Israel, and for the stranger that sojourneth among them -- there shall be one law for you, for him who doeth anything through inadvertence.




 


  しかし、国に生れた者でも、他国の人でも、故意に罪を犯す者は主を汚すもので、その人は民のうちから断たれなければならない。 


 But the soul that doeth ought with a high hand, whether born in the land, or a stranger, he reproacheth Jehovah; and that soul shall be cut off from among his people.




 


  彼は主の言葉を侮り、その戒めを破ったのであるから、必ず断たれ、その罪を負わなければならない』」。 


 For he hath despised the word of Jehovah, and hath broken his commandment: that soul shall surely be cut off; his iniquity is upon him.




 


  イスラエルの人々が荒野におるとき、安息日にひとりの人が、たきぎを集めるのを見た。 


 And while the children of Israel were in the wilderness they found a man gathering sticks on the sabbath day.




 


  そのたきぎを集めるのを見た人々は、その人をモーセとアロン、および全会衆のもとに連れてきたが、 


 And they that found him gathering sticks brought him to Moses and Aaron, and to the whole assembly.




 


  どう取り扱うべきか、まだ示しを受けていなかったので、彼を閉じ込めておいた。 


 And they put him in custody, for it was not declared what should be done to him.




 


  そのとき、主はモーセに言われた、「その人は必ず殺されなければならない。全会衆は宿営の外で、彼を石で撃ち殺さなければならない」。 


 And Jehovah said to Moses, The man shall certainly be put to death: the whole assembly shall stone him with stones outside the camp.




 


  そこで、全会衆は彼を宿営の外に連れ出し、彼を石で撃ち殺し、主がモーセに命じられたようにした。 


 And the whole assembly led him outside the camp, and stoned him with stones, and he died, as Jehovah had commanded Moses.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に命じて、代々その衣服のすその四すみにふさをつけ、そのふさを青ひもで、すその四すみにつけさせなさい。 


 Speak unto the children of Israel, and bid them that they make them tassels on the corners of their garments, throughout their generations, and that they attach to the tassel of the corners a lace of blue;




 


  あなたがたが、そのふさを見て、主のもろもろの戒めを思い起して、それを行い、あなたがたが自分の心と、目の欲に従って、みだらな行いをしないためである。 


 and it shall be unto you for a tassel, that ye may look upon it, and remember all the commandments of Jehovah, and do them; and that ye seek not after [the lusts of] your own heart and your own eyes, after which ye go a whoring;




 


  こうして、あなたがたは、わたしのもろもろの戒めを思い起して、それを行い、あなたがたの神に聖なる者とならなければならない。 


 that ye may remember and do all my commandments, and be holy unto your God.




 


  わたしはあなたがたの神、主であって、あなたがたの神となるために、あなたがたをエジプトの国から導き出した者である。わたしはあなたがたの神、主である」。 


 I am Jehovah your God, who brought you out of the land of Egypt to be your God: I am Jehovah your God.
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  ここに、レビの子コハテの子なるイヅハルの子コラと、ルベンの子なるエリアブの子ダタンおよびアビラムと、ルベンの子なるペレテの子オンとが相結び、 


 And Korah, the son of Izhar, the son of Kohath, the son of Levi, made bold, and [with him] Dathan and Abiram, the sons of Eliab, and On, the son of Peleth, the sons of Reuben;




 


  イスラエルの人々のうち、会衆のうちから選ばれて、つかさとなった名のある人々二百五十人と共に立って、モーセに逆らった。 


 and they rose up against Moses, with two hundred and fifty men of the children of Israel, princes of the assembly, summoned to the council, men of renown;




 


  彼らは集まって、モーセとアロンとに逆らって言った、「あなたがたは、分を越えています。全会衆は、ことごとく聖なるものであって、主がそのうちにおられるのに、どうしてあなたがたは、主の会衆の上に立つのですか」。 


 and they gathered themselves together against Moses and against Aaron, and said to them, It is enough; for all the assembly, all of them are holy, and Jehovah is among them; and why do ye lift up yourselves above the congregation of Jehovah?




 


  モーセはこれを聞いてひれ伏した。 


 When Moses heard this, he fell on his face.




 


  やがて彼はコラと、そのすべての仲間とに言った、「あす、主は、主につくものはだれ、聖なる者はだれであるかを示して、その人をみもとに近づけられるであろう。すなわち、その選んだ人を、みもとに近づけられるであろう。 


 And he spoke to Korah and to all his band, saying, Even to-morrow will Jehovah make known who is his, and who is holy; and he will cause him to come near to him; and him whom he has chosen, him will he cause to come near to him.




 


  それで、次のようにしなさい。コラとそのすべての仲間とは、火ざらを取り、 


 This do: take you censers, Korah, and all his band,




 


  その中に火を入れ、それに薫香を盛って、あす、主の前に出なさい。その時、主が選ばれる人は聖なる者である。レビの子たちよ、あなたがたこそ、分を越えている」。 


 and put fire therein, and lay incense thereon before Jehovah to-morrow; and it shall be that the man whom Jehovah doth choose, he shall be holy. It is enough, ye sons of Levi!




 


  モーセはまたコラに言った、「レビの子たちよ、聞きなさい。 


 And Moses said to Korah, Hear, I pray you, ye sons of Levi!




 


  イスラエルの神はあなたがたをイスラエルの会衆のうちから分かち、主に近づかせて、主の幕屋の務をさせ、かつ会衆の前に立って仕えさせられる。これはあなたがたにとって、小さいことであろうか。 


 Is it too little for you, that the God of Israel has separated you from the assembly of Israel, to bring you near to himself to do the work of the tabernacle of Jehovah, and to stand before the assembly to minister to them?




 


  神はあなたとあなたの兄弟なるレビの子たちをみな近づけられた。あなたがたはなお、その上に祭司となることを求めるのか。 


 -- that he has brought thee near, and all thy brethren the sons of Levi with thee; and seek ye now the priesthood also?




 


  あなたとあなたの仲間は、みなそのために集まって主に敵している。あなたがたはアロンをなんと思って、彼に対してつぶやくのか」。 


 For which cause thou and all thy band are banded together against Jehovah; and Aaron, who is he that ye murmur against him?




 


  モーセは人をやって、エリアブの子ダタンとアビラムとを呼ばせたが、彼らは言った、「わたしたちは参りません。 


 And Moses sent to call Dathan and Abiram, the sons of Eliab; but they said, We will not come up!




 


  あなたは乳と蜜の流れる地から、わたしたちを導き出して、荒野でわたしたちを殺そうとしている。これは小さいことでしょうか。その上、あなたはわたしたちに君臨しようとしている。 


 Is it a small thing that thou hast brought us up out of a land flowing with milk and honey, to kill us in the wilderness, that thou must make thyself altogether a ruler over us?




 


  かつまた、あなたはわたしたちを、乳と蜜の流れる地に導いて行かず、畑と、ぶどう畑とを嗣業として与えもしない。これらの人々の目をくらまそうとするのですか。わたしたちは参りません」。 


 Moreover, thou hast not brought us into a land flowing with milk and honey, or given us inheritance of fields and vineyards: wilt thou put out the eyes of these men? we will not come up!




 


  モーセは大いに怒って、主に言った、「彼らの供え物を顧みないでください。わたしは彼らから、ろば一頭をも取ったことなく、また彼らのひとりをも害したことはありません」。 


 Then Moses was very wroth, and said to Jehovah, Have no regard to their oblation: not one ass have I taken from them, neither have I hurt one of them.




 


  そしてモーセはコラに言った、「あなたとあなたの仲間はみなアロンと一緒に、あす、主の前に出なさい。 


 And Moses said to Korah, Be thou and all thy band before Jehovah, thou, and they, and Aaron, to-morrow.




 


  あなたがたは、おのおの火ざらを取って、それに薫香を盛り、おのおのその火ざらを主の前に携えて行きなさい。その火ざらは会わせて二百五十。あなたとアロンも、おのおの火ざらを携えて行きなさい」。 


 And take each his censer, and put incense thereon, and present before Jehovah every man his censer, two hundred and fifty censers; and thou, and Aaron, each his censer.




 


  彼らは、おのおの火ざらを取り、火をその中に入れ、それに薫香を盛り、モーセとアロンも共に、会見の幕屋の入口に立った。 


 And they took each his censer, and put fire on them, and laid incense thereon, and stood before the entrance to the tent of meeting, as well as Moses and Aaron.




 


  そのとき、コラは会衆を、ことごとく会見の幕屋の入口に集めて、彼らふたりに逆らわせようとしたが、主の栄光は全会衆に現れた。 


 And Korah gathered the whole assembly against them to the entrance of the tent of meeting. And the glory of Jehovah appeared to all the assembly.




 


  主はモーセとアロンに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses and to Aaron, saying,




 


  「あなたがたはこの会衆を離れなさい。わたしはただちに彼らを滅ぼすであろう」。 


 Separate yourselves from the midst of this assembly, and I will consume them in a moment.




 


  彼らふたりは、ひれ伏して言った、「神よ、すべての肉なる者の命の神よ、このひとりの人が、罪を犯したからといって、あなたは全会衆に対して怒られるのですか」。 


 And they fell on their faces, and said, O ùGod, the God of the spirits of all flesh! shall *one* man sin, and wilt thou be wroth with the whole assembly?




 


  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「あなたは会衆に告げて、コラとダタンとアビラムのすまいの周囲を去れと言いなさい」。 


 Speak unto the assembly, saying, Get you up from about the habitation of Korah, Dathan, and Abiram.




 


  モーセは立ってダタンとアビラムのもとに行ったが、イスラエルの長老たちも、彼に従って行った。 


 And Moses rose up and went to Dathan and Abiram; and the elders of Israel followed him.




 


  モーセは会衆に言った、「どうぞ、あなたがたはこれらの悪い人々の天幕を離れてください。彼らのものには何にも触れてはならない。彼らのもろもろの罪によって、あなたがたも滅ぼされてはいけないから」。 


 And he spoke to the assembly, saying, Depart, I pray you, from the tents of these wicked men, and touch nothing of theirs, lest ye perish in all their sins.




 


  そこで人々はコラとダタンとアビラムのすまいの周囲を離れ去った。そして、ダタンとアビラムとは、妻、子、および幼児と一緒に出て、天幕の入口に立った。 


 And they got up from the habitation of Koran, Dathan, and Abiram, on every side. And Dathan and Abiram came out, and stood in the entrance of their tents, and their wives, and their sons, and their little ones.




 


  モーセは言った、「あなたがたは主がこれらのすべての事をさせるために、わたしをつかわされたこと、またわたしが、これを自分の心にしたがって行うものでないことを、次のことによって知るであろう。 


 And Moses said, Hereby ye shall know that Jehovah has sent me to do all these deeds, for they are not out of my own heart:




 


  すなわち、もしこれらの人々が、普通の死に方で死に、普通の運命に会うのであれば、主がわたしをつかわされたのではない。 


 if these men die as all men die, and are visited with the visitation of all men, Jehovah has not sent me;




 


  しかし、主が新しい事をされ、地が口を開いて、これらの人々と、それに属する者とを、ことごとくのみつくして、生きながら陰府に下らせられるならば、あなたがたはこれらの人々が、主を侮ったのであることを知らなければならない」。 


 but if Jehovah make a new thing, and the ground open its mouth, and swallow them up, and all that they have, and they go down alive into Sheol, then ye shall know that these men have despised Jehovah.




 


  モーセが、これらのすべての言葉を述べ終ったとき、彼らの下の土地が裂け、 


 And it came to pass when he had ended speaking all these words, that the ground clave apart that was under them.




 


  地は口を開いて、彼らとその家族、ならびにコラに属するすべての人々と、すべての所有物をのみつくした。 


 And the earth opened its mouth, and swallowed them up, and their households, and all the men that belonged to Korah, and all their property.




 


  すなわち、彼らと、彼らに属するものは、皆生きながら陰府に下り、地はその上を閉じふさいで、彼らは会衆のうちから、断ち滅ぼされた。 


 And they went down, they and all that they had, alive into Sheol, and the earth covered them; and they perished from among the congregation.




 


  この時、その周囲にいたイスラエルの人々は、みな彼らの叫びを聞いて逃げ去り、「恐らく地はわたしたちをも、のみつくすであろう」と言った。 


 And all Israel that were round about them fled at their cry; for they said, Lest the earth swallow us up!




 


  また主のもとから火が出て、薫香を供える二百五十人をも焼きつくした。 


 And there came out a fire from Jehovah, and consumed the two hundred and fifty men that had presented incense.




 


  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「あなたは祭司アロンの子エレアザルに告げて、その燃える火の中から、かの火ざらを取り出させ、その中の火を遠く広くまき散らさせなさい。それらの火ざらは聖となったから、 


 Speak to Eleazar the son of Aaron the priest, that he take up the censers out of the burning; and scatter the fire afar; for they are hallowed,




 


  罪を犯して命を失った人々の、これらの火ざらを、広い延べ板として、祭壇のおおいとしなさい。これは主の前にささげられて、聖となったからである。こうして、これはイスラエルの人々に、しるしとなるであろう」。 


 the censers of these sinners who have forfeited their life; and they shall make them into broad plates for the covering of the altar; for they presented them before Jehovah, therefore they are hallowed; and they shall be a sign unto the children of Israel.




 


  そこで祭司エレアザルは、かの焼き殺された人々が供えた青銅の火ざらを取り、これを広く打ち延ばして、祭壇のおおいとし、 


 And Eleazar the priest took the copper censers, which they that were burnt had presented; and they were made broad plates for a covering of the altar:




 


  これをイスラエルの人々の記念の物とした。これはアロンの子孫でないほかの人が、主の前に近づいて、薫香をたくことのないようにするため、またその人がコラ、およびその仲間のようにならないためである。すなわち、主がモーセによってエレアザルに言われたとおりである。 


 as a memorial to the children of Israel, that no stranger who is not of the seed of Aaron come near to burn incense before Jehovah, that he be not as Korah, and as his band, -- as Jehovah had said to him through Moses.




 


  その翌日、イスラエルの人々の会衆は、みなモーセとアロンとにつぶやいて言った、「あなたがたは主の民を殺しました」。 


 And the whole assembly of the children of Israel murmured on the morrow against Moses and against Aaron, saying, Ye have killed the people of Jehovah.




 


  会衆が集まって、モーセとアロンとに逆らったとき、会見の幕屋を望み見ると、雲がこれをおおい、主の栄光が現れていた。 


 And it came to pass, when the assembly was gathered together against Moses and against Aaron, that they looked toward the tent of meeting, and behold, the cloud covered it, and the glory of Jehovah appeared.




 


  モーセとアロンとが、会見の幕屋の前に行くと、 


 And Moses and Aaron went before the tent of meeting.




 


  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「あなたがたはこの会衆を離れなさい。わたしはただちに彼らを滅ぼそう」。そこで彼らふたりは、ひれ伏した。 


 Get you up from the midst of this assembly, and I will consume them in a moment. And they fell on their faces.




 


  モーセはアロンに言った、「あなたは火ざらを取って、それに祭壇から取った火を入れ、その上に薫香を盛り、急いでそれを会衆のもとに持って行って、彼らのために罪のあがないをしなさい。主が怒りを発せられ、疫病がすでに始まったからです」。 


 And Moses said to Aaron, Take the censer, and put fire thereon from off the altar, and lay on incense, and carry it quickly to the assembly, and make atonement for them; for there is wrath gone out from Jehovah: the plague is begun.




 


  そこで、アロンはモーセの言ったように、それを取って会衆の中に走って行ったが、疫病はすでに民のうちに始まっていたので、薫香をたいて、民のために罪のあがないをし、 


 And Aaron took as Moses had said, and ran into the midst of the congregation; and behold, the plague had begun among the people; and he put on incense, and made atonement for the people.




 


  すでに死んだ者と、なお生きている者との間に立つと、疫病はやんだ。 


 And he stood between the dead and the living; and the plague was stayed.




 


  コラの事によって死んだ者のほかに、この疫病によって死んだ者は一万四千七百人であった。 


 Now they that died in the plague were fourteen thousand seven hundred, besides them that had died because of the matter of Korah.




 


  アロンは会見の幕屋の入口にいるモーセのもとに帰った。こうして疫病はやんだ。 


 And Aaron returned to Moses to the entrance of the tent of meeting; and the plague was stayed.
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  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に告げて、彼らのうちから、おのおのの父祖の家にしたがって、つえ一本ずつを取りなさい。すなわち、そのすべてのつかさたちから、父祖の家にしたがって、つえ十二本を取り、その人々の名を、おのおのそのつえに書きしるし、 


 Speak unto the children of Israel, and take of them a staff, a staff for each father's house, of all their princes according to the houses of their fathers, twelve staves: thou shalt write each one's name upon his staff.




 


  レビのつえにはアロンの名を書きしるしなさい。父祖の家のかしらは、おのおののつえ一本を出すのだからである。 


 And Aaron's name shalt thou write upon the staff of Levi; for one staff shall be for [each] head of their fathers' houses.




 


  そして、これらのつえを、わたしがあなたがたに会う会見の幕屋の中の、あかしの箱の前に置きなさい。 


 And thou shalt lay them up in the tent of meeting before the testimony, where I meet with you.




 


  わたしの選んだ人のつえには、芽が出るであろう。こうして、わたしはイスラエルの人々が、あなたがたにむかって、つぶやくのをやめさせるであろう」。 


 And it shall come to pass, that the man whom I shall choose, his staff shall bud forth; and I will make to cease from before me the murmurings of the children of Israel, that they murmur against you.




 


  モーセが、このようにイスラエルの人々に語ったので、つかさたちはみな、その父祖の家にしたがって、おのおの、つえ一本ずつを彼に渡した。そのつえは合わせて十二本。アロンのつえも、そのつえのうちにあった。 


 And Moses spoke to the children of Israel, and all their princes gave him a staff, one staff for each prince according to their fathers' houses, twelve staves, and the staff of Aaron was among their staves.




 


  モーセは、それらのつえを、あかしの幕屋の中の、主の前に置いた。 


 And Moses laid the staves before Jehovah in the tent of the testimony.




 


  その翌日、モーセが、あかしの幕屋にはいって見ると、レビの家のために出したアロンのつえは芽をふき、つぼみを出し、花が咲いて、あめんどうの実を結んでいた。 


 And it came to pass, when on the morrow Moses went into the tent of the testimony, behold, the staff of Aaron for the house of Levi had budded, and brought forth buds, and bloomed blossoms, and ripened almonds.




 


  モーセがそれらのつえを、ことごとく主の前から、イスラエルのすべての人の所に持ち出したので、彼らは見て、おのおの自分のつえを取った。 


 And Moses brought out all the staves from before Jehovah to all the children of Israel, and they looked and took each one his staff.




 


  主はモーセに言われた、「アロンのつえを、あかしの箱の前に持ち帰り、そこに保存して、そむく者どものために、しるしとしなさい。こうして、彼らのわたしに対するつぶやきをやめさせ、彼らの死ぬのをまぬかれさせなければならない」。 


 And Jehovah said to Moses, Bring Aaron's staff again before the testimony, to be kept as a token for the sons of rebellion, that thou mayest put an end to their murmurings before me, that they may not die.




 


  モーセはそのようにして、主が彼に命じられたとおりに行った。 


 And Moses did so: as Jehovah had commanded him, so did he.




 


  イスラエルの人々は、モーセに言った、「ああ、わたしたちは死ぬ。破滅です、全滅です。 


 And the children of Israel spoke to Moses, saying, Lo, we expire, we perish, we all perish.




 


  主の幕屋に近づく者が、みな死ぬのであれば、わたしたちは死に絶えるではありませんか」。 


 Every one that comes at all near to the tabernacle of Jehovah shall die: shall we then expire altogether?
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  そこで、主はアロンに言われた、「あなたとあなたの子たち、およびあなたの父祖の家の者は、聖所に関する罪を負わなければならない。また、あなたとあなたの子たちとは、祭司職に関する罪を負わなければならない。 


 And Jehovah said to Aaron, Thou and thy sons and thy father's house with thee shall bear the iniquity of the sanctuary; and thou and thy sons with thee shall bear the iniquity of your priesthood.




 


  あなたはまた、あなたの兄弟なるレビの部族の者、すなわち、あなたの父祖の部族の者どもを、あなたに近づかせ、あなたに連なり、あなたに仕えさせなければならない。ただし、あなたとあなたの子たちとは、共にあかしの幕屋の前で仕えなければならない。 


 And thy brethren also, the tribe of Levi, the tribe of thy father, bring near with thee, that they may unite with thee, and minister unto thee; but thou and thy sons with thee [shall serve] before the tent of the testimony.




 


  彼らは、あなたの務と、すべての幕屋の務とを守らなければならない。ただし、聖所の器と、祭壇とに近づいてはならない。彼らもあなたがたも、死ぬことのないためである。 


 And they shall keep thy charge, and the charge of the whole tent: only they shall not come near to the vessels of the sanctuary and to the altar, that they may not die, and you as well as they.




 


  彼らはあなたに連なって、会見の幕屋の務を守り、幕屋のもろもろの働きをしなければならない。ほかの者は、あなたがたに近づいてはならない。 


 And they shall unite with thee, and keep the charge of the tent of meeting, for all the service of the tent; and no stranger shall come near to you.




 


  このように、あなたがたは、聖所の務と、祭壇の務とを守らなければならない。そうすれば、主の激しい怒りは、かさねてイスラエルの人々に臨まないであろう。 


 And ye shall keep the charge of the sanctuary, and the charge of the altar; that there come no wrath any more upon the children of Israel.




 


  わたしはあなたがたの兄弟たるレビびとを、イスラエルの人々のうちから取り、主のために、これを賜物として、あなたがたに与え、会見の幕屋の働きをさせる。 


 And I, behold, I have taken your brethren, the Levites, from among the children of Israel; to you are they given as a gift for Jehovah to perform the service of the tent of meeting.




 


  あなたとあなたの子たちは共に祭司職を守って、祭壇と、垂幕のうちのすべての事を執り行い、共に勤めなければならない。わたしは祭司の職務を賜物として、あなたがたに与える。ほかの人で近づく者は殺されるであろう」。 


 But thou and thy sons with thee shall attend to your priesthood for all that concerneth the altar, and for that which is inside the veil; and ye shall perform the service: I give you your priesthood as a service of gift, and the stranger that cometh near shall be put to death.




 


  主はまたアロンに言われた、「わたしはイスラエルの人々の、すべての聖なる供え物で、わたしにささげる物の一部をあなたに与える。すなわち、わたしはこれをあなたと、あなたの子たちに、その分け前として与え、永久に受くべき分とする。 


 And Jehovah spoke to Aaron, And I, behold, I have given thee the charge of my heave-offerings, of all the hallowed things of the children of Israel; to thee have I given them, because of the anointing, and to thy sons by an everlasting statute.




 


  いと聖なる供え物のうち、火で焼かずに、あなたに帰すべきものは次のとおりである。すなわち、わたしにささげるすべての供え物、素祭、罪祭、愆祭はみな、いと聖なる物であって、あなたとあなたの子たちに帰するであろう。 


 This shall be thine of the most holy things, [reserved] from the fire: every offering of theirs, of all their oblations, and of all their sin-offerings, and of all their trespass-offerings, which they render unto me, it is most holy for thee and for thy sons.




 


  いと聖なる所で、それを食べなければならない。男子はみな、それを食べることができる。それはあなたに帰すべき聖なる物である。 


 As most holy shalt thou eat it: every male shall eat it; it shall be holy unto thee.




 


  またあなたに帰すべきものはこれである。すなわち、イスラエルの人々のささげる供え物のうち、すべて揺祭とするものであって、これをあなたとあなたのむすこ娘に与えて、永久に受くべき分とする。あなたの家の者のうち、清い者はみな、これを食べることができる。 


 And this shall be thine: the heave-offering of their gift, with all the wave-offerings of the children of Israel; I have given them unto thee, and to thy sons and to thy daughters with thee, by an everlasting statute; every one that is clean in thy house shall eat of it.




 


  すべて油の最もよい物、およびすべて新しいぶどう酒と、穀物の最も良い物など、人々が主にささげる初穂をあなたに与える。 


 All the best of the oil, and all the best of the new wine, and of the wheat, the firstfruits of them which they give to Jehovah, have I given thee.




 


  国のすべての産物の初物で、人々が主のもとに携えてきたものは、あなたに帰するであろう。あなたの家の者のうち、清い者はみな、これを食べることができる。 


 The first ripe of everything that is in their land, which they shall bring to Jehovah, shall be thine; every one that is clean in thy house shall eat of it.




 


  イスラエルのうちの奉納物はみな、あなたに帰する。 


 Every devoted thing in Israel shall be thine.




 


  すべて肉なる者のういごであって、主にささげられる者はみな、人でも獣でも、あなたに帰する。ただし、人のういごは必ずあがなわなければならない。また汚れた獣のういごも、あがなわなければならない。 


 Everything that breaketh open the womb of all flesh, which they present to Jehovah, of men or of beasts, shall be thine; nevertheless the firstborn of man shalt thou in any case ransom, and the firstborn of unclean beasts shalt thou ransom.




 


  人のういごは生後一か月で、あがなわなければならない。そのあがない金はあなたの値積りにより、聖所のシケルにしたがって、銀五シケルでなければならない。一シケルは二十ゲラである。 


 And those that are to be ransomed from a month old shalt thou ransom, according to thy valuation, for the money of five shekels, after the shekel of the sanctuary, which is twenty gerahs.




 


  しかし、牛のういご、羊のういご、やぎのういごは、あがなってはならない。これらは聖なるものである。その血を祭壇に注ぎかけ、その脂肪を焼いて火祭とし、香ばしいかおりとして、主にささげなければならない。 


 But the firstborn of a cow, or the firstborn of a sheep, or the firstborn of a goat, thou shalt not ransom: they are holy. Thou shalt sprinkle their blood on the altar, and their fat shalt thou burn as an offering by fire for a sweet odour to Jehovah.




 


  その肉はあなたに帰する。それは揺祭の胸や右のももと同じく、あなたに帰する。 


 And their flesh shall be thine; as the wave-breast and as the right shoulder shall it be thine.




 


  イスラエルの人々が、主にささげる聖なる供え物はみな、あなたとあなたのむすこ娘とに与えて、永久に受ける分とする。これは主の前にあって、あなたとあなたの子孫とに対し、永遠に変らぬ塩の契約である」。 


 All the heave-offerings of the holy things, which the children of Israel offer to Jehovah, have I given thee, and to thy sons and to thy daughters with thee, by an everlasting statute: it shall be an everlasting covenant of salt before Jehovah unto thee and thy seed with thee.




 


  主はまたアロンに言われた、「あなたはイスラエルの人々の地のうちに、嗣業をもってはならない。また彼らのうちに、何の分をも持ってはならない。彼らのうちにあって、わたしがあなたの分であり、あなたの嗣業である。 


 And Jehovah said to Aaron, In their land thou shalt have no inheritance, neither shalt thou have any portion among them: I am thy portion and thine inheritance among the children of Israel.




 


  わたしはレビの子孫にはイスラエルにおいて、すべて十分の一を嗣業として与え、その働き、すなわち、会見の幕屋の働きに報いる。 


 And to the children of Levi, behold, I have given all the tithes in Israel for an inheritance, for their service which they perform, the service of the tent of meeting.




 


  イスラエルの人々は、かさねて会見の幕屋に近づいてはならない。罪を得て死なないためである。 


 Neither shall the children of Israel henceforth come near the tent of meeting, to bear sin and die.




 


  レビびとだけが会見の幕屋の働きをしなければならない。彼らがその罪を負うであろう。彼らがイスラエルの人々のうちに、嗣業の地を持たないことをもって、あなたがたの代々ながく守るべき定めとしなければならない。 


 But the Levite, he shall perform the service of the tent of meeting, and they shall bear their iniquity: it is an everlasting statute throughout your generations. And among the children of Israel shall they possess no inheritance;




 


  わたしはイスラエルの人々が供え物として主にささげる十分の一を、レビびとに嗣業として与えた。それで『彼らはイスラエルの人々のうちに、嗣業の地を持ってはならない』と、わたしは彼らに言ったのである」。 


 for I have given for an inheritance to the Levites the tithes of the children of Israel, which they offer as a heave-offering to Jehovah; therefore I have said of them, They shall possess no inheritance among the children of Israel.




 


  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「レビびとに言いなさい、『わたしがイスラエルの人々から取って、嗣業として与える十分の一を受ける時、あなたがたはその十分の一の十分の一を、主にささげなければならない。 


 And to the Levites shalt thou speak, and say unto them, When ye take of the children of Israel the tithes which I have given you from them for your inheritance, then ye shall offer a heave-offering from it for Jehovah, the tenth of the tithe.




 


  あなたがたのささげ物は、打ち場からの穀物や、酒ぶねからのぶどう酒と同じように見なされるであろう。 


 And your heave-offering shall be reckoned unto you, as the corn from the threshing-floor, and as the fulness of the winepress.




 


  そのようにあなたがたもまた、イスラエルの人々から受けるすべての十分の一の物のうちから、主に供え物をささげ、主にささげたその供え物を、祭司アロンに与えなければならない。 


 Thus ye also shall offer Jehovah's heave-offering of all your tithes, which ye take of the children of Israel; and ye shall give thereof Jehovah's heave-offering to Aaron the priest.




 


  あなたがたの受けるすべての贈物のうちから、その良いところ、すなわち、聖なる部分を取って、ことごとく供え物として、主にささげなければならない』。 


 Out of all that is given you ye shall offer the whole heave-offering of Jehovah, -- of all the best thereof the hallowed part thereof.




 


  あなたはまた彼らに言いなさい、『あなたがたが、そのうちから良いところを取ってささげる時、その残りの部分はレビびとには、打ち場の産物や、酒ぶねの産物と同じように見なされるであろう。 


 And thou shalt say unto them, When ye heave the best thereof from it, then it shall be counted unto the Levites as produce of the threshing-floor, and as produce of the winepress.




 


  あなたがたと、あなたがたの家族とは、どこでそれを食べてもよい。これは会見の幕屋であなたがたがする働きの報酬である。 


 And ye shall eat it in every place, ye and your households; for it is your reward for your service in the tent of meeting.




 


  あなたがたが、その良いところをささげるときは、それによって、あなたがたは罪を負わないであろう。あなたがたはイスラエルの人々の聖なる供え物を汚してはならない。死をまぬかれるためである』」。 


 And ye shall bear no sin by reason of it, if ye heave from it the best of it; and ye shall not profane the holy things of the children of Israel, lest ye die.
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  主はモーセとアロンに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses and to Aaron, saying,




 


  「主の命じられた律法の定めは次のとおりである。すなわち『イスラエルの人々に告げて、完全で、傷がなく、まだくびきを負ったことのない赤い雌牛を、あなたのもとに引いてこさせ、 


 This is the statute of the law which Jehovah hath commanded, saying, Speak unto the children of Israel, that they bring thee a red heifer without blemish, wherein is no defect, and upon which never came yoke;




 


  これを祭司エレアザルにわたして、宿営の外にひき出させ、彼の前でこれをほふらせなければならない。 


 and ye shall give it to Eleazar the priest, and he shall bring it outside the camp, and one shall slaughter it before him.




 


  そして祭司エレアザルは、指をもってその血を取り、会見の幕屋の表に向かって、その血を七たびふりかけなければならない。 


 And Eleazar the priest shall take of its blood with his finger, and shall sprinkle of its blood directly before the tent of meeting seven times.




 


  ついでその雌牛を自分の目の前で焼かせ、その皮と肉と血とは、その汚物と共に焼かなければならない。 


 And one shall burn the heifer before his eyes; its skin and its flesh, and its blood, with its dung, shall he burn.




 


  そして祭司は香柏の木と、ヒソプと、緋の糸とを取って雌牛の燃えているなかに投げ入れなければならない。 


 And the priest shall take cedar-wood, and hyssop, and scarlet, and cast them into the midst of the burning of the heifer.




 


  そして祭司は衣服を洗い、水に身をすすいで後、宿営に、はいることができる。ただし祭司は夕まで汚れる。 


 And the priest shall wash his garments, and he shall bathe his flesh in water, and afterwards he shall come into the camp; and the priest shall be unclean until the even;




 


  またその雌牛を焼いた者も水で衣服を洗い、水に身をすすがなければならない。彼も夕まで汚れる。 


 and he that hath burned it shall wash his garments in water, and bathe his flesh in water, and shall be unclean until the even.




 


  それから身の清い者がひとり、その雌牛の灰を集め、宿営の外の清い所にたくわえておかなければならない。これはイスラエルの人々の会衆のため、汚れを清める水をつくるために備えるものであって、罪を清めるものである。 


 And a clean man shall gather the ashes of the heifer, and deposit them outside the camp in a clean place, and it shall be kept for the assembly of the children of Israel for a water of separation: it is a purification for sin.




 


  その雌牛の灰を集めた者は衣服を洗わなければならない。その人は夕まで汚れる。これはイスラエルの人々と、そのうちに宿っている他国人との、永久に守るべき定めとしなければならない。 


 And he that hath gathered the ashes of the heifer shall wash his clothes, and be unclean until the even. And it shall be unto the children of Israel, and unto the stranger that sojourneth among them, an everlasting statute.




 


  すべて人の死体に触れる者は、七日のあいだ汚れる。 


 He that toucheth a dead person, any dead body of a man, shall be unclean seven days.




 


  その人は三日目と七日目とに、この灰の水をもって身を清めなければならない。そうすれば清くなるであろう。しかし、もし三日目と七日目とに、身を清めないならば、清くならないであろう。 


 He shall purify himself with it on the third day, and on the seventh day he shall be clean; but if he purify not himself the third day, then the seventh day he shall not be clean.




 


  すべて死人の死体に触れて、身を清めない者は主の幕屋を汚す者で、その人はイスラエルから断たれなければならない。汚れを清める水がその身に注ぎかけられないゆえ、その人は清くならず、その汚れは、なお、その身にあるからである。 


 Whoever toucheth a dead person, the dead body of a man that is dead, and purifieth not himself, defileth the tabernacle of Jehovah; and that soul shall be cut off from Israel; for the water of separation was not sprinkled upon him: he shall be unclean; his uncleanness is yet upon him.




 


  人が天幕の中で死んだ時に用いる律法は次のとおりである。すなわち、すべてその天幕にはいった者、およびすべてその天幕にいた者は七日のあいだ汚れる。 


 This is the law, when a man dieth in a tent: every one that cometh into the tent, and all that is in the tent, shall be unclean seven days.




 


  ふたで上をおおわない器はみな汚れる。 


 And every open vessel, which hath no covering bound upon it, shall be unclean.




 


  つるぎで殺された者、または死んだ者、または人の骨、または墓などに、野外で触れる者は皆、七日のあいだ汚れる。 


 And every one that toucheth one that is slain with a sword in the open fields, or a dead person, or the bone of a man, or a grave, shall be unclean seven days.




 


  汚れた者があった時には、罪を清める焼いた雌牛の灰を取って器に入れ、流れの水をこれに加え、 


 And they shall take for the unclean of the ashes of the purification-offering that hath been burned, and shall put running water thereon in a vessel;




 


  身の清い者がひとりヒソプを取って、その水に浸し、これをその天幕と、すべての器と、そこにいた人々と、骨、あるいは殺された者、あるいは死んだ者、あるいは墓などに触れた者とにふりかけなければならない。 


 and a clean man shall take hyssop, and dip it in the water, and sprinkle it on the tent, and upon all the utensils, and upon the persons that were there, and upon him that hath touched the bone, or the one slain, or the dead person, or the grave;




 


  すなわちその身の清い人は三日目と七日目とにその汚れたものに、それをふりかけなければならない。そして七日目にその人は身を清め、衣服を洗い、水に身をすすがなければならない。そうすれば夕になって清くなるであろう。 


 and the clean shall sprinkle it on the unclean on the third day, and on the seventh day; and he shall purify him on the seventh day; and he shall wash his garments, and bathe himself in water, and shall be clean at even.




 


  しかし、汚れて身を清めない人は主の聖所を汚す者で、その人は会衆のうちから断たれなければならない。汚れを清める水がその身に注ぎかけられないゆえ、その人は汚れているからである。 


 And the man that is unclean, and doth not purify himself, that soul shall be cut off from the midst of the congregation, for he hath defiled the sanctuary of Jehovah: the water of separation hath not been sprinkled on him: he is unclean.




 


  これは彼らの永久に守るべき定めとしなければならない。すなわち汚れを清める水をふりかけた者は衣服を洗わなければならない。また汚れを清める水に触れた者も夕まで汚れるであろう。 


 And it shall be an everlasting statute unto them. And he that sprinkleth the water of separation shall wash his garments, and he that toucheth the water of separation shall be unclean until even.




 


  すべて汚れた人の触れる物は汚れる。またそれに触れる人も夕まで汚れるであろう』」。 


 And whatever the unclean person toucheth shall be unclean; and the soul that toucheth it shall be unclean until even.
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  イスラエルの人々の全会衆は正月になってチンの荒野にはいった。そして民はカデシにとどまったが、ミリアムがそこで死んだので、彼女をそこに葬った。 


 And the children of Israel, the whole assembly, came into the wilderness of Zin, in the first month; and the people abode at Kadesh; and Miriam died there, and was buried there.




 


  そのころ会衆は水が得られなかったため、相集まってモーセとアロンに迫った。 


 And there was no water for the assembly, and they gathered themselves together against Moses and against Aaron.




 


  すなわち民はモーセと争って言った、「さきにわれわれの兄弟たちが主の前に死んだ時、われわれも死んでいたらよかったものを。 


 And the people contended with Moses, and spoke, saying, Would that we had died when our brethren died before Jehovah!




 


  なぜ、あなたがたは主の会衆をこの荒野に導いて、われわれと、われわれの家畜とを、ここで死なせようとするのですか。 


 And why have ye brought the congregation of Jehovah into this wilderness, that we should die there, we and our beasts?




 


  どうしてあなたがたはわれわれをエジプトから上らせて、この悪い所に導き入れたのですか。ここには種をまく所もなく、いちじくもなく、ぶどうもなく、ざくろもなく、また飲む水もありません」。 


 And why have ye made us to go up out of Egypt, to bring us to this evil place? it is no place of seed, or of figs, or of vines, or of pomegranates, neither is there any water to drink.




 


  そこでモーセとアロンは会衆の前を去り、会見の幕屋の入口へ行ってひれ伏した。すると主の栄光が彼らに現れ、 


 And Moses and Aaron went from before the congregation to the entrance of the tent of meeting, and fell upon their faces; and the glory of Jehovah appeared to them.




 


  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「あなたは、つえをとり、あなたの兄弟アロンと共に会衆を集め、その目の前で岩に命じて水を出させなさい。こうしてあなたは彼らのために岩から水を出して、会衆とその家畜に飲ませなさい」。 


 Take the staff, and gather the assembly together, thou, and Aaron thy brother, and speak ye unto the rock before their eyes, and it shall give its water; and thou shalt bring forth to them water out of the rock, and shalt give the assembly and their beasts drink.




 


  モーセは命じられたように主の前にあるつえを取った。 


 And Moses took the staff from before Jehovah, as he had commanded him.




 


  モーセはアロンと共に会衆を岩の前に集めて彼らに言った、「そむく人たちよ、聞きなさい。われわれがあなたがたのためにこの岩から水を出さなければならないのであろうか」。 


 And Moses and Aaron gathered the congregation together before the rock, and he said to them, Hear now, ye rebels: shall we bring forth to you water out of this rock?




 


  モーセは手をあげ、つえで岩を二度打つと、水がたくさんわき出たので、会衆とその家畜はともに飲んだ。 


 And Moses lifted up his hand, and with his staff smote the rock twice, and much water came out, and the assembly drank, and their beasts.




 


  そのとき主はモーセとアロンに言われた、「あなたがたはわたしを信じないで、イスラエルの人々の前にわたしの聖なることを現さなかったから、この会衆をわたしが彼らに与えた地に導き入れることができないであろう」。 


 And Jehovah said to Moses and to Aaron, Because ye believed me not, to hallow me before the eyes of the children of Israel, therefore ye shall not bring this congregation into the land that I have given them.




 


  これがメリバの水であって、イスラエルの人々はここで主と争ったが、主は自分の聖なることを彼らのうちに現された。 


 These are the waters of Meribah, where the children of Israel contended with Jehovah, and he hallowed himself in them.




 


  さて、モーセはカデシからエドムの王に使者をつかわして言った、「あなたの兄弟、イスラエルはこう申します、『あなたはわたしたちが遭遇したすべての患難をご存じです。 


 And Moses sent messengers from Kadesh to the king of Edom, Thus says thy brother Israel: Thou knowest all the trouble that hath befallen us,




 


  わたしたちの先祖はエジプトに下って行って、わたしたちは年久しくエジプトに住んでいましたが、エジプトびとがわたしたちと、わたしたちの先祖を悩ましたので、 


 how our fathers went down to Egypt, and we dwelt in Egypt a long time, and the Egyptians evil entreated us and our fathers;




 


  わたしたちが主に呼ばわったとき、主はわたしたちの声を聞き、ひとりの天の使をつかわして、わたしたちをエジプトから導き出されました。わたしたちは今あなたの領地の端にあるカデシの町におります。 


 and when we cried to Jehovah, he heard our voice, and sent an angel, and brought us forth out of Egypt; and behold, we are at Kadesh, a city at the extremity of thy border.




 


  どうぞ、わたしたちにあなたの国を通らせてください。わたしたちは畑もぶどう畑も通りません。また井戸の水も飲みません。ただ王の大路を通り、あなたの領地を過ぎるまでは右にも左にも曲りません』」。 


 Let us pass, I pray thee, through thy country; we will not pass through fields, or through vineyards, neither will we drink water out of the wells: we will go by the king's road; we will not turn to the right hand nor to the left, until we have passed thy border.




 


  しかし、エドムはモーセに言った、「あなたはわたしの領地をとおってはなりません。さもないと、わたしはつるぎをもって出て、あなたに立ちむかうでしょう」。 


 But Edom said to him, Thou shalt not pass by me, lest I come out against thee with the sword.




 


  イスラエルの人々はエドムに言った、「わたしたちは大路を通ります。もしわたしたちとわたしたちの家畜とが、あなたの水を飲むことがあれば、その価を払います。わたしは徒歩で通るだけですから何事もないでしょう」。 


 And the children of Israel said to him, We will go by the high way; and if we drink of thy water, I and my cattle, then I will pay for it: I will only, without anything else, go through on my feet.




 


  しかし、エドムは「あなたは通ることはなりません」と言って、多くの民と強い軍勢とを率い、出て、これに立ちむかってきた。 


 And he said, Thou shalt not go through. And Edom came out against him with much people, and with a strong hand.




 


  このようにエドムはイスラエルに、その領地を通ることを拒んだので、イスラエルはエドムからほかに向かった。 


 Thus Edom refused to give Israel passage through his territory; and Israel turned away from him.




 


  こうしてイスラエルの人々の全会衆はカデシから進んでホル山に着いた。 


 And they removed from Kadesh; and the children of Israel, the whole assembly, came to mount Hor.




 


  主はエドムの国境に近いホル山で、モーセとアロンに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses and to Aaron in mount Hor, on the border of the land of Edom, saying,




 


  「アロンはその民に連ならなければならない。彼はわたしがイスラエルの人々に与えた地に、はいることができない。これはメリバの水で、あなたがたがわたしの言葉にそむいたからである。 


 Aaron shall be gathered unto his peoples; for he shall not enter into the land that I have given unto the children of Israel, because ye rebelled against my commandment at the waters of Meribah.




 


  あなたはアロンとその子エレアザルを連れてホル山に登り、 


 Take Aaron and Eleazar his son, and bring them up unto mount Hor,




 


  アロンに衣服を脱がせて、それをその子エレアザルに着せなさい。アロンはそのところで死んで、その民に連なるであろう」。 


 and strip Aaron of his garments, and put them upon Eleazar his son; and Aaron shall be gathered [to his peoples], and shall die there.




 


  モーセは主が命じられたとおりにし、連れだって全会衆の目の前でホル山に登った。 


 And Moses did as Jehovah had commanded, and they went up mount Hor before the eyes of the whole assembly.




 


  そしてモーセはアロンに衣服を脱がせ、それをその子エレアザルに着せた。アロンはその山の頂で死んだ。そしてモーセとエレアザルは山から下ったが、 


 And Moses stripped Aaron of his garments, and put them upon Eleazar his son; and Aaron died there upon the top of the mountain; and Moses and Eleazar came down from the mountain.




 


  全会衆がアロンの死んだのを見たとき、イスラエルの全家は三十日の間アロンのために泣いた。 


 And the whole assembly saw that Aaron was dead, and they mourned for Aaron thirty days, [even] the whole house of Israel.
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  時にネゲブに住んでいたカナンびとアラデの王は、イスラエルがアタリムの道をとおって来ると聞いて、イスラエルを攻撃し、そのうちの数人を捕虜にした。 


 And the Canaanite king of Arad, who dwelt in the south, heard that Israel came by the way of Atharim, and he fought against Israel, and took some of them prisoners.




 


  そこでイスラエルは主に誓いを立てて言った、「もし、あなたがこの民をわたしの手にわたしてくださるならば、わたしはその町々をことごとく滅ぼしましょう」。 


 Then Israel vowed a vow to Jehovah, and said, If thou give this people wholly into my hand, then I will utterly destroy their cities.




 


  主はイスラエルの言葉を聞きいれ、カナンびとをわたされたので、イスラエルはそのカナンびとと、その町々とをことごとく滅ぼした。それでその所の名はホルマと呼ばれた。 


 And Jehovah listened to the voice of Israel, and delivered up the Canaanites; and they utterly destroyed them, and their cities. And they called the name of the place Hormah.




 


  民はホル山から進み、紅海の道をとおって、エドムの地を回ろうとしたが、民はその道に堪えがたくなった。 


 And they journeyed from mount Hor by the way of the Red sea, to go round the land of Edom; and the soul of the people became impatient on the way;




 


  民は神とモーセとにむかい、つぶやいて言った、「あなたがたはなぜわたしたちをエジプトから導き上って、荒野で死なせようとするのですか。ここには食物もなく、水もありません。わたしたちはこの粗悪な食物はいやになりました」。 


 and the people spoke against God, and against Moses, Why have ye brought us up out of Egypt that we should die in the wilderness? for there is no bread, and no water, and our soul loathes this light bread.




 


  そこで主は、火のへびを民のうちに送られた。へびは民をかんだので、イスラエルの民のうち、多くのものが死んだ。 


 Then Jehovah sent fiery serpents among the people, which bit the people; and much people of Israel died.




 


  民はモーセのもとに行って言った、「わたしたちは主にむかい、またあなたにむかい、つぶやいて罪を犯しました。どうぞへびをわたしたちから取り去られるように主に祈ってください」。モーセは民のために祈った。 


 And the people came to Moses and said, We have sinned, in that we have spoken against Jehovah, and against thee: pray to Jehovah that he take away the serpents from us. And Moses prayed for the people.




 


  そこで主はモーセに言われた、「火のへびを造って、それをさおの上に掛けなさい。すべてのかまれた者が仰いで、それを見るならば生きるであろう」。 


 And Jehovah said to Moses, Make thee a fiery [serpent], and set it upon a pole; and it shall come to pass, that every one that is bitten, and looketh upon it, shall live.




 


  モーセは青銅で一つのへびを造り、それをさおの上に掛けて置いた。すべてへびにかまれた者はその青銅のへびを仰いで見て生きた。 


 And Moses made a serpent of brass, and put it upon a pole; and it came to pass, if a serpent had bitten any man, and he beheld the serpent of brass, he lived.




 


  イスラエルの人々は道を進んでオボテに宿営した。 


 And the children of Israel journeyed, and encamped in Oboth.




 


  またオボテから進んで東の方、モアブの前にある荒野において、イエアバリムに宿営した。 


 And they removed from Oboth, and encamped at Ijim-Abarim, in the wilderness that is before Moab, toward the sun-rising.




 


  またそこから進んでゼレデの谷に宿営し、 


 From thence they removed, and encamped at the torrent Zered.




 


  さらにそこから進んでアルノン川のかなたに宿営した。アルノン川はアモリびとの境から延び広がる荒野を流れるもので、モアブとアモリびととの間にあって、モアブの境をなしていた。 


 From thence they removed, and encamped on the other side of the Arnon, which is in the wilderness that comes out of the border of the Amorites. For the Arnon is the border of Moab, between Moab and the Amorites.




 


  それゆえに、「主の戦いの書」にこう言われている。「スパのワヘブ、アルノンの谷々、 


 Therefore it is said in the book of the wars of Jehovah, Vaheb in Suphah, and the brooks of Arnon;




 


  谷々の斜面、アルの町まで傾き、モアブの境に寄りかかる」。 


 And the stream of the brooks which turneth to the dwelling of Ar, And inclineth toward the border of Moab.




 


  彼らはそこからベエルへ進んで行った。これは主がモーセにむかって、「民を集めよ。わたしはかれらに水を与えるであろう」と言われた井戸である。 


 And from thence to Beer: that is the well of which Jehovah spoke to Moses, Assemble the people, and I will give them water.




 


  その時イスラエルはこの歌をうたった。「井戸の水よ、わきあがれ、人々よ、この井戸のために歌え、 


 Then Israel sang this song, Rise up, well! sing unto it:




 


  笏とつえとをもってつかさたちがこの井戸を掘り、民のおさたちがこれを掘った」。そして彼らは荒野からマッタナに進み、 


 Well which princes digged, which the nobles of the people hollowed out at [the word of] the lawgiver, with their staves. And from the wilderness [they went] to Mattanah;




 


  マッタナからナハリエルに、ナハリエルからバモテに、 


 and from Mattanah to Nahaliel; and from Nahaliel to Bamoth;




 


  バモテからモアブの野にある谷に行き、荒野を見おろすピスガの頂に着いた。 


 and from Bamoth to the valley that is in the fields of Moab, to the top of Pisgah, which looks over the surface of the waste.




 


  ここでイスラエルはアモリびとの王シホンに使者をつかわして言わせた、 


 And Israel sent messengers to Sihon king of the Amorites, saying,




 


  「わたしにあなたの国を通らせてください。わたしたちは畑にもぶどう畑にも、はいりません。また井戸の水も飲みません。わたしたちはあなたの領地を通り過ぎるまで、ただ王の大路を通ります」。 


 Let us pass through thy land; we will not turn into the fields, or into the vineyards; we will not drink water out of the wells; on the king's road will we go until we have passed thy border.




 


  しかし、シホンはイスラエルに自分の領地を通ることを許さなかった。そしてシホンは民をことごとく集め、荒野に出て、イスラエルを攻めようとし、ヤハズにきてイスラエルと戦った。 


 But Sihon would not suffer Israel to go through his border; and Sihon gathered all his people, and went out against Israel into the wilderness, and came to Jahaz, and fought against Israel.




 


  イスラエルは、やいばで彼を撃ちやぶり、アルノンからヤボクまで彼の地を占領し、アンモンびとの境に及んだ。ヤゼルはアンモンびとの境だからである。 


 And Israel smote him with the edge of the sword, and took possession of his land from the Arnon to the Jabbok, even unto the children of Ammon; for the border of the children of Ammon was strong.




 


  こうしてイスラエルはこれらの町々をことごとく取った。そしてイスラエルはアモリびとのすべての町々に住み、ヘシボンとそれに附属するすべての村々にいた。 


 And Israel took all these cities, and Israel dwelt in all the cities of the Amorites, at Heshbon, and in all its dependent villages.




 


  ヘシボンはアモリびとの王シホンの都であって、シホンはモアブの以前の王と戦って、彼の地をアルノンまで、ことごとくその手から奪い取ったのである。 


 For Heshbon was the city of Sihon the king of the Amorites; and he had fought against the former king of Moab, and had taken all his land out of his hand, even unto the Arnon.




 


  それゆえに歌にうたわれている。「人々よ、ヘシボンにきたれ、シホンの町を築き建てよ。 


 Therefore the poets say, Come to Heshbon; let the city of Sihon be built and established.




 


  ヘシボンから火が燃え出し、シホンの都から炎が出て、モアブのアルを焼き尽し、アルノンの高地の君たちを滅ぼしたからだ。 


 For there went forth fire from Heshbon, a flame from the city of Sihon; It consumed Ar of Moab, the lords of the high places of the Arnon.




 


  モアブよ、お前はわざわいなるかな、ケモシの民よ、お前は滅ぼされるであろう。彼は、むすこらを逃げ去らせ、娘らをアモリびとの王シホンの捕虜とならせた。 


 Woe to thee, Moab! thou art undone, people of Chemosh: He gave his sons that had escaped, and his daughters into captivity to Sihon the king of the Amorites.




 


  彼らの子らは滅び去った、ヘシボンからデボンまで。われわれは荒した、火はついてメデバに及んだ」。 


 And we have shot at them; Heshbon is perished even unto Dibon; and we have laid [them] waste even unto Nophah, which reacheth unto Medeba.




 


  こうしてイスラエルはアモリびとの地に住んだが、 


 And Israel dwelt in the land of the Amorites.




 


  モーセはまた人をつかわしてヤゼルを探らせ、ついにその村々を取って、そこにいたアモリびとを追い出し、 


 And Moses sent to spy out Jaazer, and they took its dependent villages, and he dispossessed the Amorites that were there.




 


  転じてバシャンの道に上って行ったが、バシャンの王オグは、その民をことごとく率い、エデレイで戦おうとして出迎えた。 


 And they turned and went up by the way to Bashan; and Og the king of Bashan went out against them, he and all his people, for battle to Edrei.




 


  主はモーセに言われた、「彼を恐れてはならない。わたしは彼とその民とその地とを、ことごとくあなたの手にわたす。あなたはヘシボンに住んでいたアモリびとの王シホンにしたように彼にもするであろう」。 


 And Jehovah said to Moses, Fear him not! for into thy hand have I given him, and all his people, and his land; and thou shalt do to him as thou didst unto Sihon the king of the Amorites, who dwelt at Heshbon.




 


  そこで彼とその子とすべての民とを、ひとり残らず撃ち殺して、その地を占領した。 


 And they smote him, and his sons, and all his people, so that they left him none remaining, and took possession of his land.
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  さて、イスラエルの人々はまた道を進んで、エリコに近いヨルダンのかなたのモアブの平野に宿営した。 


 And the children of Israel journeyed, and encamped in the plains of Moab on the other side of the Jordan from Jericho.




 


  チッポルの子バラクはイスラエルがアモリびとにしたすべての事を見たので、 


 And Balak the son of Zippor saw all that Israel had done to the Amorites.




 


  モアブは大いにイスラエルの民を恐れた。その数が多かったためである。モアブはイスラエルの人々をひじょうに恐れたので、 


 And Moab was much afraid of the people, because they were many; and Moab was distressed because of the children of Israel.




 


  ミデアンの長老たちに言った、「この群衆は牛が野の草をなめつくすように、われわれの周囲の物をみな、なめつくそうとしている」。チッポルの子バラクはこの時モアブの王であった。 


 And Moab said to the elders of Midian, Now will this company lick up all that is round about us, as an ox licks up the green herb of the field. Now Balak the son of Zippor was king of Moab at that time.




 


  彼はアンモンびとの国のユフラテ川のほとりにあるペトルに使者をつかわし、ベオルの子バラムを招こうとして言わせた、「エジプトから出てきた民があり、地のおもてをおおってわたしの前にいます。 


 And he sent messengers to Balaam the son of Beor, to Pethor, which is on the river in the land of the children of his people, to call him, saying, Behold, a people is come out from Egypt; behold, they cover the face of the land, and they abide over against me.




 


  どうぞ今きてわたしのためにこの民をのろってください。彼らはわたしよりも強いのです。そうしてくだされば、われわれは彼らを撃って、この国から追い払うことができるかもしれません。あなたが祝福する者は祝福され、あなたがのろう者はのろわれることをわたしは知っています」。 


 And now come, I pray thee, curse me this people; for they are mightier than I: perhaps I may be able to smite them, and drive them out of the land; for I know that he whom thou blessest is blessed, and he whom thou cursest is cursed.




 


  モアブの長老たちとミデアンの長老たちは占いの礼物を手にして出発し、バラムのもとへ行って、バラクの言葉を告げた。 


 And the elders of Moab and the elders of Midian departed, having the rewards of divination in their hand. And they came to Balaam, and spoke to him the words of Balak.




 


  バラムは彼らに言った、「今夜ここに泊まりなさい。主がわたしに告げられるとおりに、あなたがたに返答しましょう」。それでモアブのつかさたちはバラムのもとにとどまった。 


 And he said to them, Lodge here this night, and I will bring you word again, according as Jehovah shall speak unto me. And the princes of Moab abode with Balaam.




 


  ときに神はバラムに臨んで言われた、「あなたのところにいるこの人々はだれですか」。 


 And God came to Balaam, and said, Who are these men with thee?




 


  バラムは神に言った、「モアブの王チッポルの子バラクが、わたしに人をよこして言いました。 


 And Balaam said to God, Balak the son of Zippor, king of Moab, hath sent unto me,




 


  『エジプトから出てきた民があり、地のおもてをおおっています。どうぞ今きてわたしのために彼らをのろってください。そうすればわたしは戦って、彼らを追い払うことができるかもしれません』」。 


 Behold, a people is come out of Egypt, and it covers the face of the land. Now come, curse me them: perhaps I may be able to fight against them, and drive them out.




 


  神はバラムに言われた、「あなたは彼らと一緒に行ってはならない。またその民をのろってはならない。彼らは祝福された者だからである」。 


 And God said to Balaam, Thou shalt not go with them; thou shalt not curse the people; for they are blessed.




 


  明くる朝起きて、バラムはバラクのつかさたちに言った、「あなたがたは国にお帰りなさい。主はわたしがあなたがたと一緒に行くことを、お許しになりません」。 


 And Balaam rose up in the morning, and said to the princes of Balak, Go into your land; for Jehovah refuses to give me leave to go with you.




 


  モアブのつかさたちは立ってバラクのもとに行って言った、「バラムはわたしたちと一緒に来ることを承知しません」。 


 And the princes of Moab rose up; and they went to Balak, and said, Balaam has refused to come with us.




 


  バラクはまた前の者よりも身分の高いつかさたちを前よりも多くつかわした。 


 Then sent Balak yet again princes, more, and more honourable than they.




 


  彼らはバラムのところへ行って言った、「チッポルの子バラクはこう申します、『どんな妨げをも顧みず、どうぞわたしのところへおいでください。 


 And they came to Balaam, and said to him, Thus says Balak the son of Zippor: Suffer not thyself, I pray thee, to be restrained from coming to me;




 


  わたしはあなたを大いに優遇します。そしてあなたがわたしに言われる事はなんでもいたします。どうぞきてわたしのためにこの民をのろってください』」。 


 for very highly will I honour thee, and whatever thou shalt say to me will I do; come therefore, I pray thee, curse me this people.




 


  しかし、バラムはバラクの家来たちに答えた、「たといバラクがその家に満ちるほどの金銀をわたしに与えようとも、事の大小を問わず、わたしの神、主の言葉を越えては何もすることができません。 


 And Balaam answered and said to the servants of Balak, If Balak give me his house full of silver and gold, I could not go beyond the commandment of Jehovah my God, to do less or more.




 


  それで、どうぞ、あなたがたも今夜ここにとどまって、主がこの上、わたしになんと仰せられるかを確かめさせてください」。 


 And now, I pray you, abide ye also here this night, and I shall know what Jehovah will say to me further.




 


  夜になり、神はバラムに臨んで言われた、「この人々はあなたを招きにきたのだから、立ってこの人々と一緒に行きなさい。ただしわたしが告げることだけを行わなければならない」。 


 Then God came to Balaam at night, and said to him, If the men have come to call thee, rise up, [and] go with them; but only what I shall say unto thee shalt thou do.




 


  明くる朝起きてバラムは、ろばにくらをおき、モアブのつかさたちと一緒に行った。 


 And Balaam rose up in the morning, and saddled his ass, and went with the princes of Moab.




 


  しかるに神は彼が行ったために怒りを発せられ、主の使は彼を妨げようとして、道に立ちふさがっていた。バラムは、ろばに乗り、そのしもべふたりも彼と共にいたが、 


 And God's anger was kindled because he went; and the Angel of Jehovah set himself in the way to withstand him. Now he was riding upon his ass, and his two young men were with him.




 


  ろばは主の使が、手に抜き身のつるぎをもって、道に立ちふさがっているのを見、道をそれて畑にはいったので、バラムは、ろばを打って道に返そうとした。 


 And the ass saw the Angel of Jehovah standing in the way, and his sword drawn in his hand; and the ass turned aside out of the way, and went into the field, and Balaam smote the ass to turn her into the way.




 


  しかるに主の使はまたぶどう畑の間の狭い道に立ちふさがっていた。道の両側には石がきがあった。 


 And the Angel of Jehovah stood in a hollow of the vineyards, a wall being on this side, and a wall on that side.




 


  ろばは主の使を見て、石がきにすり寄り、バラムの足を石がきに押しつけたので、バラムは、また、ろばを打った。 


 And the ass saw the Angel of Jehovah, and she pressed herself against the wall, and crushed Balaam's foot against the wall; and he smote her again.




 


  主の使はまた先に進んで、狭い所に立ちふさがっていた。そこは右にも左にも、曲る道がなかったので、 


 Then the Angel of Jehovah went still further, and stood in a narrow place, where was no way to turn either to the right hand or to the left.




 


  ろばは主の使を見てバラムの下に伏した。そこでバラムは怒りを発し、つえでろばを打った。 


 And the ass saw the Angel of Jehovah, and lay down under Balaam; and Balaam's anger was kindled, and he smote the ass with his staff.




 


  すると、主が、ろばの口を開かれたので、ろばはバラムにむかって言った、「わたしがあなたに何をしたというのですか。あなたは三度もわたしを打ったのです」。 


 And Jehovah opened the mouth of the ass, and she said to Balaam, What have I done to thee, that thou hast smitten me these three times?




 


  バラムは、ろばに言った、「お前がわたしを侮ったからだ。わたしの手につるぎがあれば、いま、お前を殺してしまうのだが」。 


 And Balaam said to the ass, Because thou hast mocked me: I would there were a sword in my hand, for now would I kill thee!




 


  ろばはまたバラムに言った、「わたしはあなたが、きょうまで長いあいだ乗られたろばではありませんか。わたしはいつでも、あなたにこのようにしたでしょうか」。バラムは言った、「いや、しなかった」。 


 And the ass said to Balaam, Am not I thine ass, upon which thou hast ridden ever since I was thine to this day? was I ever wont to do so to thee? And he said, No.




 


  このとき主がバラムの目を開かれたので、彼は主の使が手に抜き身のつるぎをもって、道に立ちふさがっているのを見て、頭を垂れてひれ伏した。 


 Then Jehovah opened the eyes of Balaam, and he saw the Angel of Jehovah standing in the way, and his sword drawn in his hand; and he bowed and prostrated himself on his face.




 


  主の使は彼に言った、「なぜあなたは三度もろばを打ったのか。あなたが誤って道を行くので、わたしはあなたを妨げようとして出てきたのだ。 


 And the Angel of Jehovah said to him, Wherefore hast thou smitten thine ass these three times? behold, it was I who came forth to withstand thee, for the way [thou walkest in] is for ruin before me.




 


  ろばはわたしを見て三度も身を巡らしてわたしを避けた。もし、ろばが身を巡らしてわたしを避けなかったなら、わたしはきっと今あなたを殺して、ろばを生かしておいたであろう」。 


 And the ass saw me, and turned from me these three times; had she not turned from me, I had now certainly slain thee, and saved her alive.




 


  バラムは主の使に言った、「わたしは罪を犯しました。あなたがわたしをとどめようとして、道に立ちふさがっておられるのを、わたしは知りませんでした。それで今、もし、お気に召さないのであれば、わたしは帰りましょう」。 


 And Balaam said to the Angel of Jehovah, I have sinned; for I knew not that thou stoodest in the way against me; and now, if it be evil in thine eyes, I will get me back again.




 


  主の使はバラムに言った、「この人々と一緒に行きなさい。ただし、わたしが告げることのみを述べなければならない」。こうしてバラムはバラクのつかさたちと一緒に行った。 


 And the Angel of Jehovah said to Balaam, Go with the men, but only the word that I shall speak unto thee, that shalt thou speak. And Balaam went with the princes of Balak.




 


  さて、バラクはバラムがきたと聞いて、国境のアルノン川のほとり、国境の一端にあるモアブの町まで出て行って迎えた。 


 And when Balak heard that Balaam came, he went out to meet him, to the city of Moab, which is on the border of the Arnon, which is at the extremity of the border.




 


  そしてバラクはバラムに言った、「わたしは人をつかわしてあなたを招いたではありませんか。あなたはなぜわたしのところへきませんでしたか。わたしは実際あなたを優遇することができないでしょうか」。 


 And Balak said to Balaam, Did I not earnestly send to thee to call thee? why didst thou not come to me? am I not surely able to honour thee?




 


  バラムはバラクに言った、「ごらんなさい。わたしはあなたのところにきています。しかし、今、何事かをみずから言うことができましょうか。わたしはただ神がわたしの口に授けられることを述べなければなりません」。 


 And Balaam said to Balak, Lo, I am come to thee; but shall I now be able at all to say anything? the word that God puts in my mouth, that shall I speak.




 


  こうしてバラムはバラクと一緒に行き、キリアテ・ホゾテにきたとき、 


 And Balaam went with Balak, and they came to Kirjath-huzoth.




 


  バラクは牛と羊とをほふって、バラムおよび彼と共にいたバラムを連れてきたつかさたちに贈った。 


 And Balak offered oxen and small cattle, and sent to Balaam and to the princes that were with him.




 


  明くる朝バラクはバラムを伴ってバモテバアルにのぼり、そこからイスラエルの民の宿営の一端をながめさせた。 


 And it came to pass on the morrow, that Balak took Balaam, and brought him up to the high places of Baal, and he saw from thence the extremity of the people.
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  バラムはバラクに言った、「わたしのために、ここに七つの祭壇を築き、七頭の雄牛と七頭の雄羊とを整えなさい」。 


 And Balaam said to Balak, Build me here seven altars, and prepare me here seven bullocks and seven rams.




 


  バラクはバラムの言ったとおりにした。そしてバラクとバラムとは、その祭壇ごとに雄牛一頭と雄羊一頭とをささげた。 


 And Balak did as Balaam had said; and Balak and Balaam offered up a bullock and a ram on [each] altar.




 


  バラムはバラクに言った、「あなたは燔祭のかたわらに立っていてください。その間にわたしは行ってきます。主はたぶんわたしに会ってくださるでしょう。そして、主がわたしに示される事はなんでもあなたに告げましょう」。こうして彼は一つのはげ山に登った。 


 And Balaam said to Balak, Stand by thy burnt-offering, and I will go; perhaps Jehovah will come to meet me; and whatever he shews me I will tell thee. And he went to a hill.




 


  神がバラムに会われたので、バラムは神に言った、「わたしは七つの祭壇を設け、祭壇ごとに雄牛一頭と雄羊一頭とをささげました」。 


 And God met Balaam; and [Balaam] said to him, I have disposed seven altars, and have offered up a bullock and a ram upon [each] altar.




 


  主はバラムの口に言葉を授けて言われた、「バラクのもとに帰ってこう言いなさい」。 


 And Jehovah put a word in Balaam's mouth, and said, Return to Balak, and thus shalt thou speak.




 


  彼がバラクのもとに帰ってみると、バラクはモアブのすべてのつかさたちと共に燔祭のかたわらに立っていた。 


 And he returned to him, and behold, he was standing by his burnt-offering, he, and all the princes of Moab.




 


  バラムはこの託宣を述べた。「バラクはわたしをアラムから招き寄せ、モアブの王はわたしを東の山から招き寄せて言う、『きてわたしのためにヤコブをのろえ、きてイスラエルをのろえ』と。 


 And he took up his parable, and said, Balak the king of Moab hath brought me from Aram, from the mountains of the east: Come, curse me Jacob, and come, denounce Israel!




 


  神ののろわない者を、わたしがどうしてのろえよう。主ののろわない者を、わたしがどうしてのろえよう。 


 How shall I curse whom ùGod hath not cursed? or how shall I denounce whom Jehovah doth not denounce?




 


  岩の頂からながめ、丘の上から見たが、これはひとり離れて住む民、もろもろの国民のうちに並ぶものはない。 


 For from the top of the rocks I see him, and from the hills I behold him: Lo, [it is] a people that shall dwell alone and shall not be reckoned among the nations.




 


  だれがヤコブの群衆を数え、イスラエルの無数の民を数え得よう。わたしは義人のように死に、わたしの終りは彼らの終りのようでありたい」。 


 Who can count the dust of Jacob, and the number of the fourth part of Israel? Let my soul die the death of the righteous, and let my end be like his!




 


  そこでバラクはバラムに言った、「あなたはわたしに何をするのですか。わたしは敵をのろうために、あなたを招いたのに、あなたはかえって敵を祝福するばかりです」。 


 And Balak said to Balaam, What hast thou done to me? I took thee to curse mine enemies, and behold, thou hast blessed them altogether.




 


  バラムは答えた、「わたしは、主がわたしの口に授けられる事だけを語るように注意すべきではないでしょうか」。 


 And he answered and said, Must I not take heed to speak that which Jehovah puts in my mouth?




 


  バラクは彼に言った、「わたしと一緒にほかのところへ行って、そこから彼らをごらんください。あなたはただ彼らの一端を見るだけで、全体を見ることはできないでしょうが、そこからわたしのために彼らをのろってください」。 


 And Balak said to him, Come, I pray thee, with me to another place, from whence thou wilt see them; thou shalt see only the extremity of them and shalt not see them all, and curse me them from thence.




 


  そして彼はバラムを連れてゾピムの野に行き、ピスガの頂に登って、そこに七つの祭壇を築き、祭壇ごとに雄牛一頭と雄羊一頭とをささげた。 


 And he took him to the watchmen's field, to the top of Pisgah, and built seven altars, and offered up a bullock and a ram on [each] altar.




 


  ときにはバラムはバラクに言った、「あなたはここで、燔祭のかたわらに立っていてください。わたしは向こうへ行って、主に伺いますから」。 


 And [Balaam] said to Balak, Stand here by thy burnt-offering, and I will go to meet yonder.




 


  主はバラムに臨み、言葉を口に授けて言われた、「バラクのもとに帰ってこう言いなさい」。 


 And Jehovah met Balaam, and put a word in his mouth, and said, Return to Balak, and thus shalt thou speak.




 


  彼がバラクのところへ行って見ると、バラクは燔祭のかたわらに立ち、モアブのつかさたちも共にいた。バラクはバラムに言った、「主はなんと言われましたか」。 


 And he came to him, and behold, he was standing by his burnt-offering, and the princes of Moab with him; and Balak said to him, What has Jehovah spoken?




 


  そこでバラムはまたこの託宣を述べた。「バラクよ、立って聞け、チッポルの子よ、わたしに耳を傾けよ。 


 Then he took up his parable and said, Rise up, Balak, and hear! hearken unto me, son of Zippor!




 


  神は人のように偽ることはなく、また人の子のように悔いることもない。言ったことで、行わないことがあろうか、語ったことで、しとげないことがあろうか。 


 ùGod is not a man, that he should lie; neither a son of man, that he should repent. Shall he say and not do? and shall he speak and not make it good?




 


  祝福せよとの命をわたしはうけた、すでに神が祝福されたものを、わたしは変えることができない。 


 Behold, I have received [mission] to bless; and he hath blessed, and I cannot reverse it.




 


  だれもヤコブのうちに災のあるのを見ない、またイスラエルのうちに悩みのあるのを見ない。彼らの神、主が共にいまし、王をたたえる声がその中に聞える。 


 He hath not beheld iniquity in Jacob, neither hath he seen wrong in Israel; Jehovah his God is with him, and the shout of a king is in his midst.




 


  神は彼らをエジプトから導き出された、彼らは野牛の角のようだ。 


 ùGod brought him out of Egypt; he hath as it were the strength of a buffalo.




 


  ヤコブには魔術がなく、イスラエルには占いがない。神がそのなすところを時に応じてヤコブに告げ、イスラエルに示されるからだ。 


 For there is no enchantment against Jacob, neither is there any divination against Israel. At this time it shall be said of Jacob and of Israel, What hath ùGod wrought!




 


  見よ、この民は雌じしのように立ち上がり、雄じしのように身を起す。これはその獲物を食らい、その殺した者の血を飲むまでは身を横たえない」。 


 Lo, the people will rise up as a lioness, and lift himself up as a lion. He shall not lie down until he have eaten the prey and drunk the blood of the slain.




 


  バラクはバラムに言った、「あなたは彼らをのろうことも祝福することも、やめてください」。 


 And Balak said to Balaam, Neither curse them at all, nor bless them at all.




 


  バラムは答えてバラクに言った、「主の言われることは、なんでもしなければならないと、わたしはあなたに告げませんでしたか」。 


 And Balaam answered and said to Balak, Did I not tell thee, saying, All that Jehovah shall speak, that will I do?




 


  バラクはバラムに言った、「どうぞ、おいでください。わたしはあなたをほかの所へお連れしましょう。神はあなたがそこからわたしのために彼らをのろうことを許されるかもしれません」。 


 And Balak said to Balaam, Come, I pray thee, I will bring thee to another place; perhaps it will be right in the sight of God that thou curse me them from thence.




 


  そしてバラクはバラムを連れて、荒野を見おろすペオルの頂に行った。 


 And Balak brought Balaam to the top of Peor, which looks over the surface of the waste.




 


  バラムはバラクに言った、「わたしのためにここに七つの祭壇を築き、雄牛七頭と、雄羊七頭とを整えなさい」。 


 And Balaam said to Balak, Build me here seven altars, and prepare me here seven bullocks and seven rams.




 


  バラクはバラムの言ったとおりにし、その祭壇ごとに雄牛一頭と雄羊一頭とをささげた。 


 And Balak did as Balaam had said, and offered up a bullock and a ram on each altar.
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  バラムはイスラエルを祝福することが主の心にかなうのを見たので、今度はいつものように行って魔術を求めることをせず、顔を荒野にむけ、 


 And Balaam saw that it was good in the sight of Jehovah to bless Israel, and he went not, as at other times, to seek for enchantments, but he set his face toward the wilderness.




 


  目を上げて、イスラエルがそれぞれ部族にしたがって宿営しているのを見た。その時、神の霊が臨んだので、 


 And Balaam lifted up his eyes and saw Israel dwelling [in tents] according to his tribes; and the Spirit of God came upon him.




 


  彼はこの託宣を述べた。「ベオルの子バラムの言葉、目を閉じた人の言葉、 


 And he took up his parable, and said, Balaam the son of Beor saith, and the man of opened eye saith,




 


  神の言葉を聞く者、全能者の幻を見る者、倒れ伏して、目の開かれた者の言葉。 


 He saith, who heareth the words of ùGod, who seeth the vision of the Almighty, who falleth down, and who hath his eyes open:




 


  ヤコブよ、あなたの天幕は麗しい、イスラエルよ、あなたのすまいは、麗しい。 


 How goodly are thy tents, Jacob, and thy tabernacles, Israel!




 


  それは遠くひろがる谷々のよう、川べの園のよう、主が植えられた沈香樹のよう、流れのほとりの香柏のようだ。 


 Like valleys are they spread forth, like gardens by the river side, Like aloe-trees which Jehovah hath planted, like cedars beside the waters.




 


  水は彼らのかめからあふれ、彼らの種は水の潤いに育つであろう。彼らの王はアガグよりも高くなり、彼らの国はあがめられるであろう。 


 Water shall flow out of his buckets, and his seed shall be in great waters, And his king shall be higher than Agag, and his kingdom shall be exalted.




 


  神は彼らをエジプトから導き出された、彼らは野牛の角のようだ。彼らは敵なる国々の民を滅ぼし、その骨を砕き、矢をもって突き通すであろう。 


 ùGod brought him out of Egypt; he hath as it were the strength of a buffalo. He shall consume the nations his enemies, and break their bones, and with his arrows shall smite [them] in pieces.




 


  彼らは雄じしのように身をかがめ、雌じしのように伏している。だれが彼らを起しえよう。あなたを祝福する者は祝福され、あなたをのろう者はのろわれるであろう」。 


 He stooped, he lay down like a lion, and like a lioness: who will stir him up? Blessed is he that blesseth thee, and cursed is he that curseth thee.




 


  そこでバラクはバラムにむかって怒りを発し、手を打ち鳴らした。そしてバラクはバラムに言った、「敵をのろうために招いたのに、あなたはかえって三度までも彼らを祝福した。 


 Then Balak's anger was kindled against Balaam, and he smote his hands together; and Balak said to Balaam, I called thee to curse mine enemies, and behold, thou hast altogether blessed [them] these three times!




 


  それで今あなたは急いで自分のところへ帰ってください。わたしはあなたを大いに優遇しようと思った。しかし、主はその優遇をあなたに得させないようにされました」。 


 And now flee thou to thy place; I said I would very highly honour thee, and behold, Jehovah has kept thee back from honour.




 


  バラムはバラクに言った、「わたしはあなたがつかわされた使者たちに言ったではありませんか、 


 And Balaam said to Balak, Did I not also speak to thy messengers whom thou sentest to me, saying,




 


  『たといバラクがその家に満ちるほどの金銀をわたしに与えようとも、主の言葉を越えて心のままに善も悪も行うことはできません。わたしは主の言われることを述べるだけです』。 


 If Balak gave me his house full of silver and gold, I could not go beyond the commandment of Jehovah to do good or bad out of my heart: what Jehovah shall say, that will I speak?




 


  わたしは今わたしの民のところへ帰って行きます。それでわたしはこの民が後の日にあなたの民にどんなことをするかをお知らせしましょう」。 


 And now behold, I go to my people: come, I will admonish thee what this people will do to thy people at the end of days.




 


  そしてこの託宣を述べた。「ベオルの子バラムの言葉、目を閉じた人の言葉。 


 And he took up his parable, and said, Balaam the son of Beor saith, and the man of opened eye saith,




 


  神の言葉を聞く者、いと高き者の知識をもつ者、全能者の幻を見、倒れ伏して、目の開かれた者の言葉。 


 He saith, who heareth the words of ùGod, who knoweth the knowledge of the Most High, Who seeth the vision of the Almighty, who falleth down, and who hath his eyes open:




 


  わたしは彼を見る、しかし今ではない。わたしは彼を望み見る、しかし近くではない。ヤコブから一つの星が出、イスラエルから一本のつえが起り、モアブのこめかみと、セツのすべての子らの脳天を撃つであろう。 


 I shall see him, but not now; I shall behold him, but not nigh: There cometh a Star out of Jacob, and a Sceptre shall rise out of Israel, and he shall cut in pieces the corners of Moab, and destroy all the sons of tumult.




 


  敵のエドムは領地となり、セイルもまた領地となるであろう。そしてイスラエルは勝利を得るであろう。 


 And Edom shall be a possession, and Seir a possession, -- they, his enemies; but Israel will do valiantly.




 


  権を執る者がヤコブから出、生き残った者を町から断ち滅ぼすであろう」。 


 And one out of Jacob shall have dominion, and will destroy out of the city what remaineth.




 


  バラムはまたアマレクを望み見て、この託宣を述べた。「アマレクは諸国民のうちの最初のもの、しかし、ついに滅び去るであろう」。 


 And he saw Amalek, and took up his parable, and said, Amalek is the first of the nations, but his latter end shall be for destruction.




 


  またケニびとを望み見てこの託宣を述べた。「お前のすみかは堅固だ、岩に、お前は巣をつくっている。 


 And he saw the Kenites, and took up his parable, and said, Firm is thy dwelling-place, and thy nest fixed in the rock;




 


  しかし、カインは滅ぼされるであろう。アシュルはいつまでお前を捕虜とするであろうか」。 


 But the Kenite shall be consumed, until Asshur shall carry thee away captive.




 


  彼はまたこの託宣を述べた。「ああ、神が定められた以上、だれが生き延びることができよう。 


 And he took up his parable, and said, Alas! Who shall live when ùGod doeth this?




 


  キッテムの海岸から舟がきて、アシュルを攻めなやまし、エベルを攻めなやますであろう。そして彼もまたついに滅び去るであろう」。 


 And ships shall come from the coast of Chittim, and afflict Asshur, and afflict Eber, and he also shall be for destruction.




 


  こうしてバラムは立ち上がって、自分のところへ帰っていった。バラクもまた立ち去った。 


 And Balaam rose up, and went and returned to his place; and Balak also went his way.
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  イスラエルはシッテムにとどまっていたが、民はモアブの娘たちと、みだらな事をし始めた。 


 And Israel abode in Shittim; and the people began to commit fornication with the daughters of Moab.




 


  その娘たちが神々に犠牲をささげる時に民を招くと、民は一緒にそれを食べ、娘たちの神々を拝んだ。 


 And they invited the people to the sacrifices of their gods; and the people ate, and bowed down to their gods.




 


  イスラエルはこうしてペオルのバアルにつきしたがったので、主はイスラエルにむかって怒りを発せられた。 


 And Israel joined himself to Baal-Peor; and the anger of Jehovah was kindled against Israel.




 


  そして主はモーセに言われた、「民の首領をことごとく捕え、日のあるうちにその人々を主の前で処刑しなさい。そうすれば主の怒りはイスラエルを離れるであろう」。 


 And Jehovah said to Moses, Take all the heads of the people, and hang them up to Jehovah before the sun, that the fierce anger of Jehovah may be turned away from Israel.




 


  モーセはイスラエルのさばきびとたちにむかって言った、「あなたがたはおのおの、配下の者どもでペオルのバアルにつきしたがったものを殺しなさい」。 


 And Moses said to the judges of Israel, Slay every one his men that have joined themselves to Baal-Peor.




 


  モーセとイスラエルの人々の全会衆とが会見の幕屋の入口で泣いていた時、彼らの目の前で、ひとりのイスラエルびとが、その兄弟たちの中に、ひとりのミデアンの女を連れてきた。 


 And behold, a man of the children of Israel came and brought a Midianitish woman to his brethren, in the sight of Moses, and in the sight of the whole assembly of the children of Israel, who were weeping before the entrance of the tent of meeting.




 


  祭司アロンの子なるエレアザルの子ピネハスはこれを見て、会衆のうちから立ち上がり、やりを手に執り、 


 And Phinehas, the son of Eleazar, the son of Aaron the priest, saw it, and rose up from among the assembly, and took a javelin in his hand,




 


  そのイスラエルの人の後を追って、奥の間に入り、そのイスラエルの人を突き、またその女の腹を突き通して、ふたりを殺した。こうして疫病がイスラエルの人々に及ぶのがやんだ。 


 and he went after the man of Israel into the tent-chamber, and thrust both of them through, the man of Israel and the woman through her belly. And the plague was stayed from the children of Israel.




 


  しかし、その疫病で死んだ者は二万四千人であった。 


 And those that died in the plague were twenty-four thousand.




 


  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「祭司アロンの子なるエレアザルの子ピネハスは自分のことのように、わたしの憤激をイスラエルの人々のうちに表わし、わたしの怒りをそのうちから取り去ったので、わたしは憤激して、イスラエルの人々を滅ぼすことをしなかった。 


 Phinehas, the son of Eleazar, the son of Aaron the priest, hath turned my wrath away from the children of Israel, in that he was jealous with my jealousy among them, so that I consumed not the children of Israel in my jealousy.




 


  このゆえにあなたは言いなさい、『わたしは平和の契約を彼に授ける。 


 Therefore say, Behold, I give unto him my covenant of peace!




 


  これは彼とその後の子孫に永遠の祭司職の契約となるであろう。彼はその神のために熱心であって、イスラエルの人々のために罪のあがないをしたからである』と」。 


 And he shall have it, and his seed after him, the covenant of an everlasting priesthood; because he was jealous for his God, and made atonement for the children of Israel.




 


  ミデアンの女と共に殺されたイスラエルの人の名はジムリといい、サルの子で、シメオンびとのうちの一族のつかさであった。 


 And the name of the man of Israel that was slain, who was slain with the Midianitish woman, was Zimri, the son of Salu, the prince of a father's house of the Simeonites.




 


  またその殺されたミデアンの女の名はコズビといい、ツルの娘であった。ツルはミデアンの民の一族のかしらであった。 


 And the name of the Midianitish woman that was slain was Cozbi, the daughter of Zur; he was tribal head of a father's house in Midian.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「ミデアンびとを打ち悩ましなさい。 


 Harass the Midianites, and smite them,




 


  彼らはたくらみをもって、あなたがたを悩まし、ペオルの事と、彼らの姉妹、ミデアンのつかさの娘コズビ、すなわちペオルの事により、疫病の起った日に殺された女の事とによって、あなたがたを惑わしたからである」。 


 for they have harassed you with their wiles, wherewith they have beguiled you in the matter of Peor, and in the matter of Cozbi, the daughter of a prince of Midian, their sister, who was slain on the day of the plague because of the matter of Peor.
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  疫病の後、主はモーセと祭司アロンの子エレアザルとに言われた、 


 And it came to pass after the plague, that Jehovah spoke to Moses and to Eleazar the son of Aaron the priest, saying,




 


  「イスラエルの人々の全会衆の総数をその父祖の家にしたがって調べ、イスラエルにおいて、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上の者を数えなさい」。 


 Take the sum of the whole assembly of the children of Israel, from twenty years old and upward, according to their fathers' houses, all that go forth to military service in Israel.




 


  そこでモーセと祭司エレアザルとは、エリコに近いヨルダンのほとりにあるモアブの平野で彼らに言った、 


 And Moses and Eleazar the priest spoke with them in the plains of Moab by the Jordan of Jericho, saying,




 


  「主がモーセに命じられたように、あなたがたのうちの二十歳以上の者を数えなさい」。エジプトの地から出てきたイスラエルの人々は次のとおりである。 


 From twenty years old and upward...; as Jehovah had commanded Moses and the children of Israel, who went forth out of the land of Egypt.




 


  ルベンはイスラエルの長子である。ルベンの子孫は、ヘノクからヘノクびとの氏族が出、パルからパルびとの氏族が出、 


 Reuben, the firstborn of Israel: the children of Reuben: [of] Enoch, the family of the Enochites; of Pallu, the family of the Palluites;




 


  ヘヅロンからヘヅロンびとの氏族が出、カルミからカルミびとの氏族が出た。 


 of Hezron, the family of the Hezronites; of Carmi, the family of the Carmites.




 


  これらはルベンびとの氏族であって、数えられた者は四万三千七百三十人であった。 


 These are the families of the Reubenites; and they that were numbered of them were forty-three thousand seven hundred and thirty.




 


  またパルの子はエリアブ。 


 And the sons of Pallu: Eliab;




 


  エリアブの子はネムエル、ダタン、アビラムである。このダタンとアビラムとは会衆のうちから選び出された者で、コラのともがらと共にモーセとアロンとに逆らって主と争った時、 


 and the sons of Eliab were Nemuel, and Dathan, and Abiram. This is that Dathan and Abiram, summoned of the assembly, who contended against Moses and against Aaron in the band of Korah, when they contended against Jehovah.




 


  地は口を開いて彼らとコラとをのみ、その仲間は死んだ。その時二百五十人が火に焼き滅ぼされて、戒めの鏡となった。 


 And the earth opened its mouth, and swallowed them up together with Korah, when that band died, when the fire devoured the two hundred and fifty men; and they became a sign.




 


  ただし、コラの子たちは死ななかった。 


 But the children of Korah died not.




 


  シメオンの子孫は、その氏族によれば、ネムエルからネムエルびとの氏族が出、ヤミンからヤミンびとの氏族が出、ヤキンからヤキンびとの氏族が出、 


 The sons of Simeon, after their families: of Nemuel, the family of the Nemuelites; of Jamin, the family of the Jaminites; of Jachin, the family of the Jachinites;




 


  ゼラからゼラびとの氏族が出、シャウルからシャウルびとの氏族が出た。 


 of Zerah, the family of the Zarhites; of Saul, the family of the Saulites.




 


  これらはシメオンびとの氏族であって、数えられた者は二万二千二百人であった。 


 These are the families of the Simeonites, twenty-two thousand two hundred.




 


  ガドの子孫は、その氏族によれば、ゼポンからゼポンびとの氏族が出、ハギからハギびとの氏族が出、シュニからシュニびとの氏族が出、 


 The children of Gad, after their families: of Zephon, the family of the Zephonites; of Haggi, the family of the Haggites; of Shuni,the family of the Shunites;




 


  オズニからオズニびとの氏族が出、エリからエリびとの氏族が出、 


 of Ozni, the family of the Oznites; of Eri, the family of the Erites;




 


  アロドからアロドびとの氏族が出、アレリからアレリびとの氏族が出た。 


 of Arod, the family of the Arodites; of Areli, the family of the Arelites.




 


  これらはガドの子孫の氏族であって、数えられた者は四万五百人であった。 


 These are the families of the children of Gad according to those that were numbered of them, forty thousand five hundred.




 


  ユダの子らはエルとオナンとであって、エルとオナンとはカナンの地で死んだ。 


 The sons of Judah: Er and Onan; and Er and Onan died in the land of Canaan.




 


  ユダの子孫は、その氏族によれば、シラからシラびとの氏族が出、ペレヅからペレヅびとの氏族が出、ゼラからゼラびとの氏族が出た。 


 And the sons of Judah, after their families: of Shelah, the family of the Shelanites; of Pherez, the family of the Pharzites; of Zerah, the family of the Zarhites.




 


  ペレヅの子孫は、ヘヅロンからヘヅロンびとの氏族が出、ハムルからハムルびとの氏族が出た。 


 And the sons of Pherez: of Hezron, the family of the Hezronites; of Hamul, the family of the Hamulites.




 


  これらはユダの氏族であって、数えられた者は七万六千五百人であった。 


 These are the families of Judah according to those that were numbered of them, seventy-six thousand five hundred.




 


  イッサカルの子孫は、その氏族によれば、トラからトラびとの氏族が出、プワからプワびとの氏族が出、 


 The sons of Issachar, after their families: of Tola, the family of the Tolaites; of Puah, the family of the Punites;




 


  ヤシュブからヤシュブびとの氏族が出、シムロンからシムロンびとの氏族が出た。 


 of Jashub, the family of the Jashubites; of Shimron, the family of the Shimronites.




 


  これらはイッサカルの氏族であって、数えられた者は六万四千三百人であった。 


 These are the families of Issachar according to those that were numbered of them, sixty-four thousand three hundred.




 


  ゼブルンの子孫は、その氏族によれば、セレデからセレデびとの氏族が出、エロンからエロンびとの氏族が出、ヤリエルからヤリエルびとの氏族が出た。 


 The sons of Zebulun, after their families: of Sered, the family of the Sardites; of Elon, the family of the Elonites; of Jahleel, the family of the Jahleelites.




 


  これらはゼブルンびとの氏族であって、数えられた者は六万五百人であった。 


 These are the families of the Zebulunites according to those that were numbered of them, sixty thousand five hundred.




 


  ヨセフの子らは、その氏族によれば、マナセとエフライムとであって、 


 The sons of Joseph, after their families: Manasseh and Ephraim.




 


  マナセの子孫は、マキルからマキルびとの氏族が出た。マキルからギレアデが生れ、ギレアデからギレアデびとの氏族が出た。 


 The sons of Manasseh: of Machir, the family of the Machirites (and Machir begot Gilead); of Gilead, the family of the Gileadites.




 


  ギレアデの子孫は次のとおりである。イエゼルからイエゼルびとの氏族が出、ヘレクからヘレクびとの氏族が出、 


 These are the sons of Gilead: of Jeezer, the family of the Jeezerites; of Helek, the family of the Helkites;




 


  アスリエルからアスリエルびとの氏族が出、シケムからシケムびとの氏族が出、 


 and of Asriel, the family of the Asrielites; and of Shechem, the family of the Shechemites;




 


  セミダからセミダびとの氏族が出、ヘペルからヘペルびとの氏族が出た。 


 and of Shemida, the family of the Shemidaites; and of Hepher, the family of the Hepherites.




 


  ヘペルの子ゼロペハデには男の子がなく、ただ女の子のみで、ゼロペハデの女の子の名はマアラ、ノア、ホグラ、ミルカ、テルザといった。 


 -- And Zelophehad the son of Hepher had no sons, but daughters; and the names of the daughters of Zelophehad were Mahlah, and Noah, Hoglah, Milcah, and Tirzah.




 


  これらはマナセの氏族であって、数えられた者は五万二千七百人であった。 


 -- These are the families of Manasseh; and those that were numbered of them, fifty-two thousand seven hundred.




 


  エフライムの子孫は、その氏族によれば、次のとおりである。シュテラからはシュテラびとの氏族が出、ベケルからベケルびとの氏族が出、タハンからタハンびとの氏族が出た。 


 These are the sons of Ephraim, after their families: of Shuthelah, the family of the Shuthalhites; of Becher, the family of the Bachrites; of Tahan, the family of the Tahanites.




 


  またシュテラの子孫は次のとおりである。すなわちエランからエランびとの氏族が出た。 


 And these are the sons of Shuthelah: of Eran, the family of the Eranites.




 


  これらはエフライムの子孫の氏族であって、数えられた者は三万二千五百人であった。以上はヨセフの子孫で、その氏族によるものである。 


 These are the families of the sons of Ephraim according to those that were numbered of them, thirty-two thousand five hundred. These are the sons of Joseph after their families.




 


  ベニヤミンの子孫は、その氏族によれば、ベラからベラびとの氏族が出、アシベルからアシベルびとの氏族が出、アヒラムからアヒラムびとの氏族が出、 


 The sons of Benjamin, after their families: of Bela, the family of the Belaites; of Ashbel, the family of the Ashbelites; of Ahiram, the family of the Ahiramites;




 


  シュパムからシュパムびとの氏族が出、ホパムからホパムびとの氏族が出た。 


 of Shephupham, the family of the Shuphamites; of Hupham, the family of the Huphamites.




 


  ベラの子はアルデとナアマンとであって、アルデからアルデびとの氏族が出、ナアマンからナアマンびとの氏族が出た。 


 And the sons of Bela were Ard and Naaman; [of Ard] the family of the Ardites; of Naaman, the family of the Naamites.




 


  これらはベニヤミンの子孫であって、その氏族によれば数えられた者は四万五千六百人であった。 


 These are the sons of Benjamin after their families; and they that were numbered of them were forty-five thousand six hundred.




 


  ダンの子孫は、その氏族によれば、次のとおりである。シュハムからシュハムびとの氏族が出た。これらはダンの氏族であって、その氏族によるものである。 


 These are the sons of Dan, after their families: of Shuham, the family of the Shuhamites. These are the families of Dan after their families.




 


  シュハムびとのすべての氏族のうち、数えられた者は六万四千四百人であった。 


 All the families of the Shuhamites, according to those that were numbered of them, were sixty-four thousand four hundred.




 


  アセルの子孫は、その氏族によれば、エムナからエムナびとの氏族が出、エスイからエスイびとの氏族が出、ベリアからベリアびとの氏族が出た。 


 The sons of Asher, after their families: of Jimnah, the family of the Jimnites; of Jishvi, the family of the Jishvites; of Beriah, the family of the Beriites.




 


  ベリアの子孫のうちヘベルからヘベルびとの氏族が出、マルキエルからマルキエルびとの氏族が出た。 


 Of the sons of Beriah: of Heber, the family of the Heberites; of Malchiel, the family of the Malchielites.




 


  アセルの娘の名はサラといった。 


 And the name of the daughter of Asher was Serah.




 


  これらはアセルの子孫の氏族であって、数えられた者は五万三千四百人であった。 


 These are the families of the sons of Asher according to those that were numbered of them, fifty-three thousand four hundred.




 


  ナフタリの子孫は、その氏族によれば、ヤジエルからヤジエルびとの氏族が出、グニからグニびとの氏族が出、 


 The sons of Naphtali, after their families: of Jahzeel, the family of the Jahzeelites; of Guni, the family of the Gunites;




 


  エゼルからエゼルびとの氏族が出、シレムからシレムびとの氏族が出た。 


 of Jezer, the family of the Jezerites; of Shillem, the family of the Shillemites.




 


  これらはナフタリの氏族であって、その氏族により、数えられた者は四万五千四百人であった。 


 These are the families of Naphtali, according to their families; and they that were numbered of them were forty-five thousand four hundred.




 


  これらはイスラエルの子孫の数えられた者であって、六十万一千百三十人であった。 


 These were the numbered of the children of Israel, six hundred and one thousand seven hundred and thirty.




 


  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「これらの人々に、その名の数にしたがって地を分け与え、嗣業とさせなさい。 


 Unto these shall the land be divided for an inheritance according to the number of the names;




 


  大きい部族には多くの嗣業を与え、小さい部族には少しの嗣業を与えなさい。すなわち数えられた数にしたがって、おのおのの部族にその嗣業を与えなければならない。 


 to the many thou shalt increase their inheritance, and to the few thou shalt diminish their inheritance; to every one shall his inheritance be given according to those that were numbered of him.




 


  ただし地は、くじをもって分け、その父祖の部族の名にしたがって、それを継がなければならない。 


 Notwithstanding the land shall be divided by lot; according to the names of the tribes of their fathers shall they inherit;




 


  すなわち、くじをもってその嗣業を大きいものと、小さいものとに分けなければならない」。 


 according to lot shall his inheritance be divided to each, be they many or few in number.




 


  レビびとのその氏族にしたがって数えられた者は次のとおりである。ゲルションからゲルションびとの氏族が出、コハテからコハテびとの氏族が出、メラリからメラリびとの氏族が出た。 


 And these are the numbered of the Levites, after their families: of Gershon, the family of the Gershonites; of Kohath, the family of the Kohathites; of Merari, the family of the Merarites.




 


  レビの氏族は次のとおりである。すなわちリブニびとの氏族、ヘブロンびとの氏族、マヘリびとの氏族、ムシびとの氏族、コラびとの氏族であって、コハテからアムラムが生れた。 


 These are the families of the Levites: the family of the Libnites, the family of the Hebronites, the family of the Mahlites, the family of the Mushites, the family of the Korahites. -- And Kohath begot Amram.




 


  アムラムの妻の名はヨケベデといって、レビの娘である。彼女はエジプトでレビに生れた者であるが、アムラムにとついで、アロンとモーセおよびその姉妹ミリアムを産んだ。 


 And the name of Amram's wife was Jochebed, the daughter of Levi, who was born to Levi in Egypt; and she bore to Amram Aaron and Moses, and Miriam their sister.




 


  アロンにはナダブ、アビウ、エレアザルおよびイタマルが生れた。 


 And to Aaron were born Nadab, and Abihu, Eleazar, and Ithamar.




 


  ナダブとアビウは異火を主の前にささげた時に死んだ。 


 And Nadab and Abihu died, when they presented strange fire before Jehovah.




 


  その数えられた一か月以上のすべての男子は二万三千人であった。彼らはイスラエルの人々のうちに嗣業を与えられなかったため、イスラエルの人々のうちに数えられなかった者である。 


 And those that were numbered of the [Levites] were twenty-three thousand, all males from a month old and upward; for they were not numbered among the children of Israel, because there was no inheritance given them among the children of Israel.




 


  これらはモーセと祭司エレアザルが、エリコに近いヨルダンのほとりにあるモアブの平野で数えたイスラエルの人々の数である。 


 These are they that were numbered by Moses and Eleazar the priest, who numbered the children of Israel in the plains of Moab, by the Jordan of Jericho.




 


  ただしそのうちには、モーセと祭司アロンがシナイの荒野でイスラエルの人々を数えた時に数えられた者はひとりもなかった。 


 But among these there was not a man numbered by Moses and Aaron the priest, who numbered the children of Israel in the wilderness of Sinai.




 


  それは主がかつて彼らについて「彼らは必ず荒野で死ぬであろう」と言われたからである。それで彼らのうちエフンネの子カレブとヌンの子ヨシュアのほか、ひとりも残った者はなかった。 


 For Jehovah had said of them, They shall surely die in the wilderness. And there was not left a man of them, save Caleb the son of Jephunneh, and Joshua the son of Nun.
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  さて、ヨセフの子マナセの氏族のうちのヘペルの子、ゼロペハデの娘たちが訴えてきた。ヘペルはギレアデの子、ギレアデはマキルの子、マキルはマナセの子である。その娘たちは名をマアラ、ノア、ホグラ、ミルカ、テルザといったが、 


 Then drew near the daughters of Zelophehad, the son of Hepher, the son of Gilead, the son of Machir, the son of Manasseh, of the families of Manasseh the son of Joseph; and these were the names of his daughters: Mahlah, Noah, and Hoglah, and Milcah, and Tirzah.




 


  彼らは会見の幕屋の入口でモーセと、祭司エレアザルと、つかさたちと全会衆との前に立って言った、 


 And they stood before Moses, and before Eleazar the priest, and before the princes and the whole assembly, at the entrance of the tent of meeting, saying,




 


  「わたしたちの父は荒野で死にました。彼は、コラの仲間となって主に逆らった者どもの仲間のうちには加わりませんでした。彼は自分の罪によって死んだのですが、男の子がありませんでした。 


 Our father died in the wilderness, and he was not in the band of them that banded themselves together against Jehovah in the band of Korah; but he died in his own sin, and he had no sons.




 


  男の子がないからといって、どうしてわたしたちの父の名がその氏族のうちから削られなければならないのでしょうか。わたしたちの父の兄弟と同じように、わたしたちにも所有地を与えてください」。 


 Why should the name of our father be taken away from his family, because he has no son? Give unto us a possession among the brethren of our father.




 


  モーセがその事を主の前に述べると、 


 And Moses brought their cause before Jehovah.




 


  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「ゼロペハデの娘たちの言うことは正しい。あなたは必ず彼らの父の兄弟たちと同じように、彼らにも嗣業の所有地を与えなければならない。すなわち、その父の嗣業を彼らに渡さなければならない。 


 The daughters of Zelophehad speak right: thou shalt surely give them a possession of an inheritance among their father's brethren; and thou shalt cause the inheritance of their father to pass unto them.




 


  あなたはイスラエルの人々に言いなさい、『もし人が死んで、男の子がない時は、その嗣業を娘に渡さなければならない。 


 And unto the children of Israel shalt thou speak, saying, If a man die, and have no son, then ye shall cause his inheritance to pass unto his daughter.




 


  もしまた娘もない時は、その嗣業を兄弟に与えなければならない。 


 And if he have no daughter, ye shall give his inheritance unto his brethren.




 


  もし兄弟もない時は、その嗣業を父の兄弟に与えなければならない。 


 And if he have no brethren, ye shall give his inheritance unto his father's brethren.




 


  もしまた父に兄弟がない時は、その氏族のうちで彼に最も近い親族にその嗣業を与えて所有させなければならない』。主がモーセに命じられたようにイスラエルの人々は、これをおきての定めとしなければならない」。 


 And if his father have no brethren, ye shall give his inheritance to his kinsman that is nearest to him in his family, and he shall possess it; and it shall be unto the children of Israel a statute of right, as Jehovah commanded Moses.




 


  主はモーセに言われた、「このアバリムの山に登って、わたしがイスラエルの人々に与える地を見なさい。 


 And Jehovah said to Moses, Get thee up into this mount Abarim, and see the land that I have given unto the children of Israel.




 


  あなたはそれを見てから、兄弟アロンのようにその民に加えられるであろう。 


 And when thou hast seen it, thou also shalt be gathered unto thy peoples, as Aaron thy brother was gathered,




 


  これは会衆がチンの荒野で逆らい争った時、あなたがたはわたしの命にそむき、あの水のかたわらで彼らの目の前にわたしの聖なることを現さなかったからである」。これはチンの荒野にあるカデシのメリバの水である。 


 because ye rebelled against my word in the wilderness of Zin, in the strife of the congregation, as to hallowing me in the matter of the water before their eyes. (That is the water of Meribah at Kadesh in the wilderness of Zin.)




 


  モーセは主に言った、 


 And Moses spoke to Jehovah, saying,




 


  「すべての肉なるものの命の神、主よ、どうぞ、この会衆の上にひとりの人を立て、 


 Let Jehovah, the God of the spirits of all flesh, set a man over the assembly,




 


  彼らの前に出入りし、彼らを導き出し、彼らを導き入れる者とし、主の会衆を牧者のない羊のようにしないでください」。 


 who may go out before them, and who may come in before them, and who may lead them out, and who may bring them in, that the assembly of Jehovah be not as sheep that have no shepherd.




 


  主はモーセに言われた、「神の霊のやどっているヌンの子ヨシュアを選び、あなたの手をその上におき、 


 And Jehovah said to Moses, Take Joshua the son of Nun, a man in whom is the Spirit, and thou shalt lay thy hand upon him;




 


  彼を祭司エレアザルと全会衆の前に立たせて、彼らの前で職に任じなさい。 


 and thou shalt set him before Eleazar the priest, and before the whole assembly; and give him commandment before their eyes.




 


  そして彼にあなたの権威を分け与え、イスラエルの人々の全会衆を彼に従わせなさい。 


 And thou shalt put of thine honour upon him, that the whole assembly of the children of Israel may obey him.




 


  彼は祭司エレアザルの前に立ち、エレアザルは彼のためにウリムをもって、主の前に判断を求めなければならない。ヨシュアとイスラエルの人々の全会衆とはエレアザルの言葉に従っていで、エレアザルの言葉に従ってはいらなければならない」。 


 And he shall stand before Eleazar the priest, who shall inquire for him, by the judgment of the Urim before Jehovah: at his word shall they go out, and at his word they shall come in, he, and all the children of Israel with him, even the whole assembly.




 


  そこでモーセは主が命じられたようにし、ヨシュアを選んで、祭司エレアザルと全会衆の前に立たせ、 


 And Moses did as Jehovah had commanded him; and he took Joshua and set him before Eleazar the priest, and before the whole assembly.




 


  彼の上に手をおき、主がモーセによって語られたとおりに彼を任命した。 


 And he laid his hands upon him, and gave him commandment, as Jehovah had said through Moses.
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  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に命じて言いなさい、『あなたがたは香ばしいかおりとしてわたしにささげる火祭、すなわち、わたしの供え物、わたしの食物を定めの時にわたしにささげることを怠ってはならない』。 


 Command the children of Israel, and say unto them, My offering, my bread for my offerings by fire of sweet odour to me, shall ye take heed to present to me at their set time.




 


  また彼らに言いなさい、『あなたがたが主にささぐべき火祭はこれである。すなわち一歳の雄の全き小羊二頭を毎日ささげて常燔祭としなければならない。 


 And say unto them, This is the offering by fire which ye shall present to Jehovah: two yearling lambs without blemish, day by day, as a continual burnt-offering.




 


  すなわち一頭の小羊を朝にささげ、一頭の小羊を夕にささげなければならない。 


 The one lamb shalt thou offer in the morning, and the other lamb thou shalt offer between the two evenings;




 


  また麦粉一エパの十分の一に、砕いて取った油一ヒンの四分の一を混ぜて素祭としなければならない。 


 and a tenth part of an ephah of fine flour for an oblation, mingled with beaten oil, a fourth part of a hin:




 


  これはシナイ山で定められた常燔祭であって、主に香ばしいかおりとしてささげる火祭である。 


 [it is] the continual burnt-offering which was ordained on mount Sinai for a sweet odour, an offering by fire to Jehovah.




 


  またその灌祭は小羊一頭について一ヒンの四分の一をささげなければならない。すなわち聖所において主のために濃い酒をそそいで灌祭としなければならない。 


 And the drink-offering thereof shall be a fourth part of a hin for one lamb; in the sanctuary shall the drink-offering of strong drink be poured out to Jehovah.




 


  夕には他の一頭の小羊をささげなければならない。その素祭と灌祭とは朝のものと同じようにし、その小羊を火祭としてささげ、主に香ばしいかおりとしなければならない。 


 And the second lamb thou shalt offer between the two evenings; [with the] like oblation as that of the morning, and the like drink-offering, shalt thou offer it as an offering by fire of a sweet odour to Jehovah.




 


  また安息日には一歳の雄の全き小羊二頭と、麦粉一エパの十分の二に油を混ぜた素祭と、その灌祭とをささげなければならない。 


 And on the sabbath day two yearling lambs without blemish, and two tenth parts of fine flour as an oblation, mingled with oil, and the drink-offering thereof:




 


  これは安息日ごとの燔祭であって、常燔祭とその灌祭とに加えらるべきものである。 


 it is the burnt-offering of the sabbath, for each sabbath besides the continual burnt-offering, and its drink-offering.




 


  またあなたがたは月々の第一日に燔祭を主にささげなければならない。すなわち若い雄牛二頭、雄羊一頭、一歳の雄の全き小羊七頭をささげ、 


 And in the beginnings of your months ye shall present a burnt-offering to Jehovah: two young bullocks, and one ram, seven yearling lambs without blemish.




 


  雄牛一頭には麦粉一エパの十分の三に油を混ぜたものを素祭とし、雄羊一頭には麦粉一エパの十分の二に油を混ぜたものを素祭とし、 


 And three tenth parts of fine flour as an oblation, mingled with oil, for one bullock; and two tenth parts of fine flour as an oblation, mingled with oil, for the ram;




 


  小羊一頭には麦粉十分の一に油を混ぜたものを素祭とし、これを香ばしいかおりの燔祭として主のために火祭としなければならない。 


 and a tenth part of fine flour mingled with oil as an oblation for each lamb: [it is] a burnt-offering of a sweet odour, an offering by fire to Jehovah.




 


  またその灌祭は雄牛一頭についてぶどう酒一ヒンの二分の一、雄羊一頭について一ヒンの三分の一、小羊一頭について一ヒンの四分の一をささげなければならない。これは年の月々を通じて、新月ごとにささぐべき燔祭である。 


 And their drink-offerings: half a hin of wine for a bullock, and the third part of a hin for the ram, and the fourth part of a hin for a lamb. This is the monthly burnt-offering for each month throughout the months of the year.




 


  また常燔祭とその灌祭とのほかに、雄やぎ一頭を罪祭として主にささげなければならない。 


 And a buck of the goats shall be offered, for a sin-offering to Jehovah, besides the continual burnt-offering, and its drink-offering.




 


  正月の十四日は主の過越の祭である。 


 And in the first month, on the fourteenth day of the month, is the passover to Jehovah.




 


  またその月の十五日は祭日としなければならない。七日のあいだ種入れぬパンを食べなければならない。 


 And on the fifteenth day of this month is the feast; seven days shall unleavened bread be eaten.




 


  その初めの日には聖会を開かなければならない。なんの労役をもしてはならない。 


 On the first day shall be a holy convocation: no manner of servile work shall ye do;




 


  あなたがたは火祭として主に燔祭をささげなければならない。すなわち若い雄牛二頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊七頭をささげなければならない。これらはみな全きものでなければならない。 


 and ye shall present an offering by fire, a burnt-offering to Jehovah: two young bullocks, and one ram, and seven yearling lambs; they shall be unto you without blemish;




 


  その素祭には油を混ぜた麦粉をささげなければならない。すなわち雄牛一頭につき麦粉一エパの十分の三、雄羊一頭につき十分の二をささげ、 


 and their oblation shall be of fine flour mingled with oil: three tenth parts shall ye offer for a bullock, and two tenth parts for the ram;




 


  また七頭の小羊にはその一頭ごとに十分の一をささげなければならない。 


 one tenth part shalt thou offer for each lamb, of the seven lambs;




 


  また雄やぎ一頭を罪祭としてささげ、あなたがたのために罪のあがないをしなければならない。 


 and a he-goat as a sin-offering, to make atonement for you.




 


  あなたがたは朝にささげる常燔祭の燔祭のほかに、これらをささげなければならない。 


 Besides the burnt-offering of the morning, which is for a continual burnt-offering, shall ye offer this.




 


  このようにあなたがたは七日のあいだ毎日、火祭の食物をささげて、主に香ばしいかおりとしなければならない。これは常燔祭とその灌祭とのほかにささぐべきものである。 


 After this manner ye shall offer daily, seven days, the bread of the offering by fire of a sweet odour to Jehovah; it shall be offered besides the continual burnt-offering, and its drink-offering.




 


  そして第七日に、あなたがたは聖会を開かなければならない。なんの労役をもしてはならない。 


 And on the seventh day ye shall have a holy convocation; no manner of servile work shall ye do.




 


  あなたがたは七週の祭、すなわち新しい素祭を主にささげる初穂の日にも聖会を開かなければならない。なんの労役をもしてはならない。 


 And on the day of the first-fruits, when ye present a new oblation to Jehovah, after your weeks, ye shall have a holy convocation: no manner of servile work shall ye do.




 


  あなたがたは燔祭をささげて、主に香ばしいかおりとしなければならない。すなわち若い雄牛二頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊七頭をささげなければならない。 


 And ye shall present a burnt-offering for a sweet odour to Jehovah: two young bullocks, one ram, seven yearling lambs;




 


  その素祭には油を混ぜた麦粉をささげなければならない。すなわち雄牛一頭につき一エパの十分の三、雄羊一頭につき十分の二をささげ、 


 and their oblation of fine flour mingled with oil, three tenth parts for one bullock, two tenth parts for the ram,




 


  また七頭の小羊には一頭ごとに十分の一をささげなければならない。 


 one tenth part for each lamb of the seven lambs;




 


  また雄やぎ一頭をささげてあなたがたのために罪のあがないをしなければならない。 


 [and] one buck of the goats, to make atonement for you.




 


  あなたがたは常燔祭とその素祭とその灌祭とのほかに、これらをささげなければならない。これらはみな、全きものでなければならない。 


 Ye shall offer them besides the continual burnt-offering, and its oblation (without blemish shall they be unto you), and their drink-offerings.
民数記 29

⇈ 旧約聖書


↥ 民数記 


↤  


↦ 民数記 30 




詩のインデックス:


  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  






 


  七月には、その月の第一日に聖会を開かなければならない。なんの労役をもしてはならない。これはあなたがたがラッパを吹く日である。 


 And in the seventh month, on the first of the month, ye shall have a holy convocation: no manner of servile work shall ye do; a day of blowing the trumpets shall it be unto you.




 


  あなたがたは燔祭をささげて、主に香ばしいかおりとしなければならない。すなわち若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の全き小羊七頭をささげなければならない。 


 And ye shall offer a burnt-offering for a sweet odour to Jehovah: one young bullock, one ram, seven yearling lambs without blemish;




 


  その素祭には油を混ぜた麦粉をささげなければならない。すなわち雄牛一頭について一エパの十分の三、雄羊一頭について十分の二をささげ、 


 and their oblation of fine flour mingled with oil, three tenth parts for the bullock, two tenth parts for the ram,




 


  また七頭の小羊には一頭ごとに十分の一をささげなければならない。 


 and one tenth part for each lamb of the seven lambs;




 


  また雄やぎ一頭を罪祭としてささげ、あなたがたのために罪のあがないをしなければならない。 


 and one buck of the goats for a sin-offering, to make atonement for you,




 


  これは新月の燔祭とその素祭、常燔祭とその素祭、および灌祭のほかのものであって、これらのものの定めにしたがい、香ばしいかおりとして、主に火祭としなければならない。 


 -- besides the monthly burnt-offering and its oblation, and the continual burnt-offering and its oblation, and their drink-offerings, according to their ordinance, for a sweet odour, an offering by fire to Jehovah.




 


  またその七月の十日に聖会を開き、かつあなたがたの身を悩まさなければならない。なんの仕事もしてはならない。 


 And on the tenth of this seventh month ye shall have a holy convocation; and ye shall afflict your souls; no manner of work shall ye do.




 


  あなたがたは主に燔祭をささげて、香ばしいかおりとしなければならない。すなわち若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊七頭をささげなければならない。これらはみな全きものでなければならない。 


 And ye shall present a burnt-offering to Jehovah for a sweet odour: one young bullock, one ram, seven yearling lambs (without blemish shall they be unto you);




 


  その素祭には油を混ぜた麦粉をささげなければならない。すなわち雄牛一頭につき一エパの十分の三、雄羊一頭につき十分の二をささげ、 


 and their oblation of fine flour mingled with oil, three tenth parts for the bullock, two tenth parts for the ram,




 


  また七頭の小羊には一頭ごとに十分の一をささげなければならない。 


 one tenth part for each lamb, of the seven lambs;




 


  また雄やぎ一頭を罪祭としてささげなければならない。これらは贖罪の罪祭と常燔祭とその素祭、および灌祭のほかのものである。 


 [and] one buck of the goats for a sin-offering, -- besides the sin-offering of atonement, and the continual burnt-offering and its oblation, and their drink-offerings.




 


  七月の十五日に聖会を開かなければならない。なんの労役もしてはならない。七日のあいだ主のために祭をしなければならない。 


 And on the fifteenth day of the seventh month ye shall have a holy convocation: no manner of servile work shall ye do; and ye shall celebrate a feast to Jehovah seven days;




 


  あなたがたは燔祭をささげて、主に香ばしいかおりの火祭としなければならない。すなわち若い雄牛十三頭、雄羊二頭、一歳の雄の小羊十四頭をささげなければならない。これらはみな全きものでなければならない。 


 and ye shall present a burnt-offering, an offering by fire for a sweet odour to Jehovah: thirteen young bullocks, two rams, fourteen yearling lambs (they shall be without blemish);




 


  その素祭には油を混ぜた麦粉をささげなければならない。すなわち十三頭の雄牛には一頭ごとに十分の三、その二頭の雄羊には一頭ごとに十分の二をささげ、 


 and their oblation of fine flour mingled with oil: three tenth parts for each bullock of the thirteen bullocks, two tenth parts for each ram of the two rams,




 


  その十四頭の小羊には一頭ごとに十分の一をささげなければならない。 


 and one tenth part for each lamb of the fourteen lambs;




 


  また雄やぎ一頭を罪祭としてささげなければならない。これらは常燔祭とその素祭および灌祭のほかのものである。 


 and one buck of the goats for a sin-offering, -- besides the continual burnt-offering, its oblation and its drink-offering.




 


  第二日には若い雄牛十二頭、雄羊二頭、一歳の雄の全き小羊十四頭をささげなければならない。 


 And on the second day, [ye shall present] twelve young bullocks, two rams, fourteen yearling lambs without blemish;




 


  その雄牛と雄羊と小羊とのための素祭と灌祭とはその数にしたがって、定めのようにささげなければならない。 


 and their oblation and their drink-offerings for the bullocks, for the rams, and for the lambs, by their number, according to the ordinance;




 


  また雄やぎ一頭を罪祭としてささげなければならない。これらは常燔祭とその素祭および灌祭のほかのものである。 


 and one buck of the goats for a sin-offering, -- besides the continual burnt-offering and its oblation, and their drink-offerings.




 


  第三日には雄牛十一頭、雄羊二頭、一歳の雄の全き小羊十四頭をささげなければならない。 


 And on the third day, eleven bullocks, two rams, fourteen yearling lambs without blemish;




 


  その雄牛と雄羊と小羊とのための素祭と灌祭とは、その数にしたがって定めのようにささげなければならない。 


 and their oblation and their drink-offerings for the bullocks, for the rams, and for the lambs, by their number, according to the ordinance;




 


  また雄やぎ一頭を罪祭としてささげなければならない。これらは常燔祭とその素祭および灌祭のほかのものである。 


 and one he-goat for a sin-offering, -- besides the continual burnt-offering and its oblation and its drink-offering.




 


  第四日には雄牛十頭、雄羊二頭、一歳の雄の全き小羊十四頭をささげなければならない。 


 And on the fourth day, ten bullocks, two rams, fourteen yearling lambs without blemish;




 


  その雄牛と雄羊と小羊とのための素祭と灌祭とは、その数にしたがって定めのようにささげなければならない。 


 their oblation and their drink-offerings for the bullocks, for the rams, and for the lambs, by their number, according to the ordinance;




 


  また雄やぎ一頭を罪祭としてささげなければならない。これらは常燔祭とその素祭および灌祭のほかのものである。 


 and one buck of the goats for a sin-offering, -- besides the continual burnt-offering, its oblation and its drink-offering.




 


  第五日には雄牛九頭、雄羊二頭、一歳の雄の全き小羊十四頭をささげなければならない。 


 And on the fifth day, nine bullocks, two rams, fourteen yearling lambs without blemish;




 


  その雄牛と雄羊と小羊とのための素祭と灌祭とは、その数にしたがって定めのようにささげなければならない。 


 and their oblation and their drink-offerings for the bullocks, for the rams, and for the lambs, by their number, according to the ordinance;




 


  また雄やぎ一頭を罪祭としてささげなければならない。これらは常燔祭とその素祭および灌祭のほかのものである。 


 and one he-goat for a sin-offering, -- besides the continual burnt-offering and its oblation and its drink-offering.




 


  第六日には雄牛八頭、雄羊二頭、一歳の雄の全き小羊十四頭をささげなければならない。 


 And on the sixth day, eight bullocks, two rams, fourteen yearling lambs without blemish;




 


  その雄牛と雄羊と小羊とのための素祭と灌祭とは、その数にしたがって定めのようにささげなければならない。 


 and their oblation and their drink-offerings for the bullocks, for the rams, and for the lambs, by their number, according to the ordinance;




 


  また雄やぎ一頭を罪祭としてささげなければならない。これらは常燔祭とその素祭および灌祭のほかのものである。 


 and one he-goat for a sin-offering, -- besides the continual burnt-offering, its oblation and its drink-offerings.




 


  第七日には雄牛七頭、雄羊二頭、一歳の雄の全き小羊十四頭をささげなければならない。 


 And on the seventh day, seven bullocks, two rams, fourteen yearling lambs without blemish;




 


  その雄牛と雄羊と小羊とのための素祭と灌祭とは、その数にしたがって定めのようにささげなければならない。 


 and their oblation and their drink-offerings for the bullocks, for the rams, and for the lambs, by their number, according to their ordinance;




 


  また雄やぎ一頭を罪祭としてささげなければならない。これらは常燔祭とその素祭および灌祭のほかのものである。 


 and one he-goat for a sin-offering, -- besides the continual burnt-offering, its oblation and its drink-offering.




 


  第八日にはまた集会を開かなければならない。なんの労役をもしてはならない。 


 On the eighth day ye shall have a solemn assembly: no manner of servile work shall ye do.




 


  あなたがたは燔祭をささげて主に香ばしいかおりの火祭としなければならない。すなわち雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の全き小羊七頭をささげなければならない。 


 And ye shall present a burnt-offering, an offering by fire of a sweet odour to Jehovah: one bullock, one ram, seven yearling lambs without blemish;




 


  その雄牛と雄羊と小羊とのための素祭と灌祭とは、その数にしたがって定めのようにささげなければならない。 


 their oblation and their drink-offerings for the bullock, for the ram, and for the lambs, by their number, according to the ordinance;




 


  また雄やぎ一頭を罪祭としてささげなければならない。これらは常燔祭とその素祭および灌祭のほかのものである。 


 and one he-goat for a sin-offering, -- besides the continual burnt-offering and its oblation and its drink-offering.




 


  あなたがたは定めの祭の時に、これらのものを主にささげなければならない。これらはあなたがたの誓願、または自発の供え物としてささげる燔祭、素祭、灌祭および酬恩祭のほかのものである』」。 


 These shall ye offer to Jehovah in your set feasts, besides your vows, and your voluntary-offerings, for your burnt-offerings, and for your oblations, and for your drink-offerings, and for your peace-offerings.




 


  モーセは主が命じられた事をことごとくイスラエルの人々に告げた。 


 And Moses told the children of Israel according to all that Jehovah had commanded Moses.
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  モーセはイスラエルの人々の部族のかしらたちに言った、「これは主が命じられた事である。 


 And Moses spoke to the heads of the tribes of the children of Israel, saying, This is what Jehovah hath commanded.




 


  もし人が主に誓願をかけ、またはその身に物断ちをしようと誓いをするならば、その言葉を破ってはならない。口で言ったとおりにすべて行わなければならない。 


 If a man vow a vow to Jehovah, or swear an oath to bind his soul with a bond, he shall not break his word; according to all that hath gone out of his mouth shall he do.




 


  またもし女がまだ若く、父の家にいて、主に誓願をかけ、またはその身に物断ちをしようとする時、 


 If a woman also vow a vow to Jehovah, and bind herself by a bond, in her father's house in her youth,




 


  父が彼女の誓願、または彼女の身に断った物断ちのことを聞いて、彼女に何も言わないならば、彼女はすべて誓願を行い、またその身に断った物断ちをすべて守らなければならない。 


 and her father hear her vow, and her bond wherewith she hath bound her soul, and her father shall be silent at her, then all her vows shall stand, and every bond wherewith she hath bound her soul shall stand.




 


  しかし、彼女の父がそれを聞いた日に、それを承認しない時は、彼女はその誓願、またはその身に断った物断ちをすべてやめることができる。父が承認しないのであるから、主は彼女をゆるされるであろう。 


 But if her father prohibited her in the day that he heard, none of her vows, or of her bonds wherewith she hath bound her soul, shall stand; and Jehovah shall pardon her, because her father prohibited her.




 


  またもし夫のある身で、みずから誓願をかけ、またはその身に物断ちをしようと、軽々しく口で言った場合、 


 And if she have a husband, when she hath her vow upon her or ought that hath passed her lips wherewith she hath bound her soul,




 


  夫がそれを聞き、それを聞いた日に彼女に何も言わないならば、彼女はその誓願を行い、その身に断った物断ちを守らなければならない。 


 and her husband hear it and be silent at her in the day that he heareth it, then her vows shall stand, and her bonds wherewith she bound her soul shall stand.




 


  しかし、もし夫がそれを聞いた日に、それを承認しないならば、夫はその女がかけた誓願、またはその身に物断ちをしようと、軽々しく口に言ったことをやめさせることができる。主はその女をゆるされるであろう。 


 But if her husband prohibit her on the day that he heareth it, and annul her vow which is upon her, and what hath passed her lips, wherewith she hath bound her soul, then Jehovah shall pardon her.




 


  しかし、寡婦あるいは離縁された女の誓願、すべてその身に断った物断ちは、それを守らなければならない。 


 But the vow of a widow, and of her that is divorced, -- everything wherewith she hath bound her soul shall stand against her.




 


  もし女が夫の家で誓願をかけ、またはその身に物断ちをしようと誓った時、 


 And if she have vowed in her husband's house, or have bound her soul by an oath with a bond,




 


  夫がそれを聞いて、彼女に何も言わず、またそれに反対しないならば、その誓願はすべて行わなければならない。またその身に断った物断ちはすべて守らなければならない。 


 and her husband have heard it, and been silent at her, and hath not prohibited her, then all her vows shall stand, and every bond wherewith she hath bound her soul shall stand.




 


  しかし、もし夫がそれを聞いた日にそれを認めないならば、彼女の誓願、または身の物断ちについて、彼女が口で言った事は、すべてやめることができる。夫がそれを認めなかったのだから、主はその女をゆるされるであろう。 


 But if her husband have expressly annulled them on the day that he heard them, then nothing of that which is gone out of her lips as to her vows or the bond on her soul, shall stand: her husband hath annulled them; and Jehovah will pardon her.




 


  すべての誓願およびすべてその身を悩ます物断ちの誓約は、夫がそれを守らせることができ、または夫がそれをやめさせることができる。 


 Every vow, and every binding oath to afflict the soul, her husband can establish it, or her husband can annul it.




 


  もし夫が彼女に何も言わずに日を送るならば、彼は妻がした誓願、または物断ちをすべて認めたのである。彼はそれを聞いた日に妻に何も言わなかったのだから、それを認めたのである。 


 And if her husband be altogether silent at her from day to day, then he hath established all her vows or all her bonds which are upon her; he hath confirmed them, for he hath been silent at her in the day that he heard them.




 


  しかし、もし夫がそれを聞き、あとになって、それを認めないならば、彼は妻の罪を負わなければならない」。 


 But if he in any way annul them after he hath heard them, then he shall bear her iniquity.




 


  これらは主がモーセに命じられた定めであって、夫と妻との間、および父とまだ若くて父の家にいる娘との間に関するものである。 


 These are the statutes, which Jehovah commanded Moses, between a man and his wife, between a father and his daughter, in her youth in her father's house.
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  さて主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「ミデアンびとにイスラエルの人々のあだを報いなさい。その後、あなたはあなたの民に加えられるであろう」。 


 Avenge the children of Israel upon the Midianites; afterwards shalt thou be gathered unto thy peoples.




 


  モーセは民に言った、「あなたがたのうちから人を選んで戦いのために武装させ、ミデアンびとを攻めて、主のためミデアンびとに復讐しなさい。 


 And Moses spoke to the people, saying, Arm from amongst you men for military service, that they go against Midian to execute Jehovah's vengeance upon Midian.




 


  すなわちイスラエルのすべての部族から、部族ごとに千人ずつを戦いに送り出さなければならない」。 


 Of every tribe a thousand, of all the tribes of Israel, shall ye send to the war.




 


  そこでイスラエルの部族のうちから部族ごとに千人ずつを選び、一万二千人を得て、戦いのために武装させた。 


 And there were levied out of the thousands of Israel, a thousand by tribe, twelve thousand armed for war.




 


  モーセは各部族から千人ずつを戦いにつかわし、また祭司エレアザルの子ピネハスに、聖なる器と吹き鳴らすラッパとを執らせて、共に戦いにつかわした。 


 And Moses sent them to the war, a thousand by the tribe, them and Phinehas the son of Eleazar the priest, to the war, and the holy instruments, even the alarm-trumpets in his hand.




 


  彼らは主がモーセに命じられたようにミデアンびとと戦って、その男子をみな殺した。 


 And they warred against Midian, as Jehovah had commanded Moses, and slew all the males.




 


  その殺した者のほかにまたミデアンの王五人を殺した。その名はエビ、レケム、ツル、フル、レバである。またベオルの子バラムをも、つるぎにかけて殺した。 


 And they slew the kings of Midian, besides the others slain, Evi, and Rekem, and Zur, and Hur, and Reba, five kings of Midian; and Balaam the son of Beor they slew with the sword.




 


  またイスラエルの人々はミデアンの女たちとその子供たちを捕虜にし、その家畜と、羊の群れと、貨財とをことごとく奪い取り、 


 And the children of Israel took the women of Midian captives, and their little ones, and took for a spoil all their cattle and all their flocks and all their goods;




 


  そのすまいのある町々と、その部落とを、ことごとく火で焼いた。 


 and all their cities in their settlements and all their encampments they burned with fire.




 


  こうして彼らはすべて奪ったものと、かすめたものとは人をも家畜をも取り、 


 And they took all the booty, and all the prey, of man and of cattle;




 


  その生けどった者と、かすめたものと、奪ったものとを携えて、エリコに近いヨルダンのほとりのモアブの平野の宿営におるモーセと祭司エレアザルとイスラエルの人々の会衆のもとへもどってきた。 


 and they brought to Moses and Eleazar the priest, and to the assembly of the children of Israel, the captives and the prey and the booty, to the camp in the plains of Moab, which are by the Jordan of Jericho.




 


  ときにモーセと祭司エレアザルと会衆のつかさたちはみな宿営の外に出て迎えたが、 


 And Moses and Eleazar the priest and all the princes of the assembly went forth to meet them outside the camp.




 


  モーセは軍勢の将たち、すなわち戦場から帰ってきた千人の長たちと、百人の長たちに対して怒った。 


 And Moses was wroth with the officers of the army, with the captains of thousands, and captains of hundreds, who came from the service of the war;




 


  モーセは彼らに言った、「あなたがたは女たちをみな生かしておいたのか。 


 and Moses said to them, Have ye saved all the women alive?




 


  彼らはバラムのはかりごとによって、イスラエルの人々に、ペオルのことで主に罪を犯させ、ついに主の会衆のうちに疫病を起すに至った。 


 Lo, these, through the counsel of Balaam, caused the children of Israel to commit sin against Jehovah in the matter of Peor, and there was a plague on the assembly of Jehovah.




 


  それで今、この子供たちのうちの男の子をみな殺し、また男と寝て、男を知った女をみな殺しなさい。 


 And now slay every male among the little ones, and slay every woman that hath known man by lying with him,




 


  ただし、まだ男と寝ず、男を知らない娘はすべてあなたがたのために生かしておきなさい。 


 but all the children among the women that have not known lying with a man, keep alive for yourselves.




 


  そしてあなたがたは七日のあいだ宿営の外にとどまりなさい。あなたがたのうちすべて人を殺した者、およびすべて殺された者に触れた者は、あなたがた自身も、あなたがたの捕虜も共に、三日目と七日目とに身を清めなければならない。 


 And encamp outside the camp seven days; whoever hath killed a person, and whoever hath touched any slain; ye shall purify yourselves on the third day, and on the seventh day, you and your captives.




 


  またすべての衣服と、すべての皮の器と、すべてやぎの毛で作ったものと、すべての木の器とを清めなければならない」。 


 And every garment, and every vessel of skin, and all work of goat's hair, and every utensil of wood shall ye purify.




 


  祭司エレアザルは戦いに出たいくさびとたちに言った、「これは主がモーセに命じられた律法の定めである。 


 And Eleazar the priest said to the men of war that had gone to the battle, This is the statute of the law which Jehovah hath commanded Moses.




 


  金、銀、青銅、鉄、すず、鉛など、 


 Only the gold, and the silver, the copper, the iron, the tin, and the lead,




 


  すべて火に耐える物は火の中を通さなければならない。そうすれば清くなるであろう。なおその上、汚れを清める水で、清めなければならない。しかし、すべて火に耐えないものは水の中を通さなければならない。 


 everything that passeth through the fire, ye shall make it go through the fire, and it shall be clean; only it shall be purified with the water of separation; and everything that cannot pass through the fire ye shall make go through the water.




 


  あなたがたは七日目に衣服を洗わなければならない。そして清くなり、その後宿営にはいることができる」。 


 And ye shall wash your garments on the seventh day, and ye shall be clean; and afterwards ye may come into the camp.




 


  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「あなたと祭司エレアザルおよび会衆の氏族のかしらたちは、その生けどった人と家畜の獲物の総数を調べ、 


 Take the sum of the prey that was taken, of man and of cattle, thou, and Eleazar the priest, and the chief fathers of the assembly;




 


  その獲物を戦いに出た勇士と、全会衆とに折半しなさい。 


 and divide the prey into halves, between them that conducted the war, who went out to the battle, and the whole assembly.




 


  そして戦いに出たいくさびとに、人または牛、またはろば、または羊を、おのおの五百ごとに一つを取り、みつぎとして主にささげさせなさい。 


 And thou shalt levy a tribute for Jehovah of the men of war who went out to the army, one soul of five hundred of the persons, and of the oxen, and of the asses, and of the small cattle.




 


  すなわち彼らが受ける半分のなかから、それを取り、主にささげる物として祭司エレアザルに渡しなさい。 


 Of their half shall ye take it, and give it unto Eleazar the priest, for a heave-offering of Jehovah.




 


  またイスラエルの人々が受ける半分のなかから、その獲た人または牛、またはろば、または羊などの家畜を、おのおの五十ごとに一つを取り、主の幕屋の務をするレビびとに与えなさい」。 


 And of the children of Israel's half, thou shalt take one portion of fifty, of the persons, of the oxen, of the asses, and of the small cattle, of every [kind of] beasts, and thou shalt give them unto the Levites, who keep the charge of the tabernacle of Jehovah.




 


  モーセと祭司エレアザルとは主がモーセに命じられたとおりに行った。 


 And Moses and Eleazar the priest did as Jehovah had commanded Moses.




 


  そこでその獲物、すなわち、いくさびとたちが奪い取ったものの残りは羊六十七万五千、 


 And the prey, the rest of the spoil, which the men of war had taken, was six hundred and seventy-five thousand sheep,




 


  牛七万二千、 


 and seventy-two thousand oxen,




 


  ろば六万一千、 


 and sixty-one thousand asses,




 


  人三万二千、これはみな男と寝ず、男を知らない女であった。 


 and of human persons, of the women that had not known lying with a man, all the persons were thirty-two thousand.




 


  そしてその半分、すなわち戦いに出た者の分は羊三十三万七千五百、 


 And the half, the portion of them that had gone out to the war, was in number three hundred and thirty-seven thousand five hundred sheep,




 


  主にみつぎとした羊は六百七十五。 


 and the tribute for Jehovah of the sheep was six hundred and seventy-five;




 


  牛は三万六千、そのうちから主にみつぎとしたものは七十二。 


 and the oxen were thirty-six thousand, and the tribute thereof for Jehovah, seventy-two;




 


  ろばは三万五百、そのうちから主にみつぎとしたものは六十一。 


 and the asses were thirty thousand five hundred, and the tribute thereof for Jehovah, sixty-one;




 


  人は一万六千、そのうちから主にみつぎとしたものは三十二人であった。 


 and the human persons were sixteen thousand, of whom the tribute for Jehovah was thirty-two persons.




 


  モーセはそのみつぎを主にささげる物として祭司エレアザルに渡した。主がモーセに命じられたとおりである。 


 And Moses gave the tribute of Jehovah's heave-offering to Eleazar the priest, as Jehovah had commanded Moses.




 


  モーセが戦いに出た人々とは別にイスラエルの人々に与えた半分、 


 And of the children of Israel's half, which Moses had divided, [taking it] from the men that served in the war,




 


  すなわち会衆の受けた半分は羊三十三万七千五百、 


 (now the half belonging to the assembly was of the sheep, three hundred and thirty-seven thousand five hundred,




 


  牛三万六千、 


 and thirty-six thousand oxen,




 


  ろば三万五百、 


 and thirty thousand five hundred asses,




 


  人一万六千であって、 


 and sixteen thousand human persons,)




 


  モーセはイスラエルの人々の受けた半分のなかから、人および獣をおのおの五十ごとに一つを取って、主の幕屋の務をするレビびとに与えた。主がモーセに命じられたとおりである。 


... of the children of Israel's half, Moses took one portion of fifty, of man and of cattle, and gave them to the Levites who kept the charge of the tabernacle of Jehovah; as Jehovah had commanded Moses.




 


  時に軍勢の将であったものども、すなわち千人の長たちと百人の長たちとがモーセのところにきて、 


 And the officers who were over the thousands of the host, the captains of thousands, and captains of hundreds, came near to Moses,




 


  モーセに言った、「しもべらは、指揮下のいくさびとを数えましたが、われわれのうち、ひとりも欠けた者はありませんでした。 


 and they said to Moses, Thy servants have taken the sum of the men of war who were under our hand, and there is not one man of us lacking.




 


  それで、われわれは、おのおの手に入れた金の飾り物、すなわち腕飾り、腕輪、指輪、耳輪、首飾りなどを主に携えてきて供え物とし、主の前にわれわれの命のあがないをしようと思います」。 


 So we present the offering of Jehovah, that which each one hath found, jewels of gold, chains, and bracelets, rings, earrings, and necklaces, to make atonement for our souls before Jehovah.




 


  モーセと祭司エレアザルとは、彼らから細工を施した金の飾り物を受け取った。 


 And Moses and Eleazar the priest took the gold of them, all manner of wrought jewels.




 


  千人の長たちと百人の長たちとが、主にささげものとした金は合わせて一万六千七百五十シケル。 


 And all the gold of the heave-offering that they offered to Jehovah was sixteen thousand seven hundred and fifty shekels, from the captains of thousands and the captains of hundreds.




 


  いくさびとは、おのおの自分のぶんどり物を獲た。 


 (The men of war had taken spoil each one for himself.)




 


  モーセと祭司エレアザルとは、千人の長たちと百人の長たちとから、その金を受け取り、それを携えて会見の幕屋に入り、主の前に置いてイスラエルの人々のために記念とした。 


 And Moses and Eleazar the priest took the gold of the captains of thousands and of hundreds, and brought it into the tent of meeting, as a memorial for the children of Israel before Jehovah.
民数記 32

⇈ 旧約聖書


↥ 民数記 


↤  


↦ 民数記 33 




詩のインデックス:


  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  






 


  ルベンの子孫とガドの子孫とは非常に多くの家畜の群れを持っていた。彼らがヤゼルの地と、ギレアデの地とを見ると、そこは家畜を飼うのに適していたので、 


 And the children of Reuben and the children of Gad had much cattle, a very great multitude; and they saw the land of Jaazer, and the land of Gilead, and behold, the place was a place for cattle.




 


  ガドの子孫とルベンの子孫とがきて、モーセと、祭司エレアザルと、会衆のつかさたちとに言った、 


 And the children of Gad and the children of Reuben came and spoke to Moses, and to Eleazar the priest, and to the princes of the assembly, saying,




 


  「アタロテ、デボン、ヤゼル、ニムラ、ヘシボン、エレアレ、シバム、ネボ、ベオン、 


 Ataroth, and Dibon, and Jaazer, and Nimrah, and Heshbon, and Elaleh, and Sebam, and Nebo, and Beon,




 


  すなわち主がイスラエルの会衆の前に撃ち滅ぼされた国は、家畜を飼うのに適した地ですが、しもべらは家畜を持っています」。 


 the country that Jehovah smote before the assembly of Israel, is a land for cattle, and thy servants have cattle;




 


  彼らはまた言った、「それでもし、あなたの恵みを得られますなら、どうぞこの地をしもべらの領地にして、われわれにヨルダンを渡らせないでください」。 


 and they said, If we have found favour in thine eyes, let this land be given to thy servants for a possession: bring us not over the Jordan.




 


  モーセはガドの子孫とルベンの子孫とに言った、「あなたがたは兄弟が戦いに行くのに、ここにすわっていようというのか。 


 And Moses said to the children of Gad, and to the children of Reuben, Shall your brethren go to war, and shall *ye* abide here?




 


  どうしてあなたがたはイスラエルの人々の心をくじいて、主が彼らに与えられる地に渡ることができないようにするのか。 


 And why do ye discourage the children of Israel from going over into the land that Jehovah has given them?




 


  あなたがたの先祖も、わたしがカデシ・バルネアから、その地を見るためにつかわした時に、同じようなことをした。 


 Thus did your fathers, when I sent them from Kadesh-barnea to see the land:




 


  すなわち彼らはエシコルの谷に行って、その地を見たとき、イスラエルの人々の心をくじいて、主が与えられる地に行くことができないようにした。 


 they went up to the valley of Eshcol, and saw the land, and discouraged the children of Israel, that they should not go into the land that Jehovah had given them.




 


  そこでその時、主は怒りを発し、誓って言われた、 


 And Jehovah's anger was kindled the same time, and he swore, saying,




 


  『エジプトから出てきた人々で二十歳以上の者はひとりもわたしがアブラハム、イサク、ヤコブに誓った地を見ることはできない。彼らはわたしに従わなかったからである。 


 If the men that came up out of Egypt, from twenty years old and upward, shall see the land that I swore to Abraham, to Isaac, and to Jacob! for they have not wholly followed me;




 


  ただケニズびとエフンネの子カレブとヌンの子ヨシュアとはそうではない。このふたりは全く主に従ったからである』。 


 save Caleb the son of Jephunneh the Kenizzite, and Joshua the son of Nun; for they have wholly followed Jehovah.




 


  主はこのようにイスラエルにむかって怒りを発し、彼らを四十年のあいだ荒野にさまよわされたので、主の前に悪を行ったその世代の人々は、ついにみな滅びた。 


 And Jehovah's anger was kindled against Israel, and he made them wander in the wilderness forty years, until the whole generation was consumed that had done evil in the eyes of Jehovah.




 


  あなたがたはその父に代って立った罪びとのやからであって、主のイスラエルに対する激しい怒りをさらに増そうとしている。 


 And behold, ye are risen up in your fathers' stead, a progeny of sinful men, to augment yet the fierce anger of Jehovah toward Israel.




 


  あなたがたがもしそむいて主に従わないならば、主はまたこの民を荒野にすておかれるであろう。そうすればあなたがたはこの民をことごとく滅ぼすに至るであろう」。 


 If ye turn away from after him, he will yet again leave them in the wilderness; and ye shall destroy all this people.




 


  彼らはモーセのところへ進み寄って言った、「われわれはこの所に、群れのために羊のおりを建て、また子供たちのために町々を建てようと思います。 


 And they drew near to him, and said, We will build sheepfolds here for our cattle, and cities for our little ones;




 


  しかし、われわれは武装してイスラエルの人々の前に進み、彼らをその所へ導いて行きましょう。ただわれわれの子供たちは、この地の住民の害をのがれるため、堅固な町々に住ませておかなければなりません。 


 but we ourselves will go with diligence armed before the children of Israel, until we have brought them to their place; and our little ones shall dwell in the strong cities because of the inhabitants of the land.




 


  われわれはイスラエルの人々が、おのおのその嗣業を受けるまでは、家に帰りません。 


 We will not return to our houses, until the children of Israel have inherited each one his inheritance.




 


  またわれわれはヨルダンのかなたで彼らとともには嗣業を受けません。われわれはヨルダンのこなた、すなわち東の方で嗣業を受けるからです」。 


 For we will not inherit with them on yonder side the Jordan, and further, because our inheritance is fallen to us on this side the Jordan eastward.




 


  モーセは彼らに言った、「もし、あなたがたがそのようにし、みな武装して主の前に行って戦い、 


 And Moses said to them, If ye do this thing, if ye arm yourselves before Jehovah for war,




 


  みな武装して主の前に行ってヨルダン川を渡り、主がその敵を自分の前から追い払われて、 


 and all of you that are armed go over the Jordan before Jehovah, until he have dispossessed his enemies from before him,




 


  この国が主の前に征服されて後、帰ってくるならば、あなたがたは主の前にも、イスラエルの前にも、とがめはないであろう。そしてこの地は主の前にあなたがたの所有となるであろう。 


 and the land is subdued before Jehovah, and afterwards ye return, ye shall be guiltless toward Jehovah and toward Israel, and this land shall be your possession before Jehovah.




 


  しかし、そうしないならば、あなたがたは主にむかって罪を犯した者となり、その罪は必ず身に及ぶことを知らなければならない。 


 But if ye do not do so, behold, ye have sinned against Jehovah, and be sure your sin will find you out.




 


  あなたがたは子供たちのために町々を建て、羊のために、おりを建てなさい。しかし、あなたがたは約束したことは行わなければならない」。 


 Build yourselves cities for your little ones, and folds for your flocks, and do that which has gone out of your mouth.




 


  ガドの子孫とルベンの子孫とは、モーセに言った、「しもべらはあなたの命じられたとおりにいたします。 


 And the children of Gad and the children of Reuben spoke to Moses, saying, Thy servants will do as my lord commands.




 


  われわれの子供たちと妻と羊と、すべての家畜とは、このギレアデの町々に残します。 


 Our little ones, our wives, our cattle, and all our beasts shall be there in the cities of Gilead;




 


  しかし、しもべらはみな武装して、あなたの言われるとおり、主の前に渡って行って戦います」。 


 but thy servants will pass over, every one armed for war, before Jehovah to battle, as my lord says.




 


  モーセは彼らのことについて、祭司エレアザルと、ヌンの子ヨシュアと、イスラエルの人々の部族のうちの氏族のかしらたちとに命じた。 


 So concerning them Moses commanded Eleazar the priest, and Joshua the son of Nun, and the chief fathers of the tribes of the children of Israel.




 


  そしてモーセは彼らに言った、「ガドの子孫と、ルベンの子孫とが、おのおの武装してあなたがたと一緒にヨルダンを渡り、主の前に戦って、その地をあなたがたが征服するならば、あなたがたは彼らにギレアデの地を領地として与えなければならない。 


 And Moses said unto them, If the children of Gad and the children of Reuben pass with you over the Jordan, every one armed for battle, before Jehovah, and the land be subdued before you, then ye shall give them the land of Gilead for a possession;




 


  しかし、もし彼らが武装してあなたがたと一緒に渡って行かないならば、彼らはカナンの地であなたがたのうちに領地を獲なければならない」。 


 but if they do not pass over with you armed, they shall have possessions among you in the land of Canaan.




 


  ガドの子孫と、ルベンの子孫とは答えて言った、「しもべらは主が言われたとおりにいたします。 


 And the children of Gad and the children of Reuben answered, saying, As Jehovah has said to thy servants, so will we do.




 


  われわれは武装して、主の前にカナンの地へ渡って行きますが、ヨルダンのこなたで、われわれの嗣業をもつことにします」。 


 We will pass over armed before Jehovah into the land of Canaan, and the possession of our inheritance on this side the Jordan shall be ours.




 


  そこでモーセはガドの子孫と、ルベンの子孫と、ヨセフの子マナセの部族の半ばとに、アモリびとの王シホンの国と、バシャンの王オグの国とを与えた。すなわち、その国およびその領内の町々とその町々の周囲の地とを与えた。 


 And Moses gave to them, to the children of Gad, and to the children of Reuben, and to half the tribe of Manasseh the son of Joseph, the kingdom of Sihon king of the Amorites, and the kingdom of Og the king of Bashan, the land, according to its cities and territories, the cities of the land round about.




 


  こうしてガドの子孫は、デボン、アタロテ、アロエル、 


 And the children of Gad built Dibon, and Ataroth, and Aroer,




 


  アテロテ・ショパン、ヤゼル、ヨグベハ、 


 and Atroth-Shophan, and Jaazer, and Jogbebah,




 


  ベテニムラ、ベテハランなどの堅固な町々を建て、羊のおりを建てた。 


 and Beth-Nimrah, and Beth-haran, strong cities, and sheepfolds.




 


  またルベンの子孫は、ヘシボン、エレアレ、キリヤタイム、 


 -- And the children of Reuben built Heshbon, and Elaleh, and Kirjathaim,




 


  および後に名を改めたネボと、バアル・メオンの町を建て、またシブマの町を建てた。彼らは建てた町々に新しい名を与えた。 


 and Nebo, and Baal-meon (of which the names were changed), and Sibmah; and they gave other names to the cities that they built.




 


  またマナセの子マキルの子孫はギレアデに行って、そこを取り、その住民アモリびとを追い払ったので、 


 -- And the children of Machir the son of Manasseh went to Gilead, and took it, and they dispossessed the Amorites that were therein.




 


  モーセはギレアデをマナセの子マキルに与えてそこに住まわせた。 


 And Moses gave Gilead to Machir the son of Manasseh; and he dwelt therein.




 


  またマナセの子ヤイルは行って村々を取り、それをハオテヤイルと名づけた。 


 And Jair the son of Manasseh went and took their hamlets, and called them Havoth-Jair.




 


  またノバは行ってケナテとその村々を取り、自分の名にしたがって、それをノバと名づけた。 


 And Nobah went and took Kenath, and its dependent villages, and called it Nobah, after his name.
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  イスラエルの人々が、モーセとアロンとに導かれ、その部隊に従って、エジプトの国を出てから経た旅路は次のとおりである。 


 These are the journeys of the children of Israel, who went forth out of the land of Egypt according to their armies under the hand of Moses and Aaron.




 


  モーセは主の命により、その旅路にしたがって宿駅を書きとめた。その宿駅にしたがえば旅路は次のとおりである。 


 And Moses wrote their goings out according to their journeys by the commandment of Jehovah; and these are their journeys according to their goings out.




 


  彼らは正月の十五日にラメセスを出立した。すなわち過越の翌日イスラエルの人々は、すべてのエジプトびとの目の前を意気揚々と出立した。 


 They journeyed from Rameses in the first month, on the fifteenth day of the first month. On the morrow after the passover the children of Israel went out with a high hand in the sight of all the Egyptians.




 


  その時エジプトびとは、主に撃ち殺されたすべてのういごを葬っていた。主はまた彼らの神々にも罰を加えられた。 


 And the Egyptians buried those whom Jehovah had smitten among them, all the firstborn; and upon their gods Jehovah executed judgments.




 


  こうしてイスラエルの人々はラメセスを出立してスコテに宿営し、 


 And the children of Israel removed from Rameses, and encamped in Succoth.




 


  スコテを出立して荒野の端にあるエタムに宿営し、 


 And they removed from Succoth and encamped in Etham, which is at the end of the wilderness.




 


  エタムを出立してバアル・ゼポンの前にあるピハヒロテに引き返してミグドルの前に宿営し、 


 And they removed from Etham, and turned back to Pi-hahiroth, which is opposite Baal-Zephon, and encamped before Migdol.




 


  ピハヒロテを出立して、海のなかをとおって荒野に入り、エタムの荒野を三日路ほど行って、メラに宿営し、 


 And they removed from before Hahiroth, and passed through the midst of the sea into the wilderness, and went three days' journey in the wilderness of Etham, and encamped in Marah.




 


  メラを出立し、エリムに行って宿営した。エリムには水の泉十二と、なつめやし七十本とがあった。 


 And they removed from Marah, and came to Elim; and in Elim were twelve springs of water, and seventy palm-trees, and they encamped there.




 


  エリムを出立して紅海のほとりに宿営し、 


 And they removed from Elim, and encamped by the Red sea.




 


  紅海を出立してシンの荒野に宿営し、 


 And they removed from the Red sea, and encamped in the wilderness of Sin.




 


  シンの荒野を出立してドフカに宿営し、 


 And they removed from the wilderness of Sin, and encamped in Dophkah.




 


  ドフカを出立してアルシに宿営し、 


 And they removed from Dophkah, and encamped in Alush.




 


  アルシを出立してレピデムに宿営した。そこには民の飲む水がなかった。 


 And they removed from Alush, and encamped at Rephidim, where there was no water for the people to drink.




 


  レピデムを出立してシナイの荒野に宿営し、 


 And they removed from Rephidim, and encamped in the wilderness of Sinai.




 


  シナイの荒野を出立してキブロテ・ハッタワに宿営し、 


 And they removed from the wilderness of Sinai, and encamped at Kibroth-hattaavah.




 


  キブロテ・ハッタワを出立してハゼロテに宿営し、 


 And they removed from Kibroth-hattaavah, and encamped at Hazeroth.




 


  ハゼロテを出立してリテマに宿営し、 


 And they removed from Hazeroth, and encamped in Rithmah.




 


  リテマを出立してリンモン・パレツに宿営し、 


 And they removed from Rithmah, and encamped at Rimmon-perez.




 


  リンモン・パレツを出立してリブナに宿営し、 


 And they removed from Rimmon-perez, and encamped in Libnah.




 


  リブナを出立してリッサに宿営し、 


 And they removed from Libnah, and encamped at Rissah.




 


  リッサを出立してケヘラタに宿営し、 


 And they removed from Rissah, and encamped in Kehelathah.




 


  ケヘラタを出立してシャペル山に宿営し、 


 And they removed from Kehelathah, and encamped in mount Shapher.




 


  シャペル山を出立してハラダに宿営し、 


 And they removed from mount Shapher, and encamped in Haradah.




 


  ハラダを出立してマケロテに宿営し、 


 And they removed from Haradah, and encamped in Makheloth.




 


  マケロテを出立してタハテに宿営し、 


 And they removed from Makheloth, and encamped at Tahath.




 


  タハテを出立してテラに宿営し、 


 And they removed from Tahath, and encamped at Terah.




 


  テラを出立してミテカに宿営し、 


 And they removed from Terah, and encamped in Mithcah.




 


  ミテカを出立してハシモナに宿営し、 


 And they removed from Mithcah, and encamped in Hashmonah.




 


  ハシモナを出立してモセラに宿営し、 


 And they removed from Hashmonah, and encamped in Moseroth.




 


  モセラを出立してベネヤカンに宿営し、 


 And they removed from Moseroth, and encamped in Bene-Jaakan.




 


  ベネヤカンを出立してホル・ハギデガデに宿営し、 


 And they removed from Bene-Jaakan, and encamped at Hor-hagidgad.




 


  ホル・ハギデガデを出立してヨテバタに宿営し、 


 And they removed from Hor-hagidgad, and encamped in Jotbathah.




 


  ヨテバタを出立してアブロナに宿営し、 


 And they removed from Jotbathah, and encamped at Abronah.




 


  アブロナを出立してエジオン・ゲベルに宿営し、 


 And they removed from Abronah, and encamped at Ezion-geber.




 


  エジオン・ゲベルを出立してチンの荒野すなわちカデシに宿営し、 


 And they removed from Ezion-geber, and encamped in the wilderness of Zin, which is Kadesh.




 


  カデシを出立してエドムの国の端にあるホル山に宿営した。 


 And they removed from Kadesh, and encamped in mount Hor, in the border of the land of Edom.




 


  イスラエルの人々がエジプトの国を出て四十年目の五月一日に、祭司アロンは主の命によりホル山に登って、その所で死んだ。 


 And Aaron the priest went up mount Hor by the commandment of Jehovah, and died there, in the fortieth year after the children of Israel came out of the land of Egypt, in the fifth month, on the first of the month.




 


  アロンはホル山で死んだとき百二十三歳であった。 


 And Aaron was a hundred and twenty-three years old when he died on mount Hor.




 


  カナンの地のネゲブに住んでいたカナンびとアラデの王は、イスラエルの人々の来るのを聞いた。 


 And the Canaanite, the king of Arad who dwelt in the south in the land of Canaan, heard of the coming of the children of Israel.




 


  ついで、ホル山を出立してザルモナに宿営し、 


 And they removed from mount Hor, and encamped in Zalmonah.




 


  ザルモナを出立してプノンに宿営し、 


 And they removed from Zalmonah, and encamped in Punon.




 


  プノンを出立してオボテに宿営し、 


 And they removed from Punon, and encamped in Oboth.




 


  オボテを出立してモアブの境にあるイエ・アバリムに宿営し、 


 And they removed from Oboth, and encamped in Ijim-Abarim, in the border of Moab.




 


  イエ・アバリムを出立してデボン・ガドに宿営し、 


 And they removed from Ijim, and encamped in Dibon-Gad.




 


  デボン・ガドを出立してアルモン・デブラタイムに宿営し、 


 And they removed from Dibon-Gad, and encamped in Almon-Diblathaim.




 


  アルモン・デブラタイムを出立してネボの前にあるアバリムの山に宿営し、 


 And they removed from Almon-Diblathaim, and encamped in the mountains of Abarim, before Nebo.




 


  アバリムの山を出立してエリコに近いヨルダンのほとりのモアブの平野に宿営した。 


 And they removed from the mountains of Abarim, and encamped in the plains of Moab by the Jordan of Jericho.




 


  すなわちヨルダンのほとりのモアブの平野で、ベテエシモテとアベル・シッテムとの間に宿営した。 


 And they encamped by the Jordan, from Beth-jeshimoth unto Abel-Shittim, in the plains of Moab.




 


  エリコに近いヨルダンのほとりのモアブの平野で、主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses in the plains of Moab by the Jordan of Jericho, saying,




 


  「イスラエルの人々に言いなさい。あなたがたがヨルダンを渡ってカナンの地にはいるときは、 


 Speak unto the children of Israel, and say unto them, When ye pass over Jordan into the land of Canaan,




 


  その地の住民をことごとくあなたがたの前から追い払い、すべての石像をこぼち、すべての鋳像をこぼち、すべての高き所を破壊しなければならない。 


 then ye shall dispossess all the inhabitants of the land from before you, and ye shall destroy all their figured images, and all their molten images shall ye destroy, and all their high places shall ye lay waste;




 


  またあなたがたはその地の民を追い払って、そこに住まなければならない。わたしがその地をあなたがたの所有として与えたからである。 


 and ye shall take possession of the land, and dwell therein, for to you have I given the land to possess it.




 


  あなたがたは、おのおの氏族ごとにくじを引き、その地を分けて嗣業としなければならない。大きい部族には多くの嗣業を与え、小さい部族には少しの嗣業を与えなければならない。そのくじの当った所がその所有となるであろう。あなたがたは父祖の部族にしたがって、それを継がなければならない。 


 And ye shall take for yourselves the land as an inheritance by lot according to your families: to the many ye shall increase their inheritance, and to the few thou shalt diminish their inheritance: where the lot falleth to him, there shall be each man's [inheritance]; according to the tribes of your fathers shall ye take for yourselves the inheritance.




 


  しかし、その地の住民をあなたがたの前から追い払わないならば、その残して置いた者はあなたがたの目にとげとなり、あなたがたの脇にいばらとなり、あなたがたの住む国において、あなたがたを悩ますであろう。 


 But if ye will not dispossess the inhabitants of the land from before you, those that ye let remain of them shall be thorns in your eyes, and pricks in your sides, and they shall harass you in the land wherein ye dwell.




 


  また、わたしは彼らにしようと思ったとおりに、あなたがたにするであろう」。 


 And it shall come to pass that I will do unto you as I thought to do unto them.
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  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に命じて言いなさい。あなたがたがカナンの地にはいるとき、あなたがたの嗣業となるべき地はカナンの地で、その全域は次のとおりである。 


 Command the children of Israel, and say unto them, When ye come into the land of Canaan, this shall be the land that shall fall to you for an inheritance, the land of Canaan according to the borders thereof.




 


  南の方はエドムに接するチンの荒野に始まり、南の境は、東は塩の海の端に始まる。 


 Then your south side shall be from the wilderness of Zin alongside of Edom, and your southern border shall be from the end of the salt sea eastward;




 


  その境はアクラビムの坂の南を巡ってチンに向かい、カデシ・バルネアの南に至り、ハザル・アダルに進み、アズモンに及ぶ。 


 and your border shall turn from the south of the ascent of Akrabbim, and pass on to Zin, and shall end southward at Kadesh-barnea, and shall go on to Hazar-Addar, and pass on to Azmon.




 


  その境はまたアズモンから転じてエジプトの川に至り、海に及んで尽きる。 


 And the border shall turn from Azmon unto the torrent of Egypt, and shall end at the sea.




 


  西の境はおおうみとその沿岸で、これがあなたがたの西の境である。 


 And as west border ye shall have the great sea, and [its] coast. This shall be your west border.




 


  あなたがたの北の境は次のとおりである。すなわちおおうみからホル山まで線を引き、 


 And this shall be your north border: from the great sea ye shall mark out for you mount Hor;




 


  ホル山からハマテの入口まで線を引き、その境をゼダデに至らせ、 


 from mount Hor ye shall mark out the entrance to Hamath, and the end of the border shall be toward Zedad;




 


  またその境はジフロンに進み、ハザル・エノンに至って尽きる。これがあなたがたの北の境である。 


 and the border shall go to Ziphron, and shall end at Hazar-enan. This shall be your north border.




 


  あなたがたの東の境は、ハザル・エノンからシパムまで線を引き、 


 And ye shall mark out for you as eastern border from Hazar-enan to Shepham:




 


  またその境はアインの東の方で、シパムからリブラに下り、またその境は下ってキンネレテの海の東の斜面に至り、 


 and the border shall go down from Shepham to Riblah, on the east side of Ain; and the border shall descend, and shall strike upon the extremity of the sea of Chinnereth eastward;




 


  またその境はヨルダンに下り、塩の海に至って尽きる。あなたがたの国の周囲の境は以上のとおりである」。 


 and the border shall go down to the Jordan, and shall end at the salt sea. This shall be your land according to the borders thereof round about.




 


  モーセはイスラエルの人々に命じて言った、「これはあなたがたが、くじによって継ぐべき地である。主はこれを九つの部族と半部族とに与えよと命じられた。 


 And Moses commanded the children of Israel, saying, This is the land which ye shall take for yourselves as inheritance by lot, which Jehovah commanded to give to the nine tribes, and to the half tribe.




 


  それはルベンの子孫の部族とガドの子孫の部族とが共に父祖の家にしたがって、すでにその嗣業を受け、またマナセの半部族もその嗣業を受けていたからである。 


 For the tribe of the children of the Reubenites according to their fathers' houses, and the tribe of the children of the Gadites according to their fathers' houses, have received, and half the tribe of Manasseh have received their inheritance;




 


  この二つの部族と半部族とはエリコに近いヨルダンのかなた、すなわち東の方、日の出る方で、その嗣業を受けた」。 


 the two tribes and the half tribe have received their inheritance on this side the Jordan of Jericho eastward, toward the sun-rising.




 


  主はまたモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「あなたがたに、嗣業として地を分け与える人々の名は次のとおりである。すなわち祭司エレアザルと、ヌンの子ヨシュアとである。 


 These are the names of the men who shall divide the land unto you: Eleazar the priest, and Joshua the son of Nun.




 


  あなたがたはまた、おのおの部族から、つかさひとりずつを選んで、地を分け与えさせなければならない。 


 And ye shall take one prince of every tribe, to divide the land.




 


  その人々の名は次のとおりである。すなわちユダの部族ではエフンネの子カレブ、 


 And these are the names of the men: for the tribe of Judah, Caleb the son of Jephunneh;




 


  シメオンの子孫の部族ではアミホデの子サムエル、 


 and for the tribe of the children of Simeon, Samuel the son of Ammihud;




 


  ベニヤミンの部族ではキスロンの子エリダデ、 


 for the tribe of Benjamin, Elidad the son of Chislon;




 


  ダンの子孫の部族ではヨグリの子つかさブッキ、 


 and for the tribe of the children of Dan, a prince, Bukki the son of Jogli;




 


  ヨセフの子孫、すなわちマナセの部族ではエポデの子つかさハニエル、 


 for the children of Joseph: for the tribe of the children of Manasseh, a prince, Hanniel the son of Ephod,




 


  エフライムの子孫の部族ではシフタンの子つかさケムエル、 


 and for the tribe of the children of Ephraim, a prince, Kemuel the son of Shiphtan;




 


  ゼブルンの子孫の部族ではパルナクの子つかさエリザパン、 


 and for the tribe of the children of Zebulun, a prince, Elizaphan the son of Pharnach;




 


  イッサカルの子孫の部族ではアザンの子つかさパルテエル、 


 and for the tribe of the children of Issachar, a prince, Phaltiel the son of Azzan;




 


  アセルの子孫の部族ではシロミの子つかさアヒウデ、 


 and for the tribe of the children of Asher, a prince, Ahihud the son of Shelomi;




 


  ナフタリの子孫の部族では、アミホデの子つかさパダヘル。 


 and for the tribe of the children of Naphtali, a prince, Phedahel the son of Ammihud.




 


  カナンの地でイスラエルの人々に嗣業を分け与えることを主が命じられた人々は以上のとおりである」。 


 These are they whom Jehovah commanded to distribute to the children of Israel their inheritance in the land of Canaan.
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  エリコに近いヨルダンのほとりのモアブの平野で、主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses in the plains of Moab by the Jordan of Jericho, saying,




 


  「イスラエルの人々に命じて、その獲た嗣業のうちから、レビびとに住むべき町々を与えさせなさい。また、あなたがたは、その町々の周囲の放牧地をレビびとに与えなければならない。 


 Command the children of Israel, that of the inheritance of their possession they give unto the Levites cities to dwell in; and a suburb for the cities round about them shall ye give unto the Levites.




 


  その町々は彼らの住む所、その放牧地は彼らの家畜と群れ、およびすべての獣のためである。 


 And the cities shall they have to dwell in, and their suburbs shall be for their cattle, and for their goods, and for all their beasts.




 


  あなたがたがレビびとに与える町々の放牧地は、町の石がきから一千キュビトの周囲としなければならない。 


 And the suburbs of the cities that ye shall give unto the Levites shall be from the walls of the city outward, a thousand cubits round about.




 


  あなたがたは町の外で東側に二千キュビト、南側に二千キュビト、西側に二千キュビト、北側に二千キュビトを計り、町はその中央にしなければならない。彼らの町の放牧地はこのようにしなければならない。 


 And ye shall measure, without the city, the east side two thousand cubits, and the south side two thousand cubits, and the west side two thousand cubits, and the north side two thousand cubits, and the city shall be in the midst: they shall have this as suburbs of the cities.




 


  あなたがたがレビびとに与える町々は六つで、のがれの町とし、人を殺した者がのがれる所としなければならない。なおこのほかに四十二の町を与えなければならない。 


 And [among] the cities that ye shall give unto the Levites [shall be] the six cities of refuge, which ye shall appoint for the manslayer, that he may flee thither, -- and besides them ye shall give forty-two cities:




 


  すなわちあなたがたがレビびとに与える町は合わせて四十八で、これをその放牧地と共に与えなければならない。 


 all the cities that ye shall give to the Levites shall be forty-eight cities, they and their suburbs.




 


  あなたがたがイスラエルの人々の所有のうちからレビびとに町々を与えるには、大きい部族からは多く取り、小さい部族からは少なく取り、おのおの受ける嗣業にしたがって、その町々をレビびとに与えなければならない」。 


 And the cities which ye shall give shall be of the possession of the children of Israel: from them that have much ye shall take much, and from them that have little ye shall take little; each one according to his inheritance which he will inherit shall give of his cities to the Levites.




 


  主はモーセに言われた、 


 And Jehovah spoke to Moses, saying,




 


  「イスラエルの人々に言いなさい。あなたがたがヨルダンを渡ってカナンの地にはいるときは、 


 Speak unto the children of Israel, and say unto them, When ye pass over the Jordan into the land of Canaan,




 


  あなたがたのために町を選んで、のがれの町とし、あやまって人を殺した者を、そこにのがれさせなければならない。 


 then ye shall appoint for yourselves cities: cities of refuge shall they be for you; that a manslayer may flee thither, who without intent smiteth a person mortally.




 


  これはあなたがたが復讐する者を避けてのがれる町であって、人を殺した者が会衆の前に立って、さばきを受けないうちに、殺されることのないためである。 


 And ye shall have these cities for refuge from the avenger; that the manslayer die not, until he have stood before the assembly in judgment.




 


  あなたがたが与える町々のうち、六つをのがれの町としなければならない。 


 And the cities that ye shall give shall be six cities of refuge for you.




 


  すなわちヨルダンのかなたで三つの町を与え、カナンの地で三つの町を与えて、のがれの町としなければならない。 


 Three cities shall ye give on this side of the Jordan, and three cities shall ye give in the land of Canaan; they shall be cities of refuge.




 


  これらの六つの町は、イスラエルの人々と、他国の人および寄留者のために、のがれの場所としなければならない。すべてあやまって人を殺した者が、そこにのがれるためである。 


 For the children of Israel, and for the stranger, and for the sojourner among them shall these six cities be a refuge, that one who smiteth a person mortally without intent may flee thither.




 


  もし人が鉄の器で、人を打って死なせたならば、その人は故殺人である。故殺人は必ず殺されなければならない。 


 And if he have smitten him with an instrument of iron, so that he die, he is a murderer: the murderer shall certainly be put to death.




 


  またもし人を殺せるほどの石を取って、人を打って死なせたならば、その人は故殺人である。故殺人は必ず殺されなければならない。 


 And if he have smitten him with a stone from the hand, wherewith one may die, and he die, he is a murderer: the murderer shall certainly be put to death.




 


  あるいは人を殺せるほどの木の器を取って、人を打って死なせたならば、その人は故殺人である。故殺人は必ず殺されなければならない。 


 Or if he have smitten him with an instrument of wood, in the hand, wherewith one may die, and he die, he is a murderer: the murderer shall certainly be put to death;




 


  血の復讐をする者は、自分でその故殺人を殺すことができる。すなわち彼に出会うとき、彼を殺すことができる。 


 the avenger of blood, he shall put the murderer to death; when he meeteth him, he shall put him to death.




 


  またもし恨みのために人を突き、あるいは故意に人に物を投げつけて死なせ、 


 And if he thrust at him out of hatred, or hurl at him intentionally, so that he die,




 


  あるいは恨みによって手で人を打って死なせたならば、その打った者は必ず殺されなければならない。彼は故殺人だからである。血の復讐をする者は、その故殺人に出会うとき殺すことができる。 


 or from enmity smite him with his hand, so that he die, he that smote him shall certainly be put to death; he is a murderer: the avenger of blood shall put the murderer to death, when he meeteth him. --




 


  しかし、もし恨みもないのに思わず人を突き、または、なにごころなく人に物を投げつけ、 


 But if he have thrust at him suddenly without enmity, or have cast upon him anything unintentionally,




 


  あるいは人のいるのも見ずに、人を殺せるほどの石を投げつけて死なせた場合、その人がその敵でもなく、また害を加えようとしたのでもない時は、 


 or [have smitten him] with any stone wherewith one may die, without seeing him, and have cast it upon him so that he die, and he was not his enemy, neither sought his harm:




 


  会衆はこれらのおきてによって、その人を殺した者と、血の復讐をする者との間をさばかなければならない。 


 then the assembly shall judge between the smiter and the avenger of blood according to these judgments;




 


  すなわち会衆はその人を殺した者を血の復讐をする者の手から救い出して、逃げて行ったのがれの町に返さなければならない。その者は聖なる油を注がれた大祭司の死ぬまで、そこにいなければならない。 


 and the assembly shall rescue the manslayer out of the hand of the avenger of blood, and the assembly shall restore him to the city of his refuge, whither he had fled; and he shall abide in it until the death of the high-priest, who was anointed with the holy oil.




 


  しかし、もし人を殺した者が、その逃げて行ったのがれの町の境を出た場合、 


 But if the manslayer shall in any way come outside the limits of the city of his refuge whither he hath fled,




 


  血の復讐をする者は、のがれの町の境の外で、これに出会い、血の復讐をする者が、その人を殺した者を殺しても、彼には血を流した罪はない。 


 and the avenger of blood find him outside the limits of his city of refuge, and the avenger of blood kill the manslayer, there shall be no blood-guiltiness upon him;




 


  彼は大祭司の死ぬまで、そののがれの町におるべきものだからである。大祭司の死んだ後は、人を殺した者は自分の所有の地にかえることができる。 


 for the manslayer should have remained in the city of his refuge until the death of the high-priest; but after the death of the high-priest he may return into the land of his possession.




 


  これらのことはすべてあなたがたの住む所で、代々あなたがたのためのおきての定めとしなければならない。 


 And this shall be unto you a statute of right throughout your generations in all your dwellings.




 


  人を殺した者、すなわち故殺人はすべて証人の証言にしたがって殺されなければならない。しかし、だれもただひとりの証言によって殺されることはない。 


 Whoever shall smite a person mortally, at the mouth of witnesses shall the murderer be put to death; but one witness shall not testify against a person to cause him to die.




 


  あなたがたは死に当る罪を犯した故殺人の命のあがないしろを取ってはならない。彼は必ず殺されなければならない。 


 And ye shall take no satisfaction for the life of a murderer, who is guilty of death, but he shall certainly be put to death.




 


  また、のがれの町にのがれた者のために、あがないしろを取って大祭司の死ぬ前に彼を自分の地に帰り住まわせてはならない。 


 And ye shall take no satisfaction for him that hath fled to the city of his refuge, that he should come again to dwell in the land, until the death of the priest.




 


  あなたがたはそのおる所の地を汚してはならない。流血は地を汚すからである。地の上に流された血は、それを流した者の血によらなければあがなうことができない。 


 And ye shall not pollute the land wherein ye are; for blood, it polluteth the land; and there can be no atonement made for the land, for the blood that hath been shed therein, but by the blood of him that shed it.




 


  あなたがたは、その住む所の地、すなわちわたしのおる地を汚してはならない。主なるわたしがイスラエルの人々のうちに住んでいるからである」。 


 And ye shall not defile the land that ye inhabit, in the midst whereof I dwell; for I am Jehovah who dwell in the midst of the children of Israel.
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  ヨセフの子孫の氏族のうち、マナセの子マキルの子であるギレアデの子らの氏族のかしらたちがきて、モーセとイスラエルの人々のかしらであるつかさたちとの前で語って、 


 And the chief fathers of families of the sons of Gilead, the son of Machir, the son of Manasseh, of the families of the sons of Joseph, came near, and spoke before Moses, and before the princes, the chief fathers of the children of Israel:




 


  言った、「イスラエルの人々に、その嗣業の地をくじによって与えることを主はあなたに命じられ、あなたもまた、われわれの兄弟ゼロペハデの嗣業を、その娘たちに与えるよう、主によって命じられました。 


 and they said, Jehovah commanded my lord to give the land for an inheritance by lot to the children of Israel; and my lord was commanded by Jehovah to give the inheritance of Zelophehad our brother to his daughters.




 


  その娘たちがもし、イスラエルの人々のうちの他の部族のむすこたちにとつぐならば、彼女たちの嗣業は、われわれの父祖の嗣業のうちから取り除かれて、そのとつぐ部族の嗣業に加えられるでしょう。こうしてそれはわれわれの嗣業の分から取り除かれるでしょう。 


 Now if they be married to any of the sons of the [other] tribes of the children of Israel, then shall their inheritance be taken from the inheritance of our fathers, and shall be added to the inheritance of the tribe to which they shall belong; and it shall be taken from the lot of our inheritance.




 


  そしてイスラエルの人々のヨベルの年がきた時、彼女たちの嗣業は、そのとついだ部族の嗣業に加えられるでしょう。こうして彼女たちの嗣業は、われわれの父祖の部族の嗣業のうちから取り除かれるでしょう」。 


 And when the jubilee of the children of Israel shall come, then shall their inheritance be added to the inheritance of the tribe to which they shall belong; and their inheritance shall be taken away from the inheritance of the tribe of our fathers.




 


  モーセは主の言葉にしたがって、イスラエルの人々に命じて言った、「ヨセフの子孫の部族の言うところは正しい。 


 And Moses commanded the children of Israel according to the word of Jehovah, saying, The tribe of the sons of Joseph hath said well.




 


  ゼロペハデの娘たちについて、主が命じられたことはこうである。すなわち『彼女たちはその心にかなう者にとついでもよいが、ただその父祖の部族の一族にのみ、とつがなければならない。 


 This is the thing which Jehovah hath commanded concerning the daughters of Zelophehad, saying, Let them marry whom they please; only they shall marry one of the tribe of their father,




 


  そうすればイスラエルの人々の嗣業は、部族から部族に移るようなことはないであろう。イスラエルの人々は、おのおのその父祖の部族の嗣業をかたく保つべきだからである。 


 that no inheritance of the children of Israel pass from tribe to tribe; for every one of the children of Israel shall keep to the inheritance of the tribe of his fathers.




 


  イスラエルの人々の部族のうち、嗣業をもっている娘はみな、その父の部族に属する一族にとつがなければならない。そうすればイスラエルの人々は、おのおのその父祖の嗣業を保つことができる。 


 And every daughter that possesseth an inheritance among the tribes of the children of Israel, shall be married to one of the family of the tribe of her father, that the children of Israel may possess every one the inheritance of his fathers,




 


  こうして嗣業は一つの部族から他の部族に移ることはなかろう。イスラエルの人々の部族はおのおのその嗣業をかたく保つべきだからである』」。 


 and the inheritance shall not pass from one tribe to another tribe; for each of the tribes of the children of Israel shall keep to his inheritance.




 


  そこでゼロペハデの娘たちは、主がモーセに命じられたようにした。 


 Even as Jehovah had commanded Moses, so did the daughters of Zelophehad;




 


  すなわちゼロペハデの娘たち、マアラ、テルザ、ホグラ、ミルカおよびノアは、その父の兄弟のむすこたちにとついだ。 


 and Mahlah, Tirzah, and Hoglah, and Milcah, and Noah, the daughters of Zelophehad, were married unto their uncles' sons.




 


  彼女たちはヨセフの子マナセのむすこたちの一族にとついだので、その嗣業はその父の一族の属する部族にとどまった。 


 To those that were of the families of the sons of Manasseh the son of Joseph were they married; and their inheritance remained in the tribe of the family of their father.




 


  これらはエリコに近いヨルダンのほとりのモアブの平野で、主がモーセによってイスラエルの人々に命じられた命令とおきてである。 


 These are the commandments and the ordinances which Jehovah commanded through Moses to the children of Israel, in the plains of Moab, by the Jordan of Jericho.
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  これはヨルダンの向こうの荒野、パランと、トペル、ラバン、ハゼロテ、デザハブとの間の、スフの前にあるアラバにおいて、モーセがイスラエルのすべての人に告げた言葉である。 


 These are the words which Moses spoke to all Israel on this side the Jordan, in the wilderness, in the plain, opposite to Suph, between Paran and Tophel, Laban, Hazeroth, and Dizahab.




 


  ホレブからセイル山の道を経て、カデシ・バルネアに達するには、十一日の道のりである。 


 There are eleven days' journey from Horeb by the way of mount Seir to Kadesh-barnea.




 


  第四十年の十一月となり、その月の一日に、モーセはイスラエルの人々にむかって、主が彼らのため彼に授けられた命令を、ことごとく告げた。 


 And it came to pass in the fortieth year, in the eleventh month, on the first of the month, that Moses spoke to the children of Israel, according to all that Jehovah had given him in command to them;




 


  これはモーセがヘシボンに住んでいたアモリびとの王シホン、およびアシタロテとエデレイとに住んでいたバシャンの王オグを殺した後であった。 


 after he had smitten Sihon the king of the Amorites, who dwelt at Heshbon, and Og the king of Bashan, who dwelt at Ashtaroth [and] at Edrei.




 


  すなわちモーセはヨルダンの向こうのモアブの地で、みずから、この律法の説明に当った、そして言った、 


 On this side the Jordan, in the land of Moab, began Moses to unfold this law, saying,




 


  「われわれの神、主はホレブにおいて、われわれに言われた、『あなたがたはすでに久しく、この山にとどまっていたが、 


 Jehovah our God spoke unto us in Horeb, saying, Ye have stayed long enough in this mountain.




 


  身をめぐらして道に進み、アモリびとの山地に行き、その近隣のすべての所、アラバ、山地、低地、ネゲブ、海べ、カナンびとの地、またレバノンに行き、大川ユフラテにまで行きなさい。 


 Turn and take your journey, and go to the hill-country of the Amorites, and unto all the neighbouring places in the plain, in the mountain, and in the lowland, and in the south, and by the seaside, the land of the Canaanites, and Lebanon, unto the great river, the river Euphrates.




 


  見よ、わたしはこの地をあなたがたの前に置いた。この地にはいって、それを自分のものとしなさい。これは主が、あなたがたの先祖アブラハム、イサク、ヤコブに誓って、彼らとその後の子孫に与えると言われた所である』。 


 Behold, I have set the land before you: go in and possess the land which Jehovah swore unto your fathers, to Abraham, to Isaac, and to Jacob, to give unto them and to their seed after them.




 


  あの時、わたしはあなたがたに言った、『わたしはひとりであなたがたを負うことができない。 


 And I spoke unto you at that time, saying, I am not able to bear you myself alone.




 


  あなたがたの神、主はあなたがたを多くされたので、あなたがたは、きょう、空の星のように多い。 


 Jehovah your God hath multiplied you, and behold, ye are this day as the stars of heaven for multitude.




 


  ――どうぞ、あなたがたの先祖の神、主があなたがたを、今あるより千倍も多くし、またあなたがたに約束されたように、あなたがたを恵んでくださるように。―― 


 Jehovah, the God of your fathers, make you a thousand times so many more as ye are, and bless you as he hath said unto you!




 


  わたしひとりで、どうして、あなたがたを負い、あなたがたの重荷と、あなたがたの争いを処理することができようか。 


 How can I myself alone sustain your wear, and your burden, and your strife?




 


  あなたがたは、おのおの部族ごとに、知恵があり、知識があって、人に知られている人々を選び出しなさい。わたしはその人々を、あなたがたのかしらとするであろう』。 


 Provide you wise and understanding and known men, according to your tribes, that I may make them your chiefs.




 


  その時、あなたがたはわたしに答えた、『あなたがしようと言われることは良いことです』。 


 And ye answered me, and said, The thing that thou hast spoken is good [for us] to do.




 


  そこで、わたしは、あなたがたのうちから、知恵があり、人に知られている人々を取って、あなたがたのかしらとした。すなわち千人の長、百人の長、五十人の長、十人の長とし、また、あなたがたの部族のつかさびととした。 


 So I took the chiefs of your tribes, wise men and known, and made them chiefs over you, captains of thousands, and captains of hundreds, and captains of fifties, and captains of tens, and officers for your tribes.




 


  また、あのとき、わたしはあなたがたのさばきびとたちに命じて言った、『あなたがたは、兄弟たちの間の訴えを聞き、人とその兄弟、または寄留の他国人との間を、正しくさばかなければならない。 


 And I commanded your judges at that time, saying, Hear [the causes] between your brethren, and judge righteously between a man and his brother, and him also that sojourneth with him.




 


  あなたがたは、さばきをする時、人を片寄り見てはならない。小さい者にも大いなる者にも聞かなければならない。人の顔を恐れてはならない。さばきは神の事だからである。あなたがたで決めるのにむずかしい事は、わたしのところに持ってこなければならない。わたしはそれを聞くであろう』。 


 Ye shall not respect persons in judgment: ye shall hear the small as well as the great; ye shall not be afraid of the face of man, for the judgment is God's; and the matter that is too hard for you shall ye bring to me, that I may hear it.




 


  わたしはまた、あの時、あなたがたがしなければならないことを、ことごとく命じた。 


 And I commanded you at that time all the things that ye should do.




 


  われわれの神、主が命じられたように、われわれは、ホレブを出立して、あなたがたが見た、あの大きな恐ろしい荒野を通り、アモリびとの山地へ行く道によって、カデシ・バルネアにきた。 


 And we departed from Horeb and went through all that great and terrible wilderness, which ye saw, on the way to the mountain of the Amorites, as Jehovah our God had commanded us; and we came to Kadesh-barnea.




 


  その時わたしはあなたがたに言った、『あなたがたは、われわれの神、主がお与えになるアモリびとの山地に着いた。 


 And I said unto you, Ye are come unto the mountain of the Amorites, which Jehovah our God giveth us.




 


  見よ、あなたの神、主はこの地をあなたの前に置かれた。あなたの先祖の神、主が告げられたように、上って行って、これを自分のものとしなさい。恐れてはならない。おののいてはならない』。 


 Behold, Jehovah thy God hath set the land before thee: go up, take possession, as Jehovah the God of thy fathers hath said unto thee; fear not, neither be dismayed.




 


  あなたがたは皆わたしに近寄って言った、『われわれは人をさきにつかわして、その地を探らせ、どの道から上るべきか、どの町々に入るべきかを、復命させましょう』。 


 And ye came near to me all of you, and said, We will send men before us, who shall examine the land for us, and bring us word again of the way by which we must go up, and of the cities to which we shall come.




 


  このことは良いと思ったので、わたしはあなたがたのうち、おのおのの部族から、ひとりずつ十二人の者を選んだ。 


 And the matter was good in mine eyes; and I took twelve men of you, one man for a tribe.




 


  彼らは身をめぐらして、山地に上って行き、エシコルの谷へ行ってそれを探り、 


 And they turned and went up into the mountain, and came to the valley of Eshcol, and searched it out.




 


  その地のくだものを手に取って、われわれのところに持って下り、復命して言った、『われわれの神、主が賜わる地は良い地です』。 


 And they took of the fruit of the land in their hand, and brought it down unto us, and brought us answer, and said, The land is good that Jehovah our God hath given us.




 


  しかし、あなたがたは上って行くことを好まないで、あなたがたの神、主の命令にそむいた。 


 But ye would not go up, and rebelled against the word of Jehovah your God;




 


  そして天幕でつぶやいて言った。『主はわれわれを憎んでアモリびとの手に渡し、滅ぼそうとしてエジプトの国から導き出されたのだ。 


 and ye murmured in your tents, and said, Because Jehovah hated us, he hath brought us forth out of the land of Egypt, to deliver us into the hand of the Amorites, to destroy us.




 


  われわれはどこへ上って行くのか。兄弟たちは、「その民はわれわれよりも大きくて、背も高い。町々は大きく、その石がきは天に届いている。われわれは、またアナクびとの子孫をその所で見た」と言って、われわれの心をくじいた』。 


 Whither shall we go up? Our brethren have made our hearts melt, saying, [They are] a people greater and taller than we; the cities are great and walled up to heaven; and moreover we have seen the sons of the Anakim there.




 


  その時、わたしはあなたがたに言った、『彼らをこわがってはならない。また恐れてはならない。 


 And I said unto you, Be not afraid, neither fear them;




 


  先に立って行かれるあなたがたの神、主はエジプトにおいて、あなたがたの目の前で、すべてのことを行われたように、あなたがたのために戦われるであろう。 


 Jehovah your God who goeth before you, he will fight for you, according to all that he did for you in Egypt before your eyes;




 


  あなたがたはまた荒野で、あなたの神、主が、人のその子を抱くように、あなたを抱かれるのを見た。あなたがたが、この所に来るまで、その道すがら、いつもそうであった』。 


 and in the wilderness where thou hast seen that Jehovah thy God bore thee, as a man doth bear his son, in all the way that ye went, until ye came to this place.




 


  このように言っても、あなたがたはなお、あなたがたの神、主を信じなかった。 


 But In this thing ye did not believe Jehovah your God,




 


  主は道々あなたがたの先に立って行き、あなたがたが宿営する場所を捜し、夜は火のうちにあり、昼は雲のうちにあって、あなたがたに行くべき道を示された。 


 who went in the way before you, to search you out a place for your encamping, in fire by night, to shew you by what way ye should go, and in the cloud by day.




 


  主は、あなたがたの言葉を聞いて怒り、誓って言われた、 


 And Jehovah heard the voice of your words, and was wroth, and swore, saying,




 


  『この悪い世代の人々のうちには、わたしが、あなたがたの先祖たちに与えると誓ったあの良い地を見る者は、ひとりもないであろう。 


 None among these men, this evil generation, shall in any wise see that good land, which I swore to give unto your fathers!




 


  ただエフンネの子カレブだけはそれを見ることができるであろう。彼が踏んだ地を、わたしは彼とその子孫に与えるであろう。彼が全く主に従ったからである』。 


 Except Caleb the son of Jephunneh, he shall see it, and to him will I give the land that he hath trodden upon, and to his children, because he hath wholly followed Jehovah.




 


  主はまた、あなたがたのゆえに、わたしをも怒って言われた、『おまえもまた、そこにはいることができないであろう。 


 Also Jehovah was angry with me on your account, saying, Thou also shalt not go in thither.




 


  おまえに仕えているヌンの子ヨシュアが、そこにはいるであろう。彼を力づけよ。彼はイスラエルにそれを獲させるであろう。 


 Joshua the son of Nun, who standeth before thee, he shall go in thither: strengthen him, for he shall cause Israel to inherit it.




 


  またあなたがたが、かすめられるであろうと言ったあなたがたのおさなごたち、およびその日にまだ善悪をわきまえないあなたがたの子供たちが、そこにはいるであろう。わたしはそれを彼らに与える。彼らはそれを所有とするであろう。 


 And your little ones, of whom ye said, They shall be a prey, and your children, who this day know neither good nor evil, they shall go in thither, and unto them will I give it, and they shall possess it.




 


  あなたがたは身をめぐらし、紅海の道によって、荒野に進んで行きなさい』。 


 But ye, turn, and take your journey into the wilderness by the way of the Red sea.




 


  しかし、あなたがたはわたしに答えて言った、『われわれは主にむかって罪を犯しました。われわれの神、主が命じられたように、われわれは上って行って戦いましょう』。そして、おのおの武器を身に帯びて、かるがるしく山地へ上って行こうとした。 


 -- And ye answered and said unto me, We have sinned against Jehovah, we will go up and fight, according to all that Jehovah our God hath commanded us. And ye girded on every man his weapons of war, and ye would go presumptuously up the hill.




 


  その時、主はわたしに言われた、『彼らに言いなさい、「あなたがたは上って行ってはならない。また戦ってはならない。わたしはあなたがたのうちにいない。おそらく、あなたがたは敵に撃ち敗られるであろう」』。 


 And Jehovah said to me, Say unto them, Go not up, neither fight; for I am not among you; lest ye be smitten before your enemies.




 


  このようにわたしが告げたのに、あなたがたは聞かないで主の命令にそむき、ほしいままに山地へ上って行ったが、 


 And I spoke unto you, but ye would not hear, and ye rebelled against the word of Jehovah, and acted presumptuously, and went up the hill.




 


  その山地に住んでいるアモリびとが、あなたがたに向かって出てきて、はちが追うように、あなたがたを追いかけ、セイルで撃ち敗って、ホルマにまで及んだ。 


 And the Amorite that dwelt on that hill came out against you, and chased you, like as bees do, and cut you in pieces in Seir, as far as Hormah.




 


  あなたがたは帰ってきて、主の前で泣いたが、主はあなたがたの声を聞かず、あなたがたに耳を傾けられなかった。 


 And ye returned and wept before Jehovah, but Jehovah would not listen to your voice, nor give ear unto you.




 


  こうしてあなたがたは、日久しくカデシにとどまった。あなたがたのそこにとどまった日数のとおりである。 


 And ye abode in Kadesh many days, according unto the days that ye abode [there].
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  それから、われわれは身をめぐらし、主がわたしに告げられたように、紅海の方に向かって荒野に進み入り、日久しくセイル山を行きめぐっていたが、 


 And we turned, and took our journey into the wilderness by the way of the Red sea, as Jehovah had said unto me; and we went round mount Seir many days.




 


  主はわたしに言われた、 


 And Jehovah spoke to me, saying,




 


  『あなたがたは既に久しくこの山を行きめぐっているが、身をめぐらして北に進みなさい。 


 Ye have gone round this mountain long enough: turn you northward.




 


  おまえはまた民に命じて言え、「あなたがたは、エサウの子孫、すなわちセイルに住んでいるあなたがたの兄弟の領内を通ろうとしている。彼らはあなたがたを恐れるであろう。それゆえ、あなたがたはみずから深く慎み、 


 And command the people, saying, Ye are to pass through the border of your brethren the children of Esau, who dwell in Seir; and they will be afraid of you; and ye shall be very guarded:




 


  彼らと争ってはならない。彼らの地は、足の裏で踏むほどでも、あなたがたに与えないであろう。わたしがセイル山をエサウに与えて、領地とさせたからである。 


 attack them not; for I will not give you of their land, no, not so much as a foot-breadth; for I have given mount Seir as a possession unto Esau.




 


  あなたがたは彼らから金で食物を買って食べ、また金で水を買って飲まなければならない。 


 Ye shall buy of them food for money, that ye may eat; and water shall ye also buy of them for money, that ye may drink;




 


  あなたの神、主が、あなたのするすべての事において、あなたを恵み、あなたがこの大いなる荒野を通るのを、見守られたからである。あなたの神、主がこの四十年の間、あなたと共におられたので、あなたは何も乏しいことがなかった」』。 


 for Jehovah thy God hath blessed thee in all the work of thy hand. He hath known thy walking through this great wilderness: these forty years hath Jehovah thy God been with thee; thou hast lacked nothing.




 


  こうしてわれわれは、エサウの子孫でセイルに住んでいる兄弟を離れ、アラバの道を避け、エラテとエジオン・ゲベルを離れて進んだ。われわれは転じて、モアブの荒野の方に向かって進んだ。 


 And we passed by from our brethren the children of Esau, who dwelt in Seir, by the plain, by Elath, and by Ezion-geber, and we turned and passed by the way of the wilderness of Moab.




 


  その時、主はわたしに言われた、『モアブを敵視してはならない。またそれと争い戦ってはならない。彼らの地は、領地としてあなたに与えない。ロトの子孫にアルを与えて、領地とさせたからである。 


 And Jehovah said to me, Distress not the Moabites, neither engage with them in battle; for I will not give thee of their land a possession; for unto the children of Lot have I given Ar as a possession.




 


  （むかし、エミびとがこの所に住んでいた。この民は大いなる民であって、数も多く、アナクびとのように背も高く、 


 (The Emim dwelt therein in times past, a people great, and many, and tall as the Anakim.




 


  またアナクびとと同じくレパイムであると、みなされていたが、モアブびとは、これをエミびとと呼んでいた。 


 They also are reckoned as giants like the Anakim; but the Moabites call them Emim.




 


  ホリびとも、むかしはセイルに住んでいたが、エサウの子孫がこれを追い払い、これを滅ぼし、彼らに代ってそこに住んだ。主が賜わった所有の地に、イスラエルがおこなったのと同じである。） 


 And in Seir dwelt the Horites in times past; and the children of Esau dispossessed them, and destroyed them from before them, and dwelt in their stead; as Israel did to the land of their possession, which Jehovah gave to them.)




 


  あなたがたは、いま、立ちあがってゼレデ川を渡りなさい』。そこでわれわれはゼレデ川を渡った。 


 Now rise up, and pass over the torrent Zered. And we passed over the torrent Zered.




 


  カデシ・バルネアを出てこのかた、ゼレデ川を渡るまでの間の日は三十八年であって、その世代のいくさびとはみな死に絶えて、宿営のうちにいなくなった。主が彼らに誓われたとおりである。 


 Now the days in which we came from Kadesh-barnea, until we had come over the torrent Zered, were thirty-eight years; until the whole generation of the men of war was consumed from the midst of the camp, as Jehovah had sworn unto them.




 


  まことに主の手が彼らを攻め、宿営のうちから滅ぼし去られたので、彼らはついに死に絶えた。 


 Moreover the hand of Jehovah was against them to destroy them from the midst of the camp, until they were consumed.




 


  いくさびとがみな民のうちから死に絶えたとき、 


 And it came to pass when all the men of war were consumed, having died off from among the people,




 


  主はわたしに言われた、 


 that Jehovah spoke to me, saying,




 


  『おまえは、きょう、モアブの領地アルを通ろうとしている。 


 Thou art to pass this day over the border of Moab, [which is] Ar,




 


  アンモンの子孫に近づく時、おまえは彼らを敵視してはならない。また争ってはならない。わたしはアンモンの子孫の地を領地として、おまえに与えない。それをロトの子孫に領地として与えたからである。 


 and come near over against the children of Ammon; thou shalt not distress them nor attack them; for I will not give thee of the land of the children of Ammon a possession; for unto the children of Lot have I given it as a possession.




 


  （これもまたレパイムの国とみなされた。むかし、レパイムがここに住んでいたからである。しかし、アンモンびとは彼らをザムズミびとと呼んだ。 


 (That also is reckoned a land of giants: giants dwelt therein in time past, and the Ammonites call them Zamzummim;




 


  この民は大いなる民であって数も多く、アナクびとのように背も高かったが、主はアンモンびとの前から、これを滅ぼされ、アンモンびとがこれを追い払って、彼らに代ってそこに住んだ。 


 a people great, and many, and tall as the Anakim; and Jehovah destroyed them before them, and they dispossessed them, and dwelt in their stead;




 


  この事は、セイルに住んでいるエサウの子孫のためにその前から、ホリびとを滅ぼされたのと同じである。彼らはホリびとを追い払い、これに代って今日までそこに住んでいる。 


 as he did to the children of Esau, who dwelt in Seir, from before whom he destroyed the Horites; and they dispossessed them, and dwelt in their stead, even to this day.




 


  またカフトルから出たカフトルびとは、ガザにまで及ぶ村々に住んでいたアビびとを滅ぼして、これに代ってそこに住んでいる。） 


 And the Avvites who dwelt in the hamlets as far as Gazah -- the Caphtorim, who came out of Caphtor, destroyed them, and dwelt in their stead.)




 


  あなたがたは立ちあがり、進んでアルノン川を渡りなさい。わたしはヘシボンの王アモリびとシホンとその国とを、おまえの手に渡した。それを征服し始めよ。彼と争って戦え。 


 Rise up, take your journey, and pass over the river Arnon. Behold, I have given into thy hand Sihon the king of Heshbon, the Amorite, and his land: begin, take possession, and engage with him in battle.




 


  きょうから、わたしは全天下の民に、おまえをおびえ恐れさせるであろう。彼らはおまえのうわさを聞いて震え、おまえのために苦しむであろう』。 


 This day will I begin to put the dread of thee and the fear of thee upon the peoples under the whole heaven; who will hear report of thee, and will tremble, and quake because of thee.




 


  そこでわたしは、ケデモテの荒野から、ヘシボンの王シホンに使者をつかわし、平和の言葉を述べさせた。 


 And I sent messengers out of the wilderness of Kedemoth unto Sihon the king of Heshbon with words of peace, saying,




 


  『あなたの国を通らせてください。わたしは大路をとおっていきます、右にも左にも曲りません。 


 Let me pass through thy land: by the highway alone will I go; I will neither turn to the right hand nor to the left.




 


  金で食物を売ってわたしに食べさせ、金をとって水を与えてわたしに飲ませてください。徒歩で通らせてくださるだけでよいのです。 


 Thou shalt sell me food for money that I may eat; and thou shalt give me water for money that I may drink; I will only pass through on my feet,




 


  セイルに住むエサウの子孫と、アルに住むモアブびとが、わたしにしたようにしてください。そうすれば、わたしはヨルダンを渡って、われわれの神、主が賜わる地に行きます』。 


 -- as the children of Esau who dwell in Seir, and the Moabites who dwell in Ar, did to me, -- until I shall pass over the Jordan into the land which Jehovah our God giveth us.




 


  しかし、ヘシボンの王シホンは、われわれを通らせるのを好まなかった。あなたの神、主が彼をあなたの手に渡すため、その気を強くし、その心をかたくなにされたからである。今日見るとおりである。 


 But Sihon the king of Heshbon would not let us pass by him; for Jehovah thy God hardened his spirit, and made his heart obdurate, that he might give him into thy hand, as it is this day.




 


  時に主はわたしに言われた、『わたしはシホンと、その地とを、おまえに渡し始めた。おまえはそれを征服しはじめ、その地を自分のものとせよ』。 


 And Jehovah said to me, Behold, I begin to give Sihon and his land before thee: begin, take possession, that thou mayest possess his land.




 


  そこでシホンは、われわれを攻めようとして、その民をことごとく率い、出てきてヤハズで戦ったが、 


 And Sihon came out against us for battle, he and all his people, to Jahaz.




 


  われわれの神、主が彼を渡されたので、われわれは彼とその子らと、そのすべての民とを撃ち殺した。 


 But Jehovah our God gave him up before us; and we smote him, and his sons, and his whole people.




 


  その時、われわれは彼のすべての町を取り、そのすべての町の男、女および子供を全く滅ぼして、ひとりをも残さなかった。 


 And we took all his cities at that time, and utterly destroyed every city, men, and women, and little ones: we let none escape.




 


  ただその家畜は、われわれが取った町々のぶんどり物と共に、われわれが獲て自分の物とした。 


 Only the cattle we took as booty for ourselves, and the spoil of the cities which we took.




 


  アルノンの谷のほとりにあるアロエルおよび谷の中にある町からギレアデに至るまで、われわれが攻めて取れなかった町は一つもなかった。われわれの神、主がことごとくわれわれに渡されたのである。 


 From Aroer, which is on the bank of the river Arnon, and the city that is in the ravine even to Gilead, there was not one city too strong for us: Jehovah our God delivered all before us.




 


  ただアンモンの子孫の地、すなわちヤボク川の全岸、および山地の町々、またすべてわれわれの神、主が禁じられた所には近寄らなかった。 


 Only thou didst not approach the land of the children of Ammon, the whole border of the river Jabbok, nor the cities of the mountain, nor to whatsoever Jehovah our God had forbidden us.
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  そしてわれわれは身をめぐらして、バシャンの道を上って行ったが、バシャンの王オグは、われわれを迎え撃とうとして、その民をことごとく率い、出てきてエデレイで戦った。 


 And we turned, and went up the way to Bashan; and Og the king of Bashan came out against us, he and all his people, for battle at Edrei.




 


  時に主はわたしに言われた、『彼を恐れてはならない。わたしは彼と、そのすべての民と、その地をおまえの手に渡している。おまえはヘシボンに住んでいたアモリびとの王シホンにしたように、彼にするであろう』。 


 And Jehovah said to me, Fear him not; for into thy hand have I given him, and all his people, and his land; and thou shalt do unto him as thou didst unto Sihon the king of the Amorites, who dwelt at Heshbon.




 


  こうしてわれわれの神、主はバシャンの王オグと、そのすべての民を、われわれの手に渡されたので、われわれはこれを撃ち殺して、ひとりをも残さなかった。 


 And Jehovah our God gave into our hand Og the king of Bashan also, and all his people; and we smote him until none was left to him remaining.




 


  その時、われわれは彼の町々を、ことごとく取った。われわれが取らなかった町は一つもなかった。取った町は六十。アルゴブの全地方であって、バシャンにおけるオグの国である。 


 And we took all his cities at that time: there was not a town which we took not from them, sixty cities, the whole region of Argob, the kingdom of Og in Bashan.




 


  これらは皆、高い石がきがあり、門があり、貫の木のある堅固な町であった。このほかに石がきのない町は、非常に多かった。 


 All these cities were fortified with high walls, gates, and bars; besides unwalled towns very many.




 


  われわれはヘシボンの王シホンにしたように、これらを全く滅ぼし、そのすべての町の男、女および子供をことごとく滅ぼした。 


 And we utterly destroyed them, as we had done to Sihon the king of Heshbon, utterly destroying every city, men, women and little ones.




 


  ただし、そのすべての家畜と、その町々からのぶんどり物とは、われわれが獲て自分の物とした。 


 But all the cattle and the spoil of the cities we took as booty for ourselves.




 


  その時われわれはヨルダンの向こう側にいるアモリびとのふたりの王の手から、アルノン川からヘルモン山までの地を取った。 


 And we took at that time the land out of the hand of the two kings of the Amorites, that were on this side the Jordan, from the river Arnon to mount Hermon




 


  （シドンびとはヘルモンをシリオンと呼び、アモリびとはこれをセニルと呼んでいる。） 


 (the Sidonians call Hermon Sirion, and the Amorites call it Senir):




 


  すなわち高原のすべての町、ギレアデの全地、バシャンの全地、サルカおよびエデレイまで、バシャンにあるオグの国の町々をことごとく取った。 


 all the cities of the plateau, and all Gilead, and all Bashan, as far as Salchah and Edrei, the cities of the kingdom of Og in Bashan.




 


  （バシャンの王オグはレパイムのただひとりの生存者であった。彼の寝台は鉄の寝台であった。これは今なおアンモンびとのラバにあるではないか。これは普通のキュビト尺で、長さ九キュビト、幅四キュビトである。） 


 For only Og the king of Bashan remained of the residue of giants: behold, his bedstead was a bedstead of iron; is it not in Rabbah of the children of Ammon? its length was nine cubits, and its breadth four cubits, after the cubit of a man.




 


  その時われわれは、この地を獲た。そしてわたしはアルノン川のほとりのアロエルから始まる地と、ギレアデの山地の半ばと、その町々とは、ルベンびとと、ガドびととに与えた。 


 And this land we took in possession at that time. From Aroer, which is by the river Arnon, and the half of mount Gilead, and its cities, I gave to the Reubenites and to the Gadites;




 


  わたしはまたギレアデの残りの地と、オグの国であったバシャンの全地とは、マナセの半部族に与えた。すなわちアルゴブの全地方である。（そのバシャンの全地はレパイムの国と唱えられる。 


 and the rest of Gilead, and all Bashan, the kingdom of Og, I gave to half the tribe of Manasseh. (The whole region of Argob, even all Bashan, is called a land of giants.




 


  マナセの子ヤイルは、アルゴブの全地方を取って、ゲシュルびとと、マアカびとの境にまで達し、自分の名にしたがって、バシャンをハボテ・ヤイルと名づけた。この名は今日にまでおよんでいる。） 


 Jair the son of Manasseh took the whole region of Argob as far as the border of the Geshurites and Maachathites, and called Bashan after his own name, Havoth-Jair, to this day.)




 


  またわたしはマキルにはギレアデを与えた。 


 And I gave Gilead to Machir.




 


  ルベンびとと、ガドびととには、ギレアデからアルノン川までを与え、その川のまん中をもって境とし、またアンモンびとの境であるヤボク川にまで達せしめた。 


 And to the Reubenites and to the Gadites I gave from Gilead even to the river Arnon, the middle of the ravine and its border, as far as the river Jabbok, the border of the children of Ammon;




 


  またヨルダンを境として、キンネレテからアラバの海すなわち塩の海まで、アラバをこれに与えて、東の方ピスガのふもとに達せしめた。 


 the plain also, and the Jordan, and [its] border from Chinnereth as far as the sea of the plain, the salt sea, under the slopes of Pisgah eastward.




 


  その時わたしはあなたがたに命じて言った、『あなたがたの神、主はこの地をあなたがたに与えて、これを獲させられるから、あなたがた勇士はみな武装して、兄弟であるイスラエルの人々に先立って、渡って行かなければならない。 


 And I commanded you at that time, saying, Jehovah your God hath given you this land to take possession of it: ye shall pass over armed before your brethren the children of Israel, all [who are] combatants.




 


  ただし、あなたがたの妻と、子供と、家畜とは、わたしが与えた町々にとどまらなければならない。（わたしはあなたがたが多くの家畜を持っているのを知っている。） 


 Only your wives, and your little ones, and your cattle, -- I know that ye have much cattle, -- shall abide in your cities which I have given you,




 


  主がすでにあなたがたに与えられたように、あなたがたの兄弟にも安息を与えられて、彼らもまたヨルダンの向こう側で、あなたがたの神、主が与えられる地を獲るようになったならば、あなたがたはおのおのわたしがあなたがたに与えた領地に帰ることができる』。 


 until Jehovah give rest to your brethren, as well as to you, and they also take possession of the land that Jehovah your God giveth them beyond the Jordan; then shall ye return, each man to his possession, which I have given you.




 


  その時わたしはヨシュアに命じて言った、『あなたの目はあなたがたの神、主がこのふたりの王に行われたすべてのことを見た。主はまたあなたが渡って行くもろもろの国にも、同じように行われるであろう。 


 And I commanded Joshua at that time, saying, Thine eyes have seen all that Jehovah your God hath done to these two kings: so will Jehovah do to all the kingdoms to which thou shalt go.




 


  彼らを恐れてはならない。あなたがたの神、主があなたがたのために戦われるからである』。 


 Ye shall not fear them; for Jehovah your God, he will fight for you.




 


  その時わたしは主に願って言った、 


 And I besought Jehovah at that time, saying,




 


  『主なる神よ、あなたの大いなる事と、あなたの強い手とを、たった今、しもべに示し始められました。天にも地にも、あなたのようなわざをなし、あなたのような力あるわざのできる神が、ほかにありましょうか。 


 Lord Jehovah, thou hast begun to shew thy servant thy greatness, and thy powerful hand; for what ùGod is in the heavens or in the earth that can do like to thy works, and like to thy might?




 


  どうぞ、わたしにヨルダンを渡って行かせ、その向こう側の良い地、あの良い山地、およびレバノンを見ることのできるようにしてください』。 


 Let me go over, I pray thee, and see the good land that is beyond the Jordan, that goodly mountain, and Lebanon.




 


  しかし主はあなたがたのゆえにわたしを怒り、わたしに聞かれなかった。そして主はわたしに言われた、『おまえはもはや足りている。この事については、重ねてわたしに言ってはならない。 


 But Jehovah was wroth with me on your account, and did not hear me; and Jehovah said to me, Let it suffice thee; speak no more unto me of this matter!




 


  おまえはピスガの頂に登り、目をあげて西、北、南、東を望み見よ。おまえはこのヨルダンを渡ることができないからである。 


 Go up to the top of Pisgah, and lift up thine eyes westward, and northward, and southward, and eastward, and behold it with thine eyes; for thou shalt not go over this Jordan.




 


  しかし、おまえはヨシュアに命じ、彼を励まし、彼を強くせよ。彼はこの民に先立って渡って行き、彼らにおまえの見る地を継がせるであろう』。 


 But charge Joshua, and encourage him and strengthen him; for he shall go over before this people, and he shall put them in possession of the land which thou shalt see.




 


  こうしてわれわれはベテペオルに対する谷にとどまっていた。 


 And we abode in the valley opposite to Beth-Peor.
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  イスラエルよ、いま、わたしがあなたがたに教える定めと、おきてとを聞いて、これを行いなさい。そうすれば、あなたがたは生きることができ、あなたがたの先祖の神、主が賜わる地にはいって、それを自分のものとすることができよう。 


 And now, Israel, hearken to the statutes and to the ordinances which I teach you, to do [them], that ye may live, and go in and possess the land which Jehovah the God of your fathers giveth you.




 


  わたしがあなたがたに命じる言葉に付け加えてはならない。また減らしてはならない。わたしが命じるあなたがたの神、主の命令を守ることのできるためである。 


 Ye shall not add to the word which I command you, neither shall ye take from it, that ye may keep the commandments of Jehovah your God which I command you.




 


  あなたがたの目は、主がバアル・ペオルで行われたことを見た。ペオルのバアルに従った人々は、あなたの神、主がことごとく、あなたのうちから滅ぼしつくされたのである。 


 Your eyes have seen what Jehovah did because of Baal-Peor; for all the men that followed Baal-Peor, Jehovah thy God hath destroyed them from among you;




 


  しかし、あなたがたの神、主につき従ったあなたがたは皆、きょう、生きながらえている。 


 but ye that did cleave to Jehovah your God are alive every one of you this day.




 


  わたしはわたしの神、主が命じられたとおりに、定めと、おきてとを、あなたがたに教える。あなたがたがはいって、自分のものとする地において、そのように行うためである。 


 See, I have taught you statutes and ordinances, even as Jehovah my God commanded me, that ye may do so in the land into which ye enter to possess it.




 


  あなたがたは、これを守って行わなければならない。これは、もろもろの民にあなたがたの知恵、また知識を示す事である。彼らは、このもろもろの定めを聞いて、『この大いなる国民は、まことに知恵あり、知識ある民である』と言うであろう。 


 And ye shall keep and do them; for that will be your wisdom and your understanding before the eyes of the peoples that shall hear all these statutes, and say, Verily this great nation is a wise and understanding people.




 


  われわれの神、主は、われわれが呼び求める時、つねにわれわれに近くおられる。いずれの大いなる国民に、このように近くおる神があるであろうか。 


 For what great nation is there that hath God near to them as Jehovah our God is in everything we call upon him for?




 


  また、いずれの大いなる国民に、きょう、わたしがあなたがたの前に立てるこのすべての律法のような正しい定めと、おきてとがあるであろうか。 


 And what great nation is there that hath righteous statutes and ordinances, as all this law which I set before you this day?




 


  ただあなたはみずから慎み、またあなた自身をよく守りなさい。そして目に見たことを忘れず、生きながらえている間、それらの事をあなたの心から離してはならない。またそれらのことを、あなたの子孫に知らせなければならない。 


 Only take heed to thyself, and keep thy soul diligently, lest thou forget the things that thine eyes have seen (and lest they depart from thy heart all the days of thy life; but thou shalt make them known to thy sons and to thy sons' sons),




 


  あなたがホレブにおいて、あなたの神、主の前に立った日に、主はわたしに言われた、『民をわたしのもとに集めよ。わたしは彼らにわたしの言葉を聞かせ、地上に生きながらえる間、彼らにわたしを恐れることを学ばせ、またその子供を教えることのできるようにさせよう』。 


 the day that thou stoodest before Jehovah thy God in Horeb, when Jehovah said to me, Gather me the people together, that I may cause them to hear my words, that they may learn them, and fear me all the days that they live upon the earth, and teach them to their children.




 


  そこであなたがたは近づいて、山のふもとに立ったが、山は火で焼けて、その炎は中天に達し、暗黒と雲と濃い雲とがあった。 


 And ye came near and stood under the mountain; and the mountain burned with fire to the heart of heaven, with darkness, clouds, and obscurity.




 


  時に主は火の中から、あなたがたに語られたが、あなたがたは言葉の声を聞いたけれども、声ばかりで、なんの形も見なかった。 


 And Jehovah spoke to you from the midst of the fire: ye heard the voice of the words, but ye saw no form; only [ye heard] a voice.




 


  主はその契約を述べて、それを行うように、あなたがたに命じられた。それはすなわち十誡であって、主はそれを二枚の石の板に書きしるされた。 


 And he declared to you his covenant, which he commanded you to do, the ten words; and he wrote them on two tables of stone.




 


  その時、主はわたしに命じて、あなたがたに定めと、おきてとを教えさせられた。あなたがたが渡って行って自分のものとする地で、行わせるためであった。 


 And Jehovah commanded me at that time to teach you statutes and ordinances, that ye might do them in the land whither ye are passing over to possess it.




 


  それゆえ、あなたがたはみずから深く慎まなければならない。ホレブで主が火の中からあなたがたに語られた日に、あなたがたはなんの形も見なかった。 


 And take great heed to your souls (for ye saw no form on the day that Jehovah spoke to you in Horeb from the midst of the fire),




 


  それであなたがたは道を誤って、自分のために、どんな形の刻んだ像をも造ってはならない。男または女の像を造ってはならない。 


 lest ye corrupt yourselves, and make you a graven image, the form of any figure, the pattern of male or female,




 


  すなわち地の上におるもろもろの獣の像、空を飛ぶもろもろの鳥の像、 


 the pattern of any beast that is on the earth, the pattern of any winged fowl that flieth in the heaven,




 


  地に這うもろもろの物の像、地の下の水の中におるもろもろの魚の像を造ってはならない。 


 the pattern of anything that creepeth on the ground, the pattern of any fish that is in the waters under the earth;




 


  あなたはまた目を上げて天を望み、日、月、星すなわちすべて天の万象を見、誘惑されてそれを拝み、それに仕えてはならない。それらのものは、あなたの神、主が全天下の万民に分けられたものである。 


 and lest thou lift up thine eyes to the heavens, and see the sun, and the moon, and the stars, the whole host of heaven, and be drawn away and bow down to them and serve them, which Jehovah thy God hath assigned unto all peoples under the whole heaven.




 


  しかし、主はあなたがたを取って、鉄の炉すなわちエジプトから導き出し、自分の所有の民とされた。きょう、見るとおりである。 


 But you hath Jehovah taken, and hath brought you forth out of the iron furnace, out of Egypt, that ye might be to him a people of inheritance, as it is this day.




 


  ところで主はあなたがたのゆえに、わたしを怒り、わたしがヨルダンを渡って行くことができないことと、あなたの神、主が嗣業としてあなたに賜わる良い地にはいることができないこととを誓われた。 


 And Jehovah was angry with me on your account, and swore that I should not go over the Jordan, and that I should not enter in to that good land which Jehovah thy God giveth thee [for] an inheritance;




 


  わたしはこの地で死ぬ。ヨルダンを渡って行くことはできない。しかしあなたがたは渡って行って、あの良い地を獲るであろう。 


 for I shall die in this land, I shall not go over the Jordan; but ye shall go over, and possess this good land.




 


  あなたがたは慎み、あなたがたの神、主があなたがたと結ばれた契約を忘れて、あなたの神、主が禁じられたどんな形の刻んだ像をも造ってはならない。 


 Take heed to yourselves lest ye forget the covenant of Jehovah your God, which he made with you, and make yourselves a graven image, the form of anything which Jehovah thy God hath forbidden thee.




 


  あなたの神、主は焼きつくす火、ねたむ神である。 


 For Jehovah thy God is a consuming fire, a jealous ùGod.




 


  あなたがたが子を生み、孫を得、長くその地におるうちに、道を誤って、すべて何かの形に刻んだ像を造り、あなたの神、主の目の前に悪をなして、その憤りを引き起すことがあれば、 


 When thou begettest sons, and sons' sons, and ye have remained long in the land, and shall corrupt yourselves, and make a graven image, the form of anything, and do evil in the sight of Jehovah thy God, to provoke him to anger,




 


  わたしは、きょう、天と地を呼んであなたがたに対してあかしとする。あなたがたはヨルダンを渡って行って獲る地から、たちまち全滅するであろう。あなたがたはその所で長く命を保つことができず、全く滅ぼされるであろう。 


 I call heaven and earth to witness against you this day, that ye shall soon utterly perish from off the land whereunto ye pass over the Jordan to possess it: ye shall not prolong your days on it, but shall be utterly destroyed.




 


  主はあなたがたを国々に散らされるであろう。そして主があなたがたを追いやられる国民のうちに、あなたがたの残る者の数は少ないであろう。 


 And Jehovah will scatter you among the peoples, and ye shall be left a small company among the nations to which Jehovah will lead you.




 


  その所であなたがたは人が手で作った、見ることも、聞くことも、食べることも、かぐこともない木や石の神々に仕えるであろう。 


 And ye shall there serve gods, the work of men's hands, wood and stone, which neither see, nor hear, nor eat, nor smell.




 


  しかし、その所からあなたの神、主を求め、もし心をつくし、精神をつくして、主を求めるならば、あなたは主に会うであろう。 


 And from thence ye shall seek Jehovah thy God, and thou shalt find him, if thou shalt seek him with thy whole heart and with thy whole soul.




 


  後の日になって、あなたがなやみにあい、これらのすべての事が、あなたに臨むとき、もしあなたの神、主に立ち帰ってその声に聞きしたがうならば、 


 In thy tribulation, and when all these things shall come upon thee, at the end of days, thou shalt return to Jehovah thy God, and shalt hearken to his voice,




 


  あなたの神、主はいつくしみの深い神であるから、あなたを捨てず、あなたを滅ぼさず、またあなたの先祖に誓った契約を忘れられないであろう。 


 -- for Jehovah thy God is a merciful ùGod, -- he will not forsake thee, neither destroy thee, nor forget the covenant of thy fathers which he swore unto them.




 


  試みにあなたの前に過ぎ去った日について問え。神が地上に人を造られた日からこのかた、天のこの端から、かの端までに、かつてこのように大いなる事があったであろうか。このようなことを聞いたことがあったであろうか。 


 For ask now of the days that are past, which were before thee, since the day that God created man on the earth, and from one end of the heavens to the other end of the heavens, whether there hath been anything as this great thing is, or if anything hath been heard like it?




 


  火の中から語られる神の声をあなたが聞いたように、聞いてなお生きていた民がかつてあったであろうか。 


 Did [ever] people hear the voice of God speaking from the midst of the fire, as thou hast heard, and live?




 


  あるいはまた、あなたがたの神、主がエジプトにおいて、あなたがたの目の前に、あなたがたのためにもろもろの事をなされたように、試みと、しるしと、不思議と、戦いと、強い手と、伸ばした腕と、大いなる恐るべき事とをもって臨み、一つの国民を他の国民のうちから引き出して、自分の民とされた神が、かつてあったであろうか。 


 Or hath God essayed to come to take him a nation from the midst of a nation, by trials, by signs, and by wonders, and by war, and by a powerful hand, and by a stretched-out arm, and by great terrors, according to all that Jehovah your God did for you in Egypt before your eyes?




 


  あなたにこの事を示したのは、主こそ神であって、ほかに神のないことを知らせるためであった。 


 Unto thee it was shewn, that thou mightest know that Jehovah, he is God -- there is none other besides him.




 


  あなたを訓練するために、主は天からその声を聞かせ、地上では、またその大いなる火を示された。あなたはその言葉が火の中から出るのを聞いた。 


 From the heavens he made thee hear his voice, that he might instruct thee; and on the earth he shewed thee his great fire; and thou heardest his words from the midst of the fire.




 


  主はあなたの先祖たちを愛されたので、その後の子孫を選び、大いなる力をもって、みずからあなたをエジプトから導き出し、 


 And because he loved thy fathers, and chose their seed after them, he brought thee out with his countenance, with his great power, out of Egypt,




 


  あなたよりも大きく、かつ強いもろもろの国民を、あなたの前から追い払い、あなたをその地に導き入れて、これを嗣業としてあなたに与えようとされること、今日見るとおりである。 


 to dispossess nations from before thee greater and mightier than thou art, to bring thee in, to give thee their land for an inheritance, as it is this day.




 


  それゆえ、あなたは、きょう知って、心にとめなければならない。上は天、下は地において、主こそ神にいまし、ほかに神のないことを。 


 Thou shalt know therefore this day, and consider it in thy heart, that Jehovah, he is God in the heavens above, and on the earth beneath: [there is] none else.




 


  あなたは、きょう、わたしが命じる主の定めと命令とを守らなければならない。そうすれば、あなたとあなたの後の子孫はさいわいを得、あなたの神、主が永久にあなたに賜わる地において、長く命を保つことができるであろう」。 


 And thou shalt keep his statutes, and his commandments, which I command thee this day, that it may be well with thee and with thy sons after thee, and that thou mayest prolong thy days on the land which Jehovah thy God giveth thee, for ever.




 


  それからモーセはヨルダンの向こう側、東の方に三つの町々を指定した。 


 Then Moses separated three cities on this side the Jordan toward the sun-rising,




 


  過去の恨みによるのではなく、あやまって隣人を殺した者をそこにのがれさせ、その町の一つにのがれて、命を全うさせるためであった。 


 that the manslayer might flee thither, who should kill his neighbour unawares, and hated him not previously, that fleeing to one of these cities, he might live:




 


  すなわちルベンびとのためには荒野の中の高地にあるベゼルを、ガドびとのためにはギレアデのラモテを、マナセびとのためにはバシャンのゴランを定めた。 


 Bezer in the wilderness, in the plateau, of the Reubenites, and Ramoth in Gilead, of the Gadites, and Golan in Bashan, of the Manassites.




 


  モーセがイスラエルの人々の前に示した律法はこれである。 


 And this is the law which Moses set before the children of Israel:




 


  イスラエルの人々がエジプトから出たとき、モーセが彼らに述べたあかしと、定めと、おきてとはこれである。 


 these are the testimonies, and the statutes, and the ordinances that Moses declared to the children of Israel, when they came out of Egypt,




 


  すなわちヨルダンの向こう側、アモリびとの王シホンの国のベテペオルに対する谷においてこれを述べた。シホンはヘシボンに住んでいたが、モーセとイスラエルの人々が、エジプトを出てきた時、これを撃ち敗って、 


 on this side the Jordan, in the valley opposite to Beth-Peor, in the land of Sihon the king of the Amorites, who dwelt in Heshbon, whom Moses and the children of Israel smote when they came out of Egypt;




 


  その国を獲、またバシャンの王オグの国を獲た。このふたりはアモリびとの王であって、ヨルダンの向こう側、東の方におった。 


 and they took possession of his land, and the land of Og the king of Bashan, two kings of the Amorites, who were on this side the Jordan, toward the sun-rising;




 


  彼らの獲た地はアルノン川のほとりにあるアロエルからシリオン山すなわちヘルモンに及び、 


 from Aroer, which is on the bank of the river Arnon, as far as mount Sion, which is Hermon,




 


  ヨルダンの東側のアラバの全部をかねて、アラバの海に達し、ピスガのふもとに及んだ。 


 and all the plain on this side the Jordan, eastward, and as far as the sea of the plain, under the slopes of Pisgah.
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  さてモーセはイスラエルのすべての人を召し寄せて言った、「イスラエルよ、きょう、わたしがあなたがたの耳に語る定めと、おきてを聞き、これを学び、これを守って行え。 


 And Moses called to all Israel, and said to them, Hear, Israel, the statutes and the ordinances that I speak in your ears this day, and learn them, and keep them to do them.




 


  われわれの神、主はホレブで、われわれと契約を結ばれた。 


 Jehovah our God made a covenant with us in Horeb.




 


  主はこの契約をわれわれの先祖たちとは結ばず、きょう、ここに生きながらえているわれわれすべての者と結ばれた。 


 Not with our fathers did Jehovah make this covenant, but with us, [even] us, those [who are] here alive all of us this day.




 


  主は山で火の中から、あなたがたと顔を合わせて語られた。 


 Face to face on the mountain from the midst of the fire Jehovah spoke with you




 


  その時、わたしは主とあなたがたとの間に立って主の言葉をあなたがたに伝えた。あなたがたは火のゆえに恐れて山に登ることができなかったからである。主は言われた、 


 (I stood between Jehovah and you at that time, to declare to you the word of Jehovah; for ye were afraid by reason of the fire, and went not up to the mountain), saying,




 


  『わたしはあなたの神、主であって、あなたをエジプトの地、奴隷の家から導き出した者である。 


 I am Jehovah thy God who have brought thee out of the land of Egypt, out of the house of bondage.




 


  あなたはわたしのほかに何ものをも神としてはならない。 


 Thou shalt have no other gods before me.




 


  あなたは自分のために刻んだ像を造ってはならない。上は天にあるもの、下は地にあるもの、また地の下の水の中にあるものの、どのような形をも造ってはならない。 


 Thou shalt not make thyself any graven image, any form of what is in the heavens above, or what is in the earth beneath, or what is in the waters under the earth:




 


  それを拝んではならない。またそれに仕えてはならない。あなたの神、主であるわたしは、ねたむ神であるから、わたしを憎むものには、父の罪を子に報いて三、四代に及ぼし、 


 thou shalt not bow down thyself to them, nor serve them; for I, Jehovah thy God, am a jealous ùGod, visiting the iniquity of the fathers upon the sons, and upon the third and upon the fourth [generation] of them that hate me,




 


  わたしを愛し、わたしの戒めを守る者には恵みを施して千代に至るであろう。 


 and shewing mercy unto thousands of them that love me and keep my commandments.




 


  あなたの神、主の名をみだりに唱えてはならない。主はその名をみだりに唱える者を罰しないではおかないであろう。 


 Thou shalt not idly utter the name of Jehovah thy God; for Jehovah will not hold him guiltless that idly uttereth his name.




 


  安息日を守ってこれを聖とし、あなたの神、主があなたに命じられたようにせよ。 


 Keep the sabbath day to hallow it, as Jehovah thy God hath commanded thee.




 


  六日のあいだ働いて、あなたのすべてのわざをしなければならない。 


 Six days shalt thou labour, and do all thy work;




 


  七日目はあなたの神、主の安息であるから、なんのわざをもしてはならない。あなたも、あなたのむすこ、娘、しもべ、はしため、牛、ろば、もろもろの家畜も、あなたの門のうちにおる他国の人も同じである。こうしてあなたのしもべ、はしためを、あなたと同じように休ませなければならない。 


 but the seventh day is the sabbath of Jehovah thy God: thou shalt not do any work, thou, nor thy son, nor thy daughter, nor thy bondman, nor thy handmaid, nor thine ox, nor thine ass, nor any of thy cattle, nor thy sojourner that is within thy gates; that thy bondman and thy handmaid may rest as well as thou.




 


  あなたはかつてエジプトの地で奴隷であったが、あなたの神、主が強い手と、伸ばした腕とをもって、そこからあなたを導き出されたことを覚えなければならない。それゆえ、あなたの神、主は安息日を守ることを命じられるのである。 


 And thou shalt remember that thou wast a bondman in the land of Egypt, and that Jehovah thy God brought thee out thence with a powerful hand and with a stretched-out arm; therefore Jehovah thy God hath commanded thee to observe the sabbath day.




 


  あなたの神、主が命じられたように、あなたの父と母とを敬え。あなたの神、主が賜わる地で、あなたが長く命を保ち、さいわいを得ることのできるためである。 


 Honour thy father and thy mother, as Jehovah thy God hath commanded thee; that thy days may be prolonged, and that it may be well with thee in the land which Jehovah thy God giveth thee.




 


  あなたは殺してはならない。 


 Thou shalt not kill.




 


  あなたは姦淫してはならない。 


 Neither shalt thou commit adultery.




 


  あなたは盗んではならない。 


 Neither shalt thou steal.




 


  あなたは隣人について偽証してはならない。 


 Neither shalt thou bear false witness against thy neighbour.




 


  あなたは隣人の妻をむさぼってはならない。また隣人の家、畑、しもべ、はしため、牛、ろば、またすべて隣人のものをほしがってはならない』。 


 Neither shalt thou desire thy neighbour's wife, neither shalt thou covet thy neighbour's house, his field, nor his bondman, nor his handmaid, his ox, nor his ass, nor anything that is thy neighbour's.




 


  主はこれらの言葉を山で火の中、雲の中、濃い雲の中から、大いなる声をもって、あなたがたの全会衆にお告げになったが、このほかのことは言われず、二枚の石の板にこれを書きしるして、わたしに授けられた。 


 These words Jehovah spoke to all your congregation on the mountain from the midst of the fire, of the cloud, and of the obscurity, with a great voice, and he added no more; and he wrote them on two tables of stone, and gave them to me.




 


  時に山は火で燃えていたが、あなたがたが暗黒のうちから聞える声を聞くに及んで、あなたがたの部族のすべてのかしらと長老たちは、わたしに近寄って、 


 And it came to pass, when ye heard the voice from the midst of the darkness, and the mountain burned with fire, that ye came near to me, all the heads of your tribes, and your elders;




 


  言った、『われわれの神、主がその栄光と、その大いなることとを、われわれに示されて、われわれは火の中から出るその声を聞きました。きょう、われわれは神が人と語られ、しかもなおその人が生きているのを見ました。 


 and ye said, Behold, Jehovah our God has shewn us his glory and his greatness, and we have heard his voice from the midst of the fire: we have seen this day that God talks with man, and he lives.




 


  われわれはなぜ死ななければならないでしょうか。この大いなる火はわれわれを焼き滅ぼそうとしています。もしこの上なおわれわれの神、主の声を聞くならば、われわれは死んでしまうでしょう。 


 And now, why should we die? for this great fire will consume us. If we hear the voice of Jehovah our God any more, we shall die.




 


  およそ肉なる者のうち、だれが、火の中から語られる生ける神の声を、われわれのように聞いてなお生きている者がありましょうか。 


 For who is there of all flesh, that has heard the voice of the living God speaking from the midst of the fire, as we, and has lived?




 


  あなたはどうぞ近く進んで行って、われわれの神、主が言われることをみな聞き、われわれの神、主があなたにお告げになることをすべてわれわれに告げてください。われわれは聞いて行います』。 


 Come thou near, and hear all that Jehovah our God will say; and speak thou to us all that Jehovah our God will speak to thee; and we will hear it, and do it.




 


  あなたがたがわたしに語っている時、主はあなたがたの言葉を聞いて、わたしに言われた、『わたしはこの民がおまえに語っている言葉を聞いた。彼らの言ったことはみな良い。 


 And Jehovah heard the voice of your words, when ye spoke to me; and Jehovah said unto me, I have heard the voice of the words of this people that have spoken to thee: they have well spoken all that they have spoken.




 


  ただ願わしいことは、彼らがつねにこのような心をもってわたしを恐れ、わたしのすべての命令を守って、彼らもその子孫も永久にさいわいを得るにいたることである。 


 Oh that there were such a heart in them, that they would fear me, and keep all my commandments continually, that it might be well with them and with their sons for ever!




 


  おまえは行って彼らに、「あなたがたはおのおのその天幕に帰れ」と言え。 


 Go, say unto them, Get you into your tents again.




 


  しかし、おまえはこの所でわたしのそばに立て。わたしはすべての命令と、定めと、おきてとをおまえに告げ示すであろう。おまえはこれを彼らに教え、わたしが彼らに与えて獲させる地において、これを行わせなければならない』。 


 But as for thee, stand thou here by me, and I will speak unto thee all the commandments, and the statutes, and the ordinances, which thou shalt teach them, that they may do them in the land which I give them to possess it.




 


  それゆえ、あなたがたの神、主が命じられたとおりに、慎んで行わなければならない。そして左にも右にも曲ってはならない。 


 Take heed then to do as Jehovah your God hath commanded you: turn not aside to the right hand or to the left.




 


  あなたがたの神、主が命じられた道に歩まなければならない。そうすればあなたがたは生きることができ、かつさいわいを得て、あなたがたの獲る地において、長く命を保つことができるであろう。 


 In all the way that Jehovah your God hath commanded you shall ye walk, that ye may live, and that it may be well with you, and that ye may prolong your days in the land which ye shall possess.
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⇈ 旧約聖書

↥ 申命記

↤ 申命記 5

↦ 



詩のインデックス:

    
    
    
    
    





 


これはあなたがたの神、主があなたがたに教えよと命じられた命令と、定めと、おきてであって、あなたがたは渡って行って獲る地で、これを行わなければならない。

 And these are the commandments,
the statutes, and the ordinances, which Jehovah your God commanded
to teach you, that ye may do them in the land whereunto ye pass
over to possess it,



 


これはあなたが子や孫と共に、あなたの生きながらえる日の間、つねにあなたの神、主を恐れて、わたしが命じるもろもろの定めと、命令とを守らせるため、またあなたが長く命を保つことのできるためである。

 that thou mayest fear Jehovah
thy God, to keep all his statutes and his commandments which I
command thee, thou, and thy son, and thy son's son, all the days of
thy life; and that thy days may be prolonged.



 


それゆえ、イスラエルよ、聞いて、それを守り行え。そうすれば、あなたはさいわいを得、あなたの先祖の神、主があなたに言われたように、乳と蜜の流れる国で、あなたの数は大いに増すであろう。

 And thou shalt hear, Israel,
and take heed to do [them]; that it may be well with thee, and that
ye may increase greatly, as Jehovah the God of thy fathers hath
said unto thee, in a land flowing with milk and honey.



 

 イスラエルよ聞け。われわれの神、主は唯一の主である。

 Hear, Israel: Jehovah our God
is one Jehovah;



 


あなたは心をつくし、精神をつくし、力をつくして、あなたの神、主を愛さなければならない。

 and thou shalt love Jehovah thy
God with all thy heart, and with all thy soul, and with all thy
strength.



 


きょう、わたしがあなたに命じるこれらの言葉をあなたの心に留め、

 And these words, which I
command thee this day, shall be in thy heart;



 


努めてこれをあなたの子らに教え、あなたが家に座している時も、道を歩く時も、寝る時も、起きる時も、これについて語らなければならない。

 and thou shalt impress them on
thy sons, and shalt talk of them when thou sittest in thy house,
and when thou goest on the way, and when thou liest down, and when
thou risest up.



 


またあなたはこれをあなたの手につけてしるしとし、あなたの目の間に置いて覚えとし、

 And thou shalt bind them for a
sign on thy hand, and they shall be for frontlets between thine
eyes.



 


またあなたの家の入口の柱と、あなたの門とに書きしるさなければならない。

 And thou shalt write them upon
the posts of thy house, and upon thy gates.



 


あなたの神、主は、あなたの先祖アブラハム、イサク、ヤコブに向かって、あなたに与えると誓われた地に、あなたをはいらせられる時、あなたが建てたものでない大きな美しい町々を得させ、

 And it shall be, when Jehovah
thy God bringeth thee into the land which he swore unto thy
fathers, to Abraham, to Isaac, and to Jacob, to give thee: great
and good cities which thou buildedst not,



 


あなたが満たしたものでないもろもろの良い物を満たした家を得させ、あなたが掘ったものでない掘り井戸を得させ、あなたが植えたものでないぶどう畑とオリブの畑とを得させられるであろう。あなたは食べて飽きるであろう。

 and houses full of everything
good which thou filledst not, and wells digged which thou diggedst
not, vineyards and oliveyards which thou plantedst not, and thou
shalt have eaten and shalt be full;



 


その時、あなたはみずから慎み、エジプトの地、奴隷の家から導き出された主を忘れてはならない。

 [then] beware lest thou forget
Jehovah who brought thee forth out of the land of Egypt, out of the
house of bondage.



 


あなたの神、主を恐れてこれに仕え、その名をさして誓わなければならない。

 Thou shalt fear Jehovah thy
God, and serve him, and shalt swear by his name.



 


あなたがたは他の神々すなわち周囲の民の神々に従ってはならない。

 Ye shall not go after other
gods, of the gods of the peoples that are round about you;



 


あなたのうちにおられるあなたの神、主はねたむ神であるから、おそらく、あなたに向かって怒りを発し、地のおもてからあなたを滅ぼし去られるであろう。

 for Jehovah thy God is a
jealous ùGod in thy midst; lest the anger of Jehovah thy God be
kindled against thee, and he destroy thee from the face of the
earth.



 


あなたがたがマッサでしたように、あなたがたの神、主を試みてはならない。

 Ye shall not tempt Jehovah
your God, as ye tempted him in Massah.



 


あなたがたの神、主があなたがたに命じられた命令と、あかしと、定めとを、努めて守らなければならない。

 Ye shall diligently keep the
commandments of Jehovah your God, and his testimonies, and his
statutes, which he hath commanded thee.



 


あなたは主が見て正しいとし、良いとされることを行わなければならない。そうすれば、あなたはさいわいを得、かつ主があなたの先祖に誓われた、あの良い地にはいって、自分のものとすることができるであろう。

 And thou shalt do what is
right and good in the sight of Jehovah, that it may be well with
thee, and that thou mayest enter in and possess the good land which
Jehovah swore unto thy fathers,



 


また主が仰せられたように、あなたの敵を皆あなたの前から追い払われるであろう。

 thrusting out all thine
enemies from before thee, as Jehovah hath spoken.



 


後の日となって、あなたの子があなたに問うて言うであろう、『われわれの神、主があなたがたに命じられたこのあかしと、定めと、おきてとは、なんのためですか』。

 When thy son shall ask thee in
time to come, saying, What are the testimonies, and the statutes,
and the ordinances, which Jehovah our God hath commanded you?



 


その時あなたはその子に言わなければならない。『われわれはエジプトでパロの奴隷であったが、主は強い手をもって、われわれをエジプトから導き出された。

 then thou shalt say unto thy
son, We were Pharaoh's bondmen in Egypt; and Jehovah brought us out
of Egypt with a powerful hand;



 


主はわれわれの目の前で、大きな恐ろしいしるしと不思議とをエジプトと、パロとその全家とに示され、

 and Jehovah shewed signs and
wonders, great and grievous, upon Egypt, upon Pharaoh, and upon all
his household, before our eyes;



 


われわれをそこから導き出し、かつてわれわれの先祖に誓われた地にはいらせ、それをわれわれに賜わった。

 and he brought us out thence,
that he might bring us in, to give us the land which he swore unto
our fathers.



 


そして主はこのすべての定めを行えと、われわれに命じられた。これはわれわれの神、主を恐れて、われわれが、つねにさいわいであり、また今日のように、主がわれわれを守って命を保たせるためである。

 And Jehovah commanded us to do
all these statutes, to fear Jehovah our God, for our good
continually, that he might preserve us alive, as it is this
day.



 


もしわれわれが、命じられたとおりに、このすべての命令をわれわれの神、主の前に守って行うならば、それはわれわれの義となるであろう』。

 And it shall be our
righteousness if we take heed to do all these commandments before
Jehovah our God, as he hath commanded us.
申命記 7

⇈ 旧約聖書

↥ 申命記

↤ 

↦ 



詩のインデックス:

    
    
    
    
    






 


あなたの神、主が、あなたの行って取る地にあなたを導き入れ、多くの国々の民、ヘテびと、ギルガシびと、アモリびと、カナンびと、ペリジびと、ヒビびと、およびエブスびと、すなわちあなたよりも数多く、また力のある七つの民を、あなたの前から追いはらわれる時、

 When Jehovah thy God shall
bring thee into the land whither thou goest to possess it, and
shall cast out many nations from before thee, the Hittites, and the
Girgashites, and the Amorites, and the Canaanites, and the
Perizzites, and the Hivites, and the Jebusites, seven nations
greater and mightier than thou,



 


すなわちあなたの神、主が彼らをあなたに渡して、これを撃たせられる時は、あなたは彼らを全く滅ぼさなければならない。彼らとなんの契約をもしてはならない。彼らに何のあわれみをも示してはならない。

 and when Jehovah thy God shall
give them up before thee and thou shalt smite them, then shalt thou
utterly destroy them: thou shalt make no covenant with them, nor
shew mercy unto them.



 


また彼らと婚姻をしてはならない。あなたの娘を彼のむすこに与えてはならない。かれの娘をあなたのむすこにめとってはならない。

 And thou shalt make no
marriages with them: thy daughter thou shalt not give unto his son,
nor take his daughter for thy son;



 


それは彼らがあなたのむすこを惑わしてわたしに従わせず、ほかの神々に仕えさせ、そのため主はあなたがたにむかって怒りを発し、すみやかにあなたがたを滅ぼされることとなるからである。

 for he will turn away thy son
from following me, and they will serve other gods, and the anger of
Jehovah will be kindled against you, and he will destroy thee
quickly.



 


むしろ、あなたがたはこのように彼らに行わなければならない。すなわち彼らの祭壇をこぼち、その石の柱を撃ち砕き、そのアシラ像を切り倒し、その刻んだ像を火で焼かなければならない。

 But thus shall ye deal with
them: ye shall break down their altars, and shatter their statues,
and hew down their Asherahs, and burn their graven images with
fire.



 


あなたはあなたの神、主の聖なる民である。あなたの神、主は地のおもてのすべての民のうちからあなたを選んで、自分の宝の民とされた。

 For a holy people art thou unto
Jehovah thy God: Jehovah thy God hath chosen thee to be unto him a
people for a possession, above all the peoples that are upon the
face of the earth.



 


主があなたがたを愛し、あなたがたを選ばれたのは、あなたがたがどの国民よりも数が多かったからではない。あなたがたはよろずの民のうち、もっとも数の少ないものであった。

 Not because ye were more in
number than all the peoples, hath Jehovah been attached to you and
chosen you, for ye are the fewest of all the peoples;



 


ただ主があなたがたを愛し、またあなたがたの先祖に誓われた誓いを守ろうとして、主は強い手をもってあなたがたを導き出し、奴隷の家から、エジプトの王パロの手から、あがない出されたのである。

 but because Jehovah loved you,
and because he would keep the oath which he had sworn unto your
fathers, hath Jehovah brought you out with a powerful hand, and
redeemed you out of the house of bondage, from the hand of Pharaoh
king of Egypt.



 


それゆえあなたは知らなければならない。あなたの神、主は神にましまし、真実の神にましまして、彼を愛し、その命令を守る者には、契約を守り、恵みを施して千代に及び、

 And thou shalt know that
Jehovah thy God, he is God, the faithful ùGod, who keepeth covenant
and mercy to a thousand generations with them that love him and
keep his commandments;



 


また彼を憎む者には、めいめいに報いて滅ぼされることを。主は自分を憎む者には猶予することなく、めいめいに報いられる。

 and repayeth them that hate
him [each] to his face, to cause them to perish: he delayeth not
with him that hateth him, he will repay him to his face.



 


それゆえ、きょうわたしがあなたに命じる命令と、定めと、おきてとを守って、これを行わなければならない。

 And thou shalt keep the
commandment, and the statutes, and the ordinances, which I command
thee this day, to do them.



 


あなたがたがこれらのおきてを聞いて守り行うならば、あなたの神、主はあなたの先祖たちに誓われた契約を守り、いつくしみを施されるであろう。

 And it shall come to pass, if
ye hearken to these ordinances, and keep and do them, that Jehovah
thy God will keep with thee the covenant and the mercy which he
swore unto thy fathers;



 


あなたを愛し、あなたを祝福し、あなたの数を増し、あなたに与えると先祖たちに誓われた地で、あなたの子女を祝福し、あなたの地の産物、穀物、酒、油、また牛の子、羊の子を増されるであろう。

 and he will love thee, and
bless thee, and multiply thee, and will bless the fruit of thy
womb, and the fruit of thy [...]
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